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第第第1章章章　　　人人人類類類救救救済済済へへへののの神神神ののの計計計画画画

教会は人類救済のために神がお定めになった機関であ
る。教会は奉仕するために組織された。その使命は世界に
福音を伝えることである。教会を通して神の満ちあふれる
豊かさを世界に反映させることが、神のはじめからのご計
画であった。暗やみから驚くべき光に招き入れられた教会
員たちは、神の栄光をあらわさなければならない。教会は
キリストの恵みに富んだ宝庫であり、教会を通して神の愛
がついには「天上にあるもろもろの支配や権威」に対して
さえも十分明らかに示されるのである（エペソ3：10）。
教会に関して多くのすばらしい約束が聖書に記されて

いる。「わが家はすべての民の祈の家ととなえられるから
である」（イザヤ56：7）。「わたしは彼らおよびわが山
の周囲の所々を祝福し、季節にしたがって雨を降らす。こ
れは祝福の雨となる」。「わたしは彼らのために、良い栽
培所を与える。彼らは重ねて、国のききんに滅びることな
く、重ねて諸国民のはずかしめを受けることはない。彼ら
はその神、主なるわたしが彼らと共におり、彼らイスラエ
ルの家が、わが民であることを悟ると、主なる神は言われ
る。あなたがたはわが羊、わが牧場の羊である。わたしは
あなたがたの神であると、主なる神は言われる」（エゼキ
エル34：26、2931）。
「主は言われる、『あなたがたはわが証人、わたしが

選んだわがしもべである。それゆえ、あなたがたは知っ
て、わたしを信じ、わたしが主であることを悟ることが
できる。わたしより前に造られた神はなく、わたしより
後にもない。ただわたしのみ主である。わたしのほかに
救う者はいない。わたしはさきに告げ、かつ救い、かつ聞
かせた。あなたがたのうちには、ほかの神はなかった。あ
なたがたはわが証人である』」。「主なるわたしは正義を
もってあなたを召した。わたしはあなたの手をとり、あな
たを守った。わたしはあなたを民の契約とし、もろもろの
国びとの光として与え、盲人の目を開き、囚人を地下の獄
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第1章　人類救済への神の計画 7

屋から出し、暗きに座する者を獄屋から出させる」（イザ
ヤ43：1012、42：6、7）。
「わたしは恵みの時に、あなたに答え、救の日にあな

たを助けた。わたしはあなたを守り、あなたを与えて民の
契約とし、国を興し、荒れすたれた地を嗣業として継がせ
る。わたしは捕らえられた人に『出よ』と言い、暗きにお
る者に『あらわれよ』と言う。彼らは道すがら食べること
ができ、すべての裸の山にも牧草を得る。彼らは飢えるこ
とがなく、かわくこともない。また熱い風も、太陽も彼ら
を撃つことはない。彼らをあわれむ者が彼らを導き、泉の
ほとりに彼らを導かれるからだ。わたしは、わがもろもろ
の山を道とし、わが大路を高くする」。
「天よ、歌え、地よ、喜べ。もろもろの山よ、声を放っ

て歌え。主はその民を慰め、その苦しむ者をあわれまれ
るからだ。しかしシオンは言った、『主はわたしを捨て、
主はわたしを忘れられた』と。『女がその乳のみ子を忘れ
て、その腹の子を、あわれまないようなことがあろうか。
たとい彼らが忘れるようなことがあっても、わたしは、
あなたを忘れることはない。見よ、わたしは、たなごころ
にあなたを彫り刻んだ。あなたの石がきは常にわが前にあ
る』」（イザヤ49：811、1316）。
教会は神が反逆した世に持っておられる神のとりでであ

り、神ののがれの町である。教会への裏切り行為は、ひと
り子の血によって人類をあがなってくださった神に対する
反逆である。世のはじめから忠実な人々がこの地上に教会
を構成してきた。いつの時代にも主は見張りびとをお持ち
になっていた。彼らは、彼らが生きた世代に忠実なあかし
を立ててきたのである。これらの見張りびとたちは警告の
使命を伝えた。そして、彼らが自分のよろいをぬぐように
命じられたとき、他の人々がその仕事を受け継いだ。神は
こうしたあかしびとを神との契約関係に置かれて、地上の
教会を天の教会と結ばれたのである。神はご自分の教会に
仕えさせるために、天使たちをおつかわしになった。そし [1360]
て、黄泉の力は神の民に打ち勝つことができなかった。
幾世紀にもわたる迫害、闘争、暗黒の中にあって、神

は教会を支えてこられた。神は教会に落ちかかってくるど
んな暗雲に対しても備えをし、みわざを妨害するために起
こるどんな反対勢力も予見された。すべての事は神の予告
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通りに起こった。神は教会を見捨てておかれず、起こるべ
きことを預言のことばで明らかにされた。そして預言者が
み霊に感じて預言した事は、成就した。神のすべての目的
は達成される。神の律法はみ座につながっていて、どんな
悪の力も、それを滅ぼすことはできない。真理は神の霊感
を受け、神に守られている。それはすべての反対に勝利す
る。
霊的暗黒の時代に神の教会は、山の上にある町のような

ものであった。各時代にわたり、各世代を通じて天の高潔
な教えは教会の中で明らかになってきた。教会はどんなに
弱く欠陥だらけのように見えても、神が特別な意味で最高
の関心を払われる対象である。教会は神の恵みの舞台であ
り、そこで神は人々の心を変える力をあらわすことを、お
喜びになるのである。
「神の国を何に比べようか。また、どんな譬で言いあ

らわそうか」とキリストは言われた（マルコ4：30）。キリ
ストはこの世の国を用いて神の国をあらわすことはできな
かった。神の国に匹敵するものを、社会の中に見つけるこ
とはできなかった。地上の王国は、優勢な権力によって治
めるが、キリストの国では、武器や抑圧の道具がことごと
く消し去られている。神の国は人間を高め、高貴にする。
神の教会はさまざまな賜物に満ち、聖霊を受けてきよい生
涯を送るものの宮廷である。教会員たちは、自分たちが助
け祝福するものの幸福の中に、自分たちの幸福を見つける
のである。
神のみ名があがめられるようにと、教会を通して完成

するように主が計画された、おどろくべきみわざがある。
このみわざは、エゼキエルが見たいやしの川の幻の中に描
かれている。「この水は東の境に流れて行き、アラバに落
ち下り、その水が、よどんだ海にはいると、それは清くな
る。おおよそこの川の流れる所では、もろもろの動く生き
物が皆生き、. . . . . .川のかたわら、その岸のこなたかなた
に、食物となる各種の木が育つ。その葉は枯れず、その実
は絶えず、月ごとに新しい実がなる。これはその水が聖所
から流れ出るからである。その実は食用に供せられ、その
葉は薬となる」（エゼキエル47：812）。
世の初めから神はこの世界に祝福を与えるために、神の

民を通して働いてこられた。古代エジプトの国に対して、
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神はヨセフをいのちの泉となさった。ヨセフの誠実さが、
エジプトのすべての民の命を守った。神はダニエルを通し
てバビロンのすべての知者の命を救われた。これらの救い
は、実物教訓としてある。それは、ヨセフやダニエルが礼
拝していた神とのつながりを通して、世に与えられる霊的
祝福を例証するものである。キリストを心にやどしている
者、キリストの愛をこの世に示す者はみな、人類の祝福の
ために神と共に働く者である。他の人々に分け与えるため
に救い主から恵みを受けるとき、霊的いのちの潮が彼の全
身からあふれ出るのである。
神はご自身の品性を人々に現すために、イスラエルの

民をお選びになった。神はその民がこの世の救いの井戸と
なるようにお望みになった。彼らには天来のことば、神の
みこころの啓示がゆだねられた。イスラエルの初期の時代
に、この世の国々は堕落した習慣によって、神についての
知識を失った。彼らは、以前に神を知っていた。しかし、
「神としてあがめず、感謝もせず、かえってその思いはむ
なしくなり、その無知な心は暗くなった」のである（ロー
マ1：21）。それでも神は、憐れみから彼らの存在を抹殺さ
れなかった。神は選ばれた人々を通して彼らが再び神を知
るようになる機会を与えようとなさった。犠牲の儀式に関
するさまざまな教えによって、キリストはすべての国家の
前にあがめられなければならなかった。そして、キリスト
をあがめる人々はみな生きるはずであった。キリストはユ
ダヤの諸制度の基礎であった。型や象徴の全体系は、福音
がぎっしりと詰まった預言であり、救済のさまざまな約束 [1361]
を包含して人々に示していた。
しかし、イスラエルの人々は神の代表者としての尊い特

権を見失っていた。彼らは神を忘れ、聖なる使命を果たさ
なかった。彼らが受けた祝福は世の祝福とならなかった。
彼らは、自分たちが持つすべての有利な状態を、自己を高
めるために用いた。彼らは誘惑を免れるために、世から自
分たちをしめ出した。偶像崇拝者との交わりの中で異教徒
の習慣に従わないための予防手段として神がお定めになっ
た制限を、彼らは自分たちと他のすべての国々とを隔てる
壁を築くために用いた。彼らは神が彼らに要求された奉仕
をささげようとせず、人々を信仰に導くことも、聖なる模
範を示すこともしなかった。
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祭司や役人たちは、儀式尊重主義の型にはまっていっ
た。彼らは律法的宗教に満足していて、他の人々に天の
生きた真理を与えることができなくなっていた。彼らは自
分の義を十分満足のいくものだと思い、自分たちの宗教に
新しい要素がはいることを願わなかった。人間に対する神
の好意を、彼らは自分たちに関係づけて受けとり、彼らの
善行を理由にして神の好意と、自分たちの功績を結びつけ
た。愛によって働き、魂をきよめる信仰は、儀式と人間の
命令から成り立つパリサイ人の宗教と、一致する場所を見
いだすことはできなかった。
神はイスラエルについてこう言われた、「わたしはあな

たを、まったく良い種のすぐれたぶどうの木として植えた
のに、どうしてあなたは変って、悪い野ぶどうの木となっ
たのか」（エレミヤ2：21）。「イスラエルは実を結ぶ茂っ
たぶどうの木である」（ホセア10：1）。「それで、エル
サレムに住む者とユダの人々よ、どうか、わたしとぶどう
畑との間をさばけ。わたしが、ぶどう畑になした事のほか
に、何かなすべきことがあるか。わたしは良いぶどうの結
ぶのを待ち望んだのに、どうして野ぶどうを結んだのか。
それで、わたしが、ぶどう畑になそうとすることを、

あなたがたに告げる。わたしはそのまがきを取り去って、
食い荒されるにまかせ、そのかきをとりこわして、踏み荒
されるにまかせる。わたしはこれを荒して、刈り込むこと
も、耕すこともせず、おどろと、いばらとを生えさせ、ま
た雲に命じて、その上に雨を降らさない。万軍の主のぶど
う畑はイスラエルの家であり、主が喜んでそこに植えられ
た物は、ユダの人々である。主はこれに公平を望まれたの
に、見よ、流血。正義を望まれたのに、見よ、叫び」（イ
ザヤ5：37）。「あなたがたは弱った者を強くせず、病んで
いる者をいやさず、傷ついた者をつつまず、迷い出た者を
引き返らせず、うせた者を尋ねず、彼らを手荒く、きびし
く治めている」（エゼキエル34：4）。
ユダヤの指導者たちは、教えを必要としないほど賢く、

救いを必要としないほど正しく、キリストから来る名誉
を必要としないほど高くあがめられていると思っていた。
救い主は、彼らが誤用していた特権と、彼らが軽視してい
た仕事を他の人々にゆだねるために、彼らに背を向けられ
た。神の栄光が現され、神のみことばは確立されなければ
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ならない。キリストの国はこの世界に建設されなければな
らない。神の救いは、荒野にある町々に知らされなければ
ならない。こうして弟子たちは、ユダヤの指導者がなしと
げることのできなかった仕事をなしとげるために召された
のである。



第第第2章章章　　　12弟弟弟子子子ののの訓訓訓練練練

キリストはみわざをお進めになるにあたって、ユダヤ
議会の学識と雄弁、あるいはローマの権力を選ばれなかっ
た。すぐれた働き人である主は、この世を動かすはずの真
理を宣べ伝えるにあたって、ひとりよがりのユダヤの教師
たちには目をお向けにならず、謙遜で無学な人々をお選び
になった。これらの人々を主はご自身の教会の指導者とし
て訓練し、教育しようとお考えになった。彼らが次に他の
人々を教育し、福音の使命を携えて行かせるのである。彼
らがその働きを成功させるために、彼らには聖霊の力が与
えられるのであった。福音は人間の力や知恵によらず、神[1362]
の力によって宣べ伝えられるはずであった。

3年半のあいだ、弟子たちはこの世に知られた最も偉大
な教師、キリストの指導を受けた。キリストは個人的な接
触や交わりによって、ご自身の働きのために彼らを訓練さ
れた。毎日彼らは、疲れている者や重荷を負っている者に
語りかけておられるキリストの励ましのことばを聞き、ま
た、病人や苦しみ悩む者にみ力を現されるのを見ながら、
キリストと共に歩き、そして語った。時には、主は弟子た
ちと共に山腹に腰をおろして彼らに教えられた。またある
時には海辺で、あるいは道を歩きながら神の国の奥義をお
示しになった。人々の心が開かれて、神の使命が受け入れ
られるところではどこででも、主は救いの道についての真
理を明らかにされた。主は弟子たちにこれをせよ、あれを
せよとお命じにならず、ただ「わたしについて来なさい」
と言われた。キリストは人々に教えるご自身の方法を弟子
たちに見学させようと、田舎や都市への旅に彼らを伴って
行かれた。彼らは主と共に、旅先を次々に訪ねた。彼らは
主と共に質素な食物をとり、主と同じように時々飢え、疲
れることもたびたびであった。彼らは雑踏した町中や湖畔
や、寂しい荒野の中を主と共に歩いた。弟子たちは主の全
生活を見たのである。

12
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12弟子の任命によって、キリストが去ってのち地上で
みわざを続ける教会を組織するための第一歩が踏み出され
た。この任命に関しては、「イエスは山に登り、みこころ
にかなった者たちを呼び寄せられたので、彼らはみもとに
きた。そこで12人をお立てになった。彼らを自分のそばに
置くためであり、さらに宣教につかわ」すためであると記
されている（マルコ3：13、14）。
その感動的な場面を見よ。天の主権者がみずからお選び

になった12人の弟子たちに取り巻かれているさまを見よ。
キリストは今、弟子たちをそれぞれの仕事に聖別なさろう
としている。これらの弱い代理者たちをお用いになり、ご
自身のことばとみ霊によってキリストはすべての者に、も
れなく救いを得させようと計画しておられるのである。
神と天使たちは、歓喜してこの光景を見守った。み父

は、天の光がこの人々から輝き出ることをごぞんじであ
り、彼らがみ子のために証言をした時、彼らが語ったこと
ばは、時の終わりにいたるまで代々にわたって響きわたる
ことを知っておられた。
弟子たちはキリストの証人として出て行き、彼らが主に

ついて見たり、聞いたりしたことを世に伝えなければなら
なかった。彼らの任務は、これまで人間が召された職務の
中で最も重要なものであって、キリストご自身のみ働きに
次ぐものであった。彼らは人々を救うために神と共に働く
者とならねばならなかった。旧約聖書の中で12人の族長が
イスラエルの代表者として立ったように、12人の使徒たち
は福音教会の代表者として立つのである。
公生涯のあいだ、キリストは、ユダヤ人と異邦人との間

の隔ての壁を打ち破り、人類すべてに救いを宣べ伝えられ
た。キリストはユダヤ人ではあったが、サマリヤ人と自由
に交わり、この軽蔑された民族について、ユダヤ人が持っ
ていたパリサイ的慣習を無視された。キリストは彼らの屋
根の下に眠り、彼らの食卓で食べ、彼らの町の通りで教え
られた。
救い主はイスラエルと他の国々との「隔ての中垣」を

取り除くことについての真理を、すなわち、「異邦人が」
ユダヤ人と共に「神の国をつぐ者となり」、「福音により
キリスト・イエスにあって. . . . . .共に約束にあずかる者とな
る」という真理を弟子たちに明らかにしたいと切望された
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（エペソ2：14、3：6）。主がカペナウムの百卒長の信仰に
報いられた時と、スカルの町の人々に福音をお伝えになっ
た時に、この真理の1部が現された。キリストがフェニキヤ
を訪問されて、カナンの女の娘をいやされた時に、この真
理はさらに明らかに現された。こうした経験は、救いを受
ける価値がないと思っていた多くの人々の中にも、真理の
光を渇望している者たちがいることを、弟子たちに理解さ
せるのに役立った。
こうしてキリストは、神の国では領土の境界線がなく、

世襲的階級制もなく、貴族もいないという事実を、また、[1363]
救い主の愛の使命を携えて、あらゆる国々に出て行かな
ければならないということを、弟子たちに教えようとされ
た。しかし彼らは後になるまで、神が「ひとりの人から、
あらゆる民族を造り出して、地の全面に住まわせ、それ
ぞれに時代を区分し、国土の境界を定めて下さったのであ
る。こうして、人々が熱心に追い求めて捜しさえすれば、
神を見いだせるようにして下さった。事実、神はわれわれ
一人一人から遠く離れておいでになるのではない」という
ことを十分に認識しなかった（使徒行伝17：26、27）。
これら最初の弟子たちには著しい相違点があった。彼

らはこの世の教師とならなければならなかったが、性格的
にはなはだしく異なるさまざまな型を代表していた。この
人たちはゆだねられている仕事を立派に進展させるために
は、素質も生活習慣も違うので、感覚、思想、行動におい
て一致する必要があった。この一致こそ、キリストが確か
なものにしたいと目指されたものであった。キリストは最
後まで、ご自身と1つになるよう弟子たちを導かれた。キ
リストが弟子たちに対して抱いておられた重荷は、み父に
ささげられた祈りの中に表されている。「父よ、それは、
あなたがわたしのうちにおられ、わたしがあなたのうち
にいるように、みんなの者が1つとなるためであります。
すなわち、彼らをもわたしたちのうちにおらせるためであ
り」、「あなたがわたしをつかわし、わたしを愛されたよ
うに、彼らをお愛しになったことを、世が知るためであり
ます」（ヨハネ17：21、23）。キリストは、弟子たちが真
理によって聖別されるようにと不断の祈りをささげておら
れた。そして、全能者のみこころは、この世が造られる以
前から与えられていたものであるということを知っておら
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れて、確信をもって祈られた。主は、神の国についての福
音が、あかしとしてすべての国々に宣べ伝えられることを
ごぞんじであった。また、聖霊の無限の力で武装した真理
が、悪との戦いに勝利し、血に染まった旗が主に従う者た
ちの頭上に高らかにひるがえる日の来ることをごぞんじで
あった。
キリストは、地上の働きが終わりに近づき、弟子たちが

ご自分の直接の指導を離れて働きを受け継いでいかねばな
らないことを実感されると、弟子たちを力づけ、彼らを将
来のために準備させようとなさった。キリストはまちがっ
た希望を与えて、弟子たちを欺くことはなさらなかった。
開かれた本を読むように、主は起こるべきことを読みと
られた。主はご自身がまもなく弟子たちから引き離され、
彼らがおおかみの中の羊のようにとり残されることをごぞ
んじであった。彼らが迫害を受けることや、ユダヤの会堂
から追い出されること、そして、牢に投げ込まれることを
知っておられた。また、メシヤとしてのキリストをあかし
したために、ある者はいのちを落とすであろうということ
もごぞんじであった。それで主は、弟子たちの将来に関す
る大切なことを彼らにお語りになった。やがて来る試練の
時に、彼らが主のことばを思い出して、主を救い主として
ますます強く信じることができるように、主は弟子たちの
将来について、明確にお語りになった。
キリストはまた、弟子たちに希望と勇気に満ちたことば

をお語りになった。「あなたがたは、心を騒がせないがよ
い。神を信じ、またわたしを信じなさい。わたしの父の家
には、すまいがたくさんある。もしなかったならば、わた
しはそう言っておいたであろう。あなたがたのために、場
所を用意しに行くのだから。そして、行って、場所の用意
ができたならば、またきて、あなたがたをわたしのところ
に迎えよう。わたしのおる所にあなたがたもおらせるため
である。わたしがどこへ行くのか、その道はあなたがたに
わかっている」（ヨハネ14：14）。あなたがたのためにわ
たしはこの世界に来た。あなたがたのためにわたしは働い
てきた。わたしは、去っても、なお熱心にあなたがたのた
めに働くであろう。わたしは、わたし自身をあなたがたに
現すためにこの世界に来た。あなたがたが信じるようにな
るためである。わたしは、わたしの父であり、またあなた
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がたの父でもあられる方のもとに行き、あなたがたのため
にみ父に協力するのである。
「よくよくあなたがたに言っておく。わたしを信じる者

は、またわたしのしているわざをするであろう。そればか
りか、もっと大きいわざをするであろう。わたしが父のみ[1364]
もとに行くからである」（ヨハネ14：12）。このように言
われたのは、弟子たちがキリストがなされた以上に立派な
仕事をするというのではなく、弟子たちの働きがより大き
くひろがっていくであろうという意味であった。主は奇跡
を行うことばかりでなく、聖霊の働きのもとに行われるす
べてのわざに注意をひかれたのである。「わたしが父のみ
もとからあなたがたにつかわそうとしている助け主、すな
わち、父のみもとから来る真理の御霊が下る時、それはわ
たしについてあかしをするであろう。あなたがたも、初め
からわたしと一緒にいたのであるから、あかしをするので
ある」と主は言われた（ヨハネ15：26、27）。
このみことばはすばらしく成就した。聖霊が降下した

のち、弟子たちは主と、主が身代わりとなって死なれた
人々に対する深い愛に満たされたので、弟子たちの語るこ
とばやささげる祈りによって、人々の心は溶かされたので
ある。弟子たちは聖霊の力によって語り、その力の感化に
よって幾千もの人々が改心した。
キリストの代表者として、使徒たちはこの世に決定的

な印象を与えなければならなかった。彼らが身分の低い
人々であったということは、彼らの感化力を減少させず、
かえってそれを増した。聞く人々の心は弟子たちから救い
主へと導かれた。たとえ目には見えなくとも、主は今もな
お、弟子たちと共に働いておられたからである。使徒たち
のすばらしい教えや、勇気と信頼に満ちたことばは、彼ら
の働きが自分たちの力でなされているのではなく、キリス
トの力でなされているのだということをすべての人々に確
信させるのである。彼らは、謙遜に、ユダヤ人が十字架に
つけたお方こそいのちの君、生ける神のみ子であることを
言明する。そのお方の名によって、主が行われたみわざを
受け継いで行っているのであると、弟子たちは公言するの
である。
救い主は十字架におつきになる前夜、弟子たちに別れ

のことばを述べられたが、その中でご自分が耐えてこられ
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た苦難と、またこれから耐えねばならない苦難については
一言も触れられなかった。主はご自分の前にある屈辱につ
いてお語りにならずに、弟子たちの信仰を強めるものを彼
らの心に与え、勝利者のために備えられている喜びを待ち
望むようにし向けられた。これまで約束されたことよりも
もっと多くのことを、弟子たちのためになさることができ
るということ、また、主から愛とあわれみが流れ出て魂の
宮をきよめ、人々を主に似た品性の者とするということ、
また、み霊の力によって武装された主の真理が、勝利の
上にもなお勝利を得ようとして出て行くのだということを
知って、主は喜ばれた。
「これらのことをあなたがたに話したのは、わたし

にあって平安を得るためである。あなたがたは、この世
ではなやみがある。しかし、勇気を出しなさい。わたし
はすでに世に勝っている」とキリストは言われた（ヨハ
ネ16：33）。キリストは失敗をなさらなかったし、失望も
されなかった。だから弟子たちも同じように忍耐強い信
仰を示さなければならなかった。彼らは主から力をいた
だき、主が働かれたように働かなければならなかった。た
とえ、明らかに不可能なことによって道をふさがれようと
も、なお、彼らは主の恵みにより、失望することなく、す
べてに望みを抱いて、ひたすら前進しなければならなかっ
た。
キリストはご自身にゆだねられた仕事をなし遂げられ

た。そして、そのみわざが人々の間で続けられるように、
弟子たちを召集されたのである。主は言われた、「わた
しは彼らによって栄光を受けました。わたしはもうこの
世にはいなくなりますが、彼らはこの世に残っており、
わたしはみもとに参ります。聖なる父よ、わたしに賜わっ
た御名によって彼らを守って下さい。それはわたしたち
が1つであるように、彼らも1つになるためであります」。
「わたしは彼らのためばかりではなく、彼らの言葉を聞
いてわたしを信じている人々のためにも、お願いいたし
ます。. . . . . .それは. . . . . .みんなの者が1つとなるためであり
ます。. . . . . .わたしが彼らにおり、あなたがわたしにいま
すのは、彼らが完全に1つとなるためであり、また、あな
たがわたしをつかわし、わたしを愛されたように、彼らを
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お愛しになったことを、世が知るためであります」（ヨハ
ネ17：10、11、2023）。



第第第3章章章　　　大大大いいいなななるるる任任任命命命 [1365]

キリストが亡くなられてのち、弟子たちはほとんど失
望に打ちひしがれていた。彼らの主は拒絶され、有罪とさ
れ、十字架につけられた。祭司や役人たちは嘲弄して言っ
た、「他人を救ったが、自分自身を救うことができない。
あれがイスラエルの王なのだ。いま十字架からおりてみ
よ。そうしたら信じよう」（マタイ27：42）。弟子たちの
希望の太陽は沈んだ。そして夜が彼らの心にたれこめた。
彼らは幾度もつぶやいた、「わたしたちは、イスラエルを
救うのはこの人であろうと、望みをかけていました」（ル
カ24：21）。弟子たちは寂しく煩悶しながら主のみことば
を思い出していた、「もし、生木でさえもそうされるな
ら、枯木はどうされることであろう」（ルカ23：31）。
イエスは弟子たちに何度も、これから起こることを明ら

かにしようとされたが、彼らは主が言われたことを考えよ
うとしなかった。このために主の死は、彼らにとって思い
がけないこととしてやってきたのである。のちに彼らが過
ぎこしかたを振り返って、自分たちの不信の結末を見たと
きに、悲しみで胸がいっぱいになった。キリストが十字架
にかけられた時、彼らは主がよみがえられるとは信じてい
なかった。主は、3日目によみがえるとはっきりお語りに
なっていたが、彼らは主の言われたことに当惑していた。
この理解不足のために、彼らはキリストがなくなられた
時、全く絶望状態になったのである。彼らはひどく失望し
ていた。彼らの信仰は、彼らの視界をさえぎるようにサタ
ンが投げかけた影のかなたを見透さなかった。彼らにはす
べてがばく然としていて、不可解であった。もし弟子たち
が救い主のみことばを信じていたならば、どんなにか悲し
みも少なかったことであろう。
落胆と悲嘆と失望に打ちのめされた弟子たちは二階座敷

に集まり、自分たちも愛する恩師と同じ運命をたどるので
はないかと恐れて、戸口を全部かたく閉ざしていた。とこ

19
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ろがこの場所に、救い主はよみがえられて姿を現されたの
である。

40日間、キリストは地上にとどまられて、弟子たちに
ゆだねられた仕事の準備をさせ、彼らがこれまで理解で
きていなかったことを説明された。主はご自身の来臨のこ
とや、ユダヤ人に拒まれたこと、またご自身の死について
の預言のことを語り、これらの預言がことごとく成就して
きたことを指摘された。キリストはこの預言の成就こそ、
取りも直さず弟子たちのこれからの仕事に、力がさずけら
れることを確証するものだと理解しなければならないと、
彼らに語られた。聖書にこう書かれている、「聖書を悟
らせるために彼らの心を開いて、言われた、『こう、しる
してある。キリストは苦しみを受けて、3日目に死人の中
からよみがえる。そして、その名によって罪のゆるしを得
させる悔改めが、エルサレムからはじまって、もろもろの
国民に宣べ伝えられる』」。そして「『あなたがたは、こ
れらの事の証人である』」とイエスはつけ加えられた（ル
カ24：4548）。
キリストが弟子たちと共に過ごされたこの40日間に、彼

らは新しい経験を得た。敬愛する恩師が、既に起こったこ
とに照らして聖書を説明されるのを聞きながら、彼らは主
を信ずる信仰を十分に確立した。彼らは、「わたしは自分
の信じてきたかたを知って」いると、言えるところにまで
到達した（Ⅱテモテ1：12）。彼らは自分たちの仕事の性
質と、その範囲を認識し、彼らにゆだねられている真理を
世に宣べ伝えなければならないことを知りはじめた。キリ
ストのご生涯のさまざまな事件、キリストの死とよみがえ
り、こうした事件を指し示す預言、救いの計画の奥義、罪
をゆるすイエスの力、彼らはこうしたすべてのことの証人
となって、それを世界に伝えなければならなかった。彼ら
は悔い改めと救い主の力によって、平和と救いの福音を宣
べ伝えなければならなかった。
昇天される前に、キリストは弟子たちに任務をお与え

になった。彼らは永遠のいのちの宝を世に伝えるという、
主のご遺言の執行者にならねばならないと、主はお命じ
になったのである。あなたがたは、この世のためにしたわ
たしの犠牲の生涯の証人となった のだと、主は彼らに言[1366]
われた。あなたがたは、わたしがイスラエルのためになし
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たわざを見てきた。そして、たとえわたしの民がいのちを
得るためにわたしのもとに来なくとも、たとえ祭司や役人
が記録にあるとおりのことをわたしに向かって行ったとし
ても、たとえ彼らがわたしを拒んだとしても、彼らには神
のみ子を受けいれるまた別の機会が与えられているのであ
る。自分の罪を告白して、わたしのもとに来る者を、わた
しがみな快く受け入れるのをあなたがたは見てきた。わた
しのもとに来る者をわたしは決して追い出しはしない。わ
が弟子たちよ、わたしはあなたがたにこの恵みの使命をゆ
だねる。それは、ユダヤ人にも異邦人にも、最初にイスラ
エル人に、それからすべての民族、国語、国民らに与えら
れなければならない。信じる者がすべて、1つの教会に集め
られなければならない。
福音の任命は、キリストの国の宣教大憲章である。弟子

たちは人々のために熱心に働き、すべての人々に恵みの招
待状を渡さなければならなかった。彼らは人々がやってく
るまで待つのではなく、使命を携えて人々のところに行か
なければならなかった。
弟子たちはキリストのみ名によって、働きを進めて行

かなければならない。彼らの言葉や行動はみ名にしっかり
結びつけられていて、生き生きした力を持ち、それによっ
て罪人たちが救われるのでなければならない。彼らの信仰
は、憐れみと力の源であられる方に集中する。そのみ名に
よって彼らはみ父に嘆願し、答えをいただくのであった。
弟子たちは、父、み子、聖霊の名によってバプテスマを施
さなければならない。キリストのみ名は彼らの合言葉、彼
らを区別するバッジ、一致のきずな、彼らの行動方針を支
持する権威、成功の源となるはずであった。キリストの名
が書かれていないものは、神の国では認められるはずはな
いのである。
キリストは、わたしの名によって出て行き、信じる者を

すべて教会に集めよと弟子たちに言われたとき、単純さを
保つことの必要を彼らに明らかにお示しになった。見栄や
見せびらかしが少なければ、それだけ彼らの感化は大きい
のである。弟子たちはキリストがお語りになったような単
純さで語らなければならなかった。彼らはキリストから教
えられた教訓を、聞く者たちの心にしっかり刻みつけなけ
ればならなかった。
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キリストは弟子たちに、彼らの働きが容易であるとは
言われなかった。主は彼らにこぞって対抗する、膨大な
悪の連合体を示された。彼らは「もろもろの支配と、権
威と、やみの世の主権者、また天上にいる悪の霊に対」し
て戦わなければならないであろう（エペソ6：12）。しか
し彼らは、自分たちだけで戦わなければならないのではな
かった。主は彼らと共にいること、そして彼らが信じて進
むならば、彼らは全能者の盾のもとに行動することを約束
なさった。キリストは彼らに、雄々しく強くなるようにと
お命じになった。み使いよりも強い、天の軍勢の将が彼ら
の隊列の中におられるからである。キリストは彼らの任務
遂行のために万全を期し、その成果の責任をみずからお取
りになった。主のことばに従い、主と連携して働く限り、
彼らに失敗はなかった。キリストは、すべての国民のもと
へ行けと弟子たちにお命じになった。地球上の人の住むと
ころにはどこへでも行き、そこにもわたしがあなたと共に
いることを確信しなさい。信じて、自信をもって働きなさ
い。わたしがあなたを見捨てるような時は決して来ないか
らである。わたしはいつもあなたがたと共にいて任務を果
たすのを助け、あなたがたを導き、慰め、きよめ、支え、
人々の注意を天に向けさせる言葉を上手に語らせてあげよ
う。
キリストは人類のために、十分に完全な犠牲をお払い

になった。あがないの条件は満たされていた。キリストが
この世に来られた目的のわざは完了していた。キリストは
すでに王国を勝ちとられた。主はサタンからそれを勝ちと
り、万物の継承者となられたのである。キリストは神のみ
座に向かう途上におられて、やがて天の軍勢にあがめられ
るはずであった。主は限りない権威の衣をまとって、弟子
たちにお命じになった、「それゆえに、あなたがたは行っ
て、すべての国民を弟子として、父と子と聖霊との名に
よって、彼らにバプテスマを施し、あなたがたに命じてお
いた いっさいのことを守るように教えよ。見よ、わたし[1367]
は世の終りまで、いつもあなたがたと共にいるのである」
（マタイ28：19、20）。
キリストは弟子たちとお別れになる直前に、もう1度神

の国の本質を明らかにご説明になった。主は、これまで
神の国について弟子たちにお語りになったことを思い出さ
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せて、この地上に一時的な王国を築くことが主の目的なの
ではないとご説明になった。主はダビデの王位について地
上の君主として治めるように任命されたのではない。「主
よ、イスラエルのために国を復興なさるのは、この時なの
ですか」と弟子たちが質問したとき、「時期や場合は、父
がご自分の権威によって定めておられるのであって、あな
たがたの知る限りではない」と主はお答えになった（使徒
行伝1：6、7）。主が未来について弟子たちにわからせよう
としてお与えになった啓示以上のことを、彼らがわかろう
とする必要はなかった。彼らの仕事は、福音の使命を伝え
ることであった。
キリストの目に見える姿は弟子たちから消え去ろうとし

ていたが、新しい力が彼らにさずけられるはずであった。
聖霊が十分に彼らにさずけられて、彼らの任務が保証され
なければならなかった。「見よ、わたしの父が約束された
ものを、あなたがたに贈る。だから、上から力を授けられ
るまでは、あなたがたは都にとどまっていなさい」と救い
主は言われた（ルカ24：49）。「すなわち、ヨハネは水で
バプテスマを授けたが、あなたがたは間もなく聖霊によっ
て、バプテスマを授けられるであろう」。「ただ、聖霊が
あなたがたにくだる時、あなたがたは力を受けて、エルサ
レム、ユダヤとサマリヤの全土、さらに地のはてまで、わ
たしの証人となるであろう」（使徒行伝1：58）。
救い主は、たとえどんなに筋が通っていても、議論を

もってしては固い心を溶かしたり、世俗と私欲のからを
破ることはできないことを知っておられた。また、弟子た
ちが天来の賜物を受けなければならないことを知っておら
れた。また、道であり、真理であり、いのちである方をほ
んとうに知ることによって温められた心と、雄弁にされた
唇から伝える時に、福音は、はじめて効果をあらわすこと
もごぞんじであった。悪の潮流は弟子たちに対抗して激し
く深く流れていたので、彼らにゆだねられた働きは強力に
進められる必要があった。固い決意で警戒を怠らない首領
が暗黒の勢力を指揮していたので、キリストに従う者たち
は、神が聖霊によって賜わる助けによらないで、正義のた
めの戦いをたたかうことができなかった。
キリストは弟子たちに、彼らの働きをエルサレムで始め

るようにと言われた。この町は、キリストが人類のために
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ささげられた驚くべき犠牲の舞台であった。そこでキリス
トは人性の衣をまとい、人々と共に歩き、語られたが、天
国がどれほどこの世に近づいていたかを見きわめた者はほ
とんどいなかった。その場所で主は罪を宣告され、十字架
にかけられたのである。エルサレムにはナザレのイエスが
メシヤだと、ひそかに信じていた人々が大勢いたし、祭司
や役人にだまされていた人々も大勢いた。こうした人々に
福音は宣べ伝えられなければならない。彼らは悔い改める
ように招かれなければならなかった。キリストを通しては
じめて、罪の赦免がなされるという驚くべき真理が明らか
にされなければならなかった。また、過去数週間の感動的
な事件に、エルサレム全体がわき立っていたあいだこそ、
弟子たちの説教は最も深く影響を及ぼすことであろう。
イエスは、公生涯のあいだ、この世を罪の奴隷の身から

自由にさせるには、主の働きにおいて弟子たちが主と1つに
なることだと、絶えず彼らに教えておられた。主が神の国
を宣べ伝えさせるために12人を送り出し、後に70人を送り
出されたのは、主が弟子たちにお教えになったことを、他
の人々に伝える義務があるのだということをお教えになる
ためであった。主はご自身のすべてのみわざの中で、個々
の働きから彼らの仲間が増えるにしたがって働きをひろ
げ、最後には地上の隅々にまで達するように、弟子たちを
訓練しておられたのである。主に従った者たちに主がお与
えになった最後の教訓は、彼らがこの世のために救いのよ
きおとずれを委託されているのだということであった。
キリストは、み父のもとに昇天なさる時が来たとき、弟[1368]

子たちをできるだけ遠く離れたベタニヤまでお導きになっ
た。そこで、主は立ち止まり、弟子たちは主のまわりに集
まった。主は、あたかも主の守りを保証なさるかのように
両手を広げて祝福なさり、ゆっくりと弟子たちのあいだか
らのぼって行かれた。「祝福しておられるうちに、彼らを
離れて、〔天にあげられた〕」（ルカ24：51）。
弟子たちが昇天して行かれた主の、最後のみ姿を捉えよ

うと上の方を見上げていると、主は天使たちの喜びの群れ
に迎えられた。これらの天使たちは天の宮廷へとキリスト
を護衛して行き、勝利の歌をうたった、「地のもろもろの
国よ、神にむかって歌え、主をほめうたえ。いにしえから
の天の天に乗られる主にむかってほめうたえ。. . . . . .力を神
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に帰せよ。その威光はイスラエルの上にあり、その力は雲
の中にある」（詩篇68：3234）。
弟子たちがなおも熱心に天を見ていると、「見よ、白い

衣を着たふたりの人が、彼らのそばに立っていて言った、
『ガリラヤの人たちよ、なぜ天を仰いで立っているのか。
あなたがたを離れて天に上げられたこのイエスは、天に
上って行かれるのをあなたがたが見たのと同じ有様で、ま
たおいでになるであろう』」（使徒行伝1：10、11）。
キリストの再臨のみ約束は、弟子たちの心にいつも鮮明

に刻まれていなければならなかった。彼らが昇天されるの
を見ていたそのイエスは、この地上で主の働きに献身する
人々をみもとに連れて行くために再び来られるのである。
「見よ、わたしは終りまで、いつもあなたがたと共にい
る」と彼らに言われた同じ声が、彼らを天のみ国で、み前
に迎えてくださるのである。
贖罪の象徴的な儀式のときには、祭司長は祭司の服を脱

ぎ、一般の祭司の白いリンネルの服を着て務めを行った。
そこでキリストも王の衣をお脱ぎになり、人間性をまとわ
れて、祭司としてのご自身を、いけにえとしてささげられ
た。大祭司が至聖所の儀式をとり行ったあと、待っている
会衆の前に祭司服を着て現れたように、キリストは、「ど
んな布さらしでも、それほどに白くすることはできないく
らいに」真白く輝く衣を着て、再び来られるのである（マ
ルコ9：3）。主はご自分の栄光と父の栄光に包まれておい
でになり、すべての天使たちの群れが主のあとにつき従う
のである。
こうしてキリストの「またきて、あなたがたをわたしの

ところに迎えよう」という、弟子たちへの約束は果たされ
るのである（ヨハネ14：3）。主を愛して待っている人々に
は、主は栄光と名誉と不死のいのちで報いてくださるであ
ろう。死んでいる義人は墓から出て来るであろう。また生
きている義人は空中でとらえられて主にお会いするであろ
う。人間がこれまで耳にしたどんな音楽よりもすばらしい
キリストのみ声が、あなたの戦いは終わったとお告げにな
るのを彼らは聞くであろう。「わたしの父に祝福された人
たちよ、さあ、世の初めからあなたがたのために用意され
ている御国を受けつぎなさい」（マタイ25：34）。
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弟子たちは、主がもどって来られる希望を抱いて、大い
に喜んだにちがいない。
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本章は使徒行伝2：139に基づく

弟子たちがオリブ山からエルサレムにもどってきたと
き、人々は彼らが悲しみ、取り乱し、挫折感に打ちのめ
されて帰ってくるだろうと思いながら彼らを迎えた。しか
し人々はそこに喜びと勝利を見た。弟子たちは希望が失望
に終わったことを嘆いてはいなかった。彼らはよみがえら
れた救い主を見てきたのである。そして別れのとき主が約
束されたことばが、彼らの耳の中に絶えず響きわたってい
た。
弟子たちはキリストのご命令に従って、エルサレムで

天父のお約束の聖霊の降下を待った。彼らは何 もせずぼ [1369]
んやりと待っていたのではない。記録によると、「絶え
ず宮にいて、神をほめたたえていた」としるされている
（ルカ24：53）。彼らはまた、イエスの名によってみ父に
願いを申し出ようと集まっていた。天には彼らの代表者で
あられるお方、神のみ座でとりなしをされるお方がおられ
るのだということを知っていた。彼らは厳粛な畏敬の念に
打たれ、「あなたがたが父に求めるものはなんでも、わた
しの名によって下さるであろう。今までは、あなたがたは
わたしの名によって求めたことはなかった。求めなさい、
そうすれば、与えられるであろう。そして、あなたがた
の喜びが満ちあふれるであろう」という確証をくり返しな
がら、こうべをたれて祈った（ヨハネ16：23、24）。「キ
リスト・イエスは、死んで、否、よみがえって、神の右に
座し、また、わたしたちのためにとりなして下さるのであ
る」という、ゆるぎない論証をもち、彼らは信仰の手をま
すます高く差しのべた（ローマ8：34）。
弟子たちは約束が成就されるのを待っていたあいだ、

謙遜な心でほんとうに悔い改め、また自分たちの不信心
を告白した。彼らは、キリストがなくなられる前にお語り
になったことばを思い出しながら、それらの意味を一層深

27
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く理解した。既に記憶から消えてしまっていた真理が再び
心によみがえってきて、彼らはこれを互いに繰り返し合っ
た。そして、救い主について誤解していたことを思い、
自責の念にかられた。主のすばらしいご生涯の場面が行列
のように1つ1つ彼らの前を通り過ぎた。主の純粋できよら
かなご生涯を瞑想しながら、もし、キリストの美しいご品
性をあかしする生活をすることができさえすれば、どんな
仕事でもむずかしすぎることはなく、どんな犠牲でも大き
すぎることはないと思った。もし、過去の3年間をもう1度
やりなおすことができるとすれば、弟子たちはどんなに
か違った行動をとることだろう。もし、主に再び会うこ
とができさえすれば、どんなにか熱心に、自分たちが主を
深く愛していたかを示そうと懸命に努めることであろう。
また、不信の言葉や行動で主を嘆かせたことに、どんなに
か真心からのおわびを申しあげることであろう。しかし、
彼らは、自分たちはゆるされていると考えたとき慰めら
れた。そして、主に対する信仰をできるかぎり勇敢に世の
人々の前で告白し、自分たちの不信心の償いをしようと決
心した。
弟子たちは人々と接するのにふさわしくなるように、

また、日常の交わりの中で罪人をキリストに導くような言
葉を語るのにふさわしくなるように、とりわけ熱心に祈っ
た。意見の不一致や優位を望む心をすべて捨て、クリス
チャンの交わりの中で互いに親密になった。彼らは神に近
づくにしたがい、ますます、キリストとの密接な交わりを
許されたことに、すばらしい特権があるということを悟っ
た。理解力がにぶいために、主が彼らに教えようとされた
教訓を悟ることができずに、主を何度も悲しませたことを
思い出して、彼らの心も悲しみでいっぱいになった。
こうした準備の日々は、深く心をさぐる日々であった。

弟子たちは霊的な不足を感じ、救霊の働きをするのにふ
さわしい者となることができるように、聖油が注がれるこ
とを祈り求めた。彼らは自分たちのために祝福を求めたの
ではない。彼らは魂の救いという重荷を負っていた。弟子
たちは、福音が世に宣べ伝えられなければならないことを
悟って、キリストが約束された力を求めたのである。
父祖の時代には聖霊の感化はしばしば著しく現された

が、決して満ちあふれるほどではなかった。今、救い主の
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み言葉に従って、弟子たちはこの賜物を懇願し、天におい
てはキリストがそのとりなしをしておられた。主はその民
にみ霊を注ぐことができるように、み霊の賜物をお求めに
なったのである。
「五旬節の日がきて、みんなの者が一緒に集まっている

と、突然、激しい風が吹いてきたような音が天から起って
きて、一同がすわっていた家いっぱいに響きわたった」。
み霊は、祈りながら待っていた弟子たちに臨み、一人一

人の心を十分に満たされた。無限なる神が、力をもって教
会にご自身を現されたのである。この力の現れはもう何年
ものあいだ、差しとどめられていたかのようであったが、
今こそ、天は、み霊の恵みの富を教会に注ぐことができる
ことを喜んだ。そして、み霊の感化のもとに、悔い改めや [1370]
告白のことばが、罪をゆるされたさんびの歌と交替した。
感謝の声があがり、預言のことばがきこえた。全天は崇敬
の思いでこの比類のない、無限の愛に輝く知恵を見守り、
あがめた。使徒たちはわれを忘れて「ここに愛がある」と
叫んだ。彼らは与えられた賜物をしっかりと握りしめた。
それから何が起こったであろうか。み霊の剣は、新たに力
でとぎすまされ、天来の電光に輝いて、不信仰な者へと突
き進み、1日に幾千もの人々が改心した。
「わたしが去って行くことは、あなたがたの益になるの

だ。わたしが去って行かなければ、あなたがたのところに
助け主はこないであろう。もし行けば、それをあなたがた
につかわそう」とキリストは弟子たちに言っておられた。
「真理の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に
導いてくれるであろう。それは自分から語るのではなく、
その聞くところを語り、きたるべき事をあなたがたに知ら
せるであろう」（ヨハネ16：7、13）。
キリストの昇天は、主に従う者たちが約束の祝福を受け

ることのしるしであった。彼らは、仕事にとりかかる前に
これを待たなければならなかった。キリストは天の門の中
に入って行かれて、天使たちのさんびのうちに王座につか
れた。この儀式が終わるとすぐ、聖霊は豊かな流れとなっ
て弟子たちの上にくだり、キリストは永遠の昔から父と共
に持っておられた栄光をお受けになった。ペンテコステの
聖霊降下は、あがない主の就任式が完了したことを知らせ
る天からの通報であった。主は、その約束に従って、ご自
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分が祭司、また王として、天と地のすべての権威を引き継
ぎ、神の民の上に立つ油そそがれた者となられたしるしと
して、弟子たちに天から聖霊を送られたのであった。
「また、舌のようなものが、炎のように分れて現れ、

ひとりびとりの上にとどまった。すると、一同は聖霊に
満たされ、御霊が語らせるままに、いろいろの他国の言葉
で語り出した」。聖霊は炎の舌の形をとって、集まってい
た人々の上にくだった。これは、そのとき弟子たちにさず
けられた賜物の象徴であった。そして彼らは、それまで知
らなかった他国の言葉で流暢に話すことができた。その炎
は、使徒たちが働くときの燃えるような熱意と、その働き
に伴う力を現した。
「エルサレムには、天下のあらゆる国々から、信仰深い

ユダヤ人たちがきて住んでいた」。ユダヤ人たちは離散さ
れた期間に、人が住むほとんどすべての場所へ散らされ、
異境の生活の中でさまざまの違った国語を話すことを学ん
でいた。この時、これらのユダヤ人の多くがエルサレムに
来て、その時行われていた宗教の祭りに出ていた。そこに
はあらゆる国語を話す人々が集まっていた。このように言
葉がいろいろ異なっていたことは、福音宣伝のためには非
常な妨げとなったはずであった。そこで神は、不思議な方
法で弟子たちの不足を補われたのである。聖霊は彼らが一
生かかってもなし遂げられないことを彼らのためになさっ
た。弟子たちは今、自分たちの働きかけている人々の言
語を正確に話して、福音の真理を広く宣伝することができ
た。この奇跡的な賜物は、彼らの任務が天の認印を押され
たものであることを世に示す確かな証拠であった。この時
から弟子たちの言葉は、母国語で語ろうと、外国語で語ろ
うと、純粋で単純で正確であった。
「この物音に大ぜいの人が集まってきて、彼らの生れ

故郷の国語で、使徒たちが話しているのを、だれもかれ
も聞いてあっけに取られた。そして驚き怪しんで言った、
『見よ、いま話しているこの人たちは、皆ガリラヤ人では
ないか。それだのに、わたしたちがそれぞれ、生れ故郷の
国語を彼らから聞かされるとは、いったい、どうしたこと
か』」。
祭司や役人たちはこの驚くべき現象にひどく立腹した

が、人々の暴力に自分たちの身をさらすことになるのでは
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ないかと恐れて自分たちの敵意をぐっとこらえていた。彼
らはあのナザレ人を殺したが、今ここに、彼のしもべであ
るガリラヤの無学な人々が、当時語られていたあらゆる国
語で、その人の生涯とその働きのことを話しているではな
いか。祭司たちは弟子たちの奇跡的な力を常識的に説明し
ようと決めて、これは祭りのために用意されていた新酒を [1371]
飲み過ぎて酔ったためだとふれ込んだ。中でもとりわけ無
知な者たちはこの主張を真に受けたが、知的な者たちはそ
うではないことを知っていた。そしてそのような違った国
語を知っていた人々は、弟子たちの使っている言葉が正確
であることを証言した。
祭司たちの非難に答えて、ペテロは、このような事が起

こったのは、ヨエルの預言がまさしく成就したのであると
言った。このような力はある特別の仕事に適合させるため
に人々に臨むものだとヨエルが預言したのだと説明した。
「ユダヤの人たち、ならびにエルサレムに住むすべての
かたがた、どうか、この事を知っていただきたい。わたし
の言うことに耳を傾けていただきたい。今は朝の九時であ
るから、この人たちは、あなたがたが思っているように、
酒に酔っているのではない。そうではなく、これは預言
者ヨエルが預言していたことに外ならないのである。すな
わち、『神がこう仰せになる。終りの時には、わたしの霊
をすべての人に注ごう。そして、あなたがたのむすこ娘は
預言をし、若者たちは幻を見、老人たちは夢を見るであろ
う。その時には、わたしの男女の僕たちにもわたしの霊を
注ごう。そして彼らも預言をするであろう』」と、ペテロ
は言った。
ペテロは、明瞭に力強くキリストの死とよみがえりをあ

かしした。「イスラエルの人たちよ、今わたしの語ること
を聞きなさい。あなたがたがよく知っているとおり、ナザ
レ人イエスは、神が彼をとおして、あなたがたの中で行わ
れた数々の力あるわざと奇跡としるしとにより、神からつ
かわされた者であることを、あなたがたに示されたかたで
あった。. . . . . .あなたがたは彼を不法の人々の手で十字架に
つけて殺した。神はこのイエスを死の苦しみから解き放っ
て、よみがえらせたのである。イエスが死に支配されてい
るはずはなかったからである」。
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ペテロは自分の立場を立証するのに、キリストの教えを
引用しなかった。それは聴衆の偏見が非常に大きいので、
それについて語っても効果がないことを知っていたからで
ある。むしろ彼はダビデのことを語った。ダビデは彼らの
国の族長の1人であると、ユダヤ人からみなされていたから
である。「ダビデはイエスについてこう言っている、『わ
たしは常に目の前に主を見た。主は、わたしが動かされな
いため、わたしの右にいて下さるからである。それゆえ、
わたしの心は楽しみ、わたしの舌はよろこび歌った。わた
しの肉体もまた、望みに生きるであろう。あなたは、わた
しの魂を黄泉に捨ておくことをせず、あなたの聖者が朽ち
果てるのを、お許しにならないであろう. . . . . .』」。
「兄弟たちよ、族長ダビデについては、わたしはあなた

がたにむかって大胆に言うことができる。彼は死んで葬ら
れ、現にその墓が今日に至るまで、わたしたちの間に残っ
ている。」「キリストの復活を. . . . . .『彼は黄泉に捨ておか
れることがなく、またその肉体が朽ち果てることもない』
と語ったのである。このイエスを、神はよみがえらせた。
そして、わたしたちは皆その証人なのである」。
この光景はまことに興味深い。見よ、人々は弟子たち

が、イエスにある真理をそのままあかしするのを聞こう
と、四方から集まってくる。彼らは会堂いっぱいに押し
かけてくる。祭司や役人たちもまだ、敵意のある暗い顔を
しかめてそこにいるが、彼らの心はなおもキリストに対す
る憎しみに満ち、その手は、この世のあがない主を十字架
につけた時の、殺害行為からきよめられていなかった。彼
らは使徒たちが強力な迫害や虐殺の手を恐れて、おびえて
いるだろうと思っていた。ところが、彼らは、使徒たちが
すべての恐れを乗り越えて、み霊に満たされ、力強くナザ
レのイエスの神性を宣べ伝えているさまを見るのである。
彼らは使徒たちが、ごく最近、屈辱を受け、嘲笑され、残
酷な手で打たれ、十字架につけられた方が、いのちの君で
あって、今や神の右にまで高められていることを、勇敢に
宣べ伝えているのを聞く。
使徒たちに耳を傾けていた人々の中には、キリストを

罪と死に陥れることに一役買った者もいた。彼らの声は、
主を十字架につけよと叫ぶ群衆の声に混じっていた。イ
エスとバラバが法廷で彼らの前に立ち、ピラトが「おまえ
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たちは、だれをゆるしてほしいのか」 とたずねたとき、 [1372]
「その人ではなく、バラバを」と彼らは叫んでいた（マタ
イ27：17、ヨハネ18：40）。ピラトがキリストを彼らの前
に連れてきて、「あなたがたが、この人を引き取って十字
架につけるがよい。わたしは、彼にはなんの罪も見いだせ
ない」。「この人の血について、わたしには責任がない」
と言うと、「その血の責任は、われわれとわれわれの子孫
の上にかかってもよい」と彼らは叫んだのであった（ヨハ
ネ19：6、マタイ27：24、25）。
いま、彼らは、十字架につけられたのは神のみ子であっ

たという弟子たちの言葉を聞いている。祭司や役人たち
は震えおののいた。人々は罪の自覚と苦悩におそわれた。
「人々はこれを聞いて、強く心を刺され、ペテロやほかの
使徒たちに、『兄弟たちよ、わたしたちは、どうしたらよ
いのでしょうか』と言った」。弟子たちの言葉を聞いてい
た人々の中に信心深いユダヤ人もいた。彼らは真心から信
じていた。語る者の言葉に力が伴い、イエスこそ本当にメ
シヤであるということを彼らは得心した。
「すると、ペテロが答えた、『悔い改めなさい。そし

て、あなたがたひとりびとりが罪のゆるしを得るために、
イエス・キリストの名によって、バプテスマを受けなさ
い。そうすれば、あなたがたは聖霊の賜物を受けるであろ
う。この約束は、われらの主なる神の召しにあずかるすべ
ての者、すなわち、あなたがたと、あなたがたの子らと、
遠くの者一同とに、与えられているものである』」。
ペテロはその罪意識に苦しんでいる人々に、彼らは祭司

や役人たちにだまされてキリストを拒んだのである。だか
ら、もし彼らがなおもこれらの人々の勧告をあてにして、
祭司や役人たちがキリストを認めないうちは、自分たちも
認めようとしないということであれば、彼らは決してキリ
ストを受け入れるようにはならないであろうと熱心に訴え
た。これらの有力者たちは、聖職についていても、世的な
富や栄誉にあこがれていた。彼らは進んでキリストのとこ
ろに来て、光を受けようとしなかった。
この天の光に照らされて、キリストが弟子たちに説明し

ておられた聖書は、完全な真理として彼らの前に燦然と輝
いた。ベールが取り除かれて、既に廃止されたことが1つ
残らず弟子たちの前に明らかになった。弟子たちはキリス
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トの使命の目的と神の王国の性質を全く明解に理解した。
彼らは救い主の力をもって語ることができた。そして、彼
らが聞く者たちに救いの計画を説くと、多くの人々が罪を
悟り、納得した。祭司たちに教え込まれていた伝統や迷信
は、人々の心から取り除かれて、救い主の教えが受け入れ
られた。
「そこで、彼の勧めの言葉を受けいれた者たちは、バプ

テスマを受けたが、その日、仲間に加わったものが3000人
ほどあった」。
ユダヤの指導者たちは、キリストのみわざはキリストの

死とともに終わるのだと思っていた。ところが、それどこ
ろか、彼らはペンテコステ（五旬節）の日のすばらしい光
景を目撃したのである。彼らは、弟子たちがこれまで知ら
なかった権威と力をさずけられ、また、語る言葉もさまざ
まなしるしや不思議によって強められて、キリストについ
て説くのを聞いた。ユダヤ教の根拠地エルサレムでは、幾
千もの人々が公然と、ナザレのイエスをメシヤとして信じ
る信仰をあかしした。
弟子たちは魂の大きな収穫に驚き、おどりあがってよろ

こんだ。彼らはこのすばらしい収穫を、自分たちの努力の
賜物とは考えなかった。彼らは、自分たちは他の人々の働
きに参加しつつあるのだと悟った。アダムの堕落以来、キ
リストは、選ばれたしもべたちにみことばの種をゆだね、
人々の心にそれを植えつけさせられた。この地上での生涯
をかけて、キリストは真理の種をまき、ご自身の血でそれ
を潤された。ペンテコステ（五旬節）の日に起こった人々
の改心は、この種まきの結果であり、キリストの教えの力
を現すキリストの働きの収穫であった。
使徒たちの論証がたとえ、明瞭で信服させるものであっ

たとしても、それだけでは、あれほどはっきりと反抗して
いた偏見を取り除くことはできなかったであろう。聖霊は
聖なる力で、人々の心にその論証をはっきり悟らせた。使
徒たちの言葉は、全能者のとぎすまされた矢のように、栄[1373]
光の主を拒み、十字架につけるほどの恐ろしい罪を犯した
人々の罪を悟らせた。
キリストの訓練のもとに、弟子たちは聖霊を必要と

感じるように導かれていた。聖霊の教えにより、彼らは
最終的な資格を受けて、彼らの生涯をかけた仕事に出て
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行った。もはや彼らは無学ではなく、無教養でもなかっ
た。もはや彼らはてんでんばらばらな一団ではなく、ま
た、不調和で矛盾した分子の寄り集まりでもなかった。
もはや彼らの望みは、世的な成功を目指すものではなかっ
た。彼らは「心を1つにし思いを1つにして」いた（使徒行
伝2：46、4：32）。キリストが彼らの思想となり、キリス
トの国の前進が彼らの目標であった。彼らは心も品性も主
に似たものとなっていた。そして人々は「彼らがイエスと
共にいた者であることを認め」た（使徒行伝4：13）。
ペンテコステは彼らに天の啓示をさずけた。キリストと

共にいた時には理解できなかった真理が、いま明らかにさ
れた。彼らはこれまで知らなかった信仰と確信を与えられ
て、聖なるみことばについての教えを受け入れた。キリス
トが神のみ子であるということは、もはや彼らにとって信
仰の問題ではなかった。主が、たとえ人間性を身につけて
おられても、本当に、メシヤであられることを彼らは知っ
ていた。そして、神が彼らと共におられるのだという確信
をもって、世に自分たちの経験を堂々と語った。
弟子たちはイエスのみ名を、確信をもって語ることがで

きた。それは、イエスが彼らの友であり、兄であられたか
らではなかっただろうか。キリストとの親しい交わりに導
かれて、彼らは主と共に天に備えられた場所に座った。キ
リストをあかしするとき、弟子たちの思想を包んだのは、
すさまじく燃えることばであった。弟子たちの心には豊
かな深い愛、どこまでも広い慈愛が積みすぎるほど積みこ
まれていたため、キリストのみ力をあかししに、地の果て
までも行かずにはおられなかった。弟子たちは、キリスト
が始められたみ働きを進展させたいという、切なる願いで
いっぱいであった。彼らはまた、神の恩義の大きさと、彼
らの仕事の責任の大きさを悟った。聖霊の賜物に力づけら
れて、彼らは、十字架の勝利を更にひろげたいという熱意
に燃えて出て行った。聖霊は彼らを活気づけ、彼らを通し
て語った。キリストの平和が彼らの顔から輝き出た。彼ら
の生涯を奉仕のために主にささげていたので、その顔には
神にゆだねきった表情があらわれていた。
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弟子たちにみ霊を約束されたとき、キリストはこの地
上でのみわざの終わりに近づいておられた。罪を負う者と
してご自身にのしかかる罪の重荷を十分に認識されて、十
字架の影にお立ちになっていた。キリストは、犠牲として
ご自身をおささげになる前に、弟子たちに与えようとして
おられた絶対に必要で完全な賜物、限りない主の恵みの富
を、彼らのもとに届けてくれる賜物についてお教えになっ
た。「わたしは父にお願いしよう。そうすれば、父は別
に助け主を送って、いつまでもあなたがたと共におらせて
下さるであろう。それは真理の御霊である。この世はそれ
を見ようともせず、知ろうともしないので、それを受ける
ことができない。あなたがたはそれを知っている。なぜな
ら、それはあなたがたと共におり、またあなたがたのうち
にいるからである」（ヨハネ14：16、17）。救い主は聖霊
が主の代表者として、やがて大きな働きをする時があるこ
とをご指摘になった。聖霊の神聖な力は、幾世紀ものあい
だ積み上げられてきた悪と戦わなければならなかった。
ペンテコステの当日、聖霊が注がれたその結果はどうで

あったろうか。復活された救い主についての喜ばしい知ら
せは、人の住むところにはどこにでも伝えられた。弟子た
ちがあがないの恵みについての使命を伝えると、人々の心
はこの使命の力に従った。教会は四方から集まってくる改
心者を見守った。信仰を棄てた人々ももう1度悔い改めた。
罪人たちは、高価な真珠を求めて信者たちに加わった。福[1374]
音に最も激しく反対していた人々もその擁護者になった。
「彼らの中の弱い者も. . . . . .ダビデのようになる。またダビ
デの家は. . . . . .主の使のようになる」という預言が成就した
（ゼカリヤ12：8）。どのクリスチャンもみな、お互いのう
ちに神の愛と慈善心があらわれているのを見た。ただ1つ
の関心が支配し、1つの対象を求める熱意が他のすべてをの
みこんだ。信徒の望みはキリストのご品性に似たものとな

36
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ることであり、神の国を発展させるために働くことであっ
た。
「使徒たちは主イエスの復活について、非常に力強く

あかしをした。そして大きなめぐみが、彼ら一同に注がれ
た」（使徒行伝4：33）。彼らの働きによってすぐれた人々
が教会に加えられた。これらの人々は真理のことばを受
け入れて、自分たちの心に喜びと平安を満たしてくれた望
みを、他人に分け与える働きに生涯をささげた。彼らはど
んな脅迫によっても、拘束されたり脅かされたりすること
はなかった。主は彼らによってお語りになり、彼らの行く
先々で、貧しい者たちは福音が自分たちに語られるのを聞
いた。そして、神の恵みの奇跡が起こった。
人が聖霊の支配に身をゆだねるとき、神はこのように大

いなる働きをなさることができるのである。
聖霊の約束は一時代や一民族に限られたものではない。

キリストは、み霊の聖なる感化は世の終わりにいたるま
で、キリストに従う者の上にあると宣言なさった。ペンテ
コステの日から現代にいたるまで主とそのみわざに自分の
すべてをささげてきた人々に、助け主が送られてきた。キ
リストを個人的な救い主として受け入れたすべての者に、
聖霊は助言者、聖別する者、導き手、証人としてのぞん
だ。信ずる者たちは、神に密接につながって生活すればす
るほど、あがない主の愛と救いの恵みについて一層はっき
りと力強くあかしした。幾世紀にもわたる長い迫害と試練
の時代に生きて、生涯、聖霊が豊かにとどまった人々は、
この世におけるしるしとなり、不思議となった。彼らは天
使や人々の前で、人の心を変えるあがないの愛の力をあら
わしてきた。
ペンテコステに天から力をさずけられた人々でも、それ

以後、もはや誘惑や試みを受けなかったわけではない。彼
らは真理や義のためにあかしをしているとき、すべての真
理の敵に繰り返しおそわれた。敵は彼らのクリスチャン経
験を堕落させようとしたのである。彼らは神から与えられ
た力の限りをつくして、キリスト・イエスにある男女の水
準に到達しなければならなかった。また、完全を目指して
より高い高みへ達するために、日ごとに新たな恵みを求め
て祈った。どんなに弱い者でさえも、聖霊の働きにより、
神を信じる信仰をあらわすことによってきよめられ、洗練
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され、高尚にされるように、各自に与えられた力を磨くこ
とを学んだ。彼らは謙遜に、聖霊のつくり変える感化力に
自分をゆだねたとき、神の徳を豊かに受けて、神に似たも
のにつくり変えられた。
キリストがご自分の代表者として聖霊を送るという別

れの約束は、時がたっても変わりはない。み霊の恵みが豊
かに地上の民に注がれないのは、神が制限しておられるか
らではない。もし約束の実現がみられないとすれば、それ
は約束が理解されていないからである。もし誰でも求める
ならば、すべてのものはみ霊に満たされるのである。聖霊
の必要性を重大に考えていないところには必ず、霊的なか
わき、霊的な暗黒、霊的な堕落と死がある。小さなことに
気を奪われているときにはいつでも、教会の成長と繁栄に
必要な、しかもその後にさまざまな祝福をもたらす神の力
が、たとえ限りなく豊富に提供されていても、なお欠けて
いるのである。
これこそ、われわれが力を受ける手段なのだから、み霊

の賜物を飢えかわくように求めようではないか。それにつ
いて語り、そのために祈り、そのことについて説教しよう
ではないか。両親がその子供たちによい贈り物を与えると
きよりももっと気持ちよく、主は人々に聖霊を与えてくだ
さる。み霊のバプテスマを日ごとに受けるためには、働き
人がめいめい神に願いをささげなければならない。クリス
チャンの働き人は仲間どうし集まって、いかに計画し、賢
く実行するかということを知ることができるように、特別
な助けと天来の知恵を求めなければならない。彼らは特に[1375]
神がみずからお選びになった大使たちに、任地でみ霊を豊
かに注いでくださるように祈らなければならない。み霊が
神の働き人と共にいるとき、真理の宣伝には、この世の名
誉や栄光のすべてをもってしても与えることのできない力
が加えられるのである。
神のために献身した働き人がどんな場所にいようと、

み霊は共に住んでくださる。弟子たちに語られたことば
は、同時にわれわれにも語られている。助け主は彼らのも
のであるばかりでなく、われわれのものである。どんな緊
急の際でも、この世の憎しみのまっただ中にあっても、み
霊は、もがき、格闘している魂をささえる力をさずけられ
る。また彼らの失敗や誤りに気づかせてくださる。悲しみ
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や苦しみの中で、見通しは暗く、未来は難問題ばかりのよ
うに見える時、また、どうしようもない孤独感におそわれ
ている時、こうした時こそ、聖霊は信仰の祈りに答えて、
心を慰めてくださるのである。
異常な環境の中で霊的な恍惚状態をあらわしたからと

いって、その人がクリスチャンであるなどという確証には
ならない。聖潔は忘我の境地ではない。それは意志を全く
神に従わせることである。それは神のみ口から出る1つ1つ
のことばで生きることであり、天の父なる神のみこころを
なすことである。光のうちにいる時と同様に、試練の時に
も暗黒の時にも神により頼むことである。また、目で見て
歩くのでなく、信仰によって歩むことである。それは少し
も疑わずに確信をもって神に頼み、神の愛に安らぐことで
ある。
聖霊とは何であるか、その正確な定義づけをする必

要はない。み霊は助け主「父のみもとから来る真理の御
霊」であるとキリストは言っておられる。聖霊について
は、人々をあらゆる真理に導く働きにおいて「それは自
分から語るのではな」いとはっきり述べられている（ヨハ
ネ15：26、16：13）。
聖霊の性質は神秘である。人間はそれについて説明する

ことができない。なぜなら、主がそれを彼らに明らかにさ
れていないからである。空想的な考えを持った人々は聖霊
について書かれた聖句を集めて、人間的な解釈をつくり上
げるかもしれないが、そのような見解を受け入れたところ
で教会を強化することにはならない。あまりに深いので人
間には理解できないこのような神秘については、沈黙が金
である。
聖霊の働きはキリストのみことばに明細に記されてい

る。「それがきたら、罪と義とさばきとについて、世の人
の目を開くであろう」（ヨハネ16：8）。罪を自覚させるも
のは聖霊である。もし罪人がみ霊の生きかえらせる感化力
に反応するならば、彼は改心へと導かれて、神の要求に従
うことの重大さに目覚めるであろう。
義に飢えかわく、悔い改めた罪人に、聖霊はこの世の罪

を取り除く神の小羊を示す。「わたしのものを受けて、そ
れをあなたがたに知らせるからである」とキリストは言わ
れた。「聖霊は、あなたがたにすべてのことを教え、また
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わたしが話しておいたことを、ことごとく思い起させるで
あろう」（ヨハネ16：14、14：26）。
聖霊はあがない主の死によって可能となった救いを与

えるために、霊的な生まれかわりの力として賜るものであ
る。み霊は、カルバリーの十字架上でささげられた大きな
犠牲に人々の注意を向けさせ、この世に神の愛を示し、改
心した人々に聖書の大切な事柄を提示しようと絶えず努め
ている。
聖霊は人々に罪を認めさせ、義の標準を心に示してか

ら、この世のものに対する愛着を取り除き、魂を聖なる事
物への願望で満たす。「あなたがたをあらゆる真理に導い
てくれるであろう」と、救い主は言われた。もし人々が作
りかえられることを望むならば、全人格のきよめがなし遂
げられるであろう。み霊は神に関する事柄を取り、それを
魂に刻みつける。み霊の力によっていのちの道は明らかに
され、そこではだれも過ちをおかす必要がない。
はじめから、神は堕落した人類を救うご計画を完成す

るために人々を用い、聖霊によって働いてこられた。これ
は父祖たちの生活にはっきりあらわされていた。モーセの
時代の荒野の教会に対しても、神は「良きみたまを賜わっ
て彼らを教え」られた（ネへ ミヤ9：20）。使徒の時代に[1376]
も、神は聖霊の力により教会のために偉大な働きをなさっ
た。父祖たちをささえ、カレブやヨシュアに信仰と勇気を
与え、使徒の教会の働きを効果的なものにした同じ力が、
後に続くすべての時代に神の忠実な子らをささえてきた。
ワルドー派のキリスト教徒が、暗黒の時代に改革の道を備
える助けをしたのも、聖霊の力によるものであった。現代
の伝道事業を確立するために道を開拓したり、聖書をあら
ゆる国家、民族の言葉や方言に翻訳したすぐれた人々の立
派な努力も、同じ聖霊の力によるものであった。
そして今日もなお、神はご自身の目的をこの地上に知ら

せるために教会を用いておられる。今日、十字架の使者た
ちは町から町へ、ある地方から他の地方へとキリスト再臨
の道を備えに出ていく。神の律法の標準は高められつつあ
る。全能の神のみ霊は人々の心に働きかけて、その感化を
受ける者たちは、神と神の真理のために証人となるのであ
る。献身した人々が、キリストによる救いの道を明らかに
してくれた光を、他の人々に伝えている姿をあちこちに見
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かけるであろう。そして、彼らが、ペンテコステの日にみ
霊を受けた人々と同じように、その光を輝かし続けるなら
ば、み霊の力をさらに多く受け、こうして地は神の栄光に
輝くのである。
一方、現在の機会を賢明に生かそうともせず、他の人々

を啓蒙する能力が一段と増し加えられる時、すなわち、霊
による特別の刷新の時期を、何もしないで待っている人々
がいる。彼らは、現在の義務と特権を怠り、彼らの光をほ
の暗いままにさせておき、それでいて、特別の祝福にあず
かる者となる時を待っている。その時がくれば、何の努力
もせずに、奉仕をするのにふさわしく変えられると思って
いるのである。
地上における神のみわざが閉ざされる終末の時には、聖

霊の導きにより、献身した信徒たちのささげる熱心な努力
に、神の恵みの特別なしるしが伴うのは事実である。種ま
き時と、収穫のころに東方の国々に降る前の雨、後の雨と
いう比喩を用いて、ヘブルの預言者たちは、神の教会に異
常なほど豊かに霊的恵みがさずけられることを預言した。
使徒の時代の聖霊の降下は前の雨、または先の雨の始まり
であった。そして、その結果はすばらしかった。終わりの
時まで聖霊はまことの教会に臨在するのである。
地上の収穫が終わりに近くなると、教会を人の子イエ

スの来臨に備えるために、霊的な恵みが特別に与えられ
ると約束されている。この聖霊の降下は後の雨にたとえ
られている。クリスチャンは「春の雨の時」にこの特別の
力を収穫の主に求めなければならない。これに応えて「主
はいなずまを造り、大雨を人々に賜い」、「豊かに雨を降
らせ、. . . . . .秋の雨と春の雨とを降らせられる」（ゼカリ
ヤ10：1、ヨエル2：23）。
しかし、今日、神の教会の信徒たちは、すべての霊的

成長の源であられる神との強いつながりを持っていなけれ
ば、刈り入れの時に備えていることにならないであろう。
彼らは絶えずランプの芯を切りそろえて、燃やしていなけ
れば、いざという時に特別の恵みにあずかることができな
い。
恵みを絶えず新たに受けている者たちだけが、日常の必

要に応じて、また力を用いる彼らの能力に応じて、力を受
けるであろう。霊的な力が特別に賦与されて、やがて救霊
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のために驚異的な装備を受ける時が来るのを待ち望むので
はなく、彼らは、神のご用にふさわしい器としていただく
ために、日ごとに神に従っている。彼らは手の届く範囲に
ある奉仕の機会を毎日利用している。家庭の地味な仕事を
していても、あるいは、有用な社会の職場にいても、どこ
ででも彼らは主のためにあかしを立てている。
キリストでさえこの地上でのご生涯に、毎日必要な恵

みを神に求められたということは、献身的な働き人にとっ
て、すばらしい慰めである。神とのこの交わりから、イ
エスは力を受けて、人々を力づけ、祝福するために出て行
かれた。神のみ子が父の前にこうべをたれて祈っておられ
る姿を見よ。イエスは、神のみ子であったが、祈りを通し
てご自分の信仰を強め、天との交わりによって、悪に抵抗
し、人類の必要に奉仕する力をお受けになった。人類の長
兄としてキリストは、弱さに取りまかれ、罪と誘惑の世に
住みながらなお、主に仕えたいと望む者たちの必要をごぞ[1377]
んじである。また、主がつかわすにふさわしいと思ってお
られる使者たちが、弱く過ちをおかしやすい人間であるこ
ともごぞんじである。しかし主の働きに全く献身するすべ
ての人に、主は神からの援助を約束しておられる。神に頼
りきって、みわざに惜しみなく献身する信仰、この信仰を
もって神に熱心に、忍耐強く懇願すれば、罪との戦いにお
いて聖霊の助けを必ず受けることができる。このことを主
ご自身の模範は保証している。
キリストの模範に従う働き人はみな、地上の収穫物を実

らせるために神が教会に約束された力を受け、これを用い
るために備えをする。朝ごとに福音の使者が主の前にひざ
まずいて、献身の誓いを新たにする時、神は信仰を覚醒さ
せ、きよめる力をもった聖霊の臨在をお与えになる。日々
の勤めに出かける時、彼らは見えない聖霊の力によって
「神と共に働く者たち」となることができるという保証を
受けるのである。



第第第6章章章　　　美美美しししののの門門門でででののの奇奇奇跡跡跡

本章は使徒行伝3章、4：131に基づく

キリストの弟子たちは自分たちの無能力を深く自覚し、
謙遜に、祈りながら、彼らの弱さをキリストの強さに、
彼らの無知をキリストの知恵に、彼らの無価値さをキリス
トの義に、彼らの貧しさをキリストの尽きることのない富
に結びつけた。こうして強められ、必要な能力を身につけ
て、彼らは主への奉仕に臆することなく前進した。
聖霊降下ののち間もなく、熱心な祈りの時間の直後に、

ペテロとヨハネは宮に礼拝に出かけたが、美しの門のそ
ばに足のきかない男がいるのを見た。彼は生まれた時か
ら40才の今まで、苦痛と病気の生活を送っていたのであ
る。この不幸な男は、イエスに会って、いやしていただき
たいと長いあいだ願い続けていた。だが、彼はほとんど体
の自由がきかず、偉大な医師、イエスのご活躍の場から遠
くへ移されていた。彼の嘆願はやっと聞かれて、何人かの
友達が彼を宮の門まで運んで行った。しかし、彼は宮に着
いてすぐ、あれほど望みをかけていたお方がすでに残酷な
死を遂げたことを知った。
彼の失望は、彼がイエスにいやされることをどれほど

前から熱心に望み続けていたかを知っていた人々の同情を
買った。そして彼らは、通行人が彼を憐れんで、その困窮
を和らげるためにわずかな物でも彼に恵んでやる気持ちに
なるようにと、毎日彼を宮に運んできた。ペテロとヨハネ
が通りかかると、彼は2人に施しをこうた。弟子たちは気
の毒そうに彼を見た。ペテロが言った、「わたしたちを見
なさい」。「彼は何かもらえるのだろうと期待して、2人
に注目していると、ペテロが言った、『金銀はわたしには
無い』」。ペテロが自分の貧しさを説明すると、足のきか
ない男の表情は沈んだ。しかし、ペテロが続けて、「しか
し、わたしにあるものをあげよう。ナザレ人イエス・キリ

43
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ストの名によって歩きなさい」と言うと、男の顔は希望に
輝いた。
「彼の右手を取って起してやると、足と、くるぶしと

が、立ちどころに強くなって、踊りあがって立ち、歩き
出した。そして、歩き回ったり踊ったりして神をさんびし
ながら、彼らと共に宮にはいって行った。民衆はみな、彼
が歩き回り、また神をさんびしているのを見、これが宮の
『美しの門』のそばにすわって、施しをこうていた者であ
ると知り、彼の身に起ったことについて、驚き怪しんだ。
彼がなおもペテロとヨハネとにつきまとっているとき、

人々は皆ひどく驚いて『ソロモンの廊』と呼ばれる柱廊
にいた彼らのところに駆け集まってきた」。人々は、イエ
スが奇跡を行ったように、この弟子たちも奇跡を行うこと
に驚いた。しかもここに、40年間、無力で歩けなかったこ
の男が、今や苦痛から解放され、手足を自由に動かして喜
び、またイエスを信じてしあわせそうにしているのだ。
弟子たちが人々の驚きを見た時、ペテロが尋ねた。「な[1378]

ぜこの事を不思議に思うのか。また、わたしたちが自分の
力や信心で、あの人を歩かせたかのように、なぜわたした
ちを見つめているのか」。ペテロは、そのいやしがナザレ
のイエスの名により、主の力によってなされたもので、そ
のイエスを神は死からよみがえらせられたのだと、彼らに
説明した。「イエスの名が、それを信じる信仰のゆえに、
あなたがたのいま見て知っているこの人を、強くしたので
あり、イエスによる信仰が、彼をあなたがた一同の前で、
このとおり完全にいやしたのである」と、使徒ペテロは強
調した。
使徒たちは、いのちの君イエスを拒んで死なせたユダ

ヤ人たちの罪が大きいことをはっきり語った。しかし彼ら
は、人々を絶望に陥れないように気遣った。「あなたがた
は、この聖なる正しいかたを拒んで、人殺しの男をゆるす
ように要求し、いのちの君を殺してしまった。しかし、神
はこのイエスを死人の中から、よみがえらせた。わたした
ちは、その事の証人である」とペテロは言った。「さて、
兄弟たちよ、あなたがたは知らずにあのような事をしたの
であり、あなたがたの指導者たちとても同様であったこと
は、わたしにわかっている。神はあらゆる預言者の口をと
おして、キリストの受難を予告しておられたが、それをこ
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のように成就なさったのである」。ペテロは、聖霊が彼ら
の悔い改めと改心を求めていると強調し、彼らが十字架に
かけた方の憐れみがなくては、絶対に救いの望みがないと
言った。キリストを信じる信仰によってのみ、彼らの罪は
ゆるされることができた。
「だから、自分の罪をぬぐい去っていただくために、悔

い改めて本心に立ちかえりなさい」とペテロは叫んだ。
「あなたがたは預言者の子であり、神があなたがたの

先祖たちと結ばれた契約の子である。神はアブラハムに対
して、『地上の諸民族は、あなたの子孫によって祝福を受
けるであろう』と仰せられた。神がまずあなたがたのため
に、その僕を立てて、おつかわしになったのは、あなたが
たひとりびとりを、悪から立ちかえらせて、祝福にあずか
らせるためなのである」。
こうして弟子たちは、キリストの復活を説いた。聞いて

いた者たちの多くは、このあかしを待っていた。だから、
それを聞いた時、彼らは信じたのである。それは、キリス
トが語っておられたみことばを彼らに思い出させた。彼ら
は福音を受け入れた人々の列に加わった。救い主がおまき
になった種は、芽を出し実を結んだ。
弟子たちが人々と話をしているあいだに「祭司たち、宮

守がしら、サドカイ人たちが近寄ってきて、彼らが人々に
教えを説き、イエス自身に起った死人の復活を宣伝してい
るのに気をいら立て」た。
キリストの復活後、祭司たちは、キリストの遺体がロー

マの見張り人の眠っているあいだに、弟子たちに盗まれた
という偽りの報告を遠くまでひろめていた。だから、彼ら
はペテロとヨハネが、彼らが殺したキリストが復活したと
説いているのを聞いて、不愉快に思ったのは当然のことで
あった。特にサドカイ人たちは大いに刺激された。彼らは
自分たちが最も大事にしていた教理が危うくなり、自分た
ちの名声にかかわると感じた。
新しい信仰に改心する者たちが激増してきたので、パ

リサイ人やサドカイ人たちは、これらの新しい教師たちを
阻止せず宣伝を続けさせるならば、キリストが地上におら
れた時以上に、自分たちの信望が危うくなるだろうと話し
合った。それで、宮守がしらは何人かのサドカイ人たちの
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手を借りて、ペテロとヨハネを逮捕し、その日2人の取り調
べをするには遅かったので、そのまま獄に入れた。
弟子たちの敵は、キリストが死からよみがえられたこ

とを認めざるを得なかった。証拠があまりにも明白で疑
えなかった。それにもかかわらず、彼らの心はかたくな
になり、イエスを死に陥れたその恐ろしい行為を悔いよう
としなかった。弟子たちが神の霊感を受けて語ったり行動
しているのだという証拠は十分に、ユダヤの役人たちに示
されていたにもかかわらず、彼らは真理の使命に固く抵抗
していた。キリストが彼らの期待していたような方法では
来られなかったので、彼らは、キリストが神のみ子である
と悟ったこ とも時々あったが、なお、その確信をもみ消[1379]
して、主を十字架につけたのである。神はなお、憐れみを
もって彼らにさらに証拠をお与えになり、主に立ち帰るも
う1つの機会を今、さずけられた。神は弟子たちをつかわし
て、彼らがいのちの君を殺したことを告げ、この恐ろしい
罪の告発を受けて悔い改めるように、もう1度彼らに呼びか
けられた。しかし、ユダヤの教師たちは、おのれの義に安
んじて、キリストを十字架にかけた責任を迫る人々が、聖
霊の導きによって語っているのを認めなかった。
キリストに反対し続けた結果、祭司たちにとって、反抗

のあらゆる行為は、同じ反対を次々に誘発する刺激となっ
た。彼らの強情はますますその度を増した。彼らは服従
することができないというのではなく、服従できたのに、
そうしようとしなかったのである。彼らが救いから断ち切
られたのは、ただ単に、罪を犯して、死に値するからとい
うばかりではなかった。それは、彼らがみずから武装して
神に反抗したからであった。彼らは頑固に光を拒み、み霊
の、罪を認めさせる働きを押し戻した。不従順な子らを支
配する影響力が彼らの中で働き、神に用いられて働いてい
る人々を口ぎたなくののしった。彼らの悪意に満ちた反逆
は、神と、神がそのしもべたちに伝えさせようとお与えに
なった使命とに敵対して抵抗する行為のたびごとに、激し
さを増していった。ユダヤの指導者たちは、毎日悔い改め
を拒むごとに、反抗を新たにして、すでにみずからまいた
ものを刈り取る準備をしていた。
神の怒りは、単に罪人の犯した罪のために彼らの上に下

るのではなく、罪を悔い改めるよう求められた時に、彼ら
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がその呼びかけに抵抗し続け、彼らに与えられた光を無視
して、過去の罪を繰り返すことを選んだために下るのであ
る。もしユダヤの指導者たちが聖霊の説得力に服従してい
たならば、彼らはゆるされていたはずである。だが、彼ら
は従うまいと決意していた。同様に、罪人は拒み続けるこ
とによって、聖霊がもはや感化できないところにわが身を
置くのである。
歩けない人をいやした翌日、アンナスとカヤパは、そ

のほかの宮の高位聖職者たちと共に、裁判のために集まっ
た。2人の囚人たちが彼らの前に連れてこられた。その同
じ部屋で、何人か同じ顔ぶれの人たちの前で、ペテロは以
前に、恥知らずにも自分の主を拒んだのであった。ペテロ
は、今、自分が裁かれるために出頭して、このことをはっ
きりと思い出した。ペテロにとっては今こそ、自分の臆病
を償う時であった。
そこに連なっていた人々は、キリストが裁かれた時にペ

テロが取った行為を覚えていて、ペテロは今、投獄と死の
恐怖におじけづいているであろうと、高をくくっていた。
しかし、キリストが最も苦しんでおられた時に主を拒んだ
ペテロは、衝動的で自信家であったが、取り調べを受ける
ためにサンヒドリンに連れて来られたペテロは、以前のペ
テロとは違っていた。彼は、つまずいて以来、改心してい
た。彼はもはや誇らず、高慢にならず、謙遜で、自己に頼
らない者になっていた。ペテロは聖霊に満たされ、聖霊の
力によって、1度捨てたみ名をあがめ、自分の背信の汚点を
取り除く決意であった。
これまで祭司たちはイエスの十字架の刑や復活につい

て語ることを避けていた。しかし、今、彼らは目的を達成
するにあたって、足のきかない男のいやしがどのようにし
てなされたのか、調査せざるを得なかった。「あなたがた
は、いったい、なんの権威、また、だれの名によって、こ
のことをしたのか」と、彼らは尋ねた。
ペテロは敬虔な勇気と、聖霊の力によって、恐れること

なく言明した、「あなたがたご一同も、またイスラエルの
人々全体も、知っていてもらいたい。この人が元気になっ
てみんなの前に立っているのは、ひとえに、あなたがた
が十字架につけて殺したのを、神が死人の中からよみがえ
らせたナザレ人イエス・キリストの御名によるのである。
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このイエスこそは『あなたがた家造りらに捨てられたが、
隅のかしら石となった石』なのである。この人による以外
に救はない。わたしたちを救いうる名は、これを別にして
は、天下のだれにも与えられていないからである」。
この勇敢な抗弁にユダヤの指導者らは肝をつぶした。

サンヒドリンの前に引き出されたら、弟子たちはきっと恐[1380]
れ、とまどうにちがいないと、彼らは想像していたのであ
る。ところがそれどころか、この証人たちはキリストがお
語りになったように、敵を黙らせてしまうような説得力で
語った。キリストこそは「あなたがた家造りらに捨てられ
たが、隅のかしら石となった石」であると断言したペテロ
の声に、恐怖の色はみじんもなかった。
ペテロはここで、祭司たちがよく知っている比喩を用

いた。昔から預言者たちは捨てられた石について語って
いた。キリストご自身も、ある時、祭司や長老たちにお
語りになって、「あなたがたは、聖書でまだ読んだこと
がないのか、『家造りらの捨てた石が隅のかしら石になっ
た。これは主がなされたことで、わたしたちの目には不
思議に見える』。それだから、あなたがたに言うが、神
の国はあなたがたから取り上げられて、御国にふさわしい
実を結ぶような異邦人に与えられるであろう。またその石
の上に落ちる者は打ち砕かれ、それがだれかの上に落ちか
かるなら、その人はこなみじんにされるであろう」（マタ
イ21：4244）と言われた。
使徒たちの大胆な言葉を聞いていた祭司たちは、「彼ら

がイエスと共にいた者であることを認め」た。
弟子たちがキリストの変貌を目撃した時、その驚くべき

光景の最後に「彼らが目をあげると、イエスのほかには、
だれも見えなかった」と書かれている（マタイ17：8）。
「イエスのほかには」という言葉には、初代教会の歴史
を特徴づけたいのちと力の秘訣が包含されている。弟子た
ちは最初、キリストのみことばを聞いた時、自分たちには
主が必要だと思った。彼らは主を求めて、見いだし、そし
て、主に従った。彼らは、宮で、食卓で、山腹で、また野
で、主と共にいた。彼らは1人の師を持つ弟子たちとして、
毎日主から永遠の真理について教えを受けた。
救い主の昇天後も、なお、弟子たちには愛と光に満ち

た神の臨在感があった。それは人格を備えたお方の存在



第6章　美しの門での奇跡 49

であった。彼らと共に歩き、語り、祈られた救い主イエ
ス、また、彼らの心に希望と慰めをお語りになったイエス
は、平和の福音を語っておられるあいだに、彼らから天へ
と上げられたのであった。天使たちの馬車が主を迎え入れ
た時、主のみことばが下ってきた、「見よ、わたしは世の
終りまで、いつもあなたがたと共にいるのである」（マタ
イ28：20）。キリストは人の姿で天に昇られた。弟子たち
は、キリストが神のみ座の前におられても、なお、彼らの
友であり、救い主であられること、主の思いやりは変わら
ないこと、主は苦しむ人類といつまでも一体になられると
いうことを知っていた。主があがなわれた人々のために支
払われた値を思い出させる、傷ついた手と足を神にお示し
になって、ご自身の血の功績を神に献呈しておられること
を、弟子たちは知っていた。そして、そのことがわかった
時、弟子たちには、主のために受ける非難に耐える力がわ
いた。彼らとキリストとの結合は、今や、主が人間の姿を
とられて彼らと共におられた時よりも、もっと強かった。
内住すろキリストの光と愛と力は、弟子たちから輝き出
て、それを見る人々の目を見張らせた。
キリストは、ペテロが主を弁護して語ることばにご自

身の印を押された。この弟子のすぐわきに、説得力のある
証人として、奇跡的にいやされた男が立った。数時間前ま
で無力で歩けない者であったが、今、健全な体にかえった
この男の容貌は、ペテロの言葉に対する重要な証拠となっ
た。祭司や役人たちは沈黙した。彼らはペテロの供述に論
駁できなかったが、それでもなお、弟子たちの教えを中止
させようと決めた。
キリストの最高の奇跡——ラザロのよみがえり——は、

世界からイエスとその驚くべきみわざを除こうとする祭
司たちの決定を、すでに変更できないものにした。それが
民衆に対する祭司たちの影響を、速やかに打ちこわしつつ
あったからである。こうして、彼らはイエスを十字架にか
けてしまった。しかし、今やここに、主のみ名によって奇
跡を行い、イエスが教えられた真理を宣伝するのを、祭司
たちが中止させることができなかったという、確かな証拠
があった。歩けない人のいやしと使徒たちの説教は、すで
に、エルサレムを興奮の渦中に巻き込んでいた。
祭司や役人たちは当惑をかくすために、使徒たちを連れ [1381]
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去らせるように命じた。自分たちだけで協議しようと思っ
たからである。その男がいやされたことを否定するのは無
益だということに、彼らは全員同意した。彼らは、できれ
ばその奇跡を偽りで包みかくしてしまいたいと思った。し
かし、これは不可能であった。その奇跡は白昼、群衆の前
で行われて、すでに何千人もの人々がそれを知っていたか
らである。祭司や役人たちは、弟子たちの働きをやめさせ
なければならないと思った。そうしなければ、イエスが多
くの信者を獲得してしまうであろう。そうなると、自分た
ちが神のみ子の殺害者という罪を着せられることになり、
自分たちの恥辱になるであろう。
しかし、祭司たちは、弟子たちを抹殺したいと願った

にもかかわらず、もし弟子たちが依然としてイエスの名に
よって語ったり、伝道を続けるならば、最も過酷な罰を与
えるとおどす以外どうしようもなかった。彼らはサンヒド
リンの議会にもういちど弟子たちを呼び出して、イエスの
名によって語ったり、教えたりしないように命じた。しか
し、ペテロとヨハネはこれに対して言った、「神に聞き従
うよりも、あなたがたに聞き従う方が、神の前に正しいか
どうか、判断してもらいたい。わたしたちとしては、自分
の見たこと聞いたことを、語らないわけにはいかない」。
祭司たちはこの2人が神の召しに確固たる忠誠を示して

いるという理由で、思うままに2人を罰したいと思った。し
かし、彼らは民衆を恐れた。「みんなの者が、この出来事
のために、神をあがめていた」からである。そこで、弟子
たちは何度もおどされ、きびしくいましめられて、釈放さ
れた。
ペテロとヨハネが捕らわれていた時、他の弟子たちはユ

ダヤ人たちの悪意を知っていたので、キリストに示した残
酷なことをまた繰り返すのではないかと恐れて、この兄弟
たちのためにひたすら祈っていた。2人の使徒たちはゆるさ
れるとすぐ、あとの弟子たちを探し、彼らに尋問の結果を
報告した。信徒たちは非常に喜んだ。一同は、「口をそろ
えて、神にむかい声をあげて言った、『天と地と海と、そ
の中のすべてのものとの造りぬしなる主よ。あなたは、わ
たしたちの先祖、あなたの僕ダビデの口をとおして、聖霊
によって、こう仰せになりました、「なぜ、異邦人らは、
騒ぎ立ち、もろもろの民は、むなしいことを図り、地上の
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王たちは、立ちかまえ、支配者たちは、党を組んで、主と
そのキリストとに逆らったのか」。まことに、ヘロデとポ
ンテオ・ピラトとは、異邦人らやイスラエルの民と一緒に
なって、この都に集まり、あなたから油を注がれた聖なる
僕イエスに逆らい、み手とみ旨とによって、あらかじめ定
められていたことを、なし遂げたのです。主よ、いま、彼
らの脅迫に目をとめ、僕たちに、思い切って大胆に御言葉
を語らせて下さい。そしてみ手を伸ばしていやしをなし、
聖なる僕イエスの名によって、しるしと奇跡とを行わせて
下さい』」。
弟子たちは、キリストが地上におられた時に遭遇され

た、断固たる反対に自分たちも遭うことを知ったので、彼
らの任命された働きの上に大きな力がさずけられるように
祈った。心を合わせてささげられた信仰の祈りは天にのぼ
り、その答えがかえってきた。彼らの集まっていた場所が
揺れ動き、彼らは新たに聖霊をさずけられた。彼らの心に
勇気がみなぎり、再びエルサレムへ神のみことばを伝えに
出て行った。「使徒たちは主イエスの復活について、非常
に力強くあかしをし」、神は彼らの努力に、信じられない
ほどの祝福をお与えになった。
イエスの名をこれ以上語ってはならないという命令に

対して、「神に聞き従うよりも、あなたがたに聞き従う
方が、神の前に正しいかどうか、判断してもらいたい」
と答えて、弟子たちは恐れなくその主義に立った。これは
宗教改革の時代に、福音を信じる者たちが戦い抜いて守っ
たものと同じである。1529年にドイツの諸侯がシュパイエ
ル会議に召集された時、宗教の自由を抑圧し、それ以後、
改革派の教理の宣伝を厳禁する皇帝の勅令が出された。こ
の世界の希望はまさに抹殺されようとしていた。諸侯はそ
の勅令を受け入れるだろうか。福音の光は、今もなお暗黒
の中にいる多くの人々から閉ざされてよいだろうか。世界
の大問題が危機にひんしていた。そ こで改革派の信仰を [1382]
受け入れていた人々が集まり、「この勅令を拒否しよう。
良心の問題について多数決ということは言えないはずだ」
と満場一致で可決した（ドービニエー著「宗教改革史」
第13巻・5章）。
今日、われわれはこの原則を確固として支持しなければ

ならない。その時以来、幾世紀にわたり、福音教会の創設
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者や神の証人たちが高くかかげてきた真理と宗教の自由の
旗は、この最後の争闘においてわれわれの手にゆだねられ
ている。この大いなる賜物の責任は、聖書の知識をさずけ
られた人々の上にかかっている。われわれは、聖書のこと
ばを最高の権威として受け入れる。われわれは人間の政府
を神が定められたものとして認め、合法的な範囲内でそれ
に従うことを、聖なる義務として教えなければならない。
しかし、その要求が神のご要求と矛盾する時は、人間より
むしろ神に従わねばならない。神のみことばをすべての人
間の法律にまさるものとして認めねばならない。「教会が
こう言う」、あるいは「国がこう言う」ということのため
に、「主がこう言われる」ということを放棄してはならな
い。キリストの王冠は、この世の主権者の王冠より高くか
かげられねばならない。
われわれは、権威を無視するようには求められていな

い。法と秩序に反対する者と思われるようなことをしゃ
べったとして証録されることがないように、話す言葉で
も、書く言葉でも、注意深く気をつけなければならない。
われわれの道を不必要に閉ざすようなことを、言ったりし
たりしてはならない。われわれはキリストのみ名によって
前進し、ゆだねられた真理を擁護しなければならない。も
しこの働きを人々から禁じられるような場合には、使徒た
ちと同じように、「神に聞き従うよりも、あなたがたに聞
き従う方が、神の前に正しいかどうか、判断してもらいた
い。わたしたちとしては、自分の見たこと聞いたことを、
語らないわけにはいかない」と答えることができる。
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本章は使徒行伝4：325：11に基づく

弟子たちがエルサレムで福音の真理を宣べ伝えた時、神
は彼らのことばに有利な証拠を与えられ、民衆はそれを信
じた。こうした初期の信者たちの多くは、ユダヤ人の激し
い頑迷さのために、たちどころに家族や友人の縁を切られ
てしまったので、彼らのために食物や宿を心配する必要が
あった。
記録によると「彼らの中に乏しい者は、ひとりもいな

かった」と書かれており、彼らの必要がいかに満たされた
かを伝えている。金銭や持ちものに恵まれた信者たちは、
危急の場合に喜んでこれを提供した。彼らは自分たちの家
屋や地所を売り、その代金を持ってきて、使徒たちの足も
とに置いた。「そしてそれぞれの必要に応じて、だれにで
も分け与えられた」。
信者たちのこのような寛容さは、聖霊が注がれた結果で

あった。福音を受け入れた人々はみな、「心を1つにし思い
を1つにし」た。彼らの心はただ1つの共通な関心事に支配
されていた。それは彼らに委託された伝道事業を成功させ
ることであった。彼らの生活に、貪欲がはいり込む余地は
なかった。兄弟たちへの愛や自分たちが引き受けた働きに
対する愛は、金銭や所有物に対する愛よりも強かった。彼
らは地上の富よりも人の魂を高く証価していることを、実
際の働きで証拠だてた。
神のみ霊が生活を支配する時には、常にこのよりなこ

とが起こるのである。心がキリストの愛で満たされてい
る人々は、ご自身の貧しさによってわれわれが富むものと
なるように、われわれのために貧しくなられたキリストの
模範に従う。金銭、時間、感化力など、神のみ手からさず
けられた賜物すべてを、彼らはただ福音のわざを進展させ
る手段として重んじるのである。初代教会ではそうであっ
た。そして、今日も、教会の中で、教会員たちが聖霊の力
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に導かれて、世俗的な事柄への愛着を捨て、自分たちの同
胞に福音を伝えるために、喜んで犠牲を払うことが見られ
るならば、宣べ伝えられる真理は、聞くものの心を力強く[1383]
動かすであろう。
信者たちが示した博愛の模範とひどく違った対照をなし

て、アナニヤとサッピラの行為があった。霊感を受けてし
るされた記録を見ると、この2人の経験は初代教会史上に
汚点を残したことがわかる。みずから弟子だと名乗ってい
たこの2人は、他の者たちと共に、使徒たちの説く福音を聞
く特権にあずかっていた。彼らは使従たちが祈り終えたと
き「その集まっていた場所が揺れ動き、一同は聖霊に満た
され」たその場所に他の信者たちと共にいたのである（使
徒行伝4：31）。深い確信がその場にいたすべての者にや
どり、直接に神のみ霊の感化を受けたアナニヤとサッピラ
は、ある資産を売った収益を神にささげる誓いを立ててい
た。
後になってアナニヤとサッピラは欲深い気持ちに負け

て、聖霊を嘆かせた。2人は約束を後悔しはじめた。そし
てキリストのみわざのために立派なことをしたいという願
いで心を燃やしてくれた、新鮮な尊い感動を失った。彼ら
は早まったことをしたと思った。だから自分たちの決心を
考え直さなければならない。2人はそのことを話し合い、自
分たちの誓約を果たさないことに決めた。しかし彼らは、
自分たちよりも貧しい兄弟たちの必要を満たすために、自
己の資産を手放した人々が信者のあいだで高く評価されて
いるのを見て、厳粛に神にささげていたものを惜しむ自分
たちの利己的な心を、人々に見すかされることを恥じ、考
え抜いた末、自分たちの資産を売ることに決めた。そして
彼らはその収益を全部共同資金にささげたふりをして、そ
の実、売り上げの大部分を手放さなかった。このようにし
て2人は、共同の蓄えから生活を保証され、同時に兄弟たち
からも高く証価されると思っていた。
神は偽善と虚偽を憎まれる。アナニヤとサッピラは神と

の取引で詐欺行為を行った。彼らは聖霊を欺いたために、
その罪はたちどころに厳しく罰せられた。アナニヤが献
金を携えてきたとき、ペテロが言った。「『アナニヤよ、
どうしてあなたは、自分の心をサタンに奪われて、聖霊を
欺き、地所の代金をごまかしたのか。売らずに残しておけ
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ば、あなたのものであり、売ってしまっても、あなたの自
由になったはずではないか。どうして、こんなことをする
気になったのか。あなたは人を欺いたのではなくて、神を
欺いたのだ』。アナニヤはこの言葉を聞いているうちに、
倒れて息が絶えた。このことを伝え聞いた人々は、みな非
常なおそれを感じた」。
「売らずに残しておけば、あなたのもの. . . . . .になった

はずではないか」とペテロは言った。アナニヤは、不当な
力が加えられたために、強制されて自分の財産をみんなの
益となるようにささげたのではない。彼は自分で選択し、
行動したのである。しかし弟子たちを欺こうとして、神を
欺いていた。
「3時間ばかりたってから、たまたま彼の妻が、この出

来事を知らずに、はいってきた。そこで、ペテロが彼女
にむかって言った、『あの地所は、これこれの値段で売っ
たのか。そのとおりか』。彼女は『そうです、その値段で
す』と答えた。ペテロは言った、『あなたがたふたりが、
心を合わせて主の御霊を試みるとは、何事であるか。見
よ、あなたの夫を葬った人たちの足が、そこの門口にきて
いる。あなたも運び出されるであろう』。すると女は、た
ちまち彼の足もとに倒れて、息が絶えた。そこに若者たち
がはいってきて、女が死んでしまっているのを見、それを
運び出してその夫のそばに葬った。教会全体ならびにこれ
を伝え聞いた人たちは、みな非常なおそれを感じた」。
神の無限の英知は、この注目すべき神の怒りの顕示が、

若い教会を道徳的な堕落から守るために必要であったこと
を見通しておられた。信徒たちは急速に増えていった。こ
の信徒数の急増するなかで、神に仕えることを表明しなが
ら、富を礼賛している男女が加えられていたとすれば、教
会は危機に陥ったであろう。この刑罰は、人は神を欺くこ
とができない、また、神は心にかくされている罪を見通し
になられて、欺かれることがないことを立証した。この刑
罰は教会員を虚偽や偽善に陥らぬよう導き、神のものを盗
まぬよう用心させるために、教会に与えた警告としてもく [1384]
ろまれたのである。
神が貪欲や詐欺や偽善を憎むことを示されたこの実例

は、初代の教会ばかりでなく、後に続くすべての時代に対
して与えられた危険信号であった。アナニヤとサッピラが
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最初にいだいたのは貪欲であった。彼らは神に約束したも
のの一部をとっておきたいと望んだために、詐欺と偽善に
陥ったのである。
神はご自分の民の働きとささげものによって、福音を

宣伝してこられた。任意のささげものと什一が主のみ事業
の財源である。神は人におゆだねになった資源から特定の
部分、すなわち什一を要求なさっている。神は人がこれ以
上ささげるかささげないかということを、人の自由にまか
せておられる。しかし聖霊の感化を受けて、ある金額をさ
さげる誓いを立てたら、誓った者はもはやささげた部分に
対する権利を持たない。人に対するこのような種類の約束
は、義務と見なされるであろう。ましてや神に対する約束
は義務以上のものとならないだろうか。良心の法廷におい
て結ばれた約束は、人々との契約書より拘束力が弱いもの
だろうか。
神の光がひときわ明るく、力強く人の心を照らしている

時、いつもの利己心は手をゆるめて、神のためにささげる
気持ちになる。しかしその時に結ばれた約束が、サタンの
側の反対を受けずに果たされると思ってはならない。サタ
ンは救い主の王国がこの地上に築き上げられることを喜ば
ない。彼は誓われた誓約が多すぎるのではないか、財産を
得ようとする努力や、家族の希望を満足させようとする努
力に支障をきたすのではないかとほのめかす。
人間に財産をお恵みになるのは神であって、これをなさ

るのは、彼らがみ事業進展のためにつくすことができるた
めである。神は日光や雨を送ってくださる。また、植物を
豊かに生長させてくださる。神は健康を与えてくださり、
目的を果たす能力を与えてくださる。祝福はすべて神の恵
み深いみ手から与えられる。その代わりに神は、男にも女
にも財産の一部を什一及びその他の献金、すなわち感謝の
ささげ物、任意のささげ物、また罪のためのささげ物とし
て神に返し、感謝の気持ちを表すよう求められる。神の定
めたこの計画にしたがって、あらゆる所得の十分の一や惜
しみないささげ物など、資産が倉に蓄えられるならば、主
のみわざは豊かに進展するのである。
しかし人間の心はわがままからかたくなになり、アナニ

ヤやサッピラのように神からの要求を満たしているふりを
しながら、財産の一部を隠したい誘惑にかられる。多くの
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人々は自分を満足させるためには惜しみなく金銭を使う。
男も女も自分の都合を考えて、自分たちの好みを満たして
いるが、神へのささげ物は、しぶしぶと、切りつめて持っ
てくる。彼らは神の財産が使用された明細書を神がいずれ
要求されることや、神がアナニヤやサッピラのささげ物を
お受けにならなかったように、彼らが倉に携えてきたわず
かなものをお受けにならないことを忘れている。
これらの偽証者に課した厳しい罰から、神はあらゆる

偽善や詐欺をどれほど深く憎み、軽蔑しておられるかを
われわれに学ばせようとされたのである。アナニヤとサッ
ピラはすべてをささげたふりをして聖霊を欺いた。その結
果彼らはこの世のいのちと、来るべき世におけるいのちを
失った。彼らを罰せられた同じ神が、今日、すべての虚偽
をとがめられる。偽ることは神にとって忌まわしい行為で
ある。「汚れた者や、忌むべきこと及び偽りを行う者は」
聖なる都に「決してはいれない」と神は言われる（黙示
録21：27）。真実を語るのにいいかげんであったり、あい
まいであってはいけない。真実を語ることが生活の一部と
なるようにしよう。真実をもてあそび、自分の都合のよい
ように当てはめて偽ることは、信仰の破滅である。「立っ
て真理の帯を腰にしめ」なさい（エペソ6：14）。事実でな
いことを語る人は、自分の魂を安売りするのである。彼の
うそは、とっさの場合の役に立つように見えるかもしれな
い。こうして、彼は正当なやり方では望めないような商売
の発展を期待するかもしれない。しかし最後には、だれも
信頼できなくなる。自分がうそつきであるために、ほかの
人の言葉を信用できないのである。
アナニヤとサッピラの場合、神に対する欺瞞の罪は速や [1385]

かに罰せられた。同様の罪は教会の後の歴史の中でもしば
しば繰り返された。今日でも多くの人々により同じ罪が犯
されている。しかし、たとえそれに対する神のご立腹が目
に見えるようにあらわされなくとも、使徒の時代と同じよ
うに今日も神の御目にそれは憎むべきものである。警告は
与えられてきた。神は明らかにこの罪を忌みきらわれた。
偽善と強欲に身をやつす者は、みずから自分の魂を破壊し
ていることを知るようになるであろう。
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本章は使徒行伝5：1242に基づく

世界に望みと救いをもたらしたのは、あの恥辱と拷問の
道具、十字架であった。弟子たちは富もなく、地位の低い
人たちにすぎなかった。また、神のみことばのほかに武器
もなかった。それでも彼らはキリストの力に満たされて、
馬槽と十字架の驚くべき物語を語り、すべての反対に勝利
するために出て行った。この世の名誉や承認がなくとも、
彼らは信仰の英雄であった。彼らの唇から世界を揺さぶる
生き生きとした聖なることばがほとばしり出た。
エルサレムは最も偏見の根深いところで、また、悪人と

して十字架にかけられたキリストについて、最も混乱した
考えがひろまっていたところであったが、弟子たちはその
町で、キリストのみわざと使命、十字架、復活、また昇天
をユダヤ人の前に示し、命のことばを大胆に語り続けた。
祭司や役人たちは使徒たちの明瞭で大胆なあかしを聞いて
驚いた。実に、よみがえられた救い主の力が弟子たちの上
にくだっていて、彼らの働きにしるしや奇跡が伴い、信者
の数は日増しに増えていった。弟子たちが通る町では人々
が病人を大通りに運び出し、「寝台や寝床の上に置いて、
ペテロが通るとき、彼の影なりと、そのうちのだれかにか
かるようにしたほどであった」。ここにはまた、汚れた霊
に苦しめられている人たちも連れてこられた。群衆はその
人々のまわりに集まり、いやされた人々は高らかに神をさ
んびして、救い主のみ名をあがめた。
祭司や役人たちは、キリストが自分たち以上に賞揚され

ていることを知った。復活を信じないサドカイ派の人たち
は、使徒たちがキリストのよみがえられたことを断言する
のを聞いて腹を立て、もし使徒たちがそのまま、よみがえ
られた救い主のことを宣べ伝え、その名によって奇跡を行
うとすれば、復活はないと説く教理を誰も信じなくなり、
自分たち一派はすぐに絶滅してしまうだろうと考えた。ま
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たパリサイ人は使徒の教えがユダヤの儀式を傷つけ、犠牲
のささげ物を無効とする傾向にあると言って怒った。
この新しい教えを抑えようとしたこれまでの努力は、す

べてむだであった。こうなると、サドカイ人やパリサイ人
は、弟子たちの働きがイエスの死に関しては、自分たちに
罪があることを証明することになるので、その働きをやめ
させようと決めた。祭司たちはひどく憤慨し、ペテロとヨ
ハネに暴行を加えて、留置場にほうり込んだ。
ユダヤの国の指導者たちは、選ばれた民に対する神の御

目的の成就にはなはだしく失敗した。主から真理の受託者
とされていた人々は、その義務に不忠実だったことを証明
した。そこで神は、みわざを行うために他の人々をお選び
になった。これらの指導者たちは、彼らが大切にいだいて
いた教えを放棄していく者たちに向かって、何もわからず
に、居丈高になって、義憤だとして、怒りをぶちまけた。
彼らは自分たちがみことばを正しく理解しないで、聖書を
誤解したり、誤用していた可能性のあることすら認めよう
としなかった。彼らはまるで理性を失った人々のように行
動した。中には、たかが漁師にしかすぎない者もいるとい
うのに、これらの教師どもが、われわれが民衆に教えてい
た教義と矛盾する意見を公開する何の権利を持つというの
かと、彼らは言った。彼らは、こんな意見を教えることを
やめさせなければならないと決意して、教えを説く者たち [1386]
を投獄したのである。
弟子たちはこのような扱いを受けても動じることなく、

落胆もしなかった。聖霊は彼らにキリストの語られたこ
とばを思い出させた、「僕はその主大にまさるものでは
ない。. . . . . .もし人々がわたしを迫害したなら、あなたが
たをも迫害するであろう。また、もし彼らがわたしの言葉
を守っていたなら、あなたがたの言葉をも守るであろう。
彼らはわたしの名のゆえに、あなたがたに対してすべて
それらのことをするであろう。それは、わたしをつかわさ
れたかたを彼らが知らないからである」。「人々はあなた
がたを会堂から追い出すであろう。更にあなたがたを殺す
者がみな、それによって自分たちは神に仕えているのだと
思う時が来るであろう」。「わたしがあなたがたにこれら
のことを言ったのは、彼らの時がきた場合、わたしが彼ら
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について言ったことを、思い起させるためである」（ヨハ
ネ15：20、21、16：2、4）。
宇宙の偉大な支配者、天の神は、弟子たちの投獄の問

題をご自身の手の中に引き受けておられた。というのは、
人々がみわざに反対して立ち向かってきたからである。
夜になって主のみ使いが獄の戸を開き、そして弟子たち
に言った、「さあ行きなさい。そして、宮の庭に立ち、こ
の命の言葉を漏れなく、人々に語りなさい」。この命令は
ユダヤの役人たちが与えた命令に真っ向から反対するもの
であった。しかし弟子たちは、行政官たちに相談して、許
可を受けないうちは、そうするわけにいかないと言ったで
あろうか。そうではない。「行きなさい」と神が言われた
時、彼らはそれに従った。「彼らは. . . . . .夜明けごろ宮には
いって教えはじめた」。
ペテロとヨハネが信者たちの前にあらわれて、天使が獄

の番人たちの見張りをくぐって自分たちを助け出し、中断
している働きに再び取りかかるように命じたいきさつを語
ると、兄弟たちは大いに驚き、また、喜んだ。
とかくするうちに、大祭司やその仲間の者たちが「議

会とイスラエル人の長老一同とを召集し」た。祭司や役
人たちは弟子たちを暴動罪で告発し、アナニヤとサッピラ
を殺し、共謀して祭司たちの権利を剥奪したかどで告訴す
ることに決めた。彼らは暴徒を扇動して事態を解決させ、
暴徒がイエスにしたように弟子たちにもしてくれることを
望んだ。彼らは、キリストの教えを受け入れなかった多く
の人々が、ユダヤ当局の専横な支配をきらって、なんらか
の変化を切望しているのに気づいていた。祭司たちは、も
しこれらの不満をいだいている者たちが使徒たちの教える
真理を受け入れ、イエスをメシヤとして認めることになれ
ば、全民衆の怒りは、宗教の指導者らに向けられ、キリス
トを殺害した責任をとらされるのではないかと恐れた。そ
こで彼らは、これを防止するために強硬な手段を講じるこ
とにした。
祭司たちが囚人を引き出してくるよう使いを差し向ける

と、獄の戸は固く錠がかけられ、番人も部署についていな
がら、囚人が中にいないという報告が来て、彼らは非常に
驚いた。
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やがて、驚くべき報告が入ってきた、「『行ってごらん
なさい。あなたがたが獄に入れたあの人たちが、宮の庭に
立って、民衆を教えています』。そこで宮守がしらが、下
役どもと一緒に出かけて行って、使徒たちを連れてきた。
しかし、人々に石で打ち殺されるのを恐れて、手荒なこと
は」しなかった。
使徒たちは獄屋から奇跡的に救出されたとはいえ、取り

調べと刑罰から免れたわけではなかった。キリストは、弟
子たちと共におられたとき、「あなたがたは自分で気をつ
けていなさい。あなたがたは、わたしのために、衆議所に
引きわたされ」るであろう、と言われた（マルコ13：9）。
神は天使を送って彼らを救出することにより、ご自分の愛
のしるしと、ご臨在の確証をお与えになった。こんどは彼
らが、信べ伝える福音をさずけてくださった神のために苦
しむ番であった。
預言者や使徒たちの歴史には、神に忠誠をつくした立

派な模範がたくさんある。キリストの証人たちは、神の
ご命令にそむくより投獄や拷問や死に耐えてきた。ペテロ
とヨハネが残した記録は、福音の摂理の賜物の中で、他に
劣らず英雄的である。この2人を 滅ぼそうと躍起になって [1387]
いた人々の前に、2度目に立った時も、2人の言葉や態度に
は何の恐れもためらいも認めることができなかった。そし
て、大祭司が、「あの名を使って教えてはならないと、き
びしく命じておいたではないか。それだのに、なんという
事だ。エルサレム中にあなたがたの教えを、はんらんさせ
ている。あなたがたは確かに、あの人の血の責任をわたし
たちに負わせようと、たくらんでいるのだ」と言った時、
ペテロは、「人間に従うよりは、神に従うべきである」と
答えた。獄から彼らを救い出して、宮で教えるようにと命
じたのは、天からのみ使いであった。彼らは天使の指示に
従って、神のご命令に従っていたのである。これこそ、彼
らがどんな値を払ってでも、やり通さなければならないこ
とである。
それから霊感を与えるみ霊が弟子たちの上にくだった。

訴えられた者が訴える者となり、議会を召集した人々を
キリストの殺害者として告訴した。「わたしたちの先祖の
神は、あなたがたが木にかけて殺したイエスをよみがえら
せ、そして、イスラエルを悔い改めさせてこれに罪のゆる
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しを与えるために、このイエスを導き手とし救主として、
ご自身の右に上げられたのである。わたしたちはこれらの
事の証人である。神がご自身に従う者に賜わった聖霊もま
た、その証人である」とペテロは強調した。
これを聞いたユダヤ人たちは、激しい怒りのあまり、自

分たちで勝手に制裁を加えて、これ以上の裁判を行わず、
ローマの役人たちの許可も得ずに、彼らを殺してしまおう
と思った。すでにキリストの血を流す罪を犯していた彼ら
は、今度は主の弟子たちの血で彼らの手を汚すことに躍起
になった。
議会において、弟子たちの語る言葉の中に神のみ声を認

めた者が1人いた。それは評判のよいパリサイ人ガマリエル
で、学識があり、高い地位についていた。彼の明晰な知性
は、祭司たちのもくろんでいる乱暴な手段が恐ろしい結果
を招くことを見抜いた出席している人々に語る前に、彼は
囚人たちを外に連れ出すように頼んだ。彼は処理しなけれ
ばならない問題のかなめをよく知っていた。また、キリス
トを死につけた人々が、目的遂行のためには手段を選ばな
いことも知っていた。
それから彼は、非常に慎重に、落ち着いて言った、「イ

スラエルの諸君、あの人たちをどう扱うか、よく気をつけ
るがよい。先ごろ、チゥダが起って、自分を何か偉い者の
ように言いふらしたため、彼に従った男の数が、400人ほ
どもあったが、結局、彼は殺されてしまい、従った者もみ
な四散して、全く跡方もなくなっている。そののち、人口
調査の時に、ガラリヤ人ユダが民衆を率いて反乱を起した
が、この人も滅び、従った者もみな散らされてしまった。
そこで、この際、諸君に申し上げる。あの人たちから手
を引いて、そのなすままにしておきなさい。その企てや、
しわざが、人間から出たものなら、自滅するだろう。しか
し、もし神から出たものなら、あの人たちを滅ぼすことは
できまい。まかり違えば、諸君は神を敵にまわすことにな
るかも知れない」。
祭司たちはガマリエルの考えが正当なことを知って、し

かたなく彼に同意した。しかし偏見や憎悪をおさえること
ができず、弟子たちをむち打ち、今後イエスの名によって
語るなら2度と命はないと言いわたして、しぶしぶ釈放し
た。「使徒たちは、御名のために恥を加えられるに足る者
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とされたことを喜びながら、議会から出てきた。そして、
毎日、宮や家で、イエスがキリストであることを、引きつ
づき教えたり宣べ伝えたりした」。
キリストは十字架にかかる少し前に、平安の遺産を弟

子たちに残された。「わたしは平安をあなたがたに残し
て行く。わたしの平安をあなたがたに与える。わたしが与
えるのは、世が与えるようなものとは異なる。あなたがた
は心を騒がせるな、またおじけるな」と主は言われた（ヨ
ハネ14：27）。この平安は世と一致することによってくる
平安ではない。キリストは悪と妥協することによって平安
を買いとられたことはない。キリストが弟子たちに残され
たのは、うわべの平安ではなく、心の平安であり、反目や
争いの中にも絶えずキリストの証人と共にとどまるもので
あった。
キリストはご自身についてこう言われた、「地上に平

和をもたらすために、わたしがきたと思うな。平和 では [1388]
なく、つるぎを投げ込むためにきたのである」（マタ
イ10：34）。平和の君、主は、なお、分裂を引き起こす
者であられた。喜ばしい知らせを伝えて、人の子らの心
に希望と喜びを起こさせるために来られた主は、人々の心
の内奥を燃やし、激しい情熱を起こす戦いを開始された。
そして主は従う者たちに警告しておられる、「あなたが
たは、この世ではなやみがある」。「人々はあなたがたに
手をかけて迫害をし、会堂や獄に引き渡し、わたしの名の
ゆえに王や総督の前にひっぱって行くであろう」。「しか
し、あなたがたは両親、兄弟、親族、友人にさえ裏切られ
るであろう。また、あなたがたの中で殺されるものもあろ
う」（ヨハネ16：33、ルカ21：12、16）。
この預言は著しく成就した。サタンは人々の心をそそ

のかし、イエスに従う者たちを思いつくかぎりの侮辱、非
難、残酷行為に陥れた。これは再び、著しく繰り返される
であろう。この世的な心は、いまだに神の律法に敵対し、
その命令に従わないからである。今日の世界は使徒の時代
と同様、キリストの原則に少しも調和していない。「彼を
十字架につけよ、彼を十字架につけよ」と囃し立てた同じ
憎しみや、弟子たちを迫害に陥れた同じ憎しみは、今もな
お、不従順な子らの心に働いている。暗黒時代に人々を牢
獄や流刑や死に渡し、宗教裁判のひどい拷問を思いつき、
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聖バーソロミューの大虐殺を計画して執行し、またスミス
フィールドの火責めをあおったその同じ精神が、改心され
ていない人々の心の中で、今も悪意をいだいて活発に働い
ている。真理の歴史は常に善悪間の闘争の記録であった。
福音の宣伝は、この世で反対と危険と損失と受難に直面し
ながらも常に先へと伝えられてきた。
過去において、キリストのために迫害を受けてきた人々

が持っていた力は何であったのか。それは、神との一致、
聖霊との一致、キリストとの一致であった。多くの者は、
そしりと迫害によって、地上の友から引き離されたが、キ
リストの愛からは引き離されていなかった。魂が、あらし
に悩まされ、真理のためにそしりを受ける時ほど、救い主
の愛を深く受ける時はない。「わたしもその人を愛し、そ
の人にわたし自身をあらわすであろう」とキリストは言わ
れた（ヨハネ14：21）。信者が真理のためにこの地上の法
廷に立つ時、キリストは彼のそばにお立ちになる。彼が牢
獄の中に閉じこめられる時、キリストは彼にあらわれてそ
の愛によって彼の心を励まされる。彼がキリストのために
死刑を受ける時、救い主は、人々は肉体を殺すことができ
ても、魂を損なうことはできないのだと、彼に言われる。
「勇気を出しなさい。わたしはすでに世に勝っている」。
「恐れてはならない、わたしはあなたと共にいる。驚いて
はならない、わたしはあなたの神である。わたしはあなた
を強くし、あなたを助け、わが勝利の右の手をもって、あ
なたをささえる」（ヨハネ16：33、イザヤ41：10）。
「主に信頼する者は、動かされることなくて、と

こしえにあるシオンの山のようである。山々がエルサ
レムを囲んでいるように、主は今からとこしえにその
民を囲まれる。」「彼らのいのちを、しえたげと暴
力とからあがなう。彼らの血は彼の目に尊い」（詩
篇125：1、2、72：14）。
「万軍の主は彼らを守られる. . . . . .その日、彼らの神、

主は、彼らを救い、その民を羊のように養われる。彼らは
冠の玉のように、その地に輝く」（ゼカリヤ9：15、16）。
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本章は使徒行伝6：17に基づく

「そのころ、弟子の数がふえてくるにつれて、ギリシャ
語を使うユダヤ人たちから、ヘブル語を使うユダヤ人たち
に対して、自分たちのやもめらが、日々の配給で、おろそ
かにされがちだと、苦情を申し立てた」。
初代教会は、多くの階級や、さまざまの異なる国籍の

人々で構成されていた。ペンテコステ（五旬節）の聖霊降 [1389]
下の時にエルサレムには、天下のあらゆる国々から、信仰
深いユダヤ人たちがきて住んでいた」（使徒行伝2：5）。
エルサレムに集まってきたヘブル人の信仰をいだく者た
ちの中に、ふつうギリシャ人として知られている人々がい
た。彼らとパレスチナのユダヤ人の間には長い間、不信が
あり、敵意さえ生じていた。
使徒たちの働きの結果改宗した人々の心は、クリスチャ

ンの愛によって和らげられ、1つになった。以前には偏見
をいだいていたにもかかわらず、誰もが互いに仲よくなっ
た。サタンはこの一致が継続するかぎり、福音真理の進展
を阻むことができないことを知っていたので、人々の以前
の考えかたを利用して、それによって教会に不和の分子を
もたらそうとした。
こうして、弟子たちの数が増していくにつれて、敵は、

以前からしばしば信仰を持つ兄弟たちをねたましい思いで
見つめ、霊的指導者たちのあらさがしをしていたことのあ
る者たちの心に、疑いの気持ちをかき起こすことに成功し
た。そして「ギリシャ語を使うユダヤ人たちから、ヘブル
語を使うユダヤ人たちに対して. . . . . .苦情を申し立てた」。
つぶやきの原因は、ギリシャ語を使うやもめたちが日々の
配給でおろそかにされがちだと、苦情を申し立てたことに
あった。どんな不平等でも福音の精神に反するのは確かな
のだが、その主張のかげですでにサタンは疑いの気持ちを
かきたてることに成功していた。いまや、不満を引き起こ

65
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すすべてのきっかけを除くために、速やかな処置を講じな
ければならない。さもないと敵の努力が実って、信者たち
の間に分裂を招くことになる。
イエスの弟子たちはすでに、彼らの信仰経験におけ

る1つの危機に直面していた。聖霊の力により、固く一致
して働いていた使徒たちの賢明な指導のもとに、福音の使
命者にゆだねられた事業は速やかに進展していた。教会は
絶えず拡張していた。信者の数が増えるにつれて、責任の
ある人々の重荷は重くなる一方だった。人が1人で、いや、
仲間が数人集まっても、彼らだけでこれらの重荷を担っ
ていこうとすれば、教会の将来の繁栄は危うくなるであろ
う。そこで教会の初期のころ、わずかな人々が忠実に負っ
てきた責任の分担が、これからは必要となった。今や使
徒たちはそれまで自分たちだけでささえてきた責任の一部
を、他の人たちに任せることによって、教会内の組織を完
全にする大切な手段を講じなければならなかった。
聖霊に導かれた使徒たちは、信者を集めて、教会のあら

ゆる活動力をさらに組織だてる計画のあらましを話した。
教会を監督している霊的指導者らは、貧しい人々に配給す
るというような仕事をのがれて、福音宣伝事業の前進に専
念すべき時がきたのだと、彼らは説明した。「そこで、兄
弟たちよ、あなたがたの中から、御霊と知恵とに満ちた、
評判のよい人たち7人を捜し出してほしい。その人たちに
この仕事をまかせ、わたしたちは、もっぱら祈と御言のご
用に当ることにしよう」と彼らは言った。この提案がきか
れ、選出された7人の上に手が置かれて、祈りがささげら
れ、彼らは厳粛に執事としての務めに任命された。
この特別な仕事を監督するために7人が任命されたこと

は、教会に大きな祝福となった。この役員たちは教会の全
般的な財政面だけでなく、個人の必要を慎重に考慮した。
そしてその賢明な管理と敬虔な模範によって、教会の各方
面の利害関係を統一して全体にまとめる上に、共労者たち
の大切な助けとなった。
この方法が神のみむねにかなっていたことは、すぐに

よい結果があらわれたことでわかる。「神の言は、ます
ますひろまり、エルサレムにおける弟子の数が、非常にふ
えていき、祭司たちも多数、信仰を受けいれるようになっ
た」。この魂の収穫は、使徒たちがいっそう自由に活動で



第9章　組織と指導者 67

きたことと、7人の執事が熱意と力を示したおかげであっ
た。これらの兄弟たちは、貧しい人々の必要をかえりみる
という特殊な務めをゆだねられたといっても、信仰の教え
を説かないでよいわけではなかった。それどころか、彼ら
は他の人々に真理を教える十分な資格があり、実際熱心に
この働きに携わって成功をおさめたのである。
初代教会には、みわざを絶えず拡張する仕事がゆだねら

れていた。それは、キリストへの奉仕に進んで献身する正 [1390]
直な人々のいるところには、どこにでも光と祝福の中心を
設けることであった。福音宣伝の範囲は世界的なものでな
ければならなかった。十字架の使命者たちはクリスチャン
の一致のきずなで結ばれ、こうして彼らが、神にあってキ
リストと1つであるということを世に示さないかぎり、彼
らの大切な使命を達成することは望めなかった。彼らの指
導者である主は、み父に、「わたしに賜わった御名によっ
て彼らを守って下さい。それはわたしたちが1つであるよ
うに、彼らも1つになるためであります」とお祈りになら
なかっただろうか。また、弟子たちについて「世は彼らを
憎みました. . . . . .彼らも世のものではないからです」と言わ
れなかっただろうか。「彼らが完全に1つとなるため」に、
「あなたがわたしをおつかわしになったことを、世が信じ
るようになるため」にみ父に熱心に求められなかっただろ
うか（ヨハネ17：11、14、23、21）。彼らの霊的生活と力
は、福音を伝える使命をゆだねて下さったお方と、いかに
親しくつながっているかにかかっているのである。
弟子たちは、キリストにつながっていた時にのみ、聖霊

の力を受けて、天使たちの協力を期待することができた。
このような天来の力の助けを受けて、彼らは世に対して
共同戦線をはることができ、また彼らが暗黒の力にたえま
なく立ち向かうことを強いられている戦いにおいて、勝利
することができた。弟子たちがたえず結束して働いている
かぎり、天使たちは彼らを先導し、道を開くのである。そ
して人々の心は真理を受け入れる準備をし、多くの者がキ
リストへと導かれる。彼らが結束しているかぎり、教会は
「月のように美しく、太陽のように輝き、恐るべき事、旗
を立てた軍勢のよう」に前進したのである（雅歌6：10）。
何ものも教会の前進に逆らうことはできなかった。教会は
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この世に福音を宣伝する天来の使命を立派に果たし、勝利
から勝利へ進むのである。
エルサレムの教会の組織は、真理の使者が改宗者を福音

に導くところではどこででも、教会組織の型となるべきで
あった。教会全体の監督の責任をゆだねられたものは、神
の教会の上に立って尊大にふるまってはならない。かえっ
て、賢明な羊飼いとして「神の羊の群れを牧し. . . . . .群れの
模範となるべきであ」った（ペテロ5：2、3）。また執事は
「みたまと知恵とに満ちた、評判のよい人」でなければな
らなかった。これらの人々は一致してその地位を正しく保
ち、かたい決意のもとに任務を遂行しなければならなかっ
た。こうして彼らの感化のもとに教会全体は一致した。
初代教会の歴史において、のちに、世界の各地で信者た

ちの多くのグループによって教会がつくられたとき、秩序
と一致した行動とが保たれるように、教会の組織がいっそ
う完成された。教会員はみな自分の立場を尽くすようにす
すめられた。誰でもみな、自分にゆだねられているタラン
トを賢明に用いなければならなかった。中には聖霊によっ
て特別な賜物をさずけられている者もあった。「第一に使
徒、第二に預言者、第三に教師とし、次に力あるわざを行
う者、次にいやしの賜物を持つ者、また補助者、管理者、
種々の異言を語る者」である（コリント12：28）。しかし
これらすべての種類の働き人は、一致して働かなければな
らなかった。
「霊の賜物は種々あるが、御霊は同じである。務は種々

あるが、主は同じである。働きは種々あるが、すべてのも
のの中に働いてすべてのことをなさる神は、同じである。
各自が御霊の現れを賜わっているのは全体の益になるため
である。すなわち、ある人には御霊によって知恵の言葉が
与えられ、ほかの人には、同じ御霊によって知識の言、ま
たほかの人には、同じ御霊によって信仰、またほかの人に
は、1つの御霊によっていやしの賜物、またほかの人には
力あるわざ、またほかの人には預言、またほかの人には霊
を見わける力、またほかの人には種々の異言、またほかの
人には異言を解く力が、与えられている。すべてこれらの
ものは、1つの同じ御霊の働きであって、御霊は思いのまま
に、それらを各自に分け与えられるのである。からだが1つ
であっても肢体は多くあり、また、からだのすべての肢体
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が多くあっても、からだは1つであるように、キリストの場
合も同様である」（コリント12：412）。 [1391]
地上の神の教会において、指導者として行動するように

召されている人々に負わされている責任は、厳粛である。
神権政治の時代に、モーセは重い責任を1人で負っていて、
まもなくその重荷に疲れ果ててしまうだろうと思われた
時、エテロから、その責任を賢く分担するようにと教えら
れた。「あなたは民のために神の前にいて、事件を神に述
べなさい。あなたは彼らに定めと判決を教え、彼らの歩む
べき道と、なすべき事を彼らに知らせなさい」とエテロは
助言した。エテロはさらに、人を選び「1000人の長、100人
の長、50人の長、10人の長としなさい」と勧めた。この人
たちは「有能な人で、神を恐れ、誠実で不義の利を憎む
人」でなければならなかった。彼らは「平素は. . . . . .民をさ
ば」き、こうしてモーセの重荷を解き、気疲れとなる多く
の小事件を神に献身している助力者たちが賢くさばいた。
教会で、神の摂理のもとに、重責を負う地位にいる人々

の時間と力は、特別な知恵と幅の広い心を必要とする重
大な問題を処理するために、費やされなければならない。
ほかの人たちでも十分に処理できる取るに足りない問題の
調停を、そのような人々が依頼されることは神のみむねで
はない。「大事件はすべてあなたの所に持ってこさせ、小
事件はすべて彼らにさばかせなさい。こうしてあなたを身
軽にし、あなたと共に彼らに、荷を負わせなさい。あなた
が、もしこの事を行い、神もまたあなたに命じられるなら
ば、あなたは耐えることができ、この民もまた、みな安ん
じてその所に帰ることができよう」とエテロはモーセに提
案した。
この提案に従い、「モーセはすべてのイスラエルのう

ちから有能な人を選んで、民の上に長として立て、1000人
の長、100人の長、50人の長、10人の長とした。平素は彼ら
が民をさばき、むずかしい事件はモーセに持ってきたが、
小さい事件はすべて彼らみずからさばいた」（出エジプ
ト18：1926）。
のちにモーセは、指導者としての責任を分担してもらう

ために70人の長老を選出したとき、彼の助力者として品位
があり、正しい判断力を持ち、経験のある人を慎重に選ん
だ。これらの長老たちに按手礼をさずけるにあたり、モー
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セは教会における賢明な指導者になるのにふさわしい資格
を述べた。「兄弟たちの間の訴えを聞き、人とその兄弟、
または寄留の他国人との間を、正しくさばかなければなら
ない。あなたがたは、さばきをする時、人を片寄り見ては
ならない。小さい者にも大いなる者にも聞かなければなら
ない。人の顔を恐れてはならない。さばきは神の事だから
である」とモーセは言った（申命記1：16、17）。
ダビデ王はその治世の終わりにあたり、彼の時代に神の

みわざに携わっていた人々に、厳粛な命令を下した。「イ
スラエルのすべての長官、すなわち部族の長、王に仕えた
組の長、1000人の長、100人の長、王とその子たちのすべて
の財産および家畜のつかさ、宦官、有力者、勇士などをこ
とごとくエルサレムに召し集め」て、「主の会衆なる全イ
スラエルの目の前およびわれわれの神の聞かれる所で」年
老いた王は厳かに彼らに命じた。「あなたがたはその神、
主のすべての戒めを守り、これを求めなさい」（歴代志
上28：1、8）。
統率の責任ある地位につく者としてのソロモンに、ダ

ビデは特別に命じた。「わが子ソロモンよ、あなたの父
の神を知り、全き心をもって喜び勇んで彼に仕えなさい。
主はすべての心を探り、すべての思いを悟られるからで
ある。あなたがもし彼を求めるならば会うことができる。
しかしあなたがもしかれを捨てるならば彼は長くあなた
を捨てられるであろう。それであなたは慎みなさい。主
はあなたを選ん」だ、「心を強くして」いなさい（歴代志
上28：9、10）。
モーセやダビデの時代に、神の民の中で指導者を導いた

同じ敬虔な正義の原則は、福音による律法の時代に、新た
に組織された神の教会を監督する人々によっても、受け継
がれなければならなかった。すべての教会において物事を
きちんと整え、役員として働くにふさわしい人々を任命す
るにあたって、使徒たちは旧約聖書に述べられている、指
導者の高い標準を固く守った。彼らは、教会で指導的な責
任のある地位につく者は「神に仕える者として、責められ[1392]
る点がなく、わがままでなく、軽々しく怒らず、酒を好ま
ず、乱暴でなく、利をむさぼらず、かえって、旅人をもて
なし、善を愛し、慎み深く、正しく、信仰深く、自制する
者であり、教にかなった信頼すべき言葉を守る人でなけれ
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ばならない。それは、彼が健全な教によって人をさとし、
また、反対者の誤りを指摘することができるためである」
と主張した（テトス1：79）。
初代キリスト教会で維持されていた秩序によって、彼ら

はよく訓練され、神の武具を身につけた軍隊として、団結
して前進することができた。信者の群れはひろく散らばっ
ていたとはいえ、みな1つ体の部分であった。すべての者が
お互いに一致協力して行動した。のちにアンテオケやその
他のところで不和が起こったように、地方教会で不和が起
こり、信者たちが自分たちで解決できなくなった時、そう
した問題のために教会に分裂を生じないように、各地方教
会から選ばれた代議員及び重責の地位にある使徒や長老た
ちから成る、信徒全体の総会に問題がもち出された。こう
して遠く離れた場所の教会を攻撃しようとするサタンの努
力に、全部の人たちが行動を1つにして対抗したので、教会
を分裂させ、破壊しようとする敵の計画は妨げられた。
「神は無秩序の神ではなく、平和の神である。聖徒た

ちのすべての教会で行われているように. . . . . .」（コリン
ト14：33）。神は昔と同じように今日も、教会の事柄を行
うのに秩序と組織とを要求される。神はみわざに承認の
印をおすことができるように、それが完壁に正確に進めら
れることを望んでおられる。クリスチャンはクリスチャン
と、教会は教会と一致し、人間の力が神の力と協力し、す
べての働きが聖霊に従属し、神の恵みのよいおとずれを世
に知らせるために、すべてのものが結合しなければならな
い。



第第第10章章章　　　ススステテテパパパノノノののの弁弁弁明明明

本章は使徒行伝6：515、7章に基づく

ステパノは7人の執事のうち第一のものであって、信心
深く、幅の広い信仰を持った人であった。彼はユダヤ人で
あったが、ギリシャ語を話し、ギリシャ人の習慣や風習を
よく知っていた。そこで彼は、ギリシャ系ユダヤ人の会堂
で福音を宣べ伝える機会を見いだした。ステパノは実に活
発にキリストのみわざのために働いて、大胆に信仰を表明
した。博学なラビや律法学者たちは容易に勝利できるとう
ぬぼれて、人々の前で彼と議論した。しかし「彼は知恵と
御霊とで語っていたので、それに対抗できなかった」。ス
テパノはみ霊の力で語っていただけでなく、預言の研究者
でもあり、律法の内容を残らず学んでいたことが明らかで
あった。彼は自分の擁護する真理が正当であることを立派
に論じて、反対者たちを完全に敗北させた。彼にこのみ約
束が成就したのである、「だから、どう答弁しようかと、
前もって考えておかないことに心を決めなさい。あなたの
反対者のだれもが抗弁も否定もできないような言葉と知恵
とを、わたしが授けるから」（ルカ21：14、15）。
ステパノの説教に伴う力を見た祭司や役人たちは、激し

い憎悪の念でいっぱいになった。彼らはステパノが示した
証拠に屈服するかわりに、彼を処刑して沈黙させることに
した。彼らはローマ当局を買収して、事実の説明もなく事
件を自分たちの手で処理するのを黙認してもらい、ユダヤ
のならわしどおりに囚人を審問し、刑を申し渡し、処刑し
たことが幾度かあった。ステパノの敵は、もう1度同じ方法
をとっても自分たちの身の危険はないものと判断した。彼
らは結果がどうであろうと、ともかくやってみることに決
めたので、ステパノを捕らえてサンヒドリンの前に引き出
し審問にかけた。
近隣の国々からきた博学なユダヤ人たちが、この囚人の

議論を論駁するために召集された。タルソのサウロもその
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場にいて、先頭に立ってステパノに反対した。彼はその事 [1393]
件を扱うのに、力強い雄弁とラビの論理を用い、ステパノ
は人心を惑わす危険千万な教えを説いていると民衆に思わ
せた。しかしサウロは、他の国々に福音をひろめるという
神の目的を、十分に理解している人という以外に、ステパ
ノの中に何も見いださなかった。
祭司や役人たちは、ステパノのけがれない穏やかな賢明

さに打ち勝てなかったので、彼をみせしめのために懲らし
めてやることにした。彼らはこうして自分たちの執念深い
憎悪の念を満足させる一方、他のものが恐れてステパノの
信仰を受け入れなくなるようにしようと思った。偽証を立
てるためにやとわれた証人たちは、彼が聖所と律法とに逆
らう冒瀆的な言葉を吐いたと語った。「『あのナザレ人イ
エスは、この聖所を打ちこわし、モーセがわたしたちに伝
えた慣例を変えてしまうだろう』などと、彼が言うのを、
わたしたちは聞きました」と証人たちは言った。
ステパノが冒瀆のかどで訴えられて、答弁するために

裁判官と顔と顔を合わせて立ったとき、その顔からきよい
光が輝き出た。そして、「議会で席についていた人たちは
皆、ステパノに目を注いだが、彼の顔は、ちょうど天使の
顔のように見えた」。この光を見た人たちの多くはふるえ
おののいて思わず顔をおおったが、祭司たちのかたくなな
不信と偏見はいっこうにゆるがなかった。
ステパノは訴因にまちがいがないかどうかをただされる

と、はっきりした感動的な声で抗弁しはじめ、その声は議
場いっぱいに響きわたった。彼は会衆一同をうっとりさせ
るような言葉で、神の選民の歴史をつまびらかに語りはじ
めた。彼はユダヤの制度に通暁していることを示し、今や
キリストを通して明らかにされたその制度の霊的な解釈を
論述した。彼はメシヤについて預言したモーセの言葉を繰
り返した。「神はわたしをお立てになったように、あなた
がたの兄弟たちの中から、ひとりの預言者をお立てになる
であろう」と。ステパノは神とユダヤ人の信仰に対する彼
自身の忠誠を明らかにして、ユダヤ人たちが救いのために
信頼していた律法が、イスラエル人を偶像崇拝から救うこ
とができなかったことを教えた。彼はイエス・キリストを
ユダヤの歴史全体に結びつけた。彼はソロモンによって造
られた神殿の建物について語り、ソロモンやイザヤのこと
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ばを引用した。「しかし、いと高き者は、手で造った家の
内にはお住みにならない。預言者が言っているとおりであ
る、『主が仰せられる、どんな家をわたしのために建てる
のか。わたしのいこいの場所は、どれか。天はわたしの王
座、地はわたしの足台である。これは皆わたしの手が造っ
たものではないか』」。
ステパノがここまで語ってきたとき、人々は騒然となっ

た。彼が預言にキリストを結びつけ、また、神殿について
自分の意見を語ると、祭司は恐怖にとりつかれたふりをし
て、衣を裂いた。この行為はステパノにとって死が間近い
ことを意味する合図であった。彼は自分のことばが受け入
れられないのを見て、最後のあかしをしていることを知っ
た。彼は説教の途中であったが、突然、それをやめた。
ステパノはそれまでたどってきた歴史の説明を突然中断

して、激怒した裁判官らに向かい、「ああ、強情で、心に
も耳にも割礼のない人たちよ。あなたがたは、いつも聖霊
に逆らっている。それは、あなたがたの先祖たちと同じで
ある。いったい、あなたがたの先祖が迫害しなかった預言
者が、ひとりでもいたか。彼らは正しいかたの来ることを
予告した人たちを殺し、今やあなたがたは、その正しいか
たを裏切る者、また殺す者となった。あなたがたは、御使
たちによって伝えられた律法を受けたのに、それを守るこ
とをしなかった」と叫んだ。
これを聞いた祭司や役人たちは怒りで逆上し、人間とは

思えぬさまであたかも猛獣のように歯ぎしりしながらステ
パノに突進した。ステパノは彼らの残忍な顔を見て、自分
の運命を悟ったが、少しもたじろがなかった。死の恐怖は
彼から去っていた。彼は怒り狂った祭司も気の立った暴徒
も恐ろしくなかった。目の前の光景は見えなくなり、その
かわりに天の門が開かれていて、神の宮廷の栄光と、み座
から立ち上がって、ご自分のしもべをささえようとしてお
られるキリストが見えた。彼は勝利の喜びをこめて、「あ[1394]
あ、天が開けて、人の子が神の右に立っておいでになるの
が見える」と叫んだ。
ステパノが自分の目に映る輝かしい光景を描写しはじめ

ると、迫害者たちはもうがまんできなかった。彼らはその
言葉が聞こえないように耳をふさぎ、猛烈な勢いでいっせ
いにとびかかってきて、「彼を市外に引き出し」た。「こ
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うして、彼らがステパノに石を投げつけている間、ステ
パノは祈りつづけて言った、『主イエスよ、わたしの霊を
お受け下さい。』そして、ひざまずいて、大声で叫んだ、
『主よ、どうぞ、この罪を彼らに負わせないで下さい』。
こう言って、彼は眠りについた」。
ステパノに法律上の刑の宣告は申し渡されていなかった

が、ローマ当局は多額の金で買取されていたために、この
事件について調査しなかった。
ステパノの殉教を目撃した人たちはみな深い感動をお

ぼえた。彼の顔に押された神の印の記憶と、聞いた人々の
心を動かした彼のことばは、目撃者の心にいつまでも残っ
て、彼が宣べ伝えていた真理のあかしとなった。彼の死は
教会にとって苦しい試練であったが、サウロが導かれたの
はこのおかげであった。サウロは殉教者ステパノの信仰と
忠誠、その顔にやどった栄光をどうしても記憶から消すこ
とができなかった。
ステパノの裁判と死の光景を見て、サウロはあらあらし

い熱意を吹きこまれたように見えた。そののちサウロは、
ステパノが人々から屈辱を受けていた、まさにその同じ
時に、神からは名誉を与えられていたことを、ひそかに認
めている自分に腹を立てた。サウロは神の教会を迫害し続
け、信者の家々に押し入って、彼らを捕らえ、投獄し殺す
ために祭司や役人のもとへ引っ立てて行った。この迫害を
推進させるサウロの熱狂ぶりは、エルサレムのクリスチャ
ンを恐怖のどん底に陥れた。ローマの官憲はこの残酷な事
態を食い止める努力をいっこうにせず、ユダヤ人たちと和
解し、彼らから好意を得るためにひそかに彼らを助けた。
ステパノの死後、サウロはその迫害でたてた功績のおか

げで、サンヒドリンの一員に選ばれた。一時、彼は神のみ
子への反逆をなし遂げようとするサタンの手中で力強い器
となって働いたが、それからまもなく、この情け容赦ない
迫害者は、そのとき彼が荒らしていた教会の発展のために
用いられることになった。サタンよりも力強い神がサウロ
を選んで、殉教したステパノのあとに立て、宣教させ、主
のみ名のために苦しませ、主の血による救いのおとずれを
広く伝えさせられたのである。
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本章は使徒行伝8章に基づく

ステパノの死後、エルサレムにいる信者たちに対して
残忍な迫害が起こり、「使徒以外の者はことごとく、ユ
ダヤとサマリヤとの地方に散らされて行った」。サウロは
「家々に押し入って、男や女を引きずり出し、次々に獄に
渡して、教会を荒し回った」のちに彼は、この無慈悲な行
為に熱狂的であったことを、「わたし自身も、以前には、
ナザレ人イエスの名に逆らって反対の行動をすべきだと、
思っていました。そしてわたしは、それをエルサレムで敢
行し、. . . . . .多くの聖徒たちを獄に閉じ込め、. . . . . .それか
ら、いたるところの会堂で、しばしば彼らを罰して、無理
やりに神をけがす言葉を言わせようとし、彼らに対してひ
どく荒れ狂い、ついに外国の町々にまで、迫害の手をのば
すに至りました」と語った。死の苦しみを受けた者がステ
パノだけでなかったことは、「彼らが殺される時には、そ
れに賛成の意を表しました」という、サウロ自身の言葉か
らわかる（使徒行伝26：911）。
この危機の時に、ニコデモは恐れず進み出て、十字架に

かけられた救い主に対する信仰を明らかにした。ニコデモ
はサンヒドリンの議員であったが、他の人々と共にイエス[1395]
の教えに感動していた。キリストのすばらしいみわざを目
撃したとき彼は、この方こそ神からつかわされたかたであ
るという確信を固めていたのである。彼は誇りのために、
このガリラヤの大教師に共鳴していることを公に認めるこ
とができず、ひそかに主に会いに行っていた。この会見の
とき、イエスはニコデモに救いの計画や、この世に対する
ご自身の使命を打ち明けられた。しかし、ニコデモはなお
も躊躇していた。彼は真理を心にかくしていて、3年間は成
果を見ることがなかった。しかしニコデモは、公に認めて
いなかったあいだも、サンヒドリンの協議会において、主
を殺そうとしている祭司たちの陰謀には繰り返し反対して
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いた。ついにキリストが十字架上にあげられたとき、ニコ
デモは、夜オリブ山に主をたずねたときに主が「ちょうど
モーセが荒野でへびを上げたように、人の子もまた上げら
れなければならない」と彼に語られたみことばを思い出し
て、イエスの中にこの世のあがない主を見たのである（ヨ
ハネ3：14）。
ニコデモは、アリマタヤのヨセフと共に、イエスの埋葬

の費用を分担した。弟子たちは自分たちがキリストの弟子
であると公に示すことを恐れていたが、ニコデモとヨセフ
は勇敢に援助の手を差しのべた。これらの金持ちで尊敬さ
れている人々の助けは、その暗黒の時にはことさら必要で
あった。彼らは亡くなられた主のために、貧しい弟子たち
ができなかったことをすることができた。彼らの富と感化
力が、祭司や役人たちの敵意から大いに彼らを守ったので
ある。
いまやユダヤ人たちが生まれたばかりの教会を破壊し

ようとしていたとき、ニコデモはそれを防ぐために進み
出た。もはや警戒も疑間もなく、ニコデモは弟子たちの信
仰を励まし、エルサレムの教会を支え、福音事業を進める
ために、自分の富を用いた。以前に彼を尊敬していた人々
は、いまは彼を嘲弄し、迫害した。そして彼はこの世の
富には貧しくなったが、信仰を守ることにはひるまなかっ
た。
エルサレムの教会をおそった迫害は、福音の働きに強い

刺激を与える結果になった。エルサレムでのみことばの宣
教は成功していたので、弟子たちには、全世界に出て行け
との救い主のご命令をなおざりにして、いつまでもそこに
とどまる危険があった。悪に抵抗する力は、活動的な奉仕
によって最も多く得られるということを忘れて、彼らは敵
の攻撃からエルサレムの教会をかばうほど重要な仕事はな
いと思いはじめていた。彼らは新しく改心した人たちに福
音を宣べさせる教育をするどころか、すでになし遂げられ
たことに、みんなで満足しているだけで終わってしまうよ
うな危険に陥っていた。神はご自分の代表者たちを広く散
らして、その行く先々で他人のために働くことができるよ
うに、彼らの上に迫害の手がのびるままにしておかれた。
信者たちはエルサレムを追われて、「御言を宣べ伝えなが
ら、めぐり歩いた」。
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救い主が「それゆえに、あなたがたは行って、すべての
国民. . . . . .に教えよ」と、任命された人々の中には、主を愛
することを学んでいた人々や、主の無我の奉仕の模範に従
う決心をしていた人々など、より謙遜な生活をしている者
が大勢いた（マタイ28：19）。これらの謙遜な人々には、
救い主がこの世で公生涯を過ごされたころ共にいた弟子た
ちと同様に、尊い責任が与えられていた。彼らはキリスト
による救いのよろこばしいおとずれを、世に宣べ伝えなけ
ればならなかった。
彼らは迫害のために散らされたとき、宣教の熱意に燃え

て出て行った。彼らは自分たちに負わされた使命の責任を
感じた。また、飢えている世の人々に与えるいのちのパン
を持っていることを自覚していたので、キリストの愛に迫
られて、このパンを求めているすべての者に分け与えた。
主は彼らを通して働かれた。彼らが行く先々で、病人はい
やされ、貧しい者に福音が宣べ伝えられた。

7人の執事の1人ピリポも、エルサレムから追われた者の
中に入っていた。ピリポは「サマリヤの町に下って行き、
人々にキリストを宣べはじめた。群衆はピリポの話を聞
き、その行っていたしるしを見て、こぞって彼の語ること
に耳を傾けた。汚れた霊につかれた多くの人々からは、そ
の霊が. . . . . .出て行くし、また、 多くの中風をわずらって[1396]
いる者や、足のきかない者がいやされたからである。それ
で、この町では人々が、大変なよろこびかたであった」。
ヤコブの井戸のほとりで、キリストがサマリヤの女にお

語りになった使命はすでに実を結んでいた。女は主のみこ
とばを聞くと、町の人々のところへ行って、「わたしのし
たことを何もかも、言いあてた人がいます。さあ、見にき
てごらんなさい。もしかしたら、この人がキリストかも知
れません」と言った。人々は彼女について行き、イエスの
みことばを聞いて、主を信じた。彼らはもっと聞きたいと
願い、主に滞在していただきたいと願った。主は彼らと共
に2日間過ごされて、「なお多くの人々が、イエスの言葉を
聞いて信じた」（ヨハネ4：29、41）。
エルサレムから追われた弟子たちの中には、サマリヤに

安全な避難所を見いだした者もいた。これらの福音の使者
たちをサマリヤ人は喜んで迎え、ユダヤの改宗者たちは、
かつては大敵であった人々の中から尊い収穫を集めた。
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サマリヤにおけるピリポの働きは非常な成功をおさめ、
これに励まされた彼はエルサレムに援助を求めた。使徒
たちは「エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、さらに地
のはてまで、わたしの証人となるであろう」と言われたキ
リストのみことばの意味が、いまこそ十分にわかるように
なった（使徒行伝1：8）。
ピリポがまだサマリヤにいたとき、「南方に行き、エル

サレムからガザへ下る道に出なさい」と天の使いに命じら
れた。「そこで、彼は立って出かけた」。彼は神のみ旨に
応じる教訓を学んでいたから、その召しを疑ったり、従う
のを躊躇したりしなかった。
「すると、ちょうど、エチオピヤ人の女王カンダケの

高官で、女王の財宝全部を管理していた宦官であるエチオ
ピヤ人が、礼拝のためエルサレムに上り、その帰途につい
ていたところであった。彼は自分の馬車に乗って、預言者
イザヤの書を読んでいた」。このエチオピヤ人は名声の高
い、有力な人であった。神は、彼が改心したら、自分の受
けた光を人に分かち、福音のために大きな感化を及ぼすこ
とをごぞんじであった。神の天使たちが、光を求めるこの
求道者に付き添っていたので、彼は救い主へ引きよせられ
ていった。聖霊の働きにより、神はこのエチオピヤ人を、
光へ導くことのできる人と接するよう導かれた。
ピリポはエチオピヤ人のところに行って、彼が読んで

いる預言を説明してやるように命じられた。「進み寄っ
て、あの馬車に並んで行きなさい」とみ霊が言った。ピリ
ポは宦官に近づいて「『あなたは、読んでいることが、お
わかりですか』と尋ねた。彼は『だれかが、手びきをして
くれなければ、どうしてわかりましょう』と答えた。そし
て、馬車に乗って一緒にすわるようにと、ピリポにすすめ
た」。彼が読んでいた聖書の箇所は、キリストに関するイ
ザヤの預言であった。「彼は、ほふり場に引かれて行く羊
のように、また、黙々として、毛を刈る者の前に立つ小羊
のように、口を開かない。彼は、いやしめられて、そのさ
ばきも行われなかった。だれが、彼の子孫のことを語るこ
とができようか、彼の命が地上から取り去られているから
には」。
「お尋ねしますが、ここで預言者はだれのことを言って

いるのですか。自分のことですか、それとも、だれかほか
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の人のことですか」と宦官が尋ねた。そこでピリポは救い
の偉大なる真理を彼に示し、同じ聖句から説き起こして、
「イエスのことを宣べ伝えた」。
聖書の説明が進むにつれて、宦官の心にますます興味

がわいてきて、ピリポが話し終わったときには、宦官は与
えられた真理を受け入れる気持ちになっていた。彼は自分
の社会的な高い地位を理由に、福音を拒むようなことはし
なかった。「道を進んで行くうちに、水のある所にきたの
で、宦官が言った、『ここに水があります。わたしがバプ
テスマを受けるのに、なんのさしつかえがありますか』。
これに対して、ピリポは、『あなたがまごころから信じ
るなら、受けてさしつかえはありません』と言った。する
と、彼は『わたしは、イエス・キリストを神の子と信じま
す』と答えた。そこで車をとめさせ、ピリポと宦官と、ふ
たりとも、水の中に降りて行き、ピリポが宦官にバプテス
マを授けた。
ふたりが水から上がると、主の霊がピリポをさらって[1397]

行ったので、宦官はもう彼を見ることができなかった。宦
官はよろこびながら旅をつづけた。その後、ピリポはアゾ
トに姿をあらわして、町々をめぐり歩き、いたるところで
福音を宣べ伝えて、ついにカイザリヤに着いた」。
このエチオピヤ人は、ピリポのような伝道者たち、す

なわち神のみ声を聞いて、神からつかわされるところに
行く人たちから、教えを受ける必要のある部類の人々を代
表している。聖書を読んでも、その真の意味をわからない
でいる者が多い。世界中の男女は何かを求めて天を仰いで
いる。光と恵みと聖霊を求める魂から、祈りと涙とねぎご
とが天にのぼっていく。多くのものは、み国の入口に立っ
て、刈り集められるのを待つばかりになっているのであ
る。
光を求め、福音を受け入れる準備のできた人のところ

に、1人の天使がピリポを導いた。今日も天使たちは、聖霊
に舌をきよめていただき、心を純化し高めていただく働き
人の歩みを導くのである。ピリポに送られた天使は、自分
自身でエチオピヤ人に働きかけることもできたが、それは
神の働かれる方法ではない。神は人が同胞のために働くよ
うに計画しておられる。
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最初の弟子たちに与えられた責務は、どの時代の信徒に
も分担されてきた。福音を受けた者はみな、世に伝える尊
い真理をさずけられた。神の忠実な民は常に、彼らの財源
を神のみ名をあがめるために用い、彼らの才能を神への奉
仕に賢く用いた積極的な伝道者であった。
過去におけるクリスチャンの無我の働きは、われわれ

にとって実物教訓となり、励ましとならなければならな
い。神の教会の会員はよきわざに熱心で、世俗的な野心を
離れ、善をなして巡られたキリストのみ足跡を歩まなけれ
ばならない。また、同情と憐れみに満ちた心をもって、助
けの必要な人々のために働き、罪人に救い主の愛を教えな
ければならない。そうした働きには骨の折れる努力がいる
が、その報いは大きい。まじめな決心をしてこのわざに携
わる者は、救い主に魂が導かれるのを見ることができる。
神の任命を実践するときに伴う感化力は、人を信服させず
にはおかないからである。
出て行ってこの任命を果たす責任は、按手礼を受けた

牧師にだけ負わされているのではない。キリストを受け入
れた者はみな、同胞を救う仕事に召されているのである。
「御霊も花嫁も共に言った、『きたりませ』。また、聞く
者も『きたりませ』と言いなさい」（黙示黙22：17）。こ
の招待をせよとの命令は、すべての教会に出されたもので
ある。この招待を聞く者はみな「きたりませ」と言って、
この招きを丘から谷へこだまさせなければならない。
救霊の働きが牧師にのみかかっていると考えるのは、重

大な誤りである。ぶどう園の主から魂への重荷をゆだねら
れ、へりくだって献身した信徒には、いっそう大きな責任
を神からさずかっている人々からの励ましがなければなら
ない。神の教会における指導者として立つ人々は、救い主
の任命が、み名を信じるすべての者に与えられていること
を知らなければならない。神はまだ按手により牧師職に聖
別されていない多くの人々を、ぶどう園に送りこまれるで
あろう。
すでに救いのおとずれを聞いた幾百、いや、幾千もの

人々は、活動的な奉仕に携わることができるはずなのに
今もなお、市場で何もせずぶらぶらしている。そのような
人々にキリストは「なぜ、何もしないで、1日中ここに立っ
ていたのか」と言われ、さらに「あなたがたも、ぶどう園
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に行きなさい」と言っておられる（マタイ20：6、7）。こ
の招きになぜもっと多くの人々が応じないのか。彼らは聖
職に立たないのだから、義務を免じられているとでも思っ
ているのだろうか。幾千もの献身した信徒たちのしなけれ
ばならない大きな仕事が、聖職以外にあることを彼らは知
らなければならない。
奉仕の精神が教会全体にゆきわたって、教会員が残らず

各々の才能に応じて主のために働くのを、神は長いあいだ
待っておられる。福音事業の任命を完成するために、神の
教会の会員が、光の必要な自国や外国の伝道地で、それぞ
れ定められた働きをするならば、まもなく全世界に警告が[1398]
ゆきわたり、主イエスは力と大いなる栄光をもってこの世
にもどってこられるのである。「この御国の福音は、すべ
での民に対してあかしをするために、全世界に宣べ伝えら
れるであろう。そしてそれから最後が来るのである」（マ
タイ24：14）。
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本章は使徒行伝9：118に基づく

福音の宣教に伴う成功によって徹底的に覚醒させられ
たユダヤの指導者たちの中で、タルソ人サウロは際立っ
ていた。サウロはローマ市民として生まれたが、ユダヤ
人の家系から出ていて、エルサレムで最も著名なラビた
ちから教育を受けていた。サウロは「イスラエルの民族
に属する者、ベニヤミン族の出身、ヘブル人の中のヘブ
ル人、律法の上ではパリサイ人、熱心の点では教会の迫害
者、律法の義については落ち度のない者で」あった（ピリ
ピ3：5、6）。彼はラビたちから非常に将来性のある若者と
期待され、古来の信仰を熱心に擁護することができる者と
して、高い望みがかけられていた。サンヒドリン議会の議
員に推されたために、彼は有力な地位を占めることになっ
た。
サウロはステパノの審問と有罪の判決にあたって顕著な

役割を演じたが、殉教していくステパノと共に神が臨在さ
れたという驚くべき証拠を見て、イエスの弟子たちに反対
して支持してきた主張が、果たして正しいかどうかを疑う
ようになった。彼の心は全く動揺していた。当惑のあまり
彼は、知恵と判断において全幅の信頼を寄せていた人々に
訴えてみた。ところが祭司や役人たちは議論づくで、ステ
パノは神を冒瀆する者であり、この殉教した弟子が宣べ伝
えていたキリストは詐欺師である、聖職につく者は正しく
なければならないのだと、ついに彼を信じ込ませてしまっ
た。
サウロはきびしい吟味もせずにこの結論に達したわけで

はなかった。しかしついに、彼の受けた教育と偏見、以前
の教師に対する尊敬、人望を得ようとする誇りのために、
良心の声と神の恵みに逆らってしまったのである。そして
サウロは祭司や学者たちが正しいとすっかり決めこみ、イ
エスの弟子たちが教える教理にますます激しく反対するよ

83
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うになった。罪のない男女を法廷に引っ立ててきて、イエ
スを信じているという理由だけで投獄したり、死刑を言い
わたすようなサウロの仕打ちに、新しく組織されたばかり
の教会は悲歎にくれ、意気消沈し、多くの信者が身の安全
を求めて逃げ出した。
この迫害でエルサレムから追い出された人々は「御言を

宣べ伝えながら、めぐり歩いた」（使徒行伝8：4）。彼ら
がめぐって行った町々の1つはダマスコであったが、この新
しい信仰はそこでも多くの改宗者を得た。
祭司や役人たちは油断のない努力と激しい迫害を続け

て、この異端をおさえてしまいたいと思っていた。今や
彼らは、エルサレムでその新しい教えに対してとった決
定的な方法を、今度はほかの場所でもとらなければならな
いと考えた。サウロは彼らがダマスコでやりたいと思って
いた特別な働きを引き受けようと申し出た。サウロは「主
の弟子たちに対する脅迫、殺害の息をはずませながら、大
祭司のところに行って、ダマスコの諸会堂あての添書を求
めた。それは、この道の者を見つけ次第、男女の別なく縛
りあげて、エルサレムにひっぱって来るためであった」。
こうして、タルソ人サウロは「祭司長たちから権限と委任
とを受けて」、力と活力をみなぎらせ、誤った熱情に燃え
て、あの記念すべき、彼の人生を完全に転向させる不思議
な事件に遭遇する旅へと出発した（使徒行伝26：12）。
旅の最後の日の「真昼に」、疲れきった旅人らは、ダ

マスコに近づいたとき、広々とした肥沃な土地や美しい園
や、周囲の山々からそそぐ冷たい流れに潤された実りのよ[1399]
い果樹園を一望のもとに見渡した。荒野の長旅のあとに、
そのような光景は実にすがすがしいものであった。サウロ
も同行者たちと、その実り多い平原や美しい町を見おろし
て感嘆していると、「突然」——彼は後になってそのあり
さまを説明したが——「光が天からさして. . . . . .わたしと同
行者たちとをめぐり照し」た。それは人間の目では耐えら
れないほどの輝きで、「太陽よりも、もっと光り輝いて」
いた（使徒行伝26：13）。サウロは目が見えなくなり、途
方にくれて地に伏してしまった。
光がなおも彼らをめぐり照らしていたとき、サウロ

は「ヘブル語で. . . . . .こう呼びかける声を」聞いた。「サ
ウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するのか」（使徒行
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伝26：14）。「そこで彼は『主よ、あなたは、どなたで
すか』と尋ねた。すると答があった、『わたしは、あなた
が迫害しているイエスである』」。「とげのあるむちをけ
れば、傷を負うだけである」（使徒行伝9：5、26：14）。
サウロの同行者たちは恐ろしさでいっぱいになり、また

強烈な光のためにほとんど目が見えなくなり、声は聞いた
が、人の姿が見えなかった。しかしサウロには語られたこ
とばがわかった。そればかりか、語られたかたが神のみ子
であると、彼にはっきり示された。彼の前に輝かしい姿で
立っておられるかたが、十字架にかけられた方だと彼には
わかった。打ちのめされたこのユダヤ人の魂に、救い主の
み顔が永久に焼きつけられた。語られたみことばは驚くば
かりの力で彼の心を打った。心の暗室の中にあふれるばか
りの光が注がれて、以前の無知と誤りや、現在の彼に聖霊
による啓発の必要なことが示された。
いまこそサウロは、イエスの信徒を迫害することによっ

て、実際にはサタンの仕事をしていたのだと知った。正義
と彼自身の義務に対する確信が、主として祭司や役人への
絶対的な信頼に基づいていたことを知った。サウロはよみ
がえりの話が、弟子たちの巧みな作りごとだと祭司や役人
たちから聞かされたとき、それを信じてしまったが、いま
こそイエスご自身が姿を現して立っておられたのであるが
ら、弟子たちの主張が真実であったことを確信した。
天からの光に照らされたとき、サウロの頭は驚くべき

早さで働いた。聖書の預言の記録が彼の知力の前に開か
れた。彼は、イエスがユダヤ人から退けられ、十字架にか
かり、よみがえって昇天されたことが、預言者たちによっ
てすでに予告されていたこと、そして、それらのことに
よってイエスが約束のメシヤであることが証明されたこと
を知った。ステパノの殉教のときの説教が力強くサウロの
頭によみがえり、この殉教者が「ああ、天が開けて、人の
子が神の右に立っておいでになるのが見える」と言ったと
き、ステパノは実際に「神の栄光」を見たのだということ
に気がついた（使徒行伝7：55、56）。祭司たちはこのこと
ばを神をけがすことばだと宣言していたが、サウロは、い
まそのことばが事実であることを知った。
何とすばらしい啓示がこの迫害者に与えられたことで

あろう。サウロは今、メシヤがナザレのイエスとしてこ
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の世に来ていたことや、イエスが救おうとした人々に拒ま
れて、十字架にかけられたことをはっきり知った。また彼
は救い主が墓から意気揚々とよみがえられて、天にのぼら
れたことを知った。その尊い啓示の瞬間にサウロは、救い
主の十字架と、そのよみがえりをあかししていたステパノ
が、サウロの同意により犠牲となり、後には、その他のイ
エスの尊い信徒が大勢、彼の力を借りた残酷な迫害により
殺されたことをぞっとする気持ちで思い出した。
救い主がステパノを用いてサウロに語っておられた。ス

テパノのはっきりした論証は反駁の余地のないものであっ
た。このユダヤ人の学者は、キリストの栄光の光を反映し
ている殉教者の顔を見た。それはちょうど「天使の顔のよ
うに」見えたのである（使徒行伝6：15）。彼は敵に対する
ステパノの忍耐強さとゆるしを目撃した。サウロはまた、
自分が責め苦しめた多くのものが示した不屈の精神と、
喜んで耐え忍ぶ姿を見た。彼はあるものたちが信仰のため
に、いのちさえ喜んで捨てるのを見たのである。
これらすべてのことが声を大にしてサウロの心を動か

し、時には、イエスこそ約束のメシヤだという、抗しがた[1400]
い確信が彼の心を突き通した。そのようなとき、彼は幾
夜もこの確信に抵抗してもがき、いつでも、イエスはメシ
ヤではなく、彼の信者たちも惑わされた狂信者だという自
己の信念を公言することによって内心の葛藤をしずめてい
た。
いまキリストはサウロにみずから声をかけ、「サウロ、

サウロ、なぜわたしを迫害するのか」と言われた。そして
「主よ、あなたは、どなたですか」と尋ねると、同じ声が
「わたしは、あなたが迫害しているイエスである」と答え
られた。ここでキリストは、ご自身をその民と同一視して
おられる。キリストに従う者たちを迫害したとき、サウロ
は直接、天の神にたてついていたのである。キリストの弟
子たちを告発し、彼らに敵して偽証を言いたてたとき、サ
ウロは世の救い主に対して同じことをしていたのである。
サウロは自分に語ったお方こそ、ナザレのイエスであ

り、長く待望してきたメシヤ、イスラエルの慰め、贖い
主であることを少しの疑いもなく受け入れた。おののき驚
きながら彼が、「主よ、わたしは何をしたらよいでしょう
か」と尋ねると、イエスは「さあ立って、町にはいって行
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きなさい。そうすれば、そこであなたのなすべき事が告げ
られるであろう」と言われた。
栄光が去ったとき、サウロは地面から立ち上がった。彼

は自分の視力が全く失われたことを知った。キリストの栄
光の輝きは人間の目にはあまりに強すぎた。そしてその光
がなくなっても彼にとってあたりは真の闇であった。彼は
自分がイエスに従う人々を残酷に迫害したために、神罰が
くだって盲目になったのだと思った。全くの闇の中をサウ
ロは手探りし、同行者たちは恐れと驚きを抱きながら「彼
の手を引いてダマスコへ連れて行った」。
その事件のあった朝、サウロは祭司長たちから信任を与

えられていたので、満足感をいだいてダマスコに近づいて
いた。彼には重大な責任が負わされていた。彼は、できれ
ばダマスコにおいて新しい信仰の広まるのをくい止めるこ
とによって、ユダヤの宗教の勢力を増強するよう命じられ
ていた。彼は自分の使命を成功させなければならないと決
意し、期待していた経験が目前にあることをしきりに予想
し、待ちうけていた。
しかしダマスコに着いてみると、彼の予想はなんと違っ

ていたことであろう。盲目になって、自分1人ではどうする
こともできず、悔恨にさいなまれ、罰はこれだけではすま
ないのではないかと恐れた彼は、弟子のユダの家をさがし
求め、そこでただ1人反省と祈りにひたすら時を費やした。
サウロは3日間「目が見えず、また食べることも飲むこ

ともしなかった」。この魂の苦悩の日々は彼にとっては長
い年月のようであった。ステパノが殉教したときに自分が
受け持った役割を、彼は苦悶しながら何度も思い出した。
ステパノの顔が天の光に照らされていたときでさえ、祭
司や役人の悪意や偏見に彼自身ふりまわされてしまった罪
を、ぞっとする思いで思い出した。最も印象的な出来事に
目や耳をふさいでいたこと、ナザレのイエスを信じる人々
への迫害を冷酷にせき立てたことが幾たびあったか、サウ
ロは悲しみに打ちひしがれながら繰り返し数え上げた。
その間、サウロはただ1人引きこもって、深く心を探り

へりくだった。サウロがダマスコにきた目的を警告され
ていた信者たちは、彼が自分たちをだますために芝居をし
ているのではないかと恐れたので、遠ざかっていて、彼を
あわれもうともしなかった。サウロは、自分が力を合わせ
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て信者の迫害に当たるつもりであった、改宗していないユ
ダヤ人に、助けを求めたいとは思わなかった。彼らはサウ
ロの話に耳を傾けようとさえしないことが、わかりきって
いたからである。こうして彼は人の同情からすっかり遮断
されてしまったようであった。助けを求める彼の唯一の望
みは憐れみ深い神にあったので、彼は心くだけて神に祈っ
た。

1人引きこもって神とすごした長い時間、サウロは聖書
のキリストの初臨についてのべられた箇所を幾つも思い出
した。すでに彼の心を占めていた確信にとぎすまされた記
憶をたどり、預言を注意深くたどった。これらの預言の意
味を吟味してみて、彼は以前の自分に識別力のなかったこ
とや、約束のメシヤとしてのイエスを拒むようになったユ
ダヤ人一般の無知に驚いた。サウロの知性は明るくされ、[1401]
すべてのことが明らかになった。以前の偏見や不信が彼
の霊的知覚を曇らせ、ナザレのイエスの中に、預言されて
いたメシヤを認めることができなくなっていたことを知っ
た。
サウロは聖霊の罪を認めさせる力に全く屈服したとき、

自分の人生の過ちを知り、神の律法の広範囲に及ぶ要求を
認めた。自分の良い働きによっで義とされると確信してい
た高慢なパリサイ人であった彼は、いま謙遜に幼な子のよ
うに単純な気持ちで神のみ前にぬかずき、自己の無価値さ
を告白し、十字架にかけられ、よみがえられた救い主の功
績を、自分のために懇願した。サウロはみ父やみ子との完
全な一致と霊的な交わりに入りたいと思い、自分がゆるさ
れて、受け入れられるようにと切に願って、恵みの座に熱
心な祈りをささげた。
このパリサイ人の後悔の祈りはむだにはならなかった。

彼の心に奥深くあった思想と感情は、神の恵みによって変
えられた。彼のより高貴な才能は神の永遠の目的に調和し
ていった。キリストとその義は、サウロにとって全世界よ
りも価値のあるものとなった。
サウロの改宗は、罪人たちに罪を悟らせる、聖霊の不思

議な力を示す著しい証拠である。彼はナザレのイエスが神
の律法を軽視し、律法はもはや無効であると弟子たちに教
えていたと思っていた。しかし改宗してのち、サウロは、
イエスこそ天父の律法を擁護するために、この世に来られ
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た方であると知った。彼はイエスこそユダヤの完全な犠牲
制度の創設者であられたことに気がつき、十字架において
予型は本体と一致したことや、イエスがイスラエルのあが
ない主に関する旧約の預言を、成就されたことを知った。
サウロの改宗の記録の中に、われわれが常に心に留めて

おかなければならない重要な原則が与えられている。サウ
ロはキリストのみ前に直接に導かれた。彼こそキリストが
最も大事な仕事をゆだねようとされた人、主のために「選
ばれた器」となる人であった。しかし神はゆだねようとし
ておられる仕事を、すぐには彼にお告げにならなかった。
神はサウロを道の途中で捕らえて、罪を認めさせられた。
しかしサウロが「なすべき事」を尋ねた時救い主はこの探
求心の強いユダヤ人をご自分の教会に引き合わされ、そこ
で彼に対する神のみこころをお知らせになった。
サウロの心のやみを驚くべき光で照らしたのは、主のお

働きであった。しかし弟子たちにも、サウロのためにしな
ければならない働きがあった。キリストは啓示し罪を悟ら
せる働きをなさった。今この悔い改めたサウロは、神の真
理を教えるよう任命された人々から、教えを聞く用意がで
きていた。
サウロがユダの家に1人こもって祈り、懇願し続けてい

るあいだに、神はダマスコにいる「アナニヤというひとり
の弟子」に幻の中に現れて、サウロというタルソ人が助け
を求めて祈っていることを告げられた。「立って、『真す
ぐ』という名の路地に行き、ユダの家でサウロというタル
ソ人を尋ねなさい。彼はいま祈っている。彼はアナニヤと
いう人がはいってきて、手を自分の上において再び見える
ようにしてくれるのを、幻で見たのである」と天からの使
者が言った。
アナニヤは天使の言葉をとても信用することができな

かった。エルサレムの聖徒たちに対するサウロのひどい
迫害の知らせがすでに遠くまで広く伝わっていたからであ
る。アナニヤは主に諫言するつもりで「主よ、あの人がエ
ルサレムで、どんなにひどい事をあなたの聖徒たちにした
かについては、多くの人たちから聞いています。そして彼
はここでも、御名をとなえる者たちをみな捕縛する権を、
祭司長たちから得てきているのです」と答えた。しかし命
令は厳かであった「さあ、行きなさい。あの人は、異邦人
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たち、王たち、またイスラエルの子らにも、わたしの名を
伝える器として、わたしが選んだ者である」。
アナニヤは天使の指示に従い、最近まで、イエスの名を

信じるすべての者に対して脅迫の息をはずませていたその
男を探し出した。そしてアナニヤは、後悔し苦しんでいる
その人の頭に手を置いて言った、「『兄弟サウロよ、あな
たが来る途中で現れた主イエスは、あなたが再び見えるよ
うになるため、そして聖霊に満たされるために、わたしを
ここにおつかわしになったのです』。[1402]
するとたちどころに、サウロの目から、うろこのような

ものが落ちて、元どおり見えるようになった。そこで彼は
立ってバプテスマを受け」た。
こうしてイエスは組織されたキリスト教会の権威を承認

し、サウロを地上でご自身が任命された機関である教会に
引き合わされた。いまやキリストは地上でのご自身の代表
者として、1つの教会を持っておられ、その教会が、人生の
途上で過ちを犯して悔い改めた、この罪人を導く仕事にか
かわることになった。
多くの人々は、自分たちの光と経験はキリストに対して

だけ責任を負うものであり、キリストが信徒と認めた人々
とは関係がないという考えを持っている。イエスは罪人の
友であり、その心は彼らの悲哀に動かされる。彼は天にお
いても地においてもいっさいの権威を持っておられるが、
人々の教化と救いのためにご自身がお定めになった方法を
尊ばれる。イエスは、ご自身が世に対する光の通路と定め
られた教会に、罪人を導かれるのである。
サウロは盲目的な誤りと偏見のさ中に、彼が迫害してい

たキリストの啓示を与えられたとき、世の光である教会と
直接交わることができるように導かれた。この出来事にお
いては、アナニヤはキリストを代表し、また、地上におい
て主の代わりに行動するよう任命されている、キリストの
使者たちを代表する。キリストの代わりにアナニヤは、サ
ウロの目が見えるようになるために、彼の目に触れる。彼
がキリストの代わりにサウロの上に手を置き、キリストの
み名により祈ると、サウロは聖霊を受ける。すべでのこと
はキリストのみ名と権威においてなされるのである。キリ
ストは源泉であり、教会はその伝達経路である。
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本章は使徒行伝9：1930に基づく

バプテスマを受けたのち、パウロは断食を終えて「ダ
マスコにいる弟子たちと共に数日間を過ごしてから、た
だちに諸会堂でイエスのことを宣べ伝え、このイエスこ
そ神の子であると説きはじめた」。彼はナザレのイエス
が、長いあいだ待ちのぞんでいたメシヤであると、大胆に
宣べ伝えた。そして「キリストが、聖書に書いてあるとお
り、わたしたちの罪のために死んだこと、そして葬られた
こと、. . . . . . 3日目によみがえったこと」、12人やその他の
人々に現れ、「最後に、いわば、月足らずに生れたような
わたしにも、現れたのである」とパウロはつけ加えた（1コ
リント15：3、4、8）。預言から説く彼の論法は非常に断
固たるもので、彼の努力には明らかに神の力が伴っていた
ので、ユダヤ人たちは面くらい、彼に太刀打ちできなかっ
た。
パウロの改心の知らせにユダヤ人たちは非常に驚いた。

「祭司長たちから権限と委任とを受けて」信者たちを捕ら
え、求刑するためにダマスコに行った彼は今、十字架にか
けられて、よみがえられた救い主の福音を宣べ伝え、すで
に福音の弟子となった者たちの力を強め、彼が今まで激し
く反対していた信仰へと絶えず新しい改心者を導いていた
のである。
パウロは以前はユダヤ教の熱烈な擁護者として、またイ

エスの弟子たちを疲れを知らずに迫害する者として知られ
ていた。勇気があり、自主的で辛抱強いパウロは、その才
能と教育とをもって、どんな資格においてでも奉仕するこ
とができた。彼は驚くべき明確さで弁明し、どぎまぎさせ
るような皮肉で反対者を勝ち目のない状態におくことがで
きた。こうして今ユダヤ人たちは、この並々ならぬ有望な
青年が、以前自分が迫害していた人たちと一緒になり、恐
れることなくイエスの名によって説教しているのを見た。

91
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軍司令官が戦場で戦死すると、その軍隊にとって損失
になるが、その死は敵の力を増大させることばない。しか
し卓越した人物が敵方に加わると、彼の働きが失われるば
かりか、彼が加わった側は決定的な利益を得る。タルソ人
サウロはダマスコへの途上で、 神によって簡単に打ち殺[1403]
されていてもよかった。そうすれば迫害する力を大いに減
退させたであろう。しかし神はみ摂理によってサウロの命
を助けたばかりか、彼を改心させて、敵側の戦士からキリ
ストの側の戦士になさった。雄弁な演説家であり、辛辣な
批評家であるパウロは、断固たる志と豪胆な勇気を備えて
いて、初代教会にちょうど必要な資質を持っていたのであ
る。
パウロがダマスコでキリストを宣べ伝えたとき、その言

葉を聞いた者はみな驚いて言った、「あれは、エルサレム
でこの名をとなえる者たちを苦しめた男ではないか。その
上ここにやってきたのも、彼らを縛りあげて、祭司長たち
のところへひっぱって行くためではなかったか」。パウロ
は自分の信仰の変化は、衝動や熱狂にかりたてられたもの
ではなく、抵抗できない力によってなし遂げられたもので
あると述べた。彼は福音を提示するにあたって、キリスト
の初臨に関する預言を明白に教えようと努めた。そして彼
は結論として、これらの預言が文字通りにナザレのイエス
に成就したことを告げた。彼の信仰の基礎はゆるぎない預
言のことばであった。
パウロは驚いている人々に「悔い改めて神に立ち帰り、

悔改めにふさわしいわざを行うようにと」説き続けて（使
徒行伝26：20）、「ますます力が加わり、このイエスがキ
リストであることを論証して、ダマスコに住むユダヤ人た
ちを言い伏せた」。しかし多くの人々は彼の説教に応じる
ことを拒み、心をかたくなにした。やがて、パウロの改心
に対する彼らの驚きは、イエスに示したような憎しみに変
わった。
反対がますます激しくなったので、パウロはダマスコで

働きを続けることができなくなった。天よりの使者がしば
らくそこを去るようにと彼に命じたので、彼は「アラビヤ
に出て行っ」て、そこで安全なかくれ家を見つけた（ガラ
テヤ1：17）。
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パウロは砂漠のさびしい所で、静かな研究と瞑想の時
を十分に得た。彼は静かに自分の過去をふりかえり、悔い
改めの確かなわざをなした。彼は真心から神を求めて、彼
の悔い改めが受け入れられ、罪がゆるされたことを確かめ
るまで気を安めなかった。彼はこれから伝道するにあたっ
て、イエスが彼と共にいてくださるという確証を得たいと
切望した。彼はこれまで彼の生活を形造っていた偏見や言
い伝えを一切捨てて、真理の源なる神の教えを受けた。イ
エスはパウロと交わり、彼の信仰を固め、知恵と恵みを豊
かにお与えになった。
人の心が神の心と交わり、限りあるものが無限の創造主

と交わるとき、身体や精神や魂に及ぼすその影響は計り知
れない。そのような交わりの中に最高の教育がある。それ
が神ご自身の教育方法である。「あなたは神と和ら. . . . . .ぐ
がよい」、これは神が人類にお与えになった教えである
（ヨブ22：21）。
アナニヤに会ったときにパウロが受けたおごそかな命

令は、パウロの心にますます重くとどまった。「兄弟サウ
ロよ、見えるようになれ」ということばに答えてパウロが
はじめてこの信仰深い人の顔を見たとき、アナニヤは聖霊
の霊感を受けて彼に告げた。「わたしたちの先祖の神が、
あなたを選んでみ旨を知らせ、かの義人を見させ、その口
から声をお聞かせになった。それはあなたが、その見聞き
した事につき、すべての人に対して、彼の証人になるため
である。そこで今、なんのためらうことがあろうか。すぐ
立って、み名をとなえてバプテスマを受け、あなたの罪を
洗い落しなさい」（使徒行伝22：1416）。
これらのことばはイエスご自身が、ダマスコへの旅の

途上にいたサウロを捕らえてお語りになったことばと一
致するものであった。「わたしがあなたに現れたのは、
あなたがわたしに会った事と、あなたに現れて示そうと
している事とをあかしし、これを伝える務に、あなたを
任じるためである。わたしは、この国民と異邦人との中か
ら、あなたを救い出し、あらためてあなたを彼らにつかわ
すが、それは、彼らの目を開き、彼らをやみから光へ、悪
魔の支配から神のみもとへ帰らせ、また、彼らが罪のゆる
しを得、わたしを信じる信仰によって、聖別された人々に
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加わるためである」とイエスは言われたのである（使徒行
伝26：1618）。
パウロはこれらの事を心の中でじっくり考えながら、

「神の御旨により召されてキリスト・イエスの使徒となっ[1404]
た」意味をますますはっきり理解するようになった（コリ
ント1：1）。その召しは「人々からでもなく、人によっ
てでもなく、イエス・キリストと彼を死人の中からよ
みがえらせた父なる神」から来たものであった（ガラテ
ヤ1：1）。自分の前にある働きの重大さを思って、パウロ
は聖書をよく研究するようになった。それは彼が福音を、
「知恵の言葉を用いずに宣べ伝えるためであった。それ
は、キリストの十字架が無力なものになってしまわないた
めなのである」。また「霊と力との証明に」より、聞いた
者の信仰が「人の知恵によらないで、神の力によるものと
なるためであった」（コリント1：17、2：4、5）。
パウロは聖書を探りながら、各時代を通じて「人間的に

は、知恵のある者が多くはなく、権力のある者も多くはな
く、身分の高い者も多くはいない。それだのに神は、知者
をはずかしめるために、この世の愚かな者を選び、強い者
をはずかしめるために、この世の弱い者を選び、有力な者
を無力な者にするために、この世で身分の低い者や軽んじ
られている者、すなわち、無きに等しい者を、あえて選ば
れた」ことを知った。「それは、どんな人間でも、神のみ
まえに誇ることがないためである」（コリント1：2629）。
このようにこの世の知恵を十字架の光に照らしてみて、パ
ウロは「イエス・キリスト、しかも十字架につけられたキ
リスト以外のことは. . . . . .何も知るまいと、決心した」（コ
リント2：2）。
その後、伝道の働きを通して、パウロは知恵と力の源

であられるかたを見失うことがなかった。何年かたって
のちもなお「わたしにとっては、生きることはキリストで
あ」ると彼が言うのを聞くことができる（ピリピ1：21）。
また「わたしは、更に進んで、わたしの主キリスト・イ
エスを知る知識の絶大な価値のゆえに、いっさいのもの
を損と思っている。キリストのゆえに、わたしはすべて
を失った. . . . . .それは、わたしがキリストを得るためで
あり、律法による自分の義ではなく、キリストを信じる
信仰による義、すなわち、信仰に基く神からの義を受け
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て、キリストのうちに自分を見いだすようになるためで
ある。すなわち、キリストとその復活の力とを知り、その
苦難にあずか」るためであるとパウロは述べている（ピリ
ピ3：810）。
パウロはアラビヤから「再びダマスコに帰っ」て（ガ

ラテヤ1：17）、「イエスの名で大胆に宣べ伝えた」。彼
の説得の知恵に逆らうことができなかった「ユダヤ人たち
はサウロを殺す相談をした」。彼がのがれる道を遮断する
ために、町の門は夜昼休みなく見張りがつけられた。この
危機のために弟子たちは熱心に神を求めて、ついに彼らは
「夜の間に彼をかごに乗せて、町の城壁づたいにつりおろ
した」（使徒行伝9：25）。
ダマスコからのがれ出てのち、パウロはエルサレムに

行った。改心以来、約3年たっていた。ここを訪問した主な
目的は、彼がのちに述べているように「ケパ（ペテロ）を
たずね」るためであった（ガラテヤ1：18）。以前に「迫害
者サウロ」としてよく知られていた所に着いてすぐパウロ
は、「弟子たちの仲間に加わろうと努めたが、みんなの者
は彼を弟子だとは信じないで、恐れていた」。以前にあれ
ほど頑迷なパリサイ人で、教会をひどく破壊した人がイエ
スの誠実なしもべになることができたとは、弟子たちには
なかなか信じられなかった。「ところが、バルナバは彼の
世話をして使徒たちのところへ連れて行き、途中で主が彼
に現れて語りかけたことや、彼がダマスコでイエスの名で
大胆に宣べ伝えた次第を、彼らに説明して聞かせた」。
これを聞いて弟子たちは、パウロを自分たちの仲間

の1人として受け入れた。まもなく彼らは、パウロのクリ
スチャン経験が正真正銘のものだという十分な証拠を得
た。異邦人に対する将来の使徒は、以前に彼が交わって
いた人々の大勢いるこの町に、今、来ているのであった。
そして、これらのユダヤ人の指導者たちに、すでに救い主
の来臨によって成就されていた、メシヤに関する預言を明
らかにしたいと彼は思った。パウロは、これまで非常によ
く知っていたこれらのイスラエルの教師たちが、以前の彼
と同様に誠実で正直だということを確信していた。しかし
彼 は、ユダヤ人の兄弟たちの精神を見込み違いしていた [1405]
ために、彼らを性急に改心させようとして、みじめな失望
に陥るはめになった。彼は「主の名によって大胆に語り、
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ギリシャ語を使うユダヤ人たちとしばしば語り合い、また
論じ合った」が、ユダヤ教の主立った人々は信じることを
拒み、「彼を殺そうとねらっていた」。パウロの心は悲し
みに満たされた。彼は、そうすることでだれかに真理を理
解させることができれば、自分の命を喜んで捨てたであろ
う。パウロはステパノの殉教に自分が積極的な行動に出た
ことを恥ずかしく思い返し、不実に訴えられた者の上につ
けられた汚点を今拭い去りたいと願って、ステパノが命を
かけて守り通した真理を彼も擁護しようとした。
信じることを拒んだ人々のために重荷を感じて、パウロ

は宮で祈っていた。後になって彼はこのことをあかしして
いるが、そのとき、彼は夢心地になった。そこに天使が現
れて彼に言った、「急いで、すぐにエルサレムを出て行き
なさい。わたしについてのあなたのあかしを、人々が受け
いれないから」（使徒行伝22：18）。
パウロは、反対者に立ち向かうことのできるエルサレ

ムに留まっていたい気持ちであった。彼にとって、逃げ
ることは臆病な行為に思えた。たとえ留まることが命を
かけることであっても、もし留まれば頑固なユダヤ人た
ちのだれかに、福音使命の真理を確信させることができ
るかもしれないからであった。そこで彼は「主よ、彼ら
は、わたしがいたるところの会堂で、あなたを信じる人々
を獄に投じたり、むち打ったりしていたことを、知ってい
ます。また、あなたの証人ステパノの血が流された時も、
わたしは立ち合っていてそれに賛成し、また彼を殺した人
たちの上着の番をしていたのです」と答えた。しかし、神
のしもべが不必要に命を危険にさらすことは、神の目的に
添うものではなかった。「行きなさい。わたしが、あなた
を遠く異邦の民へつかわすのだ」と天使が答えた（使徒行
伝22：1921）。
この幻について聞かされた兄弟たちは、パウロが暗殺さ

れることを恐れて、急いで彼をエルサレムからひそかに逃
れさせた。兄弟たちは「彼をカイザリヤに連れてくだり、
タルソへ送り出した」。パウロが去ったことで、ユダヤ人
たちの激しい反対が一時停止し、教会は平安を保ち、多く
の人々が信者の中に加えられた。



第第第14章章章　　　神神神ははは人人人をををかかかたたたよよよりりり見見見ななないいい

本章は使徒行伝9：3211：18に基づく

使徒ペテロは伝道の旅行中に、ルダに住む信徒たちを訪
問した。そこで彼は、中風のために8年間も床についていた
アイネヤをいやした。「アイネヤよ、イエス・キリストが
あなたをいやして下さるのだ。起きなさい。そして床を取
りあげなさい」とペテロが言った。「すると、彼はただち
に起きあがった。ルダとサロンに住む人たちは、みなそれ
を見て、主に帰依した」。
ルダの近くのヨッパにドルカスという名前の婦人が住ん

でいた。彼女はよい働きをして、人々から非常に愛されて
いた。彼女はイエスのりっぱな弟子で、数々の親切なこと
を行いながら暮らしていた。また、だれに心地よい衣服が
必要であるか、だれに同情が必要であるかを知っていて、
貧しい者や悲しむ者のために惜しみなく尽くしていた。彼
女の器用な手先はその舌よりも活発に働いた。
「ところが、そのころ病気になって死んだ」ヨッパの教

会は彼らの損失を知った。ペテロがルダにいることを聞い
た信者たちは彼に使いをやり、「『どうぞ、早くこちらに
おいで下さい』と頼んだ。そこでペテロは立って、ふたり
の者に連れられてきた。彼が着くとすぐ、屋上の間に案内
された。すると、やもめたちがみんな彼のそばに寄ってき
て、ドルカスが生前つくった下着や上着の数々を、泣きな
がら見せるのであった」。ドルカスが送った奉仕の一生を [1406]
考えると、彼らが嘆き悲しんだこと、熱い涙のしずくが生
命のない土くれの上に落とされたことに不思議はない。
使徒ペテロは彼らの悲しみを見て同情し、心を動かされ

た。それから彼は嘆き悲しんでいる友人たちを部屋から出
させるように命じ、ひざまずいてドルカスの命と健康が取
りもどされるように、神に熱心に祈った。それから死体に
向かい、彼は言った「タビタよ、起きなさい」。「すると
彼女は目をあけ、ペテロを見て起きなおった」。ドルカス

97
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は教会にとって有益な奉仕をしていたので、神は彼女を敵
の地から導きかえすことが必要だと思われた。その器用な
手先と精力をなお他人を恵むために用いさせ、またこの神
のみ力の現れによって、キリストのみわざが強められるよ
うになるためであった。
ペテロはまだヨッパにいたときに、カイザリヤにいるコ

ルネリオに福音を伝えるようにという神の召しを受けた。
コルネリオはローマの百卒長であった。彼は金持ちで高

貴の生まれであったし、責任と名誉のある地位についてい
た。彼は異教徒の生まれで異教の訓練と教育を受けていた
が、ユダヤ人との接触によって神のことを学び、心から神
を拝して、貧しい人々をあわれむ行為によって、その信仰
の偽りないことをあらわしていた。彼の慈善行為は遠くま
で知れわたり、その正しい生活によってユダヤ人の間にも
異邦人の間にも評判がよかった。彼は接触するすべての者
によい感化を及ぼした。彼については、「信心深く、家族
一同と共に神を敬い、民に数々の施しをなし、絶えず神に
祈をしていた」と、霊感の書に記されている。
彼は神を天地の創造主として信じていたので、神を敬い

その権威を認め、生活のどんなことにも神のみこころを求
めた。彼は家庭生活にも職務の上でも主に忠実であった。
彼は家庭に神の祭壇を築いた。というのは、彼は神の助け
を受けずに自分の計画を実行したり、責任を負うことがで
きなかったからである。
コルネリオは預言を信じ、メシヤの来臨を待ち望んでい

たが、キリストの命と死にあらわされた福音についての知
識を持っていなかった。彼はユダヤ教の信徒ではなかった
ので、ラビたちから異教徒で汚れている者とみなされてい
たかもしれない。しかしアブラハムについて、「わたしは
彼を知っている」と仰せになった聖なる警護者は、コルネ
リオをも知っておられて、天から直接、彼にメッセージを
お送りになった。
コルネリオが祈っていると天使が現れた。百卒長は自分

の名が呼ばれたので恐れたが、神の使者が来たことを梧っ
て「主よ、なんでございますか」と言った。すると天使
が答えて「あなたの祈や施しは神のみ前にとどいて、おぼ
えられている。ついては今、ヨッパに人をやって、ペテロ
と呼ばれるシモンという人を招きなさい。この人は、海辺
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に家をもつ皮なめしシモンという者の客となっている」と
言った。
これらの命令の明白なこと、また、ペテロが宿ってい

る家の人の職業まであげられていることを見ると、どんな
身分の人々の一生も仕事も天には知られていることがわか
る。神は王の経験や働きを知っておられるだけでなく、身
分の低い労働者のこともごぞんじなのである。
「ヨッパに人をやって. . . . . .シモンという人を招きなさ

い」。こうして神は福音事業と、ご自分の組織された教会
に関心を持っておられることをあらわされた。天使はコル
ネリオに、十字架の話をするためにつかわされたのではな
い。神は百卒長と同じように弱い、誘惑にも陥りやすい1人
の人間を選んで、十字架につけられ、よみがえられた救い
主のことを彼に伝えさせられたのである。
人々の中での神の代表者として、神は誤りを犯したこ

とのない天使をお選びになるのではなく、救いの対象とさ
れている人々と同じ感情を持った人間をお選びになる。キ
リストは人類に近づくために人間性をとられた。この世に
救いをもたらすためには、神性と人性をとられた救い主が
必要であった。そして男にも女にも「キリストの無尽蔵の
富」を宣べ伝える仕事が、神からゆだねられているのであ
る（エペソ3：8）。
神はその英知で、真理を求めている人々を、真理を知っ [1407]

ている仲間たちと交わるように導かれる。光を受けた者た
ちが、それを暗黒の中にいる者たちに分け与えることは、
天の計画である。人間性は、知恵の偉大な源から能力をひ
き出し、福音がそれを通して、心と思いを変える力を働か
せる媒介、すなわち実際的な仲立ちとなるのである。
コルネリオは幻に喜んで従った、天使が行ってしまって

から百卒長は、「僕ふたりと、部下の中で信心深い兵卒ひ
とりとを呼び、いっさいの事を説明して間かせ、ヨッパへ
送り出した」。
天使はコルネリオにあらわれてから、ヨッパにいるペテ

ロのもとに行った。そのときペテロは、泊まっている家の
屋上で祈っていた。記録には、「彼は空腹をおぼえて、何
か食べたいと思った。そして、人々が食事の用意をしてい
る間に、夢心地になった」とある。ペテロがほしかったの
は肉体的な食物ばかりではなかった。ヨッパの町とその郊
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外を屋上から見おろした彼は、その地方の人々の救いを求
めたのである。彼はキリストの苦悩と死に関する預言を、
聖書から彼らに示したいとひたすら願っていた。
幻のうちにペテロは「天が開け、大きな布のような入れ

物が、4すみをつるされて、地上に降りて来るのを見た。
その中には、地上の四つ足や這うもの、また空の鳥など、
各種の生きものがはいっていた。そして声が彼に聞えて
きた、『ペテロよ、立って、それらをほふって食べなさ
い』。ペテロは言った、『主よ、それはできません。わた
しは今までに、清くないもの、汚れたものは、何1つ食べ
たことがありません』。すると、声が2度目にかかってき
た、『神がきよめたものを、清くないなどと言ってはなら
ない』。こんなことが3度もあってから、その入れ物はすぐ
天に引き上げられた」。
この幻はペテロにとって譴責ともなり、教えともなっ

た。それは神の目的、すなわちキリストの死によって異邦
人もユダヤ人とひとしく、救いの恩恵にあずかることを示
していた。当時まだ弟子たちはだれも、異邦人に福音を伝
えていなかった。彼らの心の中には、キリストの死によっ
て取り除かれたはずの隔ての中垣が、今もなお存在してい
て、彼らの働きはユダヤ人たちにだけしか向けられていな
かった。彼らは、異邦人は福音の祝福にあずかることはな
いと思っていたからである。神は今、ご自分の計画を世界
的にひろめるように、ペテロに教えておられた。
異邦人たちの中には、ペテロやその他の使徒たちの説

教に興味深く耳を傾ける者が大勢いた。そして多くのギリ
シャ語を話すユダヤ人がキリストの信徒になったが、コル
ネリオの改心は、異邦人たちの中でも最初の重要な事件で
あった。
キリストの教会が、全く新しい方面の働きを開始すべき

時がきていた。ユダヤの改宗者たちの多くが異邦人に対し
て閉ざしていた戸を、今こそ広く開かなければならなかっ
た。そして福音を受け入れた異邦人は、ユダヤ人の弟子と
ひとしくみなされ、割礼の儀式を守る必要はなかった。
ユダヤ人の教育を受けたために、ペテロの心にしっかり

固着していた異邦人に対する偏見を取り去るために、主は
いかに慎重に働きかけられたことであろう。布とその中身
の幻によって、神は使徒の心にあるこの偏見を脱ぎすてさ
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せ、天国では人を差別待遇することはなく、ユダヤ人も異
邦人も神の御目にはひとしく尊いものであり、キリストを
通して、異教徒も福音の祝福と特権にあずかることができ
るということを教えようとされた。
ペテロが幻の意味をいろいろ考えているとき、コルネリ

オの使いの者がヨッパに着いて、ペテロが泊まっていた家
の門口に立った。するとみ霊は「ごらんなさい、3人の人た
ちが、あなたを尋ねてきている。さあ、立って下に降り、
ためらわないで、彼らと一緒に出かけるがよい。わたしが
彼らをよこしたのである」と言った。
ペテロにとってこれは苦しい命令だったので、その役目

を引き受けるには1足ごとに足が重くなるばかりであった
が、彼は拒もうとしなかった。「そこでペテロは、その人
たちのところに降りて行って言った、『わたしがお尋ねの
ペテロです。どんなご用でおいでになったのですか』」。
彼らはその不思議な用向きを 説明して言った、「正しい [1408]
人で、神を敬い、ユダヤの全国民に好感を持たれている百
卒長コルネリオが、あなたを家に招いてお話を伺うように
とのお告げを、聖なる御使から受けましたので、参りまし
た」。
神から受けたばかりの命令に従い、使徒は彼らと共に行

く約束をした。あくる朝、彼は兄弟たち6人を連れてカイ
ザリヤに向かった。この人々は異邦人をおとずれていると
き、彼の言行すべての証人どなるはずであった。彼はユダ
ヤの教えを真っ向からおかすことに、申し開きするよう求
められることを知っていたからである。
ペテロがその異邦人の家に入るとコルネリオは、普通

の訪問者を迎えるようなあいさつではなく、神からつかわ
された尊い客として彼を迎えた。王子や高貴な人の前にぬ
かずいたり、子供が両親の前に頭をさげてあいさつするこ
とは東方の習慣である。しかし、コルネリオは教えをさず
けるために神からつかわされた人を尊敬するあまり、感極
まって使徒の足もとにひれ伏して、拝した。ペテロは恐怖
におそわれ、百卒長を引き起こして言った、「お立ちなさ
い。わたしも同じ人間です」。
コルネリオの使いの者たちが使いに出ていたあいだに

百卒長は、福音の説教を自分1人でなくみんなで聞こうと
「親族や親しい友人たちを呼び集めて」いた。ペテロが到
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着すると、大勢の人々が彼の言葉を聞こうと熱心に待って
いた。
こうして集まった人々に、ペテロはまずユダヤ人の習慣

について話し、ユダヤ人にとって異邦人と交際することは
違法と考えられていて、宗教的な汚れを受けることになる
と説教した。「あなたがたが知っているとおり、ユダヤ人
が他国の人と交際したり、出入りしたりすることは、禁じ
られています。ところが、神は、どんな人間をも清くない
とか、汚れているとか言ってはならないと、わたしにお示
しになりました。お招きにあずかった時、少しもためらわ
ずに参ったのは、そのためなのです。そこで伺いますが、
どういうわけで、わたしを招いてくださったのですか」と
ペテロが言った。
そこでコルネリオは彼の経験と天使の言葉について話

し、「それで、早速あなたをお呼びしたのです。ようこそ
おいで下さいました。今わたしたちは、主があなたにお告
げになったことを残らず伺おうとして、みな神のみ前にま
かり出ているのです」と言葉を結んだ。
ペテロは、「神は人をかたよりみないかたで、神を敬い

義を行う者はどの国民でも受けいれて下さることが、ほん
とうによくわかってきました」と言っだ。
それから、その熱心な聴衆に使徒はキリストの生涯と奇

跡、彼に対する裏切りと十字架、よみがえりと昇天、人類
のための代表者であり、弁護者としての天におけるキリス
トの働きについて説いた。ペテロは集まっている人々に、
イエスが罪人の唯一の望みであると語っているあいだに、
彼の見た幻の意味が自分自身でさらによくわかるように
なった。そして彼が紹介している真理への熱情で心が燃え
た。
突然聖霊がくだって、説教が中断された。「ペテロがこ

れらの言葉をまだ語り終えないうちに、それを聞いていた
みんなの人たちに、聖霊がくだった。割礼を受けている信
者で、ペテロについてきた人たちは、異邦人たちにも聖霊
の賜物が注がれたのを見て、驚いた。それは、彼らが異言
を語って神をさんびしているのを聞いたからである。
そこで、ペテロが言い出した、『この人たちがわたし

たちと同じように聖霊を受けたからには、彼らに水でバプ
テスマを授けるのを、だれがこばみ得ようか』。こう言っ
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て、ペテロはその人々に命じて、イエス・キリストの名に
よってバプテスマを受けさせた」。
こうして福音は異邦人や外国の人々に伝えられ、彼らは

聖徒と同じ市民になり、神の家族の中に加えられた。コル
ネリオとその家族の者たちの改宗は、これから集められる
収穫の初穂にほかならなかった。これがきっかけとなり、
神の恵みの働きは異教の町に広くひろめられた。
今日、神は身分の低い者だけでなく、身分の高い者の中

からも魂を求めておられる。コルネリオのように、主がみ
わざに携わらせたいと思っておられる人々がこの世に大勢 [1409]
いる。彼らの心は神の民と共感しながら、なお、彼らが世
と結ばれているきずなも固いのである。彼らがキリストの
側に立つためには道徳的な勇気が必要である。これらの魂
にとっては、特別な努力が払われなければならない。彼ら
は責任や交際のために大きな危険にさらされているからで
ある。
神は身分の高い人々に福音を伝える、熱心で謙遜な働

き人を求めておられる。今ははっきり見ることはできない
が、純粋な改心をもたらすように働く奇跡がある。この地
上でどんなに偉い人々でも、不思議を行う神の力の及ばな
いところにいるのではない。もし、神と共に働く者が機会
をとらえて、勇敢に、忠実に働くならば、神は責任のある
地位にいる人々や、知的で感化力のある人々を改心させる
のである。聖霊の力によって多くの人々が神の原則を受け
入れるようになる。真理に改宗した人々は、神に協力する
働き人となって光を伝えるであろう。彼らは、おろそかに
されていたこの階級の他の人々に、特別の重荷を感じるで
あろう。時間と金銭が神の働きのためにささげられ、新し
い能力と力が教会に加えられるであろう。
コルネリオは受けた教えをそのまま生活に実践していた

ので、神は彼がもっと多くの真理を受けるように事をお運
びになった。天の宮廷から使者が送られて、このローマの
軍人とペテロに現れた。それはコルネリオがさらに大いな
る光に導いてくれる者と接触するためであった。
この世にはわれわれが考えているよりも、神のみ国に近

づいている者がたくさんいる。神はこの暗い罪の世にも多
くの貴重な宝石のような人々を知っておられ、彼らにご自
分の使者をお送りになる。キリストの側に立とうとする者
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はどこにでもいる。地上のどんな特権よりも神の知恵を尊
んで、忠実に光をかかげる者となる人が大勢いる。キリス
トの愛に迫られた彼らは、キリストのみもとに行くように
他の人々に迫るのである。
ユダヤにいる兄弟たちは、ペテロが異邦人の家に行っ

て、集まった人々に福音を宣べ伝えたことを聞くと驚き、
また憤った。そして僣越としか思われないそうしたやり
方は、かえって彼自身の教えを妨げる結果になるのではな
いかと彼らは恐れた。彼らはその後ペテロに会ったとき、
「あなたは、割礼のない人たちのところに行って、食事
を共にしたということだが」と言って、彼を厳しく非難し
た。
ペテロは事の次第を残らず彼らに明かして、幻に関する

経験を語り、その幻によって自分は、割礼を受ける受けな
いという宗教上の差別をつけたり、異邦人をけがれた者と
みなしたりしてはならないことを教えられたと言って説得
した。また異邦人の家に行くように命じられたこと、み使
いたちがやってきたこと、カイザリヤへの旅のこと、コル
ネリオと会ったことを彼らに聞かせた。ペテロは百卒長と
の会見の内容をくわしく話し、百卒長がまず幻を受けて自
分に使いを送ったという事情を説明した。
「わたしが語り出したところ、聖霊が、ちょうど最初わ

たしたちの上にくだったと同じように、彼らの上にくだっ
た。その時わたしは、主が『ヨハネは水でバプテスマを
授けたが、あなたがたは聖霊によってバプテスマを受ける
であろう』と仰せになったことばを思い出した。このよう
に、わたしたちが主イエス・キリストを信じた時に下さっ
たのと同じ賜物を、神が彼らにもお与えになったとすれ
ば、わたしのような者が、どうして神を妨げることができ
ようか」と、ペテロは経験したことを話した。
この説明を聞くと兄弟たちはだまってしまった。ペテロ

のとった方法は、神のご計画をそのまま実行したものであ
り、自分たちの偏見や排他的な気持ちは福音の精神に全く
反するものであることをさとって、彼らは神をさんびし、
「それでは神は、異邦人にも命にいたる悔改めをお与えに
なったのだ」と言った。
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こうして、争いもなく偏見は打ち破られ、長年の習慣に
よって築かれていた排他的な気持ちは捨てられ、異邦人に
も福音を宣べ伝える道が開かれた。



第第第15章章章　　　牢牢牢獄獄獄かかかららら救救救わわわれれれたたたペペペテテテロロロ[1410]

本章は使徒行伝12：123に基づく

「そのころ、ヘロデ王は教会のある者たちに圧迫の手を
のばし」た。
当時、ユダヤの政府はローマの中帝クラウディウスの支

配下にあったが、ヘロデ・アグリッパ王が実権を握ってい
た。ヘロデ王はまたガリラヤの領主でもあった。彼はユダ
ヤ教への改宗者であると公然と名のり、うわべだけはユダ
ヤのおきての祭儀を熱心に守った。ヘロデはユダヤ人の支
持を受けて、自分の地位と栄誉を確保したいと思い、ユダ
ヤ人の望みどおりにキリスト教会を迫害し、信者の家や所
有物を破損し、教会の指導者らを投獄した。彼はヨハネの
兄弟ヤコブを獄に投げ込んで、もう1人のヘロデ王が預言者
ヨハネを打ち首にしたように、剣で彼を殺すために死刑執
行人を送った。このような行為が、ユダヤ人を喜ばせたこ
とを知って、彼はペテロをも投獄した。
これらの残虐行為がなされたのは過越の祭の時であっ

た。ユダヤ人はエジプトからの救済を祝い、神のおきてに
対する熱誠を装っていながら、一方ではキリストの信者を
迫害し殺すことによって、そのおきてのすべての原則を犯
していた。
ヤコブの死は信者たちの間に、大きな悲しみと驚きをひ

きおこした。ペテロまでも投獄されたので、教会はこぞっ
て断食し、祈った。
ヤコブを死刑にしたヘロデの行為はユダヤ人の称賛を受

けたが、一部の人々はそのやり方があまり非公式なのを不
平に思って、公然と処刑が行われれば信者や彼らに同情す
る人々を、もっとおびやかすことができたにちがいないと
主張した。そこでヘロデはペテロを監禁しておいて、彼の
死刑を見せ物にし、ユダヤ人たちをもっと満足させてやろ
うと思った。しかしその時エルサレムに集まっていた大勢
の人々の前で、大使徒ペテロを引き出して処刑するのは危

106
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険ではないかというものがあった。死刑にされる彼の姿を
見たら、群衆の同情心を買うかもしれないと思われたので
ある。
祭司や長老たちはまた、ペテロが人々に、イエスの一

生とご品性を研究させずにはおかないようなあの力強い訴
えを、またしかねないかもしれないと恐れた。それは祭司
たちがどんなに議論をつくしても、論駁することができな
かった訴えである。キリストの主義を唱道するペテロの熱
意に動かされて、多くの者が福音のために献身したので、
役人たちは、祭のために町にやってきた群衆の前で、信仰
を擁護する機会がペテロに与えられれば、王の権限により
彼を釈放せざるを得なくなるのではないかと恐れた。
いろいろな口実にかこつけて、ペテロの死刑は過越の祭

の後まで延期されていたが、そのあいだ、教会員は心を深
くさぐり祈る時が与えられた。訴因からみてもペテロが助
命されることはできないと彼らは感じていたからである。
彼らは神の特別の助けがないかぎり、キリストの教会は破
壊されるというところまできていることを知っていた。
そうしているあいだも各国からやってきた参拝者たち

は、神を礼拝するために献堂された宮をたずねていた。黄
金や宝石に輝く宮は美と壮麗そのものであった。しかし主
はもはやその美しい宮殿におられなかったのである。一民
族としてのイスラエルはすでに神から離れていた。キリス
トはこの地上でのみわざの終わりごろ、宮の内部を最後に
御覧になった時、「見よ、おまえたちの家は見捨てられて
しまう」と言われた（マタイ23：38）。これまでキリスト
は宮をみ父の家と呼んでおられたが、神のみ子がその宮か
ら出て行かれた時、神の栄光のために建てられた宮には永
久に神の臨在はなくなった。
ついにペテロの処刑の日が決まったが、信者たちの祈り

はなお天にのぼっていた。彼らが精力と同情の気持ちを注
ぎつくして熱心に助けを祈り求めている時、神のみ使いた
ちは投獄されている使徒を見守っていた。
ヘロデは以前に、使徒たちが獄から逃げたことがあるの [1411]

をおぼえていたので、今度は用心に用心をした。どうみて
も救われる可能性がないように、ペテロは16人の兵卒に夜
昼寝ずの番で監視された。また獄房では2本の鎖につながれ
て2人の兵卒の間におかれ、その鎖はそれぞれ兵卒の手首に
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結びつけてあった。ペテロが少しでも動けば必ず彼らに気
づかれた。獄の戸口の錠は厳重におろされ、屈強な番兵が
見張りをしているために、人間がどう手をくだしても全然
助けるすべも、逃げるすべもなかった。しかし人間の窮地
は神の好機である。
ペテロはこうして岩を切り抜いて造った獄房に監禁さ

れ、その戸口には厳重なかぎとかんぬきがかかっていた。
番兵たちは囚人の保護の責任をもたされた。しかし人間の
救助手段を全然断ち切ってしまったような錠前もかんぬき
もローマの番兵も、ペテロを救われる神の勝利をいっそう
輝かしいものとする手段としかならなかった。ヘロデは全
能の神に逆らって手をあげていたが、全く敗北する。神は
その偉大な力を発揮されて、ユダヤ人が滅ぼそうとたくら
んでいた尊い命を、まさに救おうとしておられた。
処刑が予定されていた前夜のことである。ペテロを助け

るために力強い天使が1人送られる。神の聖徒ペテロを閉じ
込めていた頑丈な門は人手によらずに開く。至高の神のみ
使いがそこを通り抜けると、門は音もなく閉まる。天使が
獄房に入っていくと、ペテロは神を信頼しきって安らかに
眠っている。
天使をとりまいていた光が獄房いっぱいにひろがるが、

ペテロは目をさまさない。天使の手が触れるのを感じ、
「早く起きあがりなさい」という声を聞いてはじめて目を
さました彼は、天の光が獄房に輝き、大いなる栄光の天使
が前に立っているのを見る。彼は語りかける言葉に機械的
に従い、立ち上がりながら両手をもちあげた時、鎖が手首
から落ちているのにぼんやり気がつく。
再び天使の声が「帯をしめ、くつをはきなさい」と命

じると、ペテロは天使を不思議そうに見つめながら、機械
的にその命令に従い、夢か幻を見ているにちがいないと思
う。またもや天使が「上着を着て、ついてきなさい」と命
じる。天使が戸口のほうへ歩き出すと、日ごろおしゃべり
なペテロも、この時ばかりは驚いて物も言えずにだまって
ついていく。彼らが番人をまたいで通り過ぎ、錠前の頑丈
な門のところに来ると、門はひとりでに開いて、すぐまた
閉じる。その間、内側と外側の番人は動かずにその部署に
ついている。
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次にまた内外とも見張りのついている2番目の門に来
る。それははじめの門と同じように開き、蝶つがいのきし
る音も鉄のかんぬきのガチャガチャいう音もしない。2人は
そこを通り抜ける。門はまた音もなく閉じる。第三の門も
同じようにして通り過ぎ、表通りに出る。1言も声はなく、
足音もしない。まばゆい光につつまれた天使は音もなく前
を歩いていくので、ペテロはとまどい、夢ではないかと思
いながら、そのあとからついて行く。こうして2人が1つの
通りを過ぎると、自分の任務を果たした天使は突然姿を消
す。
天来の光が消えると、ペテロは真のやみの中に取り残さ

れたように感じた。しかし暗やみに目がなれて来ると、そ
の暗さも次第にうすらいできた。彼はただ1人静かな通りに
立って、冷たい夜風にさらされていた。ようやく彼は自分
が自由の身となって、なじみの深い町の一角にいることを
悟った。彼は自分のいる場所がわかった。そこは彼がたび
たび来たところで、翌朝はそこを通って刑場に向かうはず
であった。
ペテロは過ぎ去った数分間の出来事を思い起こそうと

した。彼はくつも上衣も取り去られて2人の兵卒の間につ
ながれ、眠ったことを思い出した。今自分の身のまわりを
よく調べてみると、ちゃんと上衣を着て、くつもはいてい
た。残酷な鉄かせをはめられてはれあがっていた手首は自
由になっていた。彼は自分の救われたのが気の迷いでも夢
でも幻でもなく、喜ばしい現実であることをさとった。あ
すは死刑に処せられるはずであったのだが、見よ、天使が
彼を獄屋と死から救い出したのである。「ペテロはわれに
かえって言った、『今はじめて、ほんとうのことがわかっ
た。主が御使をつかわして、ヘロデの手から、またユダヤ [1412]
人たちの待ちもうけていたあらゆる災から、わたしを救い
出して下さったのだ』」。
使徒は、兄弟たちが集まって、彼のためにその瞬間も熱

心に祈っている家へとすぐさま向かった。「彼が門の戸を
たたいたところ、ロダという女中が取次ぎに出てきたが、
ペテロの声だとわかると、喜びのあまり、門をあけもし
ないで家に駆け込み、ペテロが門口に立っていると報告し
た。人々は『あなたは気が狂っている』と言ったが、彼女
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は自分の言うことに間違いはないと、言い張った。そこで
彼らは『それでは、ペテロの御使だろう』と言った。
しかし、ペテロが門をたたきつづけるので、彼らがあ

けると、そこにペテロがいたのを見て驚いた。ペテロは手
を振って彼らを静め、主が獄から彼を連れ出して下さった
次第を説明し」、それから彼は、「どこかほかの所へ出て
行った」。神が彼らの祈りを聞き、それに答え、ペテロを
ヘロデの手から救い出されたので、信者たちの胸は喜びと
さんびでいっぱいになった。
翌朝、大群衆が使徒の死刑を見るために集まった。ヘ

ロデはペテロを迎えに役人たちを獄につかわした。仰々し
い武装と監視つきで彼を連れ出すことになっていた。それ
は彼が逃亡できぬようにし、また、すべての同情者をおど
し、王の威力を示すためであった。
戸口にいた番人はペテロが逃げたことを発見して恐怖に

とりつかれた。彼らは命をかけて責任を負うようにと特別
に言いわたされていたので、特に寝ずの番をしていたので
ある。役人たちがペテロを迎えにやってきた時、番兵たち
はまだ獄の戸口にいて、錠前もかんぬきもしっかりかけら
れ、鎖は2人の兵卒の手首にがっちりとついていた。しかし
囚人がいなくなっていたのである。
ペテロが逃げたという知らせがヘロデに届いた時、彼は

激怒した。彼は番兵たちの不忠実をとがめて、死刑を言い
わたした。人間の力によってペテロが救い出されたのでは
ないことをヘロデは知っていたが、神の力が彼の計画を失
敗させたとは断固として認めず、大胆に神に挑戦する態度
を固めた。
ペテロが獄から救い出されて間もなく、ヘロデはカイ

ザリヤに行った。彼はそこで大きな祭りをもよおし、人々
の称賛をかりたてて拍手かっさいを得ようとした。この祭
りには諸国から道楽者が集まり、宴会や酒盛りでにぎわっ
た。ヘロデは華麗に仰々しく人々の前に姿を見せ、雄弁な
演説を行った。金銀に輝く衣をまとった彼は絢爛たる姿で
あった。衣のひだは太陽の光を受けてきらびやかに輝き、
見上げる人々の目はくらんだ。彼の堂々とした容姿とよく
選択された言葉の威力は列席する人々を強い力でゆさぶっ
た。彼らの感覚はすでに美食と酒のために異常になり、ヘ
ロデの着飾った装いに目がくらんで、彼の振る舞いや雄弁
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に魅了されていた。そして、これほど立派な押し出しと雄
弁をそなえた人間はめずらしいと言って、熱狂的なお世辞
を彼にあびせた。さらに彼らは、これまでヘロデを統治者
として尊敬していたが、今後は神として拝まねばならない
と言った。
こうして1人の卑劣な罪人を称賛している人々の中に

は、数年前に逆上した叫びをあげて、イエスを殺せ！彼を
十字架につけよ、十字架につけよ！とどなった者もいた。
ユダヤ人たちはしばしば、旅によごれた粗末な衣の下に神
の愛を包んでおられたキリストを受け入れず拒んだ。キリ
ストの力は、単なる人間にはできないみわざをとおして、
彼らの前にあらわされたが、彼らはその粗末なみなりから
いのちと栄光の主を見きわめることができなかった。だが
彼らは、金銀をあしらった立派な衣の下に、堕落した残酷
な心を秘めている堂々たる王を、神として拝もうとしてい
た。
ヘロデは自分が賛辞も尊敬も受けるに値しない者である

ことを知っていたが、人々の崇拝をまるで当然のことのよ
うに受けていた。「これは神の声だ、人間の声ではない」
という叫びがわき上がるのを聞いて、彼の心は勝利におど
り、傲慢な満足感が顔面にみなぎった。
しかし突然、恐ろしい変化が彼を襲った。彼は死人のよ

うに青ざめ、苦しみに顔がゆがんだ。大粒の汗が毛穴から
流れ出て、彼は一瞬、苦痛と恐怖にすくみあがったように [1413]
立っていた。それから、恐怖におびえている友人のほうへ
まっさおな顔を向け、うつろな絶望的な調子で叫んだ。お
まえたちが神としてあがめた者が打たれて死ぬぞと。
彼は耐えがたいほどの苦しみにさいなまれながら、酒宴

をもうけ自分を誇示した場所から運び去られた。たった今
まで、その大群衆の賛辞と崇拝を得々として受けていた彼
は今、自分よりも強い統治者の手中にあることを悟った。
彼は自責の念におそわれた。彼はキリストの弟子たちを容
赦なく迫害したこと、罪もないヤコブを死刑にせよと残酷
な命令を出したこと、使徒ペテロを殺そうとはかったこと
を思い出した。
また悔しさと失望の怒りにまかせて、獄の看守たちに

わけのわからない恨みを晴らしたことを思い出した。彼は
今、神が冷酷な迫害者なる自分をさばいておられるのを感
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じた。そして肉体の苦痛と心の苦しみからのがれるすべも
なく、絶望に陥った。
ヘロデは「あなたはわたしのほかに、なにものをも神と

してはならない」という神の律法を知っていた（出エジプ
ト20：3）。彼は人々の崇拝を受け、おのれの不法の秤を満
たし、みずから主の正当な怒りを招いたことを知った。
ペテロを救い出すために天の宮廷からきたこの同じ天

使が、ヘロデに怒りとさばきをもたらす使者となった。天
使はペテロの肩をたたいてその眠りをさましたが、今度は
これとちがった一撃をこの邪悪な王に加えて、その高ぶり
をくじき、大能の神の刑罰をくだした。ヘロデは神の報復
の刑罰を受けて、心も体も苦しみもだえながら死んでいっ
た。
この神の正義のあらわれは、人々の心を強く動かした。

キリストの使徒は獄と死から奇跡的に救われたが、彼の
迫害者は神ののろいを受けて打たれたという知らせが国々
に伝わり、多くの人々をキリストの信仰に導く手段となっ
た。
天使に命じられたところに行って、真理を求めてい

る1人の人に会ったピリポの経験、神からの使命をもった
天使の訪問を受けたコルネリオの経験、投獄され死刑の宣
告を受けながらも無事に天使に助けられたペテロの経験、
どの経験もみな、天地間のつながりの密接なことを物語っ
ている。
こうした天使のおとずれの記録は、神の働き人に力と励

ましを与えるにちがいない。今日、使徒時代と全く同じよ
うに、天の使者たちは地上をくまなくおとずれて、悲しむ
者を慰め、罪びとを守り、人々の心をキリストに導いてい
る。われわれは天使たちを見ることはできないが、彼らは
われわれと共にいて導き、守り、行く手を示しているので
ある。
天はその神秘的なはしごにより、地へと近づけられてい

る。その土台は地に固くすえられ、その頂点は神のみ座に
まで達している。
天使たちはその明るく輝くはしごを絶えず上ったり下

りたりして、求める者、苦しみ悩む者の祈りを神のみもと
に携え行き、祝福と希望、勇気と助けを人の子らに運んで
くる。これら光の天使たちは人の周囲に天の雰囲気をつく
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り、われわれを目には見えないもの、永遠のものへと向け
させる。われわれは生まれながらの視力でその姿を見るこ
とはできないが、霊的な幻によって天の事を認識できる。
霊的な耳だけが天の調和ある声を聞くことができるのであ
る。
「主の使は主を恐れる者のまわりに陣をしいて彼らを

助けられる」（詩篇34：7）。神は選ばれた者たちを惨禍
から救い、「暗やみに歩きまわる疫病」や「真昼に荒す
滅び」から彼らを守るよう天使たちを任命されている（詩
篇91：6）。天使たちは、人が友と語り合うように繰り返し
人々と語り合い、彼らを安全な場所へ導いてきた。天使た
ちの励ましの言葉は、幾たびとなく信仰者の打ちしおれた
精神を生きかえらせ、彼らの心を高く、地よりも上にある
ものへと向けさせ、勝利者が偉大な白い御座を囲むときに
受ける白い衣、冠、勝利のしゅろの枝を信仰によって見上
げさせてきた。
試練にあっている者、苦しんでいる者、誘惑に陥って

いる者の近くに来るのが天使の働きである。彼らはキリス
トが身代わりにいのちをささげられた人々のために、たゆ
みなく働いている。罪びとが悔い改めて救い主のみもとに [1414]
行くと、天使たちはそのおとずれを天に携えて行く。する
と天使たちのあいだに大きな喜びが起こる。「罪人がひと
りでも悔い改めるなら、悔改めを必要としない99人の正し
い人のためにもまさる大きいよろこびが、天にあるであろ
う」（ルカ15：7）。暗黒を追いやって、キリストについて
の知識をひろめるわれわれの努力が成功するたびに、天に
そのことが知らされる。父なろ神のみ前にその行為が取り
上げられると、全天軍は喜びにわくのである。
天の支配者や権威者たちは、神のしもべたちが、見たと

ころ思わしくない状況のもとで続けている戦いを見守って
いる。クリスチャンが救い主のみ旗のもとにはせ参じ、信
仰の戦いを立派に戦いぬくとき、新しい勝利が遂げられ、
新しい名誉が勝ちとられているのである。天使たちはみな
神のつつましい信徒たちに仕えている。この地上で神の働
き人の軍がさんびの歌をうたうと、天の聖歌隊も彼らに合
わせて神とそのみ子にさんびをささげる。
われわれは天使の働きについて、現在以上によく理解

する必要がある。真実の神の子らはみな、天使たちの協
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力を受けていることを忘れずにいるがよい。目には見え
ないが、光と力の軍隊は、神を信じ、神の約束を求める柔
和で謙遜な者たちにつきそっているのである。ケルビムや
セラピムや力にぬきんでた天使たちが神の右手に立ってい
るが、「すべて仕える霊であって、救を受け継ぐべき人々
に奉仕するため、つかわされたもの」たちである（ヘブ
ル1：14）。
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本章は使徒行伝11：1926、13：13に基づく

迫害によって弟子たちがエルサレムから散らされたあと
に、福音の使命は、パレスチナの境界線を越えた地方にま
で急速に宣べ伝えられ、信徒の小さな集団は多数の重要な
伝道の中心を形成した。弟子たちのある者は「ピニケ、ク
プロ、アンテオケまでも進んで. . . . . .御言を語っ」た。彼ら
の伝道はいつも、ヘブル語とギリシャ語を話すユダヤ人た
ちに限られていた。ユダヤ人の大居留地は当時、世界のほ
とんどすべての都市の中に見ることができた。
福音を喜んで受け入れたと言われている場所の1つに、

当時シリヤの首都であったアンテオケがある。その人口
が密集した中心地から、広範囲にわたる商取引が行われて
いたので、そこには各国の人が大勢集まっていた。そのう
え、アンテオケは健康的な場所にあり、環境は美しく、富
と教養と優雅さが見いだされたので、快楽を愛する者たち
が好んで行く場所として知られていた。使徒たちの時代に
は、それはぜいたくと罪悪の町となっていた。
何人かの弟子たちがクプロ人とクレネ人の中から「主イ

エスを宣べ伝え」にやってきて、アンテオケで福音を公に
説いた。「主のみ手が彼らと共にあったため」、また彼ら
が熱心に働いたために成果があがり、「信じて主に帰依す
るものの数が多かった」。
「このうわさがエルサレムにある教会に伝わってきた

ので、教会はバルナバをアンテオケにつかわした」。新し
い伝道地に着いたバルナバは、みわざがすでに神の恵みに
よって果たされているのを見て、「よろこび、主に対する
信仰を揺るがない心で持ちつづけるよりにと、みんなの者
を励ました」。
アンテオケでのバルナバの働きは豊かに恵まれて、信者

の数が増えていった。働きが拡張するにつれて、バルナバ
は神の摂理による好機を発展させるために、だれか適当な

115
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助手がほしいと思った。そこでバルナバは、パウロを捜し
にタルソへ出かけて行った。パウロはしばらく前にエルサ
レムを去って、「シリヤとキリキヤとの地方」で、「以前
には撲滅しようとしていたその信仰を」宣べ伝えながら働
いていたのである（ガラテヤ1：21、23）。バルナバは無事
にパウロを見つけ出し、アンテオケに行って一緒に伝道し
てくれるように、うまく頼みこんだ。
人口が多いアンテオケの町は、パウロにとってすばらし[1415]

い伝道地であった。彼の学識、知恵、熱意は、その文化都
市の住民や、そこをたびたびおとずれる者たちに、力強い
感化を及ぼした。彼は、バルナバが必要としていたとおり
の助けとなった。1年間、この2人の弟子は力を合わせて忠
実に伝道し、多くの人々に世のあがない主、ナザレのイエ
スのことを伝え、救いの知識をもたらした。
弟子たちがはじめてクリスチャンと呼ばれたのは、アン

テオケにおいてであった。彼らの説教や教えや話題の中心
がキリストであったので、この名がつけられたのである。
彼らは、キリストが公生涯を送っておられたころ、キリ
ストと個人的に交わる恵みを受けた日々の出来事を、繰り
返し詳しく語った。彼らは疲れを知らずに、キリストの教
えやいやしの奇跡について語った。また、ゲッセマネの園
でのキリストの苦悩や、裏切り、裁判や処刑、敵たちから
負わされた侮辱や責め苦に耐えられたキリストの忍耐と謙
遜、また、彼を迫害した人々のために祈られた神々しいま
での憐れみについて、弟子たちは唇をふるわせ、目にいっ
ぱい涙をためて語った。キリストの復活、昇天、また堕
落した人類の仲保者としての天における働きなどは、弟子
たちが喜んで力説する話題であった。彼らはキリストを説
き、キリストを通して神に祈りをささげていたのだから、
異教徒が彼らをクリスチャンと呼んだのも当然であろう。
弟子たちにクリスチャンという名前をお与えになった

のは神であった。これはキリストにつながるすべての者
に与えられる、栄誉ある名前である。後にヤコブが「あ
なたがたをしいたげ、裁判所に引きずり込むのは、富ん
でいる者たちではないか。あなたがたに対して唱えられ
た尊い御名を汚すのは、実に彼らではないか」と書いたの
は、この名前のことであった（ヤコブ2：6、7）。またペ
テロは「クリスチャンとして苦しみを受けるのであれば、
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恥じることはない。かえって、この名によって神をあがめ
なさい」。「キリストの名のためにそしられるなら、あな
たがたはさいわいである。その時には、栄光の霊、神の霊
が、あなたがたに宿るからである」と述べている（ペテ
ロ4：16、14）。
アンテオケの信者たちは、神が自分たちの生活の中に

働き、「その願いを起させ、かつ実現に至らせる」ことを
認めた（ピリピ2：13）。彼らは、永遠の価値には全くむと
んちゃくに見える人々の中に生活していたが、心の正直な
人々の関心を引いて、自分たちの愛し仕えている主につい
て、積極的なあかしをたてようと努力した。彼らは、その
ささやかな働きをとおして、いのちのことばを効果的なも
のとする、聖霊の力によりたのむことを学んだ。こうして
彼らは、生活のさまざまな歩みをとおして、日ごとにキリ
ストに対する信仰をあかししていった。
アンテオケにいたキリストの信徒たちの模範は、今日世

界の大都市に住むすべての信徒に、霊感を与えるものでな
ければならない。才能があり献身した働き人たちが、公衆
伝道の働きを導くために、人口が集中している重要な地方
に配置されるのは神の命令による。一方、これらの都市に
住む教会員たちが、神から与えられた才能を救霊事業に用
いるのも、神が意図されたことである。神の召しに心から
従う人々のために、豊かな祝福が準備されている。そのよ
うな働き人が、イエスのもとに魂を導く努力をする時、彼
らは、他のどのような方法でも接することのできない多く
の人々が、賢明な個人的働きかけにいつでも応じる用意が
できていることを発見するのである。
今日、地上における神のみわざは、聖書の真理の生き

た代表者を必要としている。按手礼を受けた牧師だけが、
大都市に警告を与えるにふさわしいのではない。神は、ま
だ警告されていない都市の必要を考慮するようにと、牧師
ばかりでなく、医者、看護婦、文書伝道者、婦人伝道者な
ど、さまざまな才能を持つ献身的な信者で、神のみことば
についての知識を持ち、神の恵みの力を知っている人々を
求めておられる。時は速やかに過ぎて行くが、まだしなけ
ればならないことがたくさんある。現在ある機会がうまく
用いられるように、すべての活動を進めていかなければな
らない。
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パウロは、バルナバと力を合わせてアンテオケで伝道[1416]
したおかげで、自分は異邦人のための特別な働きに当た
るよう神に召されている、との確信を強めた。パウロが
改心した時、主は彼を異邦人につかわすと仰せになった。
「それは、彼らの目を開き、彼らをやみから光へ、悪魔
の支配から神のみもとへ帰らせ、また、彼らが罪のゆるし
を得、わたしを信じる信仰によって、聖別された人々に加
わるためである」（使徒行伝26：18）。アナニヤにあらわ
れた天使は、パウロについてこう言った、「あの人は、異
邦人たち、王たち、またイスラエルの子らにも、わたしの
名を伝える器として、わたしが選んだ者である」（使徒行
伝9：15）。のちにパウロ自身にも、エルサレムの宮で祈っ
ている時に天使があらわれて、「行きなさい。わたしが、
あなたを遠く異邦の民へつかわすのだ」と命じた（使徒行
伝22：21）。
こうして神はパウロを、異邦の広い伝道地に入るよう

任命された。そして、この広汎で困難な働きに携わらせ
るために、神は彼をご自身としっかり結びつけ、恍惚と
して幻にとらえられた彼の眼に、麗しく栄光に輝く天の
光景をお示しになった。彼には「長き世々にわたって、
隠されていた. . . . . .奥義」を知らせる働きが与えられてい
た（ローマ16：25）。「御旨の奥義」は（エペソ1：9）、
「いまは、御霊によって彼の聖なる使徒たちと預言者た
ちとに啓示されているが、前の時代には、人の子らに対
して、そのように知らされてはいなかったのである。それ
は、異邦人が、福音によりキリスト・イエスにあって、わ
たしたちと共に神の国をつぐ者となり、共に1つのからだ
となり、共に約束にあずかる者となることである。わたし
は. . . . . .福音の僕とされたのである。すなわち、聖徒たちの
うちで最も小さい者であるわたしにこの恵みが与えられた
が、それは、キリストの無尽蔵の富を異邦人に宣べ伝え、
更にまた、万物の造り主である神の中に世々隠されていた
奥義にあずかる務がどんなものであるかを、明らかに示す
ためである。それは今、天上にあるもろもろの支配や権威
が、教会をとおして、神の多種多様な知恵を知るに至るた
めであって、わたしたちの主キリスト・イエスにあって実
現された神の永遠の目的にそうものである」とパウロは述
べている（エペソ3：511）。
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神は、パウロとバルナバが、アンテオケの信者たちと
いっしょにいたその年のあいだ中、彼らの働きを豊かに祝
福された。しかし2人とも、まだ正式には福音の働きに任命
されていなかった。彼らはいまや、そのクリスチャン経験
において、困難な伝道事業をおし進める責任を、神から負
わされる段階に達していた。そこでこの責任を遂行するに
は、教会の機関をとおして得られる、あらゆる便宜が必要
であった。
「アンテオケにある教会には、バルナバ、ニゲルと呼

ばれるシメオン、クレネ人ルキオ、. . . . . .マナエン、および
サウロなどの預言者や教師がいた。一同が主に礼拝をささ
げ、断食をしていると、聖霊が、『さあ、バルナバとサウ
ロとを、わたしのために聖別して、彼らに授けておいた仕
事に当らせなさい』と告げた」。これら2人の使徒たちは、
異教徒の地域に宣教師としてつかわされる前に、断食して
祈り、按手によって厳粛に神にささげられた。こうして彼
らは、教会の完全な権威をさずけられ、真理を教えるばか
りでなく、バプテスマの式をあげたり、教会を組織したり
する資格を教会から与えられた。
キリスト教会はこの時、重要な時代に入りつつあった。

福音使命を異邦人に伝える働きは、いまや力強く遂行さ
れねばならなかった。そしてその結果、教会は魂の大収
穫によって強められるのであった。この働きを指導する
任務を受けた使徒たちは、疑いと偏見とねたみとにさら
されるであろう。長年のあいだユダヤ人の世界と異邦人の
世界とを隔ててきた「隔ての中垣」を打破することについ
て教えるならば、当然異端のそしりを招くであろう（エペ
ソ2：14）。そして福音の教役者としての彼らの権限が、多
くのしっと深いユダヤ人の信者によって、問題とされうで
あろう。神はご自分のしもべたちが出会わねばならない困
難を予見され、彼らが挑戦をものともせずに働くよう、伝
道の働きのために彼らを公的に聖別するようにと、啓示を
通して教会にお命じになった。彼らの按手礼は、彼らが、 [1417]
福音の喜びのおとずれを異邦人に伝える働きに立つよう、
天から任命を受けたことを、公認するものであった。
パウロとバルナバの2人は、すでに神ご自身から任命を

受けていたので、手を置く儀式は、新しい恩恵や実際の資
格を付け加えるものではなかった。それは任命された職務
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を認定することであり、その職務における権威を認知する
ものであった。按手によって、神の働きの上に教会の印が
押されたのである。
ユダヤ人にとってこの形式は意味深いものであった。

ユダヤ人の父は、子供たちを祝福する時、敬虔に、子供
たちの頭の上に手を置いた。動物が犠牲としてささげられ
る時、祭司の職権をさずけられている者が、犠牲のささげ
物の頭の上に手を置いた。アンテオケの教会の指導者たち
が、パウロとバルナバの上に手を置いた時、彼らはその行
為によって、この選ばれた使徒たちがすでに任命されてい
た特別の仕事に献身するにあたり、祝福が彼らにさずけら
れるよう神に求めたのである。
のちに、手を置く按手の儀式は非常に誤用された。まる

で按手礼を受けた者の上に直ちに力が加わり、そのことに
よって、どんな奉仕の働きにもたちどころに資格ができた
かのように、この按手の式に不当な重要性が加えられた。
しかしこれら2人の使徒が聖別されるにあたって、単に頭に
手を置く行為によって徳がさずけられたというような記録
はない。ただ彼らの按手礼の記録と、その式が彼らの将来
の働きに関係したという記録があるだけである。
聖霊の導きにより、パウロとバルナバを特定の奉仕に

聖別したことの次第は、神の組織された教会において、神
が任命された器を通して働かれることを明らかに示してい
る。何年か前に、パウロに関する神の目的が、まず救い主
ご自身によりパウロにあらわされたとき、そのすぐあとに
パウロは、ダマスコの新しく組織された教会の信者たちに
接触するよう導かれた。さらにその教会は、この改宗した
パリサイ人の個人的な経験にいつまでも無知のままではい
なかった。そして今、その時与えられた神の任命が豊かに
遂行されようとしているとき、聖霊は、パウロが異邦人に
福音を伝えるための選ばれた器であるというあかしを再び
携え、彼と彼の共労者に按手礼をほどこす仕事を、教会に
与えたのである。アンテオケの教会指導者たちが「主に礼
拝をささげ、断食をしていると、聖霊が『さあ、バルナバ
とサウロとを、わたしのために聖別して、彼らに授けてお
いた仕事に当らせなさい』と仏げた」。
神は地上の教会を光の通路とし、これを通して神の目的

や意図をお伝えになる。神は、教会自体の経験と無関係な
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経験や、あるいはこれに反するような経験を、しもべの1人
にお与えになるようなことはない。また、キリストの体で
ある教会が暗黒の中にあるのに、教会全体に対する神のみ
こころについての知識を、1人の人間だけにお与えになるこ
ともない。み摂理のうちに神は、ご自分のしもべたちを、
教会との密接なつながりのうちに置かれ、彼らが自己を信
頼せずに、神がみわざを進めるために導いておられる他の
人々に、より大きな信頼を持つようにさせられる。
教会の中には、絶えず、個人的な独立に走ろうとする傾

向の人々がいる。彼らは、独立心というものが、人を自己
過信に陥らせ、兄弟たち、特に、神がその民たちの指導の
ために任命された職務にある人々の勧告を尊重せず、また
彼らの判断を高く評価しないで、自己の判断に頼らせてし
まう、ということに気づかないようである。神は教会に、
特別な権威と力とをおさずけになった。誰もそれを無視し
たり軽んじたりする資格はない。そうする者は神のみ声を
あなどることになるからである。
自己の判断が最上だと思いがちな人々は、重大な危険に

さらされている。光の通路となり、神がこの地上における
みわざを築き上げ、進展させるために働きかけてこられた
人々から、そのような人々を引き離すことが、サタンの巧
妙な手口である。真理を前進させるために責任のある指導
的立場を神からゆだねられた人々を、無視したり、軽んじ
たりすることは、神がその民を助け、励まし、力づけるた
めに定められた手段を、拒むことになる。誰でも神の御目
的の中で働く者にとって、この手段を見落として、自分の [1418]
光が他の通路を通らず、神から直接に来たものだと思うこ
とは、敵に欺かれ打ち負かされやすい立場に、自分を置い
ているのである。賢明な主は、すべての信徒が守らなけれ
ばならない、密接なつながりという手段によって、クリス
チャン同志、教会同志が1つに結ばれるよう計画なさった。
こうして人間の器は神と協力できるのである。すべての働
きが聖霊に従属し、すべての信徒が組織的に、よい指揮の
もとに一致し、神の恵みの喜ばしいおとずれを世に伝える
ようになるのである。
パウロはこの正式の按手の式を、彼の生涯の働きにおけ

る、新しい重要な時期の始まりを示すものと見なした。彼



122 患難から栄光へ

はのちにこの時を、キリスト教会における使徒としての、
自分の任務の始まりの日と定めている。
福音の光がアンテオケであかあかと輝いていたとき、

エルサレムにとどまっていた使徒たちによって、重要な
働きが続けられていた。毎年、祭りの時期には、各国から
多くのユダヤ人がエルサレムへやってきて、神殿で礼拝を
ささげた。これらの巡礼者たちの中には、熱烈な信仰者や
熱心な預言の研究者たちがいた。彼らはイスラエルの望み
である、約束されたメシヤの来臨を待ち望んでいた。エル
サレムがこうした来訪者たちでいっぱいになると、使徒た
ちは、たえず生命の危険にさらされていることを承知の上
で、ひるむことなく勇気をもってキリストを宣べ伝えた。
神のみ霊は彼らの働きを承認され、多くの者が信仰に導か
れた。そうしてこれらの人たちは、世界の各地にあるそれ
ぞれの故郷に戻ると、すべての国民、社会のあらゆる階級
に、真理の種子をまきちらした。
この働きに携わっていた使徒たちの中で傑出していたの

は、ペテロ、ヤコブ、ヨハネであり、彼らは、自分たちの
故郷にいる人々にキリストを宣べ伝えるよう、神から任命
されているという確信を持っていた。彼らは忠実に賢く働
き、彼らが見たり聞いたりしたことをあかしして、「預言
の言葉」を「いっそう確実」に訴えて（Ⅱペテロ1：19）、
「イスラエルの全家」に、ユダヤ人が「十字架につけたこ
のイエスを、神は、主またキリストとしてお立てになった
のである」と説いた（使徒行伝2：36）。
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本章は使徒行伝13：452に基づく

パウロとバルナバは、アンテオケの兄弟たちにより按
手礼を受けてから「聖霊に送り出されて、セルキヤにくだ
り、そこから舟でクプロ（注・キプロス島）に渡った」。
こうして使徒たちは最初の伝道旅行を始めた。
クプロは、ステパノの死後に起こった迫害のために、

エルサレムから信者たちがのがれていった場所の1つで
あった。このクプロから何人かの人々が、アンテオケへ
と「主イエスを宣べ伝え」に出て行ったのである（使徒行
伝11：20）。バルナバ自身も「クプロ生れ」で、彼は自分
の親戚にあたるヨハネ・マルコを連れて、パウロと共に、
伝道地であるこの島をたずねた（使徒行伝4：36）。
マルコの母はキリスト教に改宗していて、エルサレムに

ある彼女の家は、弟子たちのための隠れ場であった。そこ
に行けば、彼らはいつでも必ず歓迎され、しばらくの休息
が与えられた。マルコが伝道旅行に加わりたいとパウロと
バルナバに申し出たのも、使徒たちが母の家をたずねたと
きのことであった。彼は心に神の恩寵を感じて、福音伝道
の働きに自分のすべてをささげたいと望んだ。
使徒たちはサラミスに着くと、「ユダヤ人の諸会堂で神

の言を宣べはじめた。. . . . . .島全体を巡回して、パボスまで
行ったところ、そこでユダヤ人の魔術師、バルイエスとい
うにせ預言者に出会った。彼は地方総督セルギオ・パウロ
のところに出入りをしていた。この総督は賢明な人であっ
て、バルナバとサウロとを招いて、神の言を聞こうとし
た。ところが魔術師エルマ（彼の名は『魔術師』との意） [1419]
は、総督を信仰からそらそうとして、しきりにふたりの邪
魔をした」。

1つの戦いもなしに、地上に神の国が建設されるのをサ
タンは許さない。悪の勢力は、福音宣伝のために定められ
た機関に絶えず戦いをいどみ、暗黒の力は、名声のある、

123
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真に高潔な人々に真理が宣べ伝えられるとき、特に活発に
働く。
クプロの総督セルギオ・パウロが福音使命を聞いた時も

同様であった。総督は、使徒たちが携えてきた使命を学ぶ
ために彼らを迎えにやった。すると、悪の勢力が魔術師エ
ルマを通じて働き、彼らの悪意をこめた暗示によって彼を
信仰からそらし、神の目的をくじこうとした。
このように、堕落した敵は、改宗すれば神のために有能

な奉仕をするかもしれない影響力のある人々を、悪の列に
加えようと、たえず働くのである。しかし、忠実な福音宣
伝者は、敵の手にかかって敗北するなどと恐れる必要はな
い。すべてのサタン的な感化に抵抗するよう、天来の力で
耐え忍ぶことが彼の特権だからである。
パウロは、サタンに激しく悩まされたけれども、敵の手

先となっている者を譴責する勇気を持っていた。パウロは
「聖霊に満たされ、彼をにらみつけて言った、『ああ、あ
らゆる偽りと邪悪とでかたまっている悪魔の子よ、すべて
正しいものの敵よ。主のまっすぐな道を曲げることを止め
ないのか。見よ、主のみ手がおまえの上に及んでいる。お
まえは盲になって、当分、日の光が見えなくなるのだ』。
たちまち、かすみとやみとが彼にかかったため、彼は手さ
ぐりしながら、手を引いてくれる人を捜しまわった。総督
はこの出来事を見て、主の教にすっかり驚き、そして信じ
た」。
魔術師はこれまで、福音の真理の数々の証拠に目をつ

むっていた。そこで神は正義の怒りから、彼の肉眼を閉
じさせて日の光を見えなくさせられたのである。この盲
目は永久的なものではなく、一時的なものであった。そ
れは彼に悔い改めをうながし、彼がはなはだしく背いた神
に、ゆるしを求めさせるためであった。彼は狼狽した。そ
してキリストの教えに逆らう彼の陰険な術は、役に立たな
くなった。彼が盲目となり、手探りして歩かなければなら
なくなったという事実は、使徒たちの行った奇跡、しかも
エルマが奇術だとして公然と非難していた奇跡が、神の力
によって行われたものだということをみんなに証明した。
総督は、使徒たちが語った教えが真理であることを確信し
て、福音を受け入れた。
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エルマは教育を受けた者ではなかったが、サタンの仕事
をするのに特に適していた。神の真理を説く人たちは、さ
まざまな違った形でずるい敵に会うのである。時にはそれ
は学識のある人たちの中にもいるが、無学なものの場合の
ほうが多い。サタンは彼らを仕込んで、巧妙に人々をだま
す道具とするのである。神を恐れ、その偉大な力によって
忠実に自分の持ち場に立つことが、クリスチャンの義務で
ある。こうして彼はサタンの軍勢を混乱させ、主のみ名に
よって勝利することができる。
パウロとその一行は旅を続けて、パンフリヤのペルガに

渡った。それは骨の折れる道であった。彼らは困難や不自
由な目にあい、四方から危険に襲われた。彼らが通った町
や都市や、物寂しい街道で、目に見える危険にも見えない
危険にもとり囲まれた。しかし、パウロとバルナバは、神
の救いの力に頼ることをすでに学んでおり、2人の心は滅
びゆく魂への熱烈な愛に満たされていた。いなくなった羊
を捜している忠実な羊飼いのように、彼らは自分たち自身
の安楽や都合などは少しも念頭に置かなかった。自己を忘
れ、疲れや飢えや寒さにもひるまなかった。彼らは、おり
から遠くへさまよい出た人々の救いという、たった1つの目
的しか心に留めていなかった。
マルコはここで、不安と落胆にくじけてしまって、主の

働きに全心全霊を打ちこんで献身するという彼の目的が、
一時ぐらついた。彼は困難に慣れていなかったので、道
中の危険と窮乏に気力を失ってしまったのである。彼はこ
れまで順調な境遇のもとに働いて成功してきたが、いま開
拓伝道者たちにしばしばつきまとう反対と危険のさなかに
あっては、十字架のよき兵士として困難に耐えることがで
きなかった。彼は、勇敢な心で危険と迫害と逆境に立ち向 [1420]
かうことを、これから学ぶはずであった。しかし、使徒た
ちが前進するにつれて、さらに大きな困難が危惧されたと
き、マルコは恐れてすっかり勇気を失い、先へ進むことを
拒み、エルサレムへ引き返したのである。
パウロは働きを放棄したマルコを非難し、一時は厳し

いほどの批判を下していた。一方、バルナバは、経験のな
いマルコには無理もないことと思っていた。そして彼は、
キリストのために役立つ働き人になるにふさわしい資質
をマルコが備えていることを見て、マルコにこのまま伝道
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を放棄させてはならないと考えていた。このマルコへの配
慮は、何年かのちに豊かに報われた。この若者は主のため
に、また困難な伝道地で福音使命を宣べ伝える働きに、惜
しみなく献身したからである。神の祝福とバルナバの賢明
な指導のもとに、マルコは貴重な働き人に成長した。
パウロは後にマルコと和解して、共労者として彼を迎

えた。パウロはまたマルコを、「神の国のために働く同労
者」、「わたしの慰めとなった者」として、コロサイ人た
ちに推薦した（コロサイ4：11）。さらにパウロは、死ぬ少
し前に、マルコのことを「務のために役に立つ」者と言っ
た（Ⅱテモテ4：11）。
マルコが去ってから、パウロとバルナバはピシデヤのア

ンテオケを訪問し、安息日にユダヤの会堂に行って、席に
着いた。「律法と預言書の朗読があったのち、会堂司たち
が彼らのところに人をつかわして、『兄弟たちよ、もしあ
なたがたのうち、どなたか、この人々に何か奨励の言葉が
ありましたら、どうぞお話し下さい』と言わせた」。この
ようにして話を勧められたので「パウロが立ちあがり、手
を振りながら言った。『イスラエルの人たち、ならびに神
を敬うかたがたよ、お聞き下さい』」。それからすばらし
い説教が続いた。彼は神がユダヤ人を、エジプトの奴隷の
身から救い出された時から導いてこられたその方法の歴史
を語り、また、ダビデのすえとして救い主がどのように約
束されたかを語った。そして彼は、「神は約束にしたがっ
て、このダビデの子孫の中から救い主イエスをイスラエル
に送られたが、そのこられる前に、ヨハネがイスラエルの
すべての民に悔改めのパプテスマを、あらかじめ宣べ伝え
ていた。ヨハネはその一生の行程を終ろうとするに当って
言った、『わたしは、あなたがたが考えているような者で
はない。しかし、わたしのあとから来るかたがいる。わた
しはそのくつを脱がせてあげる値うちもない』」と大胆に
述べた。こうして彼は、人間の救い主、預言されたメシヤ
としてのイエスを力強く説いた。
この宣言をしてからパウロは言った。「兄弟たち、ア

ブラハムの子孫のかたがた、ならびに皆さんの中の神を敬
う人たちよ。この救の言葉はわたしたちに送られたのであ
る。エルサレムに住む人々やその指導者たちは、イエスを
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認めずに刑に処し、それによって、安息日ごとに読む預言
者の言葉が成就した」。
パウロは、救い主がユダヤの指導者たちに拒まれた明白

な事実を、ためらわずに話した。「なんら死に当る理由が
見いだせなかったのに、ピラトに強要してイエスを殺して
しまった。そして、イエスについて書いてあることを、皆
なし遂げてから、人々はイエスを木から取りおろして墓に
葬った。しかし、神はイエスを死人の中から、よみがえら
せたのである。イエスは、ガリラヤからエルサレムへ一緒
に上った人たちに、幾日ものあいだ現れ、そして、彼らは
今や、人々に対してイエスの証人となっている」と使徒は
述べた。
使徒はまた続けた、「わたしたちは、神が先祖たちに対

してなされた約束を、ここに宣べ伝えているのである。神
は、イエスをよみがえらせて、わたしたち子孫にこの約束
を、お果しになった。それは詩篇の第2篇にも、『あなた
こそは、わたしの子。きょう、わたしはあなたを生んだ』
と書いてあるとおりである。また、神がイエスを死人の中
からよみがえらせて、いつまても朽ち果てることのないも
のとされたことについては、『わたしは、ダビデに約束し
た確かな聖なろ祝福を、あなたがたに授けよう』と言われ
た、だから、ほかの箇所でもこう言っておられる、『あな
たの聖者が朽ち果てるようなことは、お許しにならないで
あろう』。事実、ダビデは、その時代の人々に神のみ旨に
したがって仕えたが、やがて眠りにつき、先祖たちの中に
加え られて、ついに朽ち果ててしまった。しかし、神が [1421]
よみがえらせたかたは、朽ち果てることがなかったのであ
る」。
そして今、パウロは、メシヤに関するよく知られた預言

の成就についてはっきりと述べ、悔い改めと、救い主イエ
スのいさおしを通して罪のゆるしが与えられることとを、
彼らに説いた。「この事を承知しておくがよい。すなわ
ち、このイエスによる罪のゆうしの福音が、今やあなたが
たに宣べ伝えられている。そして、モーセの律法では義と
されることができなかったすべての事についても、信じる
者はもれなく、イエスによって義とされるのである」。
パウロの語る言葉に神のみ霊が伴い、人々を感動させ

た。旧約の預言に関する彼の訴えと、これらの預言がナザ
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レのイエスの働きの中で成就されたと述べる言葉には、約
束のメシヤの再臨を待ち望んでいる多くの人々を説得する
力があった。そして救いの「よきおとずれ」が、ユダヤ人
と同様に異邦人のためでもあるという説教者の確証の言葉
は、血縁から言えばアブラハムの子孫の中に数えられてい
なかった人々に、希望と喜びを与えた。
「ふたりが会堂を出る時、人々は次の安息日にも、これ

と同じ話をしてくれるようにと、しきりに願った。そして
集会が終ってからも、大ぜいのユダヤ人や信心深い改宗者
たちが」、その日に与えられた喜びのおとずれを受け入れ
て、「パウロとバルナバとについてきたので、ふたりは、
彼らが引きつづき神のめぐみにとどまっているようにと、
説きすすめた」。
ピシデヤのアンテオケでは、パウロの説教により関心が

高まり、次の安息日には「ほとんど全市をあげて、神の言
を聞きに集まってきた。するとユダヤ人たちは、その群衆
を見てねたましく思い、パウロの語ることに口ぎたなく反
対した。
パウロとバルナバとは大胆に語った、『神の言は、ま

ず、あなたがたに語り伝えられなければならなかった。し
かし、あなたがたはそれを退け、自分自身を永遠の命にふ
さわしからぬ者にしてしまったから、さあ、わたしたちは
これから方向をかえて、異邦人たちの方に行くのだ。主は
わたしたちに、こう命じておられる、「わたしは、あなた
を立てて異邦人の光とした。あなたが地の果までも救いを
もたらすためである」』。
異邦人たちはこれを聞いてよろこび、主の御言をほめ

たたえてやまなかった。そして、永遠の命にあずかるよ
うに定められていた者は、みな信じた」。彼らはキリス
トが彼らを、神の子らと認めてくださることをこの上もな
く喜び、感謝の気持ちで語られる言葉に耳を傾けた。信じ
た人々は福音使命を熱心に他の人々に伝えた。こうして、
「主の御言はこの地方全体にひろまって行った」。
幾世紀も前に、霊感による筆はこの異邦人の収穫につ

いて述べていたのであるが、その預言的なことばはぼん
やりと理解されたにすぎなかった。ホセアは次のように
言っていた、「イスラエルの人々の数は海の砂のように
量ることも、数えることもできないほどになって、さき
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に彼らが『あなたがたは、わたしの民ではない』と言われ
たその所で、『あなたがたは生ける神の子である』と言わ
れるようになる」。そしてさらに、「わたしはわたしのた
めに彼を地にまき、あわれまれぬ者をあわれみ、わたしの
民でない者に向かって、『あなたはわたしの民である』と
言い、彼は『あなたはわたしの神である』と言う」（ホセ
ア1：10、2：23）。
救い主ご自身も、地上で働いておられたとき、福音が

異邦人に宣べ伝えられることを預言された。ぶどう園の
譬の中で、イエスは頑固なユダヤ人たちに、「神の国は
あなたがたから取り上げられて、御国にふさわしい実を結
ぶような異邦人に与えられるであろう」と言われた（マタ
イ21：43）。また復活後にイエスは弟子たちに「行って、
すべての国民を弟子と」するようお命じになった。警告を
受けない者が1人もいないように、弟子たちは「すべての造
られたものに福音を宣べ伝え」なければならなかった（マ
タイ28：19、マルコ16：15）。
パウロとバルナバは、ピシデヤのアンテオケにいる異邦

人たちに伝道しているあいだも、みことばを聞き入れる可
能性のありそうなところではどこででも、ユダヤ人のため [1422]
に働きかけることをやめなかった。のちにはテサロニケや
コリント、エベソ、その他重要な中心地において、パウロ
の一行はユダヤ人と異邦人に福音宣伝を続けていった。し
かし彼らはそののち、真の神とみ子についての知識をほと
んど持たない、あるいは全く持たない人々のいろ異教の地
に、神の国を築き上げることに主力を注いだ。
パウロとその共労者たちの心は「キリストを知らず、

イスラエルの国籍がなく、約束されたいろいろの契約に
縁がなく、この世の中で希望もなく神もない」人々に引
きつけられていった。異邦人に対する使徒たちのたゆまぬ
伝道により、「以前は遠く離れて」いた「異国人」や「宿
り人」たちは、自分たちが「キリストの血によって近いも
のとなった」こと、また、キリストのあがないの犠牲を信
じる信仰により、自分たちも「聖徒たちと同じ国籍の者で
あり、神の家族」になることができることを知った（エペ
ソ2：12、13、19）。
パウロは、信仰が深まるにつれ、一層熱心に、イスラ

エルの教師たちがかえりみなかった人々の中に、神の国を
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打ち建てる仕事に励んだ。彼はたえずイエス・キリストを
「もろもろの王の王、もろもろの主の主」とあがめて（テ
モテ6：15）、信者たちに「彼に根ざし、彼にあって建て
られ. . . . . .信仰が確立され」るようにと説き勧めた（コロサ
イ2：7）。
信じる者たちにとって、キリストは確かな土台である。

この生きた石の上に、ユダヤ人も異邦人も建てることが
できるのである。それはすべての者を受け入れるのに十分
広く、全世界の重みと重荷を十分に支えるほど強い。これ
はパウロ自身がはっきり認めた事実である。パウロは伝道
の最後の時期に、福音の真理をしっかり愛し続けていた異
邦人の信者たちにあてて「あなたがたは、使徒たちや預言
者たちという土台の上に建てられたものであって、キリス
ト・イエスご自身が隅のかしら石である」と書いた（エペ
ソ2：20）。
ピシデヤに福音使命が伝わると、アンテオケの不信仰な

ユダヤ人たちが、盲目的な偏見から「信心深い貴婦人たち
や町の有力者たちを煽動して、パウロとバルナバを迫害さ
せ、ふたりをその地方から追い出させた」。
使徒たちはこうした取り扱いにも失望しなかった。彼ら

は主のみことばを思い出した。「わたしのために人々があ
なたがたをののしり、また迫害し、あなたがたに対し偽っ
て様々の悪口を言う時には、あなたがたは、さいわいであ
る。喜び、よろこべ、天においてあなたがたの受ける報い
は大きい。あなたがたより前の預言者たちも、同じように
迫害されたのである」（マタイ5：11、12）。
福音使命は進展してゆき、使徒たちもそれに励まされ

た。彼らの働きは、アンテオケのピシデヤ人たちの中で豊
かに祝福され、しばらくのあいだみわざの進展をゆだねら
れた信者たちは、「ますます喜びと聖霊とに満たされてい
た」。
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本章は使徒行伝14：126に基づく

ピシデヤのアンテオケをあとに、パウロとバルナバは
イコニオムへ行った。ここでもアンテオケの場合と同じ
ように、ユダヤ人の会堂に入って伝道を始めた。そして、
めざましく成功し、「ユダヤ人やギリシヤ人が大ぜい信じ
た」。しかしイコニオムでも、使徒たちが伝道した他の場
所の場合と同じように、「信じなかったユダヤ人たちは異
邦人たちをそそのかして、兄弟たちに対して悪意をいだか
せた」。
しかし使徒たちは、彼らの使命から身をはずさなかっ

た。多くの人々がキリストの福音を受け入れていたから
である。反対やねたみ、偏見に直面しながらも、「大胆に
主のことを語」り、働きを続けたので、神は「彼らの手に
よってしるしと奇跡とを行わせ、そのめぐみの言葉をあか
しされた」。神の承認を受けたこのような証拠は、説得を [1423]
受け入れる者たちに力強い感化を与え、福音への改宗者が
増えていった。
使徒たちの伝える福音使命の人気が高まるにつれて、信

じようとしないユダヤ人たちのあいだにねたみと憎しみが
わきあがり、彼らはすぐさまパウロとバルナバの仕事をや
めさせようとした。虚偽や誇張のある報告を流して、彼ら
は町全体が暴動にまで扇動されるおそれがあると、官憲の
心配を引き起こした。そして、大勢の人々が使徒たちにひ
きつけられているが、それは秘密の危険な企てがあるため
だなどと言い出した。
このような訴えのために、弟子たちは繰り返し官憲の

前に引き出された。しかし弟子たちの答弁は明瞭で、常識
的であり、また、彼らが教えていることに関する供述は非
常に穏やかでわかりやすかったので、彼らの利益になるよ
うな強い感化を及ぼした。長官たちは、自分たちが聞いて
いた偽りの供述のために、使徒たちに偏見を持ってはいた

131
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ものの、使徒たちを有罪にしようとは思わなかった。彼ら
は、パウロとバルナバの教えが、人々を高潔にし、法律を
よく守る市民にする助けになっていることや、もし使徒た
ちの教えが受け入れられれば、町の道徳と秩序がさらによ
く保たれることを、認めるほかなかった。
弟子たちが直面した妨害を通して、真理の使命は多くの

人々にひろまった。新しい教師たちの仕事の邪魔をしよう
とするユダヤ人たちの努力が、結果的にはただ新しい信者
の数を加えるばかりになったことを、ユダヤ人たちは知っ
た。「そこで町の人々が二派に分れ、ある人たちはユダヤ
人の側につき、ある人たちは使徒の側についた」。
ユダヤ人の指導者たちは、このように事態が一変した

ことに激怒して、暴力を用いてでも自分たちの目的を達成
しようとした。彼らは無知で騒々しい暴徒の悪感情をかき
たてて、うまく騒動を起こさせ、それを弟子たちの教えの
せいにした。彼らは、この偽りの訴えによって、長官たち
も自分たちの目的を遂げるのを助けてくれるだろうと思っ
た。彼らは、使徒たちに弁明の機会を持たせないように
し、群衆にはパウロとバルナバに石を投げて邪魔をさせ、
使徒たちの働きを挫折させようと決心した。
使徒たちの友人たちは、信者ではなかったが、ユダヤ人

たちの悪意ある計画を彼らに警告し、激情的な群衆の前に
不必要に姿を現さず、生命を守ってのがれるようにと勧め
た。そこでパウロとバルナバはしばらくのあいだ、信徒た
ちだけで働きを続けるように依頼して、ひそかにイコニオ
ムを去った。しかし、彼らはそのまま戻ってこないつもり
ではなかった。人々の興奮がさめたら戻ってきて、自分た
ちの始めた仕事を完成させようと思っていた。
どの時代でも、どの国でも、神の使命者たちは、天の光

を故意に拒もうとする人々からの激しい反対にあうよう定
められてきた。しばしば誤報や虚偽のために、神の使命者
が人々に接近できるはずの戸が閉ざされ、福音の敵のほう
が勝利したかのように見えることがある。しかし、これら
の戸が永久に閉ざされていることはできない。しばしば、
神のしもべたちがしばらくしてのち、戻ってきて再び働
きを始めるとき、彼らがみ名をあがめる記念物を建てるこ
とができるように、神は彼らのために力強く働いてこられ
た。
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使徒たちは迫害に追われて、イコニオムからルカオニヤ
のルステラとデルベへ行った。これらの町の住民は大部分
が迷信深い異教徒であったが、その中には、喜んで福音の
使命を聞いて受け入れる者たちもいた。使徒たちは、ユダ
ヤ人の偏見や迫害を避けたいと思って、これらの場所とそ
の周囲の地方で働くことにきめた。
ルステラの町には少数のユダヤ人が住んでいたが、ユ

ダヤ人の会堂はなかった。ルステラの住民の多くは、ジュ
ピターにささげられた神殿で礼拝していた。パウロとバル
ナバがこの町に現れ、ルステラの人たちをまわりに集めて
福音の単純な真理を説明すると、多くの者はその教えを、
ジュピターの礼拝における彼ら自身の迷信的な信仰と関連
させようとした。
使徒たちはこれらの偶像礼拝者に、創造主である神に

ついて、また、人類の救い主である神のみ子についての知
識を与えようとした。彼らはまず、神のすばらしいみわざ [1424]
に注意をひいた。太陽や月、星、四季の美しい秩序、雪を
いただく雄大な山々、そそり立つ木々、その他、自然のさ
まざまな驚異など、人間の理解をこえたすばらしいわざに
人々の目を向けさせた。こうした全能者である神のみわざ
を通して、宇宙の偉大な支配者を思うように、異教徒たち
の心を導いた。
創造主に関するこうした基本的な真理を明らかにして、

使徒たちはルステラの人々に、人の子らを愛するがゆえに
天からくだって来られた、神のみ子について教えた。彼ら
は、キリストのご生涯とその働き、キリストが、救うため
にこられたその人々から拒まれたこと、裁判と十字架、復
活、昇天、天における人類の仲保者としての働きについて
話した。こうして聖霊と神のみ力により、パウロとバルナ
バはルステラの町で福音を説いた。
ある時パウロが、病気で苦しんでいる者をいやしてくだ

さる方としてのキリストの働きについて、人々に語ってい
ると、彼は聴衆の中に足の不自由な人がいるのを見た。そ
の男はパウロにじっと目を注いでいたが、彼の言葉を受け
入れ信じた。パウロはこの苦しんでいる男に心から同情し
た。そしてこの男に「いやされるほどの信仰が」あるのを
認め、偶像礼拝者たちが集まっている目の前で、パウロは
足の不自由な男にまっすぐに立ちなさいと命令した。これ
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までこの病人は座る姿勢しかとることができなかったが、
即座にパウロの命令に従い、生まれて初めて自分の足で立
ちあがった。この信仰の努力とともに力がわきあがり、足
が不自由だった男は「踊り上がって歩き出した。
群衆はパウロのしたことを見て、声を張りあげ、ルカ

オニヤの地方語で、『神々が人間の姿をとって、わたした
ちのところにお下りになったのだ』と叫んだ」。この言葉
は、神々が時々地上をおとずれるという彼らの伝説に一致
するものであった。彼らはバルナバを、神々の父であるゼ
ウスと呼んだ。彼が徳の高い容貌に威厳のあるあごひげを
蓄え、穏やかな慈悲深い表情をしていたからである。パウ
ロは熱心で行動的であり、警告や訓戒の言葉を雄弁に用い
て「おもに語る人なので」、彼らはパウロをヘルメスだと
信じた。
ルステラの人々は、感謝の気持ちを示したいと熱望し、

使徒たちに敬意を表すようにゼウスの祭司を説き伏せた。
そこで祭司は「群衆と共に、ふたりに犠牲をささげようと
思って、雄牛数頭と花輪とを門前に持ってきた」。パウロ
とバルナバは、人々の前から退いて休息しようとしていた
ので、そんな準備には気づかなかった。しかしまもなく、
彼らは音楽の音と群衆の熱狂した叫びに気がついた。群衆
が彼らの滞在している家の前に来ていたのである。
使徒たちは群衆のやってきた目的と興奮した様子を知っ

て、それ以上の行為をやめさせたいと思い、「上着を引
き裂き、群衆の中に飛び込んで行」った。パウロは鳴り響
くような大声で彼らの注意をひいた。するとその声が人々
の叫びよりも大きかったので、群衆の騒ぎが突然静まっ
た。そこでパウロは言った、「皆さん、なぜこんな事を
するのか。わたしたちとても、あなたがたと同じような人
間である。そして、あなたがたがこのような愚にもつかぬ
ものを捨てて、天と地と海と、その中のすべてのものをお
造りになった生ける神に立ち帰るようにと、福音を説いて
いるものである。神は過ぎ去った時代には、すべての国々
の人が、それぞれの道を行くままにしておかれたが、そ
れでも、ご自分のことをあかししないでおられたわけでは
ない。すなわち、あなたがたのために天から雨を降らせ、
実りの季節を与え、食物と喜びとで、あなたがたの心を満



第18章　豹変した群衆 135

たすなど、いろいろのめぐみをお与えになっているのであ
る」。
自分たちは神ではないと使徒たちが極力否定したにもか

かわらず、また、礼拝すべき唯一のお方である真の神へ、
人々の心を向けようとパウロが努力したにもかかわらず、
犠牲をささげようとする異教徒たちの気持ちを変えること
は不可能に近かった。2人が本当の神だという彼らの信念は
固く、またその熱狂は大変なもので、自分たちの誤りを認
めようとしなかった。記録には「やっとのことで. . . . . .思い
止まらせた」と記されている。
ルステラの人たちは、使徒たちが奇跡的な力を発揮する [1425]

のを自分たちの目で見たのだと言い合った。彼らは、これ
まで絶対に歩けなかった男が完全な健康と力を与えられて
喜んだのを見たのである。パウロがよくよく言いきかせ、
自分とバルナバは天の神と、偉大な医者である神のみ子と
を代表する使命を持っている者だと懸命に説明すると、よ
うやく人々は自分たちの計画をとりやめる気になった。
ルステラでのパウロとバルナバの働きは、「アンテオケ

やイコニオムから押しかけて」きた「あるユダヤ人たち」
のために、突然妨害された。この人たちは、使徒たちがル
カオニヤ人のあいだで働いて成功していることを知り、使
徒たちのあとをつけて、迫害しようとして来たのだった。
ルステラに着くと、このユダヤ人たちは自分たちの心の動
機となっているのと同じ冷酷な精神を、たちまち人々に吹
き込んだ。今までパウロとバルナバを神様のように思って
いた人たちが、うそと中傷の言葉によって、実際は使徒た
ちは人殺しより悪い人間で、死に値する者だと信じ込まさ
れてしまった。
ルステラの人たちは、使徒たちに犠牲をささげる特権

を拒絶されて失望したことから、2人を神として歓呼しよ
うとしたときと同じ熱狂ぶりで、今度はパウロとバルナバ
に反対しようとした。ユダヤ人に扇動されて、彼らは暴力
をもって使徒たちを襲撃しようと計画した。ユダヤ人たち
は、パウロに話す機会を与えないようにと彼らに命じ、も
し彼らがパウロにこの特権を与えるなら、パウロは人々に
魔法をかけるだろうと断言した。
まもなく、福音の敵どもの殺人計画は実行された。ル

ステラの人々は悪の力に屈服していたので、サタンの怒り
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に満たされ、パウロをつかまえて情け容赦なく石を投げつ
けた。使徒は自分の生命もこれで終わりだと思った。ステ
パノの殉教と、その時パウロ自身がとった残酷な行為が、
彼の心にはっきりとよみがえってきた。体中傷だらけにな
り、痛みに気を失って、パウロが地面に倒れたので、怒り
狂った群衆は、「死んでしまったと思って、彼を町の外に
引きずり出した」。
パウロとバルナバの伝道によって、イエスの信仰に導か

れたルステラの信者の群れは、この暗黒の試練の時にも忠
実で真実だった。彼らの敵の理由のない反対と残酷な迫害
は、このような敬虔な兄弟たちの信仰をますます固くさせ
るのに役立っただけだった。そしていまや、危険と嘲笑に
直面しながら、彼らは、パウロが死んだものと信じて、悲
しみながら彼の体のまわりに集まることによって、彼らの
忠誠心を表した。
ところが驚いたことに、彼らが嘆き悲しんでいる最中

に、パウロは突然頭を持ちあげ、神を賛美しながら立ちあ
がった。神のしもべが思いがけなく生き返ったことは、信
者たちには天来の力の奇跡と考えられ、自分たちの改宗に
天の神が認証の印を押されたように思えた。彼らは言い表
しようのない喜びにあふれ、新たな信仰をもって神をほめ
たたえた。
ルステラで悔い改めて、パウロの苦難を目撃した人々の

中に、1人、のちにキリストのためにすぐれた働き人となっ
た者がいた。それはテモテという名の青年だった。パウロ
が町からひきずり出されたとき、この年若い弟子は、見た
ところ生命のとだえたようなパウロの体のそばに立って、
傷ついて血まみれのパウロが、キリストのために苦難を受
けることを許されたといって、賛美を口にしながら起き上
がるのを見た人々の1人だった。
パウロが石で打たれた翌日、使徒たちはデルベに向かっ

て出かけた。彼らの働きはそこで祝福されて、多くの人々
が導かれ、キリストを救い主として受け入れた。しかし
「その町で福音を伝えて、大ぜいの人を弟子とした後」、
パウロもバルナバも、彼らが最近伝道した町々の改宗者た
ちの信仰を固めないで、別の場所で働きを始めることには
満足しなかった。というのは、彼らは改宗者たちをそのま
ま放って、余儀なくそれらの町々から出てきていたからで
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ある。そこで彼らは、危険にも屈せず、「ルステラ、イコ
ニオム、アンテオケの町々に帰って行き、弟子たちを力づ
け、信仰を持ちつづけるようにと奨励し」た。多くの人々
がすでに福音の喜ばしいおとずれを受け入れて、非難や反
対に身をさらしていた。使徒たちは、すでに始めた働きが
存続するように、この人々の信仰を確立させようとした。 [1426]
新しい改心者の霊的成長をはかる重要な手段として、

使徒たちは福音の組織で彼らの身を守らせようと気を配っ
た。信者がいるルカオニヤやピシデヤの町々に、正式に教
会が組織された。教会ごとに役員が任命されて、信者の霊
的繁栄に関する事柄をすべて管理するために、適当な秩序
と組織が定められた。
これは、すべての信者たちをキリストにあって1つの体

として結びつける、福音の計画に調和するものであり、
この計画こそ、パウロが伝道にあたってつらぬき通そう
と心がけたことであった。パウロの働きにより、キリス
トを救い主として受け入れるまでに導かれた人々は、どこ
においても、適切な時期に教会を形成した。たとえ信者数
が少ない場合でも、教会組織が行われた。クリスチャンは
こうして、「ふたりまたは3人が、わたしの名によって集
まっている所には、わたしもその中にいるのである」とい
う約束を覚えて、互いに助け合うように教えられた（マタ
イ18：20）。
パウロは、こうして設立された教会を忘れなかった。こ

れらの教会を案じる気持ちは、いよいよつのる重荷として
心に残っていた。たとえ小さな組織であっても、教会はや
はり、たえずパウロの気づかいの対象であった。彼は小さ
い教会の信徒が完全に真理に立つことができるよう、特別
に面倒を見る必要のあることを知っていて、教会をやさし
く見守り、彼らの周囲にいる人々のために熱心に無我の努
力を払うよう教えた。
パウロとバルナバは、伝道活動の初めから終わりまで、

キリストが喜んで犠牲を払い、魂のために忠実に熱心に
働かれたその模範に従おうと努めた。彼らは油断なく、熱
心で、たゆまず、自分たちの好みや身の安楽などを考えず
に、祈りながら、熱意とやむことのない活動とによって、
真理の種子をまいた。種子をまくとともに、使徒たちは、
福音の側に立ったすべての人に、測り知れないほど価値の
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ある実際的な教えを与えるよう気を配った。この熱心な精
神と神をおそれる思いは、福音使命の重要さについていつ
までも消えることのない印象を、新しい弟子たちの心に植
えつけた。
有望で有能な人たちが改心したとき、テモテの場合に

見られるように、パウロとバルナバは、ぶどう園で働く
必要を彼らに熱心に教えようとした。そして使徒たちがま
た別の場所へと出て行ったときも、これらの人々の信仰は
くじけるどころかかえって増し加わった。彼らは主の道に
沿うよう堅く教えられていた。また、利己心を捨てて、熱
心に、忍耐強く同胞の救いのために働くよう教えられてい
た。こうして新しい改心者を慎重に訓練したことは、パウ
ロとバルナバが異教徒の国で福音を宣べ伝えて、目覚まし
い成功を遂げるにあたっての重要な要因であった。
最初の伝道旅行は、早くも終わりに近づいていた。新し

く組織されたこれらの教会を主にゆだねて、使徒たちはパ
ンフリヤに行き、「ペルガで御言を語った後、アタリヤに
くだり、そこから舟でアンテオケに帰った」。
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本章は使徒行伝15：135に基づく

パウロとバルナバはシリヤのアンテオケから伝道旅行に
つかわされていたのであるが、旅から戻ってくると早々に
機会をとらえて信者を呼び集め、「神が彼らと共にいてし
て下さった数々のこと、また信仰の門を異邦人に開いて下
さったことなどを」報告した（使徒行伝14：27）。アンテ
オケの教会は大きく成長している教会であった。宣教活動
の中心をなすこの教会は、キリスト教信者の集団の中で最
も重要なものの1つだった。教会員はユダヤ人と異邦人の中
から来た種々の階級の人々で構成されていた。
使徒たちは教役者や信徒といっしょに熱心に努力し、多

くの人々をキリストに導いていたが、一方、ユダヤから来
た「パリサイ派」のあるユダヤ人信徒たちは、1つの問題
を持ち込んできた。それはまもなく教会内に、広範囲に及 [1427]
ぶ論争を引き起こし、異邦人の信徒たちを驚愕させるもの
となった。これらユダヤ主義の教師たちは、救われるため
には割礼を受けて、礼典律を完全に守らなければならない
と、大きな確信をもって主張した。
パウロとバルナバはこの誤った教えを速やかに聞きつけ

て、異邦人たちにこの問題を持ち出すことに反対した。と
ころが、アンテオケのユダヤ人信徒の多くは、最近ユダヤ
から来た兄弟たちの立場に賛成していた。
ユダヤ人の改宗者はたいてい、神の摂理によって道が開

かれても、すぐに進んでいこうとしなかった。使徒たちが
異邦人のあいだで働いたために、ユダヤ人の改宗者よりも
異邦人の改宗者の数のほうがはるかに多かったことは確か
である。もしユダヤ人の律法が命じる禁止事項や儀式を、
教会員になる条件として異邦人に行わせることをしないで
いると、これまでユダヤ人を他の国民と区別してきた国民
的特異性が、ついには福音を信じた人々のあいだから失わ
れるのではないかと、ユダヤ人は恐れた。

139



140 患難から栄光へ

ユダヤ人は、神から命じられた宗教儀式につねに誇り
を持ってきた。キリストの信仰へと改心した人々の多くは
なお、神がひとたびヘブライ的な礼拝の大要を明確にされ
たのであるから、その礼拝儀式のどんな細かい部分でも変
えることを神が認可されるようなことは起こり得ない、と
思った。彼らはユダヤの律法と儀式が、キリスト教の宗教
儀式と結び合わされるべきだと主張した。すべてのいけに
えのささげ物は神のみ子の死を予示したもので、予型はキ
リストの死において本体に合わされるのであり、キリスト
の死後は、モーセの律法の儀式や礼典はもはや義務づけら
れないということを、彼らはなかなか認めなかった。
パウロは改宗する前には、自分を「律法の義については

落ち度のない者である」と思っていた（ピリピ3：6）。し
かし心を変えてから彼は、ユダヤ人ばかりでなく、異邦人
も含めた全人類のあがない主としての救い主の使命につい
て、明確な概念をつかみ、生きた信仰と死んだ形式主義と
の違いを学んでいた。イスラエルにゆだねられた古い慣習
や儀式は、福音の光を受けて、より深い意味を持つように
なっていた。それらの慣習や儀式に予示されていた事がす
でに起こったので、福音の時代に生きている人々は、それ
らを遵守することから解放されていた。しかしパウロはな
おも、神の変わることのない律法である十戒を、文字通り
に守るばかりでなく、精神的にも遵守していた。
アンテオケの教会では、割礼の問題について活発な議論

や論争が起こった。ついに教会員たちは、これ以上議論を
続ければ、彼らのあいだに分派が起こるのではないかと恐
れて、教会から数人の責任のある人々をつけて、パウロと
バルナバをエルサレムにっかわし、使徒や長老たちの前で
事を解決させようとした。彼らはそこで、それぞれの教会
からの代表者たちや、まもなくやってくる祭りに参加する
ために、エルサレムに集まってきていた人々と会うことに
なった。その間に全体的な会議があって、最終決議が採択
され、すべての論争が終わるはずであった。この決議は国
中のそれぞれの教会に例外なく受け入れられることになる
はずであった。
使徒たちはエルサレムに行く途中、通過する町々に住む

信者たちを訪問し、神のみ働きにおいて彼らが経験したこ
とや、異邦人たちの改心を話して信者を励ました。
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エルサレムでは、アンテオケからっかわされた者たち
は、あちこちの教会から総会に出席するために集まってき
ていた兄弟たちに会い、異邦人伝道で収めた成功について
話した。それから彼らは、改宗したパリサイ派のある者た
ちがアンテオケにきて、救われるためには改宗した異邦人
は割礼を受け、モーセの律法を守らなければならないのだ
と主張したために起こった混乱のあらましを、はっきり述
べた。
この問題は集会において熱心に討議された。割礼の問題

と深い関係のあるもので、十分に研究を要する幾つかの問
題がほかにもあった。その1つは、偶像にささげられた肉
の使用に対してとらなければならない態度に関するもので
あった。改宗した異邦人の多くは、無学で迷信的な人々の [1428]
中に住んでいた。そのような人々は、絶えず偶像にいけに
えやささげ物をささげていた。この異教の礼拝をする祭司
たちは、彼らのもとに携えられてきたささげ物で、手広い
商売を行っていた。それでユダヤ人たちは、異邦人の改宗
者たちが、偶像にささげられた物を買い、そのために偶像
崇拝的な習慣をいくぶんか是認することになり、キリスト
教の評判をそこねるのではないかと心配した。
さらに、異邦人たちは絞め殺された動物の肉を食べる習

慣があったが、ユダヤ人は、動物が食用として殺されると
きには、血液が体内から流れ出るよう特別な処置が取られ
ねばならない、でなければ、その肉は健康によいものとさ
れないことを、神から指示されていた。神はユダヤ人の健
康を守るために、これらの命令をお出しになっていた。ユ
ダヤ人は、血を食べものとして用いることは罪だとみなし
ていた。彼らは血をいのちと考え、罪のゆえに血を流すの
だと思っていた。
それとは反対に、異邦人は、犠牲の動物から流れる血を

受けて、それを調理に用いていた。ユダヤ人は、神の特別
な指示のもとに取り入れていた習慣を、変えねばならない
と信じることができなかった。だから、当時、ユダヤ人と
異邦人が食事に同席しなければならないようなことになる
と、ユダヤ人は異邦人の習慣によって衝撃を受け、侮辱さ
れるのであった。
異邦人、特にギリシヤ人は非常に放縦で、ある者は、

心の中では改心せず、悪い習慣を捨てずに信仰を告白する
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おそれがあった。ユダヤ人のクリスチャンは、異教徒には
犯罪とはみなされていないような行為を不道徳と考え、寛
大に扱うことができなかった。それゆえに、ユダヤ人は、
割礼や礼典律の遵守を異邦人の改宗者たちに実行させて、
改宗の真実性と献身の試金石とするのがよいと、強く主
張した。こうすれば、心から改宗せずに真理を受け、のち
になって不道徳、不節制な行為のために恥辱となるような
人々を、教会に加えずにすむと、彼らは信じた。
ここで争われている主要な問題を解決するために、考え

なければならないさまざまな問題点は、克服しがたい困難
さを会議の前にもたらしたように見えた。しかし、その決
定次第では、キリスト教会の繁栄、あるいはその存在その
ものすら左右されようというこの問題は、実際にはすでに
聖霊によって解決されていた。
「激しい争論があった後、ペテロが立って言った、『兄

弟たちよ、ご承知のとおり、異邦人がわたしの口から福
音の言葉を聞いて信じるようにと、神は初めのころに、
諸君の中からわたしをお選びになったのである』」。ペテ
ロは、聖霊が割礼を受けていない異教徒にも割礼を受けた
ユダヤ人にも同じ力をもってくだり、論争中のこの問題を
すでに決定したのだと説明した。彼は幻のことを再び取り
上げた。その幻の中で彼は、あらゆる種類の四つ足の獣が
入っている布を神から与えられて、それをほふって食べる
ようにと命じられたのである。彼が清くないもの、汚れた
ものは何1つ食べたことがないと答えてご命令を拒んだと
き、「神がきよめたものを、清くないなどと言ってはなら
ない」と言われていたのである（使徒行伝10：15）。
ペテロはこれらの言葉の明瞭な意味を説明した。それは

彼が、百卒長のところへ行ってキリストを信じる信仰へ導
くようにとの召しを受ける直前に、与えられたものであっ
た。この使命は、神が人をかたより見られず、神をおそ
れるすべてのものを受け入れ、認めてくださることを示し
た。ペテロは、自分がコルネリオの家に集まった人々に真
理のことばを語っていて、聴衆のユダヤ人も異邦人も聖霊
に満たされたのを目撃したときの自分の驚きについて話し
た。割礼を受けたユダヤ人に反映しているのと同じ光と栄
光が割礼を受けていない異邦人の顔にも輝いていた。この
ことは、ペテロが異邦人をユダヤ人よりも劣ったものと見
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てはならないという、神の警告であった。なぜならキリス
トの血は、一切のけがれをきよめることができるからであ
る。
以前にペテロは、コルネリオとその友人たちの改心の

ことや、彼らとの交わりのことを兄弟たちに話したこと
があった。そのとき、聖霊が異邦人の上にくだっ たさま [1429]
を彼らに話して、「このように、わたしたちが主イエス・
キリストを信じた時に下さったのと同じ賜物を、神が彼ら
にもお与えになったとすれば、わたしのような者が、どう
して神を妨げることができようか」とペテロは説明したの
である（使徒行伝11：17）。いま彼は同じ熱意と力をこめ
て言った、「人の心をご存じである神は、聖霊をわれわれ
に賜わったと同様に彼らにも賜わって、彼らに対してあか
しをなし、また、その信仰によって彼らの心をきよめ、わ
れわれと彼らとの間に、なんの分けへだてもなさらなかっ
た。しかるに、諸君はなぜ、今われわれの先祖もわれわれ
自身も、負いきれなかったくびきをあの弟子たちの首にか
けて、神を試みるのか」。このくびきは、律法の拘束に反
対している人々が主張するような、十戒の律法ではない。
ペテロはここで礼典律について言及したのである。それは
キリストの十字架によって無効とされたものであった。
ペテロの言葉で会衆は、異邦人のために働いた経験を

説明するパウロとバルナバに、辛抱強く耳を傾けることが
できるようになった。「全会衆は黙ってしまった。それか
ら、バルナバとパウロとが、彼らをとおして異邦人の間に
神が行われた数々のしるしと奇跡のことを、説明するのを
聞いた」。
ヤコブもきっぱりと証言して、神がユダヤ人にお与えに

なった特権と祝福を、異邦人にも同じようにお与えになる
ことが、神の目的であると語った。
聖霊は、改宗した異邦人に、礼典律の実行を義務づけな

い方がよいと見られた。この問題に関する使徒たちの考え
も、神のみ霊の考えと同じであった。ヤコブは会議におい
て議長をつとめていたが、彼の最終的決定は「そこで、わ
たしの意見では、異邦人の中から神に帰依している人たち
に、わずらいをかけてはいけない」ということであった。
これで話し合いは終わった。この例を見れば、ローマ・

カトリック教会が教えるようにペテロが教会の頭ではな
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かったことがわかる。法王のように、ペテロの継承者だと
主張してきた人々には、その主張に対する聖書的な根拠が
ない。ペテロの生涯において、彼が神の代理者として兄弟
たちの上位にあがめられたという主張を是認するようなも
のは、何もない。ペテロの継承者だと宣言している人々が
彼の模範に従っていたならば、彼らは常に兄弟たちと同等
の立場にとどまることで満足していたはずである。
この場合ヤコブは、会議によって到達した決定を発表す

る者として選ばれていたようである。ヤコブは礼典律、特
に割礼の儀式を異邦人に強制したり、勧めたりすべきでな
いと宣言した。ヤコブは、異邦人が神に献身するにあたっ
て、彼らの生活にはすでに大きな変化があったこと、ま
た彼らがキリストに従うにあたって失望させられないよう
に、あまり重要でない問題で困惑させたり、疑わせたりし
て彼らを悩ませないよう十分注意を払わねばならないこと
を、兄弟たちに理解させようとした。
しかし異邦人の改宗者たちは、キリスト教の原則に矛盾

する習慣をやめなければならなかった。そこで使徒や長老
たちは、偶像にささげた肉や、不品行を避け、絞め殺され
たものや血を食べないよう、書面で異邦人たちを指導する
ことに決めた。いましめを守り、きよい生活を送るよう、
彼らに勧めねばならなかった。また、割礼が義務づけら
れたものであると言った人々は、使徒たちによって公認さ
れてそう言ったのではないということも、彼らにはっきり
言っておかねばならなかった。
パウロとバルナバが、主のために命をかけて働いている

者として、彼らに推薦された。ユダとシラスも選ばれて、
この使徒たちと共に異邦人のところに行き、会議の決定を
口頭で伝えることになった。
「聖霊とわたしたちとは、次の必要事項のほかは、ど

んな負担をも、あなたがたに負わせないことに決めた。そ
れは、偶像に供えたものと、血と、絞め殺したものと、不
品行とを避けるということである。これらのものから遠ざ
かっておれば、それでよろしい」。あらゆる論争に終止符
を打つために、文書と口頭で伝える言葉を携えて、神の4人
のしもべがアンテオケにつかわされた。それは地上に与え
られた最高の権威の声であった。
この事件を解決した会議は、ユダヤ人や異邦人のキリス[1430]
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ト教会を建設するのに功のあった使徒や教師たち、及び各
地から派遣された代議員たちで構成されていた。エルサレ
ムからの長老たちと、アンテオケからの代表者が出席し、
最も有力な教会からも代表者が来ていた。会議は啓発さ
れた判断が命じるところに従って運営され、また、神のみ
こころによって建てられた教会の権威にふさわしく進めら
れた。審議の結果、彼らはみな、神が異邦人にも聖霊をお
与えになって、論争中の問題をご自身で解決されたのを見
て、彼らのなすべきことは聖霊の導きに従うことであると
悟った。
この問題に関する採決のために、クリスチャン全員が召

集されたのではない。影響力と判断力のある「使徒たちや
長老たち」が通達を書き、発行した。そして、それはキリ
スト教会に広く受け入れられたのである。しかし、すべて
の者がこの決定に満足したわけではない。この決定に反対
した野心的で、自信の強い兄弟たちの党派があった。これ
らの人々は、独断でみわざに携わっているという態度をと
り、しきりに激しくつぶやき、あらを探し、新しい計画を
持ち出して、福音使命を伝えるよう神から任命されていた
人々の働きをくずそうとした。教会は最初からそのような
障害にあってきたのであるが、これは、今後も常に、終わ
りの時まで続くであろう。
エルサレムはユダヤ人の中心地で、最も強い排他性と

頑迷さが見られたところであった。神殿の見えるところに
住んでいるユダヤ人のクリスチャンたちの心が、ユダヤ国
民としての特別な特権に逆戻りするのは自然なことであっ
た。彼らはキリスト教会がユダヤ教の儀式や伝統から離れ
ていくのを見て、ユダヤ人の慣習にさずけられていた特別
な聖さが、新しい信仰の光に照らされて、まもなく失われ
るであろうと気づき、多くの者は、この変化を引き起こし
たのは大部分パウロのせいであるとして、憤慨するように
なった。弟子たちでさえ、全部が会議の決定を喜んで受け
入れる気持ちになったのではない。中には礼典律に熱心な
者もいて、彼らはユダヤ人の律法の義務についてパウロの
原則が手ぬるいと考え、パウロに頬しておもしろくない気
持ちを持っていた。
会議の決定は広く遠大な精神のものであったから、異

邦人の信者たちは、確信を与えられて、神の働きは栄えて



146 患難から栄光へ

いった。アンテオケの教会は、エルサレムの会議から使徒
たちと共に帰ってきた特別の使命者、ユダとシラスを迎え
て恵まれた。ユダとシラスは「共に預言者であったので、
多くの言葉をもって兄弟たちを励まし、また力づけた」。
この信仰深い人たちは、しばらくのあいだアンテオケに滞
在した。「パウロとバルナバとはアンテオケに滞在をつづ
けて、ほかの多くの人たちと共に、主の言葉を教えかっ宣
べ伝えた」。
のちになってペテロがアンテオケを訪問したとき、彼

は異邦人の改宗者たちに対する賢明な振る舞いによって、
多くの人々の信頼を得た。しばらくのあいだ、彼は天来
の光に従って行動した。彼は異邦人の改宗者と食事の席
を共にするほどに、生まれつきの偏見を克服していた。
しかし、礼典律に熱心なユダヤ人がエルサレムからやっ
て来たとき、ペテロは異教から改心した人々に対する態度
を、無分別に変えた。何人かのユダヤ人たちも「彼と共に
偽善の行為をし、バルナバまでがそのような偽善に引きず
り込まれた」（ガラテヤ2：13）。指導者として愛し尊敬
されている人々の弱点がこのように現れたために、異邦人
の信者たちは、心に大きな痛手を受けた。教会に分裂の恐
れがあった。しかしペテロがあいまいな態度をとり、教会
を破壊するような悪影響を及ぼしているのを知ったパウロ
は、彼が本心をごまかしていることを公然と非難した。パ
ウロは教会の人々の前で彼に向かい「あなたは、ユダヤ人
であるのに、自分自身はユダヤ人のように生活しないで、
異邦人のように生活していながら、どうして異邦人にユダ
ヤ人のようになることをしいるのか」と詰問した（ガラテ
ヤ2：14）。
ペテロは自分のあやまちを認め、自分の力でできるかぎ

り、それまでの弊害を取り除くことに努めた。はじめから
その終わりを知っておられる神は、ペテロが性格上の弱さ
をさらけだすままにさせておかれた。それはペテロが、経
験を通して、自分に何も誇るべきものがないことをさとる[1431]
ためであった。どんなに立派な人でも、好きなようにさせ
ておかれると、判断を誤るものである。また、将来、欺か
れた人々が、神だけが持っておられる高貴な特権を、ペテ
ロやその後継者と称する人々にも要求するようになること
も、神は知っておられた。そして使徒ペテロの弱さを示し
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たこの記録は、彼の誤りやすいことや、彼が決して他の使
徒たちの上位に立つ者ではないことの証明として、残され
たのである。
神の働きに重要な役割を持つ人々が、自ら高潔さを捨て

ることなく固く原則に立つように、この正しい原則からの
離反の歴史は、厳粛な警告を与えている。人に課せられた
責任が重ければ重いだけ、また、彼が命令したり、支配す
る機会が多ければ多いだけ、彼が神の道に慎重に従って、
総会で信者たちが到達した決定に一致して働かないかぎ
り、彼はそれだけ大きな害を及ぼしてしまうのである。
ペテロのすべての失敗ののちに、すなわち、彼がつま

ずき、立ち直ってのち、また、彼の長い奉仕の期間、キ
リストと親しく交わり、正しい原則を実行されたキリスト
から直接に知識を受け、彼がみことばを説いたり、教えた
りして賜物や知識や感化力をさずけられたのちに、彼が人
を恐れたり、あるいは、人に重んじられようとして福音の
原則を偽り、これを避けねばならなかったとは、不思議で
はないか。ペテロが動揺して正しいものを固く守れなかっ
たとは、不思議ではないか。神がすべての人に、自己の無
力さ、自分の船を安全にまっすぐ港に操縦できない無能さ
を、悟らせてくださるように。
パウロは伝道の働きにおいて、孤立せざるを得ないこと

がよくあった。彼は神について特に教えられていたので、
あえて原則にかかわる譲歩をすることができなかった。
時にはその荷は重かったが、パウロは義のために固く立っ
た。教会が人間の権力による支配下に置かれてはならな
いということを、彼は知っていた。啓示された真理が、人
間の伝説や格言に置きかえられてはならない。教会におけ
る地位がいかなるものであろうとも、人々の偏見や好みに
よって福音使命の進展が妨げられてはならない。
パウロは自分自身と、彼のすべての能力を神への奉仕に

ささげていた。彼は福音の真理を直接に天からさずけられ
ており、その伝道生涯のあいだ、神の摂理ときわめて重大
なつながりを保っていた。彼は異教徒のクリスチャンに課
せられている不必要な義務について、神から教えられてい
た。こうしてユダヤ教の信者が、アンテオケの教会に割礼
の問題を持ち込んだとき、パウロはそのような教えに関す
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る聖霊の考えを知っていて、ユダヤ人の慣例や儀式から教
会を解放する、堅実な断固たる立場をとった。
パウロは個人的に神に教えられたのであるが、自己の

責任を乱用するような考えを持っていたのではない。神
の直接の導きを求めながらも、パウロは、教会員として一
致している信者たち全体にさずけられた権威を、常に重ん
じる態度を取った。彼は話し合いの必要を感じていた。そ
して、重要な事が起こると、彼は快くそれを教会にゆだね
て、兄弟たちと共に心を合わせて神に知恵を求め、正しい
決定を行った。「預言者の霊」でさえ「預言者に服従する
ものである。神は無秩序の神ではなく、平和の神である」
とパウロは言った（コリント14：32、33）。彼はペテロと
共に、すべての者は教会員として「みな互に謙遜」になら
なければならないと教えた（ペテロ5：5）。
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本章は使徒行伝15：3641、16：16に基づく

アンテオケでしばらくのあいだ伝道をしてのちパウロ
は、また別の伝道旅行に出かけることを仲間に提案した。
「さあ、前に主の言葉を伝えたすべての町々にいる兄弟た
ちを、また訪問して、みんながどうしているかを見てこよ
うではないか」と彼はバルナバに言った。
パウロとバルナバは、自分たちの働きにより少し以前 [1432]

に福音使命を受け入れていた人々への、優しい心づかい
を持っていたので、もう1度その人々に会いたいと思って
いた。パウロはこの心づかいを忘れなかった。たとえ遠い
伝道地にいても、以前に働いた場所からはるかに離れた所
にいてもパウロは「神をおそれて全く清くなろうではない
か」と改宗者たちを励まして、信仰を守り通させる重荷を
持ち続けていた（Ⅱコリント7：1）。彼は絶えず彼らを助
けて自信を持たせ、成長するクリスチャンとなり、信仰を
強め、熱意を燃やし、誠意をこめて神とみ国の到来を早め
る働きへと献身させようとした。
バルナバは、パウロと一緒に行くつもりであったが、決

心を新たにして伝道に献身したマルコも連れて行きたいと
思った。だがパウロはこれに反対だった。彼は、第一次伝
道旅行の際いざというときに離れて行ったような者は「連
れて行かないがよいと考えた」。彼は、家庭生活の安全
と楽しみのために働きを放棄するようなマルコの弱さを、
ゆるす気になれなかった。そんなに耐久力のない者は、忍
耐、克己、勇気、献身、信仰、心からの犠牲、いや必要な
らば生命さえも要求する働きには向かないと、パウロは主
張した。こうして激論となり、その結果2人は互いに別れ別
れになり、バルナバは自分の主張したとおりにマルコを連
れて行った。「バルナバはマルコを連れてクプロに渡って
行き、パウロはシラスを選び、兄弟たちから主の恵みにゆ
だねられて、出発した」。

149
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パウロとシラスは、シリヤ、キリキヤの地方を通って、
諸教会を力づけ、それからルカオニヤ地方のデルベとル
ステラにたどりついた。パウロが石で打たれたのはルステ
ラにおいてであったが、彼は今またこの以前の危険な場所
に姿を現している。彼は自分の骨折りによって福音を受け
入れた人たちが、試練に耐えているのを見たかったのであ
る。彼は失望しなかった。ルステラの信者たちが、激しい
反対にあいながら、信仰を固く持ち続けているのを見たか
らである。
ここでパウロは、ふたたびテモテに会った。テモテは、

パウロが初めてルステラをおとずれた時の終わりごろ、
パウロが受けた苦難を目撃し、そのとき心に受けた印象が
時がたつにつれてますます深くなり、伝道の働きに全的に
献身することが自分の義務であると、確信するようになっ
ていた。彼の心はパウロの心に固く結びつけられ、道が開
けるならばパウロを助けて働きを共にしたいと熱望してい
た。
パウロと共に働いていたシラスは、預言の霊をさずけら

れており、頼りになる働き人であった。しかし、なすべき
仕事があまりにも多かったので、とにかく活発に仕事をし
てくれる働き人を、もっと養成する必要があった。パウロ
はテモテが、牧師の働きの尊さを理解し、前途の苦難や迫
害にも動揺せず、喜んで指導を受ける人だと見ていた。そ
れでもなおパウロは、まずテモテの性格や過去の生活が、
十分満足すべきものだということがわかるまでは、この未
経験な若者に福音伝道の訓練を与える責任を負うことはあ
えてしなかった。
テモテの父はギリシヤ人で、母はユダヤ人であった。テ

モテは子供のころから聖書を知っていた。彼が自分の家庭
で見た信仰は、健全で良識的であった。聖書に対する彼の
母と祖母の信仰は、彼に神のみこころをなすことの祝福を
絶えず思い出させた。神のみことばは、これら2人の敬虔な
婦人たちがテモテを導いた原則であった。この2人から受け
た教訓の霊的な力によって、彼の語ることは純潔で、彼は
周囲の悪影響にけがされなかった。このように、家庭の訓
育者たちは、神と協力して、彼が重荷を負う準備をしたの
であった。
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パウロはテモテが誠実で、しっかりしていて、正直だと
知って、自分と共に働き、伝道旅行をする相手として彼を
選んだ。子供のころのテモテを教育した人々は、自分たち
の世話した息子が、偉大な使徒と親しく交わっているのを
見て報われた。教師として神から選ばれたとき、テモテは
ただの若者にすぎなかった。しかし、初期の教育によって
彼の信念は確立されており、彼はパウロの助手としての地
位を受けるにふさわしかった。彼は若かったが、クリスチ
ヤンの素直な心で責任を引き受けた。
予防手段として、パウロは賢明にもテモテに、割礼を [1433]

受けるようにすすめた。それは神が要求されたからではな
く、ユダヤ人の心から、テモテの奉仕に邪魔となるような
ものを取り除くためであった。パウロは伝道の仕事で、町
から町へと多くの地を旅行し、いろいろな集会所やユダヤ
人の会堂でも、キリストを説く機会にしばしば恵まれた。
それで、もし彼と共に働く者の1人が、まだ割礼を受けてい
ないことがわかると、彼の働きはユダヤ人の偏見と頑迷さ
によって邪魔されたことだろう。使徒はいたるところで断
固とした反対や厳しい迫害にあったのである。彼はユダヤ
人の兄弟にも異邦人の兄弟にも、福音の知識を伝えたいと
思ったので、自分の信仰に反しないかぎり、反対の口実を
すべて除こうとした。彼はユダヤ人の偏見にそこまで譲歩
したが、それでもなお、割礼や無割礼は問題ではなく、キ
リストの福音こそ最も重要なものであると信じて、そのよ
うに教えた。
パウロは「信仰による. . . . . .真実な子」テモテを愛した

（テモテ1：2）。この偉大な使徒はしばしば、聖書の歴史
についてこの若い弟子に質問しては話を引き出した。ま
た2人で旅行してまわるときには、働きを成功させる方法を
注意深く教えた。パウロもシラスも、テモテと一緒にいる
ときにはいつでも、すでにテモテが心に受けとめている福
音伝道の働きの尊さ、重大さを、より深く彼の心に植えつ
けようとした。
テモテはその働きにおいて、絶えずパウロに忠告や指示

を求めた。彼は衝動的に行動することなく、1歩ごとにこれ
は主の方法だろうかとたずねながら、慎重に落ち着いて考
えた。聖霊はテモテを、神が内住される宮として形づくる
ことのできる者と見られた。
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聖書の教訓が日常生活の中に徐々に入って行くとき、
それは品性に深く、永続的な感化を及ぼす。このような教
訓をテモテは学び、実行した。彼は、特にすぐれた才能を
持っていたわけではないが、神からさずけられた能力を主
のご用のために用いたので、彼の働きには価値があった。
彼の、経験に基づく敬神の知識は、ほかの信者たちの中で
も抜群で、影響力があった。
魂のために働く人々は、普通の努力で得られる以上に

より深く、完全に、明確に、神についての知識を得なけ
ればならない。彼らは主の働きに全力を注がなければなら
ない。彼らは高く聖なる召しを受けている。そして、その
報酬として魂を得るのであれば、彼らはすべての祝福の源
であられる神から、日ごとに恵みと力を受け、神にしっか
りつかまっていなければならない。「すべての人を救う神
の恵みが現れた。そして、わたしたちを導き、不信心とこ
の世の情欲とを捨てて、慎み深く、正しく、信心深くこの
世で生活し、祝福に満ちた望み、すなわち、大いなる神、
わたしたちの救主キリスト・イエスの栄光の出現を待ち望
むようにと、教えている。このキリストが、わたしたちの
ためにご自身をささげられたのは、わたしたちをすべての
不法からあがない出して、良いわざに熱心な選びの民を、
ご自身のものとして聖別するためにほかならない」（テト
ス2：1114）。
パウロとその一行は、新しい地方へ向かう前に、ピシデ

ヤとその周辺の地方に設立した教会をたずねた。「彼らは
通る町々で、エルサレムの使徒たちや長老たちの取り決め
た事項を守るようにと、人々にそれを渡した。こうして、
諸教会はその信仰を強められ、日ごとに数を増していっ
た」。
使徒パウロは、自分の働きによって改宗した人々に対し

て、重い責任を感じていた。何よりも彼らが信仰を持ち続
けて、「キリストの日に、わたしは自分の走ったことがむ
だでなく、労したこともむだではなかったと誇ることがで
きる」ようにと彼は切望した（ピリピ2：16）。パウロは自
分の伝道の結果を気づかっていた。彼は、もし自分が、自
分の義務を果たさないならば、また、教会が救霊の働きに
おいて、自分と協力できないとすれば、自分自身の救いさ
えも危くなると感じた。信者に命のことばを伝えさせる教
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育を施すには、説教だけでは十分でないことを彼は知って
いた。キリストのみわざを進展させるためには、規則に規
則を、教訓に教訓を、ここにも少し、そこにも少しと教え
なければならないことを彼は知っていた。
神から与えられた力を用いることを拒むときはい つで [1434]

も、これらの力が衰退して、消滅するということは、宇
宙の原則である。生かされていない真理、告げられない真
理は、そのいのちを与える力やいやしの効力を失う。この
ゆえに、彼らをキリストにあって全きものとして立たせる
ことができなくなるのではないかと使徒はおそれた。パウ
ロは、教会を神にかたどるどころか、人にかたどってしま
う結果になるような自分の側の失敗のことを考えるとき、
天国への希望が薄らいでいく思いであった。彼が働きかけ
ていた人々が、神の恵みを受けられずに、彼の働きが失敗
に終わったら、彼の知識も、雄弁も、奇跡も、第三の天に
引き上げられたときの永遠の光景に関する見解も、すべて
は無益になるだろう。そこで彼は、キリストを受け入れて
いた人々が、「責められるところのない純真な者となり、
曲った邪悪な時代のただ中にあって、傷のない神の子とな
るため. . . . . .いのちの言葉を堅く持って. . . . . .星のようにこ
の世に輝いている」ようにと、口で語り、手紙に書いてそ
の人々に訴えた（ピリピ2：15）。
真実な牧師はみな、自分にゆだねられている信徒の霊的

成長のために重い責任を感じ、彼らが神の共労者となるよ
うに切望している。教会の繁栄が、神からゆだねられた働
きを忠実に実行することに、大部分かかっていることを牧
師は知っている。教会員の増加は、そのまま、あがないの
計画の実行者の増加でなければならないことを覚えて、牧
師は熱心に、たゆまず、人々をキリストに導くようにと信
徒たちを励ますのである。
ピシデヤとその近隣地方を訪問してから、パウロとシ

ラスはテモテを伴って、「フルギヤ・ガラテヤ地方」へ進
み、そこで救いの喜ばしいおとずれを力強く宣べ伝えた。
ガラテヤ人たちは偶像礼拝をやめるように導かれたが、使
徒たちが教えを説いているうちに、罪の束縛からの自由を
約束している使命を喜ぶようになった。パウロとその仲間
の働き人たちは、キリストのあがないの犠牲を信じる、信
仰による義についての教理を宣べ伝えた。彼らは、キリス
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トが堕落した人類の救いようのない状態をご覧になり、み
ずから神の律法に従う生活をなさって、不従順の罰をお受
けになることにより、彼らをあがなうために来られた方で
あると教えた。そして十字架の光により、これまで真の神
を知らなかった多くの人々が、み父の愛の偉大さを理解し
はじめた。
こうしてガラテヤ人たちは「父なる神」と、「わたし

たちの父なる神の御旨に従い、わたしたちを今の悪の世か
ら救い出そうとして、ご自身をわたしたちの罪のためにさ
さげられた」「主イエス・キリスト」についての重要な真
理を教えられた。彼らは「聞いて信じたから」神のみ霊を
受け入れ、「キリスト・イエスにある信仰によって、神の
子」となった（ガラテヤ1：3、4、3：2、26）。
ガラテヤ人の中にいたころの自分の生活態度について

パウロは、のちになって「兄弟たちよ。お願いする。ど
うか、わたしのようになってほしい」と言うことができ
た（ガラテヤ4：12）。彼のくちびるは祭壇からとった燃
えている炭に触れていたので、彼は身体の欠陥を超越し、
イエスを罪人の唯一の望みとして示すことができた。彼
の言葉を聞いた人々は、彼がイエスと共にいたことを知っ
た。天来の力をさずけられて、彼は霊によって霊のことを
解釈し、サタンの拠点を打ちくだくことができた。彼が神
のひとり子イエスの犠牲に表されている神の愛を示すと、
人々の心はくだかれて、多くの者が「わたしは救われるた
めに、何をすべきでしょうか」という気持ちにまで導かれ
た。
福音を提示するこの方法は、パウロの異邦人伝道の一貫

した働きを特色づけるものであった。彼は常にカルバリー
の十字架を彼らに示した。のちになって彼は、自分の体験
を「わたしたちは自分自身を宣べ伝えるのではなく、主な
るキリスト・イエスを宣べ伝える。わたしたち自身は、た
だイエスのために働くあなたがたの僕にすぎない。『やみ
の中から光が照りいでよ』と仰せになった神は、キリスト
の顔に輝く神の栄光の知識を明らかにするために、わたし
たちの心を照らして下さったのである」と述べた。（Ⅱコ
リント4：5、6）。
キリスト教の初期のころ、滅びゆく世に救いのよきおと[1435]

ずれを携えていった献身的な使命者たちは、自己称揚の思
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いから、キリストとその十字架を示す働きを台なしにする
ようなことはなかった。彼らは権威も、自己の卓越をも望
まなかった。彼らは救い主の中に自己を隠し、救いの偉大
な計画と、この計画の創り主であられ、完成者であられる
キリストのご生涯をかかげた。昨日も、今日も、また永遠
に変わることのないキリストが、彼らの教えの要旨であっ
た。
もし今日神のみことばを教えている人々が、キリストの

十字架をいよいよ高くかかげるならば、その伝道はもっと
大きく成功するのである。もし罪人にひとたび十字架を熱
心に見させることができるならば、もし彼らが十字架につ
けられた救い主についての全貌を知り得たら、彼らは神の
深い憐れみと自分の罪の深さとを認めるようになるであろ
う。
キリストの死は、人類に対する神の深い愛を証明して

いる。それはわれわれの救いの保証である。クリスチャン
から十字架を取り除くことは、空から太陽をおおい隠すよ
うなものであろう。十字架はわれわれを神に和解させ、わ
れわれを神に近づかせる。父親の愛の優しい憐れみをもっ
て、神は、人類を永遠の死から救うためにみ子が耐えられ
た苦悩をご覧になり、愛するみ子によってわれわれを受け
入れてくださるのである。
十字架がなければ、人は神と和合することができなかっ

た。われわれのすべての望みは十字架にかかっている。
そこに救い主の愛の光が輝いている。罪人が十字架のもと
で、彼を救うために死なれたお方を見上げるときに、彼は
満ちたりた喜びを味わうのである。それは彼の罪が赦され
たからである。信仰をもって十字架のもとにひざまずくと
き、彼は人が到達できる最高の場所に到達しているのであ
る。
われわれは、天のみ父が無限の愛をもってわれわれを

愛してくださっていることを、十字架によって学ぶので
ある。「わたし自身には、わたしたちの主イエス・キリ
ストの十字架以外に、誇とするものは、断じてあっては
ならない」とパウロが叫んだのは、当然である（ガラテ
ヤ6：14）。十字架を誇りとし、われわれのためにご自身を
お与えになった主にわれわれを全くささげることは、われ
われの特権でもある。その時に、カルバリーの十字架から
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流れる光を顔に受けて、この光を暗黒にある者たちへ現す
ために出かけて行くことができるのである。
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本章は使徒行伝16：740に基づく

福音が小アジヤの境界を越えて宣べ伝えられる時期は、
すでに到来していた。パウロと彼の共労者たちが、ヨー
ロッパへ渡って行くための道は準備されていた。地中海沿
岸にあるトロアスで「夜、パウロは1つの幻を見た。ひと
りのマケドニヤ人が立って、『マケドニヤに渡ってきて、
わたしたちを助けて下さい』と、彼に懇願するのであっ
た」。
この召しは延期を認めぬ命令であった。「パウロがこの

幻を見た時、これは彼らに福音を伝えるために、神がわた
したちをお招きになったのだと確信して、わたしたちは、
ただちにマケドニヤに渡って行くことにした。そこで、わ
たしたちはトロアスから船出して、サモトラケに直航し、
翌日ネアポリスに着いた。そこからピリピへ行った。これ
はマケドニヤのこの地方第一の町で、植民都市であった」
と、パウロ、シラス、テモテに同行してヨーロッパへの旅
を続けたルカが述べている。
「ある安息日に、わたしたちは町の門を出て、祈り場が

あると思って、川のほとりに行った。そして、そこにすわ
り、集まってきた婦人たちに話をした。ところが、テアテ
ラ市の紫布の商人で、神を敬うルデヤという婦人が聞いて
いた。主は彼女の心を開い」たと、ルカは引き続き述べて
いる。ルデヤは真理を喜んで受け入れた。彼女もその家族
も改心してバプテスマを受け、また、彼女の家に泊まるよ [1436]
うにと彼女は使徒たちに懇望した。
十字架の使命者たちが教えを説いて回っていたとき、占

いの霊につかれた女が彼らについてきて「この人たちは、
いと高き神の僕たちで、あなたがたに救の道を伝えるかた
だ」と叫んだ。「そして、そんなことを幾日間もつづけて
いた」。

157
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この女はサタンの特別な手先で、占いをして彼女の主人
たちに多くの利益を得させていた。彼女の感化により偶像
礼拝が盛んになっていた。サタンは自分の王国が侵略され
ていることを知って、神のみわざに反対するのにこうした
手段を用い、福音使命を宣べ伝えている人々の教える真理
に彼の誰弁を混ぜようと望んだ。この女が語る推薦の言葉
は、人々の心を使徒たちの教えからそらし、福音の評判を
傷つけるので、真理のみわざにとっては有害であった。そ
の言葉によって多くの者は、み霊と神の力によって語って
いる人々が、このサタンの使者と同じ霊によって動かされ
ていると信じさせられたのである。
しばらくのあいだは、使徒たちはこの反対に我慢した。

それから聖霊の導きのもとに、パウロは悪霊に女から出
て行けと命令した。彼女がたちまち黙ってしまったことか
ら、使徒たちが神のしもべであり、悪霊が彼らを神のしも
べとして認め、その命令に従ったのだとわかった。
女は悪霊から解放され、正常な心を取り戻すと、キリ

ストに従う者となることを望んだ。すると彼女の主人た
ちは、自分たちの職業のことが気になってきた。彼らは、
彼女の占いや予言から金銭を得る望みが全くなくなった
こと、また、もし使徒たちに福音の働きを続けさせるな
らば、彼らの収入源がまもなく全く断たれてしまうことを
知った。
そのほかこの町には、サタンの惑わしによって利益を得

ることに関心のある者がたくさんいて、彼らは自分たちの
仕事をいやおうなしにやめさせた力の影響を恐れ、神のし
もべたちに向かって大声をあげて騒ぎ出した。彼らは使徒
たちを長官たちの前に引き出して訴えた。「この人たちは
ユダヤ人でありまして、わたしたちの町をかき乱し、わた
したちローマ人が、採用も実行もしてはならない風習を宣
伝しているのです」。
熱狂的な興奮をかきたてられ、群衆は、いっせいに弟子

たちに反対して立ち上がった。騒ぎがおこる気配がひろが
り、官憲はそれを知って、使徒たちの上着をはぎとり、彼
らをむち打つように命令した。「それで、ふたりに何度も
むちを加えさせたのち、獄に入れ、獄吏にしっかり番をす
るようにと命じた。獄吏はこの厳命を受けたので、ふたり
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を奥の獄屋に入れ、その足に足かせをしっかとかけておい
た」。
使徒たちは苦しい姿勢のままに置かれていたので、激し

い苦痛を味わったが、それでもつぶやかなかった。それど
ころか、真っ暗闇のみじめな獄屋の中で、彼らは祈りの言
葉で互いに励まし合い、自分たちが神のためにはずかしめ
を受けるにふさわしいものとされたことを知って、神をさ
んびして歌った。彼らの心は、あがない主のみわざに対す
る深い、真実な愛によって元気づけられた。パウロは自分
が手をかしてキリストの弟子たちを迫害に追いやったこと
を思い、かつては軽蔑していた輝かしい真理の力を見る目
が開かれ、それを感じる心が開かれたことを喜んだ。
ほかの囚人たちは、奥の獄屋から祈りと歌が聞こえて

くるのを、驚きながら聞いていた。彼らは、夜のしじま
を破って聞こえてくる悲鳴やうめき、のろいや悪口には慣
れていたが、陰気な地下室から祈りやさんびの言葉が上っ
てくるのをこれまで聞いたことがなかった。獄吏も囚人た
ちも驚き、寒さと飢えと責め苦にあいながら、なお喜ぶこ
とのできるこの人たちはだれだろうかと、互いに語り合っ
た。
やがて長官たちは、迅速果敢な手段で騒ぎを静めたこと

を喜びながら家へ帰った。しかし途中で彼らは、自分たち
がむち打ちと投獄の刑に処した人たちの人となりと働きに
ついて、さらにくわしいことを聞いた。彼らはサタンの影
響力から解放された女を見て、彼女の容貌や態度の変化に
はっと驚いた。これまで彼女は町に大変な迷惑をかけてい
たのだが、いまは静かで穏やかな人間になっていた。彼ら
は、おそ らく自分たちは罪のない2人にローマの法律の厳 [1437]
罰を課したのではないかと気がっき、自分で自分に腹を立
て、翌朝になったらひそかに彼らを釈放して、群衆による
暴力の危険のないところへ、町から送り出すように命令し
ようと決意した。
しかし、人々が残酷で復讐心に満ちていたあいだも、

あるいは彼らにかかっている厳しい責任に対して怠慢の罪
を犯していたあいだも、神はそのしもべたちに対して恵み
深くあることをお忘れにならなかった。全天は、キリスト
のために苦しんでいる人々に関心をよせ、獄屋をおとずれ
るために天使たちがつかわされた。天使たちの足音に地は
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ゆれ動いた。重いかんぬきのかかった獄屋の戸が開け放た
れ、くさりと足かせは囚人たちの手足から落ち、明るい光
が獄中にみなぎった。
獄吏は、獄屋に入れられた使徒たちの祈りと歌を、驚

きながら聞いたのであった。使徒たちが獄に入ってきたと
き獄吏は、彼らの腫れて血の滲んだ傷を見ていた。また自
分も彼らに足かせをつけたのであった。だから、彼らの口
からは当然、呻きや呪いが出てくるものと思っていた。し
かし、それどころか、喜びとさんびの歌を聞いたのであっ
た。獄吏は、耳にひびくこれらの音を聞きながら眠り込
んでいたのだったが、獄屋の壁をゆさぶる地震で目が覚め
た。
驚いて立ち上がった獄吏は、獄屋の戸が全部開いている

のを見て狼狽し、囚人たちが逃げてしまったという恐怖が
心にひらめいた。その前夜、パウロとシラスをしっかり監
視しているようにとはっきり言い渡されていたことを思い
出し、彼は、まぎれもないこの不覚は死でもって罰せられ
るであろうと思いこんだ。不名誉な刑罰に服するよりは、
みずからの手で死んだほうがましだと、彼は悲痛な気持ち
になった。彼が剣を抜いて自殺しようとすると、「自害し
てはいけない。われわれは皆ひとり残らず、ここにいる」
と、元気づける言葉を語るパウロの声が聞こえた。囚人た
ちは、1人の仲間を通して働きかける神の力に引きとめられ
て、1人残らずもとの場所にいたのである。
獄吏は使徒たちを苛酷にあしらったが、彼らは怒らな

かった。パウロとシラスは、復讐心ではなく、キリストの
心を持っていた。救い主の愛に満たされていた心には、迫
害者たちに恨みを抱くような余地はなかった。
獄吏は剣を落とし、明かりを呼び求めて、獄屋の中へ急

いだ。残酷に取り扱われたにもかかわらず、親切でもって
報いるとはなんと立派な人たちだろうと彼は思った。使徒
たちのそばまで来て、彼は身を伏してゆるしを求めた。そ
れから、2人を外に連れ出して言った、「先生がた、わたし
は救われるために、何をすべきでしょうか」。
獄吏は地震によってあらわされた神の怒りを見て、恐れ

おののいた。囚人たちが逃げてしまったと思ったとき、自
分の手で死ぬつもりでいたのであるが、今やこれらすべて
の事態は、彼の心をゆり動かす新しい不思議なおそれと、
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使徒たちが苦しみと虐待を受けながらも示した、落ち着き
と快活さを自分も持ちたいと思う願いに比べれば、全く取
るに足りないことのように思えた。彼は2人の顔に天の光
がさしているのを見た。そして神が2人の命を救われるた
めに、奇跡的な方法で干渉されたのだと知った。そして不
思議な力で、霊にとりつかれた女の言葉が思い出されてき
た。「この人たちは、いと高き神の僕たちで、あなたがた
に救の道を伝えるかただ」。
獄吏は心からへりくだり、命の道を教えてほしいと使徒

たちに頼んだ。「主イエスを信じなさい。そうしたら、あ
なたもあなたの家族も救われます」と言って、2人は「彼
とその家族一同とに、神の言を語って聞かせた」。それか
ら獄吏は使徒たちの傷を洗い、2人をもてなした。そしての
ち、彼と家族はみな、2人からバプテスマを受けた。心を清
める感化力は獄屋の囚人たちにも広まり、すべての者が心
を開き、使徒たちの語る真理に聞き入った。2人が仕える神
が、2人を奇跡的に束縛から解き放されたことを彼らは認め
た。
ピリピの市民たちはその地震にひどくびっくりした。

そして翌朝、獄屋の役人たちがその前夜の出来事を長官た
ちに報告すると、長官たちは驚いて、警吏らをつかわし、 [1438]
使徒たちを釈放させようとした。しかしパウロは、「彼ら
は、ローマ人であるわれわれを、裁判にかけもせずに、公
衆の前でむち打ったあげく、獄に入れてしまった。しかる
に今になって、ひそかに、われわれを出そうとするのか。
それは、いけない。彼ら自身がここにきて、われわれを連
れ出すべきである」と言った。
使徒たちはローマ市民であった。極悪な犯罪人のほか

は、ローマ人をむち打ったり、公正な裁判なしにローマ人
の自由を奪うことは不法であった。パウロとシラスは公然
と投獄されたので、いま彼らは長官たちの側から正当な釈
明もなしに、ひそかに釈放されることを拒否した。
この言葉が長官たちに報告されたとき、彼らは使徒たち

が皇帝に苦情を申し立てるのではないかと恐れて、あたふ
たと獄屋に駆けつけ、パウロとシラスに自分たちのした不
正で残酷な行為をわびたうえ、みずから2人を獄から連れ出
して、町を去るように頼んだ。長官たちは市民に及ぼす使
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徒たちの影響力をおそれ、さらに、これら罪のない人々の
ために干渉された神の力をおそれたのである。
キリストから与えられる指示に従って行動していた彼ら

は、望まれていない場所に居続けようとは思わなかった。
「ふたりは獄を出て、ルデヤの家に行った。そして、兄弟
たちに会って勧めをなし、それから出かけた」。
使徒たちはピリピでの働きがむだだったとは思わなかっ

た。彼らは大いに反対と迫害にあったが、獄吏とその家族
の改心は、彼らが耐えた恥辱と苦痛をあがなう以上のもの
であった。2人が不正に投獄されて、奇跡的に救出されたこ
とは、その地方一帯に知らされて、これがなかったら決し
て接することがなかったほどの多くの人々が、使徒たちの
働きを知るようになった。
ピリピにおけるパウロの伝道により、教会が設立される

ようになり、教会員が着実に増加していった。パウロの熱
意と献身、それに何よりも、キリストのために喜んで苦し
むその姿勢は、改宗者に深くゆるぎない感化を及ぼした。
使徒たちが多くの犠牲を払っている尊い真理を、彼らは称
賛し、あがない主のために彼らも心から献身した。
この教会が迫害を免れなかったことは、ピリピにあてた

パウロの手紙に表されている。「あなたがたはキリストの
ために、ただ彼を信じることだけではなく、彼のために苦
しむことをも賜わっている。あなたがたは、さきにわたし
について見. . . . . .ているのと同じ苦闘を、続けているのであ
る」とパウロは述べている（ピリピ1：29、30）。しかも、
彼らの信仰はゆるぎないものであったので、パウロは、
「わたしはあなたがたを思うたびごとに、わたしの神に
感謝し、あなたがた一同のために祈るとき、いつも喜びを
もって祈り、あなたがたが最初の日から今日に至るまで、
福音にあずかっていることを感謝している」と言った（ピ
リピ1：35）。
真理の使命者たちが働きかけるようにと召されている

重要な中心地において、善と悪の力がしのぎをけずって戦
うその戦いは、恐るべきものである。「わたしたちの戦い
は、血肉に対するものではなく、もろもろの支配と、権威
と、やみの世の主権者. . . . . .に対する戦いである」と、パウ
ロは述べている（エペソ6：12）。終わりの時まで、神の教
会と悪天使の支配下にいる人々との戦いは続くのである。
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初期のクリスチャンは、しばしば、暗黒の力と直面する
よう召された。敵は誰弁や迫害によって真の信仰から彼ら
をそらせようとする。地上のすべてのものの終わりが急速
に近づいているこの現代においてサタンはこの世界を陥れ
ようと必死の力をふりしぼっている。彼は人々の心を占領
して、救いに欠くことのできない真理から注意をそらそう
と、いろいろな計画を案出している。どの町でも彼の手下
どもは、神の律法に反対する人々に徒党を組ませようと、
懸命になっている。大欺瞞者は混乱と謀反の元となるもの
を持ち込もうと精を出し、知識によらない熱狂を人々にた
きつけている。
悪はこれまで達したことのない頂点に達しつつあるが、

なお、多くの福音伝道者たちは「平和で無事」 だと叫ん [1439]
でいる。しかし神の忠実な使命者たちは、使命を携えて
着実に前進しなければならない。彼らは天の武具を身に
つけて、恐れず、誇らかに前進し、接することのできる魂
が、1人残らず現代に与えられた真理の使命を受けるまで、
戦い抜くのである。



第第第22章章章　　　テテテサササロロロニニニケケケでででののの働働働ききき

本章は使徒行伝17：110に基づく

ピリピを去ってのち、パウロとシラスはテサロニケへ
と向かった。ここで彼らは、ユダヤの会堂で大勢の会衆に
語りかける特権にあずかった。彼らの容貌は見るからに、
最近受けたひどい仕打ちを物語るものであったので、事
の顛末を説明しなければならなかった。これにあたって彼
らは、自分たちを高めるのではなく、彼らを救い出して下
さった神をさんびした。
パウロはテサロニケの人々に説くにあたって、メシヤ

に関する旧約聖書の預言に訴えた。キリストはその公生涯
において、弟子たちの心をこれらの預言に向かって開き、
「モーセやすべての預言者からはじめて、聖書全体にわた
り、ご自身についてしるしてある事どもを、説きあかされ
た」（ルカ24：27）。ペテロはキリストを説くにあたり、
自分のあかしの言葉を旧約聖書から引き出した。ステパノ
も同じ方法をとった。そしてパウロもその伝道において、
キリストの誕生、苦難、死、復活、昇天を預言した聖句
に訴えた。彼はモーセと預言者たちの霊感のあかしによっ
て、ナザレのイエスがメシヤであることを明白に立証し、
アダムの時代から父祖たちや預言者たちを通して語ってこ
られたのは、キリストのみ声であったことを教えた。
約束の方が現れることについて、わかりやすく明確に

預言が与えられていた。アダムにはあがない主の来臨につ
いて確証が与えられた。「わたしは恨みをおく、おまえと
女とのあいだに、おまえのすえと女のすえとの間に。彼は
おまえのかしらを砕き、おまえは彼のかかとを砕くであろ
う」とサタンに言われた宣告は、われわれの最初の両親に
とって、キリストを通してなされるあがないの約束であっ
た（創世記3：15）。
アブラハムには、彼の家系から世の救い主が生まれる

という約束が与えられた。「地のもろもろの国民はあなた

164
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の子孫によって祝福を得るであろう」（創世記22：18）。
「それは、多数をさして『子孫たちとに』と言わずに、
ひとりをさして『あなたの子孫とに』と言っている。これ
は、キリストのことである」（ガラテヤ3：16）。
モーセは、イスラエルの指導者また教師としての働き

を終えようとしていたとき、メシヤの来臨を明らかに預
言した。「あなたの神、主はあなたのうちから、あなたの
同胞のうちから、わたしのようなひとりの預言者をあなた
のために起されるであろう。あなたがたは彼に聞き従わな
ければならない」とモーセは、集まったイスラエルの人々
に言った。また彼は、「わたしは彼らの同胞のうちから、
おまえのようなひとりの預言者を彼らのために起して、わ
たしの言葉をその口に授けよう。彼はわたしが命じること
を、ことごとく彼らに告げるであろう」ということをイス
ラエル人に保証した（申命記18：15、18）。
メシヤは王の家系から生まれるはずであった。ヤコブに

よって語られた預言の中で、「つえはユダを離れず、立法
者のつえはその足の間を離れることなく、シロの来る時ま
でに及ぶであろう。もろもろの民は彼に従う」と主が言わ
れたからである（創世記49：10）。
イザヤの預言はこうであった。「エッサイの株から1つ

の芽が出、その根から1つの若枝が生えて実を結」ぶ。「耳
を傾け、わたしにきて聞け。そうすれば、あなたがたは生
きることができる。わたしは、あなたがたと、とこしえの
契約を立てて、ダビデに約束した変らない確かな恵みを与
える。見よ、わたしは彼を立てて、もろもろの民への証人
とし、また、もろもろの民の君とし、命令する者とした。
見よ、あなたは知らない国民を招く、あなたを知らない国 [1440]
民はあなたのもとに走ってくる。これはあなたの神、主、
イスラエルの聖者のゆえであり、主があなたに光栄を与え
られたからである」（イザヤ11：1、55：35）。
エレミヤもまた、ダビデの家の王子としてあがない主が

来られることをあかしした。「主は仰せられる、見よ、わ
たしがダビデのために1つの正しい枝を起す日がくる。彼
は王となって世を治め、栄えて、公平と正義を世に行う。
その日ユダは救を得、イスラエルは安らかにおる。その名
は『主はわれわれの正義』ととなえられる」。そしてさら
に「主はこう仰せられる、イスラエルの家の位に座する人
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がダビデの子孫のうちに欠けることはない。またわたしの
前に燔祭をささげ、素祭を焼き、つねに犠牲をささげる人
が、レビびとである祭司のうちに絶えることはない」（エ
レミヤ23：5、6、33：17、18）。
メシヤの出生地さえも預言された。「ベツレヘムエフ

ラタよ、あなたはユダの氏族のうちで小さい者だが、イ
スラエルを治める者があなたのうちからわたしのために出
る。その出るのは昔から、いにしえの日からである」（ミ
カ5：2）。
救い主がこの地上でなさるはずのお働きは、十分にそ

のあらましが説明されていた。「その上に主の霊がとど
まる。これは知恵と悟りの霊、深慮と才能の霊、主を知
る知識と主を恐れる霊である。彼は主を恐れることを楽
しみと」する。この油を注がれた方は「貧しい者に福音
を宣べ伝え. . . . . .心のいためる者をいやし、捕われ人に放
免を告げ、縛られている者に解放を告げ、主の恵みの年
とわれわれの神の報復の日とを告げさせ、また、すべて
の悲しむ者を慰め、シオンの中の悲しむ者に喜びを与え、
灰にかえて冠を与え、悲しみにかえて喜びの油を与え、
憂いの心にかえて、さんびの衣を与えさせるためである。
こうして、彼らは義のかしの木ととなえられ、主がその栄
光をあらわすために植えられた者ととなえられる」（イザ
ヤ11：2、3、61：13）。
「わたしの支持するわがしもべ、わたしの喜ぶわが選

び人を見よ。わたしはわが霊を彼に与えた。彼はもろも
ろの国びとに道をしめす。彼は叫ぶことなく、声をあげ
ることなく、その声をちまたに聞えさせず、また傷ついた
葦を折ることなく、ほのぐらい灯心を消すことなく、真実
をもって道をしめす。彼は衰えず、落胆せず、ついに道を
地に確立する。海沿いの国々はその教を待ち望む」（イザ
ヤ42：14）。
パウロは、「キリストは必ず苦難を受け、そして死人

の中からよみがえるべきこと」を、旧約聖書から力強く
論じた。ミカは、敵が「つえをもってイスラエルのつかさ
のほおを撃つ」と預言しなかっただろうか（ミカ5：1）。
また、約束された方は、イザヤを通して、ご自身のこと
を「わたしを打つ者に、わたしの背をまかせ、わたしのひ
げを抜く者に、わたしのほおをまかせ、恥とつばきとを避
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けるために、顔をかくさなかった」と預言されなかっただ
ろうか（イザヤ50：6）。詩篇記者を通してキリストは、
人々から受けるあしらいを預言しておられた。「わたし
は. . . . . .人にそしられ、民に侮られる。すべてわたしを見
る者は、わたしをあざ笑い、くちびるを突き出し、かしら
を振り動かして言う、『彼は主に身をゆだねた、主に彼を
助けさせよ。主は彼を喜ばれるゆえ、主に彼を救わせよ』
と」。「わたしは自分の骨をことごとく数えることができ
る。彼らは目をとめて、わたしを見る。彼らは互にわたし
の衣服を分け、わたしの着物をくじ引にする」。「わたし
はわが兄弟には、知らぬ者となり、わが母の子らには、の
け者となりました。あなたの家を思う熱心がわたしを食い
つくし、あなたをそしる者のそしりがわたしに及んだから
です」。「そしりがわたしの心を砕いたので、わたしは望
みを失いました。わたしは同情する者を求めたけれども、
ひとりもなく、慰める者を求めたけれども、ひとりも見ま
せんでした」（詩篇22：68、17、18、69：8、9、20）。
キリストの苦しみとその死についてのイザヤの預言は、

なんと明白で、まぎれもないものであったろうか。「だれ
がわれわれの聞いたことを信じ得たか」と預言者は問いか
ける。「主の腕は、だれにあらわれたか。彼は主の前に若
木のように、かわいた土から出る根のように育った。彼に
はわれわれの見るべき姿 がなく、威厳もなく、われわれ [1441]
の慕うべき美しさもない。彼は侮られて人に捨てられ、悲
しみの人で、病を知っていた。また顔をおおって忌みきら
われる者のように、彼は侮られた。われわれも彼を尊ばな
かった。
まことに彼はわれわれの病を負い、われわれの悲しみを

になった。しかるに、われわれは思った、彼は打たれ、神
にたたかれ、苦しめられたのだと。しかし彼はわれわれの
とがのために傷つけられ、われわれの不義のために砕かれ
たのだ。彼はみずから懲らしめをうけて、われわれに平安
を与え、その打たれた傷によって、われわれはいやされた
のだ。
われわれはみな羊のように迷って、おのおの自分の道

に向かって行った。主はわれわれすべての者の不義を、彼
の上におかれた。彼はしえたげられ、苦しめられたけれど
も、口を開かなかった。ほふり場にひかれて行く小羊のよ
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うに、また毛を切る者の前に黙っている羊のように、口を
開かなかった。彼は暴虐なさばきによって取り去られた。
その代の人のうち、だれが思ったであろうか、彼はわが民
のとがのために打たれて、生けるものの地から断たれたの
だと」（イザヤ53：18）。
キリストの死のありさまさえもほのめかされていた。荒

野でへびが上げられたように、やがて来られるあがない主
も上げられなければならない。「それは御子を信じる者が
ひとりも滅びないで、永遠の命を得るためである」（ヨハ
ネ3：16）。
「もし、人が彼に『あなたの背中の傷は何か』と尋ねる

ならば、『これはわたしの友だちの家で受けた傷だ』と、
彼は言うであろう」（ゼカリヤ13：6）。
「彼は暴虐を行わず、その口には偽りがなかったけれど

も、その墓は悪しき者と共に設けられ、その塚は悪をなす
者と共にあった。しかも彼を砕くことは主のみ旨であり、
主は彼を悩まされた」（イザヤ53：9、10）。
しかし、悪人の手で死の苦しみにあわれる方は、罪と

死の勝利者としてよみがえられるはずであった。全能なる
神の霊感を受けて、イスラエルの麗しい詩人ダビデは、よ
みがえりの朝の喜びについてあかししていた。「このゆえ
に、わたしの心は楽しみ、わたしの魂は喜ぶ。わたしの身
もまた安らかである。あなたはわたしを陰府に捨ておかれ
ず、あなたの聖者に墓を見させられないからである」と、
ダビデは喜びを宣べ伝えた（詩篇16：9、10）。
パウロは、神が犠牲の儀式と「ほふり場にひかれて行く

小羊」となる方に関する預言とを、いかに密接につなげて
おられたかを説明した。メシヤはそのご生涯を、「とがの
供え物」としてささげられるはずであった。何世紀も貫い
て、救い主のあがないが行われるときの光景を見つめ、預
言者イザヤは、神の小羊が「死にいたるまで、自分の魂を
そそぎだし、とがある者と共に数えられ. . . . . .しかも彼は多
くの人の罪を負い、とがある者のためにとりなしをした」
ことをあかししていた（イザヤ53：7、10、12）。
預言された救い主は、ユダヤ民族を地上における抑圧者

から救い出すための、一時的な王としてではなく、人々の
中の1人として、貧しく謙遜な生活を送り、ついには卑しめ
られ、拒まれ、殺されるために来られるはずであった。旧
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約聖書に預言されている救い主は、堕落した人類のために
犠牲としてご自身をささげられ、それによって、破られた
律法のすべての要求を果たされるはずであった。彼によっ
て、犠牲制度のさまざまの予型はその本体に一致した。十
字架におけるキリストの死は、ユダヤの制度全体に重要な
意味を与えるものであった。
パウロは、以前に自分が礼典律に熱心であったこと、そ

れからダマスコの門のところで受けたすばらしい経験につ
いて、テサロニケのユダヤ人たちに話した。改心する以前
に彼は、先祖伝来の信心に信頼し、誤った望みを持ってい
た。彼の信仰はキリストにつながっていなかった。その代
わりに形式と儀式を信じていたのである。律法に対する彼
の熱意は、キリストへの信仰と切り離されていたもので、
全く無益であった。律法のわざを行うことにおいては、自
分は非難されるところがないと誇っていたあいだ、彼は、
律法を価値あるものとされた方を拒んでいたのである。
しかしパウロが改心したとき、すべてのものが変わ

った。彼が聖徒たちの名を借りて迫害していたナザレの [1442]
イエスが、約束のメシヤとしてパウロの前に姿を現され
たのである。この迫害者は、神のみ子としてのイエスを見
た。このイエスは、さまざまの預言を成就するためにこの
地上に来られ、しかも、その生涯において、聖書が明細に
述べていることに全くかなっておられた。
パウロが聖なる勇気をもって、テサロニケにある会堂で

福音を宣べ伝えていたとき、幕屋の奉仕に関する慣例や儀
式の本当の意味が豊かに照らし出された。彼は、地上での
キリストのみわざと、天の聖所におけるお働きをこえて、
キリストが仲保者の仕事を完成されて、この地上に再び力
と大いなる栄光をもって来られ、王国を建設されるという
その時に、聞く人々の心を向けさせた。パウロはキリスト
の再臨を信じる者であった。この事に関して、パウロが真
理を明瞭に力強く語ったので、聞いた人たちの多くはその
心に、消え去ることのない印象を受けた。
パウロは続けて3回にわたる安息日に、テサロニケの

人々に「ほふられた小羊」であられるキリストの生涯、
死、復活、天における働き、そして未来の栄光に関して、
聖書から説いた（黙示録13：8）。彼はキリストをあがめ
た。キリストのみわざについての正しい理解は、旧約聖書
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の意味を明らかにする鍵であり、その豊かな宝への接近を
ゆるすものである。
福音の真理がテサロニケでこのように力強く宣べ伝えら

れて、大会衆の注意を引いた。「ある人たちは納得がいっ
て、パウロとシラスにしたがった。その中には、信心深い
ギリシャ人が多数あり、貴婦人たちも少なくなかった」。
以前に行った場所では、使徒たちは断固とした反対に

あった。「ユダヤ人たちは. . . . . .ねたんで」いた。そのころ
これらのユダヤ人たちは、ローマの権力の好意を得ていな
かった。少し前に彼らがローマで暴動を起こしていたから
である。彼らは疑いの目で見られていて、自由がある程度
制限されていたのである。今こそ彼らは、自分たちの立場
を立て直して彼らの好意を得るのに有利な時であり、また
同時に、使徒やキリスト教に改宗した人々を非難するよい
機会だと思った。
彼らはまず手始めに、「町をぶらついているならず者

らを集めて暴動を起し、町を騒がせ」ることに成功した。
そして、使徒たちを捜し出そうと「ヤソンの家を襲」っ
たが、彼らはパウロもシラスも見つけることができなかっ
た。しかし「ふたりが見つからないので」暴徒は失望に狂
い、「ヤソンと兄弟たち数人を、市の当局者のところに引
きずって行き、叫んで言った、『天下をかき回してきたこ
の人たちが、ここにもはいり込んでいます。その人たちを
ヤソンが自分の家に迎え入れました。この連中は、みなカ
イザルの詔勅にそむいて行動し、イエスという別の王がい
るなどと言っています』」。
パウロとシラスが見つからなかったので、市の当局者は

告訴された信者たちに平和を保っ契約を結ばせた。さらに
暴動の起こることを恐れて、「兄弟たちはただちに、パウ
ロとシラスとを、夜の間にベレヤへ送り出した」。
今日、人々に一般受けしない真理を教える者たちは、

時々、パウロやその弟子たちが、働きかけた人々から受け
入れられなかったように、クリスチャンだと主張する人々
からさえ快く受け入れられないことがあっても失望するに
はあたらない。十字架の使命者たちは、たえず目を覚まし
て祈りで身を固め、常にイエスのみ名によって働き、信仰
と勇気をもって前進しなければならない。彼らはキリスト
を、天の聖所における人類の仲保者として、旧約聖書のす
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べての犠牲制度の中心である救い主として、あがめなけれ
ばならない。その方のあがないの犠牲を通してこそ、神の
律法を犯した罪人が平和とゆるしを見いだすことができる
のである。
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本章は使徒行伝17：1134に基づく
ベレヤでパウロは、彼が教えた真理を熱心に調べてい

るユダヤ人を見いだした。彼らについてルカの記録はこう
述べている、「ここにいるユダヤ人はテサロニケの者たち
よりも素直であって、心から教を受けいれ、果してそのと
おりかどうかを知ろうとして、日々聖書を調べていた。そ
ういうわけで、彼らのうちの多くの者が信者になった。ま
た、ギリシャの貴婦人や男子で信じた者も、少なくなかっ
た」。
ベレヤに住む人々の心には、偏見のための狭量さはな

かった。彼らは、使徒の語った教理の真実性を熱心に調
べていた。彼らは、好奇心からではなく、約束のメシヤに
ついて書かれていることを知りたいと思って、聖書を研究
し、日々、霊感によって書かれた記録を調べた。そして、
彼らが聖句と聖句を比べる時に、天のみ使いがそのそばに
いて彼らの心を照らし、心に感銘を与えた。
福音の真理が宣べ伝えられるところではどこででも、

正しいことをしたいと心から願う人々が、聖書を熱心に
調べるよう導かれる。この地上の歴史が閉じられようとす
る状況にあって、特別の真理を聞かされる人々が、ベレヤ
の人々の模範に従い、日々聖書を調べて、神のみことばと
彼らに伝えられた使命を比べようとするならば、神の律法
の教えに忠実なものが、いま比較的少数しかいないところ
に、今日、もっと多くいるはずである。しかし、人々が好
まない聖書の真理が示されるとき、多くの人々はこのよう
に熱心に調べることを拒むのである。聖書の明白な教えに
論駁できなくても、彼らはなお、示されている証拠を学ぶ
ことに全く気が進まないのである。ある者たちは、これら
の教理が本当に正しいとしても、その新しい光を受け入れ
るかどうかは大したことではないと考えて、敵が人々をさ
まよわせるために用いる面白いつくり話に執着している。

172
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こうして彼らの心は誤りにくらまされて、天から離れてし
まうのである。
すべての者は、与えられた光に応じて裁かれる。主は、

救いの使命を携えて行く使者をつかわされ、聞く者たち
に、神のしもべたちの言葉をどのように扱うかについて責
任を負わせられるのである。真理を心から探し求めている
人々は、彼らに提示された教理を、神のみことばに照らし
て、注意深く研究するのである。
テサロニケにいる信仰を持たないユダヤ人たちは、使徒

たちを嫉妬し、憎んで、町から彼らを追い出しただけでは
満足せず、ベレヤへと追って行き、下層階級の激しやすい
感情をかき立てて、彼らに逆らわせた。もしパウロがそこ
にとどまっていれば、彼らがパウロに暴力を振るうことを
恐れて、兄弟たちは、新しく信仰を受け入れていたベレヤ
の人々の何人かを供につけて、パウロをアテネへ送った。
こうして迫害は、町から町へ真理の教師たちを追った。

キリストの敵は、福音の進展を阻止することはできなかっ
たが、使徒たちの働きをひどく困難なものにさせること
には成功した。しかし反対や衝突に接しながらなお、パ
ウロは着実に前進し、「わたしが、あなたを遠く異邦の
民へつかわすのだ」と、エルサレムで幻のうちに見せら
れたように、神の御目的を果たす決意をしていた（使徒行
伝22：21）。
パウロはベレヤから急いで出て行ったため、これまでテ

サロニケの兄弟たちを訪問しようと計画していた機会を奪
われた。
使徒パウロはアテネに着くと、シラスとテモテにすぐ来

るようにとの伝言を託して、ベレヤの兄弟たちを送り返し
た。テモテはパウロの出発に先立ってベレヤに来ていて、
すでにここで順調に始められていた働きを継続し、新しい
改宗者たちに信仰の原則を教えるために、シラスと一緒に
とどまっていた。
アテネという都市は異教の首都であった。ここでパウロ

が出会ったのは、ルステラの時のような無知で軽々しく信
じやすい民衆ではなく、知性と教養で知られている人々で
あった。ここではいたるところで彼らの神々の像や、歴史 [1444]
や詩に出てくる、神格化された英雄の像が目につき、また
壮麗な建築物や絵画が、国家の誇りと、異教の神々への民
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衆の礼拝を表していた。人々の感覚は、芸術の美と華麗さ
に魅せられていた。どちらを向いても、費用を惜しまず建
てられた寺院や神殿の巨大な姿がそびえたっていた。軍事
上の勝利や有名な人の行為が、彫刻や神社や石碑によって
記念されていた。これらすべてが、アテネを巨大な画廊に
していた。
パウロは、周囲の美しい、堂々たる光景を見わたし、

町全体が偶像崇拝に陥っているのを見て、いたるところで
侮辱されている神のために、嫉妬をかき立てられた。そし
て、知的文化が進んでいながら、真の神を知らないアテネ
の人々を、あわれむ気持ちになった。
使徒パウロは、この学問の中心地で見た事物によって惑

わされはしなかった。彼の霊性は生き生きと天の事柄に向
けられていたので、滅びることのない喜びと栄光の富から
見れば、周囲の華麗さ、壮麗さは無価値なものと映った。
彼はアテネの壮麗さを見たとき、芸術や学問を愛する人々
を支配する誘惑的な力を悟り、自分の前にある働きの重要
性に深く心を動かされた。
真の神が礼拝されていないこの大都市で、パウロは孤独

感におそわれ、共労者の同情と助けを切望した。人間的な
友情に関するかぎり、彼は自分が全く1人であると感じた。
パウロはテサロニケ人への手紙の中でこの感情を「わたし
たちだけがアテネに留まる」という言葉の中に表している
（テサロニケ3：1）。打ち勝ち難いと思われる障害が彼の
前に立ちはだかっていて、人々の心に到達しようという試
みはほとんど望みがないように思えた。
パウロは、シラスとテモテを待っているあいだ、何も

せずに時間を過ごしたのではない。彼は「会堂ではユダ
ヤ人や信心深い人たちと論じ、広場では毎日そこで出会う
人々を相手に論じた」。しかしアテネでのパウロの主な仕
事は、神について、また、堕落した人類のための神の目的
について、知的な概念のない人々に、救いのおとずれを携
えて行くことであった。使徒パウロはまもなく、最も巧妙
で、魅惑的な形態の異教思想に出会うのであった。
アテネの偉大な人々は、まもなく、新しい聞きなれない

教理を人々に提示している変わった教師が彼らの町に来て
いることを知った。これらの人々のある者たちが、パウロ
を捜し出して、彼と話を交わすようになった。すぐに彼ら
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のまわりに、耳を傾ける人垣ができた。ある者たちは、社
会的にも知的にも彼らよりはるかに劣っている者としてパ
ウロをからかうつもりで、仲間同志であざけるように言っ
た、「このおしゃべりは、いったい、何を言おうとしてい
るのか」。また、ほかの者たちは、「パウロが、イエスと
復活とを、宣べ伝えていた」ので「あれは、異国の神々を
伝えようとしているらしい」と言った。
広場でパウロに会った人々の中には「エピクロス派やス

トア派の哲学者数人も」いたが、彼らも、また、パウロと
接触するようになった人たちもみな、彼が自分たちよりも
もっと大きな知識の宝庫を持っていることがすぐにわかっ
た。パウロの知的能力は学問のある人たちの尊敬を集め、
また彼の熱心で筋道だった議論と雄弁の能力は、すべての
聴衆の注意を引いた。聴衆はパウロが未熟者ではなく、自
分の教える教理を擁護し、説得力のある議論であらゆる階
級の人々を迎えることができることを認めた。こうして使
徒パウロは、恐れることなく立って、反対者たちに彼ら自
身の土俵で応じ、論理には論理を、哲学には哲学を、雄弁
には雄弁をもって対処した。
パウロに反対する異教徒たちは、異国の神々について説

明したために死刑の判決を下されたソクフブスの運命に注
意を向けさせ、彼も同じ道をたどって生命を危うくせぬよ
うにと、パウロに忠告した。しかしパウロの説教は人々の
注意を引き、彼のゆるぎない知識は人々の尊敬と称賛の的
となった。パウロは哲学者たちの哲学や、皮肉によって沈
黙させられるようなことはなかった。そこで人々は、パウ
ロが自分の使命を彼らの中で果たし、万難を排しても自分
の話を語ろうと決意していることに満足し、彼の話をまと
もに聞くことにした。
そこで彼らはパウロをアレオパゴスに案内した。これは [1445]

アテネ中で一番神聖な場所の1つで、これにまつわる追憶や
連想から、ある人々はこの場所に対して、心の中に恐怖に
等しい迷信的な尊敬をいだいていた。ここで宗教に関係の
ある事柄が、重要な民事上の問題や道徳上の問題について
最終的な裁判官をつとめる人々によって、注意深く検討さ
れることがよくあった。
騒音やざわめきのある往来の雑踏から離れ、また、雑多

な議論の騒ぎから離れたこの場所で、パウロは中断される
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ことなく話を聞いてもらうことができた。彼のまわりには
詩人、芸術家、哲学者、すなわちアテネの学者や賢人たち
が集まり、彼に話しかけた、「君の語っている新しい教が
どんなものか、知らせてもらえまいか。君がなんだか珍し
いことをわれわれに聞かせているので、それがなんの事な
のか知りたいと思うのだ」。
その責任ある厳粛な時に、パウロは冷静、沈着であっ

た。彼は大切な使命に対する重荷を感じた。そして、彼の
語る言葉は聞く者たちに、彼がくだらぬおしゃべりをして
いるのではないことを納得させた。「アテネの人たちよ、
あなたがたは、あらゆる点において、すこぶる宗教心に富
んでおられると、わたしは見ている。実は、わたしが道を
通りながら、あなたがたの拝むいろいろなものを、よく見
ているうちに、『知られない神に』と刻まれた祭壇もある
のに気がついた。そこで、あなたがたが知らずに拝んでい
るものを、いま知らせてあげよう」とパウロは言った。彼
らはあらゆる理解力と常識をもってしても、宇宙を創造さ
れた神について知らなかった。しかし中に、より偉大な知
識を求めている者たちがいた。彼らは無限の神に向かって
手をのばしていた。
偶像のぎっしり並んだ神殿のほうへ、手をのばして指

さしながら、パウロは心の重荷を思うままに述べ、アテネ
人の宗教の虚偽を暴露した。聴衆の中の最も賢明な人たち
は、パウロの議論を聞いて驚いた。パウロは彼らの芸術、
文学、宗教によく通じていることを示した。彼は彫刻や偶
像を指さして、神は人間が考え出したこんな形に似せられ
るものではないと断言した。これらの刻まれた像は、どん
な意味においても、主なる神の栄光を表すものではなかっ
た。パウロはこれらの像には生命がなく、ただ人間の力に
あやつられ、人間の手によって動かされる時だけ動くにす
ぎないこと、したがってこれらの像を拝している人間の方
が、礼拝されている像よりもあらゆる点においてすぐれて
いることを彼らに気づかせた。
パウロは偶像に心酔している聴衆の心を、彼らが「知ら

れない神」と呼んでいたまことの神に対する、誤った宗教
観から抜け出させようとした。今、パウロが彼らに伝えよ
うとしている神は、人間とは独立した存在であり、人間の
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手によってその方の権威と栄光に加えるべきものは何もな
かった。
人々は真の神の属性、すなわち神の創造力や神の支配的

な摂理の存在についての、パウロの熱心で論理的な説明に
感心して、われを忘れていた。使徒パウロは熱心に、激し
く、雄弁に語った、「この世界と、その中にある万物とを
造った神は、天地の主であるのだから、手で造った宮など
にはお住みにならない。また、何か不足でもしておるかの
ように、人の手によって仕えられる必要もない。神は、す
べての人々に命と息と万物とを与え」ておられる。全天は
神を入れるほど十分に大きくはない。ましてや人間の手で
造られた宮などは小さすぎるのである。
人間の諸権利が認められないことがしばしばあった、

当時の階級制の時代に、パウロは神が「ひとりの人から、
あらゆる民族を造り出して、地の全面に住まわせ」てくだ
さったことを述べて、人類同胞についての偉大な真理を明
らかにした。神の御目には、すべての者は同等であった。
また、人はその造り主に絶対に従う義務があるのだった。
それから使徒パウロは、神と人とのすべての関係におい
て、神の恵みと憐れみの意図が、1本の金の糸のように貫い
ていることを示した。神は「それぞれに時代を区分し、国
土の境界を定めて下さったのである。こうして、人々が熱
心に追い求めて捜しさえすれば、神を見いだせるようにし
て下さった。事実、神はわれわれ一人一人から遠く離れて [1446]
おいでになるのではない」。
パウロは自分の周囲にいる立派な人格者たちを指して、

彼らのある詩人の言葉を借りて無限の神をみ父として描
き、彼らがその神の子らであると言った。「われわれは神
のうちに生き、動き、存在しているからである。あなたが
たのある詩人たちも言ったように、『われわれも、確かに
その子孫である』。このように、われわれは神の子孫なの
であるから、神たる者を、人間の技巧や空想で金や銀や石
などに彫り付けたものと同じと、見なすべきではない。
神は、このような無知の時代を、これまでは見過ごしに

されていたが、今はどこにおる人でも、みな悔い改めなけ
ればならないことを命じておられる」。キリストの来臨に
先だった暗黒の時代に、支配者であられる神は、異教徒の
偶像礼拝を見過ごしておられたが、今、神はみ子を通して
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真理の光を人々にお与えになり、貧しくつつましい者ばか
りでなく、誇り高い哲学者やこの世の君主たちすべてが、
救いを得させる悔い改めに導かれるようにと望んでおられ
た。「神は、義をもってこの世界をさばくためその日を定
め、お選びになったかたによってそれをなし遂げようとさ
れている。すなわち、このかたを死人の中からよみがえら
せ、その確証をすべての人に示されたのである」。パウロ
が死者の復活について語ると、「ある者たちはあざ笑い、
またある者たちは、『この事については、いずれまた聞く
ことにする』と言った」。
こうして、異教の学問の中心地アテネにおける使徒パウ

ロの働きは終わった。アテネ人は偶像礼拝に堅くしがみつ
いていて、真の宗教の光から離れ去った。国民が彼ら自身
の業績に全く満足しているとき、彼らはほとんど見込みが
ないのである。アテネの人々は、学問があって洗練されて
いることを誇っていたが、ますます堕落し、偶像崇拝のあ
いまいな神秘にますます満足していった。
パウロの言葉を聞いた人々の中には、真理がその心に

示されて確信を与えられた者たちがいたが、彼らはへり
くだって神を認めようとも、救いの計画を信じようともし
なかった。どんなに雄弁な言葉も、議論の力も、罪人を改
心させることはできない。神の力だけが、心に真理を注ぐ
ことがおできになる。この力からかたくなに身をかわそう
とする者は、真理に達することができない。ギリシャ人は
知恵を求めていたが、十字架の使命をばかげたことと思っ
ていた。彼らは天来の知恵よりも、自分たち自身の知恵を
もっと高く評価していたからである。
福音の使命がアテネ人のあいだで比較的成功しなかった

理由は、知性と人間の知恵に対する彼らの誇りの中に見い
だされるであろう。この世の賢い人々で、迷える貧しい罪
人としてキリストのもとへくる者は、救いにいたる知恵を
持つようになるが、著名な者として自分の知恵を称揚しな
がらやってくる人々は、神だけがお与えになれる光と知識
を受けることができないであろう。
こうしてパウロは、当時の異教思想に出会った。アテネ

における彼の働きは、全くむだになったわけではない。最
も有名な市民の1人であるデオヌシオや、その他の幾人かが
福音使命を信じ、信者たちと全く1つに結ばれた。
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霊感は、知識と洗練と芸術を身につけていたにもかかわ
らず、なお、悪に落ち込んでいたアテネ人たちの生活を、
われわれにかいま見させてくれたが、それは神が、ご自分
のしもべを通して、どれほど偶像崇拝や、人々の高慢と自
己満足の罪を譴責されたかを、示すためであった。霊感の
筆によって描かれた使徒パウロの言葉と、彼の態度や境遇
についての描写は、きたるべきすべての世代に伝えられ、
彼のゆるぎない確信、孤独と逆境の中における勇気、そし
て異教のただ中で彼がキリスト教のために獲得した勝利に
ついて、あかしするのであった。
パウロの言葉は、教会のための知識の宝を含んでいる。

彼は、誇り高い聴衆を刺激するような言葉を軽々しく口
に出すことによって、困難を招きかねないような立場に
あった。もし彼の演説が、彼らの神々や町の有力者に対す
る直接の攻撃だったら、彼はソクラテスの運命にあう危険
に陥ったであろう。しかし天来の愛から生ずる機知をもっ
て、彼は人々の知らない真の神を彼らに示しながら、人々 [1447]
の心を異教の神々から注意深く引き離した。
今日、聖書の真理は、この世の偉大な人々の前に示され

なければならない。それは彼らが、神の律法に従うか、悪
の王に忠誠を誓うかを、選ぶことができるためである。神
は永遠の真理、すなわち救いに至る知恵を与える真理を彼
らに与えられるが、それを強制的に受けさせることはなさ
らない。もし彼らが真理から離れるならば、彼ら自身の行
いの実に満たされるままにしておかれるのである。
「十字架の言は、滅び行く者には愚かであるが、救に

あずかるわたしたちには、神の力である。すなわち、聖書
に、『わたしは知者の知恵を滅ぼし、賢い者の賢さをむな
しいものにする』と書いてある」。「神は、知者をはずか
しめるために、この世の愚かな者を選び、強い者をはずか
しめるために、この世の弱い者を選び、有力な者を無力な
者にするために、この世で身分の低い者や軽んじられてい
る者、すなわち、無きに等しい者を、あえて選ばれたので
ある」（コリント1：18、19、27、28）。最もすぐれた学者
や政治家、この世の最も傑出した人々の多くは、終末の時
代には天の光から身をかわすであろう。この世は自分の知
恵によっては神を認めるに至らないからである。しかし、
神のしもべたちは、これらの人々に真理を伝えるために、
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あらゆる機会を利用しなければならない。ある人々は、神
の事柄に無知であったことを悟り、大教師イエスのみ足の
もとに、謙遜な生徒として身を置くであろう。
上層階級の人々を動かすためのあらゆる努力に対して、

神の働き人は強い信仰が必要である。見たところとても
不可能に思えるかもしれないが、最も暗黒の時にも上のほ
うには光がある。神を愛し神に仕える者の力は、日に日に
新たにされる。彼らが神のご計画を遂行する時に間違いを
犯さないように、必要な時にはいつでも無限の神の英知が
与えられる。このような働き人は、最初の確信を最後まで
しっかりと持ち続け、神の真理の光が、この世界をおおっ
ている暗黒のさなかに輝かねばならないことを覚えねば
ならない。神の奉仕に関して、落胆があってはならない。
献身した働き人の信仰は、それを試すためのすべての試み
に耐えなければならない。神は、ご自分のしもべたちが必
要とするすべての力を、喜んでお与えになることができる
し、また、さまざまな必要から彼らの求めている知恵を、
お与えになることができるのである。神はご自身に信頼
する者の最高の期待以上のことを実現してくださるのであ
る。
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本章は使徒行伝18：118に基づく

紀元1世紀のあいだ、コリントは、ギリシャばかりでな
く世界の主要都市の1つであった。ギリシャ人、ユダヤ人、
ローマ人、各地からの旅行者などが、仕事や楽しみを熱心
に求めて、町の通りに群がっていた。ローマ帝国内のどこ
からでも楽に行ける位置にある、商業の大中心地として、
コリントは神と神の真理のために記念碑を打ち立てるべき
重要な場所であった。
コリントに住居を定めていたユダヤ人たちの中に、アク

ラとプリスキラがいた。彼らはのちに、キリストのための
熱心な働き人として目立つ存在になった。この2人の人柄を
知るようになったパウロは、「その家に住み込ん」だ。
パウロは、この交通の大通りで働きを始めようとした最

初から、彼の働きの進展を妨げる深刻な障害を見た。町全
体が偶像礼拝にささげられていたのである。ビーナスは気
に入りの女神で、ビーナスを拝むことには、さまざまな風
紀を乱す慣習や儀式が伴っていた。コリント人は、異教徒
たちの中でさえも、みだらな不道徳行為のために目立つ存
在であった。彼らは一時的な快楽や歓楽以外、ほとんど何
も考えず、気にかけもしないようであった。
コリントで福音を宣べ伝えるにあたって、パウロは、

アテネにおける働きを特徴づけたものとは異なった方法を [1448]
取った。アテネにおいてパウロは、聴衆の性格に自分の
やり方を適合させようとし、論理には論理で、科学には
科学で、哲学には哲学で立ち向かった。彼は、このよう
にして過ごした時のことを考え、アテネにおける彼の教え
がほとんど実を結ばなかったことに気づいて、コリントで
は、また別の伝道方法によって、軽率で無関心な人々の心
をとらえようと決めた。彼はむずかしい議論や討論をさけ
て、「イエス・キリスト、しかも十字架につけられたキリ
スト以外のことは」、コリント人のあいだでは「何も知る

181
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まい」と決心した。彼は、「巧みな知恵の言葉によらない
で、霊と力との証明によ」ってコリント人を説こうとした
（コリント2：2、4）。
パウロがコリントのギリシャ人たちにキリスト〔注・救

い主〕として紹介しようとしていたイエスは、悪名の高い
町で育てられた、身分の低い生まれのユダヤ人であった。
イエスはご自分の民族に拒まれ、ついに、悪人として十字
架にかけられた。ギリシャ人は、人類を高めることは必要
であると信じていたが、哲学や科学の研究が真に人類を高
め名誉を得る唯一の方法だと思っていた。この身分の低い
ユダヤ人の力を信じることが、人間のあらゆる力を向上さ
せ、高尚なものとすることを、パウロは彼らに信じさせる
ことができるであろうか。
現代に住む人々の心にとって、カルバリーの十字架は

神聖な思い出につつまれたものである。キリストの受難の
光景は神聖なものを連想させる。しかし、パウロの時代に
は、十字架は拒絶と恐怖の感情をもって眺められていた。
十字架上で死を遂げた者を人類の救い主として支持すれ
ば、当然、嘲笑や反感を呼び起こしたであろう。
パウロは自分の使命が、コリントのユダヤ人やギリシャ

人にどのように受けとめられるかをよく知っていた。「わ
たしたちは、十字架につけられたキリストを宣べ伝える。
このキリストは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、異邦
人には愚かなものである」と、彼は認めていた（コリン
ト1：23）。ユダヤ人の聴衆の中には、パウロが宣べ伝えよ
うとしていた使命に腹を立てる人々がたくさんいたであろ
う。ギリシャ人の見るところでは、パウロの言葉はばかげ
た愚言であったであろう。十字架が民族を高尚にし、人類
を救うことに関係があるということを示そうとしたパウロ
は、知能の低い者とみなされたであろう。
しかし、パウロにとって、十字架は最高の関心をはらう

べき唯一の対象であった。パウロは、十字架にかけられた
ナザレ人に従う者たちを迫害していたさ中にとらえられて
以来、ずっと、十字架をあがめ続けてきた。そのとき、キ
リストの死に表された、神の無限の愛についての啓示が彼
に与えられたのである。そして、彼の人生に驚くべき変化
が起こり、彼のすべての計画と目的が天と一致するように
なった。そのときからパウロは、キリストにある新しい人
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になった。罪人がみ子の犠牲の中に見られる天父の愛をあ
おぎ見て、神の感化力に従うとき、心に変化が起こり、そ
れ以後、キリストがすべてであり、すべてのもののうちに
おられると悟るようになることを、パウロは個人的な経験
から知った。
パウロは改心したとき、ナザレのイエスを、人を変え救

いを施す力のある生ける神のみ子として、同胞にぜひとも
あおぎ見させたいという願いをいだいた。それ以来彼は、
生活のすべてをささげて、十字架にかけられた方の愛と力
を描くことに全力をつくした。彼の大きな同情心は、あら
ゆる階級の人々を受け入れた。「わたしには、ギリシヤ人
にも未開の人にも、賢い者にも無知な者にも、果すべき責
任がある」と彼は言った（ローマ1：14）。パウロが以前
に、聖徒たちの名を借りて冷酷にも迫害していた栄光の主
に対する愛は、彼の行動を駆りたてる原理、すなわち原動
力であった。もし義務の道において熱情の衰えることがあ
れば、彼は十字架をひと目見るだけで、そこに驚くべき愛
が示されていることを知り、自己否定の道に遭進するので
あった。
コリントにある会堂で説教をし、モーセや預言者たち

の書き物から説いて、聞く者たちを約束のメシヤの来臨へ
と導いている使徒パウロを見よ。あがない主 が人類の大 [1449]
祭司として、ご自身の命を犠牲にすることにより、1度だ
けすべての者のために罪の償いをされて、それから天の聖
所においてご自分の務めをなさる、その主のみわざをわか
りやすく説くパウロに耳を傾けよ。パウロの言葉を聞いて
いた者たちは、自分たちの待望していたメシヤがすでに来
られたこと、キリストの死がすべての犠牲のささげ物の本
体であったこと、また、天の聖所におけるキリストの務め
は、背後にその影を持ち、ユダヤの祭司の務めを明らかに
する、偉大な実体であるということを理解させられた。
パウロは「イエスがキリストであることを、ユダヤ人

たちに. . . . . .あかしした」。預言やユダヤ人たちの一般的な
期待によれば、メシヤはアブラハムとダビデの家系から出
るはずだということを、彼は旧約聖書から説明した。次に
パウロは、父祖アブラハムから、王位にある詩篇記者を経
て、イエスの家系をたどった。彼は、約束のメシヤのご品
性と働きについての、また、この地上でメシヤがどのよう
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な扱いを受けるかについての預言者たちのあかしを読み、
次に、これらすべての預言が、ナザレのイエスのご生涯と
みわざと死において成就したことを説明した。
パウロはキリストが、何よりもまず、国家の存続を達

成し、その栄光をあらわすものとしてキリストの来臨を待
ち望んでいた民族に、救いを与えるために来られたのだと
説明した。しかし、その民族は、彼らにいのちをさずけて
くださるはずであったキリストを拒んで、その支配が死と
共に終わるような他の指導者を選んだ。パウロは、悔い改
めによる以外、差し迫った滅亡からユダヤ民族を救うこと
ができないことを、聞く者たちにはっきりわからせようと
努めた。彼らが、十分に理解していることを自分たちの最
高の誇りとし、栄光としていたそれらの聖句の意味につい
て、実は無知であったことを、パウロは指摘した。また彼
は、ユダヤ人の世俗的なことや、地位や肩書きや自分を誇
示することを好むことや、過度に利己主義なことを譴責し
た。
聖霊の力により、パウロは自分の奇跡的な改心や、旧

約聖書に対する確信を語った。旧約聖書こそナザレのイ
エスにおいて完全に成就されたものである。このことを厳
粛に、熱心に語ると、聞く者たちは、彼が、十字架にかけ
られて、よみがえられた救い主を、心から愛しているのだ
と認めざるを得なくなった。彼らには、パウロの心がキリ
ストに向けられ、彼の全生涯が主に結びつけられているの
だとわかった。彼の言葉は非常に心を動かすものだったの
で、無感動でいることができたのは、ただキリスト教に対
する激しい憎悪に満たされていた者たちだけであった。
しかしコリントのユダヤ人は、使徒パウロによってはっ

きり示された証拠に目を閉じ、彼の訴えを聞こうとしな
かった。キリストを拒むに至ったのと同じ精神から、彼ら
はキリストのしもべに対して激しい怒りに満たされた。パ
ウロが福音使命を異邦人に伝え続けることができるよう、
神が特別にパウロを保護されなかったら、彼らはパウロの
息の根をとめてしまったであろう。
「しかし、彼らがこれに反抗してののしり続けたので、

パウロは自分の上着を振りはらって、彼らに言った、『あ
なたがたの血は、あなたがた自身にかえれ。わたしには責
任がない。今からわたしは異邦人の方に行く』。こう言っ
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て、彼はそこを去り、テテオ・ユストという神を敬う人の
家に行った。その家は会堂と隣り合っていた」。
シラスとテモテはパウロを助けるために「マケドニヤ

から下ってきて」、共に異邦人のために働いた。パウロと
その仲間たちは、ユダヤ人ばかりでなく異邦人にも、堕落
した人類の救い主としてキリストを宣べ伝えた。複雑な、
遠まわしの論法を避けて、十字架の使命者たちはこの世の
創造主、宇宙の最高の統治者のご性質を強調した。彼らの
心は神とみ子への愛に燃え、彼らは人類のためにささげら
れた無限の犠牲を見上げるようにと異邦人に訴えた。彼ら
は、異教の中で暗中模索を続けてきた人々が、カルバリー
の十字架から流れてくる光さえ見ることができれば、あが
ない主のもとへと導かれることを知っていた。「わたしが
この地から上げられる時には、すべての人をわたしのとこ
ろに引きよせるであろう」と、救い主 は言っておられた [1450]
（ヨハネ12：32）。
コリントにおける福音の働き人たちは、彼らが働きか

けている魂の上に恐ろしい危険が迫っていることを実感
した。そして、自分たちの上に負わされている責任を感じ
つつイエスのうちにある真理を明らかにした。彼らの使命
は明瞭、率直、また決定的で、それはいのちからいのちに
至らせる香りか、それとも死から死に至らせる香りであっ
た。そして、彼らの言葉にばかりでなく、また日々の生活
の中に福音があらわされた。天使たちは彼らと協力し、神
の恵みと力は多くの者の悔い改めの中に示された。「会堂
司クリスポは、その家族一同と共に主を信じた。また多く
のコリント人も、パウロの話を聞いて信じ、ぞくぞくとバ
プテスマを受けた」。
これまで常に使徒たちに向けられていたユダヤ人の憎し

みは、いよいよ激しくなった。クリスポの悔い改めとバプ
テスマは、頑迷な反対者たちに自分たちの非を認めさせな
いで、かえって彼らを怒らせる結果になった。彼らはパウ
ロの説教を議論で反駁することができなかった。そのよう
に証拠不足だったので、彼らは欺瞞と悪意のある攻撃に訴
えて、福音とイエスのみ名を冒瀆した。彼らが盲目的な怒
りの中で用いるとき、どんな言葉も彼らにとって激しすぎ
ることはなく、どんな計略も低級すぎることはなかった。
彼らはキリストが奇跡を行われたことを否定することはで



186 患難から栄光へ

きなかったが、キリストはサタンの力によって奇跡を行っ
たのだと言った。そして、パウロが働きかけたすばらしい
仕事も、同じ手先によってなされたのだと断言した。
パウロはコリントでいくらかの成功をおさめたが、なお

この堕落した都市の邪悪さを見聞きして、ほとんど落胆し
そうになった。異邦人の堕落ぶりを目撃し、ユダヤ人から
は軽蔑と侮辱を受けて、彼は激しく苦悶した。そして、そ
こに見いだされる人材で教会を築こうとすることは知恵の
ないことではないかと、おぼつかない気持ちになった。
パウロがもっと有望な伝道地を求めてこの町を去ろう

と計画し、自分の義務をさとりたいと熱心に求めたとき、
主は異象を通して彼に臨み、そして、言われた、「恐れる
な。語りつづけよ、黙っているな。あなたには、わたしが
ついている。だれもあなたを襲って、危害を加えるような
ことはない。この町には、わたしの民が大ぜいいる」。パ
ウロは、このことがコリントにとどまれとの命令であり、
またまかれた種を主が増やされるとの保証であるとさとっ
た。力づけられ、勇気づけられて、彼は熱心に、辛抱強く
そこで働き続けた。
使徒パウロの努力は公開の説教だけに限られなかった。

この方法では動かすことのできない多くの人々がいた。彼
は戸毎訪問に多くの時間を費やし、そうすることによって
家庭ぐるみの親しい交際を利用した。彼は病気の者や悲し
んでいる者を訪れ、苦しんでいる者を慰め、しいたげられ
ている者を助けた。そして、自分の言うこと行うことのす
べてに、イエスのみ名を高めた。こうして彼は働き、「弱
くかっ恐れ、ひどく不安であった」（コリント2：3）。パ
ウロは自分の教えていることが神を印象づけないで、人間
を印象づけているのではないかとおそれた。
パウロは後になって、次のように言った。「わたしたち

は、円熟している者の間では、知恵を語る。この知恵は、
この世の者の知恵ではなく、この世の滅び行く支配者た
ちの知恵でもない。むしろ、わたしたちが語るのは、隠さ
れた奥義としての神の知恵である。それは神が、わたした
ちの受ける栄光のために、世の始まらぬ先から、あらかじ
め定めておかれたものである。この世の支配者たちのうち
で、この知恵を知っていた者は、ひとりもいなかった。も
し知っていたなら、栄光の主を十字架につけはしなかった
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であろう。しかし、聖書に書いてあるとおり、『目がまだ
見ず、耳がまだ聞かず、人の心に思い浮びもしなかったこ
とを、神は、ご自分を愛する者たちのために備えられた』
のである。そして、それを神は、御霊によってわたしたち
に啓示して下さったのである。御霊はすべてのものをきわ
め、神の深みまでもきわめるのだからである。いったい、
人間の思いは、その内にある人間の霊以外に、だれが知っ
ていようか。それと同じように神の思いも、神の御霊以外
には、知るものはない。
ところが、わたしたちが受けたのは、この世の霊ではな [1451]

く、神からの霊である。それによって、神から賜わった恵
みを悟るためである。この賜物について語るにも、わたし
たちは人間の知恵が教える言葉を用いないで、御霊の教え
る言葉を用い、霊によって霊のことを解釈するのである」
（コリント2：613）。
パウロは彼の力が、自分自身の中にあるのではなく、

聖霊のご臨在の中にあって、その尊い感化力が彼の心を満
たし、1つ1つの思いをキリストに服従させてくださること
を知った。彼は自分自身について「いつもイエスの死をこ
の身に負うている。それはまた、イエスのいのちが、この
身に現れるためである」と言った（Ⅱコリント4：10）。
使徒パウロの教えにおいては、キリストが中心人物であっ
た。「生きているのは、もはや、わたしではない。キリ
ストが、わたしのうちに生きておられるのである」と彼は
言った。自己は隠されて、キリストがあらわされ、高めら
れた。
パウロは雄弁家であった。改心する前に、彼はしばし

ばほとばしる雄弁で聴衆に感銘を与えようとした。しかし
今は、彼はこれをすべて放棄した。感覚を楽しませ、想像
力を満足させはするが、しかし日常の生活には関係のない
ような、詩的表現や空想的描写にふけることなく、パウロ
はきわめて重要な真理を、人の心に刻みつけるために、単
純な言葉を用いるよう努めた。真理を空想的に描写するな
ら、人を感動させることができるかもしれない。しかし、
往々にして、このようにして示された真理は、信者を強め
て人生の戦いに備えさせるに必要な糧を与えるものではな
い。即刻の必要や現実の試みに苦闘している人々には、キ
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リスト教の基本原則にある健全で実際的な教えを与えなけ
ればならない。
コリントにおけるパウロの努力には、成果がなかったわ

けではない。多くの者が偶像礼拝を離れて生ける神に仕え
るようになり、1つの大きな教会がキリストの軍旗の下に編
入された。異邦人の最も放縦な者たちの中からも、救われ
る者たちがいて、神の憐れみと、罪からきよめるキリスト
の血の効力についての、記念碑となった。
パウロがキリストを示すことにますます成功したことか

ら、不信なユダヤ人は一層強固な妨害へと奮い立った。彼
らは一団となって立ち上がり、「一緒になってパウロを襲
い、彼を法廷にひっぱって行って訴えた」。当時、ガリオ
がアカヤの総督であった。彼らは法廷の役人たちが、以前
の場合と同じように彼らに味方するだろうと期待して、怒
声を張り上げ、使徒パウロに対する苦情を訴えた、「この
人は、律法にそむいて神を拝むように、人々をそそのかし
ています」。
ユダヤの宗教はローマの権力の保護下にあった。だか

らパウロを訴えた者たちは、もし彼に、彼らの宗教の律法
を犯したという罪を負わせることができるなら、彼は裁判
にかけられ、判決を受けるために引き出されることになる
だろうと思った。こうして彼を死に追い込みたいと彼らは
望んだ。しかし、ガリオは誠実な人で、ユダヤ人の嫉妬と
陰謀にだまされる者とならず、これをはねつけた。ガリオ
は彼らの偏狭と独善にあいそをつかし、彼らの訴えを無視
していた。パウロが弁明のために口を開こうとすると、ガ
リオはその必要はないと彼に告げ、それから、怒っている
告発者たちに向かって言った、「『ユダヤ人諸君、何か不
法行為とか、悪質の犯罪とかのことなら、わたしは当然、
諸君の訴えを取り上げもしようが、これは諸君の言葉や
名称や律法に関する問題なのだから、諸君みずから始末す
るがよかろう。わたしはそんな事の裁判人にはなりたくな
い』。こう言って、彼らを法廷から追いはらった」。
ユダヤ人もギリシャ人もガリオの決定を熱心に待ってい

た。ガリオがこの事件を、公共の利害になんら関係のない
ものとしてその場で却下したのを見て、ユダヤ人は計画を
くじかれたことを知り、怒って退場した。総督の断固たる
態度によって、ユダヤ人のあと押しをしていたうるさい群
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衆の目が開かれた。パウロがヨーロッパで働くようになっ
て以来はじめて、群衆は彼に味方した。総督の見ている
前で、しかも、彼の干渉も受けずに、彼らは使徒を訴えた
有力者たちにはげしく襲いかかった。「みんなの者は、会
堂司ソステネを引き捕らえ、法廷の前で打ちたたいた。ガ
リオはそれに対して、そ知らぬ顔をしていた」。こうして [1452]
キリスト教はめざましい勝利をおさめた。
「パウロは、なお幾日ものあいだ滞在した」。もし使徒

パウロが、このときコリントを去るよう強いられていたな
ら、イエスを信ずる信仰へと改宗した人々は、危険な立場
に置かれたことであろう。ユダヤ人たちは、その地方から
キリスト教が絶滅してしまうまで、彼らが得た有利な状態
をいよいよ徹底させる努力をしていたことであろう。



第第第25章章章　　　テテテサササロロロニニニケケケ教教教会会会へへへののの手手手紙紙紙

本章はテサロニケ人への第1の手紙、テサロニケ人への
第2の手紙に基づく

パウロがコリントに滞在しているあいだに、シラスとテ
モテがマケドニヤから下ってきたことは、パウロを大いに
励ました。2人は、福音宣伝者たちがテサロニケをはじめ
て訪問したとき真理を受け入れていた人々の、「信仰と寛
容」の「よきおとずれ」を彼に携えてきた。パウロは、試
練と逆境の真っただ中にいて、変わることなく神に忠実に
つかえている信者たちへ、優しい同情の心を向けた。パウ
ロは自分で彼らを訪問したいと思ったが、その時にはこれ
が不可能だったので、彼らに手紙を書いた。
テサロニケの教会にあてたこの手紙の中で、使徒パウ

ロは、彼らが信仰を増し加えているという喜ばしい知ら
せを、神に感謝している。「兄弟たちよ。それによって、
わたしたちはあらゆる苦難と患難との中にありながら、あ
なたがたの信仰によって慰められた。なぜなら、あなたが
たが主にあって堅く立ってくれるなら、わたしたちはいま
生きることになるからである。ほんとうに、わたしたちの
神のみまえで、あなたがたのことで喜ぶ大きな喜びのため
に、どんな感謝を神にささげたらよいだろうか。わたした
ちは、あなたがたの顔を見、あなたがたの信仰の足りない
ところを補いたいと、日夜しきりに願っているのである」
とパウロは書いた。
「わたしたちは祈の時にあなたがたを覚え、あなたがた

一同のことを、いつも神に感謝し、あなたがたの信仰の働
きと、愛の労苦と、わたしたちの主イエス・キリストに対
する望みの忍耐とを、わたしたちの父なる神のみまえに、
絶えず思い起している」。
テサロニケにいる信者たちの多くが「偶像を捨てて神

に立ち帰り、生けるまことの神に仕えるようにな」って
いた。彼らは「多くの患難の中で、聖霊による喜びをもっ

190
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て御言を受けいれ」ていた。主に忠実に従っている彼らは
「マケドニヤとアカヤとにいる信者全体の模範になった」
とパウロは述べた。この称賛の言葉は分に過ぎたものでは
なかった。「すなわち、主の言葉はあなたがたから出て、
ただマケドニヤとアカヤとに響きわたっているばかりでは
なく、至るところで、神に対するあなたがたの信仰のこと
が言いひろめられたので」ある。
テサロニケの信者たちは本当の伝道者であった。彼らの

心は、「きたるべき怒り」に対する恐れから彼らを救い出
して下さった救い主への熱意に燃えた。キリストの恵みに
よって、彼らの生活におどろくべき変化が起こった。そし
て、主のみことばが彼らの口から語られると、力がそれに
伴った。聞く者の心は宣べ伝えられた真理によって納得さ
せられ、多くの魂が信者の群れに加えられた。
この第1の手紙の中で、パウロは、テサロニケ人の中で

働いた彼のやり方に言及した。彼は欺きやだましごとで改
心者を導こうとしたのではないと言明した。「わたしたち
は神の信任を受けて福音を託されたので、人間に喜ばれる
ためではなく、わたしたちの心を見分ける神に喜ばれるよ
うに、福音を語るのである。わたしたちは、あなたがたが
知っているように、決してへつらいの言葉を用いたことも
なく、口実を設けて、むさぼったこともない。それは、神
があかしして下さる。また、わたしたちは、キリストの使
徒として重んじられることができたのであるが、あなたが
たからにも せよ、ほかの人々からにもせよ、人間からの [1453]
栄誉を求めることはしなかった。むしろ、あなたがたの間
で、ちょうど母がその子供を育てるように、やさしくふる
まった。このように、あなたがたを慕わしく思っていたの
で、ただ神の福音ばかりではなく、自分のいのちまでもあ
なたがたに与えたいと願ったほどに、あなたがたを愛した
のである」。
パウロは続けた。「あなたがたもあかしし、神もあかし

して下さるように、わたしたちはあなたがた信者の前で、
信心深く、正しく、責められるところがないように、生
活をしたのである。そして、あなたがたも知っているとお
り、父がその子に対してするように、あなたがたのひとり
びとりに対して、御国とその栄光とに召して下さった神の



192 患難から栄光へ

みこころにかなって歩くようにと、勧め、励まし、また、
さとしたのである。
これらのことを考えて、わたしたちがまた絶えず神に感

謝しているのは、あなたがたがわたしたちの説いた神の言
を聞いた時に、それを人間の言葉としてではなく、神の言
として——事実そのとおりであるが——受けいれてくれた
ことである。そして、この神の言は、信じるあなたがたの
うちに働いているのである」。「実際、わたしたちの主イ
エスの来臨にあたって、わたしたちの望みと喜びと誇の冠
となるべき者は、あなたがたを外にして、だれがあるだろ
うか。あなたがたこそ、実にわたしたちのほまれであり、
喜びである」。
パウロは、テサロニケの信者たちにあてた第1の手紙の

中で、死の本当の状態を彼らに教えようとした。死んだ
人は眠っているのだ、無意識の状態にいるのだと、彼は述
べている。「兄弟たちよ。眠っている人々については、無
知でいてもらいたくない。望みを持たない外の人々のよう
に、あなたがたが悲しむことのないためである。わたした
ちが信じているように、イエスが死んで復活されたからに
は、同様に神はイエスにあって眠っている人々をも、イエ
スと一緒に導き出して下さるであろう。. . . . . .すなわち、
主ご自身が天使のかしらの声と神のラッパの鳴り響くうち
に、合図の声で、天から下ってこられる。その時、キリス
トにあって死んだ人々が、まず最初によみがえり、それか
ら生き残っているわたしたちが、彼らと共に雲に包まれて
引き上げられ、空中で主に会い、こうして、いつも主と共
にいるであろう」。
テサロニケ人たちは、キリストは生きている信仰者を変

えて、ご自身のもとに連れていくために来られるという考
えを、しっかり持っていた。彼らは友人たちが死んで、主
の来られるときに受けようとしている祝福を失うことのな
いようにと、友人たちの命を注意深く見守っていた。しか
し、愛する人々が次々に彼らから取り去られた。そしてテ
サロニケ人たちは、亡くなった者たちの顔を、これが見納
めと苦しみ嘆きながら見つめ、彼らと将来生きて会えるな
どという希望は到底持てない気持ちになっていた。
パウロの手紙が開かれて読まれたとき、死の正しい状

態を明らかにした言葉によって、大きな喜びと慰めが教



第25章　テサロニケ教会への手紙 193

会に与えられた。パウロは、キリストが来られるとき、イ
エスにあって眠りについている者たちより先に、生きてい
る者たちが主に会いに行くのではないことを教えた。天使
のかしらの声と神のラッパの音は、眠っている者たちにと
どき、キリストにあって死んでいる者たちが最初によみが
えり、それから生き残っている者たちに不死が与えられる
のである。「それから生き残っているわたしたちが、彼ら
と共に雲に包まれて引き上げられ、空中で主に会い、こう
して、いつも主と共にいるであろう。だから、あなたがた
は、これらの言葉をもって互に慰め合いなさい」。
この保証がテサロニケの若い教会にもたらした希望と

喜びは、われわれには到底、十分にわかるものではない。
彼らは福音の父から送られてきた手紙を信じて、大切にし
た。そしてパウロを愛するようになった。パウロはこれら
の事を以前にも彼らに話していたが、そのときには、彼ら
の心は新しい、なじみのない教理を理解することに必死で
あったので、いくつかの点についてその意味が、彼らの頭
にはっきりと印象づけられなかったとしても、驚くにはあ
たらない。しかし彼らは真理に飢えていた。そして、パウ
ロの書簡は彼らに新しい希望と力を与え、死を通していの
ちと不死とを明らかに示された方に対する、より固い信仰
と深い愛情を与えた。 [1454]
彼らは、信仰を持つ友が墓からよみがえり、神のみ国で

永遠に生きることを知って喜んだ。死者の休息所を包んで
いたやみが、吹き払われた。クリスチャンの信仰は新しい
輝きで飾られ、彼らはキリストのいのちと死と復活とに新
しい栄光を認めた。
「同様に神はイエスにあって眠っている人々をも、イエ

スと一緒に導き出して下さる」とパウロは書いた。多くの
人がこの聖句を、眠っている人々が天からキリストととも
に連れてこられるという意味に解釈しているが、パウロの
言う意味は、キリストが死からよみがえられたように、神
は眠っている聖徒を墓から呼び出し、キリストと一緒に天
に連れて行かれるということであった。これはテサロニケ
の教会ばかりでなく、どこにいようとも、すべてのクリス
チャンに与えられた慰めであり、輝かしい希望である。
テサロニケで働いているあいだに、パウロは時のしる

しに関する問題を十分に教えて、人の子が天の雲に乗って
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現れる前に起こる出来事を示していたので、もうこの問題
について書く必要はないと思った。しかし、彼は以前教え
たことに、もういちど注意をひいた。「その時期と場合と
については、書きおくる必要はない。あなたがた自身がよ
く知っているとおり、主の日は盗人が夜くるように来る。
人々が平和だ無事だと言っているその矢先に. . . . . .突如とし
て滅びが彼らをおそって来る」と彼は言った。
今日、この世界には、主の再臨について人々に警告す

るためにキリストがお与えになったさまざまの証拠に、目
をつぶっている者たちが大勢いる。時の終わりを示すしる
しが急速に成就しており、人の子が天の雲に乗って来られ
るその時に向かって、この世界が急速に進んでいるにもか
かわらず、彼らはすべての不安をおさえようとしている。
キリストの再臨に先立って起こるしるしに無関心でいるこ
とは罪であると、パウロは教えている。この怠慢の罪を犯
している人々を、彼は夜の者、やみの者と呼んでいる。彼
は次の言葉で、油断なく警戒するようにと励ましている。
「しかし兄弟たちよ。あなたがたは暗やみの中にいないの
だから、その日が、盗人のようにあなたがたを不意に襲う
ことはないであろう。あなたがたはみな光の子であり、昼
の子なのである。わたしたちは、夜の者でもやみの者でも
ない。だから、ほかの人々のように眠っていないで、目を
さまして慎んでいよう」。
この事柄に関する使徒の教えは、特にわれわれの時代の

教会にとって重要である。この近づきつつある偉大な完成
の時に生きている人々にとって、パウロの言葉は力強い筆
致で迫ってくる。「しかし、わたしたちは昼の者なのだか
ら、信仰と愛との胸当を身につけ、救の望みのかぶとをか
ぶって、慎んでいよう。神は、わたしたちを怒りにあわせ
るように定められたのではなく、わたしたちの主イエス・
キリストによって救を得るように定められたのである。
キリストがわたしたちのために死なれたのは、さめてい
ても眠っていても、わたしたちが主と共に生きるためであ
る」。
油断のないクリスチャンは、活動しているクリスチャ

ンである。彼は、福音進展のために自分の力でできること
は、何でも熱心にやろうとしている。あがない主に対する
愛が増し加わるに従って、同胞に対する愛も増し加わる。
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彼は主が受けられたと同じように厳しい試練にあうが、
苦悩のために気むずかしくなることも、心の平和が乱され
ることもない。彼は、試練によく耐えれば、それが彼を洗
練し、清めて、一層深いキリストとの交わりに導くことを
知っている。キリストの苦しみにあずかる人々は、キリス
トの慰めにもあずかる者となり、ついには、キリストの栄
光をも分かち与えられるのである。
パウロはテサロニケ人への手紙の中で、さらに語った、

「兄弟たちよ。わたしたちはお願いする。どうか、あなた
がたの間で労し、主にあってあなたがたを指導し、かつ訓
戒している人々を重んじ、彼らの働きを思って、特に愛し
敬いなさい。互に平和に過ごしなさい」。
テサロニケの信者たちは、狂信的な考えや教理を持ち

込んでくる人々に非常に悩まされた。ある者は「怠惰な生
活を送り、働かないで、ただいたずらに動きまわって」い
た。教会は正しく組織されており、役員は牧師や執事とし [1455]
て奉仕するよう任命されていた。しかし中には身勝手で、
衝動的で、教会の権威ある地位にいる人々に従うことを拒
む者たちがいた。彼らは個人的に判断する権利ばかりでな
く、彼らの見解を公に教会に主張する権利を要求した。こ
のためにパウロは、教会の中で権威ある地位に任命されて
いる人々を尊敬し、彼らの意見に聞き従うよう、テサロニ
ケの人々に注意を与えたのである。
テサロニケの信者たちが神を恐れて歩むようにとの切な

る願いから、使徒パウロは、日常の生活において神を敬う
信仰を実践するようにと、彼らに求めた。「兄弟たちよ。
わたしたちは主イエスにあってあなたがたに願いかつ勧め
る。あなたがたが、どのように歩いて神を喜ばすべきかを
わたしたちから学んだように、また、いま歩いているとお
りに、ますます歩き続けなさい。わたしたちがどういう教
を主イエスによって与えたか、あなたがたはよく知ってい
る。神のみこころは、あなたがたが清くなることである。
すなわち、不品行を慎」むことである。「神がわたしたち
を召されたのは、汚れたことをするためではなく、清くな
るためである」。
使徒は彼の働きによって改宗した人々の霊的な幸福の

ために、自分には大きな責任があると思った。彼らに対
する願いは、彼らが唯一のまことの神と、神がおつかわし
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になったイエス・キリストを知る知識を深めることであっ
た。パウロは宣教中にイエスを愛している人々の小さな群
れに会い、彼らと共に頭をたれて祈り、神との生きた交わ
りを保つ方法を彼らに教えていただきたいと、神に求める
ことがよくあった。彼は、しばしば、福音の真理の光を他
の人々に与える最上の方法について、彼らに助言した。ま
た彼が、こうして自分が働きかけた人々から離れていると
きには、彼らが悪から守られて、熱心で活動的な伝道者に
なるよう彼らを助けてくださるように、彼はたびたび神に
嘆願した。
真の改心を示す最も強力な証拠の1つは、神と人とに対

する愛である。あがない主としてイエスを受け入れている
人々は、同じ尊い信仰を持っている他の人々に対して、深
い、誠実な愛を持っている。テサロニケの信者たちもそう
であった。「兄弟愛については、今さら書きおくる必要は
ない。あなたがたは、互に愛し合うように神に直接教えら
れており、また、事実マケドニヤ全土にいるすべての兄弟
に対して、それを実行しているのだから。しかし、兄弟た
ちよ。あなたがたに勧める。ますます、そうしてほしい。
そして、あなたがたに命じておいたように、つとめて落ち
着いた生活をし、自分の仕事に身をいれ、手ずから働きな
さい。そうすれば、外部の人々に対して品位を保ち、また
だれの世話にもならずに、生活できるであろう」。
「どうか、主が、あなたがた相互の愛とすべての人に対

する愛とを、わたしたちがあなたがたを愛する愛と同じよ
うに、増し加えて豊かにして下さるように。そして、どう
か、わたしたちの主イエスが、そのすべての聖なる者と共
にこられる時、神のみまえに、あなたがたの心を強め、清
く、責められるところのない者にして下さるように」。
「兄弟たちよ。あなたがたにお勧めする。怠惰な者を

戒め、小心な者を励まし、弱い者を助け、すべての人に対
して寛容でありなさい。だれも悪をもって悪に報いないよ
うに心がけ、お互いに、またみんなに対して、いつも善を
追い求めなさい。いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさ
い。すべての事について、感謝しなさい。これが、キリス
ト・イエスにあって、神があなたがたに求めておられるこ
とである」。
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使徒は続けて、テサロニケの人々に、預言の賜物を軽
んじないようにと教えた。「御霊を消してはいけない。預
言を軽んじてはならない。すべてのものを識別して、良い
ものを守」るようにと言って、真正のものから偽りのもの
を区別する慎重な識別力を持つように勧めた。「あらゆる
種類の悪から遠ざかりなさい」とパウロは彼らに懇願し、
「霊と心とからだとを完全に守って、わたしたちの主イエ
ス・キリストの来臨のときに、責められるところのない者
にして下さるように」神が彼らを全くきよめて下さるよう
にという祈りで手紙を結んだ。そして「あなたがたを召さ
れたかたは真実であられるから、このことをして下さるで
あろう」と彼はつけ加えた。 [1456]
パウロがテサロニケ人に送った第1の手紙の中で、キリ

ストの再臨について述べた教えは、彼の以前の教えと完全
に調和していた。それにもかかわらず、彼の言葉はテサロ
ニケのある兄弟たちに誤解された。彼らは、パウロ自身が
生きたまま救い主の来臨を目撃したいという希望を表して
いるものと理解した。このような信念は、彼らの熱狂と興
奮を助長させた。以前に自分たちの責任や義務を怠ってい
た人々は、今、彼らの誤った考えをますます頑固に主張す
るようになった。
第2の手紙の中で、パウロは、自分の教えについて人々

の誤解を訂正して、自分の正しい立場を示そうとした。彼
は再び彼らの誠実さに対する確信を表明し、彼らの信仰が
固く、また、互いに、主のみわざのために豊かな愛を持っ
ていることに対する感謝をあらわした。パウロは、彼ら
を迫害や艱難に勇敢に耐える堅忍不抜の模範として他の教
会に紹介したことを告げ、それから、神の民がすべての心
配や困難な問題から休息を与えられるキリスト再臨の時へ
と、彼らの心を向けさせた。
「わたしたち自身は、あなたがたがいま受けている

あらゆる迫害と患難とのただ中で示している忍耐と信仰
とにつき、神の諸教会に対してあなたがたを誇としてい
る。. . . . . .悩まされているあなたがたには、わたしたちと
共に、休息をもって報いて下さる. . . . . .それは、主イエスが
炎の中で力ある天使たちを率いて天から現れる時に実現す
る。その時、主は神を認めない者たちや、わたしたちの主
イエスの福音に聞き従わない者たちに報復し、そして、彼
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らは主のみ顔とその力の栄光から退けられて、永遠の滅び
に至る刑罰を受けるであろう. . . . . .このためにまた、わたし
たちは、わたしたちの神があなたがたを召しにかなう者と
なし、善に対するあらゆる願いと信仰の働きとを力強く満
たして下さるようにと、あなたがたのために絶えず祈って
いる。それは、わたしたちの神と主イエス・キリストとの
恵みによって、わたしたちの主イエスの御名があなたがた
の間であがめられ、あなたがたも主にあって栄光を受ける
ためである」。
しかしキリスト再臨の前に、預言に予告されているよ

うに、宗教界に重要な進展があるはずであった。使徒は
こう断言した。「霊により、あるいは言葉により、ある
いはわたしたちから出たという手紙によって、主の日は
すでにきたとふれまわる者があっても、すぐさま心を動か
されたり、あわてたりしてはいけない。だれがどんな事を
しても、それにだまされてはならない。まず背教のことが
起り、不法の者、すなわち、滅びの子が現れるにちがいな
い。彼は、すべて神と呼ばれたり拝まれたりするものに反
抗して立ち上がり、自ら神の宮に座して、自分は神だと宣
言する」。
パウロの言葉は誤解されてはならなかった。彼が特別

の啓示によってテサロニケ人たちへキリストの再臨がすぐ
に来ることを警告したのだと理解されてはならなかった。
そのような見解は信仰の混乱を起こしたであろう。失望は
不信仰へとつながるものだからである。そこで、使徒パウ
ロは、そのような使命が彼から来たなどと受け取らないよ
う兄弟たちに警告し、預言者ダニエルがはっきり書いてい
る法王権が今後起こって、神の民と戦うようになることを
強調した。この権力が、目に余る冒瀆的なことをするまで
は、教会が主の再臨を期待するのはむなしいと、彼は述べ
ている。「わたしがまだあなたがたの所にいた時、これら
の事をくり返して言ったのを思い出さないのか」と、パウ
ロはたずねた。
真の教会を悩ますはずの試練は、恐ろしいものであっ

た。使徒が手紙を書いていた時でさえ、「不法の秘密の
力」はすでに働き始めていた。未来に起こる事態の進展
は、「サタンの働きによるのであって、あらゆる偽りの力
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と、しるしと、不思議と、また、あらゆる不義の惑わしと
を、滅ぶべき者どもに対して行うため」であった。
特に、「真理に対する愛」を受け入れない人々につい

てのパウロの言葉は厳粛である。真理の使命を故意に拒む
人々について彼は言った。「そこで神は、彼らが偽りを信
じるように、迷わす力を送り、こうして、真理を信じない
で不義を喜んでいたすべての人を、さばくのである。」神 [1457]
が人々にあわれみをもってお与えになった警告を拒む者た
ちは、とがめられずにはすまない。神は、これらの警告か
ら身をかわし続けている人々からみ霊を引き離し、彼らの
好む惑わしを受けるままに放置されるのである。
こうしてパウロは、キリストの再臨の前まで幾世紀もの

長い暗黒と迫害の期間を通して継続する、あの悪の権力の
破壊的な働きについて大要を説明した。テサロニケの信者
たちはすぐさま救い出されることを望んでいたが、今は勇
敢に、神をおそれながら、彼らの前にある仕事を始めるよ
う諭された。使徒は彼らに、義務を怠ったり、あきらめて
何もしないで待つようなことにならぬようにと命じた。す
ぐに救い出されるだろうという期待が燃えた後は、日常の
仕事や、彼らがあわねばならない反対は、2倍の厳しさがあ
るように見えるであろう。それだから、信仰に固く立つよ
うにと彼らに熱心に説いた。
「堅く立って、わたしたちの言葉や手紙で教えられた

言伝えを、しっかりと守り続けなさい。どうか、わたした
ちの主イエス・キリストご自身と、わたしたちを愛し、恵
みをもって永遠の慰めと権かな望みとを賜わるわたしたち
の父なる神とが、あなたがたの心を励まし、あなたがたを
強めて、すべての良いわざを行い、正しい言葉を語る者と
して下さるように」。「主は真実なかたであるから、あな
たがたを強め、悪しき者から守って下さるであろう。わた
したちが命じる事を、あなたがたは現に実行しており、ま
た、実行するであろうと、わたしたちは、主にあって確信
している。どうか、主があなたがたの心を導いて、神の愛
とキリストの忍耐とを持たせて下さるように」。
信徒たちの働きは、神によって彼らにさずけられてい

た。彼らは、真理を忠実に固守することによって、これ
までに受けた光を他の人々に与えなければならなかった。
使徒は善行に倦み疲れることのないように彼らに命じ、キ
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リストのためにたゆまず良い働きをしながら、日常の仕事
にも勤勉であった使徒自身の模範を彼らに示した。彼は、
怠惰で目的のない刺激に憂き身をやつしている人々を叱責
し、「静かに働いて自分で得たパンを食べるように」勧め
た。彼はまた、神のしもべたちによって与えられた教訓を
無視し続けている者と交わらぬよう、教会に申しつけた。
「しかし、彼を敵のように思わないで、兄弟として訓戒し
なさい」と彼はつけ加えた。
この書簡もまた、パウロは、労苦と試練の生活の真っ

ただ中にあって、神の平和と主、イエス・キリストの恵み
が、彼らの慰めとなり支えとなるように、との祈りで結ん
だ。
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本章は使徒行伝18：1828に基づく

コリントを去ってのち、パウロの次の働き場はエペソで
あった。彼は、近づいていた祭りに出るために、エルサレ
ムに向かう途中であった。だから、エペソでの逗留は当然
短期間であった。彼は会堂に入って、ユダヤ人たちと論じ
たが、彼らに与えた印象がとても良かったので、彼らはパ
ウロにそこで働きを続けてくれるようにと懇願した。彼に
はエルサレムを訪問する目的があったので、そのときはぐ
ずぐずそこに留まっていられなかったが、「神のみこころ
なら」また戻ってくると約束した。アクラとプリスキラは
彼と共にエペソに来ていたが、パウロは2人をそこに残し
て、彼の始めた仕事を続けさせた。
このとき、「アレキサンデリヤ生れで、聖書に精通

し、しかも、雄弁なアポロというユダヤ人が、エペソに
きた」。彼はバプテスマのヨハネの説教を聞き、悔い改め
のバプテスマを受けていて、預言の働きがむだでなかった
ことを示す生きた証人であった。アポロについての聖書の
記録によると、彼は「主の道に通じており、また、霊に燃
えてイエスのことを詳しく語ったり教えたりしていたが、
ただヨハネのバプテスマしか知っていなかった」。 [1458]
ところで、彼はエペソで、「会堂で大胆に語り始め

た」。聞いていた者たちの中にアクラとプリスキラがい
たが、この2人は彼がまだ福音の光を十分に受けていないこ
とに気がつき、「彼を招きいれ、さらに詳しく神の道を解
き聞かせた」。この2人から教えられて、アポロは聖書につ
いてのいっそう明らかな理解を得、キリスト教信仰の最も
有能な主唱者の1人になった。
アポロがアカヤに行きたいと願っていたので、エペソ

にいる兄弟たちは、「彼を励まし、先方の弟子たちに」、
キリストの教会に完全に調和する教師として、「彼をよく
迎えるようにと、手紙を書き送った」。彼はコリントに行

201



202 患難から栄光へ

き、そこで、公の伝道や戸ごとの訪問により「イエスがキ
リストであることを、聖書に基いて示し. . . . . .ユダヤ人たち
を激しい語調で論破した」。パウロがすでに真理の種を植
えていたが、今、アポロはそれに水をやったのである。福
音の宣教にアポロは成功したが、このためにある信者たち
は、アポロの働きをパウロの働きよりもほめそやすように
なった。このように人と人を比較することで教会に党派心
が生じ、福音の進展が非常に阻まれそうになった。
パウロは、コリントで過ごした1年半のあいだ、つとめ

て福音を単純に説いてきた。「すぐれた言葉や知恵を」携
えてコリント人のところに行ったのではなく、恐れと不安
を抱きながら「霊と力との証明に」より、「神のあかし」
を宣べ伝えたのであった。「それは. . . . . .信仰が人の知恵に
よらないで、神の力によるものとなるためであった」（コ
リント2：1、4、5）。
パウロは当然のことだが、教会の状態に応じて教える

方法を考えた。「兄弟たちよ。わたしはあなたがたには、
霊の人に対するように話すことができず、むしろ、肉に属
する者、すなわち、キリストにある幼な子に話すように話
した。あなたがたに乳を飲ませて、堅い食物は与えなかっ
た。食べる力が、まだあなたがたになかったからである。
今になってもその力がない」と、パウロは後になって彼ら
に説明した（コリント3：1、2）。パウロが彼らに教えよ
うと努力していた教えを学ぶのに、コリントの多くの信者
たちは時間がかかった。彼らの霊的知識の発達は、彼らが
受けた特権や機会と釣り合っていなかった。彼らがクリス
チャン経験をかなり積んで、みことばのより深い真理を理
解し、実行していなければならないときに、彼らは、「わ
たしには、あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、
あなたがたは今はそれに堪えられない」とキリストが弟
子たちに言われたときの弟子たちの場所に立っていた（ヨ
ハネ16：12）。嫉妬や邪悪な憶測や非難が、コリントの多
くの信徒たちの心を閉ざしていて、「すべてのものをきわ
め、神の深みまでもきわめる」聖霊の十分な働きを妨げて
いた（コリント2：10）。彼らはこの世的な知識においてど
んなに賢くとも、キリストを知る知識においては幼児にす
ぎなかった。
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コリントの改宗者たちに、キリスト教信仰の基礎的なこ
とを、まさにその初歩を教えるのが、パウロの仕事であっ
た。パウロは彼らを、神の力が人の心に働きかけることを
知らない人々として指導せざるを得なかった。そのころ、
彼らは救いの奥義を理解することができなかった。「生
れながらの人は、神の御霊の賜物を受けいれない。それは
彼には愚かなものだからである。また、御霊によって判断
されるべきであるから、彼はそれを理解することができな
い」（コリント2：14）。パウロは種をまくように努めた。
そして他の人々がそれに水をまくのである。彼の後に続く
者たちは、彼のやり残したその場所から働きを引き継ぎ、
教会が耐えられる程度に応じて、時にかなった霊的光と知
識を与えねばならない。
使徒パウロは、コリントで働きを始めたとき、彼が教

えたいと思っていた偉大な真理を、最も慎重に紹介しなけ
ればならないと悟った。聴衆の中には、人間の理論を得意
になって信奉する者や、誤った礼拝制度の代弁者もいて、
彼らは聖書に示されている霊的な永遠の生命という現実に
矛盾するような理論を、自然という書物の中に見つけたい
と、見えない眼で模索していることを、パウロは知ってい
た。また、批評家たちが、啓示されているみことばについ
てのキリス ト教の解釈を論駁しようとしたり、懐疑主義 [1459]
者がキリストの福音を愚弄し、嘲笑するだろうということ
も、パウロは知っていた。
パウロは、人々を十字架のもとに導く努力をするにあ

たって、放縦な者たちを直接に譴責したり、尊い神の御目
に彼らの罪がいかに憎むべきものかを示したりはあえてせ
ず、むしろ、人生の真の目的を彼らに示し、天来の教師の
教えを彼らの心に刻みつけようとした。もしその教えを受
け入れるなら、彼らは世俗と罪から純潔と義へと高められ
るのであった。パウロは特に、神の国に住むにふさわしい
と見なされる者たちが到達しなければならない、実際的な
信仰と聖潔を強調した。彼らの不道徳な行為が、神の御目
にいかに不快なものであるかがわかるよう、彼らの心の暗
やみをキリストの福音の光が貫くのを見たいと、彼は願っ
た。したがって、彼らのあいだでの彼の教えの重荷はキリ
スト、しかも十字架につけられたキリストであった。彼ら
の最も熱心な学びと、最大の喜びが、神に対する悔い改め
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と主イエス・キリストに対する信仰を通して得られる、す
ばらしい救いの真理でなければならないことを、パウロは
彼らに示そうと努めた。
哲学者は救いの光から身をかわす。それが彼の誇る理論

の面目をつぶすからである。また世俗的な者も救いの光を
拒む。それがこの世の偶像から彼を引き離そうとするから
である。人々がキリストを愛したり、信仰の目で十字架を
見ることができるようになる前に、キリストの品性が理解
されねばならないことを、パウロは知っていた。永遠にわ
たって、あがなわれた者の科学となり歌となる学びは、こ
こで始まらねばならない。十字架の光によってのみ、人間
の魂の真の価値が計られるのである。
人を洗練する神の恵みの感化力は、人の生まれつきの性

質を変える。天国は世俗的な心を持つ者には好ましいとこ
ろではない。彼らの生来の、きよめられていない心は、純
潔で神聖な場所になんの魅力も感じないであろう。また、
たとえ彼らが天国に入れたとしても、彼らに合ったものは
何も見いだせないであろう。堕落した人間が天国に入るに
ふさわしくなり、純潔で聖なる天使たちとの交わりを楽し
むためには、まず、生まれながらの心を支配している性癖
が、キリストの恵みによって和らげられねばならない。人
が罪に死んで、キリストにある新しい命に生き返るとき、
神の愛がその心を満たす。彼の知力はきよめられる。彼は
喜びと知識の尽きぬ泉から飲み、永遠の日の光が彼の道を
照らす。いのちの光であられる方が、絶えず彼と共におら
れるからである。
パウロは、彼も彼の共労者たちも、真理を教えること

を神からゆだねられた者たちに過ぎずみな同じ働きに携
わり、みな同じように仕事の成功を神により頼んでいるこ
とを、コリントの兄弟たちにしっかり理解させようと努め
た。それぞれの働き人の優劣に関して教会内に起こった論
争は、神のご計画に沿ったものではなく、生来の性質を大
事にかかえていた結果であった。「ある人は『わたしはパ
ウロに』と言い、ほかの人は『わたしはアポロに』と言っ
ているようでは、あなたがたは普通の人間ではないか。ア
ポロは、いったい、何者か。また、パウロは何者か。あな
たがたを信仰に導いた人にすぎない。しかもそれぞれ、主
から与えられた分に応じて仕えているのである。わたしは
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植え、アポロは水をそそいだ。しかし成長させて下さるの
は、神である。だから、植える者も水をそそぐ者も、とも
に取るに足りない。大事なのは、成長させて下さる神のみ
である」（コリント3：47）。
コリントではじめて福音を宣べ伝え、そこに教会を組織

したのはパウロであった。これは主が彼に割り当てられた
働きであった。のちになって、神の導きのもとに、他の働
き人たちがそれぞれの役割と立場を占めるために連れて来
られた。まかれた種には水をやらねばならない。これをす
るのがアポロであった。彼はパウロの働きを引き継いで、
さらに教えを与え、まかれた種が成長するのを助けた。彼
は人々の心をとらえたが、数を増やして下さったのは神で
あった。品性を変える働きをするのは、人間ではなく、神
の力である。植える者や水をそそぐ者が、種の成長をもた
らすのではない。彼らは、神に任命された代理者として、
神と協力しながら、神のもとで働くのである。成功に伴う [1460]
名誉と栄光は、主なる働き人、神のものである。
神のしもべたちは、全部が同じ賜物を受けているわけで

はないが、みな神の働き人である。おのおのが大教師につ
いて学び、それから、学んだことを伝えねばならない。神
はご自分の使命者たちに各自の仕事をさずけておられる。
賜物は種々さまざまであるが、働き人はみな聖霊のきよ
めの力に支配され、混ぜ合わされて調和を保つのである。
彼らが救いの福音を知らせると、多くの者が神の力によっ
て、罪を悟り、改心するであろう。人間の尽力はキリスト
と共に神のうちに隠され、キリストが、万人の中の最高の
お方、最もすばらしいお方として現れる。
「植える者と水をそそぐ者とは1つであって、それぞれ

その働きに応じて報酬を得るであろう。わたしたちは神の
同労者である。あなたがたは神の畑であり、神の建物であ
る」（コリント3：8、9）。この聖句の中で、使徒は教会
を農地になぞらえた。その中で農夫たちは、神の植えられ
たぶどうの世話をして働く。また、教会を建物にもなぞら
えているが、それは、主のための聖なる宮へと成長するの
である。神は雇い主であり、各人にそれぞれの仕事を定め
ておられる。すべての者は神の監督下に働き、神も働き人
のために、また、働き人を通して働かれる。神は彼らに機
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転や技術をお与えになり、もし彼らが神のご指示に従うな
ら、彼らの努力に成功の栄冠を与えて下さる。
神のしもべたちは、親切で礼儀正しい秩序のうちに混

ざり合い、「進んで互に尊敬し合」って共に働くのであ
る（ローマ12：10）。不親切な批評をしたり、他人の仕事
をめちゃめちゃにしたり、分派を起こしたりしてはならな
い。主から使命をゆだねられている者には、めいめい、特
別の仕事がある。おのおのには独自の個性があって、それ
を他人の個性の中に埋没させてはならない。しかし、おの
おのは、なお、兄弟たちと一致して働くのである。神の働
き人は、彼らの奉仕において本質的には1つでなければな
らない。自分を1つの標準に仕立てて、仲間の働き人に失礼
なことを言ったり、彼らを自分より劣っている者のように
扱ったりしてはならない。神のもとでおのおのは、自分に
定められた仕事をなし、他の働き人たちから尊敬され、愛
され、励まされる。彼らは共にみわざを完成へと進めるの
である。
これらの原則は、コリントの教会にあてたパウロの最

初の手紙の中に詳細に語られている。使徒は、「キリス
トに仕える者」を「神の奥義を管理している者」と述べ、
彼らの仕事についてこう説明している、「この場合、管
理者に要求されているのは、忠実であることである。わた
しはあなたがたにさばかれたり、人間の裁判にかけられた
りしても、なんら意に介しない。いや、わたしは自分をさ
ばくこともしない。わたしは自ら省みて、なんらやましい
ことはないが、それで義とされているわけではない。わた
しをさばくかたは、主である。だから、主がこられるまで
は、何事についても、先走りをしてさばいてはいけない。
主は暗い中に隠れていることを明るみに出し、心の中で企
てられていることを、あらわにされるであろう。その時に
は、神からそれぞれほまれを受けるであろう」（コリン
ト4：15）。
それぞれ違った神のしもべたちの間をさばくことは、

人間に許されていない。神だけが人の行為の審判者であっ
て、神はおのおのに正しい報いをお与えになるのである。
使徒パウロは、彼の働きとアポロの働きについてなさ

れた比較に直接言及して続けた、「兄弟たちよ。これらの
ことをわたし自身とアポロとに当てはめて言って聞かせた
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が、それはあなたがたが、わたしたちを例にとって、『し
るされている定めを越えない』ことを学び、ひとりの人
をあがめ、ほかの人を見さげて高ぶることのないためであ
る。いったい、あなたを偉くしているのは、だれなのか。
あなたの持っているもので、もらっていないものがある
か。もしもらっているなら、なぜもらっていないもののよ
うに誇るのか」（コリント4：6、7）。
パウロは、彼と彼の同労者たちが、キリストのための

奉仕において辛抱強く耐えてきた危険や困難を、教会に対
して率直に示した。「今の今まで、わたしたちは飢え、か [1461]
わき、裸にされ、打たれ、宿なしであり、苦労して自分の
手で働いている。はずかしめられては祝福し、迫害されて
は耐え忍び、ののしられては優しい言葉をかけている。わ
たしたちは今に至るまで、この世のちりのように、人間の
くずのようにされている。わたしがこのようなことを書く
のは、あなたがたをはずかしめるためではなく、むしろ、
わたしの愛児としてさとすためである。たといあなたがた
に、キリストにある養育掛が1万人あったとしても、父が多
くあるのではない。キリスト・イエスにあって、福音によ
りあなたがたを生んだのは、わたしなのである」（コリン
ト4：1115）。
福音の働き人たちをご自分の使者として送り出すお方

は、聴衆の中に、だれか気に入りの牧師に対する愛着が
非常に強くて、他の教師の働きを受け入れたがらない様
子が見られるときに、はずかしめを受けられる。主は神の
民に、必ずしも彼らの選ぶとおりにではなく、ただ彼らの
必要に応じて、助け手を送られる。人間の見方は近視眼的
で、自分たちにとって最上のものを見分けることができな
いからである。教会を、キリスト教のすべての要求におい
て完全なものとするのに必要な資格を、1人の牧師がすべて
備えていることは、めったにない。そこで神は他の牧師た
ちを送られる。おのおのが、他の人たちには不足している
何かの能力を持っているのである。
教会はこれらキリストのしもべを、主ご自身をお受けす

るように、感謝して受けなければならない。神に仕える者
が神のみことばから与えてくれる教えから、できるかぎり
の利益を引き出すようにしなければならない。神のしもべ
たちが紹介する真理は、謙遜に素直に受け入れて理解しな
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ければならないが、神に仕える者が偶像化されてはならな
い。
神の働き人たちは、キリストの恵みによって、光と祝

福の使者とされる。彼らが熱心に根気よく祈って聖霊を
受け、救霊の重荷を負い、十字架の勝利を遠くまで及ぼし
たいという熱意に心が満たされて出て行くとき、彼らは自
分たちの働きの実を見る。人間的な知恵を見せびらかした
り、自己を高めたりすることを断固として拒むとき、彼ら
は、サタンの攻撃に耐える働きをなし遂げる。多くの人々
がやみから光へと導かれ、多くの教会が設立される。人々
は、人間の器に対してではなく、キリストへと改心する。
自己は背後に隠れてしまい、カルバリーのお方、イエスの
みが現れる。
今日、キリストのために働いている人々は、使徒の時

代に福音を宣伝した人々が表したように、優れた力を表す
ことができる。神は、パウロやアポロに、シラスやテモテ
に、また、ペテロやヤコブやヨハネに力をお与えになった
ように、今日も、神のしもべたちに力を与えようと待ち構
えておられる。
使徒の時代には、キリストを信じると主張しながら、な

お、キリストの使者たちを尊敬しないという、心得違いの
人々がいた。彼らは、自分たちは人間の教師に従うのでは
なく、福音の働き人の助けを受けずに直接キリストから教
えを受けるのだと主張した。彼らは気ままで、教会の声に
従おうとはしなかった。そのような人々は、欺瞞に陥ると
いう重大な危険にさらされていた。
神は、多くの人々の知恵が寄せ合わされて、聖霊の意

図が果たされるよう、神の任命された助け手として、さま
ざまの才能を持った人々を教会に置かれた。自分自身の強
い個性に従って行動し、神のみわざに長い経験を持つ他の
人々とくびきを共にすることを拒む人々は、自信から盲目
となり、誤りと真理を見分けることができなくなるであろ
う。そのような人々が教会の指導者として選ばれるのは安
全ではない。彼らは、兄弟たちの判断を顧みず、自分自身
の判断や計画に従おうとするからである。自分自身、1歩ご
とに助言を必要としていながら、キリストの謙遜さを学ぼ
うともせず、自分の力で人々の世話を焼こうとする者たち
を通して働くことは、サタンにとって容易なことである。
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印象だけでは義務に対する安全な手引きにはならない。
敵はしばしば人々に、彼らを導いているのは神だと信じさ
せようとするが、実際には、彼らは人間の衝動に従ってい
るにすぎないのである。しかし、もしわれわれが、よく注 [1462]
意し、そして兄弟たちと相談するなら、われわれは主のみ
こころが理解できるようになる。「へりくだる者を公義に
導き、へりくだる者にその道を教えられる」というみ約束
があるからである（詩篇25：9）。
初代のキリスト教会には、パウロやアポロを認めようと

せず、ペテロを自分たちの指導者として支持した人々がい
た。彼らは、主がこの世におられたときペテロはキリスト
と最も親しく、一方、パウロは信者たちの迫害者だったと
主張した。彼らの見解や感情は偏見に縛られていた。彼ら
は、キリストが心に内住しておられることをあらわす寛大
さ、寛容さ、優しさを示さなかった。
この党派心は、キリスト教会に非常に悪い結果をもた

らす危険があった。それでパウロは、熱心な訓戒と真剣
な抗議を表明するよう、主より指示された。「『わたし
はパウロにつく』『わたしはアポロに』『わたしはケパ
に』『わたしはキリストに』」と言っていた人々につい
て、パウロは、「キリストは、いくつにも分けられたの
か。パウロは、あなたがたのために十字架につけられた
ことがあるのか。それとも、あなたがたは、パウロの名
によってバプテスマを受けたのか」と尋ねた。「だから、
だれも人間を誇ってはいけない。すべては、あなたがた
のものなのである。パウロも、アポロも、ケパも、世界
も、生も、死も、現在のものも、将来のものも、ことご
とく、あなたがたのものである。そして、あなたがたは
キリストのもの、キリストは神のものである」（コリン
ト1：12、13、3：2123）。
パウロとアポロは完全に一致していた。アポロはコリン

ト教会内の不一致に失望し、悲しんだ。彼は、自分に対し
て示された特別な好意を利用もしなければ、それを助長す
るようなこともしないで、急いでこの争いの地を去った。
のちになってパウロが、コリントをもう1度訪れるようにす
すめたときにも彼はことわり、ずっとのちになって教会の
霊的状態がよくなるまでは、2度とそこで働かなかった。
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本章は使徒行伝19：120に基づく

アポロがコリントで教えを説いていたとき、パウロはエ
ペソに戻るという約束を果たした。彼は短期間、エルサレ
ムを訪問し、それから彼の初期の働き場であったアンテオ
ケにしばらく滞在した。そのあと、小アジアの「ガラテヤ
およびフルギヤの地方を」歴訪し、彼が建てた教会を訪ね
て信者たちの信仰を強めた（使徒行伝18：23）。
使徒たちの時代に、小アジアの西部はローマ帝国のアジ

ア州として知られていた。首都エペソは商業の一大中心地
であった。港は船舶で混み合い、通りは各地から来る人々
でごった返していた。コリントと同様に、エペソも伝道の
ためには有望な地であった。
今やすべての文明化された地方へと散らされたユダヤ人

は、一般にメシヤの来臨を期待していた。バプテスマのヨ
ハネが説教をしていたとき、年ごとの祭りでエルサレムに
やってきていた多くの人々が、ヨルダン川の岸に行って彼
の話に耳を傾けた。そこで彼らはイエスが約束のメシヤで
あると言われるのを聞き、世界各地にこのおとずれを携え
ていったのである。こうして神のみ摂理により、使徒たち
の働きのための道が備えられていた。
エペソへ到着してすぐ、パウロは、アポロのようにハ

プテスマのヨハネの弟子であった12人の兄弟たちを見つけ
た。彼らもアポロのように、キリストの使命についてある
程度の知識を持っていた。彼らにはアポロのような能力は
なかったが、彼と同じ誠実な信仰をもって、彼らが受けて
いた知識をひろめようとしていた。
この兄弟たちは、聖霊の働きについて何も知らなかっ

た。彼らは、聖霊を受けたかとパウロに聞かれると、「い
いえ、聖霊なるものがあることさえ、聞いたことがありま
せん」と答えた。「では、だれの名によってバプテスマを[1463]

210
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受けたのか」と彼が聞くと、「ヨハネの名によるバプテス
マを受けました」という答えであった。
そこでパウロは、クリスチャンの希望の基礎である偉大

な真理を彼らに伝えた。彼はこの地上におけるキリストの
ご生涯のことや、残酷な恥辱の死について彼らに語った。
また、いのちの主が死の障壁を打ち破り、死に勝利してよ
みがえられたことを教えた。彼は救い主が弟子たちにゆだ
ねられたことを繰り返した、「わたしは、天においても地
においても、いっさいの権威を授けられた。それゆえに、
あなたがたは行って、すべての国民を弟子として、父と
子と聖霊との名によって、彼らにバプテスマを施」せ（マ
タイ28：18、19）。彼はまた、助け主を送るというキリス
トのみ約束についても彼らに教えた。その助け主の力によ
り、力強いしるしと不思議が行われるのであった。そして
彼は、このみ約束が、ペンテコステの日にいかに輝かしく
成就したかを述べた。
深い関心と、感謝と驚きに満ちた喜びをもって、兄弟

たちはパウロの言葉に聞き入った。彼らは信仰により、キ
リストのあがないの犠牲というすばらしい真理を把握し、
自分たちのあがない主としてキリストを受け入れた。それ
から彼らは、イエスの名によるバプテスマを受けた。そし
て、パウロが「彼らの上に手をおく」と、彼らは聖霊のバ
プテスマをも受け、それによって、ほかの国のことばを話
したり、預言したりすることができるようになった。こう
して彼らは、エペソやその近辺、さらに小アジアに福音を
宣べ伝えに出て行く宣教師としての資格を与えられた。
これらの人々が、こうした経験を得て働き人として収穫

の野に出て行くことができるようになったのは、謙遜で、
素直な精神を持っていたからである。彼らの実例は、クリ
スチャンに非常に価値のある教訓を与えている。あまりに
もうぬぼれが強いために学ぶ者となることができず、信仰
生活においてほとんど進歩しない人々がたくさんいる。彼
らは神のみことばの、上すべりの知識で満足している。彼
らは自分たちの信仰や行いを変えたいとは思わず、より大
いなる光を受けるための努力もしない。
キリストに従う者たちが、知恵を熱心に追い求めるなら

ば、彼らはそれまで全く知らなかった広大な真理の野へと
導かれるであろう。自分自身のすべてを神にささげている
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者は、神のみ手によって導かれる。彼は身分は低く、一見
何の才能もないように見えるかもしれない。しかし、もし
愛と信頼の心で神のみこころの示しに従うならば、彼の能
力はきよめられ、高尚にされ、活気づけられる。そして彼
の可能性が伸ばされるのである。天来の知恵に関する教え
を大事にするとき、神聖な任務が彼にゆだねられる。彼は
自分の生涯を、神をあがめ、この世の祝福となるものとす
ることができる。「み言葉が開けると光を放って、無学な
者に知恵を与えます」（詩篇119：130）。
今日も、エペソの信者たちのように、聖霊が心に働き

かけることを知らない人々が大勢いるが、神のみことば
の中でこれほど明瞭に教えられている真理はない。預言者
たちや使徒たちはこのことについてくわしく述べている。
キリストご自身が、霊的生命を支える聖霊の働きについ
ての例解として、植物の成長にわれわれの注意を促してお
られる。ぶどうの樹液は、根から上って行き、枝に行きわ
たり、成長を支えて、花や実を結ばせる。それと同じよう
に、聖霊のいのちを支える力は、救い主から生じて、魂に
浸透し、動機や感情を新たにし、思いすらも神のみこころ
に従わせるようにして、清い行為という尊い実を結ばせて
くれるのである。
この霊的生命の創造者は目に見えず、その生命が分か

ち与えられさずけられる正確な方法は、人間の思索力では
説明できない。しかし、聖霊の働きは書かれたみことばに
常に一致する。霊的世界は、自然界と同様である。肉体の
生命は、一瞬一瞬神の力によって保たれている。しかもそ
れは、直接の奇跡によって支えられるのではなくて、われ
われの手の届くところに置かれている祝福を用いることに
よって、支えられるのである。同様に、霊的な生命も、神
のみ摂理によって備えられている方法を用いることによっ
て支えられる。もしキリストに従う者が「全き人となり、
ついに、キリストの満ちみちた徳の高さにまで」（エペ[1464]
ソ4：13）成長しようとするならば、彼は命のパンを食べ、
救いの水を飲まなければならない。彼はすべての事にお
いて、みことばの中に示された神の指示を心に留め、注意
し、祈り、働かねばならない。
これらユダヤ人改宗者の経験の中には、われわれにとっ

てさらにもう1つの教訓がある。ヨハネの手でバプテスマ
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を受けたとき、彼らは罪を負う方としてのイエスの使命を
完全には理解していなかった。彼らは重大な思いちがいを
していた。しかしもっと明るい光がのぞんだとき、彼らは
喜んでキリストをあがない主として受け入れた。この進歩
とともに、彼らの責任も変わってきた。彼らが一層純粋な
信仰を受け入れたとき、彼らの生活はそれに応じて変化し
た。この変化のしるしとして、またキリストに対する信仰
の表明として、彼らはイエスの名によってバプテスマを受
けなおしたのであった。
いつものように、パウロはエペソでもユダヤ人の会堂

で説教することから働きを始めた。彼はそこで3か月のあ
いだ働き続け、「大胆に神の国について論じ、また勧めを
した」。最初は好意をもって受け入れられたが、しかし他
の伝道地の場合と同様に、彼はすぐさま激しい反対にあっ
た。「ある人たちは心をかたくなにして、信じようとせ
ず、会衆の前でこの道をあしざまに言った」。彼らが福音
を拒み続けたので、パウロは会堂での説教をやめた。
パウロが同国人のために働いているとき、神のみ霊は彼

とともに、彼を通して働いていた。真理を知りたいとまじ
めに望んでいるすべての人々に、確信を与えるのに十分な
証拠が示されていた。しかし多くの人々は、自らを偏見と
不信に支配されるがままにまかせて、最も確実な証拠に従
うことを拒んだ。真理の反対者たちとこのまま交わりを続
けていれば、信徒の信仰が危うくなるのではないかと恐れ
て、パウロは彼らを離れ、弟子たちを別個の群れとして集
め、かなり著名な教師、ツラノの講堂で公開の説教を続け
た。
「敵対する者も多」くいたが、自分の前に「有力な

働きの門」が開かれているのをパウロは知った（コリン
ト16：9）。エペソはアジアの諸都市の中で、最も壮麗だっ
たばかりでなく、最も堕落していた。迷信や官能的快楽
が、人口の多いこの都市を支配していた。神殿のかげに、
あらゆる種類の犯罪者がひそみ、最も堕落的な悪徳が栄え
ていた。
エペソはアルテミス礼拝の有名な中心地であった。「エ

ペソ人のアルテミス」の壮麗な神殿の名声は、アジア全土
にまた全世界に行きわたっていた。神殿はその比類のない
美しさのために、市ばかりでなくまた国の誇りであった。
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神殿の内部の偶像は、天から下ってきたと伝説に言われて
いた。その像に象徴的な字がきざまれていて、それには偉
大な力があると信じられていた。これらの象徴の意味と用
法を説明するために、エペソ人はいろいろの本を書いてい
た。
こうした高価な本を念入りに研究していた人々の中に、

多くの魔術師たちがいて、彼らは、神殿の中の像を迷信的
に拝んでいる人々の心に、強力な影響を及ぼしていた。
使徒パウロは、エペソでの働きにおいて、神の恵みの

特別なしるしを与えられた。彼の伝道には神の力が伴い、
多くの者が肉体の病弊からいやされた。「神は、パウロの
手によって、異常な力あるわざを次々になされた。たとえ
ば、人々が、彼の身につけている手ぬぐいや前掛けを取っ
て病人にあてると、その病気が除かれ、悪霊が出て行くの
であった」。こうした超自然の力のあらわれは、それまで
エペソで見られたものよりもずっと強力であって、手品師
の技術や魔術師の魔法などではまねのできない性格のもの
であった。これらの奇跡はナザレのイエスの名によって行
われたので、人々は天の神が、アルテミス女神を拝んでい
る魔術師たちよりももっと力あるおかたであることを知る
機会が与えられた。こうして主は、偶像礼拝者たち自身の
目の前で、最も有力で人気ある魔術師たちより測り知れな
いほど高く、神のしもべを高められた。
悪の霊をすべて従わせ、ご自分のしもべたちに、悪霊

に打ち勝つ権威をお与えになった神は、神の聖なるみ名
を軽蔑し汚す者たちに、さらに大きな恥と敗 北をもたら[1465]
そうとしておられた。魔術はモーセの律法により、死刑を
もって禁じられていたが、しかし時々、背信したユダヤ人
によりひそかに行われていた。パウロがエペソを訪問した
とき、この都市には「ユダヤ人のまじない師で、遍歴して
いる者たちが」おり、パウロが不思議なわざを行うのを見
て、試しに「悪霊につかれている者にむかって、主イエス
の名をとなえ」た。「ユダヤの祭司長スケワという者の7人
のむすこたちも」そんなことをしていた。悪霊につかれ
ている人を見つけて、彼らは「パウロの宣べ伝えているイ
エスによって命じる」と言った。しかし「悪霊がこれに対
して言った、『イエスなら自分は知っている。パウロもわ
かっている。だが、おまえたちは、いったい何者だ』。そ
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して、悪霊につかれている人が、彼らに飛びかかり、みん
なを押えつけて負かしたので、彼らは傷を負ったまま裸に
なって、その家を逃げ出した」。
このようにして、キリストのみ名の神聖さと、救い主の

宣教が神よりのものであることを信じないでこの名をとな
える危険について、間違えようのない証拠が与えられた。
「みんな恐怖に襲われ、そして、主イエスの名があがめら
れた」。
これまで隠されていた事実が、いまや明るみに出され

た。キリスト教を受け入れるにあたって、信者たちの中に
は迷信を完全に捨てきれない人々がいた。彼らはある程度
まだ魔術を続けていた。今、彼らは自分たちの過ちに気が
つき、「信者になった者が大ぜいきて、自分の行為を打ち
あけて告白した」。魔術師たち自身の中にもよい働きがひ
ろがり、「魔術を行っていた多くの者が、魔術の本を持ち
出してきては、みんなの前で焼き捨てた。その値段を総計
したところ、銀五万にも上ることがわかった。このように
して、主の言はますます盛んにひろまり、また力を増し加
えていった」。
エペソの改宗者たちは、魔術に関する本を焼くことに

よって、かつては自分たちが喜んでいたものが、今は嫌悪
すべきものになったことを示した。彼らはこれまで、魔術
を行うことによって特に神を怒らせ、おのれの魂を危険に
陥れていた。そうした魔術に対して、彼らはそのような憤
りを示したのであった。こうして彼らは真の回心の証拠を
示した。
これらの占いの書物には、悪霊との交わりの規則と方式

が書かれていた。それはサタンの礼拝の規則、すなわち、
サタンの助けを求め、サタンから知識を得るための手引
きであった。こうした本を手元に置いておけば、弟子たち
は自分たちを誘惑にさらすことになったであろう。また、
それらを売れば、ほかの人たちに誘惑となったであろう。
弟子たちはやみの王国を拒絶し、その勢力を滅ぼすために
は、どんな犠牲を払うこともためらわなかった。こうして
真理は、人間の偏見と金銭欲とに勝利した。
キリストの力がこのようにあらわれたことによって、迷

信の本拠地において、キリスト教は大いなる勝利を得た。
この事件は、パウロさえ悟らなかったほどの広汎な影響
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を及ぼした。エペソからこの事件が広く伝えられて、キリ
ストのための働きは力強く促進された。使徒パウロが、人
生の旅路を終えてからずっとのちまでも、これらの光景は
人々の記憶に残り、人々を福音へと改心させる手段となっ
た。
異教の迷信は20世紀の文明以前に消えてしまったと、

愚かにも考えられている。しかし、神のみことばと、事
実の断固とした証拠は、昔の魔術師の時代と全く同じよ
うに現代においても、魔術が行われていることを言明して
いる。古代の魔術の方法は、実際は、現代の心霊術として
知られているものと同じである。サタンは死別した友人た
ちを装って現れ、幾千もの人々の心に近づく。「死者は何
事をも知らない」と聖書は、はっきり述べている（伝道の
書9：5）。死者の思い、愛、憎しみは消えうせている。死
者は生きている者たちと交わりを持たない。しかし、初め
から狡猾なサタンは、人々の心を支配するために、この策
略を用いるのである。
心霊術によって、多くの病人や遺族や好奇心の強い人々

が、悪霊と交わっている。これをあえて行う者はみな危
険な場所にいる。真理のみことばは、神が彼らをどう見
ておられるか述べている。昔、神は、使者をつかわして
異教のお告げに相談を求めた王に、 厳しい審判をお下し[1466]
になった。「『あなたがたがエクロンの神バアル・ゼブ
ブに尋ねようとして行くのは、イスラエルに神がないため
か』。それゆえ主はこう仰せられる、『あなたは、登った
寝台から降りることなく、必ず死ぬであろう』」（列王紀
下1：3、4）。
今日の降神術の霊媒、透視者、占い師たちは、異教の

時代の魔術師たちに当たる。エンドルやエペソで語った
神秘的な声は、今もなお、その偽りの言葉で人の子らを
惑わしている。われわれの目からおおいが取り去られるな
らば、悪天使たちが人類を欺き滅ぼすために、あらゆる手
段を用いているのが見えるであろう。人間に神を忘れさせ
るような力が働いているところではどこでも、サタンがそ
の魔力を働かせているのである。サタンの力に従うとき、
知らないうちに、心は迷わされ、魂は汚される。今日の
神の民らは、エペソの教会に与えられたパウロの訓戒を、
心にとめねばならない。「実を結ばないやみのわざに加
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わらないで、むしろ、それを指摘してやりなさい」（エペ
ソ5：11）。



第第第28章章章　　　銀銀銀細細細工工工人人人たたたちちちののの騒騒騒動動動

本章は使徒行伝19：2141、20：1に基づく

エペソは3年以上にわたって、パウロの働きの中心地で
あった。繁栄した教会がここに立てられ、この都市から福
音は、アジヤ州全体に、ユダヤ人にも異邦人にも伝えられ
た。
使徒パウロはかなり長いあいだ、他の伝道旅行を思案

していた。彼は「御霊に感じて、マケドニヤ、アカヤを
とおって、エルサレムへ行く決心をした。そして言った、
『わたしは、そこに行ったのち、ぜひローマをも見なけ
ればならない』」。この計画に合わせて彼は、「自分に
仕えている者の中から、テモテとエラストとのふたりを、
まずマケドニヤに送り出し」たが、エペソの働きのために
まだ自分の滞在が必要であると感じたので、ペンテコステ
の後まで自分はとどまることに決めていた。しかしまもな
く、1つの事件が起こり、そのために彼の出発が早くなっ
た。
エペソでは、1年に1回、女神アルテミスのために特別

な行事が催された。州の各地から大勢の人々が集まってき
た。この期間中、お祭りが最も盛大に、はなやかに行われ
た。
このお祭りの期間は、新しく信仰に入ったばかりの人た

ちにとって試練の時であった。ツラノの講堂に集まった信
者の1団は、お祭り気分にそぐわない異分子のように見ら
れ、嘲笑と非難と侮辱とが容赦なく彼らに浴びせられた。
パウロの働きは異教の礼拝に痛烈な打撃を与えており、
その結果、異教のお祭りに参加しない者や、参拝に熱の
こもらない者が目に見えて多かった。パウロの教えの影響
は、信仰へと実際に改宗した人々よりはるかに広く及んで
いた。新しい教えを公然とは受け入れていなかった者たち
も、多くが、異教の神々に対する信頼をすっかり失ってし
まうほどに、光を受けていた。

218
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不満の原因はもう1つあった。エペソでは、アルテミス
の宮や像にかたどった小さな神殿や像の製造販売から、手
広く利益の多い商売が発達していた。この産業に利害関係
のある人々は、自分たちのもうけが少なくなって行くこと
に気がつき、このおもしろくない変化はパウロの働きのせ
いだと、みなで言い合っていたのである。
デメテリオという銀細工人が、その職人たちを集めて

言った、「諸君、われわれがこの仕事で、金もうけをして
いることは、ご承知のとおりだ。しかるに、諸君の見聞き
しているように、あのパウロが、手で造られたものは神様
ではないなどと言って、エペソばかりか、ほとんどアジヤ
全体にわたって、大勢の人々を説きつけて誤らせた。これ
では、お互いの仕事に悪評が立つおそれがあるばかりか、
大女神アルテミスの宮も軽んじられ、ひいては全アジヤ、
いや全世界が拝んでいるこの大女神のご威光さえも、消え
てしまいそうである」。これらの言葉が人々の激情をかり [1467]
立てた。「人々は怒りに燃え、大声で、『大いなるかな、
エペソ人のアルテミス』と叫びつづけた」。
この演説の噂はたちまち広まり、「町中が大混乱に

陥」った。パウロの捜索が行われたが、彼はどこにも見
当たらなかった。危険を予知した兄弟たちが、パウロを急
いで去らせたのである。使徒を守護するために神の天使た
ちがつかわされた。殉教者としてパウロが死ぬ時は、まだ
来ていなかった。
群衆は怒りをぶつける相手を発見できなかったので、

「パウロの道連れであるマケドニヤ人ガイオとアリスタル
コとを捕らえて、いっせいに劇場へなだれ込んだ」。
パウロのかくれ場所はそれほど遠いところではなかった

ので、彼はすぐに愛する兄弟たちの危険を知った。自分自
身の安全など忘れて、彼はすぐに劇場へ行って暴徒たちに
演説したいと望んだ。しかし、「弟子たちがそれをさせな
かった」。ガイオとアリスタルコは、人々が探していた獲
物ではなかったので、2人にひどい危害が加えられるおそれ
はなかった。しかし、もし、使徒パウロの心痛に青ざめた
顔を見たら、群衆はすぐさま最悪の興奮状態となり、彼の
命を救う可能性は全くないであろう。
パウロは、大衆の前で真理を擁護したいとなおも望ん

だが、劇場から届いた警告の知らせに、ついに思いとど
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まった。「アジヤ州の議員で、パウロの友人であった人た
ちも、彼に使をよこして、劇場にはいって行かないように
と、しきりに頼んだ」。
劇場の中では騒ぎがますます激しくなり、「ある者はこ

のことを、ほかの者はあのことを、どなりつづけていたの
で、大多数の者は、なんのために集まったのかも、わから
ないでいた」。パウロとその弟子のある者たちがヘブル系
であることから、ユダヤ人たちは、自分たちはパウロも彼
の活動をも支持していないのだということをはっきり示し
ておかねばと思った。そこで彼らは、仲間のうちから1人を
前に押し出して、人々に説明しようとした。選ばれた演説
者は職人たちの1人、銅細工人のアレキサンデルで、のちに
パウロを大いに苦しめたものだとパウロが言っている者で
あった（Ⅱテモテ4：14参照）。アレキサンデルはかなり能
力のある男で、彼は全精力を傾けて、人々の怒りをひたす
らパウロとその弟子たちに向けさせようとした。しかし群
衆は、アレキサンデルがユダヤ人だとわかると、彼を押し
のけて、「みんなの者がいっせいに『大いなるかな、エペ
ソ人のアルテミス』と2時間ばかりも叫びつづけた」。
とうとう、人々は、へとへとに疲れ切り、騒ぎをやめ

た。そして一瞬の沈黙があってのち、市の書記役が群衆
の注意を引き、役職の力で発言の機会を得た。彼は人々
の立場に立って話し、このような騒ぎを起こす理由はな
いのだと説明した。彼は人々の理性に訴えた。「『エペ
ソの諸君、エペソ市が大女神アルテミスと、天くだったご
神体との守護役であることを知らない者が、ひとりでもい
るだろうか。これは否定のできない事実であるから、諸君
はよろしく静かにしているべきで、乱暴な行動は、いっさ
いしてはならない。諸君はこの人たちをここにひっぱって
きたが、彼らは宮を荒す者でも、われわれの女神をそしる
者でもない。だから、もしデメテリオなりその職人仲間な
りが、だれかに対して訴え事があるなら、裁判の日はある
し、総督もいるのだから、それぞれ訴え出るがよい。しか
し、何かもっと要求したい事があれば、それは正式の議会
で解決してもらうべきだ。きょうの事件については、この
騒ぎを弁護できるような理由が全くないのだから、われわ
れは治安をみだす罪に問われるおそれがある』。こう言っ
て、彼はこの集会を解散させた」。
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デメテリオは演説の中で、「これでは、お互いの仕事に
悪評が立つおそれがある」と述べたが、こうした言葉は、
エペソにおける騒動の本当の原因、また、使徒たちの活動
に伴った迫害の主な原因を、明らかにしている。デメテリ
オや仲間の職人たちは、福音が教え広められることによっ
て、偶像造りの商売が危機に瀕するのを見た。異教の祭司
や職人たちの収入は危うくなった。この理由で、彼らはパ
ウロに激しく反対したのである。
市の書記役やその他要職にある人々の裁定で、パウロは [1468]

不法な行為に何の関係もない者であることが人々の前に明
らかにされた。これは誤謬と迷信に対するキリスト教の再
度の勝利であった。神は、ご自分の使徒を弁護し、騒いで
いる暴徒を静めるために、1人の偉大な長官をお立てになっ
たのであった。パウロは自分の生命が保護され、またエペ
ソの騒動でキリスト教に汚名が着せられなかったことで、
神への感謝の念に満たされた。
「騒ぎがやんだ後、パウロは弟子たちを呼び集めて激励

を与えた上、別れのあいさつを述べ、マケドニヤへ向かっ
て出発した」。この旅では、2人の忠実なエペソの兄弟、テ
キコとトロピモがパウロの同行者であった。
エペソにおけるパウロの働きは終わった。ここでのパ

ウロの伝道は、絶えまない働きと多くの試練と深い苦悩の
連続であった。彼は公衆の面前で、また家ごとに訪問して
人々を教え、多くの涙をもって彼らを教育し、また注意を
与えた。彼はたえずユダヤ人から反対された。彼らはどん
な機会ものがさず、パウロに対する民衆の反対をかきたて
たのである。
こうして、反対と戦い、たゆまない熱意をもって福音

事業をおし進め、まだ信仰的に若い教会の利益を守りなが
ら、一方、パウロはすべての教会に対する重い責任を心に
負っていた。
パウロが建てた教会のうちのあるところで、背信が起

きたという知らせは、彼を深く悲しませた。彼らのために
ささげた努力がむだになるのではないかと彼はおそれた。
彼の働きを妨げるために用いられた方法について知ったと
き、彼は幾夜も眠れぬまま祈りと真剣な思いのうちに過ご
した。機会があるごとに、また彼らの状況に応じて、彼は
叱責、勧告、訓戒、激励の手紙を教会に書き送った。この
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ような手紙の中で、使徒は自分自身の試練についてくどく
ど述べてはいないが、しかしキリストのための彼の骨折り
や苦しみについて、時おりかいま見ることができる。むち
打ちや投獄、寒さと飢えと渇き、陸路や水路での危険、町
や荒野での危険、同国人や、異邦人や、偽兄弟たちから受
ける危険など、こうしたことすべてを、彼は福音のために
耐えた。彼は「ののしられ」「はずかしめられ」「人間の
くずのようにされ」「途方にくれ」「迫害され」「四方か
ら患難を受け」「いつも危険を冒し」「イエスのために絶
えず死に渡されてい」た。
絶えまない反対の嵐と、敵の怒号と、友の離反のさ中

にあって、さすが剛毅なパウロもくじけそうになることが
あった。しかし彼はカルバリーの十字架をふり返り、新た
な熱意に燃えて前進し、十字架につけられたイエスについ
ての知識を宣べ伝えた。彼は、自分の前を歩かれたキリス
トの血だらけの道を、歩いているにすぎなかった。彼はあ
がない主の足もとに武装を解くまで、戦いから解放された
いと願わなかった。
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本章はコリント人への第1の手紙に基づく

コリント教会への第1の手紙は、使徒パウロが、エペソ
に滞在中の後期に書いたものである。彼は、他のだれより
も、コリントの信者たちに深い関心を抱き、たゆまず彼ら
のために努力した。彼は、1年半にわたって、彼らのあいだ
で働き、十字架にかけられてよみがえられた救い主を、唯
一の救いの道として示し、主の恵みの改変力に絶対的に信
頼するように勧めた。彼は、キリスト教を信じると告白し
た人々を教会の交わりに受け入れる前に、キリスト教の信
者の特権と義務について、彼らに注意深く訓戒を与え、バ
プテスマの誓約に忠実であるよう彼らを助けるために、熱
心に努力したのである。
パウロは、すべての人が、たえず彼らを欺き陥れよう

とする悪の勢力と戦わなければならないことを痛感して、
信仰に入ってまだ日の浅い人々を強め、信仰を堅くさせる
ために、たゆまず働いた。パウロは、神に対する全的降伏
を彼らに勧めた。なぜならば、この降伏がなければ、罪は
捨て去られておらず、食欲と情欲は、まだ力を振るおうと [1469]
し、誘惑は、良心を混乱させるからである。
降伏は、完全でなければならない。人間は、どんなに力

弱く、疑念に閉ざされ、苦闘していても、主に完全に服従
する者はみな、彼を勝利者とすることができる力に、直接
触れるのである。天は、彼のそば近くにある。そして、す
べての試練と必要の時に、恵みの天使の支えと助けを受け
るのである。
コリントの教会の信者は、最も魅惑的な形態の偶像礼

拝と官能主義に取り囲まれていた。パウロが、彼らと共に
いたときは、こうした勢力は、彼らに対してほとんど影響
を及ぼさなかった。パウロの堅固な信仰、熱烈な祈り、真
剣な教えの言葉、そして、何にも増して、彼の敬虔な生活

223
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が、罪の快楽にふけるよりキリストのために自己を否定す
るよう、彼らを励ました。
しかし、パウロが去ったあと、情勢が思わしくなくなっ

た。敵のまいた毒麦が、麦の中に出て来た。そして、まも
なく、毒麦は悪い実を結び始めた。これはコリントの教会
にとって、激しい試練の時であった。彼らの熱意を奮いた
たせ、神と一致した生活を送るように彼らを助ける使徒パ
ウロは、もういなかった。そして、多くの者は、徐々に、
軽率と無関心におちいり、生来の好みと傾向のままに生
活するようになった。純潔と高潔という高い理想に到達す
るようにと、幾度となく彼らに勧告を与えた者は、もう彼
らと共にいなかった。そして、改心した時に悪習慣を捨て
去った者の多くが、また、異教の堕落的な罪に逆もどりし
た。
パウロは、短い手紙を教会に送って、不品行をやめない

人々とは「交際してはいけない」と勧告した。しかし、多
くの信者は、パウロの真意を曲解し、彼の言葉に対して、
勝手な理屈を言って、その教えを無視する口実にした。
教会は、種々の問題について勧告を求める手紙をパウロ

に送ったが、彼らの中の重大な罪については、旬も言わな
かった。しかし使徒パウロは、教会の真の状態が隠されて
いること、また、手紙の筆者たちが、自分たちの都合のよ
いように解釈できるような言葉をパウロから引き出そうと
していることを、聖霊によって、力強く知らされた。
そのころ、コリントで評判のよいクリスチャン家族、

クロエの家の者たちが、エペソに来た。パウロが彼らに事
情を尋ねたところ、彼らは、教会が分裂していることを彼
に語った。アポロが訪問したときに起こった紛争が、いよ
いよ激しさを増していた。にせ教師たちが、パウロの教え
を軽蔑するように信者たちを仕向けていた。福音の教理と
儀式が曲解されていた。かつては熱心なクリスチャン生活
を送っていた人々のあいだに、高慢と偶像礼拝と官能主義
が、ますます増えひろがっていた。
パウロは、こうした状態を知らされたときに、彼の恐

れていた最悪の事態が起きたことを悟った。しかし、そう
だからといって、彼の働きが失敗であったとは考えなかっ
た。彼は、「心の憂い」と「多くの涙」をもって、神の勧
告を求めた。すぐにコリントを訪問することが最善の道で
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あったなら、彼は喜んでそうしたことであろう。しかし、
彼は、信者たちの現状にかんがみて、自分が骨折っても益
にならないことを知っていたので、のちに彼が訪問すると
きの準備として、テトスをつかわした。そして、使徒パウ
ロは、不可解でよこしまな行動をとった人々に対する彼の
個人的感情をすべて捨て去って、神に信頼をよせ、彼のす
べての手紙の中で最も豊かで、最も教訓に富み、最も力強
い手紙の1つを、コリントの教会にあてて書いたのである。
パウロは、驚くべき明確さをもって、教会が提出した

問題に解答を与え、一般的原則を定めた。もし、これらに
留意するならば、彼らはより高い霊的水準へと導かれるの
であった。彼らは、危機におちいっていた。そしてパウロ
は、この重大な危機に当たって彼らの心を動かすのに失敗
するというようなことは、考えただけでも耐えられなかっ
た。誠意をこめて彼は、彼らの危険について警告し、彼ら
の罪を責めた。彼は、ふたたび、彼らにキリストを指し示
し、初めのころの献身の炎をもう1度燃え立たせようとし
た。
コリントの信者に対する使徒パウロの大きな愛は、教

会へあてた優しいあいさつの言葉にあらわされて いる。 [1470]
パウロは、彼らが偶像礼拝を捨てて、真の神を礼拝し、仕
えるようになったことに言及した。彼らが受けた聖霊の賜
物を思い起こさせ、クリスチャン生活においてたえず進歩
し、ついにはキリストの純潔と神聖さに到達することが、
彼らの特権であることを教えた。「あなたがたはキリスト
にあって、すべてのことに、すなわち、すべての言葉にも
すべての知識にも恵まれ、キリストのためのあかしが、あ
なたがたのうちに確かなものとされ、こうして、あなたが
たは恵みの賜物にいささかも欠けることがなく、わたした
ちの主イエス・キリストの現れるのを待ち望んでいる。主
もまた、あなたがたを最後まで堅くささえて、わたしたち
の主イエス・キリストの日に、責められるところのない者
にして下さるであろう」と彼は書いた。
パウロは、コリントの教会に起きた不和について腹蔵な

く語り、争いをやめるよう教会員たちに勧告した。「さて
兄弟たちよ。わたしたちの主イエス・キリストの名によっ
て、あなたがたに勧める。みな語ることを1つにし、お互の
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間に分争がないようにし、同じ心、同じ思いになって、堅
く結び合っていてほしい」と彼は書いた。
パウロは、教会の分裂のことを、どのようにして、ま

た、だれに聞いたかを言ってもよいと思った。「わたしの
兄弟たちよ。実は、クロエの家の者たちから、あなたがた
の間に争いがあると聞かされている」。
パウロは、霊感を受けた使徒であった。彼が、他の人々

に教えた真理は、「啓示によっ」て与えられたものであっ
た。しかし、主は、神の民の状態がどのようなものである
かを、彼に、常に直接啓示されたわけではない。この場合
においては、コリントの教会が栄えることに関心を持って
いた人々、そして害悪が忍び込んでくるのを見た人々が、
パウロにそのことを言ったのであって、彼は、以前に受
けた神からの霊感によって、こうした事態の発展が何であ
るかを判断することができた。主は、この特別の時のため
に新しい啓示をお与えにはならなかったが、真に光を求め
ていた人々は、パウロの言葉を、キリストのみこころをあ
らわしたものとして受け入れた。主は、教会に起こってく
る困難や危険をすでにパウロに示しておられた。そして、
そのような害悪が生じてきたとき、彼は、それらの意味
を悟ることができた。彼は、教会を擁護するために立てら
れていた。パウロは、神に言い開きをすべき者として責任
を持って、人々を見守らなければならなかった。したがっ
て、彼らのあいだに無秩序と分裂があるという報告に注意
することは、彼にとって、当然かつ正当なことであった。
そして、彼が彼らに書き送った譴責は、疑いもなく、彼の
他の手紙と同様に、神の霊の感動によって書かれたのであ
る。
パウロは、彼の働きの実を破壊しようとしていた偽教

師たちについては、何も言わなかった。教会内の暗黒と分
裂のために、彼は、彼らに言及して刺激することを賢明に
も差し控えた。それは、ある人々を、真理から全く離反さ
せてしまわないためであった。彼は、彼らのあいだにおけ
る自分の働きは、「熟練した建築師のように」土台をすえ
ることで、他の人々がその上に家を建てるのであると言っ
た。しかし、そうだからといって、自分を高めたのではな
い。「わたしたちは神の同労者である」と彼は言った。彼
は、自分自身の知恵を誇らず、ただ神の力によってのみ、
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神に喜ばれるような方法で真理を伝えることができたこと
を認めた。パウロは、教師中の大教師キリストと結合する
ことによって、神の知恵の教えを伝えることができた。そ
れは、どんな階層の人々の必要をも満たし、どんな時代、
どんな場所、どんな状態のもとにおいても当てはまるもの
であった。
コリントの信者間において生じた、いっそう深刻な害悪

の1つは、多くの者が、異教の堕落した習慣に逆もどりした
ことであった。かつての一改心者は、異邦人のあいだの低
い道徳的標準をさえ犯すほどの、みだらな生活に逆もどり
していた。パウロは、「その悪人を」彼らのあいだから除
いてしまうように教会に訴えた。「あなたがたは、少しの
パン種が粉のかたまり全体をふくらませることを、知らな
いのか。新しい粉のかたまりになるために、古いパン種を
取り除きなさい。あなたがたは、事実パン種のない者なの
だから」と、パウロは彼らに忠告した。
教会に生じたもう1つの大きな害悪は、兄弟たちが互い [1471]

に訴訟を起こしていたことであった。信者間の諸問題の
解決のためには、十分な規定が設けられていた。キリスト
ご自身が、そのような問題を調整する方法を明白にお教え
になっていた。「もしあなたの兄弟が罪を犯すなら、行っ
て、彼とふたりだけの所で忠告しなさい。もし聞いてく
れたら、あなたの兄弟を得たことになる。もし聞いてくれ
ないなら、ほかにひとりふたりを、一緒に連れて行きなさ
い。それは、ふたりまたは3人の証人の口によって、すべて
のことがらが確かめられるためである。もし彼らの言うこ
とを聞かないなら、教会に申し出なさい。もし教会の言う
ことも聞かないなら、その人を異邦人または取税人同様に
扱いなさい。よく言っておく。あなたがたが地上でつなぐ
ことは、天でも皆つながれ、あなたがたが地上で解くこと
は、天でもみな解かれるであろう」と救い主は勧告された
（マタイ18：1518）。
パウロは、この明白な勧告を見失ってしまったコリン

トの信者たちに、はっきりした忠告と譴責を書き送った。
「あなたがたの中のひとりが、仲間の者と何か争いを起し
た場合、それを聖徒に訴えないで、正しくない者に訴え出
るようなことをするのか。それとも、聖徒は世をさばくも
のであることを、あなたがたは知らないのか。そして、世
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があなたがたによってさばかれるべきであるのに、きわめ
て小さい事件でもさばく力がないのか。あなたがたは知ら
ないのか、わたしたちは御使をさえさばく者である。まし
てこの世の事件などは、いうまでもないではないか。それ
だのに、この世の事件が起ると、教会で軽んじられている
人たちを、裁判の席につかせるのか。わたしがこう言うの
は、あなたがたをはずかしめるためである。いったい、あ
なたがたの中には、兄弟の間の争いを仲裁することができ
るほどの知者は、ひとりもいないのか。しかるに、兄弟が
兄弟を訴え、しかもそれを不信者の前に持ち出すのか。そ
もそも、互に訴え合うこと自体が、すでにあなたがたの敗
北なのだ。なぜ、むしろ不義を受けないのか。. . . . . .しかる
に、あなたがたは不義を働き、だまし取り、しかも兄弟に
対してそうしているのである。それとも、正しくない者が
神の国をつぐことはないのを、知らないのか」。
サタンは、常に、神の民の中に、不信と離反と悪意を

持ち込もうとしている。われわれは、実際は何の原因もな
いにもかかわらず、自分たちの権利が侵害されているよう
に考えたくなることがよくある。キリストと彼の事業を愛
することよりも、もっと強く自分を愛する者は、自分自身
の利益をまず第一にし、どんな手段を講じてでもそれを守
り、維持しようとする。良心的なクリスチャンと思われる
多くの人々でさえも、誇りと自尊心のゆえに、過ちを犯し
ていると思われる人々のところへ個人的に行って、キリス
トの精神をもって彼らと語り、互いのために共に祈ること
をしないのである。ある者は、兄弟たちから害をこうむっ
たと考えたら、救い主の規則に従うかわりに、訴訟をさえ
起こすであろう。
クリスチャンは、教会員のあいだに起こる問題を解決

するのに、裁判に訴えるべきではない。そのような諸問題
は、キリストの教えに従って、彼ら自身のあいだで、また
は、教会によって、解決されなければならない。たとえ、
不正が行われたとしても、柔和で心のへりくだったイエス
の、弟子たちは、教会の兄弟たちの罪を世に公表するより
は、むしろ「だまされて」いるのである。
兄弟間の裁判沙汰は、真理の働きに対する恥辱である。

訴訟を起こすクリスチャンは、教会を敵の嘲笑にさらし、
暗黒の勢力を勝利させる。彼らは、キリストをふたたび傷
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つけ、キリストをさらし者にする。彼らは、教会の権威を
無視することによって、教会に権威をお与えになった神を
軽蔑するのである。
パウロは、このコリント人への手紙の中で、キリストの

力が、彼らを悪から守ることを示そうと努めた。もし彼ら
が、示された条件に従うならば、大いなる神の力によって
強くなることを、彼は知っていた。パウロは、彼らが罪の
奴隷から解放され、神を恐れて全く清くなるための助けと
して、彼らに対する神の所有権を強調した。すなわち、改
心のとき彼らは、自分たちの生涯を神にささげたのであっ
た。「あなたがたは、キリストのもの」であると、パウロ [1472]
は断言した。「あなたがたは、もはや自分自身のものでは
ないのである。あなたがたは、代価を払って買いとられた
のだ。それだから、自分のからだをもって、神の栄光をあ
らわしなさい」。
使徒パウロは、純潔と聖潔の生活から、異教の腐敗した

習慣に戻ることの結果を、はっきりと述べた。「まちがっ
てはいけない。不品行な者、偶像を礼拝する者、姦淫をす
る者、. . . . . .盗む者、貪欲な者、酒に酔う者、そしる者、
略奪する者は、いずれも神の国をつぐことはないのであ
る」。彼は、下劣な情欲や食欲を抑制するように彼らに訴
えた。「あなたがたは知らないのか。自分のからだは、神
から受けて自分の内に宿っている聖霊の宮であ」る。
パウロは、豊かな知的資質を持っていたが、生活にお

いても、まれに見る知恵の力をあらわし、機敏な洞察力
と心からの同情によって、親しく他の人々と交わり、彼ら
の善い性質を呼びさまし、より高い生活へと努力するよう
に彼らを奮い立たせた。彼の心は、コリントの信者たちへ
の心からの愛に満ちていた。彼らが内的敬虔をあらわし、
誘惑に対して強く抵抗することを彼は渇望した。彼は、ク
リスチャンの道のりの1歩1歩において、彼らがサタンの会
堂の者たちの反対にあい、日ごとに戦いに従事しなければ
ならないことを知っていた。彼らは、敵のひそかな侵入に
対して防備を怠らず、古い習慣と生まれながらの傾向を退
けて、常に目をさまして祈らなければならなかった。パウ
ロは、クリスチャンの高い境地には、多くの祈りと、常に
目をさましていることによってしか到達できない、という
ことを知っていた。そして、このことを彼らの心に教えこ
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もうと努めた。しかしまた、彼は、彼らが、十字架にかけ
られたキリストによって、魂を悔い改めさせる十分な力が
与えられ、悪に対するすべての誘惑に抵抗できる者とされ
ることも、知っていた。神に対する信仰を武具とし、神の
言葉を戦いの武器とするとき、彼らは内的な力を与えられ
て、敵の攻撃をかわすことができるのであった。
コリントの信者たちは、神の事柄に関して、より深い

経験が必要であった。彼らは、神の栄光を見つめて、品
性が徐々に変えられていくということが、どんなことなの
か十分に知らなかった。彼らは、その栄光のきざしをかい
まみたに過ぎなかった。パウロが彼らに願ったことは、彼
らが、神に満ちているもののすべてをもって満たされ、あ
したの光のように現れる神を知り、ますます神のことを学
んで、完全な福音信仰の真昼の輝きに到達することであっ
た。
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本章はコリント人への第1の手紙に基づく

パウロは、コリントの信者たちの心に、堅固な自制心
と厳格な節制、そしてキリストに仕えるゆるがぬ熱意の
大切さを、はっきり刻みつけたいと願って、彼らにあてた
手紙の中で、クリスチャンの戦いと、コリントの近くで、
定期的に開催された有名な競走とを、印象的に比較した。
競走は、ギリシャ人とローマ人が始めたあらゆる競技のう
ちで、最も古く、最も重んじられたものであった。王侯、
貴族、政治家たちが列席してそれを見守った。富と地位を
持った青年たちが競走に参加し、賞を得るために必要など
んな努力や訓練をもいとわなかった。
競走は、厳しい規則に従って行われ、それに対して不

服の申し立てはできなかった。賞をめざして競走に参加
したいと望む者は、まず、厳格な準備訓練を受けねばな
らなかった。食欲にふけること、あるいはそのほか、精
神的肉体的活力を低下させるような楽しみは、すべて堅く
禁じられた。強さと速さを競うこうした試合に勝利しよう
と望む者は、その筋肉が強く、柔軟で、神経は十分な抑制
の下になければならなかった。すべての行動が確実で、そ
の1歩1歩は、迅速で確かなものでなければならなかった。
肉体の能力は、最高の標準に到達しなければならなかっ
た。
競走の選手たちが、待ちかまえた観衆の前に、姿を現 [1473]

すと、彼らの名が発表され、競走の規則が明示された。そ
れから彼らは、いっせいにスタートした。観衆がじっと見
つめていると思うと、彼らは勝利への意欲をかきたてられ
た。審判たちは、ゴール付近に席を占めて、競走の最初か
ら最後までを見守り、真の勝利者に賞を与えようとした。
もし誰かが、不正な手段によって1着になっても、賞は与え
られなかった。

231
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こうした競走には、大きな危険が伴っていた。肉体的な
恐るべき負担から、2度と回復しない者もあった。走ってい
る途中で、口や鼻から血を出して倒れることもまれではな
く、時には、選手が、賞をつかもうとした時に倒れて死ん
でしまうこともあった。しかし、一生残る障害や死の可能
性も、勝利者に与えられる栄誉と比較するならば、大きす
ぎる危険とは考えられなかったのである。
勝利者がゴールに入ると、大観衆の拍手がわき起こっ

て周囲の丘や山に鳴りひびいた。全観衆の注目する中で、
審判は彼に、勝利の象徴である月桂樹の冠と、右手に持つ
しゅろの枝を手渡した。彼は国中でほめそやされた。彼の
両親には栄誉が与えられ、彼の住んでいた町でさえ、この
ように偉大な選手を生み出したことを称賛された。
パウロは、こうした競走を、クリスチャンの戦いの比喩

として引用し、選手が競走に勝利するために必要な準備—
—準備訓練、節食、そして節制の必要——を強調した。
「しかし、すべて競技をする者は、何ごとにも節制をす
る」と彼は断言した。競走する者は、体力を弱める傾向の
あるあらゆる楽しみを捨て去り、厳格な不断の訓練によっ
て、筋肉の強さと耐久力をきたえ、いよいよ競技の日が来
たならば、できる限りの力をふりしぼるのである。まして
クリスチャンの場合は、自分たちの永遠の利益がかかって
いるのだから、食欲と情欲を理性と神のみこころに従わせ
ることが、どんなにか重要なことであろう。決して彼は、
娯楽やぜいたくや安逸に心を奪われてはならない。彼のす
べての習慣と情欲は、最も厳格な訓練の下におかれなけれ
ばならない。神の言葉の教えに照らされ、聖霊の導きを受
けた理性が、支配権を握らなければならない。
クリスチャンは、このようにした後で、勝利を得るため

に全力をつくさなければならない。コリントの競技におい
て、競走者たちは、その最後の数歩のところで、速度を落
とさないように、死に物狂いの努力をしたのである。その
ように、クリスチャンも、ゴールに近づくにつれて、競走
の最初よりも、さらに大きな熱意と決心をもって前進する
のである。
パウロは、競走の勝者が受ける朽ちる花の冠と、クリス

チャンの競走に勝利を得る者に与えられる永遠の栄光の冠
とを比較している。「彼らは朽ちる冠を得るためにそうす
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るが、わたしたちは朽ちない冠を得るためにそうするので
ある」と彼は言う。ギリシアの競走者たちは、朽ちる賞を
得るために、どんな苦しみも訓練もいとわなかった。われ
われは、永遠の命の冠という無限に価値のある賞を得よう
と努力しているのである。それだから、われわれは、もっ
と注意深く努力し、もっと喜んで犠牲と克己に励むべきで
はないだろうか。
ヘブル人への手紙の中に、永遠の命を得ようとしている

クリスチャンの競走の特徴は、一意専心その目的に向かっ
て進むことだと指摘されている。「こういうわけで、わ
たしたちは、このような多くの証人に雲のように囲まれて
いるのであるから、いっさいの重荷と、からみつく罪とを
かなぐり捨てて、わたしたちの参加すべき競走を、耐え忍
んで走りぬこうではないか。信仰の導き手であり、またそ
の完成者であるイエスを仰ぎ見つつ、走ろうではないか」
（ヘブル12：1、2）。ねたみ、悪意、邪推、悪口、貪欲な
どは、クリスチャンが永遠の命をめざす競走に勝利するた
めに、捨て去らなければならない重荷である。われわれを
罪におとしいれ、キリストのみ栄えを汚すような習慣や行
為は、みな、どんな犠牲を払ってでも捨て去らなければな
らない。天の祝福は、正義の永遠の原則を犯している人に
与えられることはない。1つの罪でも心に抱いているなら
ば、品性を堕落させ、他の人々を誤った道におとしいれる
のに十分なのである。
「もし、あなたの片手が罪を犯させるなら、それを切 [1474]

り捨てなさい。両手がそろったままで地獄の消えない火
の中に落ち込むよりは、かたわになって命に入る方がよ
い。. . . . . .もし、あなたの片足が罪を犯させるなら、それ
を切り捨てなさい。両足がそろったままで地獄に投げ入れ
られるよりは、片足で命に入る方がよい」と救い主は言わ
れた（マルコ9：43、45）。もし、体を死から救うために、
足や手を切り捨て、目を抜き出さなければならないとした
ら、クリスチャンは、魂を死に至らせる、罪を捨て去るた
めに、どれほど熱心にならなければならないことだろう。
古代の競技の選手たちは、克己と厳しい訓練に服した

からといって、必ず勝利を得るのではなかった。「あなた
がたは知らないのか。競技場で走る者は、みな走りはする
が、賞を得る者はひとりだけである」とパウロは言った。
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競走者たちが、どんなに熱心に真剣に努力しても、賞は、
ただ1人にしか与えられなかった。待望の栄冠を手にする
のは、ただ1人だけであった。賞を得ようとして全力をつく
し、まさにそれを手にしようとした瞬間に、他の者が彼ら
の前に現れて、熱望する宝物をさらってしまうこともあっ
た。
ところが、クリスチャンの戦いは、そのようなもので

はない。条件に従った者は、競走の終わりにおいて、だ
れ1人として失望におちいることはない。真剣に耐え忍ぶ
者は、1人として失敗することはない。それは、いちばん速
い者のための競走ではなく、いちばん強い者のための競争
でもない。最も強い聖徒とともに最も弱い聖徒も、永遠の
栄光の冠を受けるのである。すべて、神の恵みの力によっ
て、自分たちの生活をキリストのみこころに一致させる者
は、勝利するのである。神の言葉のうちに述べられている
原則を、日常の生活において実行するということが、しば
しば、重要でなく、注目に値しないささいな事と思われて
いる。しかし、その結果の重要性を考えるとき、それを助
けたり、妨害したりするものは、何1つささいなこととは言
えない。すべての行動は、人生の勝利か、または、敗北を
決定する重みを持っている。そして勝利者に与えられる報
賞は、彼らが努力する気力と真剣さに比例している。
使徒パウロは、自分を、賞を得ようとして全力をつく

す走者にたとえている。「そこで、わたしは目標のはっ
きりしないような走り方をせず、空を打つような拳闘は
しない。すなわち、自分のからだを打ちたたいて服従させ
るのである。そうしないと、ほかの人に宣べ伝えておきな
がら、自分は失格者になるかも知れない」と彼は言ってい
る。パウロは、クリスチャンの競走において、目標のはっ
きりしないような、いいかげんな走り方をしないために、
厳しい訓練に自らを従わせた。「自分のからだを打ちたた
いて」という言葉は、定義的には、厳しい訓練によって、
欲望、衝動、情欲などを抑制するという意味である。
パウロは、ほかの人に宣べ伝えておきながら、自分は失

格者になりはしないかと恐れた。彼は、自分が信じ宣べ伝
えた原則を、自分の生活に実行しなければ、他の人々のた
めの彼の働きは、彼には何の役にも立たないことを知って
いた。彼はその行状と影響力、自己の欲望の満足を拒否す
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ることなどによって、自分の宗教が、単に口先だけのもの
でなくて、神との日ごとの生きた関係であることを示さな
ければならなかった。彼は、自分の前に1つの目標を持ち、
それに到達するように努力した。それは、「信仰に基く神
からの義」であった（ピリピ3：9）。
パウロは、命のある限り、悪との戦いは終わらないこ

とを知っていた。彼は、霊的熱心が世俗の欲望に負ける
ことのないよう、常に自分をしっかりと守っておく必要を
感じた。彼は全力をつくして、生来の傾向と戦い続けた。
彼は、自分の到達すべき理想を常に目の前に置いた。そし
て、神の律法に喜んで従うことによってこの理想に到達し
ようとした。彼の言葉、彼の行為、彼の情熱は、みな、神
の霊の支配下にあった。
パウロが、コリントの信者たちの生活に現れるのを見

たいと熱望したのは、永遠の生命を勝ち取ろうとするこう
した心からの決意であった。彼は、彼らが、キリストが彼
らのために持っておられる理想に到達するためには、避け
ることのできない一生涯にわたる苦闘が、彼らの前にある
ことを知っていた。パウロは、 彼らに、原則に従って努 [1475]
力し、日ごとに、敬虔と道徳的卓越を追求するように勧め
た。すべての重荷を捨てて、キリストにある完全という目
標に向かって前進するよう、彼らに訴えた。
パウロは、コリントの人々に、古代のイスラエルの経験

を指し示し、彼らが服従によって受けた祝福と、罪を犯し
たためにこうむった刑罰とを示した。彼は、ヘブル人が、
昼は雲の柱、夜は火の柱に守られて、奇跡的にエジプト
を脱出したことを彼らに思い起こさせた。こうしてヘブル
人は、安全に紅海を渡ったが、同じようにして渡ろうとし
たエジプト人は、みなおぼれ死んでしまった。このような
行為によって、神は、イスラエルをご自分の教会としてお
認めになったのである。彼らは、「みな同じ霊の食物を食
べ、みな同じ霊の飲み物を飲んだ。すなわち、彼らについ
てきた霊の岩から飲んだのであるが、この岩はキリストに
ほかならない」。ヘブル人の旅路の全期間にわたる指導者
は、キリストであった。打たれた岩は、キリストを代表し
ていた。キリストは、すべての人に救いの水が流れていく
よう、人間の罪のために傷つけられるのであった。
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神がヘブル人に恵みをほどこされたにもかかわらず、彼
らは、エジプトに残してきたぜいたくな生活にあこがれ、
その罪と反逆のゆえに、神の刑罰をこうむったのである。
パウロは、コリントの信者たちに、イスラエルの経験の
中に含まれている教訓に留意するよう命じている。「これ
らの出来事は、わたしたちに対する警告であって、彼らが
悪をむさぼったように、わたしたちも悪をむさぼることの
ないためなのである」と彼は言った。彼は、安楽と快楽を
愛する心が、どのようにして、神の著しい報復を招いた罪
への道を開いていったかを示した。イスラエルの民が、律
法をさずけられたときに感じた神への恐れを捨て去ったの
は、彼らが座して飲み食いをし、また立って踊り戯れたと
きであった。そして、彼らは、神の象徴として金の子牛を
造り、それを礼拝した。多くのヘブル人たちが、不品行の
ゆえに倒れたのは、ペオルのバアル礼拝に伴う放縦な宴会
に連なったあとであった。神の怒りが引き起こされた。神
の命令の下に、疫病のために倒された者が、「1日に2万3千
人もあった」。
使徒パウロは、コリント人に命じて、「だから、立っ

ていると思う者は、倒れないように気をつけるがよい」
と言った。もし彼らがおごり高ぶって、自分をたのみ、
目をさまして祈ることを怠るならば、重大な罪におちい
り、神の怒りを自分たちの身に招くのであった。しかし
パウロは、彼らが失望したり落胆したりすることを望まな
かった。彼は、彼らに確証を与えて言った。「神は真実で
ある。あなたがたを耐えられないような試錬に会わせるこ
とはないばかりか、試錬と同時に、それに耐えられるよう
に、のがれる道も備えて下さるのである」。
パウロは兄弟たちに、彼らの言行の影響についての反

省を促し、たとえ、どんなにその事自体は誤っていないよ
うに思われても、偶像礼拝を是認したり、あるいは、信仰
の弱い者の良心を傷つけたりするようなことは、何1つし
ないようにと勧告した。「だから、飲むにも食べるにも、
また何事をするにも、すべて神の栄光のためにすべきであ
る。ユダヤ人にもギリシヤ人にも神の教会にも、つまずき
になってはいけない」。
コリント教会への使徒パウロの警告の言葉は、各時代

にあてはまるが、特にわれわれの時代に適合している。彼
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が、偶像礼拝と言ったのは、ただ偶像を拝むことだけでな
くて、自己の利益を追求し、安楽を愛し、食欲と情欲をほ
しいままにすることをも意味していた。単に、キリストに
対する信仰を表明し、真理の知識を誇るだけで、人はクリ
スチャンとなるのではない。目や耳や嗜好を満足させるこ
とのみを求め、放縦を是認する宗教は、キリストの宗教で
はない。
パウロは、教会を人間の体と比較することによって、キ

リストの教会のすべてのメンバーの間における密接で調和
した関係を、適切に説明した。彼は、次のように書いた。
「わたしたちは皆、ユダヤ人もギリシヤ人も、奴隷も自由
人も、1つの御霊によって、1つのからだとなるようにバプ
テスマを受け、そして皆1つの御霊を飲んだからである。
実際、からだは1つの肢体だけではなく、多くのものからで
きている。もし足が、わたしは手ではないから、からだに
属していないと言っても、それで、からだに属さないわけ [1476]
ではない。また、もし耳が、わたしは目ではないから、か
らだに属していないと言っても、それで、からだに属さな
いわけではない。もしからだ全体が目だとすれば、どこで
聞くのか。もし、からだ全体が耳だとすれば、どこでかぐ
のか。そこで神は御旨のままに、肢体をそれぞれ、からだ
に備えられたのである。もし、すべてのものが1つの肢体な
ら、どこにからだがあるのか。ところが実際、肢体は多く
あるが、からだは1つなのである。目は手にむかって、『お
まえはいらない』とは言えず、また頭は足にむかって、
『おまえはいらない』とも言えない。. . . . . .神は劣っている
部分をいっそう見よくして、からだに調和をお与えになっ
たのである。それは、からだの中に分裂がなく、それぞれ
の肢体が互にいたわり合うためなのである。もし1つの肢体
が悩めば、ほかの肢体もみな共に悩み、1つの肢体が尊ばれ
ると、ほかの肢体もみな共に喜ぶ。あなたがたはキリスト
のからだであり、ひとりびとりはその肢体である」。
次に、パウロは、キリストのすべての弟子たちが持つ

べき愛の重要性について語ったが、この言葉は、その時
代から現代に至るまで、あらゆる人々にとって霊感と励ま
しの源泉となった。「たといわたしが、人々の言葉や御使
たちの言葉を語っても、もし愛がなければ、わたしは、や
かましい鐘や騒がしい鏡鉢と同じである。たといまた、わ
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たしに預言をする力があり、あらゆる奥義とあらゆる知識
とに通じていても、また、山を移すほどの強い信仰があっ
ても、もし愛がなければ、わたしは無に等しい。たとい
また、わたしが自分の全財産を人に施しても、また、自分
のからだを焼かれるために渡しても、もし愛がなければ、
いっさいは無益である」。
口先で、どんなに立派なことを言っても、もし心の中

に、神と同胞に対する愛が満ちていなければ、キリスト
の真の弟子ではない。大いなる信仰を持ち、奇跡を行うほ
どの力があっても、もし愛がなければ、その信仰は価値が
ない。また、大いなる施しが行われるかもしれない。しか
し、それが真の愛以外の動機によって行われたとするなら
ば、自分の全財産を人に施しても、その行為によって神の
恵みにあずかることはできない。また、熱心さのあまり、
殉教の死をとげることさえするかもしれない。しかし、も
しそれが愛の動機によるものでなければ、神は彼を、惑わ
された熱狂家、あるいは野心的偽善者とみなされることで
あろう。
「愛は寛容であり、愛は情深い。また、ねたむことをし

ない。愛は高ぶらない、誇らない」。最も純粋な喜びは、
最も深い謙遜から生じる。最も強く、最も高潔な品性は、
忍耐と愛と、神のみこころに対する服従という基礎の上に
築かれるのである。
愛は、「不作法をしない、自分の利益を求めない、いら

だたない、恨みをいだかない」。キリストのような愛は、
他人の行為と動機を最も好意的に解釈する。それは、不必
要に彼らの欠点を暴露したりしない。それは、好ましくな
い噂に聞き耳を立てたりせず、むしろ、他の人々の良い特
質を思い起こさせようと努めるのである。
愛は、「不義を喜ばないで真理を喜ぶ。そして、すべ

てを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを耐え
る」。この愛は、「いつまでも絶えることがない」。これ
は、決してその価値を失うことがない。それは、天の特性
である。その所有者は、尊い宝としてそれを持って、神の
都の門の中に入ることができるのである。
「このように、いつまでも存続するものは、信仰と希望

と愛と、この3つである。このうちで最も大いなるものは、
愛である」。
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コリントの信者たちの道徳的標準の低下に伴って、あ
る人々は、信仰の基本的な特徴のいくつかを放棄してし
まった。ある人々は、復活の教理さえ否定するに至った。
パウロは、キリストの復活が、疑う余地のない証拠に基づ
いていることを明白に証言して、この異端に対処した。彼
は、次のように言明した。キリストは、死後、「聖書に書
いてあるとおり、3日目によみがえった. . . . . .ケパに現れ、
次に、12人に現れた. . . . . .そののち、500人以上の兄弟たち
に、同時に現れた。その中にはすでに眠った者たちもいる
が、大多数はいまなお生存している。そののち、ヤコブに
現れ、次に すべての使徒たちに現れ、そして最後に、い [1477]
わば、月足らずに生れたようなわたしにも、現れたのであ
る」。
使徒パウロは、人を説得せずにはおかぬ力をもって、

復活の偉大な真理を説いた。「もし死人の復活がないなら
ば、キリストもよみがえらなかったであろう。もしキリス
トがよみがえらなかったとしたら、わたしたちの宣教はむ
なしく、あなたがたの信仰もまたむなしい。すると、わた
したちは神にそむく偽証人にさえなるわけだ。なぜなら、
万一死人がよみがえらないとしたら、わたしたちは神が実
際よみがえらせなかったはずのキリストを、よみがえらせ
たと言って、神に反するあかしを立てたことになるからで
ある。もし死人がよみがえらないなら、キリストもよみが
えらなかったであろう。もしキリストがよみがえらなかっ
たとすれば、あなたがたの信仰は空虚なものとなり、あな
たがたは、いまなお罪の中にいることになろう。そうだと
すると、キリストにあって眠った者たちは、滅んでしまっ
たのである。もしわたしたちが、この世の生活でキリス
トにあって単なる望みをいだいているだけだとすれば、わ
たしたちは、すべての人の中で最もあわれむべき存在とな
る。しかし事実、キリストは眠っている者の初穂として、
死人の中からよみがえったのである」。
使徒パウロは、コリントの兄弟たちの心を、復活の朝の

勝利へと向かわせた。その時、すべての眠っていた聖徒は
よみがえらされて、永遠に主と共に住むのである。パウロ
は、次のように言った。「ここで、あなたがたに奥義を告
げよう。わたしたちすべては、眠り続けるのではない。終
りのラッパの響きと共に、またたく間に、一瞬にして変え
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られる。というのは、ラッパが響いて、死人は朽ちない者
によみがえらされ、わたしたちは変えられるのである。な
ぜなら、この朽ちるものは必ず朽ちないものを着、この死
ぬものは必ず死なないものを着ることになるからである。
この朽ちるものが朽ちないものを着、この死ぬものが死な
ないものを着るとき、聖書に書いてある言葉が成就するの
である。『死は勝利にのまれてしまった。死よ、おまえの
勝利は、どこにあるのか。死よ、おまえのとげは、どこに
あるのか』。. . . . . .しかし感謝すべきことには、神はわたし
たちの主イエス・キリストによって、わたしたちに勝利を
賜わったのである」。
忠実な者を待ち受けている勝利は、実に輝かしいもので

ある。パウロは、コリントの信者たちの可能性を認め、利
己心と情欲から彼らを引き上げて、永遠の生命の希望に満
ちた輝かしい生活へと彼らを導こうと努めた。彼は、彼ら
に、キリストにあって受けた高い召しに対して忠実である
ようにと、熱心に勧めた。「だから、愛する兄弟たちよ。
堅く立って動かされず、いつも全力を注いで主のわざに励
みなさい。主にあっては、あなたがたの労苦がむだになる
ことはないと、あなたがたは知っているからである」、と
彼は勧告した。
こうして、パウロは、最も明確で印象的なやり方で、

コリント教会に広まっていた誤った危険な考えと習慣を正
そうと努めた。彼は、率直に語ったけれども、彼らの魂に
対する愛をもって語ったのである。彼の警告と譴責の中に
は、彼らの生活を汚していた隠れた罪を示す、神のみ座か
らの光が輝いていた。彼らは、それをどのように受け入れ
るだろうか。
パウロは、手紙を送り出したあとで、自分の書いたこ

とが、自分が助けたいと望んでいるその人々に、深い傷を
負わせ過ぎたのではないかと恐れた。彼は、人々が彼から
さらに離反することを非常に憂慮し、言ったことを取り消
したいとさえ思った。パウロと同様、愛する教会や伝道機
関に対する責任を感じている人々が、彼の精神的苦悩と自
責の念を最もよく理解することができる。この時代に対す
る神の働きの重荷を負う神のしもべたちは、大いなる使徒
が負わなければならなかったのと同様の労苦、葛藤、心労
の経験の幾分かを知っている。パウロは、教会の分裂の重
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荷をかかえ、また、自分が同情と支持を求めた人々の忘恩
と裏切りに心を痛め、罪をはらむ教会の危機に気づいて、
率直、厳重な罪の譴責をしなければならなかったが、同時
に、自分は事を処するのに、厳し過ぎはしなかっただろう
かという危惧の念が、心にのしかかった。彼は、自分の手
紙が、どのように受け入れられたかということについての
知らせを、心配しながら待ちわびていた。
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本章はコリント人への第2の手紙に基づく

パウロは、以前に働いたことのあるヨーロッパの各地
をもう1度訪問しようと思って、また、エペソから伝道旅
行に出発した。パウロは、しばらくの間、「キリストの福
音のために」トロアスにとどまり、彼の言葉を聞く人々を
幾人か見いだした。その場所における働きのことを彼は、
後で、「わたしのために主の門が開かれた」と言った。
彼は、トロアスの働きが成功したにもかかわらず、長く滞
在することができなかった。「諸教会の心配ごと」、特に
コリントの教会のことが彼の心に重くのしかかっていた。
彼は、トロアスでテトスに会って、自分がコリントの兄弟
たちに送った勧告と譴責の言葉を、彼らがどのように受け
たかを知りたいと思ったけれども、彼の願いは果たされな
かった。彼は、「兄弟テトスに会えなかったので、わたし
は気が気でな」かったと、この経験について書いた。そこ
で、彼は、トロアスを離れて、マケドニヤへ行き、ピリピ
において、テモテに会ったのである。
パウロは、コリントの教会について、憂慮してはいた

が、望みを捨ててはいなかった。しかし、時には、深い悲
しみが彼の心を閉ざし、彼は自分の勧告と忠告が誤解され
るのではないかと恐れた。彼は、後で次のように書いた。
「わたしたちの身に少しの休みもなく、さまざまの患難に
会い、外には戦い、内には恐れがあった。しかるに、うち
しおれている者を慰める神は、テトスの到来によって、わ
たしたちを慰めて下さった」。
この忠実な使者テトスは、コリントの信者たちの間に

驚くべき変化が起こったという、励ましとなる知らせをも
たらした。多くの者はパウロの手紙の中の教えを受けいれ
て、自分たちの罪を悔い改めた。彼らの生活は、もはや、
キリスト教の恥辱ではなくなり、実際的な信仰ということ
を力強く示すものとなった。

242
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パウロは喜びに満ちあふれて、コリントの信者たちにも
う1つの手紙を送り、彼らの中に行われたよい働きのことを
聞いての心の喜びを表明した。「そこで、たとい、あの手
紙であなたがたを悲しませたとしても、わたしはそれを悔
いていない」。彼は、自分の言葉が、軽べつされるのでは
ないかという恐れにさいなまれ、時には、あのように断固
として厳しく書いたことを後悔したのであった。しかし、
「今は喜んでいる。それは、あなたがたが悲しんだから
ではなく、悲しんで悔い改めるに至ったからである。あな
たがたがそのように悲しんだのは、神のみこころに添うた
ことであって、わたしたちからはなんの損害も受けなかっ
たのである。神のみこころに添うた悲しみは、悔いのない
救を得させる悔改めに導」く。人の心に神の恵みが働く結
果生じる悔い改めは、罪の告白と放棄に至らせる。パウロ
は、コリントの信者たちの生活にこのような実が実ったと
言ったのである。「神のみこころに添うたその悲しみが、
どんなにか熱情をあなたがたに起させたことか。また、弁
明、義憤、恐れ、愛慕、熱意. . . . . .に至らせたことか」。
パウロは、しばらくの間、諸教会に対する魂の重荷を

負っていた。それは、ほとんど耐えられないような重荷で
あった。偽教師たちは、信者間における彼の影響力を破壊
し、福音真理の代わりに彼らの教理を広めようとした。パ
ウロを取りかこんだ困惑と失望は、次の言葉によく表され
ている。「わたしたちは極度に、耐えられないほど圧迫さ
れて、生きる望みをさえ失ってしま」った。
しかし、今、心配の種が1つ取り除かれた。パウロは、

コリントの人々が彼の手紙を受けいれたといり知らせを
聞いて、喜びの声をあげた。「ほむべきかな、わたしたち
の主イエス・キリストの父なる神、あわれみ深き父、慰め
に満ちたる神。神は、いかなる患難の中にいる時でもわた
したちを慰めて下さり、また、わたしたち自身も、神に慰
めていただくその慰めをもって、あらゆる患難の中にある
人々を慰めることができるようにして下さるのである。そ
れは、キリストの苦難がわたしたちに満ちあふれているよ
うに、わたした ちの受ける慰めもまた、キリストによっ [1479]
て満ちあふれているからである。わたしたちが患難に会う
なら、それはあなたがたの慰めと救とのためであり、慰め
を受けるなら、それはあなたがたの慰めのためであって、
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その慰めは、わたしたちが受けているのと同じ苦難に耐え
させる力となるのである。だから、あなたがたに対してい
だいているわたしたちの望みは、動くことがない。あなた
がたが、わたしたちと共に苦難にあずかっているように、
慰めにも共にあずかっていることを知っているからであ
る」。
パウロは、彼らがふたたび改心し、恵みに成長している

ことに、喜びを表し、この心と生活の変化に対して、すべ
ての讃美を神にささげた。彼は叫んで言った。「神は感謝
すべきかな。神はいつもわたしたちをキリストの凱旋に伴
い行き、わたしたちをとおしてキリストを知る知識のかお
りを、至る所に放って下さるのである。わたしたちは、救
われる者にとっても滅びる者にとっても、神に対するキリ
ストのかおりである」。当時、戦いに勝利した将軍は、そ
の帰還の時に、捕虜たちを引き連れてくる習慣があった。
その際、香をたく者が選ばれ、軍隊が故郷に凱旋行進をし
た時、その芳香は、死に定められた者にとっては、死の香
りであり、その処刑の時の切迫を示していた。しかし、彼
らを捕らえた者の恵みに浴して、生命を助けられることに
なっていた者にとって、それは、生命の香りであり、自由
が近づいたことを示していた。
パウロは、今や、信仰と希望に満ちていた。彼は、コリ

ントにおける神の働きに対して、サタンが勝ち得ないこと
を知り、讃美の声をあげて、心からの感謝を注ぎ出した。
彼と彼の同労者たちは、キリストと真理の敵に対する勝
利を祝い、新たな熱意をもって、救い主についての知識を
広めるために出て行くのであった。福音の芳香は、香のよ
うに、全世界に広く行きわたらなければならなかった。キ
リストを受けいれる者にとって、その使信は、いのちから
いのちに至らせるかおりであるが、不信を抱き続ける者に
は、死から死に至らせるかおりなのである。
パウロはこの働きの極めて重大なことを悟って、「いっ

たい、このような任務に、だれが耐え得ようか」と叫ん
だ。いったい、だれが、使命者や、彼の伝える使命をそ
しる口実をキリストの敵に与えることなく、キリストを
宣べ伝えることができようか。パウロは、福音宣教の厳粛
な責任を、信者たちに深く印象づけたいと望んだ。忠実に
みことばを宣べ伝えると共に、純潔と言行の一致が生活に
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伴ってこそ、はじめて、伝道者たちの努力が神に受けいれ
られるものとなり、人々の益となるのである。今日、牧師
たちが、働きの重要性に圧倒されて、使徒パウロと共に、
「いったい、このような任務に、だれが耐え得ようか」と
叫ぶのも当然である。
パウロが前の手紙を書いた時、それは自分を推賞するた

めだと、彼を非難した人々があった。そこで彼は、このこ
とに触れ、教会の信者たちに、彼らもそのように彼の動機
を批判したかをたずねた。「わたしたちは、またもや、自
己推薦をし始めているのだろうか。それとも、ある人々の
ように、あなたがたにあてた、あるいは、あなたがたから
の推薦状が必要なのだろうか」。新しい場所へ移っていく
信者たちは、よく、彼らが前に属していた教会からの推薦
状を持って行ったものである。しかし、指導者たち、すな
わち、これらの教会の創設者たちは、このような推薦状を
必要としなかった。偶像の礼拝から福音の信仰に導かれた
コリントの信者たち自身が、パウロに必要な推薦状のすべ
てであった。彼らが信仰を受けいれ、その生活に改革が行
われたことは、彼の働きが忠実になされていること、そし
て彼には、キリストの伝道者として、勧告と譴責と奨励を
行う権威があることを、雄弁にあかししていた。
パウロは、コリントの兄弟たちを、彼の推薦状と見なし

た。彼は、次のように言った。「わたしたちの推薦状は、
あなたがたなのである。それは、わたしたちの心にしるさ
れていて、すべての人に知られ、かつ読まれている。そし
て、あなたがたは自分自身が、わたしたちから送られたキ
リストの手紙であって、墨によらず生ける神の霊によって
書かれ、石の板にではなく人の心の板に書かれたものであ
ることを、はっきりとあらわしている」。 [1480]
罪人が悔い改めて、真理によってきよめられることは、

神が、牧師を伝道の仕事に召された最も強力な証拠であ
る。彼の使徒職の証拠は、改心した人々の心に書かれ、彼
らの新たな生活によって、立証される。栄光の望みであら
れるキリストが、心の中に形づくられる。牧師は、彼の働
きにこのような証印が押されて、大いに力づけられるので
ある。
今日、キリストの牧師たちは、パウロの働きに対して

コリントの教会があかししたのと同様の証言を持たなけれ
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ばならない。しかし、この時代において、牧師の数は多い
が、有能で、きよめられた牧師、すなわち、キリストの心
に宿った愛に満たされた人々は、実に少ないのである。誇
り、自己過信、世を愛する心、あらさがし、辛辣さ、ねた
みなどが、キリストの宗教を表明する多くの者の結ぶ実で
ある。その人々の生活は、救い主の生涯とは著しい対照を
なしていて、しばしば、彼らが、どのような牧師の働きの
下に改心したかという悲しいあかしを立てる。
人間にとって、福音の有能な牧師として神に受けいれ

られること以上に大きな栄誉はない。しかし、主が、主の
働きにおいて力と成功を与えて祝福される人々は、誇った
りしない。彼らは、自分たちが、主に全く依存しているこ
とを認め、自分たちの無力を自覚している。彼らはパウロ
と共に、「もちろん、自分自身で事を定める力が自分にあ
る、と言うのではない。わたしたちのこうした力は、神か
らきている。神はわたしたちに力を与えて、新しい契約に
仕える者とされたのである」と言うのである。
真の牧師は、主の働きをする。彼は、自分の働きの重

要性を感じ、自分の教会と世界とに対して、キリストが
持続されたのと同様の関係を持続すべきことを自覚する。
彼は、うまずたゆまず、罪人をもっと高尚な生活へと導
き、勝利者の報賞を彼らに得させようとする。祭壇からの
燃える炭が彼のくちびるに触れ、彼はイエスを、罪人の唯
一の希望として掲げる。彼の説教を聞く者は、彼が、熱烈
な力ある祈りによって神に近づいたことを知る。聖霊が彼
の上にとどまり、彼の心は燃えさかる天からの火を受け、
彼は、霊によって霊のことを解釈することができる。彼に
は、サタンの砦を破壊する力が与えられる。人々は、神の
愛についての彼の説教を聞いて、心をくだかれ、多くの者
が、「わたしは救われるために、何をすべきでしょうか」
とたずねるに至る。
「このようにわたしたちは、あわれみを受けてこの務に

ついているのだから、落胆せずに、恥ずべき隠れたことを
捨て去り、悪巧みによって歩かず、神の言を曲げず、真理
を明らかにし、神のみまえに、すべての人の良心に自分を
推薦するのである。もしわたしたちの福音がおおわれてい
るなら、滅びる者どもにとっておおわれているのである。
彼らの場合、この世の神が不信の者たちの思いをくらませ
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て、神のかたちであるキリストの栄光の福音の輝きを、見
えなくしているのである。しかし、わたしたちは自分自身
を宣べ伝えるのではなく、主なるキリスト・イエスを宣べ
伝える。わたしたち自身は、ただイエスのために働くあな
たがたの僕にすぎない。『やみの中から光が照りいでよ』
と仰せになった神は、キリストの顔に輝く神の栄光の知識
を明らかにするために、わたしたちの心を照して下さった
のである」。
このようにパウロは、キリストの使者としての彼に与え

られた、神聖な信任の中に示されている、神の恵みと憐れ
みを、大いに讃美した。彼と彼の仲間たちは、神の豊かな
あわれみによって、困難と苦難と危険のなかにも守られた
のであった。彼らは、彼らの信仰と教えを、聴衆の願うと
ころに従って作り変えたりせず、教えをもっと魅力あるも
のにするために救いに不可欠な真理を差し控えたりはしな
かった。彼らは簡単明瞭に真理を宣べ伝え、人々が罪を認
めて、悔い改めることを祈った。彼らは、自分たちの行為
が、教えていることと一致するように努力し、自分たちの
伝える真理が、すべての人の良心を感服させるように努め
た。
パウロは、続けて言った。「しかしわたしたちは、こ

の宝を土の器の中に持っている。その測り知れない力は神
のものであって、わたしたちから出たものでないことが、 [1481]
あらわれるためである」。神は、罪なき天使たちによっ
て神の真理を宣布することもおできになったが、しかしこ
れは、神の計画ではない。神は、神の計画を実施する器と
して、弱さを持った人間をお選びになる。この上なく貴重
な宝が、土の器に盛られる。神の祝福は、人間によって世
界に伝えられるのである。彼らを通して、神の栄光が、罪
の暗黒の中に輝き出るのである。彼らは、愛の奉仕によっ
て、罪のうちにある人々や困っている人々に接し、その
人々を十字架に導かねばならない。そして、彼らは、その
すべての働きにおいて、栄光と誉れと讃美を、すべてのも
のの上におられる方に帰すのである。
パウロは、彼自身の経験に言及して、彼がキリストに

仕えるようになったのは、利己的動機からではないこと
を説明した。なぜなら彼の道は、試練と誘惑に満ちていた
からである。彼は次のように書いた。「わたしたちは、四
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方から患難を受けても窮しない。途方にくれても行き詰ま
らない。迫害に会っても見捨てられない。倒されても滅び
ない。いつもイエスの死をこの身に負うている。それはま
た、イエスのいのちが、この身に現れるためである」。
パウロは、彼と彼の同労者たちが、キリストの使者と

して、絶えず危険にさらされていることを、兄弟たちに思
い起こさせた。彼らの耐える苦難は、徐々に彼らの力を弱
らせていた。彼は、次のように書いた。「わたしたち生き
ている者は、イエスのために絶えず死に渡されているので
ある。それはイエスの命が、わたしたちの死ぬべき肉体に
現れるためである。こうして、死はわたしたちのうちに働
き、命はあなたがたのうちに働くのである」。これらのキ
リストの伝道者たちは、貧困と労苦によって、肉体的苦し
みに会い、キリストの死にならっていた。しかし、彼らの
中に死をもたらしていたものが、コリント人には霊的生命
と健康をもたらしていた。彼らは真理を信じて、永遠の生
命を受ける者とされたのである。こうしたことを考えて、
イエスの弟子たちは、怠慢や不和によって働き人たちの
重荷や試練を増すことのないよう、注意しなければならな
い。
パウロは続けて言った。「『わたしは信じた。それゆ

えに語った』としるしてあるとおり、それと同じ信仰の霊
を持っているので、わたしたちも信じている。それゆえに
語るのである」。パウロは、彼にゆだねられた真理が真実
のものであることを堅く信じていたので、どんなものも、
彼に、神のことばを欺瞞的に扱わせたり、または、彼の心
の確信を隠させたりすることはできなかった。彼は、世俗
の意見に迎合して、富や栄誉や快楽を得ようとはしなかっ
た。彼はコリント人に宣べ伝えていた信仰のために、絶
えず殉教の危機にさらされていながらも、おびえてはいな
かった。死んでよみがえられたかたが、彼を墓からよみが
えらせて、天の父のみ前に立たせて下さることを知ってい
たからである。
「すべてのことは、あなたがたの益であって、恵みが

ますます多くの人に増し加わるにつれ、感謝が満ちあふ
れて、神の栄光となるのである」と彼は言った。使徒たち
は、自分たちの栄達を求めて、福音を宣べ伝えたのではな
かった。彼らがこの働きにその生涯を献身したのは、人々
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の救われることを望んだからであった。危険におびやかさ
れ、あるいは、実際に苦難に会ってもなお、彼らが努力す
ることをやめなかったのは、この希望を抱いていたからで
ある。
「だから、わたしたちは落胆しない。たといわたした

ちの外なる人は滅びても、内なる人は日ごとに新しくさ
れていく」とパウロは言った。パウロは、敵の力を知っ
ていた。しかし、彼は肉体の力は衰えても、ひるむことな
く忠実に、キリストの福音を宣べ伝えた。この十字架の英
雄は、神のすべての武具をまとって、戦いに突進して行っ
た。彼は歓呼の声をあげ、みずから戦いに勝利を収めたと
言った。彼は、忠実な者に与えられる報賞に目を向け、勝
ち誇って叫んだ。「なぜなら、このしばらくの軽い患難は
働いて、永遠の重い栄光を、あふれるばかりにわたしたち
に得させるからである。わたしたちは、見えるものにでは
なく、見えないものに目を注ぐ。見えるものは一時的であ
り、見えないものは永遠につづくのである」。
パウロがコリントの兄弟たちに、もう1度彼らのあがな [1482]

い主の無比の愛を熟考するようにと訴えた言葉は、実に真
剣で、感動的である。「あなたがたは、わたしたちの主イ
エス・キリストの恵みを知っている。すなわち、主は富ん
でおられたのに、あなたがたのために貧しくなられた。そ
れは、あなたがたが、彼の貧しさによって富む者になるた
めである」。あなたがたは、キリストがどのように高い所
から降りて来られて、どのような屈辱のきわみまで、身を
低められたかを知っている。キリストは、ひとたび、自己
否定と犠牲の道を歩き始められるや、脇道にそれることな
く、ついにその生命をお与えになった。玉座と十字架との
間において、主には片時も休むひまがなかった。
パウロは、彼の手紙を読む人々が、彼らのための救い

主の驚くべき謙遜を十分理解することができるように、順
を追って懇切に説明した。パウロは、キリストが神と等し
くあられて、神と共に天使たちの崇敬を受けておられた時
から、ついに最も低い屈辱のきわみにまでこられた、その
道筋をたどった。パウロは、もし彼らが天の王の驚くべき
犠牲を理解することができたならば、彼らの生活からすべ
ての利己心が排除されることを確信していた。パウロは、
神の子が、堕落した人類を救い出して、希望と喜びと天国
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を得させるために、どのようにその栄光を放棄し、みずか
ら進んで人間の性質をとり、おのれを低くしてしもべとな
り、死に至るまで、「しかも十字架の死に至るまで従順で
あられた」かを示した（ピリピ2：8）。
われわれは、十字架の光に照らして神のご品性を学ぶと

きに、あわれみと慈愛とゆるしが公平と正義に入り混じっ
ていることを見る。神の玉座の真ん中に、人間を神と和
解させるために受けられた苦難のしるしを、その手と足と
わきに持っておられるかたを見るのである。無限の父なる
神が、近づくことのできない光の中に住んでおられ、それ
でもなおみ子の功績によって、われわれを受け入れて下さ
るのを見るのである。悲惨と絶望しかもたらさないように
見えた報復の雲は、十字架の光に照らしてみるときに、次
のような神の筆のあとをあらわすのである。生きよ、罪人
よ、生きよ。あなたがた、悔い改めて信じる人々よ、生き
よ。わたしは、あがないの価を払った。
われわれは、キリストのことを瞑想する時に、広大無辺

の愛の岸辺をさまようのである。われわれは、この愛につ
いて語ろうとするが、ふさわしい言葉がでてこない。キリ
ストの地上の生涯、われわれのための犠牲、われわれの仲
保者としての天における働き、そして、主を愛する者のた
めに備えておられる住居のことを考えて、われわれは、た
だ、キリストの愛は何と高く、何と深いことだろうと叫ぶ
ことしかできない。
「わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたした

ちを愛して下さって、わたしたちの罪のためにあがない
の供え物として、御子をおつかわしになった。ここに愛が
ある」。「わたしたちが神の子と呼ばれるためには、どん
なに大きな愛を父から賜わったことか、よく考えてみなさ
い」（ヨハネ4：10、3：1）。
この愛は、すべての真の弟子の中で、聖なる火のよう

に、心の祭壇の上で燃える。キリストによって神の愛があ
らわされたのは、この地上においてであった。神の民が、
傷のない生活によって、この愛をあらわすのは、この地
上においてである。こうして、罪人は、十字架へと導かれ
て、神の小羊を眺めるのである。
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パウロは、コリント教会にあてた第1の手紙の中で、地
上における神の働きを支持するための一般的原則に関する
教えを信者たちに与えた。彼は、彼らのための使徒として
の自分の働きについて書き、次のように問うた。
「いったい、自分で費用を出して軍隊に加わる者があ

ろうか。ぶどう畑を作っていて、その実を食べない者があ
ろうか。また、羊を飼っていて、その乳を飲まない者があ
ろうか。わたしは、人間の考えでこう言うのではない。律
法もまた、そのように言っているではないか。すなわち、 [1483]
モーセの律法に、『穀物をこなしている牛に、くつこをか
けてはならない』と書いてある。神は、牛のことを心にか
けておられるのだろうか。それとも、もっぱら、わたした
ちのために言っておられるのか。もちろん、それはわたし
たちのためにしるされたのである。すなわち、耕す者は望
みをもって耕し、穀物をこなす者は、その分け前をもらう
望みをもってこなすのである」。
使徒パウロは、さらに次のように問うている。「もし

わたしたちが、あなたがたのために霊のものをまいたのな
ら、肉のものをあなたがたから刈りとるのは、行き過ぎだ
ろうか。もしほかの人々が、あなたがたに対するこの権利
にあずかっているとすれば、わたしたちはなおさらのこと
ではないか。しかしわたしたちは、この権利を利用せず、
かえってキリストの福音の妨げにならないようにと、すべ
てのことを忍んでいる。あなたがたは、宮仕えをしている
人たちは宮から下がる物を食べ、祭壇に奉仕している人た
ちは祭壇の供え物の分け前にあずかることを、知らないの
か。それと同様に、主は、福音を宣べ伝えている者たちが
福音によって生活すべきことを、定められたのである」（
コリント9：714）。
パウロは、ここで、神殿の務めをする祭司たちを支え

るための主の計画に言及している。この聖職のために選ば
れた人々は、彼らが霊的祝福を与えたその兄弟たちによっ

251
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て支えられたのである。「さて、レビの子のうちで祭司
の務をしている者たちは、兄弟である民から、. . . . . . 10分
の1を取るように、律法によって命じられている」（ヘ
ブル7：5）。レビの部族は、神殿と祭司職に関する聖職
のために、主に選ばれた。主は、祭司について、次のよ
うに言われた。「あなたの神、主が、. . . . . .彼を選び出し
て. . . . . .主の名によって立って仕えさせられるからである」
（申命記18：5）。主は、すべての産物の10分の1を主のも
のとして要求された。そして主は、10分の1をささげないこ
とを、盗みとみなされるのであった。
パウロが「主は、福音を宣べ伝えている者たちが福音に

よって生活すべきことを、定められたのである」と言った
のは、伝道を支持するためのこの計画を指していたのであ
る。パウロは、後に、テモテに、「働き人がその報酬を受
けるのは当然である」と書いた（テモテ5：18）。

10分の1を納めることは、神の務めを支えるための神の
ご計画の一部にすぎなかった。神は、多くのささげ物や供
え物をお定めになった。ユダヤの制度下においては、人々
は、神の働きを支えるとともに貧者の欠乏を満たすために
も、物惜しみしない精神を抱くように教えられた。特別な
折には、自発的な供え物がささげられた。穀類やぶどうの
収穫の時には、畑の初穂、すなわち、穀物、ぶどう、酒、
油などを供え物として主にささげた。落ち穂や畑のすみず
みは、貧者のために残しておかれた。羊の毛を切った時の
羊毛の初穂や、麦を脱穀した時の穀物の初穂も神にささげ
られた。同様に、すべての動物のういごもささげなければ
ならなかった。そして、人間のういこのためには、あがな
いの価を払わなければならなかった。初穂は、聖所で主の
前にささげられ、それから、祭司たちの用に供されるので
あった。
主は、このような慈悲深い制度によって、すべての事

において、主を第一にすべきことを、イスラエルに教えよ
うとなさった。こうして彼らは、神が彼らの畑、彼らの牛
や羊の持ち主であり、神が日光や雨を送って、穀物を生長
させ、実らせて下さったことを思い起こさせられたのであ
る。彼らの持ち物は、すべて神のものであった。彼らは、
ただ神の物の管理者にすぎなかった。
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ユダヤ民族よりも、はるかに優れた特権にあずかって
いるクリスチャンたちが、彼らよりも少なくささげること
は、神のみこころではない。「多く与えられた者からは多
く求められ」ると救い主は言われた（ルカ12：48）。ヘブ
ル人に要求された物惜しみしない心は、主として、彼ら自
身の国の利益のためであった。今日、神の働きは、全世界
にひろがっている。キリストは、弟子たちの手に福音の宝
をゆだね、救いの喜びの知らせを全世界に伝える責任を彼
らに負わせられた。確かに、われわれの義務は古代イスラ
エルの人々よりははるかに大きいのである。 [1484]
神の働きが拡張するにつれて、援助を求める声は、ま

すます頻繁になる。クリスチャンは、そのような声に答え
るために、「わたしの宮に食物のあるように、10分の1全部
をわたしの倉に携えてきなさい」という命令に留意しなけ
ればならない（マラキ3：10）。もしクリスチャンと称する
人々が、忠実に10分の1とささげ物を神にささげるならば、
神の宝庫は満ちあふれることであろう。そうすれば、福音
の事業を支える資金を得るために、バザー、富くじ、娯楽
のパーティーなどを開く必要がなくなる。
人々は、彼らの金銭を放縦な生活、食欲の満足、装身

具、あるいは、家の装飾などのために用いたくなる。多
くの教会員は、こうしたことのためには、惜しげもなく、
ぜいたくにさえ費やすことを躊躇しない。しかし、地上に
おける神の働きを推進するために、主の宝庫にささげるこ
とを求められる時、彼らは異議を唱える。彼らは、多分、
何も出さないわけにはいかないと感じて、彼らがむだな放
縦のためにしばしば費やすものよりは、はるかに少ない額
を、しぶしぶと出すのである。彼らは、キリストの奉仕に
対する真の愛を表さず、魂の救いに対する熱烈な関心を示
さない。このような人々のクリスチャン生活が、委縮して
病的な状態であっても、何の驚くこともないのである。
キリストの愛に燃えている人は、人間にゆだねられた最

も高尚で最も聖なる働き——恵みとあわれみと真理の富を
世界に伝える働き——の進展を援助することは、義務であ
るばかりでなく、喜びであると思うのである。
当然神に属する財産を自己満足のために保留するのは、

貪りの精神である。神は、預言者によって神の民を厳しく
譴責された時と同様に、今日においても、この精神を憎ま
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れる。主は言われた「人は神の物を盗むことをするだろう
か。しかしあなたがたは、わたしの物を盗んでいる。あな
たがたはまた『どうしてわれわれは、あなたの物を盗んで
いるのか』と言う。10分の1と、ささげ物をもってである。
あなたがたは、のろいをもって、のろわれる。あなたが
たすべての国民は、わたしの物を盗んでいるからである」
（マラキ3：8、9）。
物惜しみしない精神は、天の精神である。この精神は、

十字架上のキリストの犠牲に最もよく現されている。父な
る神は、われわれのために、神のひとり子をお与えになっ
た。そして、キリストは、ご自分の持っておられたもの
をすべて与えた上で、人間の救いのためにご自身をお与え
になった。カルバリーの十字架は、救い主に従うすべての
者の慈悲心に訴えるところがなければならない。そこで明
示されている原則は、与えよ、与えよということである。
「『彼におる』と言う者は、彼が歩かれたように、その人
自身も歩くべきである」（ヨハネ2：6）。
それに反して、自分を愛する精神は、サタンの精神であ

る。世俗の人々の生活にあらわれている主義は、手に入れ
よ、手に入れよである。こうして、幸福と安楽を得ようと
望むのであるが、まいたものの実は、不幸と死である。
神がその民を祝福することをおやめにならない限り、彼

らも神が要求されるものを神にお返しする義務がある。彼
らは、ただ単に、神に属するものをお返しするだけでなく
て、感謝のささげ物として、物惜しみせぬささげ物を神の
宝庫にたずさえて来なければならない。彼らは喜びにあふ
れて、受けた賜物の初穂、すなわち、彼らの持ち物の中の
最上の物、彼らの最善で最も清い奉仕を、創造主にささげ
なければならない。こうして彼らは、豊かな恵みを受ける
のである。神ご自身が、彼らの心を水の絶えることのない
潤った園のようにして下さる。そして、最後の大いなる収
穫が集められる時に、彼らが主に持ってくることができた
束は彼らにゆだねられたタラントを無私の心で活用したこ
との報賞となる。
神に選ばれ、活動的働きに従事している使者たちは、

兄弟たちの同情と心からの援助を受けず、自費で戦いに従
事するように強いられてはならない。伝道に献身するため
に世俗の職業を放棄する人々を、厚く待遇することは、教
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会員のなすべき務めである。神に仕える伝道者が励ましを
受ける時に、神のみわざは大いに進展するのである。しか [1485]
し、人々の利己心のために、伝道者の当然受けるべき支援
が滞るならば、彼らの手は弱くなり、しばしば彼らの有用
性は大いに損なわれるのである。
神に従っていると言いながら、献身的な働き人が、生活

必需品の欠乏に苦しみながらも活発に伝道に従事している
のを放任する人々に対して、神は怒りを発せられる。これ
らの利己的な人々は、ただ単に主の金銭の誤用のためばか
りでなく、主の忠実なしもべたちになめさせた意気消沈と
心の痛みのためにも、申し開きをしなければならないので
ある。伝道の働きに召され、それに答えて神の働きのため
にすべてをささげる者は、その自己犠牲的努力に対して、
彼らとその家族を支えるのに十分な給与を受けなければな
らない。
一般の労働においては、知的と肉体的とを問わず、各種

の働きの部門で、忠実に働く者はよい給料を得ることがで
きる。真理を伝え、魂をキリストに導く働きは、一般の事
業よりさらに重要なのではなかろうか。そして、忠実にこ
の仕事に従事する者は、十分な報酬を受ける権利があるの
ではなかろうか。精神的幸福と物質的幸福のための働きの
相対的価値をいかに評価するかによって、われわれは、地
上のものよりも、天上のものにどれほどの関心を持ってい
るかを示すのである。
牧師職を支えるためと、伝道事業の援助の要求に答える

ために、金庫に資金があるようにするために、神の民は喜
んで惜しみなくささげる必要がある。牧師たちは、常に神
のみわざの必要を教会に知らせ、惜しまずささげるように
彼らを教育する厳粛な責任が負わされている。もしこれを
怠り、教会が、他の人々の必要のために与えることをしな
くなると、主の働きに支障をきたすばかりでなく、信者た
ちに与えられるべき祝福も受け損じるのである。
どんなに貧しい者でも、神にささげ物を持って来なけれ

ばならない。彼らも、自分たちよりもっと困っている人々
を助けるために犠牲を払って、キリストの恵みにあずから
なければならない。貧者のささげ物、すなわち自己否定の
実は、神の前に香ばしい香りとして昇っていく。そして、
自己犠牲の行為の1つ1つは、ささげた者の思いやりの心を
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強める。そしてそれは彼を、富んでおられたのにわれわれ
のために貧しくなられ、その貧しさによってわれわれが富
む者となるようにして下さったお方に、ますます密接に結
びつけるのである。
自分の持っているすべてであるレプタ2つをさいせん箱

に入れたやもめの行為は、貧しさと戦いながらも、ささ
げ物によって神の事業を援助したいと望んでいる人々の、
励ましのために記録された。キリストは、「その生活費
全部」をささげたこの婦人に、弟子たちの注意をお向け
になった（マルコ12：44）。彼は、自己否定を必要としな
かった人々の多額のささげ物よりも、彼女のささげ物のほ
うを高く評価された。彼らは、ありあまる物の中から、わ
ずかの物をささげた。このやもめは、ささげ物をするため
に、生活に必要な物をすら犠牲にし、神が明日の必要を満
たして下さることを信じたのである。救い主は、彼女につ
いてこう宣言された、「よく聞きなさい。あの貧しいやも
めは、さいせん箱に投げ入れている人たちの中で、だれよ
りもたくさん入れたのだ」（マルコ12：43）。こうして、
彼は、ささげ物の価値は、その量ではなくて、ささげられ
た物の割合と、ささげた人を動かした動機によって評価さ
れることをお教えになった。
使徒パウロは、諸教会の中で伝道した時、新しい改心

者たちの心に、神のみわざのために大きな事をしようとい
う願いを起こさせようとして、たゆまず努力した。彼は、
物惜しみせぬ心を働かせるようにと、たびたび勧告した。
パウロは、エペソの長老たちに、自分が以前に彼らの間で
働いた時の事を語って言った。「わたしは、あなたがたも
このように働いて、弱い者を助けなければならないこと、
また『受けるよりは与える方が、さいわいである』と言わ
れた主イエスの言葉を記憶しているべきことを、万事につ
いて教え示したのである」。彼はコリント人に次のように
書いた。「少ししかまかない者は、少ししか刈り取らず、
豊かにまく者は、豊かに刈り取ることになる。各自は惜し
む心からでなく、また、しいられてでもなく、自ら心で決[1486]
めたとおりにすべきである。神は喜んで施す人を愛して下
さるのである」（使徒行伝20：35、Ⅱコリント9：6、7）。
マケドニヤの信者たちは、ほとんどすべて、この世の

財産は乏しかったが、彼らの心は、神と神の真理に対する
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愛に燃えていた。そして彼らは、福音を支えるために喜ん
でささげた。ユダヤの信者たちの救援のために、異邦人教
会において広く献金が集められたときに、マケドニヤの改
心者たちの物惜しみしない精神が、他の教会の模範として
掲げられた。パウロは、コリントの信者たちに手紙を送っ
て、彼らの注意を喚起した。「マケドニヤの諸教会に与え
られた神の恵みを、あなたがたに知らせよう。すなわち、
彼らは、患難のために激しい試練をうけたが、その満ちあ
ふれる喜びは、極度の貧しさにもかかわらず、あふれ出て
惜しみなく施す富となったのである。. . . . . .彼らは力に応じ
て、否、力以上に施しをした。すなわち、自ら進んで、聖
徒たちへの奉仕に加わる恵みにあずかりたいと、わたした
ちに熱心に願い出」た（Ⅱコリント8：14）。
マケドニヤの信者たちの自発的な犠牲は、彼らが真心か

ら献身していた結果であった。彼らは、神の霊に動かされ
て、「自分自身をまず. . . . . .主にささげ」、そして、福音を
支えるために彼らの財産を進んで惜しみなくささげた（Ⅱ
コリント8：5）。彼らには、ささげるように勧める必要は
なかった。彼らは、他の人々の窮乏を補うために、自分た
ちに必要な物さえ犠牲にすることを、特権としてむしろ喜
んだ。パウロは彼らを抑制しようとしたが、彼らは強いて
彼らの献金を受け取らせた。彼らは、素朴で、誠実で、兄
弟たちに対する愛をもち、喜んで自己を犠牲にし、慈悲の
実を豊かに結んだのである。
パウロは、信者たちを励ますためにテトスをコリント

へ送った時、施しという善いわざにおいても教会を強化
するように彼に指示を与え、信者たちへの個人的な手紙
の中でも、彼自身の訴えをつけ加えて、次のように言っ
た。「さて、あなたがたがあらゆる事がらについて富ん
でいるように、すなわち、信仰にも言葉にも知識にも、あ
らゆる熱情にも、また、あなたがたに対するわたしたちの
愛にも富んでいるように、この恵みのわざにも富んでほし
い」。「だから今、それをやりとげなさい。あなたがたが
心から願っているように、持っているところに応じて、そ
れをやりとげなさい。もし心から願ってそうするなら、持
たないところによらず、持っているところによって、神に
受けいれられるのである」。「神はあなたがたにあらゆる
恵みを豊かに与え、あなたがたを常にすべてのことに満ち
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足らせ、すべての良いわざに富ませる力のあるかたなので
ある。. . . . . .こうして、あなたがたはすべてのことに豊か
になって、惜しみなく施し、その施しはわたしたちの手に
よって行われ、神に感謝するに至るのである」（Ⅱコリン
ト8：7、11、12、9：811）。
初代教会は、おのれを忘れて惜しみなく施すことによっ

て、大いなる喜びに満たされた。なぜなら信者たちは、自
分たちの努力が、暗黒の中にいる人々に福音の言葉を伝え
るのを助けていることを知っていたからである。彼らの物
惜しみしない心は、彼らが神の恵みをむだに受けなかった
ことをあかししている。聖霊のきよめによる以外に、いっ
たい何が、このような寛い心を生じさせることができよう
か。信者と未信者の目の前において、これは恵みの奇跡で
あった。
霊的繁栄は、クリスチャンの物惜しみしない心と密接に

つながっている。キリストの弟子たちは、その生活の中に
あがない主の恵み深さをあらわすという特権を喜ばなけれ
ばならない。彼らは、主にささげる時に、彼らの宝が彼ら
に先だって天の宮廷に行くという保証が与えられる。人々
は、自分たちの財産を確保したいと思っているであろう
か。それならば、財産を十字架の傷あとのある手にゆだね
るとよい。彼らは、資産を享受したいと思っているであろ
うか。それならば、貧しい人々や苦しんでいる人々のため
に用いるとよい。彼らは、財産をふやしたいと思っている
だろうか。それならば、「あなたの財産と、すべての産物
の初なりをもって主をあがめよ。そうすれば、あなたの倉
は満ちて余り、あなたの酒ぶねは新しい酒であふれる」と[1487]
いう神の命令に耳を傾けるとよい（箴言3：9、10）。もし
彼らが、利己的な目的のために、財産を保留しておこうと
思うならば、それは永遠の損失になる。しかし、もし宝を
神にささげるならば、その瞬間から、それに神の刻印が押
される。それは、神の不変性をもって印される。
神は、「すべての水のほとりに種をま（く）. . . . . .あ

なたがたは、さいわいである」と宣言なさる（イザ
ヤ32：20）。どこにおいても神のみわざのため、またはわ
れわれの援助を要する人類の窮乏のために、神の賜物を絶
えず分け与えたとしても、貧しくなることはない。「施し
散らして、なお富を増す人があり、与えるべきものを惜し
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んで、かえって貧しくなる者がある」（箴言11：24）。種
をまく者は、種をまき散らして、増加させる。忠実に神の
賜物を分け与える者もこれと同じである。彼らは彼らの祝
福を分け与えることによって、増加させるのである。「与
えよ。そうすれば、自分にも与えられるであろう。人々は
おし入れ、ゆすり入れ、あふれ出るまでに量をよくして、
あなたがたのふところに入れてくれるであろう」と神は約
束しておられるのである（ルカ6：38）。
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パウロは、神の働きを正しく維持することについての
聖書の明白な教えを、彼の改心者たちに注意深く示し、ま
た、彼自身、福音の使者として、生活のために世俗の仕事
の「労働をせずにいる権利」を主張しながらも、しばしば
文明の大中心地における伝道において、生活を支えるため
に、手の仕事に従事した（コリント9：6）。
ユダヤ人の間では、肉体的労働は、変わった事でも、

卑しい事でもなかった。ヘブル人は、子供たちに勤労の習
慣をつけさせるように、モーセを通して教えられていた。
そして、青少年に肉体労働をさせずに育てることは、罪
とみなされていた。たとえ、聖職のための教育を受ける子
供であっても、実際生活の知識は不可欠であると思われて
いた。親が富んでいようが貧しかろうが、すべての青少年
は、何かの職業の訓練を受けた。こうした訓練を子供たち
に与えることを怠った親は、主の教えに背いたものとみな
された。パウロは、このような習慣に従って、若い時から
天幕作りの職業を学んでいた。
パウロは、キリストの弟子になる前は、高い地位につい

ていたので、生活のために手仕事をしなくてもよかった。
しかし、後に、キリストの働きを推進するために財産を全
部使い果たしたとき、彼は時々、生活費を得るために手仕
事をしたのである。特に、動機が誤解されそうな所におい
ては、そうだったのである。
パウロがみことばを宣べ伝えながら手仕事をして自給

したことを、まず最初に読むのは、彼がテサロニケにいた
時のことである。彼は、自分が「重んじられることができ
た」ことを彼らに思い起こさせ、次のようにつけ加えた。
「兄弟たちよ。あなたがたはわたしたちの労苦と努力とを
記憶していることであろう。すなわち、あなたがたのだれ
にも負担をかけまいと思って、日夜はたらきながら、あな
たがたに神の福音を宣べ伝えた」（テサロニケ2：6、9）。
またパウロは、テサロニケ人への第2の手紙の中で、自分

260
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と同労者たちが、彼らの所にいた時には、「人からパンを
もらって食べることもしなかった」と言った。「あなたが
たのだれにも負担をかけまいと、日夜、労苦し努力して働
き続けた。それは、わたしたちにその権利がないからでは
なく、ただわたしたちにあなたがたが見習うように、身を
もって模範を示したのである」と彼は書いた（Ⅱテサロニ
ケ3：8、9）。
パウロは、テサロニケで、労働することを拒む人々に出

会った。彼が後で、次のように書いたのは、この人々に対
してであった。「あなたがたのうちのある者は怠惰な生活
を送り、働かないで、ただいたずらに動きまわっていると
のことである。こうした人々に対しては、静かに働いて自
分で得たパンを食べるように、主イエス・キリストによっ [1488]
て命じまた勧める」。パウロは、テサロニケで働いていた
時に、気を配ってこのような人々に正しい模範を示すよう
にした。「また、あなたがたの所にいた時に、『働こうと
しない者は、食べることもしてはならない』と命じておい
た」と彼は書いた（Ⅱテサロニケ3：11、12、10）。
サタンは、各時代において、教会に狂信的精神を引き

起こして、神のしもべたちの働きを損おうとした。パウ
ロの時代でもそうであった。後の宗教改革の時代でもそう
であった。ウィクリフ、ルター、その他、その感化と信仰
によって世界に祝福をもたらした多くの人々も、熱心が過
ぎてバランスを失い、清められていない者たちを、狂信に
おとしいれようとする敵の策略に遭遇したのである。欺か
れた人々は、真の清めに到達すれば、心はこの世の思いを
すべて超越し、全く仕事をしなくなると教えた。他の人々
は、聖書の言葉を極端に解釈して、働くことは罪であると
教えた。すなわち、クリスチャンは、自分のことや家族の
ことなどの物質的幸福について考えるべきではなく、その
全生涯を霊的な事のためにささげるべきであると言った。
使徒パウロの教えと模範は、こうした極端な意見に対する
譴責であった。
パウロは、テサロニケにいた時に、全く彼の手仕事だけ

に依存していたのではなかった。彼はあとで、その町にお
ける彼の経験に言及して、彼がそこにいた間にピリピの信
者たちから受けた贈り物を感謝して、彼らに次のように書
いた。「また、テサロニケでも、一再ならず、物を送って
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わたしの欠乏を補ってくれた」（ピリピ4：16）。彼は、こ
の援助を受けたとは言っても、テサロニケの人々の前で勤
勉のよい模範を示すことに注意した。それは、彼が貪った
などといういわれのない非難を、だれからも受けることの
ないためであり、また、肉体労働について狂信的な意見を
持った人々に、実際的譴責を与えるためであった。
パウロは、初めてコリントを訪問した時、自分が、異国

人の動機に疑惑を持つ人々の中にいることに気づいた。海
岸沿いのギリシヤ人は、腕ききの商人であった。彼らは、
長い間抜け目のない商売のやり方に慣れていたので、利益
を得ることは敬虔なことであると信じ、また、金をもうけ
ることは、正しい方法であろうと詐欺的方法であろうと、
称賛に値することと考えるに至っていた。パウロは、彼ら
の特性を熟知していたので、自分を富ますために福音を伝
えていると言わせる機会を、彼らに与えたくなかった。彼
は、コリントの聴衆の援助を当然のこととして受けること
ができたのであるが、進んでこの権利を放棄した。それは
彼が、利益のために福音を伝えているという不当な疑惑を
受けて、彼の伝道者としての有用性と成功を傷つけたくな
かったからである。彼は、誤解を招くあらゆる口実を取り
除いて、彼の言葉の力を失うまいと努めた。
パウロは、コリントに到着して間もなく、「アクラとい

うポント生れのユダヤ人と、その妻プリスキラとに出会っ
た。. . . . . .彼らは近ごろイタリヤから出てきたのである」。
彼らは、彼の「同業であった」。アクラとプリスキラは、
クラウデオ帝がすべてのユダヤ人をローマから退去させた
時に追放され、コリントに来て、そこで天幕業を営んでい
た。パウロは、彼らのことを人にたずねた。そして、彼ら
が、神を恐れ、彼らの周囲の邪悪な影響を避けようとして
いることを知って、「その家に住み込んで、一緒に仕事を
した。. . . . . .パウロは安息日ごとに会堂で論じては、ユダヤ
人やギリシヤ人の説得に努めた」（使徒行伝18：24）。
後で、シラスとテモテが、コリントにいるパウロに加

わった。この兄弟たちは、働きを支えるために、マケドニ
ヤの教会がささげた資金を持ってきた。
パウロは、コリントに強力な教会を設立した後で、コリ

ント人への第2の手紙を書いて、彼が彼らの中で、どんな
生活をしたかを振りかえって次のように問うた。「それと
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も、あなたがたを高めるために自分を低くして、神の福音
を価なしにあなたがたに宣べ伝えたことが、罪になるのだ
ろうか。わたしは他の諸教会をかすめたと言われながら得
た金で、あなたがたに奉仕し、あなたがたの所にいて貧乏
をした時にも、だれにも負担をかけたことはなかった。わ
たしの欠乏は、マケドニヤからきた兄弟たちが、補ってく
れた。こうして、わたしはすべての事につき、あなたがた
に重荷を負わせまいと努めてきたし、今後も努めよう。わ [1489]
たしの内にあるキリストの真実にかけて言う、この誇がア
カヤ地方で封じられるようなことは、決してない」（Ⅱコ
リント11：710）。
パウロは、コリントにおけるこのような行動の理由を説

明している。それは、「機会をねらっている者ども」にそ
しる口実を与えないためであった（Ⅱコリント11：12）。
彼は、天幕を作りながら、福音の宣教もまた忠実に行っ
た。彼自身、その働きについて言っている。「わたしは、
使徒たるの実を、しるしと奇跡と力あるわざとにより、忍
耐をつくして、あなたがたの間であらわしてきた」。彼は
続けて言っている。「いったい、あなたがたが他の教会よ
りも劣っている点は何か。ただ、このわたしがあなたがた
に負担をかけなかったことだけではないか。この不義は、
どうか、ゆるしてもらいたい。さて、わたしは今、3度目に
あなたがたの所に行く用意をしている。しかし、負担はか
けないつもりである。わたしの求めているのは、あなたが
たの持ち物ではなく、あなたがた自身なのだから。. . . . . .そ
こでわたしは. . . . . .大いに喜んで費用を使い、また、わたし
自身をも使いつくそう」（Ⅱコリント12：1215）。
パウロは、長期にわたったエペソ伝道において、その

地域一帯に積極的な伝道活動を推し進めた3か年間、ふた
たび、彼の職業に従事した。コリントにいた時と同様に、
エペソにおいても、アクラとプリスキラがパウロと共に
いて、彼の心を引き立てた。2人は、パウロの第2伝道旅行
が終わって、アジヤに帰った時に、彼に従って行ったので
あった。
パウロが手を使って働くことは、福音の伝道者にふさわ

しくないと言って、反対する人々があった。パウロのよう
な、最高の地位を占める伝道者が、言葉の宣教に、手の仕
事を結合させなければならないのだろうか。働き人は給料
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を受ける価値があるのではなかろうか。なぜパウロは、明
らかによりよい事のために用いることができる時間を、天
幕の製造に費やさねばならないのだろうか。
しかし、パウロは、このように費やした時間を損失で

あるとは考えなかった。彼は、アクラと働いていた時、大
教師であられるお方との連絡を保ちつづけ、救い主のため
にあかしを立て、援助が必要な人々を助ける、どんな機会
をも見失わなかった。彼の心は、常に、霊的知識を追求し
ていた。彼は、霊的事物に関する教えを同労者に与え、ま
た、勤勉さと徹底的に仕事をすることの模範をも示した。
彼は仕事の速い、熟練した働き人で、実業に励み、「霊に
燃え、主に仕え」た（ローマ12：11）。パウロは、彼の職
業に従事したときに、他の方法では接することができない
階級の人々に近づくことができた。彼は、仲間たちに、普
通の技芸の手腕は、神の賜物であることを示した。神は、
賜物とそれを正しく用いる知恵とを共にお与えになるので
ある。パウロは、日常の労働においてさえ、神に栄誉を帰
すべきことを教えた。労働で固くなった彼の手は、キリス
トの伝道者としての彼の感動的な訴えの迫力を少しも損じ
なかった。
パウロは、時には、昼も夜も働いた。それは、彼自身

を支えるためだけでなくて、同労者たちを助けるためでも
あった。彼は、収入をルカと分かち合った。そして彼は、
テモテを援助した。パウロは、他の人々の窮乏を助ける
ために、飢えをしのんだことさえあった。彼の生涯は、無
我の生涯であった。彼は、その伝道の終わりごろ、ミレト
において、エペソの長老たちに訣別の言葉を語った時、苦
労の跡を示す手をあげて、言った。「わたしは、人の金や
銀や衣服をほしがったことはない。あなたがた自身が知っ
ているとおり、わたしのこの両手は、自分の生活のために
も、また一緒にいた人たちのためにも、働いてきたのだ。
わたしは、あなたがたもこのように働いて、弱い者を助け
なければならないこと、また『受けるよりは与える方が、
さいわいである』と言われた主イエスの言葉を記憶してい
るべきことを、万事について教え示したのである」（使徒
行伝20：3335）。
もし伝道者たちが、キリストのみわざにおいて、困難と

窮乏に苦しんでいると感じるならば、心の中で、パウロが
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働いた働き場を想像してみるとよい。この神の選びを受け
たパウロが天幕を作っていた時、彼は、使徒としての働き [1490]
によって当然受けるべきであった報酬のために働いていた
のであった。
労働は、のろいではなくて、祝福である。怠惰な精神

は、敬神の念を失わせ、神の霊を悲しませる。よどんだ池
は、不快なものである。しかし、清く流れる小川は、全地
に健康と喜びをまき散らす。パウロは、肉体的労働を怠る
者は、やがて衰弱することを知っていた。彼は、若い伝道
者たちが、彼らの手を動かし、筋骨を活動させることによ
り、伝道地において彼らを待ち受けている苦労と窮乏に耐
える力が与えられることを、彼らに教えようと望んだ。そ
して彼は、もし自分が自分の体のすべての部分を適当に運
動させないならば、彼自身の教えが生気と活力を失うこと
を自覚していた。
怠惰な者は、人生の普通の義務を忠実に実行することに

よって得られる貴重な経験を受け損じる。少数の者ではな
くて、幾千という人々が、恵みのうちに神が授けられた祝
福を、ただ消費するために生存している。彼らは、神が彼
らにゆだねられた富に対して、感謝の供え物を主に持って
くることを忘れる。彼らは、主が彼らにゆだねられたタラ
ントを賢明に活用して、ただ消費者であるだけでなくて、
生産者でもあるべきことを忘れている。もし彼らが、主の
助手として彼らがなすよう主が望んでおられる働きを理解
したならば、彼らは責任を回避しないことであろう。
宣教のために神の召命を受けたと感じる青年の有用性

は大いに、彼らが仕事に従事する態度いかんにかかって
いる。伝道の働きのために神に選ばれた人々は、その高い
召しの証拠を示し、ありとあらゆる方法を用いて、有能な
働き人になろうとする。彼らは、計画と組織と実行に適し
た者になるための経験を得たいと努力する。彼らは、自分
たちの召しの神聖さを自覚し、克己によって、ますます主
のようになり、主の慈悲と愛と真理をあらわす。そして、
彼らが、ゆだねられたタラントを発達させるために熱心に
なった時に、教会は、賢明な援助を彼らに与えなければな
らない。
自分たちは宣教のために召されたと感じる者をみな、

その家族とともに、直ちに教会の継続的経済支持に依存す
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るように奨励してはならない。経験の浅い者は、おだてら
れて増長し、分別を欠く奨励を受けて、自分たちでは何の
まじめな努力もせず、全的に援助を受けることを期待する
危険がある。神の働きを拡張するためにささげられた資金
は、援助によって利己的野心を満足させ、安楽な生活を送
り、ただ説教することだけを希望する人々のために消費す
べきではない。
自分の才能を伝道の働きに活用しようと望む青年たち

は、テサロニケ、コリント、エペソ、その他の地における
パウロの模範から、有益な教訓を学ぶことができる。パウ
ロは、雄弁な説教家であって、特別の働きをするために神
に選ばれたのであったが、労働に従事することを恥じず、
彼が愛したみわざのために犠牲を払うことをいとわなかっ
た。彼は、コリント人へ書いた。「今の今まで、わたし
たちは飢え、かわき、裸にされ、打たれ、宿なしであり、
苦労して自分の手で働いている。はずかしめられては祝福
し、迫害されては耐え忍」んだ（コリント4：11、12）。
この世界の最大の教師の1人であるパウロは、最も崇高

な義務と同様に、最も低い義務も快く果たした。パウロ
は、主のために働いた時、事情が求めるならば、喜んで自
分の職業に従事した。しかし彼は、福音の敵の反対に対処
するために、または、人々をイエスに導く特別の機会を活
用するために、いっでも世俗の仕事を放棄する用意があっ
た。彼の熱心と勤勉は、怠惰と安逸を貪る心に対する譴責
である。
パウロは、当時教会の中で勢力を得つつあった意見、

すなわち、福音は完全に肉体的労働の必要から解放され
た者によってのみ有効に宣布されるといり意見に反する模
範を示した。彼は、福音の真理を知らない人が多くいる場
所で、献身した信徒が何をすることができるかということ
を、実際的方法で説明した。彼の行動は、卑しい労働者た
ちに励ましを与え、日毎の仕事によって生活を支えると同
時に、神の働きを前進させるために彼らのなし得ることを
しようという願望を起こさせた。アクラとプリスキラは、
その全時間を福音の宣教のためにささげるようには召さ
れなかったが、これら身分の卑しい働き人たちは、アポロ[1491]
に真理をさらに完全に示すために、神に用いられたのであ
る。主は、ご自分の目的を達成なさるために、種々の器を
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お用いになる。そして、特別の才能をもった人々が、福音
を教え、説教する働きにその全精力をささげるように選ば
れる一方において、按手礼を受けていない他の多くの人々
が、救霊の重要な務めを行うように召されているのであ
る。
自給伝道者の前に広い働きの場が開かれている。多くの

者は、時間の幾分かを何かの労働に携わりながら、伝道の
尊い経験を得ることができる。そして、このような方法に
よって、助けを必要としている伝道地の重要な働きのため
の強力な働き人が養成されるのである。
宣教と教えとのために、たゆまず労している自己犠牲的

神のしもべは、心に重い荷を負っている。彼は、その働き
を時間ではからない。彼の働きは、給料に影響されること
なく、また、不利な状況下にあるからといって、義務を怠
らない。彼は、天から任命を受けた。そして、ゆだねられ
た働きが終わった時に、彼は、その報賞を天から受けるこ
とを望むのである。
このような働き人が、不必要な心配から解放されて、

「これらの事を実行し、それを励みなさい」とパウロがテ
モテに言った命令に服従する十分な機会が彼らに与えられ
ることが、神のみこころである。（テモテ4：15）。彼ら
は、心と体の活力を保つために十分運動するよう注意しな
ければならないけれども、彼らがその大部分の時間を世俗
の職業に費やさなければならないということは、神の計画
ではない。
これらの忠実な働き人は、喜んで福音のために費用を

使い、また、彼ら自身をも使い尽くそうとするが、誘惑
がないわけではない。教会が彼らに適当な経済的支持を
与えないために、彼らが悩み苦しみにおちいる時、ある
者たちは誘惑者に激しく悩まされる。彼らは、自分たちの
働きが軽視されているのを見る時に、意気消沈する。確か
に彼らは、審判の時に正しい報賞が与えられることを待望
して、これによって望みはつながれる。しかし、そうして
いる間、彼らの家族は、食物や衣服がなければならない。
もし彼らが、神の任命から解放されたと感じることができ
れば、彼らは、喜んで手を使って働くことであろう。しか
し、彼らに十分な資金を支給すべき人々に、先見の明がな
いにもかかわらず、彼らは、自分たちの時間が神に属する
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ことを自覚している。そこで、彼らは、何か事業をすれば
速やかに窮乏を脱することができるという誘惑に打ち勝っ
て、努力を続け、自分たちの生命よりも尊んでいるみわざ
を推進するのである。しかし、彼らがこうするためには、
パウロの模範にならって、彼らの伝道の働きを推進しなが
ら、一時、手の仕事に従事しなければならないことであろ
う。これは、彼ら自身の利益のためではなくて、地上の神
のみわざを発展させるためである。
神のしもべは、時折、なすべき働きをすることが不可能

だと思う。それは、強力で堅固な働きを続ける資金がない
からである。ある者は、彼らの所有する物資では、しなけ
ればならないと感じることをすべて行うことは不可能では
ないかと思う。しかし、もし彼らが信仰をもって前進すれ
ば、神の救いがあらわされ、彼らの努力は必ず成功するの
である。世界のあらゆる場所に行けと弟子たちにお命じに
なった神は、神の命令に従って神の使命を伝えようとする
すべての働き人を、支えてくださるのである。
主は、みわざを推進するにあたって、常に万事を神のし

もべたちに明らかにされるとは限らない。神は、時には、
神の民を、信仰をもって前進しなければならないような
状態におとしいれて、彼らの信仰を試みられる。神は、時
折、彼らを厳しい困難な場所に至らせ、彼らの足が、ヨル
ダン川の水に触れると思われる時に、前進することをお命
じになる。このような時に、神のしもべたちは、熱烈な信
仰の祈りを神にささげ、神が、彼らの前に道を開いて、彼
らを広い場所に導いて下さることを祈るのである。
神の使命者たちが、主のぶどう園の困窮している場所に

対する責任を認めて、主イエスの精神をもって、魂の悔い
改めのためにたゆまず働くならば、神の天使は、彼らの前
に道を開き、神の働きを前進させるために必要な資金は備[1492]
えられる。光を受けた人々は、自分たちのためになされた
働きを支えるために、心からささげるのである。彼らは、
援助を求めるすべての呼び声に惜しみなく応答する。そし
て、神の霊は、ただ国内だけでなく、遠方の地における主
のみわざを支えるように、彼らの心を動かされる。こうし
て、他の所で働いている働き人たちに力が与えられ、主の
働きは、神ご自身がお定めになった方法で前進するのであ
る。
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キリストは、彼の生涯と教えの中で、神に起源を発する
無我の奉仕の、完全な模範を示された。神は、ご自分のた
めに生きておられない。神は、世界を創造し、万物を維持
して、常に他のために奉仕しておられる。「天の父は、悪
い者の上にも良い者の上にも、太陽をのぼらせ、正しい者
にも正しくない者にも、雨を降らして下さるからである」
（マタイ5：45）。天の父は、この奉仕の理想をみ子におゆ
だねになった。イエスは人類の頭として立ち、奉仕とは何
であるかを、彼の模範によって教えることを命じられた。
彼の全生涯は、奉仕の律法のもとにあった。彼は、すべて
に仕え、すべてに奉仕した。
イエスは幾度となく、この原則を弟子たちの間に確立

しようとなさった。ヤコブとヨハネが、最高の地位を要
求した時に、彼は言われた。「あなたがたの間で偉くな
りたいと思う者は、仕える人となり、あなたがたの間で
かしらになりたいと思う者は、僕とならねばならない。
それは、人の子がきたのも、仕えられるためではなく、仕
えるためであり、また多くの人のあがないとして、自分の
命を与えるためであるのと、ちょうど同じである」（マタ
イ20：2628）。
キリストは、昇天後、選ばれた使者たちによってご自分

の働きを推進し、彼らを通して、人々に語り、彼らの必要
に奉仕される。教会の大いなる頭であられるキリストは、
神の代表者として神の命を受けた人間の器を通して、神の
働きを監督しておられる。
宣教と教えによって、神の教会を築き上げるために、神

に召された者の地位は、実に責任重大である。彼らは、キ
リストに代わって、人々に訴え、神の和解を受けさせなけ
ればならない。そして、彼らは、上からの知恵と能力を受
けることによってのみ、彼らの任務を果たすことができる
のである。

269
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キリストの伝道者は、彼らにゆだねられた人々の霊的保
護者である。彼らの働きは、見張りの者の仕事にたとえら
れている。昔、町の城壁の上によく番兵が立ち、その有利
な位置から、防衛すべき重要な地点を見おろして、敵の攻
撃に対して警告を発することができた。城内のすべての者
の安全は、彼らの忠実さに依存していた。彼らは、ある一
定の時間ごとに互いに呼びかわして、皆が目を覚ましてい
てだれにも危害が加えられなかったことを確認した。励ま
しや警告の叫びは、次々と伝えられ、各自がその叫びを繰
り返して、城内全体に響き渡るのであった。
主は、すべての伝道者に言われる。「それゆえ、人の

子よ、わたしはあなたを立てて、イスラエルの家を見守
る者とする。あなたはわたしの口から言葉を聞き、わた
しに代って彼らを戒めよ。わたしが悪人に向かって、悪人
よ、あなたは必ず死ぬと言う時、あなたが悪人を戒めて、
その道から離れさせるように語らなかったら、悪人は自分
の罪によって死ぬ。しかしわたしはその血を、あなたの手
に求める。しかしあなたが悪人に、その道を離れるように
戒め〔るなら〕. . . . . .あなたの命は救われる」（エゼキエ
ル33：79）。
預言者の言葉は、神の教会の保護者、神の奥義の管理

者として任命された者の厳粛な責任を宣言している。彼ら
は、シオンの城壁の上に見張り人として立ち、敵の接近に
対して警報を発しなければならない。人々は、誘惑に負け
そうになっている。そして、もし神の伝道者たちが、彼ら
の任務を忠実に果たさないならば、人々は滅びてしまうの
である。もし何かの理由で、彼らの霊的感覚が麻痺して、[1493]
危険を認めることができず、警告を発しないために、人々
が滅びるならば、神は、失われた人々の血の責任を、彼ら
の手にお求めになる。
シオンの城壁の上で見守る者は、神と親しく交わり、聖

霊の印象に敏感になる特権が与えられている。神は、彼ら
を用いて、人々に危険を告げ、安全な場所に導かれる。彼
らは忠実に、罪の確かな結果について人々に警告を与え、
忠実に教会の利益を保護しなければならない。彼らは、ど
んな時にも、警戒をゆるめてはならない。彼らの働きは、
人間のすべての能力を活用しなければならない働きであ
る。彼らは、ラッパの音のように彼らの声をあげ、不安定
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な震える音は、絶対に出してはならない。彼らは、賃銀の
ために働くのではなく、そうしなければならないからであ
り、福音を宣べ伝えなければわざわいであると感じるから
である。彼らは、神に選ぼれ、献身の血の証印を受けたの
であるから、人々を切迫する滅亡から救い出さなければな
らない。
キリストと共に働く伝道者は、自分の働きの神聖さと、

働きを成功させるために必要な労苦と犠牲を深く感じる。
彼は、自分自身の安逸や便宜を求めようとしない。彼は、
無我の人である。失われた羊を捜し求める時に、彼は、自
分の疲労、寒さ、飢えを感じない。彼は、失われた者を救
うというただ1つの目的しか考えていないのである。
インマヌエルの血染めの旗の下で仕える者は、英雄的

努力とたゆまぬ忍耐力を要求することをしなければならな
い。しかし、十字架の兵卒は、恐れることなく、戦いの最
前線に立つのである。敵が攻め寄せてくると、彼は、とり
でに助けを求める。そして、彼は、みことばの約束を主の
前において訴える時に、その時の務めをなす力が与えられ
る。彼は、上からの力の必要を感じる。彼が得る勝利は、
彼を自己高揚に導くのでなくて、力強いおかたにますます
依り頼むようにさせるのである。彼は、大いなる方、主に
依り頼むことによって、力強く救いの使命を宣べ伝え、他
の人々の心をゆり動かすことができるのである。
みことばを教える者は、彼自身が、祈りと神のみことば

の研究によって、意識的に絶えず神と交わっていなければ
ならない。なぜならば、ここに力の源があるからである。
神との交わりは、伝道者の努力に、彼の説教の影響よりも
さらに大きな力を与える。彼は、この力を失ってはならな
い。彼は、とうてい拒まれることがないような熱意をもっ
て、神に嘆願し、義務と試練に耐える力と堅固さが授け
られ、くちびるに燃える火が触れることを求めなければな
らない。キリストの使者たちの、永遠の現実に対する理解
は、時には、あまりにも浅薄である。もし人々が、神と共
に歩くならば、神は彼らを岩なるイエスの裂け目に隠して
くださる。こうして、彼らは隠されて、モーセが神を見た
ように、神を見ることができる。彼らは、神がお与えにな
る能力と光によって、さらに深く理解し、有限な判断力に
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よって可能と思われたことよりも、さらに多くのことをな
し遂げるのである。
サタンの策略は、意気消沈した者に対して最も効果を

あらわす。失望が伝道者を圧倒しそうになる時、彼は、そ
の必要を神の前に差し出さねばならない。パウロが、最も
完全に神に信頼したのは、パウロの頭の上の天が青銅のよ
うになった時である〔申命記28：23参照——訳者注〕。彼
は、大多数の人々よりはるかに苦難の意味を知っていた。
しかし、誘惑と争闘に囲まれながらも天に向かって進ん
だ時の、彼の勝利の叫びに耳を傾けよう。「なぜなら、こ
のしばらくの軽い患難は働いて、永遠の重い栄光を、あふ
れるばかりにわたしたちに得させるからである。わたした
ちは、見えるものにではなく、見えないものに目を注ぐ」
（Ⅱコリント4：17、18）。パウロの目は、常に、見えな
い永遠のものに向けられていた。彼は、自分が超自然的勢
力と戦っていることを自覚して、神に頼った。彼の力は、
ここにあったのである。目に見えない主を見ることによっ
て、魂に能力と活力が与えられ、心と品性に働きかける地
上の勢力がくだかれるのである。
牧師は、彼が責任をもって働いている人々と自由に交わ

り、彼らをよく知ることによって、彼の教えをどのように[1494]
彼らの必要に適合させるかを知らねばならない。伝道者が
説教をしたときに、彼の働きは、始まったばかりである。
彼は、個人的働きをしなければならない。彼は、人々の家
庭を訪問し、熱誠と謙遜な態度で、彼らと語り祈らなけれ
ばならない。もし神の恵みの管理者たちが、家庭に入って
彼らに天への道を示すのでなければ、神のことばの真理に
決して触れることがない家族がある。しかし、この働きに
従事する者の心は、キリストの心と1つになって脈打たなけ
ればならない。
「道やかきねのあたりに出て行って、この家がいっ

ぱいになるように、人々を無理やりにひっぱってきな
さい」という命令には、多くのことが含まれている（ル
カ14：23）。伝道者は、家庭において真理を教え、彼らが
働いている人々と親しくなり、こうして、彼らが神と協力
する時に、神は彼らに霊的能力をお授けになるのである。
キリストは、彼らの働きにおいて、彼らを導き、聴衆の
心に深い感銘を与える言葉を語らせて下さる。パウロと共
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に次のように言い得ることが、すべての伝道者の特権であ
る。「神のみ旨を皆あますところなく、あなたがたに伝え
ておいたからである」。「また、あなたがたの益になるこ
とは、公衆の前でも、また家々でも、すべてあますところ
なく話して聞かせ、また教え、. . . . . .神に対する悔い改め
と、わたしたちの主イエスに対する信仰とを、強く勧めて
きたのである」（使徒行伝20：27、20、21）。
救い主は、家々を訪ねて病人をいやし、悲しんでいる

者を慰め、苦しんでいる者を助け、悲嘆に暮れている者に
平安をお語りになった。彼は小さい子供たちを抱いて彼ら
を祝福し、疲れた母親たちに希望と慰めの言葉をお語りに
なった。彼は、つきることのない優しさと親切をもって、
あらゆる人間の悲痛と苦難に立ち向かわれた。彼は、ご自
分のためではなくて、他の人々のために働かれた。彼は、
すべての人のしもべであった。接するすべての人に希望と
力を与えることが、彼の食物であり飲み物であった。そし
て、人々が、ラビ（教師）たちの教える言い伝えや教理と
は非常にかけ離れた、彼の語られる真理に耳を傾けたとき
に、彼らの心に希望がわいてきた。彼の教えには、熱誠が
こもっていて、彼の言葉は、罪を悟らせる力をもって、深
く人の心に入っていった。
神の伝道者たちは、彼らが働きかけている人々の霊的必

要を満たすものを、神のみことばの倉から取り出せるよう
に、キリストの働きの方法を学ばなければならない。こう
してこそ、初めて彼らは、自分たちにゆだねられた信任を
全うすることができる。キリストが、常に受けておられた
教えを語られた時に、キリストの中に宿った同じ聖霊が、
彼らの知識の源であり、救い主の働きを世界中で推進する
能力の秘訣でなければならない。
伝道の働きをした者たちの中には、成功を収めることが

できなかった者たちがいた。それは、彼らが主の働きに専
念しなかったからである。伝道者は、人々を救い主に導く
という大きな働きから心を奪うような関心事を持ってはな
らない。キリストが召された漁夫たちは、直ちに、網を捨
てて、主に従った。伝道者は、個人的な大きな事業の重荷
を負いながら、十分な神の働きをすることはできない。こ
のように心が2つに分かれていれば、彼らの霊的理解力は
曇ってくる。彼らの思いと心は、地の事に捕らわれ、キリ
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ストの働きは、第二義的のものとなる。彼らは、神の要求
に従って、彼らの事情を改めるのではなくて、自分たちの
事情に合わせて、神の働きをしようとしているのである。
伝道者の精力は、彼の高い召しのために全部必要であ

る。彼の最高の能力は神のものである。彼は、投機事業、
または、彼の大きな働きから彼を引き離すような事業に
携わってはならない。パウロは言った。「兵役に服してい
る者は、日常生活の事に煩わされてはいない。ただ、兵を
募った司令官を喜ばせようと努める」（Ⅱテモテ2：4）。
このようにして、パウロは、伝道者が主の働きのために
何1つ保留することなく、献身する必要のあることを強調
した。神に全く献身した伝道者は、彼の聖なる召しに完全
に献身することを妨げる事業には従事しないようにする。
彼は、地上の栄誉や富を得ようとしているのではない。彼
の唯一の目的は、人類に永遠の生命の富を与えるために、[1495]
ご自身を犠牲にされた救い主のことを人々に告げることで
ある。彼の最高の願望は、この世で宝を貯えることではな
くて、無関心な者や不忠実な者の心を永遠の現実に向けさ
せることである。彼は、大きな世俗的利益を約束する事業
に携わるように要請されるかもしれないが、このような誘
惑に対して、「人が全世界をもうけても、自分の命を損し
たら、なんの得になろうか」と彼は答えるのである（マル
コ8：36）。
サタンは、キリストをこの点で誘惑した。そして、もし

キリストが、それをお受けになれば、世界はあがなわれる
ことができないことを彼は知っていた。そしてサタンは、
今日、いろいろ形を変えて、神の伝道者たちに同じ誘惑を
もちかけ、それに欺かれる者は、彼らにゆだねられた信頼
を裏切る。
伝道者が富を追求することは、神のみこころではない。

この点について、パウロはテモテに次のように書いた。
「金銭を愛することは、すべての悪の根である。ある人々
は欲ばって金銭を求めたため、信仰から迷い出て、多く
の苦痛をもって自分自身を刺しとおした。しかし、神の人
よ。あなたはこれらの事を避けなさい。そして、義と信心
と信仰と愛と忍耐と柔和とを追い求めなさい」。キリスト
の使者は、教えるだけでなく、模範を示さなければならな
い。「この世で富んでいる者たちに、命じなさい。高慢に
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ならず、たよりにならない富に望みをおかず、むしろ、わ
たしたちにすべての物を豊かに備えて楽しませて下さる神
に、のぞみをおくように、また、良い行いをし、良いわざ
に富み、惜しみなく施し、人に分け与えることを喜び、こ
うして、真のいのちを得るために、未来に備えてよい土台
を自分のために築き上げるように、命じなさい」（テモ
テ6：10、11、1719）。
伝道者の働きの神聖さについての使徒パウロの経験と教

訓は、福音のみわざに従事している者にとって、助けと霊
感の源である。パウロの心は、罪人に対する愛に燃えてい
た。そして彼は、救霊の働きに、全精力を注いだ。彼のよ
うに自分を犠牲にして、忍耐強く働いた者はなかった。彼
は、自分の受けた神の恵みを、他を祝福するために用いる
機会として、尊重した。彼は、救い主について語ったり、
また、困っている人を助けたりする機会を見失わなかっ
た。彼は、各地に行って、キリストの福音を宣べ伝え、教
会を設立した。彼は、耳を傾ける人がいるところはどこで
あっても、邪悪を打破し、人々の足を義の道に向けようと
努めた。
パウロは、彼が建設した教会を忘れなかった。彼とバル

ナバは、伝道旅行を終えたあとで、彼らが設立した諸教会
をふたたび訪れて、彼らと共に福音を宣べ伝えるために訓
練することができる人々を選び出した。
パウロの働きのこの面は、今日の伝道者にとって、重

大な教訓を含んでいる。パウロは、伝道の務めのために青
年を訓練することを、彼の働きの一部にしていた。パウロ
は、彼らを、彼の伝道旅行に同伴し、このようにして、彼
らは後に責任ある地位を占めることができるようになる経
験を得たのである。パウロは、彼らと別れた後もなお、彼
らの働きと接触を保った。そして、テモテやテトスに送っ
たパウロの手紙は、彼が、どれほど切に彼らの成功を願っ
ていたかという証拠である。
今日、経験の豊富な働き人たちは、自分で全部の重荷を

負おうとしないで、若い働き人たちを訓練し、重荷を彼ら
の肩に置く時に、立派な働きをしているのである。
パウロは、キリストの伝道者として負わせられている

責任、また、彼の不忠実のゆえに魂が失われるならば、
神が彼に責任を問われるということを、忘れたことがな
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かった。彼は、福音について次のように言った。「わたし
は、神の言を告げひろめる務を、あなたがたのために神か
ら与えられているが、そのために教会に奉仕する者になっ
ているのである。その言の奥義は、代々にわたってこの
世から隠されていたが、今や神の聖徒たちに明らかにされ
たのである。神は彼らに、異邦人の受くべきこの奥義が、
いかに栄光に富んだものであるかを、知らせようとされ
たのである。 この奥義は、あなたがたのうちにいますキ[1496]
リストであり、栄光の望みである。わたしたちはこのキリ
ストを宣べ伝え、知恵をつくしてすべての人を訓戒し、ま
た、すべての人を教えている。それは、彼らがキリストに
あって全き者として立つようになるためである。わたしは
このために、わたしのうちに力強く働いておられるかたの
力により、苦闘しながら努力しているのである」（コロサ
イ1：2529）。
これらの言葉は、キリストのための働き人たちに、崇高

な目標を示している。しかし、大教師の支配の下に自己を
おき、キリストの学校で日毎に学ぶ者は、みなこの目標に
到達することができる。神が持っておられる能力は、無限
である。そして、大きな必要を感じた伝道者が、主と密室
において親しく交わるならば、彼の聴衆に対していのちか
らいのちに至らせるかおりとなるものが与えられるという
確証を持つことができる。
パウロの手紙は、福音の伝道者は、自分の教える真理

の模範でなければならないことを示している。「この務が
そしりを招かないために、わたしたちはどんな事にも、人
につまずきを与えないようにし」ている。彼は、コリント
の信者への手紙の中で、自分の働きのことを、次のように
描写している。「かえって、あらゆる場合に、神の僕とし
て、自分を人々にあらわしている。すなわち、極度の忍苦
にも、患難にも、危機にも、行き詰まりにも、むち打たれ
ることにも、入獄にも、騒乱にも、労苦にも、徹夜にも、
飢餓にも、真実と知識と寛容と、慈愛と聖霊と偽りのない
愛と、真理の言葉と神の力とにより、左右に持っている義
の武器により、ほめられても、そしられても、悪評を受け
ても、好評を博しても、神の僕として自分をあらわしてい
る。わたしたちは、人を惑わしているようであるが、しか
も真実であり、人に知られていないようであるが、認めら
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れ、死にかかっているようであるが、見よ、生きており、
懲らしめられているようであるが、殺されず、悲しんでい
るようであるが、常に喜んでおり、貧しいようであるが、
多くの人を富ませ」ている（Ⅱコリント6：3、410）。
彼は、テトスにこう書いた。「若い男にも、同じく、万

事につけ慎み深くあるように、勧めなさい。あなた自身を
良いわざの模範として示し、人を教える場合には、清廉と
謹厳とをもってし、非難のない健全な言葉を用いなさい。
そうすれば、反対者も、わたしたちについてなんの悪口も
言えなくなり、自ら恥じいるであろう」（テトス2：68）。
神の目に、神の伝道者ほど尊いものはない。彼らは、

地上の荒廃した所へ出て行って、真理の種をまき、収穫
を待ち望むのである。神のしもべたちが、どんな心づかい
をもって、迷った魂を求めるかは、キリストのほかにはわ
からない。キリストは、ご自身のみ霊を彼らにお与えにな
る。そして、彼らの努力によって、魂は、罪から義へと導
かれるのである。
神は、農園や事業、また必要ならば家族を喜んで後に

残し、神のための伝道者になる人々を召しておられる。
そして、召しに答える人が必ずある。過去において、キリ
ストの愛と失われた者の必要に心をゆり動かされて、家庭
の慰めや友人の交わりを捨て、または、妻や子供たちの楽
しみさえ捨てて、外国へ行き、偶像教徒や未開の人々のな
かで、憐れみの使命を宣べ伝えた人々があった。そういう
努力の中で、多くの者は生命を失った。しかし、他の人々
が、その働きを継続するために起こされた。こうして、キ
リストのみわざは、1歩1歩と前進し、悲しみのうちにまか
れた種は豊かな実を結んだのである。神の知識は広く宣布
され、十字架の旗は、異教の国々に立てられたのである。
伝道者は、1人の罪人の悔い改めのために、持てるすべ

てをつくさなければならない。神に創造され、キリストに
あがなわれた魂は、その前にある可能性、それに授けられ
た霊的利益、神のことばが与える活力によって持ち得る能
力、そして、福音が与える希望によって得られる永遠の命
などのゆえに、実に大きな価値がある。そして、もしキリ
ストが、1匹の失われた羊を捜すために、99匹を残して来
られたとするならば、われわれの努力はそれ以下であって
よかろうか。キリストが働かれたように働き、キリストが
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犠牲を払われたように犠牲を払うことを怠ることは、聖な
る信頼の裏切りであり、神に対する侮辱ではなかろうか。[1497]
真の伝道者の心は、救霊の熱望に満ちあふれている。

時間と精力を使いつくし、どんな労苦もいとわない。なぜ
ならば、彼自身の心にこのような喜びと平和と歓喜とをも
たらした真理を、他の人々に聞かせなければならないから
である。キリストの霊が彼の上に宿る。彼は、言い開きを
しなければならない者として、魂を見張っている。彼は、
カルバリーの十字架に目を注ぎ、高く挙げられた救い主
を眺め、救い主の恵みにより頼む。そして、彼は、主が彼
の盾、彼の力、彼の能力となって、最後まで共におられる
ことを信じつつ、神のために働くのである。彼は、神の愛
の保証を織りまぜた招待と嘆願によって、人々をイエスに
導こうとする。そして、彼は、天において、「召された、
選ばれた、忠実な者」の中に数えられるのである（黙示
録17：14）。
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本章はローマ人への手紙に基づく

パウロは、やむを得ぬ遅延を重ねたあとで、ついにコ
リントに到着した。ここは彼が、過去において、苦労して
働いたところであり、また一時は、彼の深い憂慮の対象で
あった。彼は、初期の信者たちの多くが、なお彼を、まず
最初に福音の光を彼らに伝えた者として愛していることを
知った。彼は、これらの弟子たちに会って、彼らの忠誠と
熱心の証拠を見たとき、コリントにおける彼の働きがむだ
でなかったことを喜んだ。
かつては、キリストにおける崇高な召しを見失いがちで

あったコリントの信者たちは、強力なクリスチャン品性を
発達させていた。彼らの言葉と行為は、神の恵みの改変力
をあらわし、今やあの異教と迷信の中心地において、強固
な善のための力となっていた。パウロは、愛する友人たち
やこれらの忠実な改心者たちと交わって、彼の労苦と心労
に疲れた心に休みが与えられた。
パウロは、コリントに滞在していた時に、さらに広大

な、新しい伝道地を展望する機会を得た。彼は、特に、
ローマへの旅行を切望していた。当時の世界の大中心地に
おいて、クリスチャンの信仰が確立されることは、彼の最
も切に願った計画の1つであった。ロ―マには、すでに教会
が建設されていた。そしてパウロは、イタリアやその他の
国々における働きを達成するために、ローマの信者たちの
協力を得たいと願ったのである。彼は、これらの兄弟たち
の多くをまだ知らなかったので、彼らの間で行う働きの準
備として、彼らに手紙を書き、彼のローマ訪問の目的とス
ペインに十字架の旗を立てたいという希望とを述べたので
ある。
パウロは、ローマ人への手紙の中で、福音の大原則を

説明した。彼は、当時ユダヤ人や異邦人の教会において議
論になっていた問題についての、彼の立場を表明した。そ

279
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して、かってはユダヤ人だけに与えられていた希望と約束
が、今や異邦人にも与えられていることを示した。
パウロは、非常に明快に、力をこめて、キリストを信じ

る信仰による義の教理を説明した。彼は、ローマのクリス
チャンたちに送った教えによって、他の諸教会もまた、助
けが与えられるようにと願った。しかし彼は、自分の言葉
がどんなに遠大な影響を及ぼすに至るかについては、なん
とばく然とした予測しかできなかったことであろう。各時
代を通じて、信仰による義という大真理は、大きな灯台の
ように立って、悔い改める罪びとを生命の道へ導いた。ル
ターの心を閉ざした暗黒を追い払い、罪を清めるキリスト
の力を彼に示したのは、この光であった。同じ光が、幾千
という罪の重荷に悩む魂を、ゆるしと平和の真の源であら
れるイエスに導いた。すべてのクリスチャンは、ローマの
教会への手紙に対して、神に感謝しなければならない。[1498]
パウロは、この手紙の中で、彼がユダヤ人のために負っ

ている重荷について率直に述べている。彼は、回心以来、
ユダヤの兄弟たちが福音の使命をはっきりと理解するよう
助けたいと願った。「わたしの心の願い、彼らのために神
にささげる祈は、彼らが救われることである」と彼は言っ
た。
使徒パウロの願望は、ただ普通の願いではなかった。

彼は、ナザレのイエスを約束のメシヤとして認めなかった
イスラエルの人々のために働かれるよう、たゆまず神に嘆
願していた。彼は、ローマの信者たちにはっきり言った。
「わたしはキリストにあって真実を語る。. . . . . .わたしの良
心も聖霊によって、わたしにこうあかしをしている。すな
わち、わたしに大きな悲しみがあり、わたしの心に絶えざ
る痛みがある。実際、わたしの兄弟、肉による同族のため
なら、わたしのこの身がのろわれて、キリストから離され
てもいとわない。彼らはイスラエル人であって、子たる身
分を授けられることも、栄光も、もろもろの契約も、律法
を授けられることも、礼拝も、数々の約束も彼らのもの、
また父祖たちも彼らのものであり、肉によればキリストも
また彼らから出られたのである。万物の上にいます神は、
永遠にほむべきかな」。
ユダヤ人は、神の選民であった。神は、彼らによって、

全人類に祝福を与えようとなさった。神は彼らの中に、多
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くの預言者を起こされた。これらの預言者たちは、あがな
い主の来臨を預言したのであったが、主は、最初に彼を約
束のあがない主として受けいれるはずの人々によって拒否
され、殺されるのであった。
預言者イザヤは、来るべき幾世紀を展望して、預言者

たちが次々に拒否され、ついに神のみ子が拒否されるの
をまのあたりに見、以前にはイスラエルの民の中には数え
られていなかった人々が、あがない主を受けいれるに至る
ことを、霊感によって記した。パウロはこの預言について
言っている。「イザヤも大胆に言っている、『わたしは、
わたしを求めない者たちに見いだされ、わたしを尋ねない
者に、自分を現した』。そして、イスラエルについては、
『わたしは服従せずに反抗する民に、終日わたしの手をさ
し伸べていた』と言っている」。
イスラエルは、神のみ子を拒絶したけれども、神は、彼

らを拒絶なさらなかった。さらに続いて、パウロの議論に
耳を傾けよう。「そこで、わたしは問う、『神はその民を
捨てたのであろうか』。断じてそうではない。わたしもイ
スラエル人であり、アブラハムの子孫、ベニヤミン族の者
である。神は、あらかじめ知っておられたその民を、捨て
ることはされなかった。聖書がエリヤについてなんと言っ
ているか、あなたがたは知らないのか。すなわち、彼は
イスラエルを神に訴えてこう言った。『主よ、彼らはあな
たの預言者たちを殺し、あなたの祭壇をこぼち、そして、
わたしひとりが取り残されたのに、彼らはわたしのいのち
をも求めています』。しかし、彼に対する御告げはなんで
あったか、『バアルにひざをかがめなかった7000人を、わ
たしのために残しておいた』。それと同じように、今の時
にも、恵みの選びによって残された者がいる」。
イスラエルは、つまずき倒れたが、再起不能になった

のではなかった。「彼らがつまずいたのは、倒れるためで
あったのか」という問いに対して、パウロは答える。「断
じてそうではない。かえって、彼らの罪過によって、救が
異邦人に及び、それによってイスラエルを奮起させるため
である。しかし、もし、彼らの罪過が世の富となり、彼ら
の失敗が異邦人の富となったとすれば、まして彼らが全部
救われたなら、どんなにかすばらしいことであろう。そこ
でわたしは、あなたがた異邦人に言う。わたし自身は異邦
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人の使徒なのであるから、わたしの務を光栄とし、どうに
かしてわたしの骨肉を奮起させ、彼らの幾人かを救おうと
願っている。もし彼らの捨てられたことが世の和解となっ
たとすれば、彼らの受けいれられることは、死人の中から
生き返ることではないか」。
イスラエルの民の間と同様に異邦人の間にも、神の恵

みがあらわされることが、神のみこころであった。この
事は、旧約聖書の預言の中に明らかに説明されていた。パ
ウロは、彼の議論の中で、これらの預 言を用いている。[1499]
彼は、次のようにたずねる。「陶器を造る者は、同じ土く
れから、1つを尊い器に、他を卑しい器に造り上げる権能
がないのであろうか。もし、神が怒りをあらわし、かつ、
ご自身の力を知らせようと思われっつも、滅びることに
なっている怒りの器を、大いなる寛容をもって忍ばれたと
すれば、かっ、栄光にあずからせるために、あらかじめ用
意されたあわれみの器にご自身の栄光の富を知らせようと
されたとすれば、どうであろうか。神は、このあわれみの
器として、またわたしたちをも、ユダヤ人の中からだけで
はなく、異邦人の中からも召されたのである。それは、ホ
セアの書でも言われているとおりである。『わたしは、わ
たしの民でない者を、わたしの民と呼び、愛されなかった
者を、愛される者と呼ぶであろう。あなたがたはわたしの
民ではないと、彼らに言ったその場所で、彼らは生ける神
の子らであると、呼ばれるであろう』」（ホセア1：10参
照）。
イスラエルは、国家として失敗はしたけれども、その

中には、救わるべき多くの残りの民が残っていた。救い主
が来臨されたとき、バプテスマのヨハネの使命を喜んで受
けいれた忠実な男女があった。そして彼らは、こうしてメ
シヤに関する預言を新たに研究するように導かれたのであ
る。初代教会が設立された時、教会を構成したのは、ナザ
レのイエスを、長く待望していたかたとして受けいれた、
これらの忠実なユダヤ人であった。パウロが、「もし、麦
粉の初穂がきよければ、そのかたまりもきよい。もし根が
きよければ、その枝もきよい」と書いたのは、この残りの
民のことであった。
パウロは、イスラエルの残りの民を、何本かの枝が切

り去られた気高いオリブの木にたとえている。彼は、異
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邦人たちを、元木につがれた野生のオリブの枝にたとえ
ている。彼は、異邦人の信者たちに次のように書いてい
る。「しかし、もしある枝が切り去られて、野生のオリブ
であるあなたがそれにつがれ、オリブの根の豊かな養分に
あずかっているとすれば、あなたはその枝に対して誇って
はならない。たとえ誇るとしても、あなたが根をささえて
いるのではなく、根があなたをささえているのである。す
ると、あなたは、『枝が切り去られたのは、わたしがつが
れるためであった』と言うであろう。まさに、そのとおり
である。彼らは不信仰のゆえに切り去られ、あなたは信仰
のゆえに立っているのである。高ぶった思いをいだかない
で、むしろ恐れなさい。もし神が元木の枝を惜しまなかっ
たとすれば、あなたを惜しむようなことはないであろう。
神の慈愛と峻厳とを見よ。神の峻厳は倒れた者たちに向け
られ、神の慈愛は、もしあなたがその慈愛にとどまってい
るなら、あなたに向けられる。そうでないと、あなたも切
り取られるであろう」。
イスラエルは、不信と、イスラエルに対する神のみこ

ころの拒否とによって、国家として神との関係が断たれて
しまった。しかし、神は、元木から離れた枝をイスラエル
の真の根、すなわち彼らの父祖の神に忠誠をつくした残り
の民に、ふたたびつぐことがおできになった。パウロは、
これらの切り去られた枝である「彼らも、不信仰を続けな
ければ、つがれるであろう。神には彼らを再びつぐ力があ
る」と言っている。彼は異邦人たちに次のように書いてい
る。「なぜなら、もしあなたが自然のままの野生のオリブ
から切り取られ、自然の性質に反して良いオリブにつがれ
たとすれば、まして、これら自然のままの良い枝は、もっ
とたやすく、元のオリブにつがれないであろうか。兄弟た
ちよ。あなたがたが知者だと自負することのないために、
この奥義を知らないでいてもらいたくない。一部のイスラ
エル人がかたくなになったのは、異邦人が全部救われるに
至る時までのことであ」る。
「こうして、イスラエル人は、すべて救われるであろ

う。すなわち、次のように書いてある。『救う者がシオ
ンからきて、ヤコブから不信心を追い払うであろう。そし
て、これが、彼らの罪を除き去る時に、彼らに対して立て
るわたしの契約である』。福音について言えば、彼らは、
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あなたがたのゆえに、神の敵とされているが、選びについ
て言えば、父祖たちのゆえに、神に愛せられる者である。
神の賜物と召しとは、変えられることがない。あなたがた
が、かつては神に不従順であったが、今は彼らの不従順に
よってあわれみを受けたように、彼らも今は不従順になっ[1500]
ているが、それは、あなたがたの受けたあわれみによっ
て、彼ら自身も今あわれみを受けるためなのである。すな
わち、神はすべての人をあわれむために、すべての人を不
従順のなかに閉じ込めたのである」。
「ああ深いかな、神の知恵と知識との富は。そのさば

きは窮めがたく、その道は測りがたい。『だれが、主の
心を知っていたか。だれが、主の計画にあずかったか。ま
た、だれが、まず主に与えて、その報いを受けるであろう
か』。万物は、神からいで、神によって成り、神に帰する
のである。栄光がとこしえに神にあるように」。
こうしてパウロは、神がユダヤ人の心も異邦人の心も同

様に変える力を十分に持っておられて、キリストを信じる
すべての者に、イスラエルに約束された祝福を授けること
がおできになることを教えている。彼は、神の民に関する
イザヤの宣言をくり返している。「『たとい、イスラエル
の子らの数は、浜の砂のようであっても、救われるのは、
残された者だけであろう。主は、御言をきびしくまたすみ
やかに、地上になしとげられるであろう』。さらに、イザ
ヤは預言した、『もし、万軍の主がわたしたちに子孫を残
されなかったなら、わたしたちはソドムのようになり、ゴ
モラと同じようになったであろう』」。
エルサレムが破壊され、神殿が荒廃した時に、幾千のユ

ダヤ人が、異邦の地に奴隷として売られた。彼らは、荒涼
たる岸辺に打ち上げられた破片のように、各国にまき散ら
された。ユダヤ人は、1800年間にわたって、世界の国々を
さまよい歩き、どこへ行っても、国家としての昔の威光を
回復することができなかった。（注。世界のユダヤ人の中
のほんの少数の者が建設した現代のイスラエルの国家は、
ダビデとソロモンの治世のイスラエルの威光にとうてい匹
敵するものでないことを見ても、この言葉の真実なことが
十分証明されている）。彼らは、幾世紀にわたって、人か
ら中傷を受け、憎まれ、迫害されて、苦難をなめなければ
ならないのであった。
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ユダヤ民族が、ナザレのイエスを拒否した時に、国家
としてのユダヤ人に恐るべき運命が宣告されたのであった
が、その後の各時代に、多くの気高い、神をおそれるユダ
ヤ人たちが、黙々と苦難に耐えていた。神は、苦難の中に
ある彼らの心を慰め、彼らの悲惨な境遇をあわれまれた。
神は、神のことばを正しく理解するために、一心不乱に
探り求める人々の、切なる嘆願の祈りを聞かれた。ある者
たちは、彼らの先祖たちが拒否して十字架につけた卑しい
ナザレ人イエスが、イスラエルの真のメシヤであることを
認めるに至った。長い間、伝説と誤った解釈によって認め
ることができないでいた身近な預言の意味がわかったとき
に、彼らの心は、言いつくせない賜物のゆえに神に感謝し
た。この賜物は、神が、キリストを自分の救い主として受
けいれるすべての者にお与えになるのである。
イザヤが、彼の預言の中で、「救われるのは、残された

者」であると言ったのは、この人々のことである。神は、
パウロの時代から現代に至るまで、聖霊によって、異邦
人と同様にユダヤ人にも呼びかけてこられた。パウロは、
「神は人をかたよりみない」方であると言った。パウロ自
身、ユダヤ人に対すると同様に、「ギリシヤ人にも未開の
人にも、. . . . . .果すべき責任がある」と考えていた。しかし
彼は、ユダヤ人は、「まず第一に、神の言が彼らにゆだね
られた」ゆえに、他の民族にまさって決定的優位に立って
いることを、忘れなかった。「それ〔福音〕は、ユダヤ人
をはじめ、ギリシヤ人にも、すべて信じる者に、救を得さ
せる神の力である。神の義は、その福音の中に啓示され、
信仰に始まり信仰に至らせる。これは、『信仰による義人
は生きる』と書いてあるとおりである」。パウロがローマ
人への手紙の中で恥としないと言ったのは、ユダヤ人にも
異邦人にも同様に力のあるこのキリストの福音である。
この福音が、十分にユダヤ人に伝えられる時に、多くの

者はキリストをメシヤとして受けいれるであろう。牧師た
ちの中には、ユダヤ人のために働くように召されたと感じ
る者は、わずかしかいない。しかし、しばしばなおざりに
されてきた人々にも、他のすべての人々と同様に、キリス [1501]
トにある憐れみと希望の言葉を伝えなければならない。
福音の宣教が終結を迎え、これまでおろそかにされてい

た階級の人々に特別の働きが行われる時に、神は、神の使
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命者たちが、地球の至るところに散在しているユダヤ人に
特別の関心を持つことを期待しておられる。旧約聖書が、
新約聖書と混ざり合って、神の永遠のみこころを説明して
いることは、多くのユダヤ人にとって、新しい創造の曙光
となり、魂の復活となるであろう。福音時代のキリストが
旧約聖書のページに描かれ、新約が旧約を明快に説明して
いるのを悟る時に、彼らの無気力な感覚が目覚めて、キリ
ストが世界の救い主であることを認めるのである。多くの
者が、信仰によってキリストを彼らのあがない主として受
けいれる。「彼を受けいれた者、すなわち、その名を信じ
た人々には、彼は神の子となる力を与えたのである」とい
う言葉が彼らに成就する（ヨハネ1：12）。
ユダヤ人の中には、タルソのサウロのように聖書に詳し

い人がいて、驚くべき力をもって、神の律法の不変性を宣
言する。イスラエルの神は、われわれの時代にこの事を実
現して下さる。彼の腕は短くて、救い得ないのではない。
神のしもべたちが、長い間おろそかにされ軽べつされてい
た人々のために、信仰をもって働くときに、神の救いがあ
らわれる。
「それゆえ、昔アブラハムをあがなわれた主は、
ヤコブの家についてこう言われる、
『ヤコブは、もはやはずかしめを受けず、
その顔は、もはや色を失うことはない。
彼の子孫が、その中にわが手のわざを見るとき、
彼らはわが名を聖とし、
ヤコブの聖者を聖として、
イスラエルの神を恐れる。
心のあやまれる者も、悟りを得、
つぶやく者も教をうける』」

（イザヤ29：2224）。
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本章はガラテヤ人への手紙に基づく

パウロは、コリントに滞在していた時に、すでに設立さ
れていた教会のいくつかについて、深く憂慮するところが
あった。エルサレムの信者たちの中から起こった偽教師の
影響によって、分裂、異端、肉欲主義が、急速にガラテヤ
の信者たちの間に広まっていた。これらの偽教師たちは、
福音の真理にユダヤの伝承を混ぜ合わせていた。彼らは、
エルサレム会議の決定を無視して、異邦人の改心者たちに
礼典律を守るように勧めた。
事態は非常に深刻であった。すでに入り込んで来た害悪

は、急速にガラテヤの諸教会を破壊しようとしていた。
パウロは、彼が忠実に福音の原則を教えた人々が、こ

のように公然と背教するのに心を痛め、不安を感じた。彼
は、直ちに、惑わされた信者たちに手紙を送って、彼らが
受けいれた偽りの教えを暴露し、非常に厳しく、信仰から
離れた人々を譴責した。彼は、「わたしたちの父なる神と
主イエス・キリストから、恵みと平安とが、あなたがたに
あるように」と言ってガラテヤ人にあいさつしてから、次
のような厳しい譴責の言葉を、彼らに語った。
「あなたがたがこんなにも早く、あなたがたをキリスト

の恵みの内へお招きになったかたから離れて、違った福音
に落ちていくことが、わたしには不思議でならない。それ
は福音というべきものではなく、ただ、ある種の人々があ
なたがたをかき乱し、キリストの福音を曲げようとしてい
るだけのことである。しかし、たといわたしたちであろう
と、天からの御使であろうと、わたしたちが宣べ伝えた福
音に反することをあなたがたに宣べ伝えるなら、その人は
のろわるべきである」。パウロの教えは、聖書と一致して [1502]
いた。そして聖霊が、彼の働きをあかししていた。それだ
からパウロは、彼が教えた真理に矛盾するどんな事にも耳
を傾けないように、兄弟たちに警告した。
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パウロは、ガラテヤの信者たちに、彼らのクリスチャ
ン生活の最初の経験を慎重に考慮するように命じ、大声で
叫んで言った。「ああ、物わかりのわるいガラテヤ人よ。
十字架につけられたイエス・キリストが、あなたがたの
目の前に描き出されたのに、いったい、だれがあなたがた
を惑わしたのか。わたしは、ただこの1つの事を、あなた
がたに聞いてみたい。あなたがたが御霊を受けたのは、律
法を行ったからか、それとも、聞いて信じたからか。あな
たがたは、そんなに物わかりがわるいのか。御霊で始めた
のに、今になって肉で仕上げるというのか。あれほどの大
きな経験をしたことは、むだであったのか。まさか、むだ
ではあるまい。すると、あなたがたに御霊を賜い、力ある
わざをあなたがたの間でなされたのは、律法を行ったから
か、それとも、聞いて信じたからか」。
こうして、パウロは、ガラテヤの信者たち自身の良心に

訴えて、彼らの行動を阻止しようとした。パウロは、神の
救いの力に頼って、背信した教師たちの教えを承認するこ
とを拒んだ。そして彼は、信者たちは大いに欺かれたけれ
ども、彼らが以前の福音の信仰に立ち帰るならば、なおサ
タンの計略を挫折させることができることを、彼らに悟ら
せようと努力した。彼は、真理と義の側に堅く立った。パ
ウロが自分の伝えた使命に対して抱いた絶大な信仰と確信
は、信仰を失った多くの者が救い主に立ち帰る助けとなっ
た。
パウロがコリントの教会に書いた方法は、ガラテヤ人に

書いた方法となんと異なっていることであろう。彼は、前
者を注意深く、優しく譴責したが、後者には、容赦なく譴
責の言葉を語った。コリント人は、誘惑に負かされたので
あった。彼らは、真理のように見せかけて誤りを教えた教
師たちの巧みな詭弁に欺かれ、混乱と当惑におちいってい
た。真理と誤りを見分けることを彼らに教えるには、慎重
さと忍耐が必要であった。もしパウロが、苛酷さや無分別
な焦燥を現せば、彼が助けようと望んでいる多くの人々に
対する感化力を失ったであろう。
ガラテヤの諸教会においては、誤りが、公然と、何の仮

面もかぶらずに、福音の使命に取って代わりつつあった。
信仰の真の土台であるキリストが、事実上捨て去られて、
ユダヤ教の古い儀式がこれに代わった。パウロは、ガラテ
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ヤの信者たちを襲った危険な影響から彼らを救い出そうと
すれば、最も断固たる措置を取り、最も厳しい警告を発し
なければならないことを知った。
キリストのすべての伝道者が学ばなければならない重要

な教訓は、益を与えようとしている相手の人々の状態に、
自分の働きを適合させることである。優しさ、忍耐、決
断、堅固さなどはみな必要であるが、これらを正しく識別
して用いなければならない。いろいろと異なった環境と状
況下における、さまざまの異なった性質の人々を賢明に扱
うことは、神の霊によって照らされ清められた知恵と判断
力を必要とする働きである。
パウロは、ガラテヤの信者たちへの手紙の中で、彼自身

の悔い改めと初期のクリスチャン経験の主要な事件を簡単
に述べている。彼は、このような方法によって、彼が福音
の大真理を認めて理解したのは、神の力の特別な現れによ
るものであることを示そうとした。パウロがこのように厳
粛で積極的な方法でガラテヤびとに警告と勧告を発したの
は、神ご自身から受けた指示によるものであった。彼は、
ためらいや疑いではなくて、堅い確信と疑う余地のない知
識をもって書いた。彼は、人に教えられることと、キリス
トから直接教えを受けることとの相違を、はっきりと説明
した。
パウロは、ガラテヤ人を誤った道に導いた偽の指導者

から離れて、神の是認の確かな証拠を持った信仰に立ち帰
るように、彼らに勧告した。彼らを福音の信仰から引き離
そうとした人々は、心が不潔で生活が腐敗した偽善者たち
であった。彼らの宗教は、儀式の繰り返しであって、彼ら
は、それを行うことによって、神の恵みを得ようとしてい
た。彼らは、「だれでも新しく生れなければ、神の国を見
ることはできない」ということばに服従を要求する福音を [1503]
望まなかった（ヨハネ3：3）。彼らは、そのような教理に
基づく宗教は、あまりに大きな犠牲を要求すると感じ、自
分たちの誤った道に執着して、自分を欺き、他の人々を欺
いた。
宗教の外的形式を心と生活の清めに代用することは、こ

れらのユダヤの教師たちの時代と同様に今でもなお、改心
していない人々に歓迎されている。今日も当時と同様に、
偽の霊的指導者がいて、多くの人々が、彼らの教えに熱
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心に耳を傾けている。サタンは巧妙に働いて、キリストを
信じ神の律法を守ることによって与えられる救いの希望か
ら、人々の心をそらそうとしている。大敵サタンは、各時
代において、彼が欺こうとする相手の偏見や好みに、彼の
誘惑を適合させる。彼は、使徒時代においては、ユダヤ人
を、礼典律を尊重してキリストを拒否するように導いた。
彼は現代においては、多くの自称クリスチャンたちに、キ
リストを尊ぶという口実の下に、道徳律を軽視させ、その
戒めを犯しても罰はないと教えさせるのである。神のしも
べは、信仰を曲解するこれらの人々に、しっかりした断固
たる態度で立ち向かい、真理のことばによって、恐れるこ
となく彼らの誤りを暴露しなければならない。
パウロは、ガラテヤの兄弟たちの信任を回復しようと

して、キリストの使徒としての自分の身分について、巧
みに弁明した。彼は、自分が使徒として立てられたのは、
「人々からでもなく、人によってでもなく、イエス・キリ
ストと彼を死人の中からよみがえらせた父なる神とによっ
て」であると言った。彼は、人からではなくて、天の最高
の権威者から任命を受けたのである。そして彼の地位は、
エルサレム会議によって認められ、パウロは、異邦人間で
のあらゆる働きにおいて、その決定に従ったのである。
パウロがこのようにして、彼の使徒としての地位を疑っ

た人々に、自分が「あの大使徒たちにいささかも劣って
はいない」という証拠を示したのは、自己を高めるため
ではなくて、神の恵みを賛美するためであった（Ⅱコリン
ト11：5）。彼の召命と彼の働きを軽視しようとした人々
は、キリストに反抗していた。キリストの恵みと力が、パ
ウロによってあらわれたのである。パウロは、敵の反対が
起こったために、やむを得ず、自分の地位と権威を維持す
るために、断固とした態度をとらなければならなかった。
パウロは、かつてその生活に神の力を経験した人々に、

福音の真理に対する最初の愛に立ち帰るようにと訴えた。
彼は、彼らが、キリストにあって自由な男女になれるこ
と、またキリストのあがないの恵みによって、完全に献身
する者はみな彼の義の衣を着せられることを、反駁するこ
とのできない議論によって、彼らに示した。救いを得たい
と願う者は、神の事について、真実で個人的な経験が必要
であるというのが、彼の立場であった。
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パウロの熱心な嘆願の言葉は、効を奏した。聖霊が、大
いなる力をもって働き、誤った道に足をふみ入れた多くの
者が、以前の福音の信仰に立ち帰った。その後、彼らは、
キリストがお与えになった自由に堅く立った。彼らの生
活には、「愛、喜び、平和、寛容、慈愛、善意、忠実、柔
和、自制」などの聖霊の実があらわれた。神のみ名は崇め
られ、その地方全体の信者の数が大いに増加した。



第第第37章章章　　　パパパウウウロロロののの最最最後後後のののエエエルルルサササレレレムムム旅旅旅行行行

本章は使徒行伝20：421：16に基づく

パウロは、過越の祭に世界の各地から集まってくる人々
に会う機会があるので、祭の前にエルサレムに到着した
いと切望した。彼は何とかして、不信仰な同胞の偏見を除
き、彼らを福音の尊い光に導く器になりたいという希望を
常に抱いていた。彼はまた、エルサレムの教会員に会い、
異邦人がユダヤの貧しい兄弟たちにおくった贈り物を届け
たいと願った。そして、彼は、この訪問によって、ユダヤ
人と異邦の信者 との間の結合を一層強固にしようと望ん[1504]
だ。
彼は、コリントにおける働きをなし遂げたので、パレ

スチナ海岸のどこかの港へ直接、船で行こうと決心した。
すべての準備が整い、彼がまさに乗船しようとした時、彼
は、ユダヤ人が彼の生命を取ろうと企てていることを聞い
た。これまで、これら信仰の反対者たちが、パウロの働き
をやめさせようとした努力は、みな挫折していた。
福音の宣教の成功が、新たにユダヤ人の怒りを引き起こ

した。ユダヤ人はもはや礼典律を守る必要はなくなり、異
邦人はユダヤ人と同じように、アブラハムの子孫の特権に
あずかるのである、という新しい教理が広まったとの報告
が、各地から入って来ていた。パウロは、コリントで伝道
したとき、手紙の中で力強く主張したのと同じように論じ
た。彼が強調した「もはやギリシャ人とユダヤ人、割礼と
無割礼. . . . . .の差別はない」という言葉を、彼の敵たちは、
はなはだしく神を冒瀆するものであるとみなし、彼の声を
沈黙させなければならぬと決意した（コロサイ3：11）。
パウロは、陰謀の警告を受けて、マケドニヤを経由して

行くことに決めた。過越の祭までにエルサレムに到着する
計画は放棄しなければならなかったが、ペンテコステには
間に合いたいと彼は望んだ。
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パウロとルカに同行したのは、「ベレヤ人ソパテロ、
テサロニケ人アリスタルコとセクンド、デルベ人ガイオ、
それからテモテ、またアジヤ人テキコとトロピモ」などで
あった。パウロは、異邦の教会からの多額の金を持ってい
たので、ユダヤの働きを指導する兄弟たちの手に、それを
手渡すつもりであった。そして、このために、献金をした
各地の教会の代表者が、エルサレムまで彼に同行するよう
に計画したのである。
パウロはピリピに滞在して、過越祭を過ごした。ただ

ルカだけがパウロととどまり、一行の他の人々はトロアス
へ行って、そこで彼を待った。ピリピ人は、パウロの改心
者たちの中で、最も愛情深く、また最も真実な人々であっ
た。そして、彼は、祭の8日の間、彼らとの平和で幸福な交
わりを楽しんだ。
パウロとルカは、ピリピから出帆し、5日かかってトロ

アスに到着して、仲間と落ち合い、そこの信者たちと共
に7日間滞在した。
パウロが兄弟たちのところにとどまっていた最後の晩

に、彼らは「パンをさくために集まった」。愛する教師が
去ろうとしているので、平常より多くの人々が集まった。
彼らは、三階の「屋上の間」に集まっていた。パウロは、
彼らを熱烈に愛し、深く気づかっていたので、真夜中まで
説教した。
ユテコという若者が、開いた窓に腰かけていた。彼は、

この危ない場所で眠ってしまい、下の庭に落ちた。たちま
ち人々はあわてふためき、大騒ぎになった。若者をかかえ
起こしてみると、もう死んでいた。そして、多くの人々が
彼のまわりに集まって、嘆き悲しんだ。しかしパウロは、
驚きあわてる人々の間をとおって、若者を抱き、神が彼を
生きかえらせて下さるように、熱心な祈りをささげた。彼
の祈りは聞かれた。人々の嘆きと悲しみの叫びを越えて、
使徒パウロの、「騒ぐことはない。まだ命がある」とい
う言葉が聞こえた。信者たちは喜んで、また屋上の間に集
まった。彼らは、聖餐をすませ、それからパウロは、「明
けがたまで長いあいだ人々と語り合っ」た。
パウロと同行者たちが旅を続けることになっていたそ

の船が、まさに出帆しようとしていたので、兄弟たちは
急いで乗船した。しかし、パウロ自身は、トロアスとアソ
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ス間の陸路の近道を行き、アソスで、仲間たちに会うこと
にした。こうして彼は、しばらくの間、瞑想と祈りの時間
を持つことができた。今回のエルサレム訪問に伴う困難と
危険、彼および彼の働きに対するエルサレム教会の態度な
どが、諸教会の状態のことや、他の伝道地における福音の
働きの進展の状況などと共に、彼が真剣に憂慮した問題で
あった。そして彼は、この特別の機会を活用して、神の力
と導きを求めた。
旅の一行が、アソスから南下した時に、彼らは、パウ

ロが長い間働いた場所であるエペソの町を過ぎた。パウロ
は、エペソの教会に重要な教訓と勧告とを与えようと思っ
ていたので、ぜひ訪問したいと願った。しかし、よく考え
た上で、「できればペンテコステの日には、エルサレムに[1505]
着いていたかったので」、先を急ぐことにしたのである。
しかし、ミレトに着いてみると、そこはエペソから約30マ
イルの所で、船が出帆する前に教会と連絡がとれることが
わかった。そこで彼は、直ちに長老たちに使いを送って、
彼が出帆する前に、彼らがミレトまで彼に会いに来るよう
に頼んだ。
長老たちが彼の招きに応じて来た時、彼は、感動的で力

強い勧告と告別の言葉を語って言った。「わたしが、アジ
ヤの地に足を踏み入れた最初の日以来、いつもあなたがた
とどんなふうに過ごしてきたか、よくご存じである。すな
わち、謙遜の限りをつくし、涙を流し、ユダヤ人の陰謀に
よってわたしの身に及んだ数々の試練の中にあって、主に
仕えてきた。また、あなたがたの益になることは、公衆の
前でも、また家々でも、すべてあますところなく話して聞
かせ、また教え、ユダヤ人にもギリシャ人にも、神に対す
る悔改めと、わたしたちの主イエスに対する信仰とを、強
く勧めてきたのである」。
パウロは、常に神の律法を高く掲げた。彼は、律法に

は、不服従の罰から人々を救う力がないことを人々に示
した。悪を行った人は、罪を悔い改めて、神の前に心を低
くしなければならない。彼らは、神の律法を破ったので、
当然、神の怒りをこうむった。また彼らは、ゆるしの唯
一の道であるキリストの血に対する信仰を働かせなければ
ならない。神のみ子は、彼らの犠牲として命を捨て、昇天
され、彼らの仲保者として父なる神の前に立たれた。彼ら
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は、悔い改めと信仰によって罪の罰から逃れることができ
る。またキリストの恵みによって、今後、神の律法に服従
することができるようになるのである。
パウロは、続けて言った。「今や、わたしは御霊に迫ら

れてエルサレムへ行く。あの都で、どんな事がわたしの身
にふりかかって来るか、わたしにはわからない。ただ、聖
霊が至るところの町々で、わたしにはっきり告げているの
は、投獄と患難とが、わたしを待ちうけているということ
だ。しかし、わたしは自分の行程を走り終え、主イエスか
ら賜わった、神のめぐみの福音をあかしする任務を果し得
さえしたら、このいのちは自分にとって、少しも惜しいと
は思わない。わたしはいま信じている、あなたがたの間を
歩き回って御国を宣べ伝えたこのわたしの顔を、みんなが
今後2度と見ることはあるまい」。
パウロは、このような言明をするつもりはなかった。し

かし、彼が語っていた時に、聖霊の霊感を感じ、エペソの
兄弟たちと会うのはこれが最後かもしれないと考えたこと
が事実になることを示された。
「だから、きょう、この日にあなたがたに断言してお

く。わたしは、すべての人の血について、なんら責任が
ない。神のみ旨を皆あますところなく、あなたがたに伝え
ておいたからである」。パウロは、人を怒らせはしないか
という懸念や、友情と称賛を得たいという願望のゆえに、
神が彼にお与えになった教訓、警告、訓戒のことばを差し
ひかえるようなことはしなかった。今日、神は、神のしも
べたちが、何ものも恐れずにみことばを宣べ伝え、その戒
めを実行することを要求しておられる。キリストの伝道者
は、人々が最も喜ぶ真理だけを伝えて、彼らの心に苦痛を
与える他の真理を差しひかえてはならない。彼は、心から
の関心をもって、人々の品性の向上を見守らなければなら
ない。もしも、彼の群れの中に、罪を抱いている者があれ
ば、彼は忠実な牧者として、神のみことばから、彼らの事
情に適した教訓を与えなければならない。もし彼らに何の
警告も与えず、自負心をもつがままに放任しておけば、彼
らの魂の責任を彼が負わなければならない。崇高な任務を
達成する牧者は、信徒たちにキリスト教の信仰のすべての
点を忠実に教え、神の日に完全に立ち得るためには、どん
な人間になり、何をすべきかを示さなければならない。真
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理を忠実に教えた教師だけが、その働きの最後において、
パウロと共に、「わたしは、すべての人の血について、な
んら責任がない」ということができるのである。
パウロは、兄弟たちに勧告して言った。「どうか、あな

たがた自身に気をつけ、また、すべての群れに気をくばっ
ていただきたい。聖霊は、神が御子の血であがない取られ
た神の教会を牧させるために、あなたがたをその群れの監[1506]
督者にお立てになったのである」。もし福音の伝道者たち
が、自分たちの扱っているのはキリストの血によってあが
なわれた人々であることを、常に覚えているならば、彼ら
は、自分たちの働きの重要性をさらに深く感じることであ
ろう。彼らは、彼ら自身と彼らの群れとに気をくばってい
なければならない。彼ら自身の模範が、彼らの教えを説明
し、強化するものでなければならない。彼らは、生命の道
の教師として、真理がそしられるような口実を与えてはな
らない。彼らは、キリストの代表者として、キリストのみ
名の栄えを維持しなければならない。彼らは、その献身と
純潔な生活と敬虔な言行によって、自分たちが崇高な召し
に値するものであることを証明しなければならない。
パウロは、エペソの教会を襲う危険を示して言った。

「わたしが去った後、狂暴なおおかみが、あなたがたの
中にはいり込んできて、容赦なく群れを荒すようになる
ことを、わたしは知っている。また、あなたがた自身の中
からも、いろいろ曲ったことを言って、弟子たちを自分の
方に、ひっぱり込もうとする者らが起るであろう」。パウ
ロは将来を展望して、教会には、外部と内部の両方から敵
の攻撃が襲ってくるのを見、震えおののいた。彼は、厳粛
で熱誠のこもった口調で、兄弟たちが目を覚まして、彼ら
の神聖な義務を守るように命じた。その例として、彼は、
自分が彼らの間でうまずたゆまず働いたことを指摘した。
「だから、目をさましていなさい。そして、わたしが3年の
間、夜も昼も涙をもって、あなたがた一人一人を絶えずさ
としてきたことを、忘れないでほしい」。
彼は続けて言った。「今わたしは、主とその恵みの言

とに、あなたがたをゆだねる。御言には、あなたがたの徳
をたて、聖別されたすべての人々と共に、御国をつがせる
力がある。わたしは、人の金や銀や衣服をほしがったこと
はない」。エペソの兄弟たちのある者は富んでいたが、パ
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ウロは、彼らから個人的利益を求めたことは決してなかっ
た。自分の必要に人の注意を引くことは、彼の使命の一
部ではなかった。「わたしのこの両手は、自分の生活のた
めにも、また一緒にいた人たちのためにも、働いてきたの
だ」と彼は言った。彼は、困難な仕事とキリストの働きの
ための長い旅のさ中にあっても、ただ自分の必要を満たす
だけでなくて、仲間たちを支え、困っている人々を救済す
るために分け与えることができた。彼は、絶え間ない勤勉
と、極度の倹約によって、これを達成したのである。彼が
自己の模範を指し示して、次のように言うことができたの
も当然である。「わたしは、あなたがたもこのように働い
て、弱い者を助けなければならないこと、また『受けるよ
りは与える方が、さいわいである』と言われた主イエスの
言葉を記憶しているべきことを、万事について教え示した
のである」。
「こう言って、パウロは一同と共にひざまずいて祈っ

た。みんなの者は、はげしく泣き悲しみ、パウロの首を抱
いて、幾度も接吻し、もう2度と自分の顔を見ることはある
まいと彼が言ったので、特に心を痛めた。それから彼を舟
まで見送った」。
一行は、ミレトを出港して、「コスに直航し、次の日は

ロドスに、そこからパタラに着いた」。パタラは、小アジ
ヤの南西岸にあった。彼らは、「ここでピニケ行きの舟を
見つけたので、それに乗り込んで出帆した」。ツロで積荷
が陸上げされ、彼らは、幾人かの弟子たちを見つけて、そ
こに7日間とどまることができた。これらの弟子たちは、エ
ルサレムで危険がパウロを待ちうけているという警告を聖
霊によって与えられ、「エルサレムには上って行かないよ
うに」しきりにパウロに勧めた。しかし、パウロは、苦難
に会おうが、投獄されようが、意図したことを変えるつも
りはなかった。
ツロにおける1週間の滞在が終わった時に、兄弟たちは

みな、妻や子供を連れて、船までパウロと一緒に来た。そ
して彼らは、パウロが船に乗る前に、海岸にひざまずいて
互いのために祈った。
一行は、ふたたび南に旅をつづけて、カイザリヤに着

き、「かの7人のひとりである伝道者ピリポの家に行き、そ
こに泊まった」。ここで、パウロは、数日間の平和で幸福
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な時を過ごした。しかし、長期間にわたって、彼が完全な
自由を楽しむのは、これが最後になるのであった。
ルカは、パウロがカイザリヤに滞在している間に、「ア[1507]

ガボという預言者がユダヤから下ってきた」と言ってい
る。「そして、わたしたちのところにきて、パウロの帯を
取り、それで自分の手足を縛って言った、『聖霊がこうお
告げになっている、「この帯の持ち主を、ユダヤ人たちが
エルサレムでこのように縛って、異邦人の手に渡すであろ
う」』」。
ルカは続けて言っている。「わたしたちはこれを聞い

て、土地の人たちと一緒になって、エルサレムには上っ
て行かないようにと、パウロに願い続けた」。しかし、
パウロは、義務の道からそれようとはしなかった。彼は、
必要ならば、獄屋にも、死にも、キリストに従って行く
のであった。彼は叫んだ。「あなたがたは、泣いたり、わ
たしの心をくじいたりして、いったい、どうしようとする
のか。わたしは、主イエスの名のためなら、エルサレムで
縛られるだけでなく、死ぬことをも覚悟しているのだ」。
兄弟たちは、いたずらに彼の心を苦しめ、彼の決心を変え
ることができないのを悟って、無理に強いることをやめ、
「主のみこころが行われますように」と言っただけで、そ
れ以上何も言わなかった。
やがて、カイザリヤにおける短い滞在の期間が終わる時

が来た。そして、パウロと彼の一行は、数人の兄弟たちと
共に、エルサレムに向かって出発した。彼らの心は、接近
するわざわいの予感に深くおおわれていた。
パウロはこれまで、このような悲しい思いをもってエ

ルサレムに近づいたことはなかった。彼は、友が少なく、
敵が多くいることを知っていた。彼は、神のみ子を拒否し
て殺害した都、そして、今や、神の怒りが臨もうとしてい
る都に近づいているのであった。彼は、自分自身が、いか
にキリストの弟子たちに対して苦々しい偏見を抱いていた
かを思い起こして、惑わしにおちいっている同胞に、深い
あわれみの情を感じた。しかし、彼らを助けることのでき
る望みは、なんとうすいことであろうか。かって、彼自身
の心の中に燃えていたのと同じ盲目的怒りが、今、彼に対
して、恐ろしい勢いで、全国民の心の中で燃えているので
あった。
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またパウロは、同信の兄弟たちの同情と支援にさえ頼る
ことができなかった。悔い改めないユダヤ人たちは、しつ
こく彼につきまとって、時を移さず、直接また手紙の両方
によって、彼と彼の働きに関する不利な報告を広めた。そ
して、使徒たちや長老たちのあるものは、この報告が真実
であると信じて、何の反駁もしなければ、彼と一致しよう
とするどんな希望も示さなかった。
しかし、パウロは、失望すべき状況のさ中にありなが

らも、絶望しなかった。彼は、彼自身の心に語った天から
の声が、なお、同胞の心に語りかけることを信じ、同信の
弟子たちが愛し仕えている主が、彼らの心と彼の心を一致
させ、福音の働きに従事させて下さることを信じたのであ
る。
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本章は使徒行伝21：1723：35に基づく

「わたしたちがエルサレムに到着すると、兄弟たちは喜
んで迎えてくれた。翌日パウロはわたしたちを連れて、ヤ
コブを訪問しに行った。そこに長老たちがみな集まってい
た」。
パウロの一行は、異邦人の教会が、ユダヤの兄弟たち

の中の貧しい人々を援助するためにおくった献金を、エル
サレムの働きの指導者たちに正式に手渡した。パウロと同
労者たちは多くの時間を費やし、精神的、肉体的労苦をな
めながら、これらの献金を集めたのである。その額は、エ
ルサレムの長老たちの期待をはるかに越えたものであった
が、これは、異邦の信者たちの多くの犠牲と、彼らの耐え
た厳しい窮乏生活をあらわしたものであった。
こうした任意の献金は、世界中の、神の組織的働きに対[1508]

する、異邦の信者たちの忠誠をあらわしていた。そして、
すべての者は感謝してそれを受け取るべきであった。しか
し、パウロと彼の仲間たちは、今、彼ら面会している人々
の中にさえ、この贈り物の動機となった兄弟愛の精神を理
解することができない人々があるのを、明らかに知った。
異邦人の間の福音の働きの初期において、エルサレムの

指導的兄弟たちのある者は、以前の偏見と思想の習慣に執
着して、パウロと彼の仲間たちに心から協力しなかった。
彼らは、すでに意味を失った2、3の形式と儀式を保持しよ
うとするあまり、各地における主の働きを合同させようと
努力し、そのために、彼らと彼らの愛するみわざに与えら
れる祝福を見失ってしまった。彼らは、キリスト教会の最
大の利益を擁護することを望んだが、神の摂理の前進と歩
調を合わせることができず、自分たちの人間的知恵によっ
て、働き人に種々の不必要な制限を加えようとした。こう
して、遠方の伝道地で働く人々の特殊な必要や状況の変化
を個人的に知らない一団の人々があらわれて、これらの伝

300
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道地の兄弟たちを、一定の働き方に従って指揮する権威を
主張したのである。彼らは、福音宣教の働きが、彼らの意
見に従って推進されるべきものと考えた。
エルサレムの兄弟たちが、他の主要な教会の代表者た

ちと共に、異邦人のために働いている者たちが行っていた
方法について起きた困難な問題を注意深く考慮してから、
数年が経過していた。この会議の結果、兄弟たちは一致し
て、割礼をも含む幾つかの儀式と習慣に関して、諸教会に
一定の勧告をすることに決めたのであった。また兄弟たち
が、バルナバとパウロを、すべての信者の完全な信任を受
けるに値する働き人として、キリスト教会に一致して推薦
したのも、この会議においてであった。
この会議に出席した者の中には、異邦の世界に福音を

伝える重責を担った使徒たちの働きの方法を厳しく批判し
た者たちがいた。しかし、この会議の間に、神のみこころ
に関する彼らの見解が拡大されて、彼らは、兄弟たちと心
を1つにして、賢明な決定をなし、信者全体の一致を可能に
したのである。
その後、異邦人の間の信者が急速に増加していることが

明らかになった時、エルサレムの指導者たちの中には、以
前彼らが、パウロと彼の仲間たちのやりかたに対して抱い
ていた偏見を再び持ち始めた者たちがいた。こうした偏見
は、年月の経過と共に深まり、ついにある指導者たちは、
福音の宣教の働きは、今後、彼ら自身の意見に従って行わ
れるべきであると決定するに至った。もしパウロが、彼ら
の主張する一定の方針に従って働くならば、彼の働きに対
する彼らの承認と支持を受けるが、もしそうでなければ、
彼らは、もはや、パウロの働きに賛成せず、また支持も与
えないのであった。
この人々は、神が、神の民の教師であることを見失っ

ていた。神のみわざに従事しているすべての働き人は、人
間から直接指導を受けるのではなくて、天来の指導者に従
うという個人的経験を得なければならない。それは、神の
働き人が、人間の意見ではなくて、神のかたちにかたどっ
て、形造られ、陶冶されるためである。
使徒パウロは、伝道した時、「巧みな知恵の言葉によ

らないで、霊と力との証明によっ」て、人々を教えた。
彼が宣言した真理は、聖霊によって彼に啓示されたもの
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であった。「御霊はすべてのものをきわめ、神の深みま
でもきわめるのだからである。いったい、人間の思いは、
その内にある人間の霊以外に、だれが知っていようか。
それと同じように神の思いも、神の御霊以外には、知る
ものはない。. . . . . .わたしたちは人間の知恵が教える言葉
を用いないで、御霊の教える言葉を用い、霊によって霊
のことを解釈するのである」とパウロは言った（コリン
ト2：4、1013）。
パウロは、彼の伝道の期間を通じて、直接、神の指導

を仰ぎ求めた。それと共に、彼は、エルサレムの会議の決
定に一致して働くように、非常に慎重であった。その結果
として、「諸教会はその信仰を強められ、日ごとに数を増
していった」（使徒行伝16：5）。そして今、幾人かの者が
彼に対して、共感を示さなかったのであるが、彼は、改心
者たちの心に忠誠と寛大さと兄弟愛の精神を抱かせること[1509]
ができ、自己の義務を果たしたことを意識して、慰められ
た。この精神は、今回、彼がユダヤの長老たちの前におく
ことができた多額の献金にあらわされていた。
パウロは、贈り物を手渡してから、「神が自分の働き

をとおして、異邦人の間になさった事どもを一々説明し
た」。この事実の陳述は、すべての人の心と、疑ってい
た人々の心にさえ、パウロの働きには天の祝福が伴ってい
たことを確信させた。「一同はこれを聞いて神をほめたた
え」た。彼らは、パウロが従事している働きの方法には、
天の証印が押されているのを感じた。彼らの前におかれた
多額の献金も、異教徒の間に建設された新しい教会の忠実
さについてのパウロの証言に重みを加えた。エルサレムに
おける働きの責任者に数えられていながらも、独断的な統
制手段を主張していた人々は、パウロの伝道に対して、新
しい認識を抱いた。そして、自分たちの行動が誤っていた
ことを認め、自分たちが、ユダヤの習慣と言い伝えに捕ら
われていたことを認めた。また、キリストの死によって、
ユダヤ人と異邦人の間の隔ての中垣がくだかれたことを、
彼らが認めなかったために、福音の働きが大いに妨げられ
てきたことを悟った。
これは、指導的兄弟たちがみな、神はパウロによって働

かれたことと、時折彼らは、敵のうわさを聞いて、ねたみ
と偏見を抱いて誤りに陥ったことを、率直に告白する絶好
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の機会であった。しかし、彼らは、名誉を傷つけられた者
を正当に扱おうと心を1つにして努力する代わりに、パウロ
に勧告を与え、パウロに対する偏見の大部分の責任は彼が
負うべきであると、いまなお彼らが考えていることを明ら
かにした。彼らは、堂々と立って彼を擁護し、不満を抱い
た人々の誤りを指摘しようとはせずに、誤解の原因をすべ
て取り除くだろうと彼らが考えた行動をとるよう、彼に勧
告して、妥協させようとしたのである。
彼らは、パウロの証言に答えて、次のように言った。

「兄弟よ、ご承知のように、ユダヤ人の中で信者になった
者が、数万にものぼっているが、みんな律法に熱心な人た
ちである。ところが、彼らが伝え聞いているところによれ
ば、あなたは異邦人の中にいるユダヤ人一同に対して、子
供に割礼を施すな、またユダヤの慣例にしたがうなと言っ
て、モーセにそむくことを教えている、ということであ
る。どうしたらよいか。あなたがここにきていることは、
彼らもきっと聞き込むに違いない。ついては、今わたした
ちが言うとおりのことをしなさい。わたしたちの中に、誓
願を立てている者が4人いる。この人たちを連れて行って、
彼らと共にきよめを行い、また彼らの頭をそる費用を引
き受けてやりなさい。そうすれば、あなたについて、うわ
さされていることは、根も葉もないことで、あなたは律法
を守って、正しい生活をしていることが、みんなにわかる
であろう。異邦人で信者になった人たちには、すでに手紙
で、偶像に供えたものと、血と、絞め殺したものと、不品
行とを、慎むようにとの決議が、わたしたちから知らせて
ある」。
兄弟たちは、パウロが勧告された行動をとって、彼に

ついての偽りのうわさに対して明確に反論することを望ん
だ。彼らは、異邦人の信者と礼典律に関する前回の会議の
決議が、なお有効であると彼に言明した。しかし、彼らの
勧告は、その決議と一致していなかった。この指示は、神
の霊によって与えられたものではなかった。それは、臆病
の結果であった。エルサレムの指導者たちは、クリスチャ
ンがもし礼典律を守らなければ、ユダヤ人の怒りを招き、
自分たちを迫害にさらすことを知っていた。サンヒドリン
は、福音の進展を阻止するために全力をつくしていた。サ
ンヒドリンは、手下に、使徒たちの、特にパウロの後をつ
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けさせて、あらゆる方法で彼らの働きに反対させた。もし
キリストの信者たちが、サンヒドリンの前で、律法の違反
者として罪に定められるならば、彼らはユダヤ教の背信者
として、直ちに厳しい刑罰に会わなければならなかった。
福音を信じた多くのユダヤ人は、なお礼典律を尊重し、

自ら進んで無分別な譲歩をなし、こうすることによって、
同胞の信頼を得て、彼らの偏見を取り除き、キリストを世
界のあがない主として信じさせようと望んだ。パウロは、
エルサレム教会の指導者たちが彼に対して偏見を持ちつづ[1510]
けるかぎり、彼らは常に彼の働きに対して反対することを
悟った。彼は、ここでなんらかの穏当な譲歩によって、彼
らを真理に導くことができれば、他の場所での福音の働き
を成功させるための、大きな障害物を取り除くことになる
と感じた。しかし、パウロは、彼らが要求したほどに譲歩
する権利を神から授けられてはいなかった。
兄弟たちと調和したいというパウロの大きな願い、信仰

の弱い者に対する彼の思いやり、キリストと共にいた使徒
たち、特に主の兄弟ヤコブに対する彼の尊敬、また、でき
るだけ原則を曲げずにすべての人に対しては、すべての人
のようになるという彼の決心などをみな考慮する時に、彼
が、これまで歩んできた堅固で明確な道からやむを得ずそ
れたとしても、大して驚くに当たらない。しかし、彼の和
解の努力は、望んだ目的を達成するのではなくて、ただ危
機の到来を促進し、彼の予告した苦難を早めるものであっ
た。そして彼は、兄弟たちから引き離され、教会は、最も
堅固な柱を失い、全地のクリスチャンを悲しませる結果に
なったのである。
パウロは、その次の日に、長老たちの勧告を実行し始め

た。ナジルびととなる誓願をしていた4人の者のきよめの
期間が、ほとんど終わっていたので（民数記6章）、パウロ
は、彼らを宮に連れていき、「そしてきよめの期間が終っ
て、一人一人のために供え物をささげる時を報告しておい
た」。清めのために、一定の高価な犠牲を、まだささげな
ければならなかったのである。
このような行動をとるようにパウロに勧告した人々は、

彼がどのように大きな危機にさらされるかを十分に自覚
していなかった。この時、エルサレムには、各地からの
礼拝者があふれていた。パウロは、神から与えられた任命
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に従って、異邦人に福音を伝え、世界の多くの大都会を訪
れていた。そして彼は、祭に参列するために外国からエル
サレムに来ていた幾千の人々に、よく知られていた。この
ような人々の中には、パウロに対して激しい憎しみを抱い
ていた者があった。彼が、公の祭の時に、神殿に入ること
は、生命を危険にさらすことであった。彼は数日の間、礼
拝者に混じって神殿に出入りしていたが、人々には気づか
れなかったようであった。しかし、定められた期間が終わ
る前に、彼がささげる犠牲について、祭司と話をしていた
時、アジヤから来た幾人かのユダヤ人が彼に気づいた。
彼らは、悪鬼のような憤怒をもってパウロに襲いかか

り、「イスラエルの人々よ、加勢にきてくれ。この人は、
いたるところで民と律法とこの場所にそむくことを、みん
なに教えている」と叫んだ。そして人々が、加勢を求める
声に応じた時、「その上に、ギリシャ人を宮の内に連れ込
んで、この神聖な場所を汚したのだ」というもう1つの罪が
つけ加えられた。
ユダヤの律法によれば、無割礼の者が神殿の奥に入る

ことは、死刑に値する罪であった。パウロは、エペソ人ト
ロピモと一緒にいるのを町の中で見られていたので、彼を
神殿の中に連れていったと憶測されたのである。そのよう
なことを、パウロはしていなかった。そして、彼自身はユ
ダヤ人であるから、神殿に入ることは、律法に違反してい
なかった。告発は、全くの虚偽であったにもかかわらず、
公衆の偏見を引き起こすことになった。神殿内に叫びが
鳴りひびいて、集まっていた群衆は、狂ったように騒ぎ出
した。この知らせは、速やかにエルサレム中にひろがり、
「市全体が騒ぎ出し、民衆が駆け集まってき」た。
世界の各地から幾千という人々が礼拝に集まってきて

いるこの時において、イスラエルの背教者が神殿を汚そ
うとしたということは、群衆の最も激烈な怒りを引き起こ
した。彼らは、「パウロを捕らえ、宮の外に引きずり出し
た。そして、すぐそのあとに宮の門が閉ざされた」。
「彼らがパウロを殺そうとしていた時に、エルサレム

全体が混乱状態に陥っているとの情報が、守備隊の千卒長
にとどいた」。クラウデオ・ルシヤは、彼が扱わねばなら
ない不穏な分子をよく知っていたので、「彼はさっそく、
兵卒や百卒長たちを率いて、その場に駆けつけた。人々
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は千卒長や兵卒たちを見て、パウロを打ちたたくのをやめ
た」。ローマの千卒長は、騒ぎの原因は知らなかったが、[1511]
群衆の憤怒がパウロに集中しているのを見て、かねて聞い
ていた逃亡中のエジプト人の反乱者に違いないと考えた。
そこで、千卒長は「パウロを捕らえ、彼を二重の鎖で縛っ
ておくように命じた上、パウロは何者か、また何をしたの
か、と尋ねた」。直ちに、多くの人々が、怒り狂って大声
で訴えた。「しかし、群衆がそれぞれ違ったことを叫びつ
づけるため、騒がしくて、確かなことがわからないので、
彼はパウロを兵営に連れて行くように命じた。パウロが階
段にさしかかった時には、群衆の暴行を避けるため、兵卒
たちにかつがれて行くという始末であった。大ぜいの民衆
が『あれをやっつけてしまえ』と叫びながら、ついてきた
からである」。
パウロは、騒ぎの最中にあっても、冷静で泰然自若と

していた。彼は堅く神により頼み、天使たちが自分の回
りにいることを知っていた。パウロは、同胞に真理を伝え
る努力をせずに、神殿を去りたくないと思った。彼は、兵
営の中に連れていかれようとした時に、千卒長に、「ひと
言あなたにお話してもよろしいですか」と言った。ルシヤ
は、言った。「おまえはギリシャ語が話せるのか。では、
もしかおまえは、先ごろ反乱を起した後、4000人の刺客を
引き連れて荒野へ逃げて行ったあのエジプト人ではないの
か」。パウロは、それに答えて言った。「わたしはタルソ
生れのユダヤ人で、キリキヤのれっきとした都市の市民で
す。お願いですが、民衆に話をさせて下さい」。
パウロの願いは許され、「パウロは階段の上に立ち、

民衆にむかって手を振った」。彼の身振りは彼らの注意を
引き、その態度は、彼らの尊敬をかち得た。「すると、一
同がすっかり静粛になったので、パウロはヘブル語で話し
出した。『兄弟たち、父たちよ、いま申し上げるわたしの
弁明を聞いていただきたい』」。聞きなれたヘブル語を聞
いて、「人々はますます静粛になった」。そして、一同が
静かになったところで、彼は続けて言った。「わたしはキ
リキヤのタルソで生れたユダヤ人であるが、この都で育て
られ、ガマリエルのひざもとで先祖伝来の律法について、
きびしい薫陶を受け、今日の皆さんと同じく神に対して熱
心な者であった」。パウロが語った事実は、まだエルサレ
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ムに住んでいた多くの人々が熟知していたので、だれも彼
の言葉に反駁することができなかった。それから彼は、自
分がかつて熱心にキリストの弟子たちを迫害して、殺害し
たことを語った。そして、自分の回心の事情を語り、自分
の高慢な心が、十字架につけられたナザレ人イエスにどの
ようにして屈服するに至ったかを聴衆に告げた。もしも彼
が、反対者たちと議論しようとしたならば、彼らは彼の言
葉を聞くことを頑強に拒んだことであろう。しかし、彼自
身の経験の物語は、説得力があって、しばし彼らの心を和
らげ、静めるように思われた。
それから彼は、彼の異邦人の間の働きが、彼の選択によ

るものでなかったことを示そうと努めた。彼は、彼自身の
同胞のために働くことを願っていた。しかし、神の声が、
その神殿の中で聖なる幻のうちに彼に語り、「あなたを遠
く異邦の民へつかわすのだ」と指示したのである。
人々は、ここまでは、注意深く耳を傾けていたが、パウ

ロが、異邦人へのキリストの使者として自分が任命を受け
た時のことに言及した時、彼らは、またもや憤激した。彼
らは、自分たちだけが、神の恵みを受けた民族であると思
い込んでいたので、これまで独占的に自分たちのものであ
ると考えていた特権を、軽蔑している異邦人に分け与える
ことを好まなかった。彼らは、話しているパウロの声を聞
こえなくするような大声をあげて叫んだ。「こんな男は地
上から取り除いてしまえ。生かしおくべきではない」。
「人々がこうわめき立てて、空中に上着を投げ、ちりを

まき散らす始末であったので、干卒長はパウロを兵営に引
き入れるように命じ、どういうわけで、彼に対してこんな
にわめき立てているのかを確かめるため、彼をむちの拷問
にかけて、取り調べるように言いわたした。彼らがむちを
当てるため、彼を縛りつけていた時、パウロはそばに立っ
ている百卒長に言った、『ローマの市民たる者を、裁判
にかけもしないで、むち打ってよいのか』。百卒長はこれ
を聞き、千卒長のところに行って報告し、そして言った、
『どうなさいますか。あの人はローマの市民なのです』。 [1512]
そこで、千卒長がパウロのところにきて言った、『わた
しに言ってくれ。あなたはローマの市民なのか』。パウロ
は『そうです』と言った。これに対して千卒長が言った、
『わたしはこの市民権を、多額の金で買い取ったのだ』。
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するとパウロは言った、『わたしは生れながらの市民で
す』。そこで、パウロを取り調べようとしていた人たち
は、ただちに彼から身を引いた。千卒長も、パウロがロー
マの市民であること、また、そういう人を縛っていたこと
がわかって、恐れた。
翌日、彼は、ユダヤ人がなぜパウロを訴え出たのか、そ

の真相を知ろうと思って彼を解いてやり、同時に祭司長た
ちと全議会とを召集させ、そこに彼を引き出して、彼らの
前に立たせた」。
今やパウロは、悔い改める前は彼自身が一員であった

その議会によって裁かれることになった。ユダヤ人の指
導者たちの前に立ったとき、彼の態度は落ち着いており、
彼の顔にはキリストの平和があらわれていた。「パウロ
は議会を見つめて言った、『兄弟たちよ、わたしは今日
まで、神の前に、ひたすら明らかな良心にしたがって行動
してきた』」。この言葉を聞いて、彼らはまたもや憎しみ
を燃え上がらせた。「すると、大祭司アナニヤが、パウロ
のそばに立っている者たちに、彼の口を打てと命じた」。
パウロは、この無情な命令を聞いて叫んだ。「白く塗ら
れた壁よ、神があなたを打つであろう。あなたは、律法に
したがって、わたしをさばくために座についているのに、
律法にそむいて、わたしを打つことを命じるのか」。「す
ると、そばに立っている者たちが言った、『神の大祭司に
対して無礼なことを言うのか』」。パウロは、いつもの礼
儀正しい態度で答えた。「兄弟たちよ、彼が大祭司だとは
知らなかった。聖書に『民のかしらを悪く言ってはいけな
い』と、書いてあるのだった」。
「パウロは、議員の一部がサドカイ人であり、一部は

パリサイ人であるのを見て、議会の中で声を高めて言っ
た、『兄弟たちよ、わたしはパリサイ人であり、パリサイ
人の子である。わたしは、死人の復活の望みをいだいてい
ることで、裁判を受けているのである』。彼がこう言った
ところ、パリサイ人とサドカイ人との間に争論が生じ、会
衆が相分れた。元来、サドカイ人は、復活とか天使とか霊
とかは、いっさい存在しないと言い、パリサイ人は、それ
らは、みな存在すると主張している」。両派は互いに議論
し始め、こうして、パウロに対する反対の勢力が分散され
た。「パリサイ派のある律法学者たちが立って、強く主張
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して言った、『われわれは、この人には何も悪いことがな
いと思う。あるいは、霊か天使かが、彼に告げたのかも知
れない』」。
続いて起きた騒ぎの中で、サドカイ人は、なんとかし

てパウロを捕らえて、彼を死刑にしようとしたが、パリ
サイ人は、力をつくして彼を保護しようとした。「千卒長
は、パウロが彼らに引き裂かれるのを気づかって、兵卒ど
もに、降りて行ってパウロを彼らの中から力づくで引き出
し、兵営に連れて来るように、命じた」。
後でパウロは、この日の苦い経験を思い返して、自分の

行動は、神に喜ばれるものではなかったのではないかと考
え始めた。結局、エルサレムの訪問は、間違いだったので
あろうか。彼が、兄弟たちと団結することを熱望したこと
が、このような不幸な結果を招いたのであろうか。
パウロは、神の民と称するユダヤ人が不信の世界の前に

示す態度に、深く心を痛めた。異教の将校たちは、彼らを
どのように見ることであろう。彼らは、主の礼拝者である
と称し、聖職にあるにもかかわらず、盲目的で不合理な怒
りをほしいままにし、信仰において意見の異なる兄弟たち
さえ殺そうとした。そして、彼らの最も厳粛な議会を、紛
争と混乱の場所にしてしまった。パウロは、神の名が、異
教徒の前で屈辱をこうむったことを感じた。
今や、彼は、捕らわれの身となった。そして彼は、敵た

ちが、悪意の限りをつくして、彼を殺そうとしているのを
知っていた。教会のための彼の働きはもうこれで終わり、
今、狂暴なおおかみが入り込んでくるのであろうか。パ
ウロにとって、キリストのみわざは、重大な関心事であっ
た。そして彼は、各地の教会の当面する危機について憂慮
した。彼らは、パウロがサンヒドリンの議会において当面 [1513]
したのと同じような人々の迫害に会わなければならなかっ
た。彼は、苦悶と失望のあまり、泣いて祈った。
主はこの暗黒の時に、ご自分のしもべをお忘れにならな

かった。主は神殿の庭で、彼を暴徒の手から守られた。主
は、サンヒドリンの議会において、彼と共におられた。主
は、兵営において、彼と共におられた。そして、主は、導
きを求めるパウロの熱心な祈りに答えて、ご自身を忠実な
しもべにあらわされた。「その夜、主がパウロに臨んで言
われた、『しっかりせよ。あなたは、エルサレムでわたし
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のことをあかししたように、ローマでもあかしをしなくて
はならない』」。
パウロは、長い間、ローマを訪問したいと思っていた。

彼はローマにおいて、キリストのためにあかしを立てたい
と熱望していたが、彼の計画は、ユダヤ人の敵意によって
挫折してしまったと感じていた。今ですら彼は、自分が囚
人として行くようになるとは、夢想だにしていなかった。
主が、主のしもべを激励しておられる一方において、

パウロの敵たちは、さかんに彼を殺害する計画を立ててい
た。「夜が明けると、ユダヤ人らは申し合わせをして、パ
ウロを殺すまでは飲食をいっさい断つと、誓い合った。こ
の陰謀に加わった者は、40人あまりであった」。これは、
主がイザヤによって、「見よ、あなたがたの断食するの
は、ただ争いと、いさかいのため、また悪のこぶしをもっ
て人を打つためだ」と譴責された種類の断食であった（イ
ザヤ58：4）。
陰謀を企てた人々は、「祭司長たちや長老たちのところ

に行って、こう言った。『われわれは、パウロを殺すまで
は何も食べないと、堅く誓い合いました。ついては、あな
たがたは議会と組んで、彼のことでなお詳しく取調べをす
るように見せかけ、パウロをあなたがたのところに連れ出
すように、千卒長に頼んで下さい。われわれとしては、パ
ウロがそこにこないうちに殺してしまう手はずをしていま
す』」。
祭司とっかさたちは、この残酷な陰謀を譴責するかわり

に、熱烈にそれに同意した。パウロがアナニヤを白く塗っ
た墓にたとえたことは、真実を語ったのであった。
しかし、神は、神のしもべの生命を救うために手を下

された。パウロの姉妹の子が、暗殺者たちの、「この待伏
せ」のことを耳にし、「兵営にはいって行って、パウロに
それを知らせた。そこでパウロは、百卒長のひとりを呼ん
で言った、『この若者を千卒長のところに連れて行ってく
ださい。何か報告することがあるようですから』。この百
卒長は若者を連れて行き、千卒長に引きあわせて言った、
『囚人のパウロが、この若者があなたに話したいことがあ
るので、あなたのところに連れて行ってくれるようにと、
わたしを呼んで頼みました』」。
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クラウデオ・ルシヤは若者を親切に迎え、彼を、人のい
ないところへ連れて行って尋ねた、「『わたしに話したい
ことというのは、何か』。若者が言った、『ユダヤ人たち
が、パウロのことをもっと詳しく取調べをすると見せかけ
て、あす議会に彼を連れ出すように、あなたに頼むことに
決めています。どうぞ、彼らの頼みを取り上げないで下さ
い。40人あまりの者が、パウロを待伏せしているのです。
彼らは、パウロを殺すまでは飲食をいっさい断つと、堅く
誓い合っています。そして、いま手はずをととのえて、あ
なたの許可を待っているところなのです』。そこで千卒長
は、『このことをわたしに知らせたことは、だれにも口外
するな』と命じて、若者を帰した」。
ルシヤは、直ちに、パウロを彼の管轄下から、総督ペ

リクスの管轄のもとに移すことにした。ユダヤ人は、国
民全体が興奮と憤激状態にあって、騒乱が頻繁に起こっ
ていた。パウロをエルサレムにとどめておくことは、都に
危険を及ぼし、千卒長自身をさえ危険に陥れるかもしれな
かった。そこで、彼は、「百卒長2人を呼んで言った、『歩
兵200名、騎兵70名、槍兵200名を、カイザリヤに向け出発
できるように、今夜9時までに用意せよ。また、パウロを乗
せるために馬を用意して、彼を総督ペリクスのもとへ無事
に連れて行け』」。
パウロを送り出すのを、一刻も遅らせてはならなかっ

た。「そこで歩兵たちは、命じられたとおりパウロを引き [1514]
取って、夜の間にアンテバトリスまで連れて行」った。そ
こから、騎兵がパウロをカイザリヤに護送し、400人の兵士
たちはエルサレムへ帰った。
部隊の隊長は、パウロをペリクスに引き渡し、それと共

に、千卒長に託された手紙をも差し出した。
「クラウデオ・ルシヤ、つつしんで総督ペリクス閣下

の平安を祈ります。本人のパウロが、ユダヤ人らに捕ら
えられ、まさに殺されようとしていたのを、彼のローマ
市民であることを知ったので、わたしは兵卒たちを率い
て行って、彼を救い出しました。それから、彼が訴えられ
た理由を知ろうと思い、彼を議会に連れて行きました。と
ころが、彼はユダヤ人の律法の問題で訴えられたものであ
り、なんら死刑または投獄に当る罪のないことがわかりま
した。しかし、この人に対して陰謀がめぐらされていると
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の報告がありましたので、わたしは取りあえず、彼を閣下
のもとにお送りすることにし、訴える者たちには、閣下の
前で、彼に対する申立てをするようにと、命じておきまし
た」。
ペリクスは、手紙を読んだあとで、パウロがどの州の者

かと尋ね、キリキヤの出だと知って、「『訴え人たちがき
た時に、おまえを調べることにする』と言った。そして、
ヘロデの官邸に彼を守っておくように命じた」。
神のしもべが、主の民と公言する人々の憎しみを逃れ

て、異邦人の間に避難所を見いだしたことは、パウロの場
合が最初ではなかった。ユダヤ人はパウロに対する激怒の
あまり、ユダヤ民族の暗黒史に、さらにもう1つの罪を付
け加えた。彼らは真理に対して心をいっそう固くし、彼ら
の破滅の運命を、さらに確実なものにしてしまったのであ
る。
キリストがナザレの会堂において、ご自身を油注がれた

者として宣言された時の言葉の意味を、十分に理解してい
る者は少ない。キリストは、ご自身の使命が、悲しんでい
る者や罪深い者を、慰め、祝福し、救うことであると宣言
された。そして、その次に、聴衆の心が、誇りと不信に支
配されているのをごらんになって、彼は、神が過去におい
て、神の選民の不信と反逆のゆえに彼らを離れて、まだ天
の光を拒否していない異邦の国の人々にご自身をあらわさ
れたことを、彼らに思い起こさせられたのである。サレプ
タのやもめとシリヤのナアマンは、彼らの持っていたすべ
ての光に従って生きていた。そのために彼らは、神に背信
し、便宜と世俗的栄誉のために原則を犠牲にした神の選民
よりは、義しい者とみなされたのである。
キリストは、背信したイスラエルには、神の忠実な使命

者のために安全な所がないのであると宣言して、ナザレの
ユダヤ人に恐るべき真実を語られたのである。彼らは、神
の使命者の価値を知ろうともせず、彼の働きを感謝しよう
ともしなかった。ユダヤ人の指導者たちは、神の栄誉とイ
スラエルの幸福のために非常に熱心であると公言していた
が、実のところ、彼らはこの両方の敵であった。彼らは、
教えと行為によって、ますます、神への服従から人々を引
き離し、悩みの日に、神が彼らの保護となることができな
いところへと彼らを導いていった。
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ナザレ人に対する救い主の譴責の言葉は、パウロの場
合、ただ不信のユダヤ人だけでなくて、同信の兄弟たちに
も当てはまった。もし教会の指導者たちが、パウロに対す
る苦い感情をことごとく捨て去って、異邦人に福音を伝え
るために神の特別の召しを受けた者として彼を受け入れて
いたならば、主は、パウロを彼らに残しておかれたことで
あろう。神は、パウロの働きがこのように速やかに終わる
ようには定めておられなかった。しかし神は、エルサレム
教会の指導者たちがひき起こした一連の事件を挫折させる
ために奇跡を行われはしなかった。
これと同じ精神が、同様の結果を招いている。神の恵み

が備えて下さったものを尊重して活用することを怠るため
に、教会は多くの祝福を受け損じる。もし忠実な働き人の
働きが、教会の人々に尊重されたならば、彼らの働きの期
間を延ばそうと主が望まれたことが、幾度あったことであ
ろう。しかし、もし教会が魂の敵によって理解力を混乱さ
せられ、キリストのしもべの言葉と行動を誤り伝えて曲解
し、彼の働きを妨害するならば、主は、ご自分がお与えに
なった祝福を彼らから取り去られるのである。
サタンは、神が偉大な善い働きを完成するために選ばれ [1515]

た人々を失望させて、滅びに陥れようと、絶えず彼の手下
たちを用いて働いている。彼らは、キリストのみわざを推
進するためには、その生命を犠牲にすることさえ惜しまな
いのであるが、大欺瞞者は、彼らに対して疑惑を抱くよう
に兄弟たちに示唆する。もし兄弟たちがそのような考えを
持つならば、この人々の品性の誠実さに対する確信はくつ
がえされて、彼らの働きの有用性は阻害されるのである。
サタンは、働き人自身の兄弟たちによって、彼らの心に非
常な悲しみを与えることに、しばしば成功する。そこで神
は、恵み深い介入によって、迫害されている神のしもべた
ちに休息をお与えになるのである。脈搏が止まり、胸の上
に手が組み合わされ、警告と激励の声が沈黙してしまった
時、その時になって、強情な人々は初めて目を覚まし、自
分たちが棄て去った祝福に気づいて、それを尊重するよう
になるのである。神のしもべたちの死は、彼らがその生前
になし得なかったことを成就するのである。



第第第39章章章　　　カカカイイイザザザリリリヤヤヤにににおおおけけけるるる裁裁裁判判判

本章は使徒行伝24章に基づく

パウロがカイザリヤに到着してから5日後に、告訴人た
ちは、彼らが顧問として頼んだテルトロという弁護人を連
れて、エルサレムからやって来た。この件の審問は、直ち
に開かれることが許された。そこで、パウロは、裁判廷に
呼び出されて、「テルトロは論告を始めた」。狡猾な弁護
人は、ローマの総督には、へつらいのほうが、事実と正義
についての簡単な陳述よりも効果があると判断し、まずペ
リクスを賞賛して、彼の弁論を始めた。「ペリクス閣下、
わたしたちが、閣下のお陰でじゅうぶんに平和を楽しみ、
またこの国が、ご配慮によって、あらゆる方面に、またい
たるところで改善されていることは、わたしたちの感謝し
てやまないところであります」。
テルトロはここで、しらじらしい偽りを平気で言った。

というのは、ペリクスの品性は、卑劣で卑しむべきもの
だったからである。彼について、次のように言われてい
た。「彼は、あらゆる種類の欲望と残酷な行為において、
奴隷の気質をもって王の権力を振るった」（タキトゥス
『歴史』第5章第9節）。テルトロの話を聞いた人々は、彼
のへつらいの言葉が偽りであることを知っていた。しか
し、真理を愛するよりは、パウロを罪に定めようとする願
いのほうが強かった。
テルトロは彼の陳述の中で、もし証拠立てられるとすれ

ば、政府に対する反逆罪に値する罪をパウロに負わせた。
テルトロは言った。「この男は、疫病のような人間で、
世界中のすべてのユダヤ人の中に騒ぎを起している者であ
り、また、ナザレ人らの異端のかしらであります、この者
が宮までも汚そうとしていたので（あります）」。それか
らテルトロは、ユダヤ人が彼らの律法に従って彼をさばこ
うとしていた時に、エルサレムの兵営の千卒長ルシヤが、
パウロを強奪し去ったので、ペリクスの前にこの件が訴え

314
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られることになったと言った。このような言葉は、ユダヤ
の裁判廷にパウロを引き渡すことを総督に促すためのもの
であった。そこにいたユダヤ人は、すべての告発を熱烈に
支持し、囚人パウロに対する彼らの憎しみを隠そうとしな
かった。
ペリクスは、パウロを告発する人々の性質と品性とを読

み取る十分な洞察力を持っていた。ペリクスは、彼らが何
の目的で彼にへつらったかを知った。そして彼はまた、彼
らがパウロに対する告発の十分な証拠を提出し得ないこと
をも見た。彼は被告に向かって、自己の弁明をするように
合図した。パウロは、儀礼的なむだな言葉を言わないで、
簡単に、ペリクスの前で自分を弁護できることを非常にう
れしく思うと言った。それは、ペリクスが、長年にわたっ
て総督を勤め、ユダヤ人の律法と習慣をよく理解していた
からである。パウロは、彼に対する告発が、1つとして真
実のものではないことを明らかに示した。彼は、エルサレ
ムのどの場所においても、騒ぎを起こしたことはな く、 [1516]
また、神殿を汚してもいなかった。彼は、次のように言っ
た。「そして、宮の内でも、会堂内でも、あるいは市内で
も、わたしがだれかと争論したり、群衆を煽動したりする
のを見たものはありませんし、今わたしを訴え出ているこ
とについて、閣下の前に、その証拠をあげうるものはあり
ません」。
彼は、「彼らが異端だとしている道にしたがって」、

彼の先祖たちの神を礼拝していたことを認めたが、しかし
「律法の教えるところ、また預言者の書に書いてあること
を」常に信じ、聖書の明白な教えに一致して、死者の復活
を信じていることを主張した。さらに彼は、彼の生涯の主
要な目的は、「神に対しまた人に対して、良心に責められ
ることのないように」することであると述べた。
彼は率直で誠実な態度で、エルサレムを訪問した目的

と、捕らえられて裁きを受けた事情を話した。「さてわた
しは、幾年ぶりかに帰ってきて、同胞に施しをし、また、
供え物をしていました。そのとき、彼らはわたしが宮で
きよめを行っているのを見ただけであって、群衆もいず、
騒動もなかったのです。ところが、アジヤからきた数人の
ユダヤ人が——彼らが、わたしに対して、何かとがめ立て
をすることがあったなら、よろしく閣下の前にきて、訴え
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るべきでした。あるいは、何かわたしに不正なことがあっ
たなら、わたしが議会の前に立っていた時、彼らみずか
ら、それを指摘すべきでした。ただ、わたしは、彼らの中
に立って、『わたしは、死人のよみがえりのことで、きょ
う、あなたがたの前でさばきを受けているのだ』と叫んだ
だけのことです」。
パウロは、熱誠こめて真心から語ったので、彼の言葉

には、人々を感動させる力があった。クラウデオ・ルシ
ヤは、彼のペリクスへの手紙の中で、パウロの行動に関
して同様の証言をしている。さらに、ペリクス自身、多く
の者が想像する以上に、ユダヤの宗教について深い知識を
持っていた。パウロの明白な事実の陳述によって、ペリク
スは、ユダヤ人がどのような動機に動かされて、パウロを
扇動と反逆の罪に陥れようとしているかを、さらに明らか
に理解することができた。ペリクスは、ローマの市民を不
当に罰して彼らに満足を与えることも、あるいは、パウロ
を彼らに引き渡して、正当な裁判をせずに死刑に処するこ
ともしたくなかった。とは言え、ペリクスは、私利私欲以
上の高尚な動機を知らす、賞賛を愛する心と昇進を欲する
心に支配されていた。彼は、ユダヤ人を怒らせることを恐
れたので、パウロに罪がないと知りつつも、彼を全面的に
釈放することを差しひかえた。そこで、彼は、ルシヤが来
るまで裁判を延期することに決め、「千卒長ルシヤが下っ
て来るのを待って、おまえたちの事件を判決することにす
る」と言った。
パウロは囚人ではあったが、ペリクスは百卒長に、「彼

を寛大に取り扱い、友人らが世話をするのを止めないよう
にと、命じた」。
この後しばらくして、ペリクスと彼の妻ドルシラは個人

的にパウロを呼び出して、「キリスト・イエスに対する信
仰のことを」彼から聞いた。彼らは、これらの新しい真理
を、喜んで、熱心にさえ聞いたのであるが、もし彼らが、
ふたたび聞くことのないこれらの真理を拒否するならば、
これらの真理は、神の日に彼らを罪に定める速やかなあか
しとなるのである。
パウロは、これを神がお与えになった機会だと思い、忠

実にそれを活用した。彼は、自分を殺すことも、自由にす
ることもできる人の前に立っていることを知っていた。そ
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れでも彼は、ペリクスやドルシラに賞賛やへつらいの言葉
を言わなかった。彼は、自分の言葉が、彼らにとっては、
生命のかおりとなるか、あるいは死のかおりとなるかであ
ることを知っていた。だから、彼は利己的な考えを全く忘
れ去って、彼らに自分たちの陥っている危険を認めさせよ
うとしたのである。
パウロは、福音が、彼の言葉に耳を傾けるすべての者に

対して、要求する権利を持っていることを自覚した。すな
わち、やがて彼らは、大いなる白いみ座のまわりの純潔な
清い人々の中にいるか、それとも、キリストが、「不法を
働く者どもよ、行ってしまえ」と言われる人々の中にいる
かのどちらかになるのである（マタイ7：23）。彼は、天の
審判廷において、彼の聴衆の一人一人に会い、ただ彼のす
べての言行だけでなくて、彼の言葉と行為の動機と精神に [1517]
対しても、言い開きをしなければならないことを知ってい
た。
ペリクスの行動は、非常に凶暴で残酷であったので、

彼の品性と行為に欠陥があることをあえてほのめかした
者は、これまでほとんどなかった。しかし、パウロは、人
を恐れなかった。彼は、率直に、キリストに対する彼の信
仰とその信仰の理由を表明し、特に、クリスチャン品性に
不可欠な徳について語ったのであったが、彼の前にいる高
慢な夫婦は、はなはだしくこうした徳に欠けていたのであ
る。
彼は、ペリクスとドルシラの前に、神の品性、すなわ

ち、神の義、正義、公正、神の律法の性質などを高く掲
げた。彼は、まじめに生活して、節制し、情欲を理性の支
配の下におき、神の律法に従い、肉体的、知的能力を健康
な状態に保つことが、人間の本分であることを明確に示し
た。彼は、すべての者が自分の行ったことに応じて報いを
受ける審判の日が、必ず来ることを宣言した。そしてその
時には、富も地位も、あるいは称号も、人に神の恵みを得
させ、または、罪の結果から逃れさせる力がないことが、
明らかにされるのである。彼は、現世が、来世のための
準備の時であることを示した。もし人が、現在の特権と機
会をなおざりにするならば、永遠の損失をこうむるのであ
る。噺たな恩恵期間は、もはや与えられないのである。
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パウロは特に、神の律法の遠大な要求について詳しく
語った。パウロは、律法が人間の道徳性の奥深い秘密をさ
ぐり、他の人々が見も知りもしない隠れたことをあらわに
示すものであることを示した。手が行い、または口が語る
ことなど、外的生活があらわすことは、人間の道徳的品性
を十分に示していない。律法は彼の思想と動機と目的を探
る。人目に触れずにひそんでいる嫉妬、憎しみ、情欲、野
心などの隠れた邪念、また、魂の奥深くで思いめぐらされ
たが、機会がなかったために実行されなかった邪悪な行為
など、これらすべてを、神の律法は有罪と宣告するのであ
る。
パウロは、罪のための大いなる犠牲キリストに、聴衆

の心を向けようと努力した。彼は、犠牲が、きたるべき良
いことの影であることを示し、その次に、これらすべての
儀式の実体として、キリストを紹介したのである。実に、
彼こそ、これらの儀式が、堕落した人類の生命と希望の
唯一の根源として指し示したお方であった。古代の聖人た
ちは、キリストの血を信じる信仰によって救われた。彼ら
は、犠牲の動物の死の苦しみを見て、各時代の深淵のかな
たに、世の罪を取り除く神の小羊を見たのである。
神が、造られたすべてのものの愛と服従を要求なさるの

は、当然のことである。神は、律法の中に、義の完全な標
準をお与えになった。しかし、多くの者は、彼らの創造主
を忘れ、神のみこころに反して自分勝手な道を選んだ。彼
らは、天のように高く、宇宙のように広い愛に、敵意を示
すのである。神は邪悪な人々の標準に迎合するために、神
の律法の要求を下げることはおできにならない。また、人
間は自分の力で、律法の要求に従うこともできないのであ
る。罪人は、ただ、キリストを信じる信仰によって、罪か
ら清められ、創造主の律法に従うことができるようになる
のである。
こうして、囚人パウロは、ユダヤ人と異邦人に対する神

の律法の要求について力説し、軽べつされたナザレ人、イ
エスを、神のみ子、世のあがない主として紹介した。
ユダヤの王女ドルシラは、彼女が恥知らずにも違反し

た律法の、神聖な性質を熟知していたのであるが、カル
バリーの救い主に対する偏見のゆえに、心をかたくなにし
て、いのちのことばを受け入れなかった。しかしペリクス
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は、それまで1度も真理を聞いたことがなかった。そして、
神の霊が彼の心に罪の自覚を与えた時に、彼は激しく動揺
した。今や、良心が目覚め、良心の声が聞こえてきた。そ
してペリクスは、パウロの言葉が真実であると感じた。過
去の罪の記憶がよみがえった。彼の若い時の放蕩と流血の
秘密、また、後年の暗い記録が、恐ろしいばかりに鮮やか
に彼の前にあらわれた。彼は、自分が、放蕩で残酷で強欲
な人間であることを悟った。真理がこのように彼の心に罪
を自覚させたことは、これまでになかった。彼が、このよ [1518]
うに恐怖におののいたこともなかった。彼の生涯の犯罪の
秘密がすべて、神の前に明らかであって、彼はその行為に
従って審判を受けなければならないという思いが、彼をふ
るえおののかせた。
しかし、彼は、罪を自覚して悔い改めに至る代わりに、

これらの不快な記憶を忘れ去ろうとした。そこで、パウロ
との会談は短縮された。「きょうはこれで帰るがよい。ま
た、よい機会を得たら、呼び出すことにする」と彼は言っ
た。
ペリクスの行動とピリピの獄吏の行動との間には、な

んと大きな相違があったことだろう。パウロがペリクスの
囚人であったのと同様に、主のしもべたちは獄吏の囚人で
あった。彼らが神の力に保護されているという証拠、苦難
と屈辱のもとにあって喜び、地震によって地がゆれ動く時
に恐れず、キリストのようなゆるしの精神を彼らが持って
いることなどが、獄吏の心に罪を悟らせるに至り、彼は、
ふるえおののいて罪を告白し、ゆるしを与えられた。ペ
リクスもふるえた。しかし、彼は悔い改めなかった。獄吏
は、喜んで神の霊を彼の心と彼の家庭に迎え入れた。ペリ
クスは、神の使者に去ることを命じた。1人は神の子となっ
て天国の世嗣となることを選び、もう1人は悪をなす者と運
命を共にしたのである。
その後、2年の間、パウロに対して何の処置も取られな

かったが、しかし彼は、監禁されたままであった。ペリク
スは、幾度か彼を訪れ、彼の話に熱心に耳を傾けた。しか
し、彼の、一見友好的な態度の真の動機は、利益を得たい
からであった。そして彼は、多額の金を支払えば釈放され
ることができると、ほのめかすのであった。しかし、パウ
ロは、高貴な品性の持ち主であったので、わいろを使って
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自由を得ることは、とうていできなかった。彼は、何の犯
罪も犯していなかったのであるから、自由を得るためにあ
えて悪を犯そうと思わなかった。さらに、彼は、身代金を
支払いたいと考えたとしても、貧しくて彼自身はとても払
えなかった。そして、自分のために、信者たちの同情と寛
大さに訴えたくはなかった。また彼は、自分が神の手の中
にあるという自覚を持っていた。だから、自分に対する神
のみこころに介入したくなかったのである。
ペリクスは、ついに、ユダヤ人に対する重大な罪悪の

ゆえにローマに召還された。ペリクスは、召還に答えて
カイザリヤを去る前に、「ユダヤ人の歓心を買おうと思っ
て」、パウロを監禁したままにしておいた。しかし、ユダ
ヤ人の信任をもう1度得ようとするペリクスの試みは、うま
く行かなかった。彼は、恥をこうむって免職された。そし
て、ポルキオ・フェストが彼の後任として任命を受けて、
カイザリヤに司令部を設けた。
パウロが、正義、節制、未来の審判などについて論じた

時に、天からの光がペリクスの心に輝いた。それは、彼が
自分の罪を認めて、それを捨て去るために、天から与えら
れた機会であった。しかし、彼は、神の使者にむかって、
「きょうはこれで帰るがよい。また、よい機会を得たら、
呼び出すことにする」、と言った。彼は、憐れみの最後の
機会を軽視した。その後、彼は、2度と神からの召しを受け
なかったのである。
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本章は使徒行伝25：112に基づく

「さて、フェストは、任地に着いてから3日の後、カイ
ザリヤからエルサレムに上ったところ、祭司長たちやユ
ダヤ人の重立った者たちが、パウロを訴え出て、彼をエ
ルサレムに呼び出すよう取り計らっていただきたいと、
しきりに願った」。彼らは、このように願い出て、エル
サレムへ行く途中で待ち伏せして、彼を殺す考えであっ
た。しかし、フェストは、彼の立場の責任を認めていたの
で、パウロを呼び出すことを、ていねいに断った。彼は次
のように言った。「訴えられた者が、訴えた者の前に立っ
て、告訴に対し弁明する機会を与えられない前に、その人
を見放してしまうのは、ローマ人の慣例にはないことであ
る」。カイザリヤに、「自分もすぐ. . . . . .帰ることになって [1519]
いる. . . . . .『では、もしあの男に何か不都合なことがあるな
ら、おまえたちのうちの有力者らが、わたしと一緒に下っ
て行って、訴えるがよかろう』」と彼は言った。
これは、ユダヤ人が欲したことではなかった。彼らは、

前にカイザリヤで失敗したことを忘れてはいなかった。パ
ウロの沈着な態度と強力な弁論とに比較して、彼ら自身の
悪意に満ちた精神と根拠のない告訴は、いかにも見苦しい
光景を呈した。彼らは、ふたたび、裁判のためにパウロが
エルサレムに送られることを求めたが、フェストは、カイ
ザリヤにおいてパウロを公正に裁判しようと固く決意した
のである。神は摂理のうちに、フェストの決心を良い方に
導き、パウロの命を延ばされたのであった。
ユダヤ人の指導者たちは、彼らの計略が阻止されたの

で、直ちに、総督の法廷でパウロを告訴する準備をした。
フェストは、数日エルサレムに滞在したあとで、カイザリ
ヤに帰り、「その翌日、裁判の席について、パウロを引き
出すように命じた」。「エルサレムから下ってきたユダヤ
人たちが、彼を取りかこみ、彼に対してさまざまの重い罪
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状を申し立てたが、いずれもその証拠をあげることはでき
なかった」。ユダヤ人は、今回は弁護人なしで、自分たち
で告訴することにした。裁判が進行するにつれて、パウロ
の沈着さと虚心坦懐とは、彼らの供述が偽りであることを
明らかに示した。
フェストは、議論している問題が全くユダヤ人の教義に

関するものであって、パウロには何1つ告訴に該当するもの
はなく、パウロは死刑の宣告、いや投獄の宣告にさえ当た
らないことを、正しく理解した。しかし、もしパウロが罪
に定められず、あるいは、彼らの手に渡されないとするな
らば、どんなに彼らが怒り狂うかが、フェストにはよくわ
かった。そこで、フェストは、「ユダヤ人の歓心を買おう
と思って」、パウロに向かい、彼がフェストの保護のもと
にエルサレムへ行って、サンヒドリンの裁判を受けたいか
どうかと尋ねた。
パウロは、罪のゆえに神の怒りを招いている人々から、

正しい裁判を期待することができないのを知っていた。彼
は、預言者エリヤのように、天の光を拒否し、福音に対し
て心をかたくなにした人々よりは、異邦人の間のほうが、
安全であることを知っていた。訴訟にうみ疲れ、彼の活
動的な精神は、幾度もの遅延と、未決のままの長期にわた
る裁判と監禁とに、耐えられなくなった。そこで、彼は、
ローマの市民としての特権を活用して、カイザルに上訴す
ることに決めた。
パウロは、総督の問いに答えて言った。「わたしは今、

カイザルの法廷に立っています。わたしはこの法廷で裁
判されるべきです。よくご承知のとおり、わたしはユダ
ヤ人たちに、何も悪いことをしてはいません。もしわたし
が悪いことをし、死に当るようなことをしているのなら、
死を免れようとはしません。しかし、もし彼らの訴えるこ
とに、なんの根拠もないとすれば、だれもわたしを彼らに
引き渡す権利はありません。わたしはカイザルに上訴しま
す」。
フェストは、ユダヤ人がパウロを殺害しようと陰謀をめ

ぐらしていたことを何も知らなかったので、カイザルへの
この上訴を聞いて驚いた。しかし、パウロの言葉は、法廷
の審議を終結させた。「そこでフェストは、陪席の者たち
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と協議したうえ答えた、『おまえはカイザルに上訴を申し
出た。カイザルのところに行くがよい』」。
こうして、神のしもべは、もう1度、偏見と自己を義と

する精神から生じた憎しみのために、異邦人の保護を求め
なければならなくなった。預言者エリヤはこの同じ憎しみ
を避けて、ザレパテ（サレプタ）のやもめの助けを求めな
ければならなかった。そしてまた、この僧しみのゆえに、
福音の使者たちはユダヤ人を離れて、異邦人に彼らの使
命を伝えなければならなくなった。そして、現代の神の民
は、今なお、同じ憎しみに当面しなければならない。キリ
ストの弟子であると自称する多くの人々の中には、ユダヤ
人の心の大半を占めていたのと同じ誇りや形式主義や利己
主義、同じ圧迫の精神が存在しているのである。将来、キ
リストの代表者であると主張する人々が、キリストと使徒
たちをあしらった祭司やつかさたちと同様の行為をするで
あろう。やがて、神に忠実なしもべたちが通過しなければ [1520]
ならない大いなる危機において、彼らは、同様の心のかた
くなさ、同様の残酷な決意、同様の頑強な僧しみに出会わ
なければならない。
来るべき悪しき日において、良心の命じるところに従っ

て、恐れることなく神に仕えようとする者はすべて、勇気
と堅実さと、神および神のことばに対する知識を持ってい
なければならない。神に忠実な者は、迫害を受け、その動
機は疑われ、その最善の努力は曲解され、その名は悪しき
者として除外される。サタンは、あらゆる欺瞞の力を用い
て人々の心に働きかけ、理解力をにぶらせ、悪を善と見せ
かけ、善を悪と見せかけようとする。神の民の信仰が強く
純潔であればあるほど、そして、神に従おうとする彼らの
決意が固ければ固いほど、サタンは、義人であると主張し
ながら神の律法をふみにじっている人々の怒りを、彼らに
対して燃えたたせようとする。ひとたび聖徒たちに伝えら
れた信仰を固く保っていくには、最も堅固な信頼と最も英
雄的な意志がなければならない。
神は、神の民が、間もなくやってくる危機に対して準備

することを望んでおられる。準備があろうとなかろうと、
彼らは、みなそれに当面しなければならない。そして、神
の標準にその生活を一致させた者だけが、試練と試みの時
に固く立つことができるのである。世俗の統治者たちが、
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宗教界の指導者たちと連合して、良心の問題について命令
を発する時に、真に神を恐れ神に仕える者がだれであるか
が、はっきりするのである。暗黒がその極に達する時に、
神に似た品性の光が、最も輝かしく照りはえるのである。
他のすべてのより頼むものが倒れ去る時、主に固く信頼す
る者がだれであるかが、わかる。真理の敵があたり一面に
いて、主のしもべたちに災いをもたらそうとしているとき
に、神は彼らを保護して、幸いをもたらされる。神は、彼
らにとって、疲れた地にある大きな岩の陰のようになられ
るのである。
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本章は使徒行伝25：1327、26章に基づく

パウロがカイザルに上訴していたので、フェストは彼を
ローマに送るよりほかに仕方がなかった。しかし適当な船
がみつからないままに、しばらくの時が過ぎた。また他の
囚人たちもパウロといっしょに送られることになっていた
ので、それらの事件の審理のために遅延が生じた。そのた
めにパウロは、カイザリヤの主立った人たちとヘロデ王家
の最後の王であるアグリッパ2世の前で、自分の信仰につい
て申し述べる機会が与えられた。
「数日たった後、アグリッパ王とベルニケとが、フェ

ストに敬意を表するため、カイザリヤにきた。ふたりは、
そこに何日間も滞在していたので、フェストは、パウロ
のことを王に話して言った、『ここに、ペリクスが囚人と
して残していったひとりの男がいる。わたしがエルサレム
に行った時、この男のことを、祭司長たちやユダヤ人の長
老たちが、わたしに報告し、彼を罪に定めるようにと要求
した』」。フェストは、その囚人パウロがカイザルに訴え
たいと言い出したいきさつをかいつまんで話し、パウロが
フェストの前で最近受けた裁判の事を告げた。そして、ユ
ダヤ人たちがパウロを告発していたが、それはフェストか
ら見ればなんら告発すべきものではなく、ただ、「彼ら自
身の宗教に関し、また、死んでしまったのに生きていると
パウロが主張しているイエスなる者に関する問題に過ぎな
い」と言った。
フェストがそう説明すると、アグリッパは興味がわい

てきて、言った、「わたしも、その人の言い分を聞いてみ
たい」。そこで、彼の希望にそって、その翌日会うことに
取りきめられた。「翌日、アグリッパとベルニケとは、大
いに威儀をととのえて、千卒長たちや市の重立った人たち
と共に、引見所にはいってきた。すると、フェストの命に
よって、パウロがそこに引き出された」。
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来賓たちのために、フェストはこの機会を印象的に見せ
びらかしたいと思った。総督や彼が招いた人たちの高価な[1521]
衣服、兵士たちの剣、隊長たちのきらめくよろいが、この
場の光景をきらびやかなものにした。
さて、パウロは、まだ手錠をかけられたまま、集まった

人々の前に立った。これは何と著しい対照であろう。アグ
リッパとベルニケは権力と地位を持っていて、そのために
世人の支持を受けていた。しかし彼らは神が尊ばれる品性
に欠けていた。彼らは神の律法を犯し、心も生活も堕落し
ていた。彼らの行動は天に忌みきらわれていた。
年老いた囚人パウロは、警備の兵士につながれていて、

その姿には世人が尊敬を払うようなものは何もなかった。
しかし、神のみ子への信仰のゆえに囚人として留置され、
友も富も地位もないように見えるこの男に、全天は関心を
よせていた。天使たちが彼につきそっていた。もしもこの
光り輝く使者たちの中の1人の栄光が輝きわたったら、王
者のはなやかさも誇りも色あせたであろう。王も廷臣たち
も、キリストの墓にいたローマの番人たちのように、地に
打ちのめされたであろう。
フェストはみずから居並ぶ人々にパウロを紹介して言っ

た、「アグリッパ王、ならびにご臨席の諸君。ごらんに
なっているこの人物は、ユダヤ人たちがこぞって、エルサ
レムにおいても、また、この地においても、これ以上、生
かしておくべきでないと叫んで、わたしに訴え出ている者
である。しかし、彼は死に当ることは何もしていないと、
わたしは見ているのだが、彼自身が皇帝に上訴すると言い
出したので、彼をそちらへ送ることに決めた。ところが、
彼について、主君に書きおくる確かなものが何もないの
で、わたしは、彼を諸君の前に、特に、アグリッパ王よ、
あなたの前に引き出して、取調べをしたのち、上書すべき
材料を得ようと思う。囚人を送るのに、その告訴の理由を
示さないということは、不合理だと思えるからである」。
そこでアグリッパ王はパウロに弁明の自由を与えた。使

徒はきらびやかな見せびらかしにも、高位高官の聴衆にも
ろうばいしなかった。彼は世俗の富や地位になんの価値も
ないことを知っていたからである。この世の見せびらかし
や権力は、一瞬たりとも彼の勇気をくじいたり、自制心を
失わせたりすることはできなかった。
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「アグリッパ王よ、ユダヤ人たちから訴えられているす
べての事に関して、きょう、あなたの前で弁明することに
なったのは、わたしのしあわせに思うところであります。
あなたは、ユダヤ人のあらゆる慣例や問題を、よく知り抜
いておられるかたですから、わたしの申すことを、寛大な
お心で聞いていただきたいのです」とパウロは言った。
パウロは、以前のかたくなな不信からいかにしてナザ

レのイエスを世の救い主として信ずる信仰に至ったかの、
改宗の物語をした。彼は天来の異象について述べた。その
異象は、最初は彼を言いようのない恐怖で満たしたが、の
ちには、最も大きな慰め、神の栄光のあらわれとなったの
である。その栄光のあらわれの中に、彼が軽蔑し、憎んで
いたかたが王座にすわっておられた。彼はその時まで、そ
の方の弟子たちを殺そうとしていたのである。その時から
パウロは人を生まれ変わらせる恵みの力によって、新しい
人、真実で熱烈なイエスの信者となったのである。
パウロは、アグリッパの前で、キリストのこの世のご生

涯に関係したおもなでき事のあらましを明瞭に力強く述べ
た。彼は預言に示されたメシヤは、ナザレのイエスとなっ
てすでに現れたことを証言した。彼は旧約聖書の中にメシ
ヤは庶民の1人として現れるということが明示されているこ
と、また、モーセと預言者たちによって述べられたあらゆ
る細かいことが、イエスのご生涯に成就されたことを説明
した。失われた世を救うために、神の聖なるみ子は、恥を
もいとわず十字架に耐え、死と黄泉にうち勝って、天にの
ぼられたのである。
キリストが死からよみがえられたということが、なぜ信

じられないことに思えるのだろうとパウロは論じた。かつ
ては彼もそう思ったことがあるが、しかし今は自分自身が
見たり聞いたりしたことを、どうして信じないでいられよ
うか。ダマスコの入口で彼は、十字架につけられてよみが
えられたキリストを本当に見たのである。それはエルサレ
ムの町を歩き、カルバリーで死に、死のなわめを断ち切っ [1522]
て、天へのぼられた方であった。パウロはケパやヤコブや
ヨハネやその他の弟子たちと同じように、イエスを見て、
イエスと語り合った。そのみ声は、よみがえられた救い主
の福音をのべ伝えよと彼にお命じになっていた。どうして
従わないでいられようか。ダマスコで、エルサレムで、ユ
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ダヤ全国で、遠い地方で、彼は十字架につけられたイエス
についてあかしし、あらゆる階級の人々に「悔い改めて神
に立ち帰り、悔改めにふさわしいわざを行うようにと」、
説いた。
「そのために、ユダヤ人は、わたしを宮で引き捕らえて

殺そうとしたのです。しかし、わたしは今日に至るまで神
の加護を受け、このように立って、小さい者にも大きい者
にもあかしをなし、預言者たちやモーセが、今後起るべき
だと語ったことを、そのまま述べてきました。すなわち、
キリストが苦難を受けること、また、死人の中から最初に
よみがえって、この国民と異邦人とに、光を宣べ伝えるに
至ることを、あかししたのです」とパウロは言った。
居並ぶ人々はみな、パウロのすばらしい体験談に魅せ

られて聞き入っていた。使徒は自分の好きな話題を強調し
ていた。聞いている者たちは、彼の誠実さを疑うことがで
きなかった。しかし、彼の説得力のある雄弁が最高潮に達
している時、フェストにさえぎられた。フェストは大声で
言った、「パウロよ、おまえは気が狂っている。博学が、
おまえを狂わせている」。
パウロが答えた、「フェスト閣下よ、わたしは気が狂っ

てはいません。わたしは、まじめな真実の言葉を語って
いるだけです。王はこれらのことをよく知っておられる
ので、王に対しても、卒直に申し上げているのです。それ
は、片すみで行われたのではないのですから、1つとして、
王が見のがされたことはないと信じます」。それから彼
は、アグリッパに面と向かって話しかけた、「アグリッパ
王よ、あなたは預言者を信じますか。信じておられると思
います」。
アグリッパは深く感動して、その瞬間、自分の周囲の事

情や地位の威厳を忘れた。彼は、ただ、聞いた真理だけを
意識し、自分の前に立っている謙虚な囚人をただ、神の使
者と見て、思わず知らず「おまえは少し説いただけで、わ
たしをクリスチャンにしようとしている」と答えた。
使徒は熱心に答えた、「説くことが少しであろうと、多

くであろうと、わたしが神に祈るのは、ただあなただけで
なく、きょう、わたしの言葉を聞いた人もみな、わたしの
ようになって下さることです。このような鎖は別ですが」
と言いながら、鎖につながれた両手を上げた。
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公平に評すれば、フェストやアグリッパやベルニケが、
使徒を拘束している鎖をつけていてもよかったであろう。
みんなは重罪を犯していた。これらの犯罪者たちは、その
日、キリストのみ名による救いが与えられていることを聞
いていた。少なくとも1人は、提供されているその恵みとゆ
るしをほとんど受け入れる気持ちになっていた。しかしア
グリッパは提供された恵みをしりぞけ、はりつけにされた
あがない主の十字架を拒んだのである。
王の好奇心は満たされた。彼は座席から上ちあがり、

面会が終わったことを合図した。列席者たちは解散しなが
ら、口々に言った、「あの人は、死や投獄に当るようなこ
とをしてはいない」。
アグリッパはユダヤ人であったが、パリサイ人の偏屈な

熱狂や偏見を持たなかった。彼はフェストに言った、「あ
の人は、カイザルに上訴していなかったら、ゆるされたで
あろうに」。しかし、この件は、更に高い法廷に委託され
ていたので、今は、フェストにもアグリッパにも司法権が
なかった。



第第第42章章章　　　航航航海海海ととと難難難破破破[1523]

本章は使徒行伝27章、28：110に基づく

ついに、パウロはローマへ向かった。「さて、わたし
たちが、舟でイタリヤに行くことが決まった時、パウロ
とそのほか数人の囚人とは、近衛隊の百卒長ユリアスに
託された。そしてわたしたちは、アジヤ沿岸の各所に寄港
することになっているアドラミテオの舟に乗り込んで、出
帆した。テサロニケのマケドニヤ人アリスタルコも同行し
た」。
紀元1世紀には、海の旅には特別な困難と危険がつきも

のだった。船員たちは一般に太陽と星の位置によって航路
を定めた。だから太陽や星が出ていないで、あらしの兆候
がある時には、船主たちは海へ出ることを恐れた。1年の一
時期には、安全な航海はほとんど不可能であった。
使徒パウロはいま、イタリヤへの長い退屈な航海の間、

鎖につながれた囚人として、彼の運命にふりかかる苦しい
経験を耐え忍ばねばならないことになった。彼の運命の苦
難をやわらげた1つの事は、ルカとアリスタルコと親しく交
わることを許されたことであった。のちに彼は、コロサイ
人への手紙の中に、アリスタルコについて「一緒に捕われ
の身となっている」と述べているが、彼は苦難の中にある
パウロに仕えるために、自ら進んでパウロと共に捕われの
身になったのである（コロサイ4：10）。
航海は順調に始まった。翌日彼らはシドンの港にとど

まった。ここで百卒長ユリアスは「パウロを親切に取り扱
い」、そこにクリスチャンたちがいると聞かされると、パ
ウロが「友人をおとずれてかんたいを受けることを、許し
た」。健康の弱っていた使徒パウロは、この許可を非常に
感謝した。
シドンを出帆してすぐ、船は逆風に会い、目指す進路

から押し流されて、なかなか進めなかった。ルキヤ地方の
ミラで、百卒長はイタリヤ沿岸へと向かうアレキサンドリ

330
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ヤの大きな船を見つけて、囚人たちをそれに乗りかえさせ
た。しかしなおも逆風が続いて、船は難航した。「幾日も
のあいだ、舟の進みがおそくて、わたしたちは、かろうじ
てクニドの沖合にきたが、風がわたしたちの行く手をはば
むので、サルモネの沖、クレテの島かげを航行し、その岸
に沿って進み、かろうじて『良き港』と呼ばれる所に着い
た」とルカは書いている。
彼らは、順風になるのを待つためにしばらくのあいだ

「良き港」にとどまらざるを得なかった。冬がかけ足で近
づいていた。「すでに航海が危険な季節になったので」、
船の責任者たちは、航海に適した時季が終わる前に目的
地に着くという望みを、あきらめなければならなかった。
「良き港」にとどまるか、冬を過ごすにもっと好適な場所
に行くかという問題だけを、今決定しなければならなかっ
た。
この問題が熱心に論議されてから、最後に百卒長からパ

ウロに伝えられた。パウロは既に水夫や兵士たちの尊敬を
得ていたのである。使徒は、ここにとどまるようにと、た
めらわずに忠告した。「わたしの見るところでは、この航
海では、積荷や船体ばかりでなく、われわれの生命にも、
危害と大きな損失が及ぶであろう」とパウロは言った。し
かし「船長や船主」、それに乗客や船員の大多数はこの忠
告に同意しなかった。彼らが投錨していた港は「冬を過ご
すのに適しないので、大多数の者は、ここから出て、でき
ればなんとかして、南西と北西とに面しているクレテのピ
ニクス港に行って、そこで冬を過ごしたいと主張した」。
百卒長は大多数の意見に従うことに決めた。そこで、

「南風が静かに吹いてきたので」、彼らは、すぐに目的
の港に着くだろうと期待して、「良き港」から出航した。
「すると間もなく. . . . . .暴風が、島から吹きおろして」き
て、「舟が流されて風に逆らうことができな」かった。
嵐に吹き流されて、船はクラウダという小島に近づい

た。そして、そこに避難している間に、水夫たちは最悪の
事態のために準備した。船が浸水した場合の唯一の脱出手 [1524]
段に用いる救命ボートが引かれていたが、今にもたたきっ
けられてばらばらになりそうであった。彼らの最初の仕事
はこの小舟を甲板に引き上げることであった。それから、
船を補強して嵐に耐えるようにするために、できるかぎり



332 患難から栄光へ

の予防措置がなされた。小島の陰でほんのわずかの間、守
られていたが、それも長くは続かず、すぐさま彼らは再び
暴風の猛威にさらされた。
嵐は一晩中吹きすさび、用心したにもかかわらず、船は

浸水した。「次の日に、人々は積荷を捨てはじめ」た。夜
になっても、風は衰えなかった。嵐に打たれた船は、マス
トが折れ、帆が裂けて、荒れ狂う疾風の猛威であちこちへ
振り回された。嵐に打たれて船がよろめき揺れるたびに、
うなるような音を立てている柱やけたなどは、くだけてし
まいそうであった。浸水はす早くひろがり、船客や船員た
ちはポンプにつききりで働いた。船の中の人々はみな一刻
の休みすらなかった。「3日目には、船具までも、てずから
投げすてた。幾日ものあいだ、太陽も星も見えず、暴風は
激しく吹きすさぶので、わたしたちの助かる最後の望みも
なくなった」とルカは書いている。

14日間、彼らは太陽も星もない空の下をただよった。
使徒パウロは、自分自身肉体的に苦しみながらも、暗黒の
時に望みの言葉を語り、危急のたびに助けの手をさしのべ
た。彼は信仰によって、無限の力であられる神のみ腕にす
がり、心は神に支えられた。自分自身のために心配するこ
とはなかった。ローマでキリストの真理のあかしをするた
めに、神が生かして下さることを知っていた。しかしパウ
ロは、罪深く、堕落して、死の準備もできていない周囲の
あわれな魂を切に思いやる気持ちになった。彼らの生命を
助けてくださるように熱心に祈った時、彼の祈りがきかれ
たことを示された。
嵐が静まったので、パウロは甲板に立ち上がって言っ

た。「『皆さん、あなたがたが、わたしの忠告を聞きい
れて、クレテから出なかったら、このような危害や損失
を被らなくてすんだはずであった。だが、この際、お勧め
する。元気を出しなさい。舟が失われるだけで、あなたが
たの中で生命を失うものは、ひとりもいないであろう。昨
夜、わたしが仕え、また拝んでいる神からの御使が、わた
しのそばに立って言った、「パウロよ、恐れるな。あなた
は必ずカイザルの前に立たなければならない。たしかに神
は、あなたと同船の者を、ことごとくあなたに賜わってい
る」。だから、皆さん、元気を出しなさい。万事はわたし
に告げられたとおりに成って行くと、わたしは、神かけて
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信じている。われわれは、どこかの島に打ちあげられるに
相違ない』」。
この言葉に、再び希望がよみがえった。船客も船員も、

茫然自失の状態から目がさめた。やるべきことはまだたく
さんあった。全滅をまぬがれるためには各人が最善をつく
さねばならなかった。
黒々とうねる大波に翻弄され続けて14日目の夜になった

時、「真夜中ごろ」、水夫たちは砕ける波の音を聞いて、
「どこかの陸地に近づいたように感じた。そこで、水の深
さを測ってみたところ、20ひろであることがわかった。そ
れから少し進んで、もう1度測ってみたら、15ひろであっ
た。わたしたちが、万一暗礁に乗り上げては大変だと、
人々は気づかって、ともから4つのいかりを投げおろし、夜
の明けるのを待ちわびていた」とルカは書いている。
夜明けに、嵐の吹きすさぶ海岸線がぼんやり見えてき

た。しかし、見なれた陸地の目じるしは何も見えなかっ
た。前途の見通しは暗かったので、異教の水夫たちは、
すっかり勇気を失い、「舟から逃げ出そうと思って、へさ
きからいかりを投げおろすと見せかけ」、すでに救命ボー
トをおろしていた。するとパウロは、彼らのさもしい計画
を見破って、百卒長と兵士たちに、「あの人たちが、舟に
残っていなければ、あなたがたは助からない」と言った。
兵士たちはすぐに、「小舟の綱を断ち切って、その流れて
行くままに任せた」。
最も危険な時がまだ待ちうけていた。使徒パウロは再

び励ましの言葉を語り、水夫も船客も食事をするようにと
勧めて言った、「あなたがたが食事もせずに、見張りを続
けてから、何も食べないで、きようが 14日目に当る。だか [1525]
ら、いま食事を取ることをお勧めする。それが、あなたが
たを救うことになるのだから。たしかに髪の毛ひとすじで
も、あなたがたの頭から失われることはないであろう」。
「彼はこう言って、パンを取り、みんなの前で神に感

謝し、それをさいて食べはじめた」。すると、疲れはて、
失望していた275人の者たちも、パウロがいなかったら自暴
自棄になっていたであろうが、使徒パウロと一緒に食物を
取りはじめた。「みんなの者は、じゅうぶんに食事をした
後、穀物を海に投げすてて舟を軽くした」。
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さて、すっかり夜が明けたが、彼らは自分たちがどこ
にいるのかさっぱりわからなかった。しかし、「砂浜の
ある入江が見えたので、できれば、それに舟を乗り入れよ
うということになった。そこで、いかりを切り離して海に
捨て、同時にかじの綱をゆるめ、風に前の帆をあげて、砂
浜にむかって進んだ。ところが、潮流の流れ合う所に突き
進んだため、舟を浅瀬に乗りあげてしまって、へさきがめ
り込んで動かなくなり、ともの方は激浪のためにこわされ
た」。
パウロと他の囚人たちは、こんどは難破より恐ろしい

運命におびやかされた。兵士たちは、陸にあがる努力をし
ている問は、囚人たちを監視するのが不可能なことを知っ
た。みんな自分の生命を救うことだけが精いっぱいであっ
た。だがもし囚人のだれかが行方不明になれば、その責任
を持っていた者たちは、罰として命を取られるのである。
だから兵士たちは囚人たちを全部殺してしまいたいと思っ
た。ローマの法律ではこの残虐なやり方が認められてい
た。この計画は、みんなが一様に恩義を受けていたパウロ
がいなかったら、即刻実行されていただろう。百卒長のユ
リアスは、パウロのおかげで船の全部の人たちの生命が助
かったことをみとめ、その上、主が彼と共におられること
を確信していたので、パウロに害を加えることを恐れた。
そこで彼は、「泳げる者はまず海に飛び込んで陸に行き、
その他の者は、板や舟の破片に乗って行くように命じた。
こうして、全部の者が上陸して救われたのであった」。点
呼してみると、欠けている者は1人もいなかった。
難破船に乗っていた者たちは、マルタ島の土地の人々

に手厚くもてなされた。「降りしきる雨や寒さをしのぐ
ために、火をたいてわたしたち一同をねぎらってくれた」
とルカは書いている。パウロは、他の人々を慰めることに
尽力した人々の中にいた。「ひとかかえの柴」をたばねて
「火にくべたところ、熱気のためにまむしが出てきて、彼
の手にかみついた」。これを見ていた人々は恐怖におそわ
れた。そして、彼の鎖を見て、パウロが囚人だとわかり、
人々は互いに言った、「この人は、きっと人殺しに違いな
い。海からはのがれたが、ディケーの神様が彼を生かして
はおかないのだ」。ところがパウロはまむしを火の中に振
り落として、なんの害も被らなかった。
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人々はまむしの有毒性を知っていたので、パウロが今に
も倒れて、苦しみだすだろうと見守っていた。「しかし、
長い間うかがっていても、彼の身になんの変ったことも
起らないのを見て、彼らは考えを変えて、『この人は神様
だ』と言い出した」。

3か月のあいだ船の同乗者たちはマルタ島に滞在した
が、パウロと彼の共労者たちはその間、幾度も機会を捕ら
えて福音を説いた。主はすばらしい方法で彼らに働きかけ
られた。パウロのために、難破船の同乗者たち全員が手厚
くもてなされ、彼らの必要なものはみな支給されて、マル
タを出発する時には、航海に必要なものがことごとく惜し
みなく用意されたのである。この島に滞在中の主なでき事
は、ルカによって次のように簡潔に述べられている。
「さて、その場所の近くに、島の首長、ポプリオとい

う人の所有地があった。彼は、そこにわたしたちを招待し
て、3日のあいだ親切にもてなしてくれた。たまたま、ポプ
リオの父が赤痢をわずらい、高熱で床についていた。そこ
でパウロは、その人のところにはいって行って祈り、手を
彼の上においていやしてやった。このことがあってから、
ほかに病気をしている島の人たちが、ぞくぞくとやってき
て、みないやされた。彼らはわたしたちを非常に尊敬し、
出帆の時には、必要な品々を持ってきてくれた」。
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本章は使徒行伝28：1131、及びピレモンへの手紙に基づく

航海の開始とともに、百卒長と囚人たちはローマに向
かって出帆した。西方へ向かう途中、マルタ島に冬ごもり
をしていたデオスクリの船飾りのあるアレキサンドリヤの
船にこの旅行者たちは乗り込んだ。逆風のために少々遅れ
たが、無事に航海を終えて、船はイタリヤ沿岸のポテオリ
という美しい港に停泊した。
ここに数人のクリスチャンがいた。彼らはパウロに7日

間滞在するように頼んだ。この願いは親切な百卒長に許
された。イタリヤのクリスチャンたちは、ローマ人へ宛
てたパウロの手紙を受けていたので、使徒の訪問をしき
りに待っていたのである。彼らはパウロが囚人として来る
とは思っていなかった。しかし彼はその苦難のゆえに、一
層深く彼らから慕われた。ポテオリからローマまでの距離
は140マイルあり、この海港は首都ローマとの交通が密で
あったので、ローマのクリスチャンたちはパウロの到来す
ることを聞かされて、中には彼を出迎えに出た者たちもい
た。
上陸して8日目に、百卒長と囚人たちはローマに向かっ

て出発した。百卒長ユリアスは、自分の力で与えられるこ
とは何でも使徒に与えたが、囚人としての状態を変えてや
ることや、番兵と鎖でつながれている彼を解き放すことは
できなかった。パウロは重い心で、長い間期待していた世
界の首都への訪問に出発したのである。彼が予期していた
こととは何と事情が違っていることであろう。鎖につなが
れ、汚名を着せられている身で福音をのべ伝えるとは何と
いうことであろうか。ローマで多くの魂を真理へ導きたい
という彼の希望は、当てはずれに終わる運命にあるように
思えた。
ついに旅行者たちは、ローマから40マイルのところにあ

るアピオ・ポロに着く。彼らが大通りにむらがる群衆をわ

336
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けて進んで行くと、かたくなな顔つきをした犯罪人と一緒
に鎖につながれた白髪の老人は、多くの人々の侮蔑的な流
し目を受け、多くの無礼な嘲笑のまととなる。
突然歓喜の叫びがきこえたかと思うと、1人の男が通り

がかりの群衆の中からとび出してきて、その囚人の首にし
がみつき、あたかも息子が長い間留守をしていた父を迎え
るかのように、涙と喜びをもって抱きしめる。多くの者が
愛情のこもった、しかも待ちかねたようなまなざしで、こ
の囚人こそ、かつてコリントで、ピリピで、エペソで自分
たちにいのちのことばを語ってくれた人だと認めるや、そ
のつど同じ光景が繰り返される。
心の温かい弟子たちが福音の父のまわりに熱心にむらが

るたびに、一行は全部立ち止まってしまう。兵士たちは遅
れるのでいらいらするが、この楽しい面会を邪魔しようと
は思わない。彼らもこの囚人を尊敬し重んじるようになっ
ていたからである。弟子たちは、そのやつれた、苦労の
刻まれている顔に、キリストのみかたちが反映されている
のを見る。彼らは、パウロを忘れたこともなければ、彼を
愛する心にも変わりがないということ、また、彼らの生活
を生き生きしたものにし、神に対する平和を与えてくれる
喜ばしい望みが持てるのは、彼のおかげであるということ
を、自信をもってパウロに伝える。彼らは、特別に許され
さえすれば、町までの道をずっと、愛の熱情に燃えて、パ
ウロを肩にのせて行くであろう。
パウロが兄弟たちに会って「神に感謝し勇み立った」

と述べているルカの意味深長な言葉に気がつく者はほとん
どいない。パウロの鎖を恥とせず、かえって同情して泣く
信者の群れの真中にあって、使徒は声高らかに神を讃美し
た。彼の心にたれこめていた悲しみの雲は一掃された。キ
リスト者としての彼の生涯は試練と苦難と失望との連続で
あったが、この時彼は豊かに報いられたと思った。彼は一
層しっかりと足を踏みしめ、喜びに心をはずませて、彼の
道を歩みつづけた。彼は過去について不平を言わず、未来
を恐れもしなかった。投獄と患難が待ち受けていることを [1527]
知っていたが、彼はまた、もっと恐ろしい無限のなわめか
ら魂を救うことが彼の仕事だということを知っていて、キ
リストのために受ける苦しみを喜んだのである。
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ローマで百卒長ユリアスは、囚人たちを皇帝の侍衛の長
に引き渡した。ユリアスがパウロについてよい報告をした
のと、フェストの手紙のおかげで、パウロは隊長から好意
を示され、獄に放り込まれず、自分の借家に住むことを許
された。やはり番兵をつけられてはいたが、パウロは自由
に友人たちに会い、キリストのみわざの進展のために骨折
ることができた。
その数年前にローマから追放されていたユダヤ人が帰る

ことを許され、今は、数多くのユダヤ人がローマにいた。
パウロは、彼の敵が入り込んできて、この人々の心を自
分にそむかせる機会を得る前に、まずこの人々に自分と自
分の働きのことを話そうと決心した。そこでローマに着い
て3日後に、主だった人々を呼んで、自分が囚人としてロー
マに来た理由を簡単に率直に説明した。
「兄弟たちよ、わたしは、わが国民に対しても、あるい

は先祖伝来の慣例に対しても、何1つそむく行為がなかっ
たのに、エルサレムで囚人としてローマ人たちの手に引
き渡された。彼らはわたしを取り調べた結果、なんら死に
当る罪状もないので、わたしを釈放しようと思ったのであ
るが、ユダヤ人たちがこれに反対したため、わたしはやむ
を得ず、カイザルに上訴するに至ったのである。しかしわ
たしは、わが同胞を訴えようなどとしているのではない。
こういうわけで、あなたがたに会って語り合いたいと願っ
ていた。事実、わたしは、イスラエルのいだいている希望
のゆえに、この鎖につながれているのである」と彼は言っ
た。
パウロは自分がユダヤ人から受けた辱めや、彼らが繰

り返し彼を殺そうとしたことなどは、何も言わなかった。
彼は用心深く、思いやりのある言葉で語った。人をひきつ
けたり、同情を求めたりしているのではなく、真理を弁護
し、福音の栄えを保とうとしていたのである。
聞いていた者たちは、これに答えて、パウロの不利に

なるような文書は公私ともに受け取っていないし、ローマ
に来たユダヤ人は誰も彼を罪人として訴えた者はいないと
言った。そして彼らは、キリストを信じるパウロの信仰の
理由を直接に聞きたいと、熱心に頼んで言った、「実は、
この宗派については、いたるところで反対のあることが、
わたしたちの耳にもはいっている」。
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彼らが積極的にそれを望んだので、パウロは彼らに福
音の真理を語ることができる日取りを決めさせた。決めら
れた日に多くの者が集まったので、「朝から晩まで、パウ
ロは語り続け、神の国のことをあかしし、またモーセの律
法や預言者の書を引いて、イエスについて彼らの説得につ
とめた」。彼は自分の経験を話し、簡潔に、誠実に、力強
く、旧約聖書から論証を与えた。
使徒は、宗教が、慣習や儀式、信条や理論のうちにある

のではないことを教えた。もしそうだとしたら、生まれな
がらの人は、この世のことを理解するように、調査するこ
とによってそれを理解できるはずである。パウロは、宗教
とは実際的な救いの力であり、完全に神から来る原則であ
り、魂に働きかける神の再生力を個人的に経験することで
あると教えた。
パウロは、モーセがいかに、イスラエルの民が耳を傾け

なければならないあの預言者としてキリストを指し示した
かということや、すべての預言者たちが、罪に対する神の
偉大な救済として罪人の罪を負って下さる罪のない方、キ
リストについて、いかにあかしをしてきたかということを
教えた。パウロは彼らが型や儀式を重んじているのを誤り
であるとは言わなかったが、儀式的な礼拝を厳密に保持し
ようとして、そのすべての制度の本体であられるキリスト
を拒んでしまうのだと説明した。
パウロは、自分はまだ改心していなかったときにキリ

ストを知っていたが、それはキリストとの個人的な面識に
よるのではなく、他の人々と同じように、来るべきメシヤ
のご品性とみわざについて抱いていた単なる概念によるも
のだったと述べた。ナザレのイエスがこの概念を成就され
なかったので、パウロはイエスを 詐欺師として拒んでい [1528]
た。しかし、今、キリストとその使命についての彼の見解
ははるかに霊的であり、高められていた。それは彼が改心
させられていたからである。使徒は、自分はキリストを肉
によって知らせるのではないと断言した。ヘロデはキリス
トが人性をとっておられた時にキリストに会っていた。ア
ンナスもキリストに会った。ピラトや祭司たち、役人たち
も彼に会った。ローマの兵士たちも彼に会った。しかし彼
らは信仰の目でキリストを見たのではない。彼らはあがめ
られたあがない主としてキリストを見ていなかった。信仰
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によってキリストを理解すること、キリストについて霊的
な知識を持つことは、主が地上におられた時に主と個人的
な面識があったこと以上に望ましいことなのである。今、
パウロに許されていたキリストとの交わりは、単なる地上
の人間同士の交わり以上に親しいものであり、長続きする
ものであった。
ナザレのイエスがイスラエルの望みであることについ

て、パウロが知っていることを語り、見たことをあかしし
た時、ほんとうに真理を求めていた人たちは納得した。彼
の言葉は少なくともある人々の心に、決してぬぐい去られ
ることのない印象を与えた。しかし他の者たちは、聖霊の
特別な光を受けている人から聖書の明白なあかしを示され
ても、それを受け入れることを頑固に拒んだ。彼らはパウ
ロの議論に論駁することができなかったが、その結論を受
け入れようとしなかった。
パウロがローマに着いてかなりの月日がたってから、

エルサレムのユダヤ人たちがこの囚人を直訴しにやってき
た。彼らはこれまで何度も自分たちの計画をくじかれてき
た。しかも今度はパウロがローマ皇帝の最高法廷によって
さばかれることになっていたので、彼らはまたもや敗北を
被るような危険は冒したくなかった。ルシヤもペリクスも
フェストもアグリッパも、みなパウロの無罪を信ずると宣
告した。パウロの敵たちは陰謀によって皇帝を動かす以外
に成功の望みはなかった。彼らの計画を練って実行する余
裕を見るためには、遅延が彼らの目的を促進することにな
る。そこで彼らは、使徒を直接告発するのをしばらく見合
わせていた。
神の摂理によって、この遅延は福音の促進という結果を

もたらした。パウロの責任を持っていた人たちの好意によ
り、彼は便利な家に住むことを許され、この家で友人たち
と自由に会い、また福音を聞きにやって来る人たちに福音
を示すことができた。こうしてパウロは2年間働きを続けて
「はばからず、また妨げられることもなく、神の国を宣べ
伝え、主イエス・キリストのことを教えつづけた」。
この期間中も、パウロは多くの土地に建てた諸教会の

ことを忘れていなかった。使徒は新しく信仰をもった人々
を襲う危険を考えて、警告や実際的教訓を手紙に書いて送
り、できるだけ彼らの必要を満たそうと努めた。そして彼
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は、これらの教会ばかりでなく、彼がまだ訪問していない
地方にも、ローマから献身した働き人を送って働かせた。
このような働き人は賢い牧者として、パウロが立派に始め
た働きを強化した。そしてパウロは彼らと常に連絡を保っ
ていて、教会の状態や危険について知り、すべての教会を
賢明に監督することができた。
こうして、一見活動的な働きが絶たれたように見えた

が、パウロは、以前のように諸教会を自由に訪問して歩い
た年月よりもっと広い、永続性のある感化を及ぼした。主
の囚人として、彼は兄弟たちに一層強い愛情をいだいた。
キリストのためのつながれの身で書いた言葉は、彼が直接
彼らと共にいた時語った言葉より、もっと熱心な注目と尊
敬を集めた。信者たちは、パウロが彼らから引き離される
時まで、彼が彼らのために負い続けた責任の重さに気づか
なかった。これまで彼らは、パウロのような知恵や機転や
不屈の精力に欠けているので責任や重荷を負えないと言い
のがれをしてきた。しかし彼らは、今、これまでパウロの
個人的な働きを重んじないで、教訓を避け、それを学ぶ経
験を持たずにいたので、パウロの警告や勧告や忠告をあり
がたいと思った。そして、パウロの長い投獄中の勇気と信
仰について学び、彼らはますますキリストのみわざに対す
る忠誠心と熱意をかき立てられた。
ローマにいたパウロの助力者たちの中には、以前の仲間 [1529]

や共労者たちが大勢いた。「愛する医者」ルカは、エルサ
レムへの旅ではパウロに同行し、カイザリヤでの2年間の監
禁中も、またローマへの危険な航海中もパウロと共にいた
が、今もなおパウロと共にいた。テモテもパウロに仕えて
彼を慰めた。「主にあって共に僕であり、また忠実に仕え
ている愛する兄弟」テキコは、使徒のそばに雄々しく立っ
ていた。デマスとマルコも彼と共にいた。アリスタルコと
エパフラスはパウロと「一緒に捕われの身」となっていた
（コロサイ4章714参照）。
マルコのクリスチャン経験は、信仰を告白した当初のこ

ろから次第に深まってきていた。彼はキリストの一生と死
について綿密に研究するにつれて、救い主の使命、その辛
労と戦いをはっきり把握できるようになった。キリストの
手足の傷あとの中に、人類のためにささげて下さった奉仕
のしるしと、失われて滅びゆく者を救うために示された自
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己放棄の深さを認めて、マルコは喜んで主にならって自己
犠牲の道を歩むようになっていた。今彼は捕らわれの身と
なったパウロと運命を共にすることによって、キリストを
得ることは無限に益となることであり、世を得て、あがな
いのためにキリストが血を流された魂を失うことは無限に
損となることを、一層よく悟ることができた。彼は激しい
試練や逆境に会ってもぐらつかず、最後までパウロの愛す
る賢い助け手となった。
デマスはしばらくの間しっかりしていたが、後になっ

てキリストのみわざを見捨てた。これについてパウロは、
「デマスはこの世を愛し、わたしを捨て」たと書いた（Ⅱ
テモテ4：10）。この世の利益のためにデマスは高尚で立派
な報酬をすべて手放した。なんと先見の明のない交換であ
ろう。この世の富や名誉だけを持って、たとえどんなにそ
れが豊かだと誇ってみたところで、デマスはほんとうに貧
しかった。一方、マルコはキリストのために苦しむことを
選び、天において神の相続人、キリストと共同の相続人と
みなされて永遠の富を持っていた。
パウロがローマで働いた結果、神に心をささげた者の中

にオネシモがいた。オネシモは異教徒で奴隷の身であった
が、その主人にあたるコロサイの信者ピレモンに不都合な
ことをしたためにローマに逃げて来ていた。パウロはあわ
れな逃亡者が困って苦しんでいるのを親切に助けてやり、
それから彼の暗い心に真理の光を照らそうと努めた。オネ
シモはいのちの言葉に耳を傾け、罪を告白して、キリスト
を信じる信仰へと改心した。
オネシモは信心深く、誠実であったので、パウロに愛さ

れた。パウロを慰めるやさしい心づかいや、福音の働きを
進める熱意も、パウロの好むところであった。パウロは、
オネシモが伝道の働きに非常に役に立つ性質をもってい
るのを認めて、すぐピレモンのところへ帰ってゆるしを請
い、そして将来の計画をたてるようにすすめた。使徒はピ
レモンが失った金額についての責任を負うと約束した。小
アジアの諸教会にあてた手紙を持たせて、テキコを出発さ
せようとしていたところであったので、オネシモを一緒に
連れて行かせた。悪い事をした自分から主人の前に出て行
くことは、このしもべにとってつらい試みではあったが、
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彼は本当に改心していたので、この義務を回避しなかっ
た。
パウロはピレモンあての手紙をオネシモに持たせた。そ

の手紙の中で、使徒はいつものように上手に、真心をこめ
て、悔い改めている奴隷のために弁護し、これからも彼の
奉仕を受けたいという願いを表明した。その手紙は友人と
して、また共労者としてピレモンに愛情をこめたあいさつ
で始まっている。
「わたしたちの父なる神と主イエス・キリストから、

恵みと平安とが、あなたがたにあるように。わたしは、祈
の時にあなたをおぼえて、いつもわたしの神に感謝してい
る。それは、主イエスに対し、また、すべての聖徒に対す
るあなたの愛と信仰とについて、聞いているからである。
どうか、あなたの信仰の交わりが強められて、わたした
ちの間でキリストのためになされているすべての良いこと
が、知られて来るようになってほしい」。使徒は、ピレモ
ンが身につけているしっかりした意図や立派な品性は、み
なキリストの恵みによるものであることを彼に思い起こさ [1530]
せた。このキリストの恵みだけが、彼を邪悪な者や罪深い
者たちとは違うものにしていたのである。同じ恵みが、悪
質な犯罪者を神の子とし、役に立つ福音の働き人とするこ
とができた。
パウロはピレモンに、クリスチャンとしての義務を果た

すよう勧めることもできたが、そうせずに懇願の言葉を選
んだ。「すでに老年になり、今またキリスト・イエスの囚
人となっているこのパウロが、捕われの身で産んだわたし
の子供オネシモについて、あなたにお願いする。彼は以前
は、あなたにとって無益な者であったが、今は、あなたに
も、わたしにも、有益な者になった」。
使徒は、ピレモンがオネシモの改心を認めて、その悔い

改めた奴隷を、自分の子供として迎え入れ、「もはや奴隷
としてではなく、奴隷以上のもの、愛する兄弟として」、
オネシモが自分から以前の主人と共に住みたいと思うよ
うになるほどの愛情を、彼に示してほしいとピレモンに頼
んだ。パウロは、ピレモン自身もそうしたであろうと思わ
れるように、捕らわれの身となっている自分に仕えること
のできる者として、オネシモを引きとめておきたいと言っ
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た。しかし、ピレモンが自発的にこの奴隷を解放しないか
ぎり、自分に仕えさせようとは思わなかった。
使徒パウロは、主人たちが奴隷たちに厳しい仕打ちをし

ていることをよく知っていた。また、ピレモンが彼の奴隷
の振る舞いにひどく怒っていることも知っていた。パウロ
は、クリスチャンとしてのピレモンの真情あふれるやさし
い気持ちをかき立てるような方法で、彼に手紙を書こうと
した。オネシモは改心して信仰にある兄弟となっていたの
で、この新しい改心者に加えられる罰はパウロ自身に加え
られるもののように思われた。
パウロは、この罪を犯した者が罰を受けずにすむよう

に、また、失った特権を再び得ることができるように、オ
ネシモの負債を支払うことを進んで申し出た。「そこで、
もしわたしをあなたの信仰の友と思ってくれるなら、わた
し同様に彼を受けいれてほしい。もし、彼があなたに何か
不都合なことをしたか、あるいは、何か負債があれば、そ
れをわたしの借りにしておいてほしい。このパウロが手ず
からしるす、わたしがそれを返済する」とパウロはピレモ
ンに書き送った。
これは悔い改めた罪人に対するキリストの愛をあらわす

のになんとふさわしい実例であろう。主人のものを横領し
た奴隷は、それを償うべき何ものも持たなかった。神に仕
えるべき年月を横取りしてきた罪人には、その負債を取り
消す方法がない。イエスは、罪人と神の間に入って、わた
しが負債を支払います、罪びとを赦してください、彼の代
わりにわたしが罰を受けます、と言われる。
パウロは、オネシモの負債を引き受けると申し出ての

ち、ピレモン自身が使徒に負うところがいかに大きいか
を思い起こさせた。神がパウロを、ピレモンの改心に力を
貸すものとされたのであるから、ピレモンは自分自身をパ
ウロに負っていることになった。それからパウロは、やさ
しく熱心に訴えて、ピレモンが惜しみなく聖徒たちを元気
づけたように、喜びとなるこの申し出を聞き入れて、パウ
ロをさわやかな気持ちにさせてほしいと懇願した。「わた
しはあなたの従順を堅く信じて、この手紙を書く。あなた
は、確かにわたしが言う以上のことをしてくれるだろう」
とパウロはつけ加えた。
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ピレモンへのパウロの手紙は、福音が主人としもべとの
関係に及ぼす影響について教えている。奴隷所有は、ロー
マ帝国内に行きわたった既定の制度で、パウロが働いてい
た教会のほとんどどこででも主人と奴隷の姿が見られた。
奴隷の数が自由市民の人口を大きくしのいでいるような都
市では、しばしば、彼らを服従させるために恐ろしく厳格
な法律が必要なものとみなされていた。金持ちのローマ人
は、あらゆる身分や民族の、またさまざまな技能を持った
奴隷を幾百人もかかえていることがしばしばであった。彼
はこうした無力な者たちの魂と肉体を完全に支配し、思い
のままにどんな苦しみでも加えることができた。もし彼ら
のうちの1人でも仕返しや自己防衛のために主人に手を振り
上げようものなら、その奴隷の家族全員が残酷に犠牲とさ [1531]
れた。どんな小さな間違いや事故や不注意でも、無慈悲に
罰せられることがよくあった。
他の者たちより人情味のある主人は、しもべたちにもっ

と寛大であったが、大多数の金持ち貴族は思うがままに情
欲、激情、欲望にふけり、彼らの奴隷を気まぐれと暴虐の
悲惨な犠牲者にした。この制度全体が絶望的に堕落した状
態にあった。
既成の社会制度を独断的に、あるいは急にくつがえす

ことは使徒パウロの仕事ではなかった。これを試みようと
すれば、福音の成功が阻まれるであろう。しかし彼は、奴
隷制度の根本にある原則、しかも、それが実行されれば奴
隷制度全体を揺るがせること必然であろうと思われる原則
を教えた。「主の霊のあるところには、自由がある」と彼
は言明した（Ⅱコリント3：17）。奴隷オネシモは改心し
てキリストのからだの1員となったのであるから、主人と
共に神の祝福と福音の特権にあずかる兄弟として、また相
続人として愛され、取り扱われなければならなかった。一
方、しもべたちは「人にへつらおうとして目先だけの勤め
をするのでなく、キリストの僕として心から神の御旨を行
い」、自分たちの義務を果たさなければならなかった（工
ペソ6：6）。
キリスト教は、主人と奴隷、王と臣民、福音を説く牧師

とキリストの中に罪からのきよめを見いだしている堕落し
た罪人との間に、強い一致のきずなをつくる。彼らは同じ
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血潮に洗われ、同じみ霊によって生かされた。そして彼ら
はキリスト・イエスにあって1つとされているのである。
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福音はこれまで常に、低い階級の人々のなかで最も大
きな成果をあげてきた。「人間的には、知恵のある者が多
くはなく、権力のある者も多くはなく、身分の高い者も多
くはいない」（コリント1：26）。貧しく、友人もいない捕
らわれ人のパウロに、ローマ市民の金持ちや貴族階級の注
意を引くことができるとは思われなかった。悪習が彼らに
あらゆる華麗な誘惑を与え、彼らをみずから進んでやって
くる獲物にした。しかし、彼らの圧制で労苦にやつれ、困
窮に打ちのめされた犠牲者たちの中から、貧しい奴隷の中
からさえも、多くの者たちがパウロの言葉に喜んで耳を傾
け、キリストを信じる信仰のうちに、運命の過酷さの中に
あって彼らを励ましてくれる希望と平和を見いだした。
使徒パウロの働きは身分の低い者たちから始まったが、

その影響は広がって皇帝の宮廷にまで達した。
ローマはこの当時、世界の首都であった。傲慢な皇帝た

ちは、地上のほとんどすべての国に法律を与えていた。王
も廷臣たちも謙遜なナザレ人については無知か、憎しみや
嘲笑の目を向けていた。それにもかかわらず、2年たらず
のうちに福音は、捕らわれ人の貧しい家から宮殿へとその
道が開かれた。パウロは悪者として鎖につながれているが
「神の言はつながれてはいない」（Ⅱテモテ2：9）。
以前には、使徒パウロは人をひきつける力でキリスト

を信じる信仰を公衆に宣伝した。そしてしるしや奇跡から
も、その聖なる性質について誤解の余地のないことを証言
していた。彼は堂々と堅実にギリシャの賢人たちの前に立
ち、また彼の知識と雄弁によって、誇り高い哲学の論法を
沈黙させた。彼は不撓不屈の勇気をもって王や役人たちの
前に立ち、正義、節制、未来の審判について論じ、ついに
傲慢な支配者たちは、神の日の恐怖をすでに見ているかの
ようにおそれおののいたのであった。
今、使徒パウロは自分の住居に監禁されている身で、そ

のような機会を与えられていなかった。そして、彼を尋ね

347



348 患難から栄光へ

てくる人々にだけしか真理を宣べ伝えることができなかっ
た。彼はモーセやアロンのように、不品行な王の前に行
き、「わたしは有る」という偉大なお方のみ名によって王
の残虐や圧制を譴責するようには、神のご命令を受けてい[1532]
なかった。しかし、その第一の唱道者が公の働きから断ち
切られたように見えたまさにこの時、福音のために1つの大
勝利が与えられた。まさしくその宮廷から、幾人もの人々
が教会に加えられたからである。
ローマの宮廷の中ほど、キリスト教と合わない雰囲気を

持っているところはほかになかった。ネロは自分の魂から
霊的な面ばかりか、人間的な面の最後のわずかなものさえ
も抹殺して、サタンのような感じを身につけたようであっ
た。彼の従者や廷臣たちも、一般に皇帝と同様、凶暴で、
卑劣な、堕落した品性を持っていた。どう見ても、キリス
ト教がネロの宮廷でしっかりした立場を得ることは不可能
なことのようであった。
しかしこの場合でも、他の多くの場合と同じように、自

分の戦いの武器は「神のためには要塞をも破壊するほどの
力あるものである」というパウロの主張の真実さを証明し
た（Ⅱコリント10：4）。ネロの宮廷の中でさえ、十字架の
勝利があった。不道徳な王の堕落した臣下から、神のむす
ことなる改宗者が出た。これらの人々は、こっそりとでは
なく公然とクリスチャンであった。彼らは自分たちの信仰
を恥としなかった。
中に入ることさえ困難なように見えた場所へ、どんな方

法でキリスト教が入り、確かな地歩を占めるようになった
のであろうか。パウロはピリピ人への手紙の中で、ネロの
宮廷から信仰へと改宗者を導くことができたのは、パウロ
自身が捕らわれていたためであると述べた。彼の苦難が福
音の進展を妨げていたと思われてはならないと思って、パ
ウロは彼らにこう断言した、「兄弟たちよ。わたしの身に
起った事が、むしろ福音の前進に役立つようになったこと
を、あなたがたに知ってもらいたい」（ピリピ1：12）。
キリスト教会は、はじめパウロがローマを訪問すると

知った時、その町に福音の著しい勝利を期待していた。
パウロは多くの地に真理を携えて行き、大都市で真理を宣
べ伝えていた。この信仰の闘士は世界の大都市ローマにお
いても、立派に魂をキリストに導くのではないだろうか。
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しかし、パウロが捕らわれ人としてローマに行ったという
知らせによって彼らの希望はくじかれた。彼らはかつてこ
の大中心地に確立された福音がすべての国々に速やかに伝
えられて、この地上における支配的な力となることを確信
して、待ち望んでいた。それだけに彼らの失望は大きかっ
た。人間の期待ははずれた。しかし神の目的ははずれな
かった。
宮廷は、パウロの説教によってではなく、彼の受けた

束縛によって、キリスト教へと注目するようになった。
彼は捕らわれの身でありながら、罪の奴隷となっていた
多くの魂から束縛を断ち切ったのである。こればかりで
はなかった。「兄弟たちのうち多くの者は、わたしの入獄
によって主にある確信を得、恐れることなく、ますます勇
敢に、神の言を語るようになった」と彼は言明した（ピリ
ピ1：14）。
長い間の不正な留置の間中、パウロが示した忍耐と快活

と勇気と信仰は、不断の説教となった。パウロの精神は、
この世の精神と全く違っていて、地上の力よりももっと偉
大な力が彼の中にとどまっていることをあかしした。そし
て彼の模範によって、クリスチャンたちは、みわざ——そ
の公の活動からはパウロはすでに身をひいていたけれど
も——の唱道者として、より大きな働きへとかりたてられ
た。このように使徒のなわめの影響力は大きかった。彼の
力と有用さとが断ち切られたように見え、どうみても何も
できそうもない時に、パウロは全く自分がしめ出されたよ
うにみえた地からキリストのために、麦束を集めるように
魂を集めたのである。

2年間の捕らわれの身が終わる前にパウロは、「わたし
が獄に捕われているのはキリストのためであることが、兵
営全体にもそのほかのすべての人々にも明らかにな」った
と言うことができた（ピリピ1：13）。そして、ピリピ人へ
あいさつを送った人々の中に、特に「カイザルの家の者た
ち」がいることをパウロは述べている（ピリピ4：22）。
忍耐は勇気と同様、勝利するものである。試練の時に

忍耐強いことは、事業をなす時の大胆さと同じほど、魂を
キリストに導くことができる。死別や苦しみの時に忍耐と [1533]
快活さをあらわし、平安で穏やかなゆるがない信仰をもっ
て、死そのものにさえも向かうクリスチャンは、忠実に働
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いて長い一生になし遂げることができる以上のことを、福
音のためにすることができる。神のしもべが活動的な働き
から後退させられる時、先を見通すことができないわれわ
れは、その不可解な摂理を歎くが、そうでなければ決して
なされないような働きをなし遂げるために、神は摂理を計
画されるのである。
キリストに従う者は、もはや神や真理のために、公然

と積極的に働くことができなくなっても、もう奉仕するこ
とも報いをいただくこともできないなどと考えてはならな
い。キリストの真の証人は、決してその務めを解かれるこ
とはない。彼らが健康な時でも病の時でも、生きていよう
が死んでいようが、神はなお彼らをお用いになる。サタン
の悪意によってキリストのしもべたちが迫害され、彼らの
積極的な働きが妨げられたとき、また、彼らが投獄された
り、死刑や火刑に処せられた時、それは真理がより大きな
勝利を得るためであった。こうした忠実な者たちが血のあ
かしを立てる時、これまで疑いを持ち、半信半疑であった
者たちが、キリストの信仰を悟ってキリストのために勇敢
に証人台に立った。殉教者たちの灰の中から、神のための
豊かな収穫が生じていた。
パウロや共労者たちの熱意と忠誠は、険悪な状況のも

とでキリスト教へと改宗した人々の信仰と服従と同様、キ
リストに仕える者の怠惰と信仰の不足を譴責している。使
徒と彼の共労者たちは、きびしい誘惑に打ちのめされ、多
くの障害に取り巻かれ、激しい反対にさらされているネロ
の臣下たちを、キリストを信じる信仰へ悔い改めさせるこ
とはむだだと論じ合うこともできたかもしれない。たとえ
彼らが真理を受け入れたとしても、彼らはどうして信仰に
従っていけるであろうか。しかしパウロは、このようなこ
とを理由にしなかった。彼は信仰をもってこれらの魂に福
音を紹介した。そして聞いた者たちの中に、なんとしても
従おうと決意した者たちがいたのである。障害や危険があ
るにもかかわらず、彼らは光を受け入れて、その光を他の
人々にも輝かすように、神により頼んだのである。
カイザルの宮廷で改宗者が真理に導かれたばかりでな

く、それらの人たちは改宗後も宮廷にとどまった。彼らは
その環境に適しなくなったからという理由で、責任の地位
を勝手に捨ててもよいとは思わなかった。彼らは宮廷で真
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理に導かれたので、宮廷にとどまり、自分たちの生活と品
性が変えられたことを示し、人を一変させる新しい信仰の
力をあかしした。
自分たちの環境はキリストのためにあかしするにふさわ

しくないと、言いわけしたくなる人がいるならば、カイザ
ルの宮廷で、皇帝の堕落や王室の不品行を見ている弟子た
ちの立場を考えてみるがよい。宗教的な生活にとってこれ
ほど好ましくない環境を、また、これらの人々の置かれて
いる立場ほど大きな犠牲と反対を伴う環境を、ほかに想像
することはできないであろう。さまざまな困難と危険のた
だ中にあってもなお、彼らは忠誠を保ちつづけていた。う
ち勝ちがたいようにみえる障害のためにクリスチャンは、
キリストのうちにある真理に従うことのできない自分に言
いわけをしようとするかもしれない。しかし、取り調べに
耐える弁解をすることはできない。もし、これができると
すれば、彼は、神がその子らに、応じることのできないよ
うな救いの条件をお作りになったのだから、神は不公平だ
と証言するであろう。
神に仕えようと心に決めている人は、神のためにあかし

する機会を見つけるであろう。まず神の国と神の義を求め
ようとしている者には、困難などはなんら妨げる力のない
ものである。彼は祈りとみことばの研究から与えられる力
によって徳を求め、悪を捨てる。罪びとたちの反対に耐え
たお方、信仰の導き手であり、またその完成者であるイエ
スを仰ぎ見つつ、信者は侮辱と嘲笑に勇敢に立ち向かうの
である。それぞれの事情に応じて十分な助けと恵みが、真
実なことばをお語りになる方によって約束されている。彼
は助けを求めてくる魂を、その変わることのないみ腕で抱
擁される。この方に任せていれば、われわれは「わたしが
恐れるときは、あなたに寄り頼みます」と言って、安心し [1534]
て休むことができる（詩篇56：3）。彼に信頼するすべての
者に、神はみ約束を成就して下さるのである。
救い主はご自身の模範によって、弟子たちが世にありな

がら世のものにならないでいられることを、お示しになっ
た。主は世の欺瞞的な快楽を味わったり、世の風習に支配
されたり、世の習慣に従ったりするために来られたのでは
なく、父のみこころを行うために、また失われた者を探し
て救うためにおいでになった。この目的を目の前におくと
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き、クリスチャンはどんな環境にも汚されないでいること
ができる。身分が高かろうと低かろうと、環境がどうであ
ろうと、彼は義務を忠実に果たすことによって、真の宗教
の力をあらわすのである。
試みから逃れるのではなく、試みのただ中にいてクリ

スチャンの品性は磨かれる。拒絶や反対にさらされると、
キリストの弟子はますます用心するようになり、一層熱心
に偉大な助け主に祈るようになる。神の恵みによりきびし
い試みに耐えると、忍耐強く、用心深く、不屈になり、ま
た、神を信じる信仰が深まり、長続きするようになる。ク
リスチャン信仰の勝利とは、キリストに従う者が、苦しみ
を受けるが強められ、服従するが勝利し、たえず死に渡さ
れるが生かされ、十字架を負うが、栄光の冠を受ける、ま
さに、このことである。
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本章はコロサイ人への手上、及びピリピ人への手紙に基づ
く

使徒パウロは、彼のクリスチャン経験の初期に、イエ
スに従う者たちについての神のみこころを学ぶ機会が特別
に与えられた。彼は、「第三の天にまで引き上げられ」、
「パラダイスに引き上げられ、そして口に言い表わせな
い、人間が語ってはならない言葉を聞いた」。彼は「主
のまぼろしと啓示」が豊かに与えられたことを知った。
福音の真理の原則に対する彼の理解力は「あの大使徒た
ち」と同じであった（Ⅱコリント12：2、4、1、11）。パウ
ロは「人知をはるかに越えたキリストの愛」の「広さ、
長さ、高さ、深さを」明瞭に、十分理解していた（エペ
ソ3：19、18）。
パウロは幻の中で見たものを、すべて語ることはでき

なかった。聞いている者たちの中には、彼の言葉を誤用
するかもしれない人々がいたからである。しかし彼に示さ
れたことは、彼を指導者、賢明な教師として働くことがで
きるようにさせ、また、彼がのちに教会に送ったメッセー
ジの形を作ってくれた。幻の中で受けた印象は常に彼を離
れず、それによって彼はクリスチャン品性の止しい模範を
示すことができた。パウロが口頭により、また書簡によっ
て伝えた使命は、それ以来、神の教会を助け、力づけてき
た。この使命は今日の信者に、教会をおびやかす危険と、
彼らが見分けなければならない誤った教理のことを、明瞭
に語っている。
パウロは勧告や訓戒の手紙を人々に書き送ったが、パ

ウロの願いは、彼らが「もはや子供ではないので. . . . . .様々
な教の風に吹きまわされたり、もてあそばれたりすること
がなく」、「神の子を信じる信仰の一致と彼を知る知識の
一致とに到達し、全き人となり、ついに、キリストの満ち
みちた徳の高さにまで至る」ようにということであった。

353
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パウロは、異教徒の社会に住むキリストの信徒たちに勧め
ている、「異邦人がむなしい心で歩いているように歩いて
はならない。彼らの知力は暗くなり. . . . . .心の硬化とによ
り、神のいのちから遠く離れ」ている。「賢くない者のよ
うにではなく、賢い者のように歩き、今の時を生かして用
いなさい」（エペソ4：14、13、17、18、5：15、16）。彼
は、「教会を愛してそのためにご自身をささげられた」キ
リストが「しみも、しわも、そのたぐいのものがいっさい
なく、清くて傷のない栄光の姿の教会を、ご自分に迎え」
て下さる時を待ち望むようにと、信者たちを励ました（エ
ペソ5：25、27）。
人の力でなく神の力によって書かれたこれらのメッセー[1535]

ジは、すべての者が学ばなければならない教訓を与えるも
のであり、たびたび繰り返されて益となるものである。こ
れらのメッセージの中に、実際的な信仰が概説され、どの
教会でも従わなければならない原則が示され、また永遠の
いのちへ至る道が明らかにされている。
「コロサイにいる、キリストにある聖徒たち、忠実な

兄弟たちへ」あてたパウロの手紙は、彼が捕らわれの身
でローマにいたときに書かれたが、その手紙の中で彼は、
コロサイにいる兄弟たちが、信仰を堅実に持ちつづけてい
ることに対する彼の喜びについて述べている。この知らせ
をもたらしてくれたのはエパフラスで、彼は「あなたがた
が御霊によっていだいている愛を、わたしたちに知らせて
くれた」と使従は書いた。更に彼は、「そういうわけで、
これらの事を耳にして以来、わたしたちも絶えずあなたが
たのために祈り求めているのは、あなたがたがあらゆる霊
的な知恵と理解力とをもって、神の御旨を深く知り、主の
みこころにかなった生活をして真に主を喜ばせ、あらゆる
良いわざを行って実を結び、神を知る知識をいよいよ増し
加えるに至ることである。更にまた祈るのは、あなたがた
が、神の栄光の勢いにしたがって賜わるすべての力によっ
て強くされ、何事も喜んで耐えかつ忍」ぶことであると述
べた。
こうしてパウロは、コロサイの信者たちに彼の願いを書

きあらわした。キリストに従う者の前に示されたこれらの
言葉は、実に高い理想をもっている。それらはクリスチャ
ン生活のすばらしい可能性を示し、神の子らが受ける祝福
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には限りがないことを明らかにしている。神を知る知識を
いよいよ増し加えることにより、彼らは力から力に進み、
クリスチャン経験の高みから高みへ進み、ついに「神の栄
光の勢い」によって、「光のうちにある聖徒たちの特権に
あずかるに足る者とならせて」いただくのである。
使徒は、神はキリストによって万物を創造され、人々の

あがないを計画されたのであるとして、キリストを兄弟た
ちの前であがめた。宇宙にある諸世界を支え、また、森羅
万象をことごとく規則的に配列し、たゆまず活動させてお
られる手は、彼らのために十字架にはりつけにされた手で
あると彼は言明した。「万物は、天にあるものも地にある
ものも、見えるものも見えないものも、位も主権も、支配
も権威も、みな御子にあって造られたからである。これら
いっさいのものは、御子によって造られ、御子のために造
られたのである」とパウロは書いた。「あなたがたも、か
つては悪い行いをして神から離れ、心の中で神に敵対して
いた。しかし今では、御子はその肉のからだにより、その
死をとおして、あなたがたを神と和解させ、あなたがたを
聖なる、傷のない、責められるところのない者として、み
まえに立たせて下さったのである」。
神のみ子は、堕落した者たちを救い上げるために身を

かがめられた。このために、罪のない天の世界をあとに
し、み子を愛する99人をあとに残して、彼は、「われわれ
のとがのために傷つけられ、われわれの不義のために砕
かれ」るためにこの地上に来られた（イザヤ53：5）。み
子はすべての点で兄弟たちと同じようにされた。彼はわ
れわれと同じように肉体をとられた。飢え、渇き、疲れ
ることがどんなことであるかをご存じであった。食物に
よって養われ、睡眠によって元気を回復された。み子はこ
の地上では旅人であり、寄留者であった。この世にあった
が、この世のものではなかった。み子は、現代の人々が誘
惑され、試みられるのと同じように、誘惑や試みに会われ
たが、なお罪を犯さない生涯を送られた。優しく、憐れみ
深く、同情深く常に他の人々を思いやられて、神のご品性
をあらわされた。「言は肉体となり、わたしたちのうちに
宿った。. . . . . .（それは）. . . . . .めぐみとまこととに満ちて
いた」（ヨハネ1：14）。
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異教の習慣に取り巻かれ、その影響下にあってコロサ
イの信者たちは、福音の単純さから引き離される危険にさ
らされていた。そしてパウロはこれについて警告を与え、
彼らにキリストこそ唯一の安全な導き手であると言った。
「わたしが、あなたがたとラオデキヤにいる人たちのた
め、また、直接にはまだ会ったことのない人々のために、
どんなに苦闘しているか、わかってもらいたい。それは彼
らが、心を励まされ、愛 によって結び合わされ、豊かな[1536]
理解力を十分に与えられ、神の奥義なるキリストを知るに
至るためである。キリストのうちには、知恵と知識との宝
が、いっさい隠されている」。
「わたしがこう言うのは、あなたがたが、だれにも巧

みな言葉で迷わされることのないためである。. . . . . .この
ように、あなたがたは主キリスト・イエスを受けいれたの
だから、彼にあって歩きなさい。また、彼に根ざし、彼に
あって建てられ、そして教えられたように、信仰が確立さ
れて、あふれるばかり感謝しなさい。あなたがたは、むな
しいだましごとの哲学で、人のとりこにされないように、
気をつけなさい。それはキリストに従わず、世のもろもろ
の霊力に従う人間の言伝えに基くものにすぎない。キリス
トにこそ、満ちみちているいっさいの神の徳が、かたちを
とって宿っており、そしてあなたがたは、キリストにあっ
て、それに満たされているのである。彼はすべての支配と
権威とのかしらで」ある。
キリストは人を惑わす者たちが現れることを預言して

おられた。彼らの感化を受けて「不法がはびこ」り、「多
くの人の愛が冷える」のである（マタイ24：12）。主は教
会が敵の迫害からよりも、もっと、この悪からの危険に
さらされるであろうと弟子たちに警告しておられた。パウ
ロは繰り返し、こうした誤った教師たちに注意するよう信
者たちに警告した。何よりもまず、この危険から彼らは身
を守らなければならない。誤った教師たちを受け入れるこ
とにより、彼らは誤った道を進み、その過ちにより敵は霊
的な知覚を鈍らせ、福音の信仰を新しく受け入れたばかり
の人々の確信をぐらつかせるのである。キリストが標準で
あられ、彼らはそれによって、紹介される教理をテストし
なければならなかった。キリストの教えと一致しないもの
は、すべて拒まなければならなかった。キリストは罪のた
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めに十字架におかかりになり、死からよみがえられて、昇
天された。これこそ彼らが学び、そして教えなければなら
ない救いの科学であった。
キリスト教会を取り巻くさまざまな危険について神が

警告されたことばは、今日われわれも聞かなければならな
い。弟子たちの時代に、人々は伝統や哲学によって聖書を
信じる信仰を破壊させようとしたが、今日は、高等批評、
進化論、心霊術、神知学、汎神論など心を楽します意見に
よって、義の敵は魂を禁じられた道へ導こうとしている。
多くの人たちにとって、聖書は油のないランプのような
ものである。なぜなら、彼らの心は誤解と混乱しか招かな
いような、推論的信念に向けられているからである。分析
し、推測し、組み立て直す「高等批評」の作業が、神の啓
示としての聖書についての信仰を破壊している。高等批評
は、神のみことばから、人の生活を支配し、高め、霊感を
与える力を奪っている。心霊術によって多くの人々は、欲
望が最高の律法であり、放縦が自由であり、人は自分にだ
け責任があるのだと信じるよう教え込まれている。
キリストに従う者は、使徒がコロサイの信者たちに警告

した「巧みな言葉」に出会うであろう。また、心霊主義的
な聖書解釈に出会うであろう。しかし、それらを受け入れ
てはならない。キリストに従う者の声は、聖書の永遠の真
理を明確に語らなければならない。目をキリストに向け、
キリストの教えに一致しない考えをことごとく捨てて、定
められている道を着実に進んで行かなければならない。神
の真理が彼の黙想、瞑想の主題でなければならない。聖書
を、直接彼に語りかける神の声と思わなければならない。
こうして彼は、聖なる知恵を見出すのである。
キリストの中にあらわされているような神についての

知識は、救われる者たちがみな持っていなければならない
知識である。これこそ、品性を変える作用をする知識であ
る。生活の中に受け入れられると、それはキリストのみか
たちに魂を造りかえるのである。これこそ、神が子らに受
けさせようと招いておられる知識であって、これ以外はす
べてむなしく、価値のないものである。
どの時代でも、どこででも、品性を築くための真の基

礎は同じであって、それは神のみことばに包含されている
原則である。唯一の安全で確かな規則は、神が言われるこ
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とを行うことである。「主のさとしは正しくて」、「これ[1537]
らの事を行う者はとこしえに動かされることはない」（詩
篇19：8、15：5）。使徒たちは、当時のいろいろの誤った
学説に神のみことばで立ち向かい、「すでにすえられてい
る土台以外のものをすえることは、だれにもできない」と
言った（コリント3：11）。
コロサイの信者たちは、改宗してバプテスマを受けた

時、これまで彼らの生活の一部となっていたさまざまな信
仰や慣習を捨てて、キリストに心から忠誠をつくすことを
誓った。パウロは手紙の中でこの事を彼らに思い出させ、
その誓いを守るために、彼らを支配しようとしている悪
に立ち向かうよう、絶えず努力をしなければならないこと
を忘れないようにと勧めた。「このように、あなたがたは
キリストと共によみがえらされたのだから、上にあるもの
を求めなさい。そこではキリストが神の右に座しておられ
るのである。あなたがたは上にあるものを思うべきであっ
て、地上のものに心を引かれてはならない。あなたがたは
すでに死んだものであって、あなたがたのいのちは、キリ
ストと共に神のうちに隠されているのである」。
「だれでもキリストにあるならば、その人は新しく造ら

れた者である。古いものは過ぎ去った、見よ、すべてが新
しくなったのである」（Ⅱコリント5：17）。人はキリスト
の力によって、罪深い習慣の鎖を断ち切る。彼らは利己心
を捨てる。不敬な者は敬虔になり、飲酒家は謹厳になり、
放蕩者は純潔になる。サタンに似ていた人々が神のかたち
に変わってくる。この変化はそれ自体が奇跡中の奇跡であ
る。みことばによって起こる変化、それはみことばの最も
深い奥義の1つである。われわれはそれを理解することがで
きない。ただ、聖書に述べられているとおり、それが「あ
なたがたのうちにいますキリストであり、栄光の望みであ
る」と信じることができるだけである。
神のみ霊が思いと心を支配すると、改心した人は新しい

歌をうたいだす。それは神のみ約束が彼の経験の中で成就
されたからであり、彼の不義は許され、罪がおおわれたか
らである。彼は、神の律法を犯したことを神に対して悔い
改め、人を義とするために死なれたキリストを信じたので
ある。彼は「信仰によって義とされたのだから、わたした
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ちの主イエス・キリストにより、神に対して平和を得」た
のである（ローマ5：1）。
しかし、この経験が自分の経験であるからといって、

クリスチャンは自分のためになし遂げられたことに満足
して、手をこまねいていてはならない。霊の王国に入るこ
とを決意した人は、生まれ変わっていない力と熱情が、や
みの王国の勢力に後押しされて、こぞって彼に反対するこ
とを知るであろう。彼は毎日、献身を新たにして、悪と戦
わねばならない。古い習慣、罪を犯そうとする生来の傾向
が、支配力をふるおうとするであろうから、これらに対し
ていつも油断なく見張り、勝利を得るためにキリストの力
によって戦わねばならない。
パウロはコロサイの人々にこう書いた、「だから、地上

の肢体. . . . . .を殺してしまいなさい。. . . . . .あなたがたも、
以前これらのうちに日を過ごしていた時には、これらの
ことをして歩いていた。しかし今は、これらいっさいのこ
とを捨て、怒り、憤り、悪意、そしり、口から出る恥ずべ
き言葉を、捨ててしまいなさい。. . . . . .だから、あなたが
たは、神に選ばれた者、聖なる、愛されている者であるか
ら、あわれみの心、慈愛、謙そん、柔和、寛容を身に着け
なさい。互に忍びあい、もし互に責むべきことがあれば、
ゆるし合いなさい。主もあなたがたをゆるして下さったの
だから、そのように、あなたがたもゆるし合いなさい。こ
れらいっさいのものの上に、愛を加えなさい。愛は、すべ
てを完全に結ぶ帯である。キリストの平和が、あなたがた
の心を支配するようにしなさい。あなたがたが召されて一
体となったのは、このためでもある。いつも感謝していな
さい」。
コロサイ人への手紙は、キリストの奉仕に携わる者たち

にとって最も価値のある教訓に満ちている。その教訓は、
救い主を正しくあらわす者の生活に見られる、目的の単純
さと目標の高尚さを示している。信者は自分の向上に妨げ
となるものや、その狭い道から他の人の足をそらすものを
すべて断ち切り、日常の生活において慈悲、親切、謙遜、 [1538]
柔和、寛容、キリストの愛をあらわすのである。
もっと高く、もっと純潔で、もっと崇高な生活の力が、

われわれに大いに必要である。われわれは世俗のことに心
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を用いすぎ、天の国について考えることがあまりにも少な
い。
クリスチャンは、神が彼のために定められた理想に到

達しようとする努力において、どんなことにも絶望しては
ならない。キリストの恵みと力によって、道徳的、霊的完
全さがすべての者に約束されている。イエスは力のみなも
と、いのちの泉である。イエスはわれわれをみことばに導
き、いのちの木から、罪に悩む魂をいやす葉をわれわれに
提供される。また、われわれを神のみ座に導き、われわれ
の口に祈りを入れられる。それによってわれわれは、神ご
自身と親しく接触するのである。イエスはわれわれのため
に、強力な天の軍勢を動員される。1歩1歩、われわれは主
の生きた力に触れるのである。
神は「あらゆる霊的な知恵と理解力とをもって、神の御

旨を深く知り」たいと思っている者たちの前進を制限なさ
ることはない。祈り、警戒し、知恵と理解力を発達させる
ことによって、彼らは、「神の栄光の勢いにしたがって賜
わるすべての力によって強くされ」るのである。こうして
彼らは、他の人々のために働く準備をする。きよめられ、
聖別された人々を、主の助け手となさることが救い主の
目的である。この大いなる特権にあずかり、「光のうちに
ある聖徒たちの特権にあずかるに足る者とならせて下さっ
た」神に感謝したいものである。「神は、わたしたちをや
みの力から救い出して、その愛する御子の支配下に移して
下さった」。
ピリピ人へのパウロの手紙は、コロサイ人への手紙の

ように、彼がローマで捕らわれの身であったときに書かれ
た。ピリピの教会はエパフロデトをつかわし、パウロに贈
り物を届けていたが、パウロはエパフロデトを「わたしの
同労者で戦友である兄弟、また、あなたがたの使者として
わたしの窮乏を補ってくれた」人と呼んでいる。エパフロ
デトは、ローマにいる間に「ひん死の病気にかかったが、
神は彼をあわれんで下さった。彼ばかりではなく、わたし
をもあわれんで下さったので、わたしは悲しみに悲しみを
重ねないですんだのである」とパウロは書いた。エパフロ
デトが病気だと聞いて、ピリピの信者たちは彼の身を案じ
たので、彼は信者たちのもとへ帰る決心をした。「彼は、
あなたがた一同にしきりに会いたがっているから」、また
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「その上、自分の病気のことがあなたがたに聞えたので、
彼は心苦しく思っている。. . . . . .そこで、大急ぎで彼を送
り返す。これで、あなたがたは彼と再び会って喜び、わ
たしもまた、心配を和らげることができよう。こういうわ
けだから、大いに喜んで、主にあって彼を迎えてほしい。
また、こうした人々は尊重せねばならない。彼は、わたし
に対してあなたがたが奉仕のできなかった分を補おうとし
て、キリストのわざのために命をかけ、死ぬばかりになっ
たのである」とパウロは書いた。
エパフロデトに託してパウロは、ピリピの信者たちに手

紙を送ったが、その中で彼らからの贈り物のお礼を述べて
いる。すべての教会の中で、ピリピの教会が一番惜しみな
くパウロの必要を満たしてくれていた。「ピリピの人たち
よ。あなたがたも知っているとおり、わたしが福音を宣伝
し始めたころ、マケドニヤから出かけて行った時、物のや
りとりをしてわたしの働きに参加した教会は、あなたがた
のほかには全く無かった。またテサロニケでも、一再なら
ず、物を送ってわたしの欠乏を補ってくれた。わたしは、
贈り物を求めているのではない。わたしの求めているの
は、あなたがたの勘定をふやしていく果実なのである。わ
たしは、すべての物を受けてあり余るほどである。エパフ
ロデトから、あなたがたの贈り物をいただいて、飽き足り
ている。それは、かんばしいかおりであり、神の喜んで受
けて下さる供え物である」とパウロは手紙の中で述べた。
「わたしたちの父なる神と主イエス・キリストから、恵

みと平安とが、あなたがたにあるように。わたしはあなた
がたを思うたびごとに、わたしの神に感謝し、あなたがた
一同のために祈るとき、いつも喜びをもって祈り、あなた [1539]
がたが最初の日から今日に至るまで、福音にあずかってい
ることを感謝している。そして、あなたがたのうちに良い
わざを始められたかたが、キリスト・イエスの日までにそ
れを完成して下さるにちがいないと、確信している。わた
しが、あなたがた一同のために、そう考えるのは当然であ
る。それは、わたしが獄に捕われている時にも、福音を弁
明し立証する時にも、あなたがたをみな、共に恵みにあず
かる者として、わたしの心に深く留めているからである。
わたしが. . . . . .どんなに深くあなたがた一同を思っているこ
とか、それを証明して下さるかたは神である。わたしはこ
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う祈る。あなたがたの愛が、深い知識において、するどい
感覚において、いよいよ増し加わり、それによって、あな
たがたが、何が重要であるかを判別することができ、キリ
ストの日に備えて、純真で責められるところのないものと
なり、イエス・キリストによる義の実に満たされて、神の
栄光とほまれとをあらわすに至るように」。
神の恵みは、捕らわれの身であったパウロを支えて、

試練の中で喜んでいることができるようにした。パウロは
この監禁が福音をひろめる結果になったと、信仰と確信に
満ちてピリピの兄弟に書いている。「さて、兄弟たちよ。
わたしの身に起った事が、むしろ福音の前進に役立つよう
になったことを、あなたがたに知ってもらいたい。すなわ
ち、わたしが獄に捕われているのはキリストのためである
ことが、兵営全体にもそのほかのすべての人々にも明らか
になり、そして兄弟たちのうちの多くの者は、わたしの入
獄によって主にある確信を得、恐れることなく、ますます
勇敢に、神の言を語るようになった」とパウロは述べた。
パウロのこの経験の中に、われわれのための教訓があ

る。それは神の働かれる方法を示しているからである。主
は、われわれには失敗であり敗北だと思われることから、
勝利をもたらすことがおできになる。われわれは、神を
忘れ、見えないものを信仰の眼で見上げることをせず、目
に見えるものを見つめるという危険がある。不幸や災難に
見舞われると、すぐさま神は無視しておられるとか残酷だ
と言って神をとがめる。神が、ある方面でのわれわれの有
用さを断ち切ることが好ましいとお考えになることがある
が、われわれは、こうして神がわれわれの益となるよう働
いておられることを考えてみもせずに嘆く。われわれは、
こらしめが神の偉大なご計画の一部であり、苦悩のむちを
受けてクリスチャンは、時には活発な奉仕に携わっている
時よりももっと、主のために多くの事をすることができる
ということを学ぶ必要がある。
クリスチャン生活の模範として、パウロはピリピ人にキ

リストを指し示した。「キリストは、神のかたちであられ
たが、神と等しくあることを固守すべき事とは思わず、か
えって、おのれをむなしうして僕のかたちをとり、人間の
姿になられた。その有様は人と異ならず、おのれを低くし
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て、死に至るまで、しかも十字架の死に至るまで従順であ
られた」。
パウロは続けた、「わたしの愛する者たちよ。そういう

わけだから、あなたがたがいつも従順であったように、わ
たしが一緒にいる時だけでなく、いない今は、いっそう従
順でいて、恐れおののいて自分の救の達成に努めなさい。
あなたがたのうちに働きかけて、その願いを起させ、か
つ実現に至らせるのは神であって、それは神のよしとされ
るところだからである。すべてのことを、つぶやかず疑わ
ないでしなさい。それは、あなたがたが責められるところ
のない純真な者となり、曲った邪悪な時代のただ中にあっ
て、傷のない神の子となるためである。あなたがたは、い
のちの言葉を堅く持って、彼らの間で星のようにこの世に
輝いている。このようにして、キリストの日に、わたしは
自分の走ったことがむだでなく、労したこともむだではな
かったと誇ることができる」。
これらの言葉は、努力しているすべての魂に役立つよ

うにと記された。パウロは理想の標準をかかげて、それに
到達する方法を教えている。「自分の救の達成に努めなさ
い。あなたがたのうちに働きかけ. . . . . .るのは神で」あると
彼は言っている。
救いを得る仕事は協同組合のようなもの、すなわち、

共同作業である。神と悔い改めた罪人との間に協力がなけ
ればならない。これは品性における正しい原則を形成する [1540]
のに不可欠である。人は完全を目指すにあたって、妨げと
なることを克服するよう、ひたすら努力しなければならな
い。しかし、これを成功させるために全く神により頼むの
である。人間の努力だけでは不十分である。神の力に助け
られなければ全く効果がない。神が働かれ、また、人も働
くのである。誘惑に抵抗するのは人の仕事であり、そのた
めの力を神からいただくのである。一方には無限の知恵と
憐れみと力があるが、他方には、弱さ、罪深さ、全くの無
力さがある。
神はわれわれが自己にうち勝つことをお望みになって

いる。しかし、神は、われわれの同意と協力がなければ、
われわれを助けて下さることができない。聖霊は人に与え
られた力と能力を用いて働かれる。われわれは自分では、
意志と願望と性向とを神のみ旨に一致させることができ
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ない。しかし、もしわれわれが喜んでそうするものになり
たいと望むなら、救い主はわれわれのためにこれをなし遂
げ、「神の知恵に逆らって立てられたあらゆる障害物を打
ちこわし、すべての思いをとりこにしてキリストに服従さ
せ」て下さる（Ⅱコリント10：5）。
健全で均斉のとれた品性を築きたいと思う者、よく釣り

合いのとれたクリスチャンになりたいと思う者は、すべて
をささげて、キリストのために全力をつくさなければなら
ない。なぜなら、あがない主は、分割された奉仕はお受け
入れにならないからである。日毎に服従の意味を学ばなけ
ればならない。神のみことばを研究し、その意味を学び、
その教えに従わなければならない。こうして、クリスチャ
ンとしての卓越した標準に到達できるのである。神は毎日
共に働いて下さり、最後の試みの時に耐えられるような品
性を完成させて下さる。こうして信者は、福音が堕落した
人間にできることを示し、人々や天使たちの前で、崇高な
試みを日毎になし遂げていくのである。
「わたしはすでに捕らえたとは思っていない。ただこの

一事を努めている。すなわち、後のものを忘れ、前のもの
に向かってからだを伸ばしつつ、目標を目ざして走り、キ
リスト・イエスにおいて上に召して下さる神の賞与を得よ
うと努めているのである」とパウロは書いた。
パウロは多くの事をした。キリストに忠誠をささげて

以来、彼の生涯はたゆみない奉仕に満たされていた。町か
ら町へ、国から国へと旅を続け、十字架の物語を語り、福
音へと改宗者を導き、教会を設立した。これらの諸教会の
ことを彼は絶えず心にかけ、指導の手紙を数多く書き送っ
た。時々パウロは自分の手仕事に従事して生活費をかせい
だ。しかし、どんなに仕事に忙殺されても、パウロは、上
に召して下さる神の賞与を得ようと努めるという、1つの大
きな目的を見失わなかった。ダマスコの入口でご自身をあ
らわして下さったかたに忠誠をつくすという、1つの志を固
く守り通した。どんな力も彼をこの目的からそらすことは
できなかった。カルバリーの十字架をあがめること、これ
こそパウロの言葉と行動を起こさせる動因、彼を全く夢中
にさせる動機であった。
辛苦と困難に直面しながらパウロを前進させたその偉大

な目標こそ、すべてのクリスチャンの働き人を導き、神の
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奉仕に自分のすべてをささげさせるものである。働き人の
注意を救い主からそらすために、世的な誘惑がふりかかる
であろう。しかしクリスチャンの働き人は、ひたすら目標
に向かって進み、神のみ顔を見る望みは、その望みを達成
するために必要な努力と犠牲のすべてに値するものである
ことを、この世に、天使たちに、また人々に示さなければ
ならない。
パウロは捕らわれの身であったが、失望しなかった。

それどころか、彼がローマから諸教会に書き送った書簡
には、勝利の調べが鳴り響いている。「主にあっていつ
も喜びなさい」と彼はピリピ人に書いた。「繰り返して言
うが、喜びなさい。. . . . . .何事も思い煩ってはならない。
ただ、事ごとに、感謝をもって祈と願いとをささげ、あ
なたがたの求めるところを神に申し上げるがよい。そうす
れば、人知ではとうてい測り知ることのできない神の平安
が、あなたがたの心と思いとを、キリスト・イエスにあっ
て守るであろう。最後に、兄弟たちよ。すべて真実なこ
と、すべて尊ぶべきこと、すべて正しいこと、すべて純真
なこと、すべて愛すべきこと、すべてほまれあること、ま [1541]
た徳といわれるもの、称賛に値するものがあれば、それら
のものを心にとめなさい」。
「わたしの神は、ご自身の栄光の富の中から、あなたが

たのいっさいの必要を、キリスト・イエスにあって満たし
て下さるであろう。. . . . . .主イエス・キリストの恵みが、あ
なたがたの霊と共にあるように」。
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ローマにおけるパウロの働きは祝福されて、多くの魂を
改心に導き、信者たちを力づけ、励ましたが、その反面、
暗雲が次第につのり、パウロの安全ばかりでなく、教会の
繁栄をもおびやかすようになった。ローマに着いたときか
ら、パウロは近衛兵の隊長の監督下におかれていた。公正
で、高潔な人で、この人の寛容さのおかげでパウロは比較
的自由に、福音の働きを続けさせてもらったのである。し
かし、2年間の囚われの期間が終わる前に、この隊長は別の
役人と交代させられて、使徒はその役人には特別な好意を
期待できなかった。
ユダヤ人たちは今や、これまでより一層活発にパウロ反

対の運動を続け、ネロが第二の妻にした放とうな女を有力
な後援者にすることができた。この女はユダヤ教の改宗者
だったので、キリスト教の戦士の殺害計画を手助けするの
に、彼女のすべての影響力を貸した。
パウロはカイザル〔皇帝〕に上訴していたが、カイザル

の公正を望むことはほとんどできなかった。ネロは前任者
の誰よりも不品行で、性質が浅薄で、同時に狂暴な残忍性
があった。これ以上専制的な統治者に政権をゆだねようと
してもできなかったであろう。彼の統治の第1年には、正当
な帝位継承者である腹違いの弟の毒殺という汚点がつけら
れた。ネロは、悪徳と罪悪の1つの深みから次の深みへと墮
落をつづけ、ついには自分の母親を、ついで自分の妻を殺
してしまった。彼はあますところなく非道を行い、悪徳行
為に身を落とした。彼は高潔な人々の心に、嫌悪と軽べつ
心を起こさせるだけであった。
ネロの宮廷で行われた不正の数々は、あまりにも下劣

な、また、あまりにも恐ろしいもので、到底、言葉には言
い表せないほどである。彼の破廉恥な邪悪さは、無理やり
罪の共犯者にさせられた多くの人々にも、いや気を起こさ
せ、胸を悪くさせた。彼が次にはどんな極悪非道を持ち出
すかと、彼らは絶えず戦々恐々としていた。ネロのこのよ

366
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うな犯罪にもかかわらず、臣下の忠誠はゆるぎなかった。
ネロは文明世界全体の絶対的な統治者として認められてい
た。そればかりか、彼は神の栄誉を受ける者とされ、神と
してあがめられた。
人間的な判断からすれば、パウロがこのような裁判官か

ら有罪を宣告されることは確実だった。しかし使徒は、自
分が神に忠誠をつくしているかぎり、恐れるものは何もな
いと思った。過去においてパウロを保護してくださった方
は、今もなお、ユダヤ人の悪意と皇帝の権力から彼を守る
ことがおできになった。
実際、神は、ご自分のしもべを守られた。パウロの審問

にあたって、彼に対する告訴は支持されなかった。そして
一般の予期に反して、ネロは自分の性格とは全くかけ離れ
た正義を尊重し、囚人に無罪を宣告した。パウロのなわめ
は解かれ、彼は再び自由の身となった。
もし彼の裁判がもうしばらく延期されるか、またはなん

らかの理由で翌年までローマに引き止められていたなら、
彼は多分その時起きた迫害によって殺されていたであろ
う。パウロが捕らわれている間に、キリスト教への改宗者
が非常に多くなったので、官憲の注意をひき、また敵意を
ひき起こした。特に宮中から改宗者が出たために、皇帝の
怒りにふれ、皇帝はすぐさま、キリスト教徒を彼の無情な
残虐行為の対象とする口実を見つけた。
ちょうどこのころ、ローマに大火が起こり、市のほと

んど半分が焼けた。この大火はネロ自身が火をつけたのだ [1542]
といううわさが流れたが、彼はこの嫌疑を避けるために、
家のない者や困っている者たちを助けることによって、
非常な寛大さをよそおった。しかし彼は、その罪を犯し
たとして非難された。人々が興奮し、怒ったので、ネロは
身の疑いを晴らすために、また、自分が恐れ憎んでいる階
級を町から一掃するために、この非難をキリスト教徒に向
けた。彼のたくらみは成功し、キリストに従う幾千の男、
女、子供たちが、残酷にも殺された。
パウロはこの恐ろしい迫害から助かった。彼は、釈放

されるとすぐローマを去っていたからである。この最後の
自由の期間を、彼は勤勉に利用して、諸教会のために働い
た。彼は、ギリシヤ人の教会と東方の諸教会とを一層しっ
かり結びつけようと努め、また、信仰を堕落させようとし
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のび寄ってくる誤った教理に対して、信者たちの心を強め
ることに努めた。
パウロは試練と不安を耐え抜いたが、そのために体力

が次第にそこなわれていた。年令から来る種々の疾患が
ふりかかってきた。彼は今、自分が最後の仕事をしている
ということを感じた。そして、働く時間が短くなるにつれ
て、彼の努力はますます熱心なものとなった。彼の熱意に
は限界がないように見えた。断固たる目的を持ち、敏速に
行動し、強い信仰を抱いて、彼は多くの土地を教会から教
会へと旅し、信者たちが忠実に働いて魂をイエスに導くよ
うに、また、既にその時でさえ彼らが体験しはじめていた
試みの時に、彼らがキリストのために忠実なあかしを立て
て、福音に固くとどまることができるように、力のかぎり
あらゆる手段をつくして、信徒たちの手を強めることに努
力した。



第第第47章章章　　　最最最後後後ののの逮逮逮捕捕捕

ローマで釈放されてのちの、パウロの諸教会における働
きは、敵の目に留まらずにはいなかった。ネロのもとに迫
害が起きて以来、クリスチャンはどこへ行っても禁止され
た宗派であった。しばらくすると、信じようとしないユダ
ヤ人たちは、ローマの大火を扇動したという罪を、パウロ
に負わせようと考えついた。彼らの中のだれ1人、パウロ
にその罪があるなどとは一瞬たりとも考えたことはなかっ
た。しかし少しでも、もっともらしく見えさえすれば、こ
のような告発によってパウロの運命が定まることを、彼ら
は知っていた。彼らの活動によって、パウロは再び捕らえ
られ、最後の投獄へと追いたてられた。
ローマへの2度目の船旅には、パウロは以前の仲間数人

を伴っていた。他の者たちも、彼と運命を共にしたいとせ
つに望んだが、パウロは、彼らの生命を危険にさらさせる
ことを許さなかった。彼の前途の予想は、前回の投獄の時
よりずっと不利なものであった。ネロのもとに行われた迫
害のために、ローマにいたクリスチャンの数はひどく減っ
てしまっていた。何千もの人々が信仰のために殉教し、
多くの者が町を去っていて、残った人々は非常に意気消沈
し、おびえていた。
ローマに着くと、パウロは陰気な地下牢に入れられた。

彼は、人生行路が終わるまで、そこにとどまることになっ
た。都市と国家に対する、最も卑劣で最も恐るべき罪悪を
扇動したという告発を受けて、パウロは天下ののろいのま
とであった。
使徒パウロの重荷を分かち合っていた少数の友人たち

は、今、ある者は彼を見捨てて、また他の者は諸教会へ
の任務を帯びて、彼のもとを去りはじめた。最初に去った
者はフゲロとヘルモゲネであった。それからデマスが、困
難と危険の雲行きが濃くなっていくのにろうばいして、迫
害されている使徒を見捨てた。クレスケンスはパウロに遣
わされてガラテヤの教会へ行き、テトスはダルマテヤに、
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テキコはエペソに行った。パウロはこの経験をテモテに書
き送り、「ただルカだけが、わたしのもとにいる」と述べ
た。（Ⅱテモテ4：11）。使徒パウロは、老齢と辛苦と病気
とのために弱り、ローマのしめった暗い地下牢に閉じこめ[1543]
られていたこの時ほど、兄弟たちの奉仕を必要とした時は
なかった。愛する弟子であり忠実な友であったルカの奉仕
は、パウロにとって大きな慰めであり、彼のおかげでパウ
ロは、兄弟たちや外の世界と連絡をとることができた。
この試みの時にパウロの心は、オネシポロがしばしば

訪ねてくれたことで励まされた。心の温かいこのエペソ人
は、力の限りをつくして、獄中の使徒の重荷を軽くした。
オネシホロ自身は自由であったが、彼の愛する師は真理の
ためにつながれていた。だから彼は、パウロの運命をもっ
と耐えやすいものにするためには、どんな努力も惜しまな
かった。
使従は、彼の書いた最後の手紙の中で、この忠実な弟

子についてこう語っている。「どうか、主が、オネシポロ
の家にあわれみをたれて下さるように。彼はたびたび、わ
たしを慰めてくれ、またわたしの鎖を恥とも思わないで、
ローマに着いた時には、熱心にわたしを捜しまわった末、
尋ね出してくれたのである。どうか、主がかの日に、あわ
れみを彼に賜わるように」（Ⅱテモテ1：1618）。
愛と同情への欲求は、神ご自身によって人の心に植えつ

けられる。キリストは、ゲッセマネの園での苦悩の時、弟
子たちの同情を切望された。そしてパウロも、困難や苦し
みなどは気にかけないように見えたが、同情や交わりをせ
つに求めていた。オネシポロの訪問は、パウロが孤独で見
捨てられていた時にも彼がパウロに誠実だったことをあか
しするものであり、他の人々のために奉仕の生涯をささげ
てきた使徒を、喜ばせ、励ましたのである。
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パウロが、裁判を受けるためにネロ皇帝の前に出頭する
よう命じられた時、それは確実に死が近づいたことを予期
させた。彼に負わされている罪の重大性と、クリスチャン
に対する一般の憎悪心とから、好結果を期待できる理由は
ほとんどなかった。
ギリシヤ人やローマ人の間では、告発された者は、法廷

で自分のために嘆願してくれる弁護者を雇う特権が与えら
れるのが常であった。議論によって、感動させるような雄
弁によって、あるいは、嘆願、祈り、涙によって、そのよ
うな弁護者はしばしば、囚人に有利な決定を獲得し、ある
いはこの事がうまくもかなかった場合でも、判決の厳しさ
を和らげることに成功したのである。しかしパウロがネロ
の前に引き出された時、あえて彼に助言したり、彼を弁護
したりしようとする者はだれもいなかった。彼に対する告
発や、彼が自ら弁明した議論を、記録にとどめてくれるよ
うな友達さえそばにはいなかった。ローマのクリスチャン
の中には、この試練の時に彼の弁護を申し出る者は1人もな
かった。
この事件の唯一の確かな記録は、パウロ自身によっ

て、テモテへの第2の手紙の中に残されている。「わたし
の第1回の弁明の際には、わたしに味方をする者はひとり
もなく、みなわたしを捨てて行った。どうか、彼らが、そ
のために責められることがないように。しかし、わたしが
御言を余すところなく宣べ伝えて、すべての異邦人に聞か
せるように、主はわたしを助け、力づけて下さった。そし
て、わたしは、ししの口から救い出されたのである」（Ⅱ
テモテ4：16、17）。
ネロの前に立つパウロ。これはなんと著しい対照であ

ろう。自らの信仰のために答弁しようとしている神の人パ
ウロの前にいる、この傲慢な君主は、地上の権力と権威と
富の絶頂に達していたが、同時に、罪と不義の最低の深み
へ落ちていた。力と偉大さにおいて、彼に並ぶ者はなかっ
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た。彼の権威を疑う者や、彼の意志に逆らう者は、だれ
もいなかった。王たちは彼の足もとに自分たちの冠を脱い
だ。強力な陸軍は彼の命令で行進し、彼の海軍軍旗は勝利
を予示するものであった。彼の像が法廷に建てられ、元老
院議員の布告や裁判官の判決は、王の意志をただそのまま
繰り返したものにすぎなかった。幾百万の人々が彼の命令[1544]
に服して頭を下げた。ネロの名は世界を震え上がらせた。
彼の不快を招くことは、財産、自由、生命を失うことで
あり、彼の不きげんは疫病よりもっと恐ろしいものであっ
た。
金はなく、友もなく、弁護者もなく、年老いた囚人パウ

ロはネロの前に立った。皇帝の顔つきには、内面の荒れ狂
う激情の恥ずべき記録が現れていたが、被告の顔には、神
と共にある平和な心が現れていた。パウロの経験は、貧困
と克己と苦悩の経験であった。敵は絶えず、偽り、非難、
悪口を並べてパウロをおどそうとしたが、それにもかかわ
らずパウロは、恐れなく十字架の旗を高く掲げてきたので
ある。パウロは主のように、家のない放浪者であり、主と
同様、人類を祝福するために生きてきた。気まぐれで激情
的で放縦な暴君ネロが、この神の子の品性と動機をどうし
て理解し、あるいはその真価を認められようか。
広い法廷には、気のはやる、落ち着きのない群衆が集

まっていて、行われることをもれなく見聞きしようと、
前方へと押し合いへし合いしていた。そこには身分の高い
者も低い者もいた。金持ちも貧しい人も、教養のある者も
無学な者も、高慢な者も謙遜な者もいたが、みな同じよう
に、人生と救いについての真の知識に欠けていた。
ユダヤ人はパウロに対して、騒乱扇動や異端など古くか

らの告発を持ち出し、また、ユダヤ人もローマ人も、ロー
マ市の火事をそそのかしたのは彼であると訴えた。パウロ
は、自分に対してこれらの告発がなされている間、少しも
取りみださず平静であった。人々や裁判官は、驚いて彼を
見つめた。彼らは多くの裁判に出席し、多くの犯罪者を見
てきていたが、自分たちの目の前にいる囚人のように神々
しい冷静さを帯びた人物は見たことがなかった。裁判官
たちの鋭い目は、囚人たちの顔つきを語みとることになれ
ていたが、パウロの顔には何のやましい証拠も読みとれな
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かった。パウロが自分のために弁護することを許されたと
き、一同は熱心な興味をもって耳を傾けた。
もうひとたびパウロは、不思議そうな群衆の前に十字架

の旗を掲げる機会を得る。ユダヤ人、ギリシヤ人、ローマ
人、また各地からの他国人などから成る、目の前の群衆を
見つめる時、パウロの心は、彼らを救いたいという熱烈な
願いにかきたてられる。パウロは、その場の状況、自分を
とり巻いている危険、もう間近に思える恐ろしい運命を忘
れる。彼は、罪人のために神のみ前で懇願しておられるイ
エスだけを見る。人間の雄弁と力以上のものをもって、パ
ウロは福音の真理を示す。彼は、墮落した人類のためにさ
さげられた犠牲を、聴衆に指し示す。また、人類のあがな
いのために無限の値が支仏われたことを語る。人が神のみ
座にあずかるための準備がなされた。天の使者たちによっ
て、地は天とつなげられ、人々の行為はすべて、良いもの
も悪いものも、正義であられる神の目には明らかである。
真理の唱道者はこのように訴える。信仰のない者たちに

囲まれた信仰者、不忠実な者たちの間の忠実な者として、
パウロは神の代理者として立つ。彼の声は天からの声のよ
うである。言葉にも顔の表情にも、恐れや悲しみや失望の
色はない。無罪を強く確信し、真理の武具を着て、パウロ
は自分が神の子であることを喜ぶ。彼の言葉は、戦場の勝
ちどきより大きな、勝利の叫びのようである。パウロは、
自分が生涯をささげてきた大目的を、決して失敗すること
のない唯一のものだと言明する。たとえ彼が滅びても、福
音は滅びない。神は生きておられる。そして神の真理は勝
利するのである。
その日彼を見つめていた多くの人々には「彼の顔は、

ちょうど天使の顔のように見えた」（使徒行伝6：15）。
一同はそれまでこのような言葉を聞いたことがなかっ

た。これらの言葉は心の琴線にふれて、最もかたくなな者
たちの心をもゆり動かした。明瞭で説得力のある真理は、
誤りをくつがえした。光は多くの人々の心を照らし、彼ら
はその後喜んでその光に従った。その日に語られた数々の
真理は、国々をゆり動かし、各時代を生き続けて、それら
を語った唇が殉教者の墓の中で沈黙してしまっても、人々
の心に感化を及ぼすのであった。
ネロは、この機会に聞いたような真理を、それまで聞 [1545]
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いたことがなかった。自分自身の生活の途方もない罪が、
これほど彼に示されたことは、それまでなかった。天の光
が、罪にけがれた彼の魂の部屋にさし込み、彼は、この世
の支配者である自分も、最後には罪を責められ、自分の行
為にふさわしい報いが与えられるさばきの場に立つことを
思って、恐怖にうちふるえた。彼は使徒の神を恐れ、だれ
も告発を裏づけることのできなかったパウロに、あえて宣
告をくだすことを恐れた。畏怖の念によってネロの残忍な
精神は一時抑制された。
一瞬間、不義でかたくななネロに天が開かれ、その平

安と純潔が望ましいものに思われた。その瞬間に憐れみの
招きが、彼にさえも差しのべられた。しかし、神のゆるし
を受けることができるという考えが、ネロの心に受け入れ
られたのは、ほんの一瞬のことであった。それからパウロ
を牢に連れ戻すようにと命令が出された。そして、神の使
者に対して戸が閉ざされた時、ローマの皇帝には、悔い改
めのとびらが永久に閉ざされたのであった。天からの光線
は、彼を包んでいた暗黒を再び貫き通すことはなかった。
彼は、まもなく、報いとしての神のさばきを受けるので
あった。
こののち間もなく、ネロはギリシヤへの悪名高い遠征

に出帆し、そこで、卑劣で品位を落とす軒薄な行動によっ
て、自分自身と王国とに恥辱をもたらした。彼は非常に華
麗なさまでローマに帰り、廷臣に取りまかれて、不快を催
させるような放とうにふけった。このばか騒ぎの最中に、
通りに騒々しい声が聞こえた。原因を知るために使者がつ
かわされたが、恐ろしい報告をもって帰ってきた。軍の統
率者であるガルバが、急速にローマへと進軍しつつある、
市内では既に反乱が起きた、町の通りは怒り狂った群衆で
いっぱいになり、彼らは皇帝とその一味を殺してやるとお
どしながら、宮殿へと押し寄せてきている、というのだっ
た。
この危機の時にあたって、ネロは、信仰深いパウロのよ

うに、より頼むことのできる力強く憐れみ深い神を持って
いなかった。群衆の手にかかって耐えなければならない苦
しみと、おそらく受ける拷問とを恐れて、この哀れな暴君
は、自分の手で自分の命を絶とうと思った。しかし、その
きわどい時に、彼は勇気がくじけた。男らしさを全く失っ
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たネロは、不名誉にも町から逃げ出し、数マイル離れた
田舎の邸宅に身をひそめようとした。しかしこれもむだで
あった。ネロの隠れ家はすぐに見つけられた。追跡の騎兵
が近づいた時、ネロは奴隷を呼び出し、彼の手を借りて自
分自身に致命傷を負わせた。こうして暴君ネロは、32才の
若さで死んだのであった。
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本章はテモテヘの第2の手紙に基づく

ローマ皇帝の法廷から、パウロは自分の独房に帰ってき
た。彼は自分がほんの一時的な執行猶予を得たことを悟っ
た。彼は、敵が、彼の死を達成するまでは休まらないこと
を知っていた。しかし彼はまた、しばらくのあいだ真理が
勝利したことも知っていた。彼に聞き入っていた大勢の群
衆に、十字架にかけられ、よみがえられた救い主を宣べ伝
えたことは、それだけで勝利であった。その日、1つの働
きが始まったのである。その働きは、発展し、強くなり、
ネロやその他のいかなるキリストの敵がそのじゃまをした
り、破壊しようとしたりしても、できないのであった。
くる日もくる日も、陰うつな独房に座り、ネロの一言

で、あるいは1度うなずくだけで、自分の命がささげられる
ことを知って、パウロはテモテのことを思い、彼を呼びに
やろうと決めた。テモテにはエペソの教会の世話がゆだね
られていた。それでパウロがローマへ最後にやって来たと
きにも、テモテは後に残されていたのであった。パウロと
テモテは並々ならぬ深い、強い愛情で結ばれていた。テモ[1546]
テは改心して以来、パウロとともに骨折りと苦難を分かち
合い、このふたりの間の友情はますます強く、深く、きよ
いものとなり、テモテは、愛し尊敬する父親に対する息子
のように、年老い、やつれた使徒に対した。孤独と寂しさ
の中で、パウロがテモテに会いたいと願ったのも、当然で
あった。
最も好都合な事情のもとでも、テモテが小アジアから

ローマに着くには数か月かかったにちがいない。パウロは
自分の命が不確実なことを知っていたので、テモテの会い
に来るのが遅すぎることにならないかと恐れた。彼には、
大きな責任がゆだねられているこの青年に与えたい、大切
な勧告と教えがあった。そこで、テモテには遅れず来るよ
う勧める一方、パウロは、言わずに終わることのないよう
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に、死に臨んでのあかしを書いた。パウロの魂は、福音に
よる彼の息子と、息子にゆだねられている教会への、愛情
に満ちた心づかいでいっぱいで、彼はテモテに、その聖な
る任務を忠実に果たすことの重要性をしっかり教えたいと
思った。
パウロはあいさつの言葉で手紙を始めた。「父なる神

とわたしたちの主キリスト・イエスから、恵みとあわれみ
と平安とが、あなたにあるように。わたしは、日夜、祈の
中で、絶えずあなたのことを思い出しては、きよい良心を
もって先祖以来つかえている神に感謝している」。
それから使徒はテモテに、堅固な信仰を持つようにと

勧めた。「こういうわけで、あなたに注意したい。わたし
の按手によって内にいただいた神の賜物を、再び燃えたた
せなさい。というのは、神がわたしたちに下さったのは、
臆する霊ではなく、力と愛と慎みとの霊なのである。だ
から、あなたは、わたしたちの主のあかしをすることや、
わたしが主の囚人であることを、決して恥ずかしく思っ
てはならない。むしろ、神の力にささえられて、福音の
ために、わたしと苦しみを共にしてほしい」。パウロはテ
モテに、彼自身が、「福音によっていのちと不死とを明ら
かに示された」方の力を宣べ伝えるために、「聖なる招き
をもって」召されたということを、覚えていてほしいと述
べ、「わたしは、この福音のために立てられて、その宣教
者、使徒、教師になった。そのためにまた、わたしはこの
ような苦しみを受けているが、それを恥としない。なぜな
ら、わたしは自分の信じてきたかたを知っており、またそ
のかたは、わたしにゆだねられているものを、かの日に至
るまで守って下さることができると、確信しているからで
ある」と言明した。
パウロは長い奉仕の期間をとおして、救い主への忠誠が

ぐらついたことは決してなかった。どこにいようとも——
むずかしい顔をしたパリサイ人や、あるいはローマの役人
たちの前であろうと、ルステラでの怒り狂う群衆や、マケ
ドニヤの獄屋での囚人たちの前であろうと、難破船の上で
あわてふためいている水夫たちを説得している時であろう
と、ネロの前にただひとり立って弁明している時であろう
と——パウロは自分の擁護する主義を決して恥としなかっ
た。パウロのクリスチャン生活の一大目的は、かつては
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その名を軽蔑していた方に仕えることであった。どんな反
対や迫害も、彼をこの目的から引き離すことはできなかっ
た。努力によって強められ、犠牲によって純粋にされた信
仰は、彼を支え、そして強めた。
「そこで、わたしの子よ。あなたはキリスト・イエスに

ある恵みによって、強くなりなさい。そして、あなたが多
くの証人の前でわたしから聞いたことを、さらにほかの者
たちにも教えることのできるような忠実な人々に、ゆだね
なさい。キリスト・イエスの良い兵卒として、わたしと苦
しみを共にしてほしい」。
神の本当の牧師は、困難や責任を回避しない。彼は、

神の力を心から求める人々を決して失望させることのない
源であられる神から、誘惑に立ち向かってそれに勝利でき
るように、また、神から与えられた義務を果たすことがで
きるように、力を引き出すのである。彼の受ける恵みの力
は、神とみ子を知る彼の力量をひろげる。彼は主に受け入
れられる奉仕をしたいと切望して出て行く。そしてクリス
チャンの道を進むにつれて、彼は「キリスト・イエスにあ
る恵みによって、強くな」るのである。この恵みによって
彼は、聞いた事を忠実にあかしすることができるようにな[1547]
る。彼は神から受けた知識を軽蔑したり、おろそかにした
りしないで、この知識を忠実な人々にゆだね、次には彼ら
が他の人々へ伝えるのである。
このテモテへのパウロの最後の手紙の中で、パウロはこ

の若い働き人の前に高い理想をかかげ、キリストに仕える
者として彼にゆだねられている義務を指し示した。「あな
たは真理の言葉を正しく教え、恥じるところのない錬達し
た働き人になって、神に自分をささげるように努めはげみ
なさい」と使徒は書いた。「あなたは若い時の情欲を避け
なさい。そして、きよい心をもって主を呼び求める人々と
共に、義と信仰と愛と平和とを追い求めなさい。愚かで無
知な論議をやめなさい。それは、あなたが知っているとお
り、ただ争いに終るだけである。主の僕たる者は争っては
ならない。だれに対しても親切であって、よく教え、よく
忍び、反対する者を柔和な心で教え導くべきである。おそ
らく神は、彼らに悔改めの心を与えて、真理を知らせ」て
下さるであろう。
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使徒は、教会に入りこもうとしている偽教師について、
テモテに警告した。「このことは知っておかねばならな
い。終りの時には、苦難の時代が来る。その時、人々は
自分を愛する者、金を愛する者、大言壮語する者、高慢な
者、神をそしる者、親に逆らう者、恩を知らぬ者、神聖を
汚す者. . . . . .信心深い様子をしながらその実を捨てる者とな
るであろう。こうした人々を避けなさい」。
彼はさらに続けた。「悪人と詐欺師とは人を惑わし人

に惑わされて、悪から悪へと落ちていく。しかし、あなた
は、自分が学んで確信しているところに、いつもとどまっ
ていなさい。あなたは、それをだれから学んだか知ってお
り、また幼い時から、聖書に親しみ、それが、. . . . . .救に
至る知恵を、あなたに与えうる書物であることを知ってい
る。聖書は、すべて神の霊感を受けて書かれたものであっ
て、人を教え、戒め、正しくし、義に導くのに有益であ
る。それによって、神の人が、あらゆる良いわざに対して
十分な準備ができて、完全にととのえられた者になるので
ある」。神は、この世にある悪との戦いに勝つための手段
を、豊かに与えておいでになる。聖書は、われわれが戦い
のために身支度をすることができる兵器庫である。われわ
れは真理の帯を腰にしめなければならない。正義の胸当を
つけなければならない。信仰のたてを手に持ち、救いのか
ぶとを深くかぶり、み霊の剣、すなわち神のことばでもっ
て、罪の障害やもつれを切り開いて行かなければならな
い。
パウロは教会の前には厳しい危難の時があることを知っ

ていた。彼は、教会の責任をゆだねられている人々が、忠
実に熱心に仕事をしなければならないことを知っていたの
で、テモテにこう書き送った。「神のみまえと、生きてい
る者と死んだ者とをさばくべきキリスト・イエスのみまえ
で、キリストの出現とその御国とを思い、おごそかに命じ
る。御言を宣べ伝えなさい。時が良くても悪くても、それ
を励み、あくまでも寛容な心でよく教えて、責め、戒め、
勧めなさい」。
テモテのような熱心で忠実な者に、改めてこのような厳

粛な訓告がなされていることは、福音伝道の働きの重要性
と責任の重さを、はっきり証明するものである。パウロは
テモテを神の法廷に呼び出し、人の言い習わしや習慣では
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なくみことばを宣べ伝えるように、大会衆の前でも、個人
的な集まりでも、道ばたでも炉辺でも、友人にも敵にも、
安全な時も、困難や危険、非難や損害にさらされている時
も、機会があるときにはいつでも神のためにあかしをたて
るように、と命じる。
テモテの性質が穏やかで従順なために、彼の働きの大事

な部分を避けるのではないかと案じて、パウロは彼に、罪
は忠実に譴責するように、また、ひどい悪事を行っている
者は厳しく譴責するようにと、熱心に説いた。しかもテモ
テはこれを、「あくまでも寛容な心でよく教え」なければ
ならなかった。彼はキリストの忍耐と愛をあらわし、みこ
とばの真理によって自分の譴責を説明し主張するのであっ
た。
罪を憎んで譴責しながら、同時に罪人をあわれみ、やさ

しさを示すということは、むずかしいことである。われわ
れが、心と生活を聖潔の域に到達させようと熱心に努力す[1548]
ればするほど、罪に対するわれわれの知覚は鋭敏になり、
正しいものからの逸脱を認めぬ気持ちがいよいよ強まって
くる。われわれは、不正な行いをする者に過度に厳しくな
らぬよう注意しなければならないが、しかしまた、罪のは
なはだしい罪深さというものを見落とすことのないよう、
気をつけなければならない。過ちを犯している者に、キリ
ストのような忍耐と愛を示すことは必要であるが、過ちに
寛大すぎると、譴責を受けるほどでもないと彼に思い込ま
せてしまい、その譴責を不必要なもの、不当なものとして
拒むようにさせてしまう危険がある。
福音を伝える牧師たちは時々、誤りに陥った者たちに対

して寛容なあまり、罪を黙認し、みずから罪に関係するこ
とさえして、大きな害を及ぼすことがある。こうして彼ら
は、神がとがめておられることをゆるしたり、弁解したり
するようになり、しばらくすると、神が譴責するようにと
命じておられるその人々をほめるまでに盲目となってしま
う。神がとがめておられる人々に、罪深い寛大さを示すこ
とによって、自分の霊的な知覚力を鈍らせている者は、や
がて、神が是認される人々に対して厳しい、苛酷な態度を
とることによって、さらに大きな罪を犯してしまうであろ
う。
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クリスチャンだと自称し、また他人を教える資格があ
ると自負している多くの者たちが、人間の知恵を誇り、聖
霊の感化を軽蔑し、神のみことばの真理をきらうために、
神の要求から離れて行くであろう。パウロはテモテに言っ
た。「人々が健全な教に耐えられなくなり、耳ざわりのよ
い話をしてもらおうとして、自分勝手な好みにまかせて教
師たちを寄せ集め、そして、真理からは耳をそむけて、作
り話の方にそれていく時が来るであろう」。
使徒パウロはここで、公然と不信仰な人たちのことを

言っているのではなく、自分の好みを頼りにして、そのた
めに自我の奴隷になっている、口先だけのクリスチャンの
ことを言っているのである。このような人たちは、自分た
ちの罪を責めたり、快楽を愛する生活を非難したりするこ
とのない教えだけに、喜んで耳を傾ける。彼らはキリスト
の忠実なしもべたちのはっきりした言葉に腹をたて、自分
たちをほめたりへつらったりする教師たちを好む。また、
牧師をもって任じている者たちの中には、神のみことばの
代わりに人々の意見を説教する者たちがいる。彼らは義務
に不忠実で、彼らに霊的指導を求める人々を惑わしている
のである。
神は聖なる律法の教えの中で、完全な生活の現則を与え

ておられる。そして神は、この律法は世の終わりまで、一
点一画も変えられることなく人間に要求されるものである
と宣言された。キリストは律法を大いなるものとし、かつ
光栄あるものとするために来られた。律法が神への愛と人
への愛という広い土台に基づいていること、そして、人間
の義務はすべて律法の教えに従うということに尽きること
を、キリストはお教えになった。キリストはご自身の生活
において、神の律法に従う模範をお与えになった。山上の
垂訓の中で主は、神の律法の要求が、いかに外面的な行為
を越えて広く及ぶものであり、心の中の思いや意図を含む
ものであるかをお示しになった。
律法は、これに従えば、人々を導き、「不信言心とこの

世の情欲とを捨てて、慎み深く、正しく、信心深く. . . . . .生
活」するようにさせる（テトス2：12）。しかしすべての正
義の敵は、この世を捕虜にし、人々を律法に従わないよう
にさせてきた。パウロが予見したように、多くの者が神の
みことばの明瞭で徹底した真理に背を向けて、自分たちの
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好む作り話をしてくれる教師たちを選んできた。牧師や一
般信徒を含めて、多くの者たちが神の十戒をふみにじって
いる。こうして世界の創造主が侮辱され、そしてサタンは
自分の策略の成功を勝ち誇って笑うのである。
神の律法に対する軽蔑がひどくなるにつれて、宗教に対

する嫌悪が増し、人はますます高慢になり、快楽を愛し、
両親にそむき、放縦になる。そして、思慮深い人々はいた
るところで、こうした驚くべき悪をどうしたら正すことが
できるだろうかと、心配してたずねている。答えは、テモ
テに与えたパウロの勧告の中に見いだされる。「御言を宣
べ伝えなさい」。聖書には、唯一の安全な行動原理が示さ
れている。聖書は神のみこころの写しであり、神の知恵の[1549]
表現である。聖書は人生の大問題を人間に理解させる。そ
して聖書は、その教えに耳を傾けるすべての人にとって、
誤りのない指導書となり、見当違いの努力を払って人生を
むだにすることのないようにさせるのである。
神はすでにみこころをお知らせになった。だから、人

が、すでに神のみ口から出たことに疑問を持つのは愚かな
ことである。無限の知恵を持つお方が語られたあとに、人
間が解決しなければならないような疑わしい問題や、調整
しなければならないあいまいな可能性など、あるはずがな
い。人間に求められているのは、すでにあらわされている
神のみこころに、率直に熱心に協力することだけである。
従順は良心のみならず、理性の最高の命令でもある。
パウロはさらに勧めた、「あなたは、何事にも慎み、

苦難を忍び、伝道者のわざをなし、自分の務を全うしなさ
い」。パウロは自分の行程を走り終えようとしていた。そ
こで彼は、テモテが自分に代わってくれて、敵がさまざま
な方法で、教会員を単純な福音からそれさせようとして用
いる作り話や異説から、教会を守ってくれるようにと願っ
た。彼は、テモテが、神のためになすべき働きに自分のす
べてをささげるにあたって妨げとなる、この世的な仕事や
かかわりあいから、いっさい身をひくようにと忠告した。
そして、信仰のゆえに出会わねばならない反対、非難、迫
害に、喜んで耐えるように、また、キリストが犠牲となっ
て亡くなられたその人々の、益となることを行うために、
できる範囲であらゆる手段を尽くすことによって、自分の
務めを十分に吟味するようにと、パウロは勧めた。



第49章　パウロの最後の手紙 383

パウロの生涯は、彼の説いた真理を例証するものであっ
た。そしてここに彼の力があった。彼の心は、深い不動の
責任感で満ちていた。そして彼は、正義と憐れみと真理の
源泉であられる神と密接に交わりながら働いた。彼はキリ
ストの十字架を、成功の唯一の保証として、しっかりつか
んでいた。救い主への愛は、キリストへの奉仕においてパ
ウロが、この世の敵意や、敵たちの反対をも押しのけて進
んだ時に、自己との戦いや悪との苦闘の中で、彼を絶えず
支えた動因であった。
この危難の時代に教会に必要なものは、パウロのよう

に、自分自身を有用なものに教育し、神の事柄に深い体
験を持ち、まじめで熱意に満たされている働き人の軍隊で
ある。きよめられた、献身的な人々が必要とされている。
それは、試練や責任を避けない人々であり、勇敢で真実な
人々であり、「栄光の望み」であられるキリストが心の中
に形づくられている人々であり、きよい火に触れたくちび
るで「御言を宣べ伝え」る人々である。このような働き人
が欠乏しているために神のみわざは衰退し、致命的な誤り
が猛毒のように、道徳を腐敗させ、人類の多くの希望を挫
折させている。
忠実な、労苦にやつれた指導者たちが、真理のために命

をささげている時、だれが進み出て、彼らの代わりをつと
めるのであろうか。青年たちは父たちの手から、その聖な
る責任を受け取るであろうか。彼らは、信仰者の死によっ
て欠員となる場所を、補充する用意をしているだろうか。
若い者たちをそそのかす、利己主義や野心への誘惑のただ
中にあって、パウロの教訓はかえりみられ、義務への召し
は聞かれるであろうか。
パウロは手紙を、それぞれの人への個人的な伝言で結

び、できれば冬になる前に、急いで来てくれるようにと、
もう1度テモテに頼んだ。ある友人たちには見捨てられ、ま
たある友人たちは去らざるを得なかった。そのための寂し
さを彼は語った。そして、エペソの教会がテモテの働きを
必要としていることを気づかって、テモテがためらうこと
のないように、すでにその補いとしてテキコをつかわした
と、パウロは述べた。
ネロの前での裁判の様子や、兄弟たちが自分を捨てて

行ったことや、契約を守られる神の恵みの支えについて
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語ってのち、パウロは、羊飼いたちが打ちのめされても、
なおご自身の羊の群れの世話をなさる大牧者の保護のもと
に、愛するテモテをゆだねることで手紙を終えた。
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ネロの前で行われたパウロの最後の裁判の時、皇帝は
使徒の力強い言葉に強い感銘を受けたので、告発されてい
るこの神のしもべを無罪にすることも有罪にすることもせ
ず、裁判の判決を延ばしていた。しかし、パウロに対する
皇帝の敵意はすぐさまよみがえった。ネロは宮廷内におい
てさえキリスト教の普及を阻止できなかったことに激昂し
て、もっともらしい口実が見つかりしだい、使徒を死刑に
するよう決めた。間もなくネロは、パウロを殉教させる宣
告を下した。ローマ市民である彼を拷問にかけるわけには
いかなかったので、斬首の刑が宣告された。
パウロはひそかに処刑の場に連れて行かれた。見物人は

ほとんどだれもその場に出ることを許されなかった。とい
うのは、迫害者たちは、パウロの感化力が広範囲にわたっ
ていることに驚いていたので、彼の死の光景が人々をキリ
スト教に改宗させるのではないかと恐れたからである。し
かし、彼に付き添っていた冷淡な兵士たちでさえ、彼の言
葉に聞き入り、彼が死を目の前にして明るく、喜ばしそう
にさえしているのを見て驚いた。彼の殉教を目撃したある
者たちにとって、自分の殺害者たちに対するパウロのゆる
しの精神と、キリストに対する最後までゆるぎない信頼心
とは、いのちからいのちに至るかおりとなった。パウロが
説いた救い主を受け入れ、間もなく自分たちの信仰をみず
からの血で恐れるところなく証明した者が、1人ならずあっ
た。
パウロの生涯は、その最後の時まで、コリント人への

彼の言葉の真実性を証明した。「『やみの中から光が照
りいでよ』と仰せになった神は、キリストの顔に輝く神
の栄光の知識を明らかにするために、わたしたちの心を照
して下さったのである。しかしわたしたちは、この宝を土
の器の中に持っている。その測り知れない力は神のもので
あって、わたしたちから出たものでないことが、あらわれ
るためである。わたしたちは、四方から患難を受けても窮

385



386 患難から栄光へ

しない。途方にくれても行き詰まらない。迫害に会っても
見捨てられない。倒されても滅びない。いつもイエスの死
をこの身に負うている。それはまた、イエスのいのちが、
この身に現れるためである」（Ⅱコリント4：610）。パウ
ロは、彼自身によって、満ち足りていたのではなく、彼の
魂を満たし、すべての思いをキリストのみこころに従わせ
る、聖霊の存在と働きによって満ち足りていた。「あなた
は全き平安をもってこころざしの堅固なものを守られる。
彼はあなたに信頼しているからである」と預言者イザヤは
言っている（イザヤ26：3）。パウロの顔にあらわれていた
天来の平安が、多くの魂を福音に導いたのであった。
パウロは天の雰囲気を持っていた。彼と交わった人々

はみな、彼がキリストとつながっていることを感した。彼
自身の生活が彼の宣べ伝える真理を例証していたため、彼
の説教には説得力があった。ここに真理の力がある。きよ
い生活の、気取らない無意識の感化は、キリスト教のため
に与えることのでさる最も説得力のある説教である。議論
は、たとえそれが相手に反論の余地を与えないものであっ
ても、なお反対しか引き起こさないことがある。しかし敬
虔な模範は、完全には抵抗できない力を持っている。
使徒パウロは、自分の身に迫っている苦難を忘れて、後

に残して行こうとしている人々が偏見や憎しみや迫害に立
ち向かわねばならないことを気づかった。彼は、処刑の場
に付き添ってきた数人のクリスチャンに、義のために迫害
される人々に与えられている約束をくり返して、彼らを力
づけ、励まそうと努めた。試練に耐えぬく忠実な子らにつ
いて主がお語りになった事で、果たされないものは何もな
いと、パウロは彼らに保証した。ほんのしばらくの間は、
彼らは多くの誘惑に会ってつらい思いをするであろう。ま
た、この世での慰めもないかもしれない。しかし彼らは、
神の誠実さを保証することばで心を励まして、こう言うこ
とができる、「わたしは自分の信じてきたかたを知ってお
り、またそのかたは、わたしにゆだねられているものを、
かの日に至るまで守って下さることができると、確信して[1551]
いる」（Ⅱテモテ1：12）。やがて試練と苦しみの夜は終わ
り、平和で全き日の喜びの朝が明けるであろう。
使徒パウロは、不安と恐れを抱いてではなく、喜ばしい

望みとあこがれの期待を持って、大いなるかなたをながめ
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た。殉教の場に立っている彼には、執行人の刀も、間もな
く自分の血を受けようとしている大地も目に入らない。彼
は、夏の日の静かな青い空を見上げ、そのかなたの永遠の
神のみ座を仰ぐ。
この信仰の人は、天と地をつなぎ、また有限な人間を無

限の神につないで下さったキリストを表わす、ヤコブの幻
のはしごを見上げる。自分を支え慰めて下さるおかた、そ
して、自分がいのちをささげようとしているそのお方を、
父祖たちや預言者たちがどんなに深く信頼していたかを
思い起こして、彼の信仰は強められる。各時代にわたって
信仰のあかしを立ててきたこれらの聖徒たちから、パウロ
は、神が真実であられるという保証を聞く。パウロの仲間
の使徒たちは、キリストの福音を宣べ伝えに出て行き、宗
教的偏狭さや異教の迷信、迫害、軽蔑に会ったが、不信心
の暗い迷路の真っただ中に、十字架の光を高く掲げること
ができれば、自分たちの命は惜しいとは思わなかった。こ
れらの人々が、イエスを神のみ子、世の救い主として証し
しているのを、パウロは聞く。拷問台や火あぶりの柱、土
牢から、地のほら穴から、殉教者の勝利の叫びがパウロの
耳に聞こえてくる。彼は、忠実な人々が、たとえ欠乏して
も、悩まされ苦しめられても、なお恐れなく厳粛に信仰を
あかしし、「わたしは自分の信じてきたかたを知って」い
ると言うのを聞く。信仰のために自分のいのちをささげる
人々は、自分たちの信じてきたお方こそ完全に救うことが
できるのであると、世に向かっで宣言しているのである。
キリストの犠牲によってあがなわれ、その血によって

罪からきよめられ、その義を着せられて、パウロは、自分
の魂はあがない主の御目に尊いものだというあかしを持っ
ている。彼の生命はキリストと共に神のうちに隠され、彼
は、死を征服された方はご自分にゆだねられたものを守る
ことがおできになると確信している。彼の心は、「わたし
はその人々を終りの日によみがえらせるであろう」という
救い主の約束をつかんでいる（ヨハネ6：40）。彼の思い
と望みは、主の再臨に集中している。そして、執行人の剣
がぶり下ろされて、死の影が殉教者のまわりを取り巻くと
き、わき上がる最後の思いは、大いなるよみがえりのとき
の最初の思いと同じく、いのちを与えて下さるお方にお会
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いし、その方が、祝福された者の喜びに自分を入れて下さ
るということである。
年老いたパウロが、神のみことばとイエス・キリストの

あかしのための証人として血を流してから、ほとんど20世
紀が過ぎた。この聖なる人の一生の最後の場面を、将来
の世代のために忠実に記録した人はなかった。しかし天来
の霊感は、死に臨んだ彼のあかしを、われわれのために保
存してきた。彼の声はラッパのひびきのようにその後の各
時代に鳴りわたり、彼の勇気はキリストの幾千の証人を奮
い立たせ、悲しみに沈んだ幾千の人々の心に、彼自身の勝
利の喜びを反響させている。「わたしは、すでに自身を犠
牲としてささげている。わたしが世を去るべき時はきた。
わたしは戦いをりっぱに戦いぬき、走るべき行程を走りつ
くし、信仰を守りとおした。今や、義の冠がわたしを待っ
ているばかりである。かの日には、公平な審判者である
主が、それを授けて下さるであろう。わたしばかりではな
く、主の出現を心から待ち望んでいたすべての人にも授け
て下さるであろう」（Ⅱテモテ4：68）。
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本章はペテロの第1の手紙に基づく

使徒行伝には使徒ペテロの後期の働きについては、ほと
んど証されていない。ペンテコステの聖霊の降下に続く活
発な伝道の期間、ペテロは、年毎の祭にエルサレムに参拝
しにやってくるユダヤ人たちに接しようと、ほかの者たち [1552]
に混じってたゆまぬ努力を続けていた。
十字架の使命者たちがエルサレムやその他の場所を訪問

し、信者の数が増えるにつれて、ペテロの持っていた才能
は、初期のキリスト教会にとって測り知れない価値を持つ
ものであることがわかった。ナザレのイエスについての彼
のあかしは、広く遠く影響を及ぼした。彼の上には二重の
責任が負わされていた。彼は未信者たちの前で積極的にメ
シヤについてあかしを立て、彼らを改心させるよう熱心に
働くとともに、信者たちに特別に働きかけて、キリストに
対する彼らの信仰を強めた。
ペテロは、自己放棄へと導かれて、完全に神の力によ

り頼むようになったときはじめて、大牧者のもとで働く羊
飼いとしての召しを受けた。キリストは、ペテロがキリス
トを拒む前に、「あなたが立ち直ったときには、兄弟たち
を力づけてやりなさい」と、ペテロに言っておられた（ル
カ22：32）。このみことばは、この使徒がやがて、信仰に
導かれるはずの人々のためになさねばならない、広範で効
果的な働きのことを意味していた。ペテロ自身の罪と苦し
みと悔い改めの経験が、この働きのために、彼を準備させ
たのであった。彼は自分の弱さを知るまで、キリストによ
り頼むことの必要を悟ることができなかった。誘惑の嵐の
ただ中で彼は、人は自己を全く放棄して救い主により頼む
時にはじめて、安全に歩むことができるということを理解
するようになっていた。
キリストと弟子たちが最後に海辺で会った時、ペテロ

は、「わたしを愛するか」と3度くり返して問われ、ため
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されて、12使徒の座にもどされた（ヨハネ21：1517）。彼
の働きは既に定められていた。彼は主の羊たちを養うので
あった。悔い改め、受け入れられた今、彼は、囲いの外の
人々を救う努力をしなければならないばかりか、羊たちの
牧者にならなければならなかった。
キリストはペテロに、奉仕の条件をたった1つだけ言わ

れた、「わたしを愛するか」。これが最も大切な資格であ
る。ペテロに他のものが全部備わっていたとしても、もし
キリストを愛する愛がなければ、神の羊たちを牧する忠実
な羊飼いになることはできなかった。知識、博愛、雄弁、
熱情、これらすべてはよい働きに欠くことのできないもの
であるが、心にキリストへの愛がなければ、キリスト教の
牧師の仕事は失敗である。
キリストへの愛は気まぐれな感情ではなく、生きた原則

であり、心の中にある変わることのない力としてあらわれ
るものである。羊飼いの品性と品行が、彼の主張する真理
をよく示しているならば、主はその働きを承認する印を押
して下さる。羊飼いと羊の群れは、キリストにある共通の
望みによって結ばれ、1つになる。
救い主がペテロを取り扱われた方法は、ペテロと彼の仲

間たちにとって1つの教訓を含んでいた。ペテロは主を拒ん
だが、主が彼に対して抱いておられた愛は、決してゆるが
なかった。そしてこの使徒が、みことばを他の人々に伝え
る働きに携わるようになった時、彼は罪を犯す者に、忍耐
と同情とゆるしの愛をもって接しなければならなかった。
彼は自分自身の弱さと失敗を思い起こして、キリストが彼
を取り扱われたように、優しく心を配って、羊や小羊たち
を扱わねばならなかった。
人間は、自分自身が悪に染まってしまっているので、誘

惑に陥っている者や過ちを犯している者にいたわりのない
扱いをしがちである。人間には人の心が読めず、心のあが
きや痛みを知らない。彼らは、愛の譴責について、いやす
ために傷つける打撃について、また、希望を告げる警告に
ついて、学ぶ必要がある。
ペテロは働きの初めから終わりまでずっと、自分の手に

ゆだねられた羊の群れを忠実に見守り続け、こうして、救
い主から与えられた責任にふさわしい者であることを証明
した。彼は絶えずナザレのイエスを、イスラエルの望み、
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人類の救い主としてあがめた。彼は自分自身の生涯を、大
教師の訓練のもとにおいた。また、力のかぎりあらゆる手
段を用いて、信者たちを活動的な奉仕のために教育しよう
とした。ペテロの敬虔な模範とたゆまぬ活動は、有望な多
くの若者たちを励まし、彼らを伝道の働きに献身させた。 [1553]
時がたつに従い、教育者として、また指導者としての使
徒の感化は強まった。そして彼は、ユダヤ人のための特別
な働きの手は決してゆるめなかったが、一方では多くの地
方にあかしを立て、福音を信じる多くの群れの信仰を強め
た。
ペテロは、その働きの晩年において、霊感を受けて「ポ

ント、ガラテヤ、カパドキヤ、アジヤおよびビテニヤに
離散し」ている信者たちに手紙を書いた。彼の手紙は、
試練や苦難に耐えている者たちの勇気を奮い起こさせ、信
仰を強め、また、多くの誘惑の中で神とのつながりを失う
危険に陥っている者たちを、再び良い働きに励ませる手段
となった。これらの手紙は、キリストの苦難と慰めを十分
に受けてきた者、また、その全存在が恵みによって変えら
れ、永遠のいのちという確かでゆるぎない望みを持ってい
る者によって書かれたという印象を与える。
この年老いた神のしもべは、彼の第1の手紙の最初に、

主にさんびと感謝をささげている。「ほむべきかな、わた
したちの主イエス・キリストの父なる神。神は、その豊か
なあわれみにより、イエス・キリストを死人の中からよみ
がえらせ、それにより、わたしたちを新たに生れさせて生
ける望みをいだかせ、あなたがたのために天にたくわえて
ある、朽ちず汚れず、しぼむことのない資産を受け継ぐ者
として下さったのである。あなたがたは、終りの時に啓示
さるべき救にあずかるために、信仰により神の御力に守ら
れているのである」と彼は言った。
新しくされた地で確かに資産を受け継ぐというこの望

みを抱いて、初期のクリスチャンたちは、厳しい試練や苦
難に会っている時でさえも、喜んでいた。「今しばらくの
あいだは、さまざまな試練で悩まねばならないかも知れな
いが、あなたがたは大いに喜んでいる。こうして、あなた
がたの信仰はためされて、火で精錬されても朽ちる外はな
い金よりもはるかに尊いことが明らかにされ、イエス・キ
リストの現れるとき、さんびと栄光とほまれとに変るであ
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ろう。あなたがたは、イエス・キリストを見たことはない
が、彼を愛している。現在、見てはいないけれども. . . . . .言
葉につくせない、輝きにみちた喜びにあふれている。それ
は、信仰の結果なるたましいの救を得ているからである」
と、ペテロは書いた。
使徒の言葉は、あらゆる時代の信者たちを教えるために

書かれた。そしてこれは、「万物の終りが近づいている」
時に生存している者にとって、特別な意味を持っている。
彼の励ましと警告、信仰と勇気の言葉は、「最後までしっ
かりと」信仰を持ち続けようとする、すべての者に必要で
ある（ヘブル3：14）。
使徒ペテロは信者たちに、禁じられた話題へと心がさ

まよわないように、あるいは、つまらぬことにその力が浪
費されないようにすることが、いかに大切かを教えようと
努めた。サタンの策略のとりこにならないようにしようと
思う者は、魂の通路をよく見張っていなければならない。
思いを不純にするようなものを読んだり、見たり、聞いた
りしないようにしなければならない。魂の敵がほのめかす
ような問題に、手当たり次第にとびついたりしないよう、
心を引きしめていなければならない。心は忠実に見張ら
れていなければならない。でないと、外部の悪が内部の悪
を目覚めさせて、魂を暗黒の中にさまよわせるであろう。
「心の腰に帯を締め、身を慎み、イエス・キリストの現れ
る時に与えられる恵みを、いささかも疑わずに待ち望んで
いなさい。. . . . . .無知であった時代の欲情に従わず、むし
ろ、あなたがたを召して下さった聖なるかたにならって、
あなたがた自身も、あらゆる行いにおいて聖なる者となり
なさい。聖書に、『わたしが聖なる者であるから、あなた
がたも聖なる者になるべきである』と書いてあるからであ
る」。
「地上に宿っている間を、おそれの心をもって過ごすべ

きである。あなたがたのよく知っているとおり、あなたが
たが先祖伝来の空疎な生活からあがない出されたのは、銀
や金のような朽ちる物によったのではなく、きずも、しみ
もない小羊のようなキリストの尊い血によったのである。
キリストは、天地が造られる前から、あらかじめ知られて
いたのであるが、この終りの時に至って、あなたがたのた
めに現れたのである。あなたがたは、このキリストによっ[1554]
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て、彼を死人の中からよみがえらせて、栄光をお与えに
なった神を信じる者となったのであり、したがって、あな
たがたの信仰と望みとは、神にかかっているのである」。
もし銀や金で人々の救いを買うことができたとすれば、

「銀はわたしのもの、金もわたしのものである」と言わ
れる方は、いともたやすく人々の救いを成就されたであろ
う（ハガイ2：8）。しかし、罪人は、神のみ子の尊い血に
よってのみあがなわれることができた。救いの計画は犠牲
の中にあった。使徒パウロは「あなたがたは、わたしたち
の主イエス・キリストの恵みを知っている。すなわち、主
は富んでおられたのに、あなたがたのために貧しくなられ
た。それは、あなたがたが、彼の貧しさによって富む者に
なるためである」と書いている（Ⅱコリント8：9）。キリ
ストはあらゆる罪からわれわれをあがなうために、ご自身
をお与えになった。そして救いの最高の祝福として「神の
賜物は、わたしたちの主キリスト・イエスにおける永遠の
いのちである」（ローマ6：23）。
「あなたがたは、真理に従うことによって、たましい

をきよめ、偽りのない兄弟愛をいだくに至ったのである
から、互に心から熱く愛し合いなさい」と、ペテロは続け
た。神のみことば、すなわち真理は、主がみ霊と力をあら
わされる通路である。みことばに従うことによって、要求
されている実、すなわち「偽りのない兄弟愛」という実を
結ぶ。この愛は天から生まれ、高尚な動機や無我の行動へ
と至る。
真理が生活の中の不動の原則になる時、魂は「朽ちる種

からではなく、朽ちない種から、すなわち、神の変ること
のない生ける御言によ」って「新たに生れ」る。この新生
は、キリストを神のことばとして受け入れた結果である。
聖霊によって神の真理が心に刻まれると、新しい思いが喚
起され、これまで眠っていた力が呼びさまされて神と協力
する。
ペテロと仲間の弟子たちの場合もそうであった。キリ

ストは、真理をこの世にあらわされる方であった。キリス
トによって、朽ちない種——神のみことば——が人々の心
にまかれた。しかし、この大教師の最も大切な教訓の多く
が、語られた当時はその人々に理解されなかった。キリス
トの昇天後、聖霊がキリストの教えを弟子たちに思い出さ
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せた時、彼らの眠っていた意識が目覚めさせられた。これ
らの真理の意味が新しい啓示として彼らの心にひらめき、
純粋で混ぜ物のない真理が定着した。その時キリストの
ご生涯のすばらしい経験が彼らのものとなった。みことば
は、主の任命されたその人々を通してあかしされ、彼らは
その力強い真理を宣べ伝えた。「言は肉体となり、わたし
たちのうちに宿った。. . . . . .（それは）. . . . . .めぐみとまこ
ととに満ちていた」。「わたしたちすべての音は、その満
ち満ちているものの中から受けて、めぐみにめぐみを加え
られた」（ヨハネ1：14、16）。
使徒ペテロは、聖書を学ぶように、そしてそれを正し

く理解して、永遠のために確かな働きをするようにと、信
者たちを励ました。ペテロは、最後に勝利者となる者はみ
な、当惑や試みの場を経験することを知っていた。しかし
彼はまた、聖書を理解していれば、試みられる者は、心を
慰め、偉大なる方への信仰を強める、いくつもの約束を思
い出すことができることを知っていた。
「『人はみな草のごとく、その栄華はみな草の花に似て

いる。草は枯れ、花は散る。しかし、主の言葉は、とこし
えに残る』。これが、あなたがたに宣べ伝えられた御言葉
である。だから、あらゆる悪意、あらゆる偽り、偽善、そ
ねみ、いっさいの悪口を捨てて、今生れたばかりの乳飲み
子のように、混じりけのない霊の乳を慕い求めなさい。そ
れによっておい育ち、救に入るようになるためである。あ
なたがたは、主が恵み深いかたであることを、すでに味わ
い知ったはずである」。
ペテロが手紙をあてた信者たちの多くは、異教徒たちの

中に住んでいた。そして彼らが、その信仰の高い召しに忠
実であり続けるかどうかに多くがかかっていた。使徒ペテ
ロは、キリスト・イエスに従う者としての特権を彼らに力
説した。「あなたがたは、選ばれた種族、祭司の国、聖な
る国民、神につける民である。それによって、暗やみから
驚くべきみ光に招き入れて下さったかたのみわざを、あな
たがたが語り伝えるためである。あなたがたは、以前は神[1555]
の民でなかったが、いまは神の民であり、以前は、あわれ
みを受けたことのない者であったが、いまは、あわれみを
受けた者となっている」。
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　「愛する者たちよ。あなたがたに勧める。あなたが
たは、この世の旅人であり寄留者であるから、たましいに
戦いをいどむ肉の欲を避けなさい。異邦人の中にあって、
りっぱな行いをしなさい。そうすれば、彼らは、あなたが
たを悪人呼ばわりしていても、あなたがたのりっぱなわざ
を見て、かえって、おとずれの日に神をあがめるようにな
ろう」。
使徒ペテロは、信者たちが公の権威に対してとるべき態

度を明瞭簡潔に述べた。「あなたがたは、すべて人の立て
た制度に、主のゆえに従いなさい。主権者としての王であ
ろうと、あるいは、悪を行う者を罰し善を行う者を賞する
ために、王からつかわされた長官であろうと、これに従い
なさい。善を行うことによって、愚かな人々の無知な発言
を封じるのは、神の御旨なのである。自由人にふさわしく
行動しなさい。ただし、自由をば悪を行う口実として用い
ず、神の僕にふさわしく行動しなさい。すべての人をうや
まい、兄弟たちを愛し、神をおそれ、王を尊びなさい」。
しもべたちは主人に仕えるようにと教えられた。「心か

らのおそれをもって、主人に仕えなさい。善良で寛容な主
人だけにでなく、気むずかしい主人にも、そうしなさい。
もしだれかが、不当な苦しみを受けても、神を仰いでそ
の苦痛を耐え忍ぶなら、それはよみせられることである。
悪いことをして打ちたたかれ、それを忍んだとしても、
なんの手柄になるのか。しかし善を行って苦しみを受け、
しかもそれを耐え忍んでいるとすれば、これこそ神によみ
せられることである。あなたがたは、実に、そうするよう
にと召されたのである。キリストも、あなたがたのために
苦しみを受け、御足の跡を踏み従うようにと、模範を残さ
れたのである。キリストは罪を犯さず、その口には偽りが
なかった。ののしられても、ののしりかえさず、苦しめら
れても、おびやかすことをせず、正しいさばきをするかた
に、いっさいをゆだねておられた。さらに、わたしたちが
罪に死に、義に生きるために、十字架にかかって、わたし
たちの罪をご自分の身に負われた。その傷によって、あな
たがたは、いやされたのである。あなたがたは、羊のよう
にさ迷っていたが、今は、たましいの牧者であり監督であ
るかたのもとに、たち帰ったのである」。
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ペテロは信仰を持つ女性たちに、行いは清く、服装と態
度は慎み深くあるようにと勧告した。「あなたがたは、髪
を編み、金の飾りをつけ、服装をととのえるような外面の
飾りではなく、かくれた内なる人、柔和で、しとやかな霊
という朽ちることのない飾りを、身につけるべきである。
これこそ、神のみまえに、きわめて尊いものである」。
この教訓はどの時代の信徒にもあてはまる。「あなた

がたはその実によって彼らを見わけるのである」（マタ
イ7：20）。柔和でしとやかな内面の飾りは極めて貴重なも
のである。真のクリスチャン生活において、外面の飾りは
常に内面の平和ときよさとに調和している。「だれでもわ
たしについてきたいと思うなら、自分を捨て、自分の十字
架を負うて、わたしに従ってきなさい」と、キリストは言
われた（マタイ16：24）。自己否定と犠牲がクリスチャン
生活の特色となる。好みが変わったことの証拠は、主にあ
がなわれた者たちのために与えられた道を歩むすべての者
の服装に見られるようになる。
美を愛し、それを望むのは正しいことである。しかし

神は、われわれが、まず最高の美、すなわち朽ちること
のない美を、愛し求めるよう望んでおられる。どんな外
面の飾りも、価値や美しさにおいて、「柔和で、しとや
かな霊」、この世のすべての聖なる者たちが着る「純白
で、汚れのない麻布の衣」と比べることのできるものは
何もない（黙示録19：14）。この衣装は彼らを、この世に
おいては美しく、愛される者とし、きたるべき世では、彼
らが神の宮殿に入るためのしるしとなる。神は約束してお
られる、「彼らは白い衣を着て、わたしと共に歩みを続け
るであろう。彼らは、それにふさわしい者である」（黙示
録3：4）。
使徒ペテロは、予言のまぼろしを受けて、キリストの教

会が入ろうとしていた危難の時代を見やり、試練や苦しみ[1556]
に直面してもぐらつかないようにと信者たちを励ました。
「愛する者たちよ。あなたがたを試みるために降りかかっ
て来る火のような試錬を、何か思いがけないことが起った
かのように驚きあやしむこと」がないようにと、彼は書い
た。
試練は、神の子らをこの世の不純なものからきよめるた

めに、キリストの学校において与えられる教育の一部であ
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る。試みの経験がやってくるのは、神がその子らを導いて
おられるからである。試練や障害は、神がお選びになった
訓練方法であり、神が指定された成功の条件である。人々
の心を読み取られる神は、彼ら自身が知る以上に彼らの弱
さをよく知っておられる。神は、ある者たちが、正しく指
導されればみわざの進展に用いられることのできる資質を
持っているのを見られる。み摂理のうちに、神は、これら
の人々を違った立場や様々な環境に置き、自分では気づか
ない、隠れた欠点を発見できるようにさせて下さる。神は
彼らに、これらの欠点にうち勝ち、献身するにふさわしい
者となるような機会を与えて下さる。しばしば神は苦しみ
の火を燃えさせて、彼らがきよめられるようにして下さる
のである。
神の選民に対する神の思いやりは尽きることがない。神

が、神の子らの上にふりかかるのをお許しになる苦しみは
みな、彼らの現在の、また永遠の利益のために、欠くこと
のできないものばかりである。キリストが地上でのご奉仕
のあいだ宮をきよめられたように、神は教会をきよめられ
る。神が民たちをためし、試みるためにもたらされるもの
はすべて、彼らが、十字架の勝利を進展させるために、よ
り敬虔になり、更に強くなるためである。
ペテロの経験において、キリストのお働きの中に十字架

を見たくない時があった。救い主が弟子たちに、ご自身に
迫る苦難と死を知らせられた時、ペテロは「主よ、とんで
もないことです。そんなことがあるはずはございません」
と叫んだ（マタイ16：22）。キリストと苦しみを共にする
ことを恐れる自己憐憫の気持ちから、ペテロはとっさにい
さめようとした。この弟子にとって、この世のキリストの
道が苦悩と屈辱の中にあることは、つらい教えであり、な
かなか悟ることのできない教訓であった。しかし彼は、炉
の火の真っただ中でこの教訓を学ぶのであった。かつての
活動的な姿が、長年の重荷と労苦のために腰をかがめてい
る今、彼は、「愛する者たちよ。あなたがたを試みるため
に降りかかって来る火のような試錬を、何か思いがけない
ことが起ったかのように驚きあやしむことなく、むしろ、
キリストの苦しみにあずかればあずかるほど、喜ぶがよ
い。それは、キリストの栄光が現れる際に、よろこびにあ
ふれるためである」、と書くことができた。
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キリストの羊の群れを飼う羊飼いとしての責任につい
て、ペテロは教会長老たちに次のように書き送った。「あ
なたがたにゆだねられている神の羊の群れを牧しなさい。
しいられてするのではなく、神に従って自ら進んでなし、
恥ずべき利得のためではなく、本心から、それをしなさ
い。また、ゆだねられた者たちの上に権力をふるうことを
しないで、むしろ、群れの模範となるべきである。そうす
れば、大牧者が現れる時には、しぼむことのない栄光の冠
を受けるであろう」。
羊飼いの地位を占める者は、主の群れを注意深く見守

らねばならない。それは、独裁的な監視ではなくて、励
まし、強め、高めるよう導くものでなければならない。
牧師の務めには、説教すること以上の意味がある。それは
熱心な、個人的な働きである。地上の教会はまちがいの多
い人々から成り立っている。彼らは、忍耐強く、労を惜し
まず努力することによって訓練されて、この世において受
け入れられる働きをなし、そして来世において光栄と朽ち
ぬものとを与えられるようにしなければならない。神の民
に対してへつらうのでなく、彼らを苛酷に取り扱うのでも
なくて、いのちのパンで彼らを養う牧師たち——すなわち
忠実な羊飼い——が求められている。こうした羊飼いは、
自分たちの生活の中で、聖霊の改心させる万を日ごとに感
じ、自分たちが働きかける人々に対して強い無我の愛を抱
くのである。
羊飼いは教会の中で、仲たがい、辛辣、ねたみ、嫉妬

に対処するよう求められる時、それを上手にさばく仕事が
彼に負わされている。彼は、物事をきちん と整えるため[1557]
に、キリストのみ霊によって働かねばならない。牧師は説
教壇から働きかけるばかりでなく、個人的に働きかけて、
忠実に警告を与え、罪を譴責し、不正を正さなければなら
ない。強情な人は教えに対して異議を申し立てるかもしれ
ない。そして神のしもべは誤解され非難されるかもしれな
い。その時には次のことばを思い出そう。「上からの知恵
は、第一に清く、次に平和、寛容、温順であり、憐れみと
良い実とに満ち、かたより見ず、偽りがない。義の実は、
平和を造り出す人たちによって、平和のうちにまかれるも
のである」（ヤコブ3：17、18）。
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福音を伝える牧師の仕事よ、「神の中に世々隠されてい
た奥義にあずかる務がどんなものであるかを、明らかに示
す」ことである（エペソ3：9）。もしこの働きに携わる者
が、最も自己犠牲の少ないことを選んで、説教に満足し、
個人的な伝道の働きをだれか他の人に任せてしまうような
ら、彼の働きは神に受け入れられるものとはならない。キ
リストが身代わりとなられた魂は、正しく導かれた個人的
な接触がないために滅びようとしている。牧師職に携わり
ながら、群れの世話に求められる個人的な働きに尽くそう
としない者は、その召しを誤解しているのである。
真の羊飼いの精神は、自分自身を忘れる精神である。

彼は神のみわざに携わるために、自我を見失う。みことば
を説教し、人々の家庭で個人的な伝道をすることにより、
彼は人々の必要や、悲しみや、試みを学ぶ。そして、重荷
を負って下さる偉大な主と協力して、彼らの苦しみを共に
し、失望を慰め、魂の飢えを和らげ、彼らの心を神へと導
く。この仕事をする牧師には天の使いが伴い、そして彼自
身、救いに至る知恵を与える真理を教えられ、啓発される
のである。
教会で責任ある地位を占めている人々への教えに関連

して、使徒ペテロは、教会で交わる人々みんなが従わな
ければならない一般的な原則のあらましを述べた。群れ
の若い者たちは、長老たちの模範にならって、キリストの
ような謙遜な態度を身につけるように勧められた。「同じ
ように、若い人たちよ。長老たちに従いなさい。また、み
な互に謙遜を身につけなさい。神は高ぶる者をしりぞけ、
へりくだる者に恵みを賜うからである。だから、あなたが
たは、神の力強い御手の下に、自らを低くしなさい。時が
来れば神はあなたがたを高くして下さるであろう。神はあ
なたがたをかえりみていて下さるのであるから、自分の思
いわずらいを、いっさい神にゆだねるがよい。身を慎み、
目をさましていなさい。あなたがたの敵である悪魔が、ほ
えたけるししのように、食いつくすべきものを求めて歩き
回っている。この悪魔にむかい、信仰にかたく立って、抵
抗しなさい」。
こうしてペテロは、教会にやってきた特別な試練の時

に、信者たちに手紙を書き送った。多くの人々は既にキリ
ストの苦難にあずかる者となっていた。そして、まもなく
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教会は、きびしい迫害の時代を経験するのであった。わず
か数年のうちに、教会の教師や指導者の立場にあった人々
の多くが、福音のために命を捨てるのであった。まもなく
恐ろしいおおかみたちは侵入してきて、容赦なく群れの命
を奪うのであった。しかし、これらのことはいずれも、希
望の中心をキリストに置いている人々を失望させることは
できなかった。ペテロは、励ましと勇気づけの言葉で、信
者たちの心を現在の試練や未来の苦難の光景から、「朽ち
ず汚れず、しぼむことのない資産」へと向けさせた。彼は
熱烈な祈りをささげた。「あなたがたをキリストにある永
遠の栄光に招き入れて下さったあふるる恵みの神は、しば
らくの苦しみの後、あなたがたをいやし、強め、力づけ、
不動のものとして下さるであろう。どうか、力が世々限り
なく、神にあるように、アァメン」。



第第第52章章章　　　最最最後後後まままででで忠忠忠実実実ににに [1558]

本章はペテロの第2の手紙に基づく

ペテロと「同じ尊い信仰」をさずかった人々へあてたペ
テロの第2の手紙の中で、使徒はクリスチャンの品性を成長
させるための神のご計画を明らかにした。彼はこう訂いて
いる。
「神とわたしたちの主イエスとを知ることによって、

恵みと平安とが、あなたがたに豊かに加わるように。い
のちと信心とにかかわるすべてのことは、主イエスの神聖
な力によって、わたしたちに与えられている。それは、ご
自身の栄光と徳とによって、わたしたちを召されたかたを
知る知識によるのである。また、それらのものによって、
尊く、大いなる約束が、わたしたちに与えられている。そ
れは、あなたがたが、世にある欲のために滅びることを免
れ、神の性質にあずかる者となるためである」。
「それだから、あなたがたは、力の限りをつくして、あ

なたがたの信仰に徳を加え、徳に知識を、知識に節制を、
節制に忍耐を、忍耐に信心を、信心に兄弟愛を、兄弟愛に
愛を加えなさい。これらのものがあなたがたに備わって、
いよいよ豊かになるならば、わたしたちの主イエス・キリ
ストを知る知識について、あなたがたは、怠る者、実を結
ばない者となることはないであろう」。
これらの言葉は教訓に満ちていて、勝利の基調をなす。

使徒は、信者にクリスチャンの進歩のはしごを紹介して
いるが、その1つ1つの階段は神を知る知識の進歩をあらわ
し、このはしごを登るのに行き詰まりはない。信仰、徳、
知識、節制、忍耐、信心、兄弟愛、愛は、はしごの階段で
ある。この階段を1段1段登って、われわれに対するキリス
トの理想の高さに達する時に、われわれは救われるのであ
る。こうしてキリストはわれわれの知恵となり、義と聖と
あがないとになられる。

401
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神はその民を栄光と徳に招いておられる。そしてこれ
らは神と真実につながっている人々すべての生活にあらわ
れる。天の賜物にあずかる者となったら、彼らは「信仰に
より神の御力に守られて」、完全を目指して進まなければ
ならない（ペテロ1：5）。神の徳をその子らにお与えにな
ることは、神の栄光である。神は人々が最高の標準に達す
るのをご覧になりたいと望んでおられる。そして、信仰に
よってキリストの力をつかみ、主の確かなみ約束に訴えて
それを自分のものとして求め、拒まれないようしきりに聖
霊の力を求めるならば、彼らはキリストにあってそれに満
たされるのである。
福音の信仰を受けたら、信者が次にする仕事は品性に

徳を加えることである。こうして心をきよめ、神について
の知識を受けるにふさわしい心にするのである。この知識
は、すべての真の教育と真の奉仕の基礎である。これが、
誘惑を防ぐ唯一のたしかな防衛手段である。そして、これ
だけが、人を品性において神に似たものとすることができ
る。神とみ子イエス・キリストを知ることによって、信者
には、「いのちと信心とにかかわるすべてのこと」が与え
られる。神の義をいただきたいと心から願う人には、よい
賜物が惜しみなく与えられる。
「永遠の命とは、唯一の、まことの神でいますあな

たと、また、あなたがつかわされたイエス・キリストと
を知ることであります」と、キリストは言われた（ヨハ
ネ17：3）。また預言者エレミヤは言った、「知恵ある人
はその知恵を誇ってはならない。力ある人はその力を誇っ
てはならない。富める者はその富を誇ってはならない。語
る者はこれを誇とせよ。すなわち、さとくあって、わたし
を知っていること、わたしが主であって、地に、いつくし
みと公平と正義を行っている者であることを知ることがそ
れである。わたしはこれらの事を喜ぶと、主は言われる」
（エレミヤ9：23、24）。この知識を得る者が、霊的にどれ
ほど広く深く高く到達するかは、人間の心ではほとんど悟
ることができない。
だれでも自分の活動範囲内で、クリスチャン品性の完成[1559]

を目指して、果たせないことはない。いのちと信心とにか
かわるすべてのことを信者たちが受けられるように、キリ
ストの犠牲によって準備がなされた。神はわれわれが完全
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な標準に到達するように求めておられ、キリストのご品性
の模範をわれわれに示しておられる。救い主は、悪に抵抗
した生活を貫き通して完全なものとされたご自身の人性に
よって、人間が神と協力すれば、この世において品性の完
成に到達できることをお示しになった。これは、われわれ
も完全な勝利を得ることができるという神からの保証であ
る。
キリストのようになる、すなわち、律法のあらゆる原則

に従うというすばらしい可能性が、信者の前に提供されて
いる。しかし、人は自分でこの状態に到達することは全く
できない。人は救われる前にきよくならねばならないと神
のみことばは言明しているが、このきよさは、彼が真理の
み霊の訓練や抑制する感化力に身を低くして従う時に、神
の恵みが働いて生じるものである。キリストの義のかおり
によってはじめて、人は完全に従順になることができる。
キリストの義は従順な行為の1つ1つを神の香気で満たす。
クリスチャンの役割は、1つ1つの罪に辛抱強くうち勝つこ
とである。彼は罪に悩む自分の魂の乱れをいやしていた
だくように、救い主に絶えず祈らなければならない。彼に
はうち勝つ知恵も力もない。これは主のもので、主は、謙
遜に悔いて助けを求めてくる者たちにこれらを授けて下さ
る。
清くないものから清いものに変える働きは、継続的なも

のである。毎日、神は人のきよめのために働いて下さる。
だから人は、神に協力して、辛抱強く、正しい習慣を養う
努力をしなければならない。人は恵みに恵みを加えなけれ
ばならない。こうして寄せ算で働くとき、神は彼のために
掛け算で働いて下さる。われわれの救い主は、悔いる心を
持つ者の祈りを聞き、それに答える準備がいつでもできて
おられる。そして恵みと平安が、忠実な者たちの上に増し
加えられるのである。主は、彼らを悩ます悪との戦いに必
要な祝福を、喜んで彼らに与えて下さる。
クリスチャンの進歩のはしごを登ろうとしている人々が

いる。しかし、彼らは、上に進んで行くにしたがって、人
間の力に頼りはじめ、やがて、信仰の創始者であり完成者
であられるイエスを見失ってしまう。結果は失敗である。
つまり、これまでに得たものをすべて失ってしまうのであ
る。途中で疲れてしまって、これまで彼らが心と生活の中
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で育ててきたクリスチャンの恵みを、魂の敵に盗ませてい
る人々の状態は、まことに歎かわしい。「これらのものを
備えていない者は、盲人であり、近視の者であり、自分の
以前の罪がきよめられたことを忘れている者である」とペ
テロは説明している。
使徒ペテロは神のことに長い経験を積んできた。神の救

いの力を信じる信仰は年とともに強まった。そして彼は、
信仰によって前進し、はしごを1段ずつ登って、天の入口に
まで達している最上段を目指して上へと絶えず前進する者
の前には、失敗の可能性がないのだということを、疑いな
く証明するまでになっていた。
長年にわたってペテロは、絶えず恵みと真理の知識に

成長する必要のあることを信者たちに力説してきた。そし
て今、信仰のためにまもなく殉教の苦しみを受けることを
知って、彼は再び、信じる者はだれでも到達することので
きるこの尊い特権に注意を引いた。信仰を十分に確信して
いる年老いた使徒は、クリスチャン生活における確固とし
た目的を兄弟たちに説いた。「それだから、ますます励ん
で、あなたがたの受けた召しと選びとを、確かなものにし
なさい。そうすれば、決してあやまちに陥ることはない。
こうして、わたしたちの主また救主イエス・キリストの永
遠の国に入る恵みが、あなたがたに豊かに与えられるから
である」と、彼は説いた。なんというすばらしい保証であ
ろう。信仰によってクリスチャン完成の高みへ進んでいる
時、信者の前途にある希望は、なんと輝かしいものであろ
う。
使徒は続けて言った、「それだから、あなたがたは既に

これらのことを知っており、また、いま持っている真理に
堅く立ってはいるが、わたしは、これらのことをいつも、[1560]
あなたがたに思い起させたいのである。わたしがこの幕屋
にいる間、あなたがたに思い起させて、奮い立たせること
が適当と思う。それは、わたしたちの主イエス・キリスト
もわたしに示して下さったように、わたしのこの幕屋を脱
ぎ去る時が間近であることを知っているからである。わた
しが世を去った後にも、これらのことを、あなたがたにい
つも思い出させるように努めよう」。
使徒には、人類に関する神の目的について語る資格が

十分にあった。なぜなら、キリストがこの世で働いてお
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られた時、ペテロは神の国に関することをいろいろと見
聞きしていたからである。「わたしたちの主イエス・キリ
ストの力と来臨とを、あなたがたに知らせた時、わたした
ちは、巧みな作り話を用いることはしなかった。わたした
ちが、そのご威光の目撃者なのだからである。イエスは父
なる神からほまれと栄光とをお受けになったが、その時、
おごそかな栄光の中から次のようなみ声がかかったのであ
る、『これはわたしの愛する子、わたしの心にかなう者で
ある』。わたしたちもイエスと共に聖なる山にいて、天か
ら出たこの声を聞いたのである」と、彼は信者たちに言っ
た。
この証拠は、信者たちの望みの確かさを確信させるもの

であったが、さらにいっそう説得力のある証拠が、預言の
あかしの中にあった。これによってすべての人々の信仰が
強められ、堅固で不動のものとされるのであった。「こう
して、預言の言葉は、わたしたちにいっそう確実なものに
なった。あなたがたも、夜が明け、明星がのぼって、あな
たがたの心の中を照すまで、この預言の言葉を暗やみに輝
くともしびとして、それに目をとめているがよい。聖書の
預言はすべて、自分勝手に解釈すべきでないことを、まず
第一に知るべきである。なぜなら、預言は決して人間の意
志から出たものではなく、人々が聖霊に感じ、神によって
語ったものだからである」と、ペテロは言った。
悩みの時の安全な指針として「預言の言葉」の「確実」

さを強調する一方、使徒は厳粛に、誤った預言の光につい
て教会に警告した。そのにせの預言は、「にせの教師」た
ちによって掲げられるもので、彼らは「異端をひそかに持
ち込み、. . . . . .主を否定し」た。こうしたにせ教師たちが教
会に起こり、信仰のある兄弟たちの多くから正しいと思わ
れるが、使徒は彼らをたとえて、「水のない井戸、突風に
吹きはらわれる霧であって、彼らには暗やみが用意されて
いる」と言った。「彼らの後の状態は初めよりも、もっと
悪くなる。義の道を心得ていながら、自分に授けられた聖
なる戒めにそむくよりは、むしろ義の道を知らなかった方
がよい」と、ペテロは言った。
ペテロは、霊感を受けて、世の終わりに至るまで各時

代を見通し、キリスト再臨の直前に、世の中に現れる状
態を書きしるした。「終りの時にあざける者たちが、あ
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ざけりながら出てきて、自分の欲情のままに生活し、『主
の来臨の約束はどうなったのか。先祖たちが眠りについ
てから、すべてのものは天地創造の初めからそのままで
あって、変ってはいない』と言うであろう」と、彼は書い
た。しかし、「人々が平和だ無事だと言っているその矢先
に、. . . . . .突如として滅びが彼らをおそって来る」（テサロ
ニケ5：3）。しかし、だれもがみな敵のわなにかかるわけ
ではない。世のすべてのものの終わりが近づく時に、時の
しるしを見分けることのできる忠実な者たちがいるであろ
う。信仰を告白している多くの者たちが、その行いによっ
て信仰を否定している一方では、最後まで耐え忍ぶ残りの
民がいるのである。
ペテロはキリストご再臨の望みを、心に生き生きと持ち

続けていた。そして彼は、「行って、場所の用意ができた
ならば、またきて、あなたがたをわたしのところに迎えよ
う」との救い主のみ約束が確かに成就することを教会に保
証した（ヨハネ14：3）。試練を受けている忠実な者たちに
はご再臨が遅れているように思えるかもしれないが、使徒
は彼らにはっきり述べた。「ある人々がおそいと思ってい
るように、主は約束の実行をおそくしておられるのではな
い。ただ、ひとりも滅びることがなく、すべての者が悔改
めに至ることを望み、あなたがたに対してながく忍耐して
おられるのである。しかし、主の日は盗人のように襲って
来る。その日には、天は大音響をたてて消え去り、天体は[1561]
焼けてくずれ、地とその上に造り出されたものも、みな焼
きつくされるであろう」。
「このように、これらはみなくずれ落ちていくもので

あるから、神の日の到来を熱心に待ち望んでいるあなたが
たは、極力、きよく信心深い行いをしていなければならな
い。その日には、天は燃えくずれ、天体は焼けうせてしま
う。しかし、わたしたちは、神の約束に従って、義の住む
新しい天と新しい地とを待ち望んでいる」。
「愛する者たちよ。それだから、この日を待っている

あなたがたは、しみもなくきずもなく、安らかな心で、神
のみまえに出られるように励みなさい。また、わたしたち
の主の寛容は救のためであると思いなさい。このことは、
わたしたちの愛する兄弟パウロが、彼に与えられた知恵に
よって、あなたがたに書きおくったとおりである。. . . . . .愛
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する者たちよ。それだから、あなたがたはかねてから心が
けているように、非道の者の惑わしに誘い込まれて、あな
たがた自身の確信を失うことのないように心がけなさい。
そして、わたしたちの主また救主イエス・キリストの恵み
と知識とにおいて、ますます豊かになりなさい」。
神のみ摂理に導かれて、ペテロは彼の働きをローマで

終えることになった。このローマで、ちょうどパウロが最
後に逮捕されたころ、ペテロ投獄の命令が、ネロ皇帝から
出された。こうして2人の老練な使徒たちは、長い間、遠
く離れて働いていたが、この世界の中心都市において、キ
リストのために最後のあかしをたてることになった。そし
て、この地に、聖徒や殉教者たちの大きな収穫を生む種と
して、彼らの血を流すことになった。
ペテロは、キリストを拒んで後、また元の地位につけ

られて以来、ひるまず、危険をものともせずに、気高い
勇気を示して、十字架にかけられ、よみがえられて、昇
天された救い主を宣べ伝えてきた。彼は独房に横になって
いる時、キリストが彼に語りかけられたみことばを思い出
した。「よくよくあなたに言っておく。あなたが若かった
時には、自分で帯をしめて、思いのままに歩きまわってい
た。しかし年をとってからは、自分の手をのばすことにな
ろう。そして、ほかの人があなたに帯を結びつけ、行きた
くない所へ連れて行くであろう」（ヨハネ21：18）。この
ようにキリストは、ペテロの死に方をこの弟子にお教えに
なっていた。また、十字架の上に両手をひろげることさえ
も予言しておられたのである。
ペテロはユダヤ人であり外国人として、むちで打たれて

十字架につけられる刑が宣告された。この恐ろしい死を目
前にして、使徒は、イエスの裁判の時にイエスを拒んだ自
分の大きな罪を思い出した。かつては十字架を認める準備
のできていなかった彼は、今、福音のために命をささげる
ことを喜び、ただ、主を拒んだことのある自分は、主と同
じ死に方をするという大きな栄誉には値しないということ
しか思わなかった。ペテロはその罪を心から悔いて、キリ
ストにより既にゆるされていた。羊と群れの小羊を養う高
い使命が彼に与えられていたことがそれを示している。し
かし彼は自分を決してゆるすことができなかった。最後の
恐ろしい場面の苦しみを考えてさえも、彼のはげしい悲し
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みと後悔の念は軽くならなかった。最後の願いとして、彼
は頭を下に向けて十字架に釘づけされるようにと執行人に
頼んだ。この願いは聞き入れられて、この方法で偉大な使
徒ペテロは死んだ。
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ヨハネは、ほかの使徒たちより、イエスがとりわけ「愛
しておられた弟子」である（ヨハネ21：20）。ヨハネはキ
リストとの友情を、最高にたのしく味わったように見え
る。たしかに彼は、救い主の信頼と愛のしるしを豊かに
受けたのである。彼は、変貌の山でのキリストの栄光と、
ゲッセマネでのキリストの苦悩を目撃することを許され
た3人のうちの1人であった。また、キリストが十字架にか
けられた最後の苦しみの時に、キリストが母の世話をお託 [1562]
しになったのも、ほかならぬヨハネにであった。
愛弟子に対する救い主の愛情は、力いっぱいの、燃える

ような献身で報いられた。ヨハネは、ぶどうのつるが堂々
とした柱にからむように、キリストにぴったりとついて離
れなかった。主のために彼は法廷の危険を物ともしなかっ
たし、十字架を離れずにいた。またキリストがよみがえら
れたという知らせに、すぐさま墓へ急き、その熱意におい
ては性急なペテロにさえもまさっていた。
ヨハネの生活と品性にあらわれていたキリストへのひた

むきな愛と無我の献身は、キリスト教会に口で言いあらわ
せない価値のある教訓を与えている。
ヨハネは、のちの経験にあらわれているような美しい品

性を生まれつき持っていたのではなかった。彼には生まれ
つきのひどい欠点があった。高慢で、身勝手で、名誉欲が
強かったばかりでなく、激しい性質で、侮辱されると憤慨
した。彼とその兄弟たちは「雷の子」と呼ばれていた。短
気、復讐心、批判的精神といったようなものがすべてこの
愛された弟子の中にあった。しかしこうしたすべてのもの
の下に、天来の教師イエスは、熱心で、誠実で、愛すべき
心を認められた。イエスは彼の身勝手を譴責され、彼の野
心をくじいて、信仰を試された。しかしイエスは、ヨハネ
の魂が求めていたもの、すなわち、聖潔の美、愛の改変力
を彼にお示しになった。

409
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ヨハネの性格の中にある欠点が、救い主と個人的に交
わるうちに数回、強く前面にあらわれた。ある時キリスト
は、サマリヤ人の村に行くに先立って使者たちをおつかわ
しになり、キリストと弟子たちのために飲み物を用意して
ほしいと村人にお求めになった。しかし救い主は町に近づ
かれた時、そこに立ち寄らずエルサレムへ向かうほうがよ
いかもしれないというようなご様子であった。このために
サマリヤ人たちは憤慨して、しばらく彼らと共に過ごされ
るよう勧めずに、彼らがいつも一般の旅行者たちにしてい
たもてなしを差し控えた。イエスは人の前に無理に出るこ
とはなさらなかったので、サマリヤ人たちは、もし彼らが
イエスを客人として招いていたら彼らに与えられていたは
ずの祝福を失った。
弟子たちは、キリストがお立ち寄りになってサマリヤ人

を祝福なさろうとしていたことを知っていた。そして、村
人が主に示した冷淡さと、嫉妬と、不遜さに弟子たちは驚
き、憤慨した。ヤコブとヨハネは特に気を荒立てた。彼ら
が深く尊敬している方がこのようなあしらいを受けたこと
は、直ちに罰せず見過ごしにすることが到底できないほど
不当であるように彼らには思えた。「主よ、いかがでしょ
う。彼らを焼き払ってしまうように、天から火をよび求め
ましょうか」と、彼らは、預言者エリヤのところにつかわ
されたサマリヤの長とその部下たちが焼き尽くされたこと
を引用して、熱心に言った。2人はイエスが、彼らの言葉に
胸をいためられたのを見て驚いた。そして、イエスの譴責
が耳もとに落ちてきた時に彼らはもっと驚いた、「あなた
がたは自分たちがどのような霊的状態にあるのかを知らな
いのです。人の子が来たのは、人のいのちを滅ぼすためで
はなくそれを救うためです」（ルカ9：5456・新改訳聖書、
註参照（異本））。
強制的にキリストを受け入れさせることは、キリストの

使命にはない。それはサタンであり、良心を強制しようと
するのはサタンの霊に踊らされている人々である。悪天使
と同盟する人々が時々、正義に対する熱意をよそおい、自
分たちの宗教的な考えに改心させようと仲間を苦しめてい
る。しかしキリストは常に憐れみを示され、愛をお示しに
なって導こうとしておられる。キリストは人の心に競争相
手を認めることも、生半可な奉仕を受け入れることもおで
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きにならない。ただ、主は自発的な奉仕、愛に強いられて
気持ちよく服従する心を望まれる。
また別の時にヤコブとヨハネは、キリストの王国で名誉

ある最高の地位が与えられるようにと、母親から懇願して
もらった。キリストが神の国の本質について繰り返し指導
しておられたにもかかわらず、この若い弟子たちは、人々
の願いに従って王座と王の力を獲得される方として、いま
だにメシヤに希望を抱いていた。母親は、息子たちのため
にこの王国で名誉ある地位を切望していたので、「わたし [1563]
のこのふたりのむすこが、あなたの御国で、ひとりはあな
たの右に、ひとりは左にすわれるように、お言葉をくださ
い」と、頼んだ。
しかしイエスは答えられた、「あなたがたは、自分が何

を求めているのか、わかっていない。わたしの飲もうとし
ている杯を飲むことができるか」。彼らは主の神秘的なみ
言葉が試練と苦しみを指していることを思い出したが、な
お、自信をもって「できます」と答えた。彼らは、主にふ
りかかろうとしていることをすべて共に受けることによっ
て彼らの忠誠を証明すれば、最高の名誉だと思った。
「確かに、あなたがたはわたしの杯を飲むことになろ

う」。イエスは、左右に2人の悪人を仲間とし、王座の代わ
りに十字架を前にして、こう言われたのである。ヤコブと
ヨハネは主の苦しみを共にすることになっていた。1人は剣
による死がつかの間にやって来る運命にあった。またほか
の1人は、弟子たちのだれよりも長く主に従って働き、非難
され、迫害された。「しかし、わたしの右、左にすわらせ
ることは、わたしのすることではなく、わたしの父によっ
て備えられている人々だけに許されることである」と、イ
エスは続けられた（マタイ20：2123）。
イエスはこの2人の弟子たちの願いを思いつかせた動機

を理解されて、彼らの高慢と野心をおしかりになった。
「異邦人の支配者たちはその民を治め、また偉い人たち
は、その民の上に権力をふるっている。あなたがたの間
ではそうであってはならない。かえって、あなたがたの
間で偉くなりたいと思う者は、仕える人となり、あなたが
たの間でかしらになりたいと思う者は、僕とならねばなら
ない。それは、人の子がきたのも、仕えられるためではな
く、仕えるためであり、また多くの人のあがないとして、
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自分の命を与えるためであるのと、ちょうと同じである」
（マタイ20：2528）。
神の国ではえこひいきで地位は得られない。それは働い

て得るものではなく、気まぐれにさずけられて受けるもの
でもない。それは品性の実である。王冠と王座は、達成さ
れた1つの状態のしるし、すなわち主イエス・キリストの恵
みによって、自我を征服したしるしである。
ずっと後になって、ヨハネがキリストの苦難を親しく知

るようになり、キリストに共感するようになった時、主イ
エスはヨハネに、神の国に近い状態のことをお示しになっ
た。「勝利を得る者には、わたしと共にわたしの座につ
かせよう。それはちょうど、わたしが勝利を得てわたしの
父と共にその御座についたのと同様である」と、キリスト
は言われた（黙示黙3：21）。キリストの1番近くに立つ者
は、キリストの自己犠牲的な愛の精神を最も深く感受した
者である。それは、「高ぶらない、誇らない. . . . . .自分の利
益を求めない、いらだたない、恨みをいだかない」愛であ
る（コリント13：4、5）。すなわち主イエスを動かしたよ
うに、この弟子を動かして、人類の救いのためにすべてを
与え、死にいたるまで生き、働き、犠牲を払う愛である。
また別の時にヤコブとヨハネが、伝道の仕事を始めた

ばかりのころ、ある人に会った。その人は、キリストに従
う者として認められていないのに、キリストのみ名によっ
て悪魔を追い出していた。弟子たちはその男に仕事を禁じ
た。そしてこうすることが正しいと思った。しかしこの問
題をキリストの前に出したとき、キリストは彼らをしかっ
て、言われた、「やめさせないがよい。だれでもわたしの
名で力あるわざを行いながら、すぐそのあとで、わたしを
そしることはできない」（マルコ9：39）。どんな方法で
でもキリストに親しみを示した者を拒絶すべきではなかっ
た。弟子たちは狭い、排他的な精神にふけることなく、
彼らが主の中に見てきたような広大な同情を示さなければ
ならない。ヤコブとヨハネはこの男をしかることで、主の
名誉を心にかけていると思っていた。しかし彼らは、自分
たちのために嫉妬しているのだということがわかりはじめ
た。ヤコブとヨハネは自分たちの誤りを認めて、主の叱責
を受け入れた。
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キリストの教えは、恵みに成長し、みわざにふさわしい
ものとなるために欠くことのできない柔和と謙遜と愛を説 [1564]
くもので、ヨハネに最も貴重なものとなった。彼は1つ1つ
の教えを大事にして、絶えず自分の生活を聖なる模範に一
致させる努力をした。ヨハネはキリストの栄光を見分けは
じめていた。彼がこれまで追い求めるよう教えられてきた
世的なはなやかさや権威ではなく、「父のひとり子として
の栄光であって、めぐみとまこととに満ちて」いるもので
あった（ヨハネ1：14）。
キリストに対するヨハネの愛情の深さと熱烈さは、ヨ

ハネに対するキリストの愛を引き起こしたのではなく、か
えってヨハネに対するキリストの愛の結果生じたものであ
る。ヨハネはイエスのようになりたいと望んだ。そして、
キリストの愛の人間を変える感化力のもとに、彼は柔和
で謙遜になった。自己はイエスの中に隠された。ヨハネは
仲間たちのだれよりも、その不思議ないのちの力に服従し
た。「このいのちが現れたので、この永遠のいのちをわた
したちは見」たと、彼は言っている。「わたしたちすべて
の者は、その満ち満ちているものの中から受けて、めぐみ
にめぐみを加えられた」（ヨハネ1：2、ヨハネ1：16）。ヨ
ハネは体験的な知識によって救い主を知った。主の教えが
彼の魂に刻みつけられた。彼が救い主の恵みをあかしした
時、彼の単純な言葉は、全身に満ちた愛により雄弁になっ
た。
ヨハネは、キリストに抱いていた深い愛により、いつ

もキリストのそば近くにいたいと願った。救い主は12人の
弟子たちみんなを愛されたが、ヨハネの気持ちは最も受容
性に富んでいた。彼は他のだれよりも若かった。そして、
だれよりも、子供のような打ち解けた信頼からイエスに心
を開いた。こうして彼はキリストと更に共鳴するようにな
り、彼を通して救い主の最も深い霊的教えが人々に伝えら
れた。
イエスは天の父を代表する人々を愛される。そしてヨハ

ネはほかの弟子たちにできなかった天の父の愛について語
ることができた。彼は神の特質を自分の品性にあらわし、
自分の魂の中で感じていた事を仲間に示した。主の栄光が
彼の顔にあらわされた。彼を変えた神聖な美しさが、キリ
ストのような輝きをもって彼の顔から輝き出た。ヨハネは
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敬慕と愛を抱いて救い主を見つめているうちに、キリスト
に似た者となった。そしてキリストと交わることが彼の1つ
の望みとなり、ついには彼の性格のうちに主のご品性が反
映するようになった。
「わたしたちが神の子と呼ばれるためには、どんな

に大きな愛を父から賜わったことか、よく考えてみなさ
い。. . . . . .愛する者たちよ。わたしたちは今や神の子であ
る。しかし、わたしたちがどうなるのか、まだ明らかでは
ない。彼が現れる時、わたしたちは、自分たちが彼に似る
ものとなることを知っている。そのまことの御姿を見るか
らである」（ヨハネ3：1、2）。
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本章はヨハネの手紙に基づく

キリストの昇天後、ヨハネは主のための忠実で熱心な
働き人として目立った存在となった。ほかの弟子たちと共
に、彼はペンテコステの日に聖霊の降下を受け、新しい熱
意と力とで人々にいのちのことばを語り続け、彼らの思い
を見えない神に向けさせようとした。彼は非常にまじめで
熱心な、力に満ちた説教者であった。彼は美しい言葉で、
また、音楽的な声でキリストのことばと働きを語り、聞く
人々に感銘を与えた。彼は、簡潔な言葉と、語る真理の崇
高な力と、彼の説教を個性的にしている熱情とにより、す
べての階級の人々に近づくことができた。
使徒ヨハネの生活は、彼の教えと調和していた。彼は心

の中で育ったキリストへの愛に導かれて、同胞のために、
また特にキリスト教会の兄弟たちのために、熱心な、たゆ
まない働きを進めた。
キリストは最初の弟子たちに、キリストが彼らを愛さ

れたように、互いに愛し合いなさいと命じておられた。こ
うして彼らは、うちにキリストの形ができたことを、すな [1565]
わち、栄光の望みを世にあかししなければならなかった。
「わたしは、新しいいましめをあなたがたに与える、互に
愛し合いなさい。わたしがあなたがたを愛したように、あ
なたがたも互に愛し合いなさい」と、キリストは言われた
（ヨハネ13：34）。これらのことばが語られた時、弟子た
ちはそれを理解できなかった。しかし彼らは、キリストの
苦しみを目撃してのち、キリストの十字架の死と復活と昇
天を目撃してのち、そして聖霊がペンテコステの日に彼ら
の上に注がれてのち、神の愛と、お互いに持たねばならな
いその愛の性質についての概念を一層はっきり持つように
なった。それからヨハネは仲間の弟子たちに次のように言
うことができた。

415
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「主は、わたしたちのためにいのちを捨てて下さった。
それによって、わたしたちは愛ということを知った。それ
ゆえに、わたしたちもまた、兄弟のためにいのちを捨てる
べきである」。
聖霊の降下ののち、弟子たちが生ける救い主を宣べ伝え

に出て行った時、彼らの1つの願いは人々の魂の救いであっ
た。彼らは聖徒たちの交わりのすばらしさに恵まれた。
弟子たちはやさしく、思いやりがあり、自制し、真理のた
めには喜んで犠牲を払った。毎日、互いに交わるうちに、
キリストが彼らに申しつけられた愛をあらわすようになっ
た。私心のない言葉と行為によって、彼らは他の人々の心
にこの愛をともすよう努めた。
このような愛を信者たちは常に抱いていなければならな

かった。また更に、新しい戒めに心から従うよう前進しな
ければならなかった。こうして彼らは、キリストと一致す
れば、主のすべての要求を満たすことができるようになる
のである。彼らの生活は、ご自身の義によって彼らを義と
して下さる救い主の力を表現しなければならなかった。
しかし、少しずつ変化が起こった。信者たちは他人の

欠点を探し始めた。失敗をいつまでも責めて、思いやりの
ない批判しか念頭におかず、救い主とその愛を見失った。
彼らは外面的な儀式についてますます厳格になり、信仰の
実践より理論についてやかましくなった。他人をさばくこ
とに躍起になって、自分たちの誤りを見のがした。キリス
トが要求されていた兄弟愛を失い、何よりもみじめなこと
に、彼らは自分たちの損失に気づかなかった。幸福と喜び
が彼らの生活から出て行こうとしていることに気づかず、
また、神の愛を心から閉め出していて、やがて暗黒の中を
歩き出すことに気づかなかった。
ヨハネは教会内に兄弟愛が欠けてきていることを悟り、

この愛が絶えず必要なことを信者たちに説き勧めた。教会
へ宛てた彼の手紙にはこの思いが満ちている。「愛する者
たちよ。わたしたちは互に愛し合おうではないか。愛は、
神から出たものなのである。すべて愛する者は、神から
生れた者であって、神を知っている。愛さない者は、神を
知らない。神は愛である。神はそのひとり子を世につかわ
し、彼によってわたしたちを生きるようにして下さった。
それによって、わたしたちに対する神の愛が明らかにされ
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たのである。わたしたちが神を愛したのではなく、神がわ
たしたちを愛して下さって、わたしたちの罪のためにあが
ないの供え物として、御子をおつかわしになった。ここに
愛がある。愛する者たちよ。神がこのようにわたしたちを
愛して下さったのであるから、わたしたちも互に愛し合う
べきである」と、ヨハネは書いている。
この愛が信者たちによってあらわされなければならな

い特別の意味について、使徒ヨハネは書いている、「新
しい戒めを、あなたがたに書きおくるのである。そして、
それは、彼にとってもあなたがたにとっても、真理なの
である。なぜなら、やみは過ぎ去り、まことの光がすでに
輝いているからである。『光の中にいる』と言いながら、
その兄弟を憎む者は、今なお、やみの中にいるのである。
兄弟を愛する者は、光におるのであって、つまずくこと
はない。兄弟を憎む者は、やみの中におり、やみの中を歩
くのであって、自分ではどこへ行くのかわからない。やみ
が彼の目を見えなくしたからである」。「わたしたちは互
に愛し合うべきである。これが、あなたがたの初めから聞
いていたおとずれである」。「愛さない者は、死のうちに
とどまっている。あなたがたが知っているとおり、すべて
兄弟を憎む者は人殺しであり、人殺しはすべて、そのうち [1566]
に永遠のいのちをとどめてはいない。主は、わたしたちの
ためにいのちを捨てて下さった。それによって、わたした
ちは愛ということを知った。それゆえに、わたしたちもま
た、兄弟のためにいのちを捨てるべきである」。
キリストの教会を最も危うくするものは、この世の反対

ではない。教会を最も深刻な不幸に陥れるものは、信者た
ちの心に隠された悪であり、それは最も確実に神のみわざ
の進展を遅らせる。ねたみ、疑い、あらさがし、悪意ほど
霊性を弱めるものはない。一方、神の教会を構成している
いろいろな性質の人たちの間における調和と一致は、神が
み子をこの世におつかわしになったことを最も確かにあか
しするものである。このようなあかしをたてることが、キ
リストに従う者たちの特権である。しかしこれを行うため
には、彼らはみずからキリストの戒めに服さなければなら
ない。品性がキリストの品性に、また、意志がキリストの
意志に調和しなければならない。
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「わたしは、新しいいましめをあなたがたに与える、互
に愛し合いなさい。わたしがあなたがたを愛したように、
あなたがたも互に愛し合いなさい」と、キリストは言われ
た（ヨハネ13：34）。何とすばらしいことばであろう。し
かし、何と実行されていないことばであろう。今日神の教
会には兄弟愛がはなはだ不足している。救い主を愛してい
ると公言する者たちの多くが、互いに愛し合っていない。
未信者たちは、クリスチャンと自称する人たちの信仰が、
彼らの生活にきよめの力を及ぼしているかどうかを見守っ
ている。だが、彼らはすぐに品性の欠点や行為の矛盾をみ
つける。ごらんなさい、この人たちはキリストのみ旗のも
とに立ちながら、互いに憎み合っていると、クリスチャン
は敵に言わせないようにしよう。クリスチャンはみな1つの
家族で、みな同じ天父の子供たちであり、同じように祝福
された不死の望みを抱いているのである。互いを結び合わ
せている絆は固く愛情のこもったものである。
神の愛は、キリストがお示しになった同じやさしい同情

を示すようわれわれに求める時、人の心に最も感動的な訴
えをする。兄弟に対して無我の愛を持つ人だけが、神のた
めに真実の愛を持っている。ほんとうのクリスチャンは、
危険や欠乏の中にいる魂に、警告や保護を与えもせずにそ
の人を去らせたいと思わない。彼は、魂が更に不幸や失望
に陥っているのに、あるいはサタンの戦場に倒れているの
に、身を誤ったその人たちから超然としていることはでき
ない。
キリストのやさしい、心をとらえる愛を経験したこと

のない人たちは、ほかの人々をいのちの泉に導くことはで
きない。心のうちにあるキリストの愛は、強く迫る力であ
り、それは会話をとおし、やさしい同情に満ちた精神をと
おし、彼らが交わっている人々の生活の向上をとおしてキ
リストをあらわすよう彼らを導く。クリスチャンの働き人
が仕事の成果をあげるには、キリストを知らなければなら
ない。そして、キリストを知るには、キリストの愛を知ら
なければならない。天では、働き人としてふさわしいかど
うかは、キリストが愛されたように愛し、キリストが働か
れたように働く彼らの能力によって量られる。
「わたしたちは言葉や口先だけで愛するのではなく、行

いと真実とをもって愛し合おうではないか」と使徒ヨハネ
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は書いている。人を助け、人を恵みたいという衝動が絶え
ず心からわき出るときに、クリスチヤン品性は完成する。
信者の魂をとりまくこの愛の雰囲気が、彼をいのちからい
のちに至らせるかおりとし、その働きを神に祝福されるも
のとするのである。
神に対する最高の愛、互いの無我の愛、これこそ、天父

がさずけて下さる最上の贈物である。この愛は衝動ではな
く、きよい原則、永遠の力である。献身していない心は愛
を起こすことも、生じることもできない。イエスに支配さ
れている心にだけ愛は見いだされる。「わたしたちが愛し
合うのは、神がまずわたしたちを愛して下さったからであ
る」。神の恵みによって新たにされた心にとって、愛は行
動の主原則である。愛は性質を修正し、衝動を支配し、感
情を制御し、愛情を高める。心に抱かれたこの愛は、人生
を麗しくし、清澄にする感化を周囲に与える。
ヨハネは、愛の精神を実行する時にやってくる高尚な [1567]

特権を信者に理解させようとした。このあがないの力は、
心を満たして、他のすべての動機を支配し、その人を世の
堕落した感化の及ばないところに高める。そしてこの愛が
十分に力を発揮できるようになり、また、人生における原
動力になった時、神と、彼らに対する神の取り扱いとに対
する信頼と確信は完全になる。そうして彼らは、現在と永
遠の幸福のために必要なものをすべて神から受けることが
できることを知って、信仰の確信に満ちて神のもとに来る
ことができた。「わたしたちもこの世にあって彼のように
生きているので、さばきの日に確信を持って立つことがで
きる。そのことによって、愛がわたしたちに全うされてい
るのである。愛には恐れがない。完全な愛は恐れをとり除
く」と、ヨハネは書いた。「わたしたちが何事でも神の御
旨に従って願い求めるなら、神はそれを聞きいれて下さる
ということである。そして. . . . . .なんでも聞きいれて下さる
とわかれば、神に願い求めたことはすでにかなえられたこ
とを、知るのである」。
「もし、罪を犯す者があれば、父のみもとには、わた

したちのために助け主、すなわち、義なるイエス・キリス
トがおられる。彼は、わたしたちの罪のための、あがない
の供え物である。だだ、わたしたちの罪のためばかりでは
なく、全世界の罪のためである」。「もし、わたしたちが
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自分の罪を告白するならば、神は真実で正しいかたである
から、その罪をゆるし、すべての不義からわたしたちをき
よめて下さる」。神から憐れみをいただく条件は単純で理
にかなっている。主はゆるしをお与えになるために、何か
苛酷なことをするようにとはお求めにならない。われわれ
は天の神にわれわれの魂をゆだね、あるいは罪を償うため
に長い退屈な巡礼をしたり、苦行をする必要はない。罪を
「言い表してこれを離れる者は、あわれみをうける」（箴
言28：13）。
天の法廷で、キリストは教会のために弁護しておられ

る。すなわち、キリストが血のあがないの値を支払われ
た人々のために弁護しておられるのである。どんなに世紀
や時代を重ねても、キリストのあがないの犠牲は効力を減
じない。生も死も、高いものも深いものも、キリスト・イ
エスにおける神の愛からわれわれを引き離すことはできな
い。それはわれわれがしっかりとキリストをつかんでいる
からではなく、キリストがわれわれをしっかりつかんでい
るからである。もし救いがわれわれ自身の努力にかかって
いるとすれば、われわれは救われることができない。しか
し救いは、すべての約束を支持しておられる方にかかって
いるのである。キリストをとらえるわれわれの力は弱いよ
うに見えるかもしれないが、キリストの愛は兄の愛のよう
で、主と結ばれているかぎり、誰も主のみ手からわれわれ
を引き離すことはできない。
歳月が流れて、信者の数が増えるにしたがい、ヨハネ

はますます誠実に、熱心に兄弟たちのために働いた。時代
は教会にとって非常に危険なときであった。サタンの欺瞞
は至るところにあった。サタンの使者たちは中傷や偽りに
よって、キリストの教えに反対しようとした。その結果、
教会は不和と異端におびやかされていた。キリストに信仰
を告白した者たちの中には、神の愛が神の律法に対する服
従から彼らを解放したと主張する者もいた。一方、多くの
者たちは、ユダヤの習慣や儀式を守る必要がある、また、
救いには、キリストの血を信じることなく、ただ律法を
遵守するだけで十分であると教えた。ある者たちは、キリ
ストを立派な人だとしていたが、キリストの神性を否定し
た。神のみわざに忠実なふりをしていた者たちは欺瞞者で
あって、実際にはキリストとその福音を否定した。罪を犯
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す生活をしながら彼らは教会に異端を持ち込んだ。こうし
て多くの者たちが懐疑と欺瞞の迷路に連れ込まれた。
ヨハネはこうした悪意ある誤りが教会に忍びこんで来る

のを見て、悲しみでいっぱいになった。彼は教会が危険に
さらされていることを悟って、すぐさまこの急場に果断な
処置をとった。ヨハネの手紙は愛の精神を漂わせている。
それは、まるで彼が愛の中にペンをどっぶり浸して書いた
ように思える。しかしヨハネは、神の律法を犯しながら、
なお罪のない生活をしていると主張する人々と接触するに
あたって、その人たちの恐ろしい欺瞞を、ためらうことな [1568]
く忠告した。
福音事業の協力者で、評判がよく、広く感化を与えてい

る1人の婦人に、ヨハネは次ように書き送った、「イエス・
キリストが肉体をとってこられたことを告白しないで人を
惑わす者が、多く世にはいってきた. . . . . .そういう者は、惑
わす者であり、反キリストである。よく注意して、わたし
たちの働いて得た成果を失うことがなく、豊かな報いを受
けられるようにしなさい。すべてキリストの教をとおり過
ごして、それにとどまらない者は、神を持っていないので
ある。その教にとどまっている者は、父を持ち、また御子
をも持つ。この教を持たずにあなたがたのところに来る者
があれば、その人を家に入れることも、あいさつすること
もしてはいけない。そのような人にあいさつする者は、そ
の悪い行いにあずかることになるからである」。
われわれは、キリストのうちにとどまっていると主張

しながら、神の律法を犯す生活をしている人々に対して、
愛されたヨハネと同じ判断をする権威を認められている。
初代の教会の繁栄をおびやかしたような悪が、この終わり
の時代にも存在する。ゆえに、こうした点についての使徒
ヨハネの教えを、慎重に心にとめていなければならない。
「愛がなければならない」は、どこででも聞かれる叫び
である。特に、きよめられたと言っている人たちから聞か
れる。しかし、真の愛は純粋であって、告白されていない
罪をおおい隠すことはできない。キリストが身代わりとな
られた魂を愛しているかぎり、悪と妥協しないようにしな
ければならない。われわれは反逆者と手を結んで、これを
愛と呼ぶべきではない。神は現代の世界にいる神の民たち
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に、ヨハネが魂を破壊する過ちに反対して立ったように、
正義のために断固として立つよう要求されている。
われわれはクリスチャンの親切を示さなければならな

いが、罰や罪人をそれとはっきり言う権威も与えられて
いる、そして、これは真の愛と矛盾しないと、使徒ヨハネ
は教えている。「すべて罪を犯す者は、不法を行う者であ
る。罪は不法である。あなたがたが知っているとおり、彼
は罪をとり除くために現れたのであって、彼にはなんらの
罪がない。すべて彼におる者は、罪を犯さない。すべて罪
を犯す者は彼を見たこともなく、知ったこともない者であ
る」と、ヨハネは述べている。
キリストの証人として、ヨハネは論争やうんざりさせ

る口論をしなかった。彼は自分の知っていること、自分が
見たり、聞いたりしたことを話した。彼はキリストと親し
い交わりをし、キリストの教えを聞いて、キリストの立派
な奇跡を目撃してきた。ヨハネほどにキリストのご品性の
美しさを見ることができた人はほとんどいない。彼にとっ
て暗黒は過ぎ去っていた。彼の上にまことの光が輝いてい
た。救い主のご生涯と死に関する彼のあかしは、明瞭で力
のこもったものであった。救い主に対する愛が豊かにあふ
れる心から彼は話したので、だれも彼の言葉をとめること
はできなかった。
「初めからあったもの、わたしたちが聞いたもの、目で

見たもの、よく見て手でさわったもの、すなわち、いのち
の言について. . . . . .すなわち、わたしたちが見たもの、聞い
たものを、あなたがたにも告げ知らせる。それは、あなた
がたも、わたしたちの交わりにあずかるようになるためで
ある。わたしたちの交わりとは、父ならびに御子イエス・
キリストとの交わりのことである」と、ヨハネは言った。
それゆえに、まことのクリスチャンはみな、自分自身

の経験を通して、「神がまことであることを、たしかに認
め」ることができる（ヨハネ3：33）。クリスチャンは、キ
リストのみ力について、見たり聞いたり感じたことを証し
することができるのである。
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弟子ヨハネの生涯に、真のきよめとは何かということ
が例示されている。キリストと親密に交わった数年間に、
ヨハネはしばしば救い主から戒めと注意を受けた。そして
彼はこうした叱責を受け入れた。聖なる方のご品性が現さ
れた時、彼は自分の欠点を認め、啓示によって謙遜にされ
た。毎日彼は自分の激しい気性とくらべて、イエスの柔和
と寛容を見、謙遜と忍耐の教訓を聞いた。毎日彼の心はキ
リストに引きつけられ、ついには主に対する愛によって自
己がかき消されていった。ヨハネが神のみ子の日常生活の
中に力とやさしさ、威厳と柔和、強さと忍耐を見た時、彼
の心はただ、感嘆するばかりであった。彼は自分の憤慨し
やすい、野心的な性質をキリストの形成する力にゆだねた
ので、天来の愛が彼のうちに働いて、品性を一変させたの
である。
ヨハネの生涯において達成されたきよめと著しい対照

を示して、仲間の弟子ユダの経験がある。同僚と同じく、
ユダもキリストの弟子であると告白していたが、彼の敬
神はほんの形だけのものだった。ユダはキリストのご品性
の美しさを感じなかったわけではない。事実、救い主のこ
とばを聞いている時、しばしば彼に改心の気持ちがあらわ
れた。しかし、彼は謙遜な心になり、罪を告白しようとし
なかった。ユダは聖なる感化を拒んで、彼が愛を告白した
はずの主の名を汚した。ヨハネは自分の欠点と真剣に戦っ
たが、ユダは良心を汚し、誘惑に負けて、悪の習慣を更に
しっかりと身につけてしまった。キリストが教えた真理を
実行することは、彼の願望と目的に一致しなかった。そし
て、彼は天来の知恵を受けるために、自分の考えを捨てる
ように自分を動かすことができなかった。ユダは光の中を
歩くことをせず、闇の中を歩くことを選んだ。悪い願い、
強欲、復讐心、暗く陰気な思いが彼の心をとらえ、ついに
サタンに全く支配されるまでになった。

423
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ヨハネとユダは、キリストの弟子だと告白した人たちを
代表している。この2人の弟子は、同じようにキリストの模
範を学び、それに従う機会を持っていた。2人ともイエスと
密接に交わり、主の教えを聞く特権を与えられていた。2人
はそれぞれ性格に大きな欠点があったがまた、2人とも、性
格を変える聖なる恵みに接することができた。しかし、1人
が謙遜にイエスのことを学んでいる間に、もう1人はみこ
とばを実行せずただ聞くだけであった。1人が日ごとに自己
に死に、罪に勝利して、真理によってきよめられていたの
に、他方は、恵みの変える力を拒み、利己的な願いにふけ
り、サタンのとりこにされた。
ヨハネの生涯に見られるような性格の変化は、常にキリ

ストと交わっていたために与えられたものである。人には
それぞれ性格に目立つ欠点があるかもしれない。しかしそ
の人が、キリストの真の弟子になると、神の恵みの力によ
り変えられ、きよめられるのである。彼は主の栄光を鏡に
映すように見つつ、栄光から栄光へと、崇拝する主と同じ
姿に変えられていく。
ヨハネは聖潔の教師であった。そして教会へ宛てた手

紙の中で、クリスチャンの行いについてまちがうことの
ない原則を書き記した。「彼についてこの望みをいだい
ている者は皆、彼がきよくあられるように、自らをきよく
する」と、彼は書いた。「『彼におる』と言う者は、彼が
歩かれたように、その人自身も歩くべきである」（ヨハ
ネ3：3、2：6）。クリスチャンは心と生活がきよくなけれ
ばならないと、ヨハネは教えた。口先だけのむなしい言葉
に満足してはならない。神が天において神聖であられるよ
うに、堕落した人間はキリストに対する信仰によって、そ
のいるところできよくなければならない。
「神のみこころは、あなたがたが清くなることである」

と使徒パウロは書いた（テサロニケ4：3）。教会のきよめ
は、神の民に対して神がなされるすべてのわざの目的であ
る。神は彼らがきよくなるように、永遠の昔から彼らを選
んでおられた。神は彼らのためにみ子のいのちを犠牲にさ
れた。それは彼らが真理に従順に従うことによってきよめ
られ、自己の偏狭さをすべて脱ぎ捨てるためである。神は[1570]
彼らに個人的な働き、個人的屈服を要求される。彼らが神
のかたちに似たものとされ、み霊によって支配される時は
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じめて、神は信仰を告白する者たちによってあがめられる
ことができる。そして後、救い主の証人として彼らは、彼
らのためになされた神の恵みを知らせることができる。
真のきよめは愛の原則から出た働きによってあらわれ

る。「神は愛である。愛のうちにいる者は、神におり、神
も彼にいます」（ヨハネ4：16）。キリストが心に住む人の
生活は、敬神の心を行いにあらわすであろう。品性はきよ
められ、高められ、気高くされ、あがめられるであろう。
純粋な教えは正義の働きとよく混じり合い、天来の教えは
聖なる実践と調和するのである。
きよめの祝福を受けようとする人たちは、まず自己犠

牲の意味を学ばなければならない。キリストの十字架は、
「永遠の重い栄光」のかかる主柱である。「だれでもわた
しについてきたいと思うなら、自分を捨て、自分の十字架
を負うて、わたしに従ってきなさい」と、キリストは言わ
れる（Ⅱコリント4：17、マタイ16：24）。神に対するわれ
われの愛を示すものは、同胞に対するわれわれの愛のかお
りである。魂に休息をもたらすのは、奉仕における忍耐で
ある。謙遜に、勤勉に、忠実に働いてこそ、イスラエルの
幸福は増し加えられる。神はキリストの道に自発的に従い
たいと思う者を支え、強めて下さるのである。
きよめは、一瞬、1時間、1日だけの働きではなく、一

生の働きである。それは感情の幸福な高揚によって得られ
るのではなく、絶えず罪に死に、絶えずキリストのために
生きることの結果である。弱々しい、時たまの努力では、
間違いを直すことも、品性を改善することもできない。長
い、忍耐強い努力と、苦しい訓練と、断固たる戦いによっ
てのみ、われわれは勝利することができる。われわれは次
の日の戦いがどんなにきびしいものになるかを知らない。
サタンが支配しているかぎり、われわれは自我を静めて、
絶えずつきまとう罪にうち勝たねばならない。生きている
かぎり、留まる場所もなければ、完全にやり遂げたと言え
るところもない。きよめは生涯の服従から生じるものであ
る。
使徒や預言者たちの中には、だれも罪がないと主張した

者はいない。神に最も近く生きた人々、知っていて悪い行
いをするよりはいのちを犠牲にしようとする人々、神が聖
なる光と権能をもって賞賛した人々は、自分たちの性質の
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罪深さを告白してきた。彼らは自分自身に信頼せず、自分
の義を主張せず、キリストの義を深く信頼した。
キリストを見る者たちはみな、このようになる。イエ

スに近づけば近づくほど、そして、キリストのご品性の
純潔さが更にはっきり認められるようになるほど、ますま
す罪のひどい罪深さを明らかに見るようになり、われわれ
自身を高める気持ちはますます消えていく。魂は神を求め
て絶えず手を伸ばし、罪の悲痛な告白を絶えず、まじめに
ささげて、神のみ前に心を謙虚にする。クリスチャン経験
において1歩進むごとに、われわれの悔い改めは深まる。
われわれはキリストによる以外に満足はないことを知り、
使徒パウロの名白をわれわれもするのである。「わたしの
内に、すなわち、わたしの肉の内には、善なるものが宿っ
ていないことを、わたしは知っている」。「わたし自身に
は、わたしたちの主イエス・キリストの十字架以外に、誇
とするものは、断じてあってはならない。この十字架につ
けられて、この世はわたしに対して死に、わたしもこの世
に対して死んでしまったのである」（ローマ7：18、ガラテ
ヤ6：14）。
記録天使に神の民の聖なる苦闘と戦いの歴史を書いても

らおう。神の民らの祈りと涙を綴ってもらおう。そして、
「わたしに罪はない、わたしはきよい」と、人の口から断
言して神のみ名を汚さないようにしよう。きよめられたく
ちびるは、そのように倣慢な言葉を決して発することはし
ない。
使徒パウロは第三の天にあげられて、言葉にあらわせな

かったことを見たり、聞かされていたが、なお、彼はたか
ぶらずに言った、「わたしがすでにそれを得たとか、すで
に完全な者になっているとか言うのではなく、ただ捕らえ
ようとして追い求めているのである」（ピリピ3：12）。天[1571]
使たちには、信仰のよき戦いを戦いぬいたパウロの勝利に
ついて書いてもらおう。天に向けられたパウロの着実な歩
みと、賞を目指して、ほかのことをすべて無価値なものと
見なしている彼を天の住民たちに喜んでもらおう。天使た
ちはパウロの勝利を喜んで語るが、パウロは自分の成果を
誇らない。パウロの態度は、キリストに従う者がみな、不
死の冠を得るために戦いながらひたすら前進する時にとら
ねばならない態度である。
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きよらかさを声高く公言したい気持ちになる人たちに
は、神の律法の鏡の中を見させよう。遠大な律法の要求
と、心の中の思いや意図を見分ける律法の働きを知った
なら、彼らは罪のないことを誇ることはないであろう。
ヨハネは自分自身を兄弟たちから離れたものとしないで、
こう言っている、「もし、罪がないと言うなら、それは
自分を欺くことであって、真理はわたしたちのうちにな
い」。「もし、罪を犯したことがないと言うなら、それは
神を偽り者とするのであって、神の言はわたしたちのうち
にない」。「もし、わたしたちが自分の罪を告白するなら
ば、神は真実で正しいかたであるから、その罪をゆるし、
すべての不義からわたしたちをきよめて下さる」（ヨハ
ネ1：8、10、9）。
きよいと自称する者、彼らのすべてを主のものだと断言

する者、神のみ約束を受ける権利があると主張する者、そ
う言いながら神の律法に従うことを拒んでいる者たちがい
る。こうした律法の違反者たちは、神の子らに約束されて
いる事を何でも要求するが、これは彼らの側の推量に過ぎ
ない。なぜならヨハネは、神に対する真の愛は十戒のすべ
てを守ることにあらわされる、と述べているからである。
真理の理論を信じ、キリストに信仰の告白をし、イエスが
詐欺師ではないことや、聖書の宗教は巧妙に考案された作
り話ではないことを信じるだけでは十分でない。「『彼を
知っている』と言いながら、その戒めを守らない者は、偽
り者であって、真理はその人のうちにない。しかし、彼の
御言を守る者があれば、その人のうちに、神の愛が真に全
うされるのである。それによって、わたしたちが彼にある
ことを知るのである」と、ヨハネは書いた。「神の戒めを
守る人は、神におり、神もまたその人にいます」（ヨハ
ネ2：4、5、3：24）。
ヨハネは、従順によって救いを得るべきだと教えている

のではなく、従順が信仰と愛の実であると教えた。「あな
たがたが知っているとおり、彼は罪をとり除くために現れ
たのであって、彼にはなんらの罪がない。すべて彼におる
者は、罪を犯さない。すべて罪を犯す者は彼を見たことも
なく、知ったこともない者である」と、彼は言った（ヨハ
ネ3：5、6）。もしわれわれがキリストにおり、神の愛が心
に宿っているならば、われわれの感情、思想、行動は神の



428 患難から栄光へ

みこころに一致し、きよめられた心は、神の律法の教えに
調和する。
神の戒めに従おうと努めながら、喜びや平安のない人が

多い。彼らの経験に喜びや平安が欠けているのは、信仰を
働かさないからである。彼らはあたかも、塩の土地や焼け
つく荒野を歩いているかのようである。彼らは多くのこと
を求めることができるのに、ほとんど求めない。神の約束
には制限がないのである。このような人たちは、真理に従
うことによって与えられるきよめを正しく示していない。
主はご自分のむすこ、娘たちのすべてを幸福で、平和に
みち、従順なものにさせて下さる。信者は信仰を働かせる
ことによって、これらの祝福を受けるようになる。信仰に
よって、品性の欠陥がすべて補われるのであり、すべての
不潔なものがきよめられ、欠点がなおされ、長所がのばさ
れるのである。
祈りは、罪との戦いとクリスチャン品性の発達における

成功の手段として、天が定めたものである。信仰の祈りに
こたえて与えられる神の力は、願い求めるすべてのことを
嘆願者の心の中に成就する。われわれは、罪のゆるしを、
聖霊を、キリストのような性質を、主の働きをなすための
知恵と力を、また主が約束された賜物を、求めることがで
きる。そして、それらは「与えられる」と約束されている
のである。
モーセが神の栄光の住居となるはずのすばらしい建物の

型を見たのは、神と共に山の中にいた時であった。われわ
れが人類に対する神の輝かしい理想を黙想するのは、神の
おられる山、ひそかな神との交わりの場所である。各時代[1572]
にわたり、天との交わりを通して、神はその子らの心に恵
みの教理を少しずつ明らかにされ、子らのための目的を実
行されてきた。真理をおさずけになる神の方法は、「主は
あしたの光のように必ず現れいで」ということばに説明さ
れている（ホセア6：3）。神が光をそそぐことのできると
ころに身を置く者は、いわば夜明けの薄暗さから真昼の豊
かな光の中に進むのである。
真のきよめは完全な愛、完全な従順、神のみこころへの

完全な一致を意味する。われわれは真理に従うことによっ
て神へときよめられる。われわれの良心は、死んだ働きか
ら生きた神に仕えるためにきよめられなければならない。
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われわれはまだ完全ではない。しかし利己心と罪のもつれ
から切り離されて、完全へと進むことはわれわれの特権で
ある。大きな可能性、高くきよらかな完成がすべての者の
手の届くところに置かれている。
この現代の世において、多くの者たちがきよい生活に

もっと大きな進歩を見せない理由は、彼らがしようと思
う程度にしか神のみこころを解釈していないからである。
自分たちの望み通りにしていながら、彼らは神のみこころ
に従っているとうぬぼれている。このような人々は自己と
の戦いがない。また、その他、快楽や安楽を求める利己的
な願いとの戦いに一時の間、うまく成功している者たちも
いる。彼らは誠実で熱心であるが、長びく努力、日ごとの
死、絶え間ない不安に疲れてくる。怠惰が心を奪い、自己
に死ぬことが拒絶されているようである。そして、彼らは
ものうい目を閉じ、誘惑の力に抵抗せずに、それに屈して
しまう。
神のみことばに示されている命令には、悪と妥協するた

めの余地がない。神のみ子は、すべての人たちをご自身の
もとに引き寄せることがおできになることを証明された。
主はこの世を寝かしつけるために来られたのではなく、神
の都の門にたどり着こうとする者がみな通らねばならない
狭い道を示すために来られた。主の子らは主が導かれる道
をたどらなければならない。どんなに気楽さや自己放縦を
犠牲にしても、どんなに労働や苦難をかけても、彼らは自
己との絶えまない戦いを続けなければならない。
人が神にささげることのできる最高の讃美は、神がお用

いになることのできる聖別された水路となることである。
時は永遠に向かって急速に進んでいる。神のものを自分で
とっておいてはならない。祝福がなければさずけられない
が、拒めば必ず損失をこうむるものを神から拒んではなら
ない。神は全心を求めておられる。それを神にささげなさ
い。それは、神に創造されて、あがなわれたものだから、
神のちのである。神はあなたの知性を求めておられる。そ
れを神にささげなさい。それは神のものである。神はあな
たの金銭を求めておられる。それを神にささげなさい。そ
れは神のものである。「あなたがたは、もはや自分自身の
ものではないのである。あなたがたは、代価を払って買い
とられたのだ」（コリント6：19、20）。神はきよめられた
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心に忠誠の誓いを求めておられる。その心は、愛によって
働く信仰を実践することにより、神に奉仕するために準備
されていろものである。神はわれわれの前に最高の理想、
完全さえも掲げてくださる。神はご臨在によって絶対に、
また完全にわれわれのものとなって下さると同様に、われ
われにもこの世において完全に神のものとなるよう求めて
おられる。
あなたがたに関する「神のみこころは、あなたがたが清

くなることである」（テサロニケ4：3）。あなたがたもそ
う願っているだろうか。あなたがたの罪は山のようになっ
ているかもしれないが、十字架につけられ、よみがえられ
た救い主のいさおしにすがって、へりくだり、罪を告白す
るならば、神はあなたがたをゆるし、あらゆる不義からき
よめて下さる。神は神のおきてに全く一致するよう要求な
さっている。このおきては、もっときよくなれ、もっとき
よくなれと語りかける神のみ声のこだまである。キリスト
の恵みに満たされるよう望みなさい。キリストの義を求め
る切なる願いで心を満たそう。神のみことばが宣べる義は
平和をつくり出し、とこしえの平穏と信頼をもたらすので
ある。
あなたは神を慕うにつれて、その恵みの無尽蔵の富をま[1573]

すます知るようになる。この富について瞑想すると、この
富があなたの手にはいり、キリストの犠牲の功績と、その
義の擁護と、その知恵の豊かさと、そしてあなたを天父の
前に「しみもなくきずもな」い者として差し出して下さる
み力とが明らかになる（Ⅱペテロ3：14）。
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キリスト教会が組織されて以来、半世紀以上たった。
その間、福音の使命は絶えず反対されてきた。敵はその
努力をゆるめず、ついにローマ皇帝の権力を得てキリスト
教徒に反対することに成功していた。　引き続いて起こっ
た恐ろしい迫害の時、使徒ヨハネは、信者たちの信仰を固
め、強めることに力をつくした。彼は相手が論駁できない
あかしを持っていた。そしてそれは、兄弟たちが彼らにふ
りかかる試練に勇気をもって忠実に立ち向かう助けになっ
た。クリスチャンたちが、いやおうなしに直面した激しい
反対のもとで、信仰をぐらつかせているような時、年老い
た、信頼できるイエスのしもベヨハネは、十字架にかけら
れて、よみがえられた救い主の話を、力強く雄弁に繰り返
した。彼はゆるぎない信仰を持ち、そのくちびるからはい
つも同じ喜びの使命が語られた。「初めからあったもの、
わたしたちが聞いたもの、目で見たもの、よく見て手でさ
わったもの、すなわち、いのちの言について. . . . . .すなわ
ち、わたしたちが見たもの、聞いたものを、あなたがたに
も告げ知らせる」（ヨハネ1：13）。
ヨハネは非常に長生きした。彼はエルサレムの滅亡と、

堂々とした神殿の荒廃を目撃した。救い主と親しくつな
がっていた弟子たちの最後の生き残りとしての彼の言葉に
は、イエスがメシヤであり、世のあがない主であるという
事を説くにあたって大きな影響力があった。だれも彼の誠
実さを疑うことはできなかった。そして、彼の教えによっ
て多くの者が不信心から真理へ導かれた。
ユダヤ人の役人たちは、キリストのみわざにゆるぎな

い忠誠をつくしているヨハネに、はげしい憎しみをいだい
ていた。ヨハネのあかしが人々の耳に鳴り続けているかぎ
り、クリスチャンに反対する自分たちの努力は何の役にも
立たないと、彼らは言った。イエスの奇跡や教えが忘れら
れるためには、その勇敢な証人の声を黙らせなければなら
ない。

431
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そのためにヨハネは、信仰を試みられるためにローマに
呼び出された。その当局者たちの前で、使徒の教理は誤っ
て述べられた。偽りの証人たちは、扇動的な異端を教えて
いるとして彼を告訴した。こうした告訴によって敵はこの
弟子を死刑にさせたいと願った。
ヨハネは明瞭に、説得力を持って弁明した。しかも非

常に単純、率直であったので、彼の言葉には力強い効果が
あった。聞く者たちは彼の知恵と雄弁に驚いた。しかし彼
のあかしに説得力があればあるほど、反対者たちの憎しみ
は深まった。ドミティアヌス皇帝は激怒した。彼はキリス
トの忠実な支持者ヨハネの論法を論駁することも、ヨハネ
が真理を語るときに伴った力に対抗することもできなかっ
た。それでも彼は、必ずヨハネの声を沈黙させようと決意
した。
ヨハネは煮えたぎる油の大がまの中に投げ込まれた。し

かし主は、燃えさかる炉の中の3人のヘブル人を守られたよ
うに、この忠実なしもべのいのちを守られた。こうして欺
瞞者ナザレのイエス・キリストを信じる者たちはみな滅び
ると、言葉が語られた時、ヨハネは、わたしの主は、サタ
ンとその天使たちが主を辱め苦しめようと計るすべてのこ
とを、辛抱強く受けられるのであると、言明した。キリス
トは世を救うために命をささげられた。わたしは主のみわ
ざのために苦しむことを許され、光栄である。わたしは弱
く、罪深い者であるが、キリストはきよく、罪のない、純
潔な方であった。主は罪を犯さず、語られることばにも悪
意は見られなかった。
これらの言葉には影響力があった。ヨハネは、彼を大釜[1574]

に投げ込んだ同じ男たちによって、大釜から出された。
再び迫害の手が使徒ヨハネの上に重くのしかかった。皇

帝の命令によりヨハネは「神の言とイエスのあかしとのゆ
えに」有罪を宣告されて、パトモス島に追放された（黙示
録1：9）。ここではもはやヨハネの影響力は及ばず、やが
て彼は困難と失望のうちに死ぬにちがいないと、彼の敵た
ちは思った。
パトモスはエーゲ海にある不毛の、岩の多い島であり、

ローマの政府により犯罪者の流刑の場所として選ばれてい
た。しかし神のしもべにとって、この陰気な住居は天にい
たる道となった。ここで、生活の忙しい場面から、また、
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これまでの活発な働きから遮断されて、ヨハネは神とキ
リストと天使たちとの交わりを持ち、彼らから今後の教会
のための指示を受けたのである。この世界歴史の終末の場
面に起こる諸事件のあらましが、彼の前に示された。そし
てヨハネは、そこで神から受けた幻を書きしるしたのであ
る。彼の声が、彼の愛し仕えた方をもはやあかしできなく
なった時、その不毛の島の岸辺で彼に与えられたメッセー
ジは、この地上の国々に関する主の確かな目的を伝える輝
かしい明かりとして輝き出るのであった。
パトモス島の崖や岩間で、ヨハネは創造主と交わった。

彼は過去の生活を振り返って、これまで受けてきた祝福
を思い、平和な気持ちでいっぱいになった。彼はクリス
チャン生涯を送ってきて、「死からいのちへ移ってきたこ
とを、知っている」と、心から言うことができた（ヨハ
ネ3：14）。ヨハネを追放した皇帝はそのようではなかっ
た。彼はただ戦争と大虐殺の野に、みじめな家庭に、嘆き
悲しむやもめや孤児に、優越を望む彼の野心の実を見るに
すぎなかった。
ヨハネは彼の孤立した家の中で、これまて以上に深く、

自然の書や霊感のページに記されている神の力の啓示を学
ぶことができた。彼にとって創造のわざを瞑想し、造物主
をあがめることは喜びであった。以前には彼の目に飛び込
んできたものは、森でおおわれた山々や緑の谷、実り豊か
な平原であった。そして、自然の美しさの中に、創造主の
知恵と巧みをたどることが彼の喜びであった。今、ヨハネ
は、多くの人たちにとっては陰気でおもしろくもなさそう
な風景に取り巻かれていたが、彼にとって、それはまた別
であった。彼の周囲のものは荒れ果てて、味気ないもので
あったかもしれないが、彼の頭上にひろがる青い大空は、
彼の愛したエルサレムの上の大空のように輝かしく美し
かった。荒れて、ごつごつした岩に、海原の神秘に、大空
の輝きに、彼は大切な教訓を読みとった。これらすべてに
神の力と栄光を語るメッセージがあった。
使徒は、地に住む人たちが神の律法をあえて犯したた

めに地に氾濫した洪水のあとを、周囲に見た。水がどっ
と出て、海の深みから、また地から投げ上げられた岩は、
神の怒りの激しくほとばしる恐ろしさを、鮮明に思い出さ
せた。淵々呼びこたえる多くの水の音の中に、預言者は創
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造主の声を聞いた。無情な風にたけり狂う海は、彼にとっ
て、立腹された神の怒りをあらわした。激しく立ち騒ぐ大
波は、目に見えない手により定められた限度に抑えられ、
無限の力を持つ神の支配を語っていた。そして対照的に、
彼は、地の虫けらに過ぎない人間が、持っていると思い
込んでいる知恵と力に得意になって、まるで神も彼らと似
たようなものであるかのように、宇宙の支配者であられる
神にそむいている、その人間の弱さと愚かしさを知った。
岩は彼に、彼の力の岩であられるキリストを思い起こさせ
た。この岩かげに彼は恐れなく身を隠すことができた。岩
の多いパトモス島に追放された使徒から、神を求める最も
熱烈な魂の切望と、最も熱情的な祈りがささげられた。
ヨハネの経歴は、神が年老いた働き人をお用いになる方

法の顕著な実例を示すものである。ヨハネがパトモス島に
追放された時、多くの人々は彼の奉仕が終わった、折れた
古い葦は今にも倒れるであろうと思っていた。しかし主は
彼をまだ用いることが適当であるとご覧になった。以前の
働き場から追放されたが、彼は真理のあかしを立てること
をやめなかった。パトモスにいてさえも彼は友人や改心者
をつくった。彼のメッセージは喜びのメッセージであり、
よみがえられた救い主が、天において彼らのためにとりな[1575]
しをしておられ、ついにはその民を迎えにもどって来られ
ることを宣べ伝えるものであった。そして主のために奉仕
を続けて年をとった後、彼は生涯のこれまでのどんな時よ
りも豊かに天来の交わりを受けたのである。
生涯の力を傾けて神のみわざと取り組んできた人々に対

しては、最も心のこもった敬意を表さなければならない。
こうした老齢の働き人は、嵐や試練の真っただ中に忠実に
立ってきた。彼らは病弱になっているかもしれない。しか
し彼らはなお、神のために彼らの本分を全うする才能も資
格も持っている。たとえ衰えて、若い名たちが負うことの
できる、また、負わなければならないような重い責任を、
負うことができなくとも、彼らが与えることのできる勧告
は最も価値のあるものである。
彼らは間違いをしたこともあったであろう。しかし、失

敗から彼らは、誤りや危険を避けることを学んできた。だ
からこそ賢明な勧告を与える資格があるのではないだろう
か。彼らは試みや試練に耐えてきた。そして彼らの活力の
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一部は失われたかもしれないが、主は彼らを除かれない。
主は彼らに特別の恵みと知恵を与えておられる。
みわざが困難な時に主に奉仕をしてきた人々、真理の

ために立つ者がほとんどいなかった時に信仰を持ち続けた
人々は、尊ばれ、尊敬されなければならない。主は若い働
き人たちに、こうした信仰の深い人々と交わることによっ
て、知恵と力と円熟とを身につけるよう望んでおられる。
そのような老練な働き人が共にいるために、大変恵まれて
いるのだということを、若い者たちは認識しよう。若い者
たちは会議の場で彼らを礼遇しよう。
キリストのみわざに一生をささげてきた人たちが、地

上での奉仕を終える時期に近づくと、聖霊による感銘を
受けて、これまで神のみわざに携わっていた時の経験を詳
しく話すようになる。神がその民を導かれたすばらしい配
慮や、試練から彼らを救い出された神の大きな恵みの記録
は、新しく信仰に導かれてきた者たちに繰り返し語られな
ければならない。神はこの年老いた経験豊かな働き人たち
が、彼らの持ち場に立って、人々を悪の大波に押し流され
ないよう救うために彼らの分をなすようにと望んでおられ
る。神は、武具を脱ぐよう彼らに命じるまでは、武具をつ
けているようにと望んでおられる。
迫害のもとに受けた使徒ヨハネの経験には、クリスチャ

ンにとってすばらしい力と慰めの教訓がある。神は悪い
人々の計画を阻止なさるのではなくて、彼らの策略を、試
みや戦いの中にいながら信仰と忠誠を守り通す人々の利益
となるように導かれる。福音の働き人は、しばしば迫害の
嵐、激しい反対、不当な恥辱の真っただ中で働きを進める
ことがある。そのような時、試練や苦悩の炉の中で得られ
る経験は、そのために受ける痛みのすべてに値するものだ
ということを思い出そう。こうして神はその子らをご自身
のもとに引き寄せられて、彼らの弱さと神の力をお示しに
なるのである。神は、神により頼むことを彼らにお教えに
なる。こうして彼らに危急に立ち向かう準備をさせ、責任
のある地位につき、与えられている力を尽くして大切な目
的を果たすようにさせて下さる。
各時代にわたって、神に任命されたあかしびとは真理の

ために恥辱や迫害に身をさらしてきた。ヨセフは徳と高潔
を守りつづけたためにそしられ、迫害された。神に選ばれ
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た使命者ダビデは敵から猛獣のように追われた。ダニエル
はあくまでも天に忠誠であったために、ししの穴に投げ入
れられた。ヨブはこの世の財産を奪われ、肉体的に非常に
苦しめられ、親せきや友人にきらわれた。それでも彼は高
潔を保ちとおした。エレミヤは神から語るようにと与えら
れた言葉を語らないではいられなかった。彼のあかしは王
やつかさたちを非常に怒らせ、そのため彼は胸の悪くなる
ような土牢に入れられた。ステパノはキリストと十字架に
つけられた主のことを宣べ伝えたために、石で打たれた。
パウロは異邦人に対する神の忠実な使命者であったため
に、むちで打たれ、石で打たれ、ついに死刑にされた。ヨ
ハネは「神の言とイエスのあかしとのゆえに」、パトモス
島に流された。
こうした人間の不動の信念をあらわす模範は、神の約[1576]

束——神の内住と支えて下さる恵み——の確かなことをあ
かししている。彼らはこの世の権力によく耐える信仰の力
を、りっぱにあかししている。どんなに暗い時にも神に頼
り、どんなにきびしい試練にあい、嵐にもまれても、天父
が船のかじを握っておられることを感じることができるの
は、信仰の働きである。信仰の目だけが、現在の事柄のか
なたをながめ、永遠の富の価値を正しく評価することがで
きる。
イエスはこの世の栄光や富をめざしたり、試練のない生

活ができるような希望を、主に従う者たちにお与えになっ
たのではない。それどころか、イエスは彼らに、ご自分
に従って克己と非難の道を歩むよう求めておられる。世を
あがなうために来られたイエスは、悪の連合軍に反対され
た。悪人と悪天使は、無情な同盟をつくり、平和の君にこ
ぞって反対した。イエスのことばと行動の1つ1つが神の憐
れみをあらわし、彼は世と異なっていたために、激しい敵
意を引き起こした。
キリスト・イエスにあって信心深く生きようとする者た

ちはみな、このようになるであろう。キリストの霊に満た
されている者たちすべてに、迫害と非難が待っている。迫
害の性質は時代によって変わるが、その本質、すなわち、
その根底にある精神は、アベルの時代以来主の選ばれた者
たちを殺害してきたのと同じものである。
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各時代にわたり、サタンは神の民を迫害してきた。彼は
神の民を苦しめ、殺害してきたが、神の民は死ぬことで勝
利者となった。彼らはサタンよりも偉大な方の力をあかし
した。悪人は肉体を苦しめ、殺すかもしれないが、キリス
トと共に神のうちに隠されているいのちに触れることはで
きない。悪人は人々を獄屋に監禁することができても、彼
らの心を縛ることはできない。
試練と迫害を通して神の栄光——神のご品性——が、

その選民の中にあらわされる。世人に憎まれ迫害されるキ
リストの信者たちは、キリストの学校で教育され訓練され
る。地上にあっては、狭い道を歩き、苦難の炉で精錬され
る。彼らはきびしい戦いを通ってキリストに従い、克己に
耐え、苦い失望を経験する。しかし、このようにして彼ら
は罪の罪深さと苦悩を知り、嫌悪の思いをもって罪を見る
ようになる。キリストの苦難に共にあずかるとき、彼らは
暗黒のかなたに栄光を仰ぎ、「わたしは思う。今のこの時
の苦しみは、やがてわたしたちに現されようとする栄光に
比べると、言うに足りない」と、言うことができるのであ
る（ローマ8：18）。
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使徒の時代にキリスト教の信者たちは、真剣さと熱意に
満たされていた。彼らは主のためにたゆまず働いたので、
激しい反対があったにもかかわらず、比較的短い間にみ国
の福音は地上の人の住む所へもれなく伝えられた。この時
イエスに従った者たちがあらわした熱意は、後世の信者た
ちの励ましのために、霊感による筆によって記録された。
主イエスが使徒の時代におけるキリスト教会全体の象徴と
してお用いになったエペソの教会について、忠実なまこと
の証人であられるかたが次のように宣言された。
「わたしは、あなたのわざと労苦と忍耐とを知って

いる。また、あなたが、悪い者たちをゆるしておくこと
ができず、使徒と自称してはいるが、その実、使徒でな
い者たちをためしてみて、にせ者であると見抜いたこと
も、知っている。あなたは忍耐をし続け、わたしの名の
ために忍びとおして、弱り果てることがなかった」（黙示
録2：2、3）。
最初は、エペソの教会の経験は子供のような単純さと

熱情が特徴だった。信者たちは神のみことばにことごとく
従おうと熱心に努めた。そして彼らの生活は、キリストに
対する熱烈で誠実な愛をあらわした。彼らは心にキリスト
が内住しておられたので、神のみこころを行うことを喜ん[1577]
だ。あがない主に対する愛に満たされ、彼らの最高の目標
は、魂を主に導くことであった。彼らはキリストの恵みの
尊い宝を死蔵しようとは思わなかった。彼らは自分たちの
召しの重要さを自覚し、「地の上では、み心にかなう人々
に平和があるように」という使命を担って、地の果てにま
で救いのよいおとずれを運んで行きたいという願いに燃え
た。そして世は、彼らがイエスと共にいたことを知るよう
になった。悔い改め、ゆるされ、きよめられ、聖なるもの
とされた罪深い人々が、み子を通して神との共労者になっ
た。

438
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教会員は心も行動も一致していた。キリストに対する愛
が、彼らを共に結び合わせる金の鎖であった。彼らは主を
更にもっと完全に知ろうとした。そして彼らの生活にキリ
ストの喜びと平安があらわされた。彼らは困っている孤児
ややもめを見舞い、みずからは世の汚れに染まずに身をき
よく保った。そして、この事がうまくできなければ、自分
たちの信仰の表明に矛盾し、あがない主を拒むことになる
と悟っていた。
どの町でもみわざが進められていた。魂が改心し、こ

んどは彼らがこれまでに受けた計り知れない宝を他人に教
えなければならないと感じた。彼らは、自分たちの心を照
らしてくれた光が、他の人々の上にも輝かないうちは心が
安まらなかった。不信仰な人々の多くはクリスチャンの希
望の理由を知らされた。誤っている者、見棄てられている
者、また、真理を知っていると言いながら、神よりも快楽
を愛する者たちに、個人的に、霊感による温かい訴えがな
された。
しかし、しばらくして信者たちの熱意が衰えはじめて、

神に対する愛も、お互いに対する愛も薄らいできた。冷淡
さが教会にしのび込んだ。真理を受けた時のすばらしい方
法を忘れる者もいた。以前の標準を保持していた者が1人
ずつその持ち場で失格した。このような開拓者たちの重
荷を分担し、こうして賢い指導の準備ができていたはずの
若い働き人の中には、しばしば繰り返される真理にあきて
しまった者たちがいた。彼らは新奇でびっくりさせるよう
なものを望み、教理の新しい面を紹介して、多くの人々を
喜ばせようとしたが、それは福音の根本的な原則に一致　
していなかった。彼らは自信と霊的盲目から、このような
こじつけが多くの人々に過去の経験を疑わせて、やがて混
乱と不信へ導くということを見きわめることができなかっ
た。
このような誤った教理がしきりに説かれた時、意見の相

違が出てきて、多くの人々の目がそれ、彼らの信仰の創始
者また完成者としてのイエスを見なくなった。教理の重要
でない部分を討論したり、人の作ったおもしろい話にふけ
り、福音を宣伝することに費やされなければならない時間
が浪費された。真理が忠実に伝えられれば、罪が自覚され
て、改心したはずの多くの人々が、警告を与えられずに放
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置された。敬虔さが急速に薄らいで、サタンがキリストに
従う者たちだと主張する人々をまさに支配するかのように
見えた。
ヨハネが流刑を言い渡されたのは、教会歴史の中の、こ

の危機の時であった。教会にとって今ほど彼の声を必要と
する時はなかった。ヨハネが以前に共に伝道の働きをして
いた仲間たちはほとんど全部殉教の死を遂げていた。残っ
た信者たちは激しい反対に直面していた。外見はどう見て
も、キリストの教会の敵たちが勝利する日が、それほど遠
くないようであった。
しかし主は暗やみの中で見えないみ手を動かしておら

れた。神のみ摂理のうちにヨハネは、キリストがご自身に
ついて、また、諸教会を啓発するための神の真理について
の、驚くべき黙示をお与えになることができるところへ導
かれたのであった。
ヨハネを追放することで真理の敵たちは、神の忠実な証

人の声を永久に沈黙させたいと思っていた。しかし、パト
モス島においてこの弟子は1つの使命を受けたのである。こ
の使命の感化は終わりの時まで教会を絶えず力づけるので
あった。ヨハネを追放した人々は、彼らの誤った行為の責
任を解かれたのではないが、天の計画を進めるために神の
手中にある道具となった。そして光を消そうとしたその努
力そのものが真理をくっきり浮き立たせた。
栄光の主がこの追放された使徒に現れたのは、安息日の[1578]

ことであった。ヨハネは、ユダヤの町や都市で人々に説教
していた時と同じように、パトモス島においても安息日を
聖く守っていた。彼はその日に関して与えられていた尊い
み約束を自分のものとして求めた。「わたしは、主の日に
御霊に感じた。そして、わたしのうしろの方で、ラッパの
ような大きな声がするのを聞いた。その声はこう言った、
『あなたが見ていることを書きものにして. . . . . .教会に送り
なさい』。そこでわたしは、わたしに呼びかけたその声を
見ようとしてふりむいた。ふりむくと、7つの金の燭台が目
についた。それらの燭台の間に. . . . . .人の子のような者がい
た」と、ヨハネは書いている（黙示録1：1013）。
愛されたこの弟子は豊かな恵みにあずかっていた。

彼は、ゲッセマネで主を見ていた。主のみ顔は苦悩の血
のしたたりを残していた。主の「顔だちは、そこなわれ
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て人と異なり、その姿は人の子と異なっていた」（イザ
ヤ52：14）。ヨハネは、ローマの兵士たちに捕らえられ、
古い紫の衣を着て、いばらの冠をかぶったキリストを見
ていた。カルバリーの十字架にかけられ、残酷な嘲笑と悪
口を浴びせられたキリストを見ていた。今、ヨハネは、も
う1度主を見ることを許された。しかしキリストの姿は、
なんと違っていたことだろう。キリストはもはや、人々に
軽蔑され、侮辱されている悲しみの人ではない。キリスト
は神々しく輝いた衣を着ておられる。「そのかしらと髪の
毛とは、雪のように白い羊毛に似て真白であり、目は燃え
る炎のようで. . . . . .その足は、炉で精錬されて光り輝くしん
ちゅうのようであ」る（黙示録1：14、15）。その声は大水
の響きのようであり、その顔は太陽のように輝いている。
その手には7つの星を持ち、口からはみことばの力の象徴で
ある鋭いもろ刃のつるぎがつき出ている。パトモスはよみ
がえられた主の栄光でまばゆく輝いている。
「わたしは彼を見たとき、その足もとに倒れて死人

のようになった。すると、彼は右手をわたしの上におい
て言った、『恐れるな』」とヨハネは書いている（黙示
録1：17）。
ヨハネはあがめられた主のみ前で生きることができる

ように力づけられた。それから驚いているヨハネの目の
前に、天の栄光が開かれた。彼は神のみ座を見ることを許
され、この世の闘争のかなたを見上げて、白い衣を着たあ
がなわれた者たちの群れを見た。ヨハネは天使たちの音楽
と、小羊の血によって勝利した人々の勝利の歌と、彼らの
あかしの言葉を聞いた。彼に与えられた黙示には、神の民
が経験する胸をおどらせるような興味深い場面が次々に展
開され、教会の歴史が終わりの時まで予告された。数や象
徴で、非常に重要な事がヨハネに示された。そしてヨハネ
は、彼の時代や未来の各時代に生きる神の民が、やってく
る危難や闘争を賢明に理解することができるように、それ
を記録しなければならなかった。
この黙示は、紀元後の全時代にわたって教会を導き慰め

るために与えられたのであるが、それでも宗教家たちは、
それが封じられた書物であって、その秘密は説明できな
いと主張してきたのである。そのために多くの者たちは、
その預言的記録から身をそらし、時間をかけてその奥義
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を研究することを拒んだ。しかし神は、その民がこの書を
そのようにみなすようには望んでおられない。それは「イ
エス・キリストの黙示」であり、「この黙示は、神が、す
ぐにも起るべきことをその僕たちに示すためキリストに与
え. . . . . .たものである」。「この預言の言葉を朗読する者
と、これを聞いて、その中に書かれていることを守る者た
ちとは、さいわいである。時が近づいているからである」
と、主は言われる（黙示録1：1、3）。「この書の預言の言
葉を聞くすべての人々に対して、わたしは警告する。もし
これに書き加える者があれば、神はその人に、この書に書
かれている災害を加えられる。また、もしこの預言の書の
言葉をとり除く者があれば、神はその人の受くべき分を、
この書に書かれているいのちの木と聖なる都から、とり
除かれる。これらのことをあかしするかたが仰せになる、
『しかり、わたしはすぐに来る』」（黙示録22：1820）。
黙示録には神の奥義が描かれている。その霊感による書[1579]

に与えられている名、まさしく「黙示録」は、これが封じ
られた書であるという供述とは矛盾している。黙示とは、
何か表されたもののことである。主ご自身がこの書に含
まれている奥義を、そのしもべに表された。そして主は、
その奥義がすべての人々に公開されて研究されるようにと
意図されている。その真理は、ヨハネの時代に生きていた
人々と同様に、この地上歴史の最後の時代に住む人々にも
あてられている。この預言に描かれている場面のあるもの
は過去に起こったものであり、あるものは今起こりつつあ
る。またあるものはやみの権力と天の君との大争闘の終結
を見させ、またあるものは新しくされた地に住むあがなわ
れた者たちの勝利と喜びを表している。
黙示録に書かれているすべての象徴の意味を説明できな

いからといって、そこに含まれている真理の意味を知るた
めに、この書を探る努力をしても無益だと思ってはならな
い。ヨハネにこれらの奥義を表された方は、真理の熱心な
探求者に天の事柄を前もって知らせて下さるのである。真
理を受けるために心を開いている人たちは、その教えを理
解できるようになり、「この預言の言葉を. . . . . .聞いて、そ
の中に書かれていることを守る者たち」に約束されている
祝福を与えられるのである。
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黙示録において聖書のすべての書が出会い、そして終わ
る。これはダニエル書を補って完成させるものである。一
方は預言で他方は啓示である。封じられていた書は黙示録
ではなく、ダニエルの預言の中で終わりの時代について述
べている部分であった。天使は命じた、「ダニエルよ、あ
なたは終りの時までこの言葉を秘し、この書を封じておき
なさい」（ダニエル12：4）。
使徒ヨハネに、彼の前に開かれるはずのことを記録す

るようにお命じになったのは、キリストであった。「あな
たが見ていることを書きものにして、それをエペソ、スミ
ルナ、ペルガモ、テアテラ、サルデス、ヒラデルヒヤ、ラ
オデキヤにある7つの教会に送りなさい」と、キリストは
命じられた。「わたしは. . . . . .生きている者である。わたし
は死んだことはあるが、見よ、世々限りなく生きている者
である。. . . . . .あなたの見たこと、現在のこと、今後起ろう
とすることを、書きとめなさい。あなたがわたしの右手に
見た7つの星と、7つの金の燭台との奥義は、こうである。
すなわち、7つの星は7つの教会の御使であり、7つの燭台
は7つの教会である」（黙示録1：11、1820）。

7つの教会の名は、西暦紀元の異なる時代における教会
を象徴している。7の数字は完全を表し、これらのメッセー
ジが時の終わりまで及んでいることを象徴している。ま
た、用いられている象徴は、この世界歴史におけるそれぞ
れ異なる時代の教会の状態を表している。
キリストは金の燭台の間を歩いているように述べられ

ている。これはキリストと教会の関係を象徴したものであ
る。キリストは絶えずその民と交わっておられる。主は彼
らの真の姿を知っておられる。彼らの状態、敬虔さ、献身
を見ておられる。主は天の聖所の大祭司であり、仲保者で
あるが、地上にあるご自分の教会の間を歩く方として表さ
れている。キリストはたゆまず目をさまし、絶えず気を配
りながら、見張り番の灯が暗くなったり消えたりしないよ
うに見守っておられる。もし燭台が単に人間にゆだねられ
るなら、ゆらめく炎は衰えて消えてしまうであろう。しか
しキリストは主の家の真の見張りであり、宮廷の真の番人
である。キリストの絶えざる守りと恵みによる支えは、い
のちと光の源である。
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キリストは右手に7つの星を持つ方として表されてい
る。これは、ゆだねられたことに忠実な教会は、失敗に終
わることをおそれる必要がないことをわれわれに確証して
いる。なぜなら、全能の神に守られている星は、1つでもキ
リストの手から奪われることはないからである。
「右の手に7つの星を持つ者. . . . . .が、次のように言われ

る」（黙示録2：1）。この言葉は教会の教師たち、すなわ
ち、神から重い責任を負わされている人々に語られてい
る。教会に豊かになければならないすばらしい祝福は、キ
リストの愛を表すはずの神の牧師と切り離せない関係にあ
る。天の星はキリストの支配下にある。キリストは星を光[1580]
で満たされる。また、その運行を導き、指示される。もし
キリストがこれをなさらなければ、それらは落星になるで
あろう。牧師たちもそれと同様である。彼らは主のみ手の
中にある道具にすぎない。そして、彼らがなし遂げるすべ
てのよいことは、キリストの力を通してなされる。彼らを
通してキリストの光が輝き出なければならない。救い主が
彼らの能力とならなければならない。キリストがみ父をご
覧になるように彼らがキリストを見るならば、彼らはキリ
ストの働きをすることができるようになる。彼らが神を頼
みの綱とするならば、神はこの世にあらわす輝きを彼らに
お与えになるのである。
教会歴史の初期に、使徒パウロが預言した不法の秘密

の力がその有害な働きを始めていた。そして、すでにペ
テロが信者たちに警告していたにせ教師たちが異説を勧
めると、多くの者たちは誤った教理に誘惑された。ある者
は試練にあってよろめき、誘惑されて信仰を捨てた。ヨハ
ネがこの黙示を与えられた時、多くの人たちは福音の真理
に対する最初の愛をすでに失っていた。しかし神は憐れみ
によって、教会を堕落の状態に放置されなかった。無限の
やさしさを持ったメッセージの中で、神は彼らに対する愛
と、永遠をめざして確実な働きをするようにという神の願
いをお示しになった。「そこで、あなたはどこから落ちた
かを思い起し、悔い改めて初めのわざを行いなさい」と、
主は戒められた（黙示録2：5）。
教会は不完全で、きびしい譴責やこらしめが必要であっ

た。そこでヨハネは、福音の根本的な原則を見失って救い
の望みを危くしている者たちに、警告し、譴責し、懇願す
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る使命を、霊感を受けて書いたのである。しかし、神が、
必要と考えて送られる譴責のことばはいつでも、やさし
い愛により、後悔している信者一人一人に平安の約束を与
えて語られる。「見よ、わたしは戸の外に立って、たたい
ている。だれでもわたしの声を聞いて戸をあけるなら、わ
たしはその中にはいって彼と食を共にし、彼もまたわたし
と食を共にするであろう」と、主は述べておられる（黙示
録3：20）。
戦いのさなかにいて神への信仰を持ちつづけなければな

らない人たちのために、この預言者は賞賛と約束のことば
を与えられた。「わたしは、あなたのわざを知っている。
見よ、わたしは、あなたの前に、だれも閉じることのでき
ない門を開いておいた。なぜなら、あなたには少ししか力
がなかったにもかかわらず、わたしの言葉を守り、わたし
の名を否まなかったからである。. . . . . .忍耐についてのわた
しの言葉をあなたが守ったから、わたしも、地上に住む者
たちをためすために、全世界に臨もうとしている試錬の時
に、あなたを防ぎ守ろう」。信者たちは次のように訓戒さ
れた、「目をさましていて、死にかけている残りの者たち
を力づけなさい」。「わたしは、すぐに来る。あなたの冠
がだれにも奪われないように、自分の持っているものを堅
く守っていなさい」（黙示録3：8、10、2、11）。
「兄弟であり、共に. . . . . .苦難. . . . . .にあずかっている」

とみずから名のる者を通して、キリストは、ご自身のた
めに彼らが苦しまなければならないことを教会にお示しに
なった（黙示録1：9）。幾世紀もの暗黒と迷信の時代を見
通して、この年老いた流刑者は、真理を愛するがゆえに殉
教の死を遂げる多くの人たちを見た。しかし彼は、また、
初期の証人たちを支えて下さった方は、忠実に従ってくる
者たちを、世の終末の前に通過しなければならない迫害の
時代にもお見捨てにならないということも見ていた。「あ
なたの受けようとする苦しみを恐れてはならない。見よ、
悪魔が、あなたがたのうちのある者をためすために、獄に
入れようとしている。あなたがたは. . . . . .苦難にあうであろ
う。死に至るまで忠実であれ。そうすれば、いのちの冠を
与えよう」と、主は言われる（黙示録2：10）。
ヨハネは、悪と戦う忠実な者たちみんなに与えられた

約束を聞いた、「勝利を得る者には、神のパラダイスにあ
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るいのちの木の実を食べることをゆるそう」。「勝利を得
る者は、このように白い衣を着せられるのである。わたし
は、その名をいのちの書から消すようなことを、決してし
ない。また、わたしの父と御使たちの前で、その名を言い
あらわそう」。「勝利を得る者には、わたしと共にわたし
の座につかせよう。それはちようど、わたしが勝利を得て
わたしの父と共にその御座についたのと同様である」（黙[1581]
示録2：7、3：5、21）。
ヨハネは神の憐れみとやさしさと愛が、神の神聖と正

義と力とにとけ合っているのを見た。彼は罪人がその罪の
ために神をおそれていたが、神の中に父を発見しているの
を見た。また、大争闘が頂点に達したそのかなたを見たと
き、「ガラスの海のそばに. . . . . .うち勝った人々が、神の立
琴を手にして立」ち、「モーセの歌」と小羊の歌とを歌っ
ているのを、シオンの上に見た（黙示録15：2、3）。
救い主は「ユダ族のしし」また、「ほふられたと

みえる小羊」の象徴でヨハネに提示されている（黙示
録5：5、6）。これらの象徴は全能の力と自己犠牲の愛の
結合を表している。ユダのししは、神の恵みを拒む者には
恐ろしいものであるが、従順で忠実な者には神の小羊とな
る。神の律法を犯した者にとっては恐怖と怒りを表してい
る火の柱は、神の十戒を守る人々にとっては光と憐れみと
救出のしるしである。反逆者を打つ強い腕は、忠実な者を
救い出す強い腕になる。忠実な者は誰でも救われる。「彼
は大いなるラッパの音と共に御使たちをつかわして、天の
はてからはてに至るまで、四方からその選民を呼び集める
であろう」（マタイ24：31）。
世界の人口に比べれば、神の民は、常にそうであった

ように、ごく小さな群れであろう。しかし彼らが、みこと
ばに示されている真理に立つならば、神は彼らの逃れの場
となって下さる。彼らは全能の神の広い盾のもとに立つの
である。神は常に多数を占めておられる。最後のラッパが
死人の獄屋に響きわたり、義人が勝利して、「死は勝利に
のまれてしまった。死よ、おまえの勝利は、どこにあるの
か」と叫びながら出て来て、神とキリストと天使たちと、
そしてすべての時代の忠実で真実であった者たちと共に立
つ時、神の子らははるかに大多数になるのである（コリン
ト15：55）。
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キリストの真の弟子たちは、克己をつらぬき通し、苦
い失望を経験し、苦しい戦いをやり通して、キリストに
従う。しかしこれは彼らに罪の深さと苦悩を教え、彼らは
罪を憎悪するようになる。キリストの苦しみを共に受ける
者たちは、キリストの栄光をも共に受けることになってい
る。預言者ヨハネは、聖なる幻の中に神の残りの教会の究
極的な勝利を見た。彼はこう記している。
「わたしは、火のまじったガラスの海のようなものを見

た。そして、このガラスの海のそばに. . . . . .うち勝った人々
が、神の立琴を手にして立っているのを見た。彼らは、神
の僕モーセの歌と小羊の歌とを歌って言った、『全能者に
して主なる神よ。あなたのみわざは、大いなる、また驚く
べきものであります。万民の王よ、あなたの道は正しく、
かつ真実であります』」（黙示録15：2、3）。
「なお、わたしが見ていると、見よ、小羊がシオンの

山に立っていた。また、14万4千の人々が小羊と共におり、
その額に小羊の名とその父の名とが書かれていた」（黙示
録14：1）。この世において彼らの心は神にささげられて
いた。彼らは知性と心で神に仕えた。そして今、神は「そ
の額に」神の名を記すことがおできになる。「そして、彼
らは世々限りなく支配する」（黙示録22：5）。彼らは場所
を請い求める者たちのように出たり入ったりしない。彼ら
は、「わたしの父に祝福された人たちよ、さあ、世の初め
からあなたがたのために用意されている御国を受けつぎな
さい」と、キリストが言われる人たちの仲間である。神は
彼らを神の子らとして迎え、「主人と一緒に喜んでくれ」
と言って下さる（マタイ25：34、21）。
「彼らは. . . . . .小羊の行く所へは、どこへでもついて行

く。彼らは、神と小羊とにささげられる初穂として、人間
の中からあがなわれた者である」（黙示録14：4）。この
預言者の幻は、彼らがシオンの山の上に立っているように
描いている。聖なる儀式に備え、白い麻布を着ているが、
それは聖徒たちの正しい行いである。しかし天において小
羊に従う者たちはみな、まずこの地上で、いらだったり気
まぐれにではなく、羊の群れが羊飼いに従うように、信頼
し、慕い、喜んで服従しながら主についてきていなければ
ならない。
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「わたしの聞いたその声は、琴をひく人が立琴をひく
音のようでもあった。彼らは、御座の前. . . . . .で、新 しい[1582]
歌を歌った。この歌は、地からあがなわれた14万4千人
のほかは、だれも学ぶことができなかった。. . . . . .彼らの
口には偽りがなく、彼らは傷のない者であった」（黙示
録14：25）。
「わたしはまた. . . . . .聖なる都、新しいエルサレムが、

夫のために着飾った花嫁のように用意をととのえて、神
のもとを出て、天から下って来るのを見た」。「その都
の輝きは、高価な宝石のようであり、透明な碧玉のよう
であった。それには大きな、高い城壁があって、12の門
があり、それらの門には、12の御使がおり、イスラエル
の子らの12部族の名が、それに書いてあった」。「12の門
は12の真珠であり、門はそれぞれ1つの真珠で造られ、都
の大通りは、すきとおったガラスのような純金であった。
わたしは、この都の中には聖所を見なかった。全能者に
して主なる神と小羊とが、その聖所なのである」（黙示
録21：2、11、12、21、22）。
「のろわるべきものは、もはや何ひとつない。神と小羊

との御座は都の中にあり、その僕たちは彼を礼拝し、御顔
を仰ぎ見るのである。彼らの額には、御名がしるされてい
る。夜は、もはやない。あかりも太陽の光も、いらない。
主なる神が彼らを照」す（黙示録22：35）。
「御使はまた、水晶のように輝いているいのちの水の

川をわたしに見せてくれた。この川は、神と小羊との御
座から出て、都の大通りの中央を流れている。川の両側に
はいのちの木があって、12種の実を結び、その実は毎月み
のり、その木の葉は諸国民をいやす」。「いのちの木にあ
ずかる特権を与えられ、また門をとおって都にはいるため
に、自分の着物を洗う者たちは、さいわいである」（黙示
録22：1、2、14）。
「また、御座から大きな声が叫ぶのを聞いた、
『見よ、神の幕屋が人と共にあり、
神が人と共に住み、
人は神の民となり、
神自ら人と共にいま』す」（黙示録21：3）。



第第第58章章章　　　真真真理理理ははは勝勝勝利利利すすするるる

使徒たちがその働きの手を休めてから、18世紀以上の年
月が過ぎた。だが、彼らがキリストのために働き、犠牲を
払ったその歴史は、いまだに尊い宝として教会に残ってい
る。聖霊の導きによって書かれたこの歴史は、各時代のク
リスチャンが一層強い熱情にかられて真剣に救い主のみわ
ざに携わることができるように記録された。
弟子たちは、キリストから与えられた任務を果たした。

十字架の使命者たちが出かけて行って福音を宣べ伝えた
時、かつて人間が見たことのないほど神の栄光があらわ
された。聖霊の協力によって、使徒たちの働きは世界を動
かした。わずか一世代のうちに福音はすべての国々に行き
渡った。
キリストに選ばれた使徒たちの働きは、輝かしい成果

を伴った。彼らが働きを始めた時、ある者は無学であっ
たが、主のみわざに全的に献身し、キリストの指導を受け
て、ゆだねられた大きな働きのために準備したのである。
恵みと真理は彼らの心を満たし、動機を与え、彼らの行動
を支配した。彼らのいのちはキリストと共に神のうちに隠
され、自己が姿を消し、無限の愛の深みに沈んだ。
弟子たちは、誠実に語り祈る方法を知っている人たちで

あり、「イスラエルの栄光」の力をつかむことができる人
たちであった。彼らは神のそば近くに立ち、彼らの栄誉を
み座に結びつけた。エホバは彼らの神であった。神の栄誉
は彼らの栄誉であった。神の真理は彼らの真理であった。
福音に向けられる攻撃は、彼らの心に深く切り込むような
ものであった。そして彼らは全力をつくしてキリストのみ
わざのために戦った。彼らはいのちのみことばを提示する
ことができた。なぜなら彼らは、神から聖別されていたか
らである。彼らは多くを期待して、それゆえに多くを試み
た。キリストはご自身を彼らに現された。そして彼らはキ
リストから導きを求めた。真理への理解と、 反対によく [1583]
耐える能力とは、神のみこころへの一致と比例していた。

449
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神の知恵であり力であられるイエス・キリストが、あらゆ
る話の主題であった。キリストのみ名——天下に与えられ
た、人々を救いうる唯一の名——は、彼らによってあがめ
られた。彼らがよみがえられた救い主、キリストの完全さ
を宣べ伝えると、彼らの言葉が人々の心を動かし、人々を
福音へと導いた。救い主のみ名をののしり、その力を軽蔑
していた多くの人々が今、十字架にかけられた方の弟子で
あると告白した。
使徒たちが、ゆだねられた使命を成し遂げたのは、生け

る神のみ力によるものであって、彼ら自身の力ではなかっ
た。彼らの働きはたやすいものではなかった。キリスト
教会の初期の働きには困難と深い悲しみが伴った。弟子た
ちは働きにおいて絶えず窮乏と中傷と迫害に遭遇したが、
自分たちのいのちを大事とは思わず、召されてキリスト
のために苦しむことを喜んだ。彼らの働きに優柔不断、不
決断、目的のあいまいさなどはなかった。彼らは喜んで自
己をささげ、また、神に用いられることをも喜んだ。自分
たちの上に置かれている責任の意識が、彼らの経験をきよ
め、豊かにした。そして彼らがキリストのために達成する
勝利の中に、天の恵みがあらわされた。神はその全能の力
をあらわし、福音を勝利させるために彼らを通して働かれ
た。
キリストご自身が築かれた土台の上に、使徒たちは神の

教会を建てた。聖書の中で、神殿建設の姿は、しばしば教
会の建設の例として用いられている。ゼカリヤはキリスト
を、主の宮を建てる「枝」にたとえている。彼はまた、異
邦人がこの仕事を助けることについて述べている、「遠い
所の者どもが来て、主の宮を建てることを助ける」。また
イザヤは、「異邦人はあなたの城壁を築」くと、述べてい
る（ゼカリヤ6：12、15、イザヤ60：10）。
ペテロはこの宮の建設について書き、「主は、人には捨

てられたが、神にとっては選ばれた尊い生ける石である。
この主のみもとにきて、あなたがたも、それぞれ生ける石
となって、霊の家に築き上げられ、聖なる祭司となって、
イエス・キリストにより、神によろこばれる霊のいけにえ
を、ささげなさい」と言っている（ペテロ2：4、5）。
使徒たちは、ユダヤ人の世界と異邦人の世界という石

切り場で、土台を築くための採石の仕事をしていた。パ
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ウロは、エペソの信者たちに宛てた手紙の中で述べてい
る、「そこであなたがたは、もはや異国人でも宿り人でも
なく、聖徒たちと同じ国籍の者であり、神の家族なのであ
る。またあなたがたは、使徒たちや預言者たちという土台
の上に建てられたものであって、キリスト・イエスご自身
が隅のかしら石である。このキリストにあって、建物全体
が組み合わされ、主にある聖なる宮に成長し、そしてあな
たがたも、主にあって共に建てられて、霊なる神のすまい
となるのである」（エペソ2：1922）。
更に、パウロはコリント人に書いた、「神から賜わった

恵みによって、わたしは熟練した建築師のように、土台を
すえた。そして他の人がその上に家を建てるのである。し
かし、どういうふうに建てるか、それぞれ気をつけるがよ
い。なぜなら、すでにすえられている土台以外のものをす
えることは、だれにもできない。そして、この土台はイエ
ス・キリストである。この土台の上に、だれかが金、銀、
宝石、木、草、または、わらを用いて建てるならば、それ
ぞれの仕事は、はっきりとわかってくる。すなわち、かの
日は火の中に現れて、それを明らかにし、またその火は、
それぞれの仕事がどんなものであるかを、ためすであろ
う」（コリント3：1013）。
使徒たちは確かな土台、すなわちとこしえの岩の上に

築いた。彼らはこの土台に、世界から切り出された石を
運んできた。建設者たちの働きに障害がないわけではな
かった。キリストの敵たちの反対により、彼らの働きは非
常に困難になった。彼らはにせの土台の上に築こうとして
いる者たちの偏狭、偏見、憎悪と闘わなければならなかっ
た。教会の建設者として働いた多くの人たちは、ネヘミ
ヤの時代に城壁を築いた者たちにたとえられる。彼らにつ
いては次のように記されている、「荷を負い運ぶ者はおの
おの片手 で工事をなし、片手に武器を執った」（ネヘミ [1584]
ヤ4：17）。
王も為政者も、祭司もつかさたちも、神の宮を破壊しよ

うとした。しかし忠実な人々は、投獄され、拷問にかけら
れ、死刑にされても働きを進展させた。建物は次第に美し
くなり均衡がとれてきた。時には周囲の迷信という霧のた
めに、働き人たちはほとんど目が見えなくなった。また、
時には、敵の暴虐に会って敗北しそうになった。しかし彼
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らはゆるぎない信仰と屈しない勇気をもって、あくまでも
働きを推し進めた。
最初の建設者らは、次々に敵の手にかかって倒れた。ス

テパノは石で打たれ、ヤコブは剣で殺され、パウロは首を
きられた。ペテロは十字架につけられ、ヨハネは島流しに
された。しかし教会は成長していった。倒れた人たちのあ
とを新しい働き人たちが受けついで、1つずつ石が加えられ
ていき、こうして神の教会の宮が徐々にでき上がっていっ
た。
キリスト教教会の設立のあとに、幾世紀にもわたる激

しい迫害の時代が続いたが、神の宮の建設の仕事を生命
そのものよりも大事だと思っている人たちに欠けること
はなかった。そうしたことについてこう書かれている、
「なおほかの者たちは、あざけられ、むち打たれ、しぼり
上げられ、投獄されるほどのめに会った。あるいは、石で
打たれ、さいなまれ、のこぎりで引かれ、つるぎで切り殺
され、羊の皮や、やぎの皮を着て歩きまわり、無一物にな
り、悩まされ、苦しめられ、（この世は彼らの住む所では
なかった）、荒野と山の中と岩の穴と土の穴とを、さまよ
い続けた」（ヘブル11：3638）。
義の敵は、神の建設者たちにゆだねられた仕事をやめ

させるための努力に骨身を惜しまなかった。しかし神は、
「ご自分のことをあかししないでおられたわけではない」
（使徒行伝14：17）。ひとたび聖徒に伝えられた信仰を
りっぱに守る働き人たちが起こされた。歴史はこれらの
人々の不屈の精神と英雄的な行為を記録にとどめている。
使徒たちと同じように、彼らの中にもその持ち場にあっ
て倒れた者が大勢いたが、宮の建設は着々と進んだ。働き
人は殺されたが、働きは進展した。ワルド派（ワルデンセ
ス）、ジョン・ウィクリフ、フス、ヒエロニムス、マルチ
ン・ルター、ツウィングリ、クランマー、ラチマー、ノッ
クス、ユグノー〔フランスの新教徒たち〕、ジョン・ウェ
スレーとチャールズ・ウェスレー、そのほか多くの人たち
が、永遠に持ちこたえる材料を土台のもとにもってきた。
後年、聖書配布運動に雄々しく活躍した人々、異教の地に
あって大いなる最終使命宣伝のために道を備えた人々もみ
な、この建設工事を助けてきたのである。
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使徒の時代以来、各時代にわたって神の宮の建設はやん
だことがない。幾世紀にわたる過去を振り返ってみる時、
われわれはそこに、神の宮を作り上げている生きた石が、
誤謬と迷信と暗黒をつらぬいて光り輝いているのを見る。
これらの尊い宝石は、永遠にわたって、ますます光彩を増
して輝き、神の真理の力をあかしするであろう。これらの
磨かれた石のきらめく光は、光と闇、真理の金と誤謬の鉄
くずとの著しい対照をはっきり示している。
パウロもほかの使徒たちも、その時以来生存してきた

すべての義人たちも、みな宮の建設に各々の役割を果た
してきた。だが、建築はまだ完成していない。今日生存す
るわれわれにも、なすべきわざ、果たすべき役割がある。
火の試練に耐えられるような土台の材料——金、銀、宝石
など「宮の建物のために刻まれた」ものを集めてこなけ
ればならない（詩篇144：12）。パウロは、こうして神の
ために建設をすすめる人たちに、励ましと警告の言葉を述
べている。「もしある人の建てた仕事がそのまま残れば、
その人は報酬を受けるが、その仕事が焼けてしまえば、損
失を被るであろう。しかし彼自身は、火の中をくぐってき
た者のようにではあるが、救われるであろう」（コリン
ト3：14、15）。命のことばを忠実に伝え、人々を聖潔と平
安の道に導くクリスチャンは、耐久力のある材料を土台に
加えているのであって、神の国において賢明な建築者とし
て誉れを受けるであろう。
使徒たちについてはこう書かれている、「弟子たちは出 [1585]

て行って、至る所で福音を宣べ伝えた。主も彼らと共に
働き、御言に伴うしるしをもって、その確かなことをお示
しになった」（マルコ16：20）。キリストが弟子たちをつ
かわされたように、今日も、主はご自分の教会の信者たち
をつかわされる。使徒たちに与えられていたのと同じ力が
彼らのために与えられる。神を自分たちの力とする時、神
は彼らと共に働いて下さり、彼らの努力はむなしくなるこ
とはない。彼らが携わっている働きは、神が印を押されて
いるものだということを、彼らに認識させよう。神はエレ
ミヤに言われた、「あなたはただ若者にすぎないと言って
はならない。だれにでも、すべてわたしがつかわす人へ行
き、あなたに命じることをみな語らなければならない。彼
らを恐れてはならない、わたしがあなたと共にいて、あな
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たを救うからである」。それから主はみ手を伸べて、しも
べの口につけ、言われた、「見よ、わたしの言葉をあなた
の口に入れた」（エレミヤ1：79）。そして神は、われわ
れが、神の聖なるみ手がくちびるに触れたことを感じなが
ら、与えられたみことばを語るために出て行くようにと命
じておられる。
キリストは教会に神聖な責任をお与えになった。教会

員はそれぞれ、神がその恵みの富と、計り知れないキリス
トの富とを世にお伝えになる器とならねばならない。世の
人々に、キリストのみたまと品性をあらわす器ほど、キリ
ストが望んでおられるものはない。人間を通して救い主の
愛があらわされることほど、世が必要としているものはな
い。全天は、神がキリスト教の力をあらわすことがおでき
になる男女を待っている。
教会は、真理を宣べ伝えるための神の機関であって、特

別の働きをする力を神から与えられている。もし教会が神
に忠実であり、神のすべての戒めに従うなら、教会には神
の計り知れない恩恵が内住するであろう。教会が真実に神
への忠誠をつくし、イスラエルの神、主をあがめる時、ど
んな勢力もこれに対抗することはできない。
神とそのみわざに対する熱意が弟子たちを動かし、偉大

な力を発揮して福音をあかしさせた。われわれも同じ情熱
を心に燃やし、あがないの愛の物語を、キリスト、しかも
十字架につけられたキリストの物語を語る決意をすべきで
はないだろうか。救い主の来臨を待ち望むばかりでなく、
これを早めることがすべてのクリスチャンの特権である。
教会が世に従うことをやめて、キリストの義の衣を着る

時に、教会の前には、輝かしい栄光の日の夜明けがある。
教会への神の約束は、永遠に堅く立つであろう。神は教会
をとこしえの誇り、代々の喜びとなさる。真理は、それを
さげすみ拒む人たちを通り過ぎて、勝利する。ときには一
見妨害されたように見えても、真理の前進は決して阻止さ
れたことがない。神の使命が反対に会うと、神はその使命
が一層大きな感化を及ぼすように、それに力をお加えにな
る。こうして聖なる力を備えた真理は、どんな堅固なとり
でもつきぬけ、どんな障害にも勝利するのである。
骨折りと犠牲のご生涯の間、神のみ子を支えたものは

何であったか。キリストはご自分の魂の労苦の結果をご覧
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になって、満足された。キリストは、永遠をご覧になり、
ご自身の屈辱を通してゆるしと永遠のいのちを受けた人々
の幸福をご覧になった。キリストの耳は、あがなわれた者
たちの歓喜の叫びを聞きとられた。主はあがなわれた人々
が、モーセと小羊の歌をうたっているのをお聞きになっ
た。
われわれは、未来の、祝福された天の幻を持つことがで

きる。聖書には未来の栄光の幻、神のみ手によって描かれ
た光景が示されている。そしてこれらは、神の教会にとっ
て大事なものである。信仰によってわれわれは、永遠の都
の入口に立ち、この世の生活においてキリストと協力し、
キリストのために苦しむことを名誉とみなしてきた人々に
与えられる、恵み深い歓迎のことばを聞くのである。「わ
たしの父に祝福された人たちよ」ということばを聞く時、
彼らはあがない主の足もとに冠を脱ぎ捨てて、「ほふられ
た小羊こそは、力と、富と、知恵と、勢いと、ほまれと、
栄光と、さんびとを受けるにふさわしい。. . . . . .御座にいま
すかたと小羊とに、さんびと、ほまれと、栄光と、権力と
が、世々限りなくあるように」と叫ぶ（マタイ25：34、黙
示録5：12、13）。 [1586]
あがなわれた者たちは、自分たちを救い主に導いてくれ

た人たちにそこであいさつをし、全員が1つとなって、人間
に神のような永遠のいのちを与えるために、ご自分の命を
犠牲にされた方を讃美する。闘争は終わる。艱難も争いも
終わる。あがなわれた者たちが、ほふられて、勝利の征服
者として再び生き返られた小羊こそすばらしい、という喜
びの歌をうたいだすと、勝利の歌が全天に満ちる。
「わたしが見ていると、見よ、あらゆる国民、部族、

民族、国語のうちから、数えきれないほどの大ぜいの群
衆が、白い衣を身にまとい、しゅろの枝を手に持って、
御座と小羊との前に立ち、大声で叫んで言った、『救
は、御座にいますわれらの神と小羊からきたる』」（黙
示録7：9、10）。
「彼らは大きな患難をとおってきた人たちであって、そ

の衣を小羊の血で洗い、それを白くしたのである。それだ
から彼らは、神の御座の前におり、昼も夜もその聖所で神
に仕えているのである。御座にいますかたは、彼らの上に
幕屋を張って共に住まわれるであろう。彼らは、もはや飢
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えることがなく、かわくこともない。太陽も炎暑も、彼ら
を侵すことはない。御座の正面にいます小羊は彼らの牧者
となって、いのちの水の泉に導いて下さるであろう。また
神は、彼らの目から涙をことごとくぬぐいとって下さるで
あろう」。「もはや、死もなく、悲しみも、叫びも、痛み
もない。先のものが、すでに過ぎ去ったからである」（黙
示録7：1417、21：4）。
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